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 表 1-1 設定された領域 































































































































































２０３６年以降、実現しない、わからない  から１つ選択） 
現在第一線にある国等（日本、米国、ＥＵ、アジア  から１つ選択） 
実現に向けて政府の関与の必要度（大：強力な関与が必要、中：ある程度関与が必要、小：や

















２０３６年以降、適用されない、わからない  から１つ選択） 
5 
 適用に向けて政府の関与の必要度（大：強力な関与が必要、中：ある程度関与が必要、小：や
































































表 1- 2 調査票の種類 




















 発送： 発送４２１９通、回収２６５９通 （回収率６３％） 
○第２回アンケート 
時期： ２００４（平成１６）年１２月～２００５（平成１７）年１月 
発送： 発送２６５９通、回収２２３９通 （回収率８４％） 
最終的な回答者はのべ２２３９名、回収率は５３％である。回答者の所属は、民間企業２７％、大
学４５％、独立行政法人１９％、団体その他８％である。年齢構成は、５０歳代が４０％と最も多く、次















































調  査  項  目 等 略  記 
知的資産の増大 知的資産 （または「知」） 
当該領域自体の知的資産増大への寄与 当該領域 
他分野の発展への寄与 他分野発展 
経済的効果 経済 （または「経」） 
我が国の既存産業の発展への寄与 既存産業発展 
新産業･新事業創出への寄与 新産業創出 







人材育成と確保 人材育成 （または「人材」） 
産学官・分野間の連携強化 連携強化 （または「連携」） 
研究開発基盤の整備 基盤整備 （または「基盤」） 
研究開発資金の拡充 資金拡充 （または「資金」） 
国際展開の推進 国際展開 （または「国際」） 
関連する規制の緩和・廃止 規制緩和 （または「緩和」） 
関連する規制の強化・新設 規制強化 （または「強化」） 
起業環境等の整備 起業環境 （または「起業」） 
税制・補助金・調達による支援 税制調達 （または「調達」） 





 表 1-3 アンケート回収状況及び回答者の属性 
分野 回収状況 属性（第2回アンケート調査　単位：%）






















































































01 情報・通信 75 265 168   63% 168 144   86% 96% 2% 2% 0% 8% 36% 40% 10% 5% 0% 47% 40% 8% 1% 5% 0% 81% 19% 0%
02 エレクトロニクス 69 292 187   64% 187 159   85% 97% 1% 1% 0% 6% 37% 46% 9% 3% 0% 56% 33% 8% 2% 1% 0% 86% 14% 0%
03 ライフサイエンス 65 431 278   65% 278 226   81% 90% 8% 1% 0% 15% 41% 33% 8% 2% 0% 15% 60% 20% 2% 3% 0% 89% 10% 1%
04 保健・医療・福祉 80 306 152   50% 152 119   78% 81% 15% 4% 0% 2% 24% 55% 18% 0% 1% 1% 85% 4% 3% 7% 1% 44% 55% 1%
05 農林水産・食品 46 391 294   75% 294 253   86% 89% 9% 2% 0% 12% 39% 34% 12% 2% 0% 8% 32% 49% 4% 6% 0% 81% 18% 1%
06 フロンティア 76 415 296   71% 296 250   84% 95% 5% 0% 0% 13% 31% 40% 12% 4% 0% 12% 42% 37% 3% 5% 1% 85% 15% 0%
07 エネルギー・資源 51 313 229   73% 229 202   88% 98% 0% 1% 0% 9% 32% 44% 13% 2% 0% 43% 30% 13% 9% 4% 0% 76% 24% 0%
08 環境 55 361 213   59% 213 184   86% 93% 6% 1% 1% 9% 26% 45% 16% 4% 0% 23% 44% 20% 8% 5% 1% 76% 24% 0%
09 ナノテクノロジー・材料 70 366 214   58% 214 179   84% 95% 1% 4% 0% 11% 39% 35% 15% 1% 0% 32% 51% 15% 1% 2% 0% 89% 11% 0%
10 製造 59 255 186   73% 186 163   88% 99% 1% 1% 0% 6% 30% 48% 16% 0% 0% 53% 39% 4% 2% 2% 0% 74% 26% 0%
11 産業基盤 59 210 108   51% 108 88    81% 93% 6% 1% 0% 17% 35% 26% 16% 6% 0% 35% 53% 0% 2% 8% 1% 57% 42% 1%
12 社会基盤 97 331 188   57% 188 155   82% 94% 5% 1% 1% 12% 29% 41% 15% 3% 0% 23% 54% 14% 4% 4% 1% 81% 19% 0%
13 社会技術 56 283 146   52% 146 117   80% 94% 4% 2% 0% 17% 32% 39% 9% 3% 0% 21% 50% 16% 6% 5% 1% 72% 28% 0%

















図 2-1 技術的実現時期及び社会的適用時期の分布 
 















































































表 2-1 技術的実現時期が早い／遅い課題 
Ａ．実現が早い１０課題 













































順位 実現年 課題 領域 デルファイ分野 













































9 2028 16:神経回路網の形成メカニズムのほぼ全貌の分子レベルでの解明 027:脳の発生・発達 ライフサイエンス 
















表 2-2 社会的適用までの期間が短い／長い課題 
Ａ．期間が短い上位１０課題 
 期間 実現年* 課題 領域 デルファイ分野
















3 4.0  2013 41:スパムフリーな電子メールシステム 005:情報セキュリティ 情報通信 























 期間 実現年* 課題 領域 デルファイ分野


































 期間 実現年* 課題 領域 デルファイ分野




2 13.6  2029  28:分化した体細胞から幹細胞を作り出すための初期化技術 030:再生医科学 ライフサイエンス




4 13.3  2029  42:大陸の凍土地域に存在するメタンハイドレートの採取技術 068:資源アセスメント エネルギー資源















8 12.1  2032  43:深海底下に存在するメタンハイドレートの採取技術 068:資源アセスメント エネルギー資源










































































































表 2-3 重要度上位１００課題の区分別内訳の推移 
区分 今回 第７回（２００１年） 第６回（１９９７年） 第５回（１９９２年） 
生命関連 １７ ２６ １７ ３７ 
情報関連 １３ ２１ ２４ １０ 
環境関連 １９ ２６ ２５ ２８ 
災害関連 ２３ ８ １１ ９ 
エネルギー関連 ８ １０ １１ ６ 





表 2-4 重要度上位１００課題 
















2030 ﾌﾛﾝﾃｨｱ 災害 
17 








2014 ﾌﾛﾝﾃｨｱ 環境 



























2013 社会基盤 災害 
13 94 23:実用的な数年規模の気候変動予測技術 2022 ﾌﾛﾝﾃｨｱ 環境 
































2013 製造 その他 





















2014 社会基盤 災害 
28 92 03:動脈硬化の発症機構の解明 (2015) 保健医療 生命 
18 





2017 社会基盤 災害 


































2027 ﾌﾛﾝﾃｨｱ 環境 











2013 産業基盤 その他 
41 90 14:寸法、形状が１nm 級の精度で制御できる産業加工技術 2019 ﾅﾉ･材料 その他 
42 90 04:高レベル放射性廃棄物の地層処分技術 2032 ｴﾈﾙｷﾞｰ  ｴﾈﾙｷﾞｰ











2013 社会基盤 災害 
46 90 14:煤塵、NOx 等が出ないクリーン燃料（水素を除く） 2021 環境 環境 




2014 社会基盤 その他 









2017 社会基盤 環境 





窒素酸化物 0.17(0.08)。試験モードは 10・15M で、数値は１台
当たりの上限値、カッコ内は形式当たりの平均値） 
2021 社会基盤 環境 
19 





2027 ﾗｲﾌ 生命 
55 88 71:メタンハイドレート採掘利用技術 2025 ﾌﾛﾝﾃｨｱ ｴﾈﾙｷﾞｰ





2022 農林水産 環境 
58 88 22:アルツハイマー病の進行を阻止する技術 2030 ﾗｲﾌ 生命 













2019 ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ 情報 































2028 製造 その他 













2020 社会技術 その他 
75 86 06:実時間で論理機能を変更する 100M ゲート規模の LSI 2021 ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ 情報 
















2014 社会基盤 その他 
20 












2018 社会基盤 災害 









2015 製造 情報 
85 85 05:クロック周波数 50GHz 以上のマイクロプロセッサ LSI 2021 ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ 情報 
86 85 30:院内感染を克服する予防技術 2018 保健医療 生命 













2015 ﾌﾛﾝﾃｨｱ 環境 
91 84 13:ナノメ－トルスケールの 3 次元集積加工技術 2020 ﾅﾉ･材料 その他 




2023 ﾗｲﾌ 生命 





2012 社会技術 その他 
96 84 07:ゲート長 3nm のトランジスタを集積した LSI 2023 ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ 情報 




2022 ﾌﾛﾝﾃｨｱ 環境 







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































図 2-6 第一線にある国等の割合 
 
表 2-5 第一線にある国等の設問において、日本の割合が高い課題 




























99 米：1.0 114:防災技術 社会基盤 




















課題 日本% 第２位国% 領域 デルファイ分野 












98 米：1.1 114:防災技術 社会基盤 















































































































































































































































































































































表 2-6 政府関与の必要性が高い課題 
技術的実現に向けて 







































































































































































図 2-9 現時点の効果と中期的な効果の相関（例） 










































































































































表 2-7 知的資産の増大が大きい領域 
領域 現 中  領域 現 中
001:超大規模情報処理 ○ ○  078:ナノ計測・分析技術 ○ ○
010:集積システム ○ ○  079:ナノ加工・造型・製造技術 ○ ○
011:シリコンエレクトロニクス ○ ○  080:物質・材料の創製・合成・プロセス技術 ○ ○
012:オプト＆フォトニックデバイス ○ ○  081:ナノレベル構造制御による新規材料 ○ ○
013:ワイヤレスエレクトロニクス ○ ○  082:ナノデバイス・センサ ○ ○
014:バイオ融合エレクトロニクス ○ ○  085:ナノバイオロジー〔ナノテク材料〕 ○ ○
016:ストレージ ○ ○  090:ナノ加工・微細加工技術 ○ ○
017:ディスプレイ ○ ○  092:製造に係わる人間・ロボット ○ ○
018:エネルギー変換・蓄積デバイス ○ ○  097:ナレッジマネジメント ○ ○
019:デジタル家電 ○ ○  005:情報セキュリティ ○
020:ユビキタスエレクトロニクス ○ ○  022:カーエレクトロニクス ○
021:ロボットエレクトロニクス ○ ○  023:ネットワークエレクトロニクス ○
025:創薬基礎研究 ○ ○  036:個別医療 ○












051:宇宙と素粒子の研究 ○ ○  008:ユビキタスネットワーキング  ○
052:有人宇宙活動基盤技術 ○ ○  015:分子・有機エレクトロニクス  ○
053:宇宙利用技術－衛星基盤技術－ ○ ○  026:新規医療技術のための基礎研究  ○
054:地球環境高精度観測・変動予測技術 ○ ○  030:再生医科学  ○
055:極限生命の探査・捕獲・培養技術 ○ ○  033:情報生物学  ○
056:地球深部観測技術 ○ ○  035:ナノバイオロジー〔ライフサイエンス〕  ○
33 
領域 現 中  領域 現 中















表 2-8 経済的効果が大きい領域 
領域 現 中  領域 現 中
001:超大規模情報処理 ○ ○  092:製造に係わる人間・ロボット ○ ○
005:情報セキュリティ ○ ○  097:ナレッジマネジメント ○ ○




012:オプト＆フォトニックデバイス ○ ○  102:経営における競争と協調 ○ ○
013:ワイヤレスエレクトロニクス ○ ○  104:環境経営 ○ ○
016:ストレージ ○ ○  036:個別医療 ○




018:エネルギー変換・蓄積デバイス ○ ○  043:高齢化社会に向けた医療・福祉 ○
019:デジタル家電 ○ ○  067:エネルギー変換・利用の効率化 ○
020:ユビキタスエレクトロニクス ○ ○  088:バーチャルデザイン製造技術 ○
021:ロボットエレクトロニクス ○ ○  091:循環型・低環境負荷製造技術 ○
022:カーエレクトロニクス ○ ○  094:社会インフラ関連高度製造技術 ○
023:ネットワークエレクトロニクス ○ ○  095:表面改質と界面制御技術 ○






○ ○  109:高齢化社会に対応した社会基盤技術 ○
047:安全・安心・長寿・健康社会をもたらすフ
ードシステム等新たな生活関連技術の開発
○ ○  116:新たな交通システム技術 ○
048:ゲノム・プロテオーム及び生体情報伝達
機構の解明と革新的生産技術 
○ ○  008:ユビキタスネットワーキング  ○
053:宇宙利用技術－衛星基盤技術－ ○ ○  014:バイオ融合エレクトロニクス  ○
059:科学技術革命を先導する宇宙・海洋・地
球技術 
○ ○  024:セキュリティエレクトロニクス  ○
062:水素エネルギーシステム ○ ○  030:再生医科学  ○
063:燃料電池 ○ ○  031:生体物質測定技術  ○
079:ナノ加工・造型・製造技術 ○ ○  035:ナノバイオロジー（ライフ）  ○
080:物質・材料の創製・合成・プロセス技術 ○ ○  078:ナノ計測・分析技術  ○
081:ナノレベル構造制御による新規材料 ○ ○  082:ナノデバイス・センサ  ○
087:高度 IT 利用製造技術 ○ ○  083:NEMS 技術  ○
089:高付加価値製品製造技術 ○ ○  084:環境・エネルギー材料  ○









表 2-9 社会的効果の高い領域 
領域 現 中  領域 現 中
005:情報セキュリティ ○ ○  111:総合的な水管理技術 ○ ○
013:ワイヤレスエレクトロニクス ○ ○  113:社会基盤としてのセキュリティ技術 ○ ○
017:ディスプレイ ○ ○  114:防災技術 ○ ○
018:エネルギー変換・蓄積デバイス ○ ○  117:交通安全に関する技術 ○ ○
019:デジタル家電 ○ ○  118:交通機関の環境対策 ○ ○
020:ユビキタスエレクトロニクス ○ ○  121:都市の安全･安心・安定 ○ ○
022:カーエレクトロニクス ○ ○  011:シリコンエレクトロニクス ○  
023:ネットワークエレクトロニクス ○ ○  036:個別医療 ○  
024:セキュリティエレクトロニクス ○ ○  037:生体防御機構の解明と治療への応用 ○  
038:QOL 向上を目指した生体機能回復およ
びその支援 
○ ○  039:IT の医療への応用 ○  




042:新興・再興感染症対策 ○ ○  073:環境経済指標 ○  
043:高齢化社会に向けた医療・福祉 ○ ○  094:社会インフラ関連高度製造技術 ○  
046:生態系と調和し、環境を向上させる生産
技術開発 
○ ○  112:建築スケールの環境対策 ○  
047:安全・安心・長寿・健康社会をもたらすフ
ードシステム等新たな生活関連技術の開発




054:地球環境高精度観測・変動予測技術 ○ ○  116:新たな交通システム技術 ○  
058:安全・安心社会の宇宙・海洋・地球技術 ○ ○  006:社会システム化のための情報技術  ○
071:都市レベルの環境（空間・計画・居住） ○ ○  008:ユビキタスネットワーキング  ○
072:生態影響の解明と対策（土壌、水を含
む）を中心とした領域 
○ ○  021:ロボットエレクトロニクス  ○
075:環境災害 ○ ○  029:脳の病態の理解と治療  ○
076:水資源 ○ ○  030:再生医科学  ○
091:循環型・低環境負荷製造技術 ○ ○  034:環境・生態バイオロジー  ○




107:建造物の性能向上 ○ ○  085:ナノバイオロジー〔ナノ材〕  ○
108:社会基盤施設の再生・維持・管理 ○ ○  086:安全・安心社会に関わるナノ科学  ○
109:高齢化社会に対応した社会基盤技術 ○ ○  123:高齢者・障害者の生活支援  ○













表 2-10 各項目が効果の代表となる割合 
効果 項目 現時点 中期 
A.知的資産の増大 A-１．当該領域 １０８ （８３％） ９９ （７６％） 
 A-２．他分野発展 ２２ （１７％） ３１ （２４％） 
B.経済的効果 B-1.既存産業発展 ４３ （３３％） ２９ （２２％） 
 B-2.新産業創出 ８７ （６７％） １０１ （７８％） 
C.社会的効果 C-1.安全安心 ６１ （４７％） ６２ （４８％） 

















































































表 2-11 効果の伸びが大きい上位１０領域 
 Ａ．知的資産の増大 現時点 中期 
1 007:情報通信新原理 5.5 7.0 
2 034:環境・生態バイオロジー 5.4 7.0 
3 096:産業基盤の地域的な分散・集中による最適化 5.3 6.9 
4 004:超トランスペアレント通信/ヒューマンインタフェース 5.3 6.8 
5 009:大規模ネットワークに耐えうるソフトウェア技術 5.7 7.0 
6 008:ユビキタスネットワーキング 6.2 7.6 
7 035:ナノバイオロジー〔ライフサイエンス分野〕 6.5 7.8 
8 027:脳の発生・発達 5.7 7.0 
9 086:安全・安心社会に関わるナノ科学 5.6 6.9 
10 077:ナノ材料モデリング・シミュレーション 5.8 7.0 
 Ｂ．経済的効果 現時点 中期 
1 007:情報通信新原理 4.6 6.5 
2 034:環境・生態バイオロジー 5.3 7.1 
3 004:超トランスペアレント通信/ヒューマンインタフェース 5.2 6.9 
4 008:ユビキタスネットワーキング 6.3 8.0 
5 086:安全・安心社会に関わるナノ科学 5.4 7.1 
6 010:集積システム 5.4 7.0 
7 015:分子・有機エレクトロニクス 5.8 7.4 
8 035:ナノバイオロジー〔ライフ〕 6.3 7.9 
9 033:情報生物学 6.0 7.5 
10 027:脳の発生・発達 4.6 6.1 
 Ｃ．社会的効果 現時点 中期 
1 086:安全・安心社会に関わるナノ科学 6.0 7.9 
2 004:超トランスペアレント通信/ヒューマンインタフェース 5.1 7.0 
3 034:環境・生態バイオロジー 5.9 7.7 
4 010:集積システム 4.5 6.3 
5 008:ユビキタスネットワーキング 5.9 7.7 
6 007:情報通信新原理 4.4 6.1 
7 085:ナノバイオロジー〔ナノテクノロジー・材料分野〕 6.2 7.9 
8 027:脳の発生・発達 5.1 6.7 
9 014:バイオ融合エレクトロニクス 5.9 7.5 
















図 2-12 現在の対米、対ＥＵ研究開発水準 
 
表 2-12 対米国、対ＥＵ水準がともに対等以上（５点以上）の領域 
領域 ５年前＊ デルファイ分野 
012:オプト＆フォトニックデバイス ○ 情報･通信 
016:ストレージ ○ エレクトロニクス 
017:ディスプレイ ○ エレクトロニクス 
018:エネルギー変換・蓄積デバイス ○ エレクトロニクス 
019:デジタル家電 ○ エレクトロニクス 
020:ユビキタスエレクトロニクス  エレクトロニクス 
021:ロボットエレクトロニクス ○ エレクトロニクス 
022:カーエレクトロニクス ○ エレクトロニクス 
062:水素エネルギーシステム  エネルギー･資源 
063:燃料電池  エネルギー･資源 
064:分散型エネルギーシステム ○ エネルギー･資源 
065:再生可能エネルギー  エネルギー･資源 
066:化石資源のクリーン利用技術 ○ エネルギー･資源 
067:エネルギー変換・利用の効率化 ○ エネルギー･資源 
069:資源再利用 ○ エネルギー･資源 
076:水資源  環境 
078:ナノ計測・分析技術  ナノテク・材料 
079:ナノ加工・造型・製造技術 ○ ナノテク・材料 
080:物質・材料の創製・合成・プロセス技術 ○ ナノテクノ・材料 
081:ナノレベル構造制御による新規材料 ○ ナノテク・材料 
084:環境・エネルギー材料 ○ ナノテク・材料 
089:高付加価値製品製造技術 ○ 製造 
090:ナノ加工・微細加工技術 ○ 製造 
091:循環型・低環境負荷製造技術  製造 
092:製造に係わる人間・ロボット ○ 製造 













































領域 ５年前＊ デルファイ分野 
095:表面改質と界面制御技術 ○ 製造 
107:建造物の性能向上 ○ 社会基盤 
108:社会基盤施設の再生・維持・管理  社会基盤 
114:防災技術 ○ 社会基盤 
116:新たな交通システム技術 ○ 社会基盤 
117:交通安全に関する技術  社会基盤 
118:交通機関の環境対策 ○ 社会基盤 
127:文化と技術の継承保全  社会技術 


















表 2-13 水準の変化が大きい領域 
Ａ．対米国、対ＥＵ水準の伸びが大きい領域（いずれかの伸びが 0.5 点以上の領域） 
 現在の水準 伸び  
領域 対米国 対 EU 対米国 対 EU デルファイ分野 
008:ユビキタスネットワーキング 4.8 6.0 1.1 0.6 エレクトロニクス 
063:燃料電池 5.8 6.5 1.0 1.0 エネルギー･資源
039:IT の医療への応用 4.0 5.2 0.9 0.6 保健・医療・福祉
062:水素エネルギーシステム 5.3 5.6 0.7 0.7 エネルギー・資源
001:超大規模情報処理 4.2 6.0 0.7 0.5 情報・通信 
046:生態系と調和し、環境を向上させる生産技
術開発 
5.1 4.4 0.7 0.5 
農林水産・食品 
088:バーチャルデザイン製造技術 4.3 5.2 0.6 0.5 製造 
070:地球レベルの環境 5.1 4.6 0.6 0.4 環境 
045:バイオを利用した環境問題の解決と循環
社会の実現 
4.4 3.9 0.6 0.4 
農林水産・食品 
087:高度 IT 利用製造技術 4.9 6.2 0.6 0.4 製造 
073:環境経済指標 4.6 4.0 0.6 0.4 環境 
031:生体物質測定技術 3.7 5.0 0.6 0.5 ライフサイエンス 
047:安全・安心・長寿・健康社会をもたらすフ
ードシステム等新たな生活関連技術の開発 
4.9 5.0 0.6 0.5 
農林水産・食品 
39 
 現在の水準 伸び  
領域 対米国 対 EU 対米国 対 EU デルファイ分野 
022:カーエレクトロニクス 6.8 7.0 0.5 0.3 エレクトロニクス 
004:超トランスペアレント通信/ヒューマンインタ
フェース 
4.6 5.8 0.5 0.3 
情報・通信 
054:地球環境高精度観測・変動予測技術 3.8 4.6 0.5 0.2 フロンティア 
026:新規医療技術のための基礎研究 2.7 4.3 0.3 0.8 保健・医療・福祉
036:個別医療 3.2 4.4 0.5 0.5 保健・医療・福祉
033:情報生物学 2.6 4.0 0.3 0.5 保健・医療・福祉
Ｂ．対アジア水準の低下が大きい領域（0.5 点以上低下した領域） 
 現在の水準 伸び デルファイ分野 
052:有人宇宙活動基盤技術 5.9 -1.4 フロンティア 
011:シリコンエレクトロニクス 7.6 -1.1 エレクトロニクス 
017:ディスプレイ 7.8 -1.1 エレクトロニクス 
049:惑星探査技術 7.4 -0.8 フロンティア 
010:集積システム 8.2 -0.6 エレクトロニクス 
025:創薬基礎研究 8.1 -0.5 ライフサイエンス 
 












































































1 サービスのユニバーサル化 2007 2012 社会技術 
2 経営における競争と協調 2008 2013 産業基盤 
3 利用者・住民を含めた社会基盤の総合マネジメント 2009 2014 社会基盤 
4 社会基盤としてのセキュリティ技術 2009 2014 社会基盤 
5 サービス産業・サービス部門の生産性向上 2009 2014 産業基盤 
6 資源再利用 2009 2014 エネルギー･資源
7 建築スケールの環境対策 2009 2014 社会基盤 
8 環境経営 2009 2014 環境 
9 ナレッジマネジメント 2010 2014 産業基盤 







1 核融合エネルギー 2036- 2036- エネルギー 
2 脳の発生・発達 2026 － ライフサイエンス 
3 情報通信新原理 2026 2033 情報・通信 
4 脳の高次機能 2026 － ライフサイエンス 
5 革新的原子力システム 2024 2035 エネルギー･資源
6 有人宇宙活動基盤技術 2023 2032 フロンティア 
7 脳の病態の理解と治療 2020 2030 ライフサイエンス 
8 分子・有機エレクトロニクス 2020 2031 エレクトロニクス 
9 再生可能エネルギー 2020 2029 エネルギー･資源
10 新規医療技術のための基礎研究 2019 2030 ライフサイエンス 
41 











































































































































































































































































































表 2-15 政府関与の必要性が高い領域 
順位 技術的実現に向けて 社会的適用に向けて 
1 安全・安心社会の宇宙・海洋・地球技術 安全・安心社会の宇宙・海洋・地球技術 
2 惑星探査技術 ライフスタイルと環境 
3 核融合エネルギー 核融合エネルギー 
4 宇宙利用技術－衛星基盤技術－ 防災技術 
5 公的部門のガバナンス・マネジメント 宇宙利用技術－衛星基盤技術－ 
6 宇宙と素粒子の研究 都市レベルの環境（空間・計画・居住） 
7 地球レベルの環境（温暖化を中心とする） 地球レベルの環境（温暖化を中心とする） 
8 地球環境高精度観測・変動予測技術 環境災害 
9 環境災害 革新的原子力システム 

















デルファイ分野 総領域数 取り上げた領域 
情報・通信 ９ ユビキタスネットワーキング、情報セキュリティ 
エレクトロニクス １５ シリコンエレクトロニクス、オプト＆フォトニックデバイス 
ライフサイエンス １１ 再生医科学、生体物質測定技術、ナノバイオロジー 
保健・医療・福祉 ８ 個別医療、新興・再興感染症対策 
農林水産・食品 ５ 生物多様性と生態系の複雑な相互作用の解明、ゲノム・プロテ
オーム及び生体情報伝達機構の解明と革新的生産技術 
フロンティア １１ 宇宙利用技術－衛星基盤技術－、地球深部観測技術 





製造 ９ 高付加価値製品製造技術、製造に係わる人間・ロボット 
産業基盤 １０ リスク管理・ファイナンス、ナレッジ・マネージメント 
社会基盤 １４ 高齢化社会に対応した社会基盤技術、防災技術 























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































図 2-16 積極的に進めるべき融合・連携関係 
 
























































表 2-17 融合・連携の必要性認識に差のある分野 
 
 
分野１ 分野２ 分 野 １ 割
合（％）＊１ 
分 野 ２ 割
合（％）＊２ 
２０１５年まで 農林水産・食品 社会技術 ３９ ６ 
 
 
フロンティア 情報通信 ７１ ３ 
 フロンティア エネルギー・資源 ６０ １５ 
 フロンティア 環境 ７２ １７ 
 エネルギー・資源 情報通信 ４３ ８ 
 製造 情報通信 ７４ ３ 
 製造 エネルギー・資源 ３４ １４ 
 製造 環境 ５２ ６ 
 製造 ナノテク・材料 ７３ １１ 
 産業基盤 情報通信 ７２ １０ 
 産業基盤 ライフサイエンス ３４ ０ 
 産業基盤 環境 ４３ ２ 
 産業基盤 社会技術 ４９ ９ 
 社会基盤 情報通信 ５６ １０ 
 社会基盤 社会技術 ７２ ３１ 
２０１６年以降 情報 ライフサイエンス ６１ ２５ 
 情報 環境 ５３ １７ 
 情報 社会技術 ５９ １４ 
 エレクトロニクス ライフサイエンス ７８ １６ 
 エレクトロニクス 社会技術 ３９ ８ 
 フロンティア ライフサイエンス ４３ １３ 
 ナノテク・材料 ライフサイエンス ７８ ４０ 
 保健・医療・福祉 環境 ４３ ７ 
 農林水産・食品 エネルギー・資源 ６０ ６ 
 農林水産・食品 環境 ６５ ３０ 
 ナノテク・材料 環境 ４４ ８ 
 製造 ライフサイエンス ５４ ２ 
 製造 エネルギー・資源 ６０ ４ 
 製造 環境 ３８ ３ 
 製造 ナノテク・材料 ４８ １１ 
 産業基盤 ライフサイエンス ６１ ０ 
 産業基盤 エネルギー・資源 ６６ ３ 
 産業基盤 社会技術 ５３ ３ 
 社会基盤 環境 ６５ ２５ 
 社会基盤 社会技術 ５８ ２２ 
 社会技術 ライフサイエンス ６７ ２４ 












































































































































































































































































表 2-18 効果が大きく、かつ、対米国水準が対等以上の領域 
効果 対米国水準が対等以上の領域 政府がとるべき手段 
（割合が３０％以上のもの。太字は最も割合の高いもの）


































































































































分子・有機エレクトロニクス 2020 10.8 連携強化、人材育成 知（中） 
創薬基礎研究 2016 10.6 連携強化、人材育成 知（現中） 
新規医療技術のための基礎研究 2019 10.6 人材育成、連携強化 知（中） 
脳の病態の理解と治療 2020 10.5 人材育成、連携強化 社（中） 
再生医科学 2019 11.3 人材育成、連携強化 知（中）、経（中）、社（中） 
生体物質測定技術 2015 10.6 連携強化、人材育成 知（現中）、経（中） 
環境･生態バイオロジー 2016 11.4 連携強化、人材育成 社（中） 
ナノバイオロジー 2017 10.5 連携強化、人材育成 知（中）、経（中） 






革新的原子力システム、 2024 10.6 税制調達、連携強化 － 
水素エネルギーシステム 2018 10.1 税制調達、規制緩和 知（現）、経（現中） 
化石資源のクリーン利用技術 2014 10.7 税制調達、連携強化 － 
資源アセスメント 2018 10.4 連携強化、税制調達 － 
ナノデバイス･センサ 2014 10.0 連携強化、人材育成 知（現中）、経（中） 
NEMS 技術 2014 11.1 連携強化、人材育成 知（中）、経（中） 











表 2-20 領域の基本計画分野分類対照 
 























1 超大規模情報処理 ○ 66 化石資源のクリーン利用技術 ○ ○
2 ハイプロダクティビティコンピューティング ○ 67 エネルギー変換・利用の効率化 ○ ○





○ 69 資源再利用 ○ ○
5 情報セキュリティ ○ 70 地球レベルの環境（温暖化を中心とする） ○
6 社会システム化のための情報技術 ○ ○ 71 都市レベルの環境（空間・計画・居 ○ ○
7 情報通信新原理 ○ 72 生態影響の解明と対策（土壌、水を含む）を中心とした領域 ○
8 ユビキタスネットワーキング ○ 73 環境経済指標 ○
9 大規模ネットワークに耐えうるソフトウェア技術 ○ 74 ライフスタイルと環境 ○
10 集積システム ○ ○ 75 環境災害 ○ ○
11 シリコンエレクトロニクス ○ ○ 76 水資源 ○
12 オプト＆フォトニックデバイス ○ 77 ナノ材料モデリング・シミュレーション ○
13 ワイヤレスエレクトロニクス ○ 78 ナノ計測・分析技術 ○
14 バイオ融合エレクトロニクス ○ ○ ○ 79 ナノ加工・造型・製造技術 ○ ○
15 分子・有機エレクトロニクス ○ ○ 80 物質・材料の創製・合成技術・プロセス技術 ○ ○
16 ストレージ ○ ○ 81 ナノレベル構造制御による新規材料 ○
17 ディスプレイ ○ 82 ナノデバイス・センサ ○ ○
18 エネルギー変換・蓄積デバイス ○ ○ 83 NEMS技術 ○ ○
19 デジタル家電 ○ 84 環境・エネルギー材料 ○ ○ ○
20 ユビキタスエレクトロニクス ○ 85 ナノバイオロジー ○ ○
21 ロボットエレクトロニクス ○ 86 安全・安心社会に関わるナノ科学 ○
22 カーエレクトロニクス ○ ○ 87 高度IT利用製造技術 ○ ○
23 ネットワークエレクトロニクス ○ 88 バーチャルデザイン製造技術 ○ ○
24 セキュリティエレクトロニクス ○ ○ 89 高付加価値製品製造技術 ○
25 創薬基礎研究 ○ 90 ナノ加工・微細加工技術 ○ ○
26 新規医療技術のための基礎研究 ○ 91 循環型・低環境負荷製造技術 ○ ○
27 脳の発生・発達 ○ 92 製造に係わる人間・ロボット ○
28 脳の高次機能 ○ 93 特殊環境下製造技術 ○
29 脳の病態の理解と治療 ○ 94 社会インフラ関連高度製造技術 ○ ○
30 再生医科学 ○ 95 表面改質と界面制御技術 ○ ○
31 生体物質測定技術 ○ 96 産業基盤の地域的な分散・集中による最適化 ○
32 生命の高次機能制御 ○ 97 ナレッジマネジメント ○
33 情報生物学 ○ 98 企業の意思決定・ガバナンス・マネジメント ○
34 環境・生態バイオロジー ○ ○ 99 公的部門のガバナンス・マネジメント ○
35 ナノバイオロジー ○ ○ 100 リスク管理・ファイナンス ○
36 個別医療 ○ 101 人的資源管理(教育、競争と協調の関係) ○
37 生体防御機構の解明と治療への応 ○ 102 経営における競争と協調 ○
38 QOL向上を目指した生体機能回復およびその支援 ○ 103
サービス産業・サービス部門の生産
性向上 ○
39 ITの医療への応用 ○ ○ 104 環境経営 ○
40 人中心の医療と療養支援システムの構築 ○ 105
産業の牽引役となる芸術・文化・遊
び ○
41 予防医療 ○ 106 人口非集中地域の社会基盤技術 ○
42 新興・再興感染症対策 ○ 107 建造物の性能向上 ○
43 高齢化社会に向けた医療・福祉 ○ 108 社会基盤施設の再生・維持・管理 ○
44 生物多様性と生態系の複雑な相互作用の解明 ○ ○ 109
高齢化社会に対応した社会基盤技
術 ○
45 バイオを利用した環境問題の解決と循環社会の実現 ○ ○ ○ 110 社会基盤における環境技術 ○ ○





○ 112 建築スケールの環境対策 ○ ○
48 ゲノム・プロテオーム及び生体情報伝達機構の解明と革新的生産技術 ○ 113 社会基盤としてのセキュリティ技術 ○
49 惑星探査技術 ○ 114 防災技術 ○
50 地球型生命および太陽系外惑星探査技術 ○ 115
利用者・住民を含めた社会基盤の総
合マネジメント ○
51 宇宙と素粒子の研究 ○ 116 新たな交通システム技術 ○
52 ロケット・有人宇宙活動基盤技術 ○ 117 交通安全に関する技術 ○
53 宇宙利用技術　－衛星基盤技術－ ○ 118 交通機関の環境対策 ○ ○
54 地球環境高精度観測・変動予測技術 ○ ○ 119
環境にやさしい効率的な物流システ
ム技術 ○ ○
55 極限生命の探査・捕獲・培養技術 ○ ○ 120 暮らしの安全･安心・安定 ○
56 地球深部観測技術 ○ 121 都市の安全･安心・安定 ○
57 海洋・深海底観測調査技術 ○ ○ 122 サービスのユニバーサル化 ○
58 安全・安心社会の宇宙・海洋・地球技術 ○ ○ 123 高齢者・障害者の生活支援 ○
59 科学技術革命を先導する宇宙・海洋・地球技術 ○ 124 脳研究の社会応用 ○
60 革新的原子力システム ○ 125 国際的課題解決技術 ○
61 核融合エネルギー ○ 126 教育・学習支援技術 ○
62 水素エネルギーシステム ○ ○ 127 文化と技術の継承保全 ○
63 燃料電池 ○ ○ 128 知識生産システム ○
64 分散型エネルギーシステム ○ ○ 129 遊びの技術 ○











表 2-21 現時点および中期的な効果の指数 
















知的資産増大 6.4 6.7 6.2 6.9 6.3 6.7 5.8 7.5 5.7 6.4 
経済的効果 5.9 6.6 6.0 6.4 6.2 6.9 6.0 5.1 6.0 6.1 
現
時
点 社会的効果 6.2 6.2 6.6 5.3 5.9 5.9 7.2 5.4 5.9 6.2 
知的資産増大 7.3 7.4 6.9 7.8 6.9 7.5 6.3 7.8 6.6 7.1 
経済的効果 7.0 7.6 7.0 7.7 7.0 7.7 6.7 5.8 6.8 7.0 
中
期 







図 2-20 現時点及び中期の知的資産の増大と経済的・社会的効果 












































































































































































































































































































































なしやや 大 中 あまりなし
あまりなし なし大 やや 大 中
なしあまりなし大 やや 大 中
中 あまりなし大 やや 大 なし
① ②















課題 大 中 小 なし
指







































































１ 140 19 38 43 - 63 32 54 14 0 1 2
２ 130 11 35 54 - 54 14 73 13 0 0 1

























































































































































24 74 1 0 1 5 35 36 24 33 34 29 51 11 21 2 2 1 2 4 28 44 24 18 30 28 29 37 12 2
8 92 0 0 0 0 31 52 17 37 29 16 64 4 14 0 0 1 1 1 13 67 19 13 39 22 27 45 8 0
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１ ： 第１回アンケート調査結果（専門度「大」、「中」または「小」の回答者の結果） 
２ ： 第２回アンケート調査結果（専門度「大」、「中」または「小」の回答者の結果） 
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Ｑ１ ： 実現・適用時期の回答を時期の早い順に並べて、全体の１／４番目に当たる時期 
Ｑ２ ： 同様に１／２番目の時期 
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 アーキテクチャレベルでは、I/O などのハードウェアボトルネックを避けるための CPU アーキテクチャ、高速低





 スーパーコンピュータは、１９９７年に IBM の Deep Blue がチェスチャンピオン Kasparov に勝つことで、コンピュ
ータが人工知能に近づく可能性を実証した。スーパーコンピュータメーカの淘汰が進み、生き残りの大手メーカ
数社が激しく性能を競っている。NEC の地球シミュレータが２００２年に３６teraflops の世界最高性能を記録した。
２００４年９月には、IBM の Blue Gene が７０teraflops を出し、２００５年には３６０teraflops を予定して１．５petaflops
も射程内と主張している。 



















































































































































































































































































































































































































































































































































































上げた。同様の機能は一部 JAVA でも実現されており（厳密に言うと JAVA も一つのＯＳであり、ＯＳ無依存では
ないが）、更に環境適応性について改良が進めば実現されると判断されたようで、技術実現は５-１０年後と早く
なっている。この課題の背景は、どのような環境でも同様のサービスを提供することを目指したものであり、ここで


















































この scalability Neck を超える知恵はなんであろうか？ 直感的には、 
¾ "システムから管理者の概念を取り除く"（管理者なし System；飛躍解）方式 
¾ "複数の Subsystem に分けて管理する（複数 System 管理；従来延長解）方式 
と、その二つの併用が考えられる。 
さて、この管理者なし解と、従来延長解のどちらが生き残るかが最も興味を引くところである。図２を見て頂き










































R1 発送 R1 回収 回収率 R2 発送 R2 回収 回収率 
265 人 168 人 63％ 168 人 144 人 86% 
 
男 １３８人 会社員 ６８人 大 6.1 ％
女 ３人 大学教職員 ５７人 中 21.3 ％
性 
別 
無回答 ３人 公的機関職員 １１人 小 72.6 ％
20 代 なし 団体職員 １人
30 代 １２人 その他 ７人











50 代 ５８人 研究開発従事 １１７人
60 代 １５人 上記以外 ２７人

















２．エレクトロニクス 72.5% ２．エレクトロニクス 19.3%
３．ライフサイエンス 25.8% ３．ライフサイエンス 61.3%
４．保健・医療・福祉 37.5% ４．保健・医療・福祉 25.2%
５．農林水産・食品 2.5% ５．農林水産・食品 4.2%
６．フロンティア 2.5% ６．フロンティア 14.3%
７．エネルギー・資源 8.3% ７．エネルギー・資源 21.0%
８．環境 10.8% ８．環境 52.9%
９．ナノテクノロジー・材料 29.2% ９．ナノテクノロジー・材料 21.0%
10．製造 2.5% 10．製造 1.7%
11．産業基盤 10.0% 11．産業基盤 0.8%
12．社会基盤 16.7% 12．社会基盤 11.8%
13．社会技術 72.5% 13．社会技術 58.8%
今後５ ～１ ０ 年に融合・ 連携を積極的に進めるべ き分野
 14．その他 0.8%























シ ス テム ・ ソ リュ ーシ ョ ン 技術
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高生産性 



















































































































１．自由な時間の２／３以上が IT を利用したものとなる 
























































超大規模情報処理  6.8  6.8  6.8  7.0  5.9  6.3
ハイプロダクティビティコンピューティング  5.6  6.1  5.3  5.3  4.7  4.7
ヒューマンサポート  6.0  5.9  5.4  5.5  5.1  5.5
超ﾄﾗﾝｽﾍﾟｱﾚﾝﾄ通信/ﾋｭｰﾏﾝｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ  5.3  5.3  5.0  5.2  4.9  5.1
情報セキュリティ  6.8  6.6  6.7  6.7  8.2  7.2
社会システム化情報技術  5.4  5.4  5.9  6.0  6.4  6.2
情報通信新原理  5.5  5.1  4.5  4.6  4.4  4.3
ユビキタスネットワーキング  6.2  6.2  6.2  6.3  5.9  5.8
ソフトウェア技術  5.7  5.6  5.7  5.6  5.4  5.2
































超大規模情報処理  7.5  7.6  7.6  7.9  7.0  7.4
ハイプロダクティビティコンピューティング  6.3  6.7  6.0  6.1  5.7  5.4
ヒューマンサポート  7.1  7.1  6.7  7.0  6.6  7.0
超ﾄﾗﾝｽﾍﾟｱﾚﾝﾄ通信/ﾋｭｰﾏﾝｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ  6.8  6.8  6.5  6.9  6.6  7.0
情報セキュリティ  7.4  7.3  7.2  7.6  9.0  8.0
社会システム化情報技術  6.6  6.5  6.9  7.1  7.6  7.5
情報通信新原理  7.0  7.0  6.2  6.5  6.1  6.1
ユビキタスネットワーキング  7.6  7.6  7.6  8.0  7.6  7.7
ソフトウェア技術  7.0  7.0  7.1  6.9  6.9  6.7











































超大規模情報処理  0.7  0.8  0.8  0.9  1.1  1.1
ハイプロダクティビティコンピューティング  0.7  0.6  0.7  0.8  1.0  0.7
ヒューマンサポート  1.2  1.3  1.3  1.5  1.6  1.5
超ﾄﾗﾝｽﾍﾟｱﾚﾝﾄ通信/ﾋｭｰﾏﾝｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ  1.4  1.5  1.5  1.7  1.7  1.9
情報セキュリティ  0.6  0.7  0.5  0.9  0.8  0.8
社会システム化情報技術  1.2  1.1  1.0  1.0  1.2  1.3
情報通信新原理  1.6  1.9  1.7  1.9  1.7  1.8
ユビキタスネットワーキング  1.4  1.3  1.4  1.7  1.7  1.8
ソフトウェア技術  1.4  1.4  1.4  1.4  1.5  1.5










































超大規模情報処理  4.2  6.0  8.2
ハイプロダクティビティコンピューティング  3.8  6.0  8.3
ヒューマンサポート  3.5  5.3  8.1
超ﾄﾗﾝｽﾍﾟｱﾚﾝﾄ通信/ﾋｭｰﾏﾝｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ  4.6  5.8  8.2
情報セキュリティ  3.2  5.0  7.9
社会システム化情報技術  3.8  4.9  7.7
情報通信新原理  3.2  4.6  7.9
ユビキタスネットワーキング  4.8  6.0  8.3












































超大規模情報処理  3.5  5.5  8.4
ハイプロダクティビティコンピューティング  3.6  5.7  8.4
ヒューマンサポート  3.3  5.0  8.3
超ﾄﾗﾝｽﾍﾟｱﾚﾝﾄ通信/ﾋｭｰﾏﾝｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ  4.1  5.5  8.3
情報セキュリティ  2.9  4.7  8.1
社会システム化情報技術  3.3  4.7  7.9
情報通信新原理  2.8  4.4  8.0
ユビキタスネットワーキング  3.6  5.4  8.2


































































































68.1 2011 2015 超大規模情報処理 
11 
41











































































































































領域 06-10 11-15 16-20 21-25 26-30 31-35 36- 
超大規模情報処理  4      
ハイプロダクティビティコンピューティング  3 2     
ヒューマンサポート（人間の知能支援） 2 3 3  1   
超トランスペアレント通信(空間共有)/ヒューマンイ
ンタフェース(人間の筋力を支援) 
1 9 3  1   
情報セキュリティ 3 7      
社会システム化のための情報技術 2 4      
情報通信新原理   1 2 2 1  
ユビキタスネットワーキング 1 5 2     

















22.7 2031 情報通信新原理 
29 脳波等を利用した念力インタフェース(特定の思考をする











8.2 2030 情報通信新原理 
55 人間の創造や直感のモデルが作られ、いろいろな分野で
機械の作り出す新発想の有用性が証明される 












17.1 2027 情報通信新原理 
29 脳波等を利用した念力インタフェース(特定の思考をする




































































超大規模情報処理 40.8 58.6 0.6 0.0 0.0 
ハイプロダクティビティコンピューティング 22.4 76.7 0.4 0.2 0.2 
ヒューマンサポート（人間の知能支援） 12.1 86.8 0.6 0.0 0.6 
超ﾄﾗﾝｽﾍﾟｱﾚﾝﾄ通信/ﾋｭｰﾏﾝｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ 41.7 56.7 1.0 0.1 0.5 
情報セキュリティ 12.9 86.9 0.2 0.0 0.0 
社会システム化のための情報技術 38.8 59.8 1.2 0.2 0.0 
情報通信新原理 3.0 94.0 1.2 0.2 1.5 
ユビキタスネットワーキング 17.9 81.8 0.1 0.0 0.3 
ソフトウェア技術 3.6 96.0 0.0 0.4 0.0 
日本 米国 ＥＵ アジア その他
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93.1 2012 2020 情報セキュリティ 
24 家庭内で眼鏡をかけず、かつ疲れないで視聴でき
る立体ＴＶの一般化 
























0.0 2009 2013 情報セキュリティ 
40 不正侵入検出のための、インターネットにおける発
信元の逆探知、トレースバック 
0.0 2009 2013 情報セキュリティ 

































































超大規模情報処理 4.4 43.1 40.6 11.9 
ハイプロダクティビティコンピューティング 14.9 48.1 17.8 19.1 
ヒューマンサポート（人間の知能支援） 3.3 37.1 44.5 15.1 
超ﾄﾗﾝｽﾍﾟｱﾚﾝﾄ通信/ﾋｭｰﾏﾝｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ 1.9 32.3 44.1 21.6 
情報セキュリティ 24.6 50.9 18.9 5.6 
社会システム化のための情報技術 16.2 49.0 23.7 11.0 
情報通信新原理 1.9 45.6 39.5 13.1 
ユビキタスネットワーキング 4.3 60.3 28.0 7.5 
ソフトウェア技術 1.7 42.6 42.4 13.3 




















































































































































































超大規模情報処理 18.9 36.2 19.4 64.7 9.2 18.1 0.7 0.2
ハイプロダクティビティコンピューティング 43.8 28.3 40.3 66.1 3.3 4.1 0.0 0.2
ヒューマンサポート 38.4 35.1 24.2 68.0 2.8 2.8 1.1 0.1
超ﾄﾗﾝｽﾍﾟｱﾚﾝﾄ通信/ﾋｭｰﾏﾝｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ 26.5 43.3 24.7 73.8 2.6 2.6 0.5 0.1
情報セキュリティ 35.6 46.2 25.7 69.8 8.7 4.4 11.0 0.2
社会システム化のための情報技術 16.6 42.6 28.9 58.6 14.0 11.4 15.6 0.0
情報通信新原理 58.9 23.9 26.8 67.0 3.8 0.2 0.3 0.0
ユビキタスネットワーキング 24.0 46.3 31.8 77.0 4.2 9.2 2.2 0.1
ソフトウェア技術 41.0 42.7 26.4 74.9 3.9 2.3 0.8 0.0

























60.3 2031 ― 情報通信新原理 









































































































































































領域 06-10 11-15 16-20 21-25 26-30 31-35 36- 
超大規模情報処理  2 2     
ハイプロダクティビティコンピューティング    4 1   
ヒューマンサポート（人間の知能支援）  1 2 3 2 1  
超トランスペアレント通信(空間共有)/ヒューマンイ
ンタフェース(人間の筋力を支援) 
 1 5 4 3  1 
情報セキュリティ  3 7     
社会システム化のための情報技術  6 4 2    
情報通信新原理     1 3  
ユビキタスネットワーキング  1 3 2 2   



























12.2 2036 情報通信新原理 
60 惑星間通信のような非常に長い遅延がある条件で自然な
通信や制御を行うことができる情報の予測技術 
















20.3 2035 情報通信新原理 
29 脳波等を利用した念力インタフェース(特定の思考をする






15.6 2034 情報通信新原理 
58 様々なアルゴリズムに適用可能な汎用性のある量子コン
ピューティング 
14.6 2036 情報通信新原理 
42 電子透かしを取り除くことを防止することについての、安全
性が理論的に証明された、公表可能なアルゴリズム 








































超大規模情報処理 4.4 36.2 46.4 13.0 
ハイプロダクティビティコンピューティング 8.7 32.5 34.0 24.7 
ヒューマンサポート（人間の知能支援） 3.6 28.8 47.0 20.6 
超ﾄﾗﾝｽﾍﾟｱﾚﾝﾄ通信/ﾋｭｰﾏﾝｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ 1.5 20.5 47.4 30.5 
情報セキュリティ 22.1 52.8 17.5 7.6 
社会システム化のための情報技術 29.1 31.8 26.7 12.3 
情報通信新原理 2.9 45.4 35.8 16.0 
ユビキタスネットワーキング 4.4 49.0 34.5 12.0 
ソフトウェア技術 1.7 30.0 45.0 23.3 





















































06 プロ将棋の名人を破るソフトウェア 79.1 2017 2024 
ハイプロダクティビティ
コンピューティング 











































































































超大規模情報処理 9.2 38.7 12.1 36.3 54.9 6.2 0.7
ハイプロダクティビティコンピューティング 51.5 51.1 2.9 47.4 8.9 1.0 0.2
ヒューマンサポート 39.0 46.3 16.8 41.8 14.2 3.4 0.3
超ﾄﾗﾝｽﾍﾟｱﾚﾝﾄ通信/ﾋｭｰﾏﾝｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ 26.8 43.1 20.8 62.9 7.4 3.2 0.2
情報セキュリティ 29.7 48.9 8.1 52.6 10.9 39.8 0.4
社会システム化のための情報技術 21.3 28.8 12.5 45.1 42.4 36.9 0.2
情報通信新原理 53.6 40.4 9.6 60.2 1.6 2.5 0.0
ユビキタスネットワーキング 24.0 46.5 12.9 58.0 33.5 11.9 0.3
ソフトウェア技術 43.0 54.8 15.7 56.3 4.4 2.9 0.0














83.3 2018 2024 
ハイプロダクティビティコ
ンピューティング 
50 PC、携帯電話、PDA 等を用いて Web の閲覧やＥメー
ルの送受信を行うことのできない人（１５歳以上）の割
合が１％以下になる 





65.6 2024 2034 情報通信新原理 
58 様々なアルゴリズムに適用可能な汎用性のある量子
コンピューティング 





















































83.7 2012 2020 情報セキュリティ 
11 障害者が自分の意志を言語に変換できるポータブル
会話装置 

































































75.9 2011 2016 超大規模情報処理 
47 従来のお金と同様な信用性をもって匿名で金銭の授
受が可能な電子マネーの一般化 




























56.7 2012 2017 情報セキュリティ 
40 不正侵入検出のための、インターネットにおける発信
元の逆探知、トレースバック 




































































































































2012 2016 4 情報セキュリティ 
39 インターネットのバックボーンにおける不正侵入検出
やウイルス検出の技術 
2009 2013 4 情報セキュリティ 
40 不正侵入検出のための、インターネットにおける発信
元の逆探知、トレースバック 
2009 2013 4 情報セキュリティ 














































































































































課題 大 中 小 なし
指







































































１ 140 19 38 43 - 63 32 54 14 0 1 2
２ 130 11 35 54 - 54 14 73 13 0 0 1
専 14 100 0 0 - 69 47 38 15 0 0 0
１ 110 16 37 47 - 67 37 56 6 1 1 6
２ 105 13 25 62 - 57 17 76 7 0 0 2
専 14 100 0 0 - 79 57 43 0 0 0 0
１ 136 19 38 43 - 69 44 45 11 0 0 1
２ 127 12 35 53 - 64 33 60 7 0 0 0
専 15 100 0 0 - 80 64 29 7 0 0 0
１ 146 27 39 34 - 72 47 45 7 1 1 1
２ 131 17 41 42 - 68 39 56 5 0 0 0







































［知的資産の増大］ 当 該領域自体の知的資産 増大への寄与
大 やや大
やや大


































































































































































24 74 1 0 1 5 35 36 24 33 34 29 51 11 21 2 2 1 2 4 28 44 24 18 30 28 29 37 12 2
8 92 0 0 0 0 31 52 17 37 29 16 64 4 14 0 0 1 1 1 13 67 19 13 39 22 27 45 8 0
29 71 0 0 0 0 36 43 21 45 27 9 64 9 18 0 0 0 0 7 7 50 36 11 22 11 67 67 11 0
54 45 0 1 0 28 44 19 9 14 31 36 59 29 16 0 0 1 6 25 43 21 11 18 35 10 51 36 4 3
62 38 0 0 0 12 64 19 5 12 20 27 80 20 9 1 0 0 1 14 57 25 4 9 44 4 66 31 5 1
71 29 0 0 0 23 61 8 8 8 33 50 92 33 8 0 0 0 0 36 50 14 0 7 50 0 93 21 7 0
59 39 2 0 0 10 33 36 21 15 39 28 48 20 20 6 2 1 2 8 34 37 21 14 30 17 37 46 13 2
70 28 2 0 0 3 27 54 16 10 48 17 62 10 15 1 0 1 0 1 28 54 17 7 34 9 35 68 5 1
46 47 7 0 0 13 53 27 7 7 57 14 79 29 29 0 0 0 0 7 33 53 7 7 50 21 43 57 14 0
38 59 1 1 1 15 38 34 13 25 38 28 44 14 39 6 1 1 2 13 37 33 17 17 32 21 26 58 15 1
23 76 1 0 0 2 51 38 9 16 49 17 53 3 33 1 1 0 1 2 47 39 12 8 38 13 17 76 7 1














































































































































なしやや 大 中 あまりなし
あまりなし なし大 やや 大 中
なしあまりなし大 やや 大 中
















課題 大 中 小 なし
指







































































１ 113 5 32 63 - 58 25 60 11 4 3 5
２ 103 4 26 70 - 54 14 73 12 1 0 2
専 4 100 0 0 - 56 25 50 25 0 0 0
１ 89 4 21 75 - 31 5 25 57 13 4 11
２ 86 2 12 86 - 26 0 11 83 6 3 6
専 2 100 0 0 - 38 0 50 50 0 0 0
１ 104 4 22 74 - 76 58 32 10 0 0 8
２ 100 1 15 84 - 86 73 24 2 1 1 0
専 1 100 0 0 - 50 0 100 0 0 0 0
１ 106 6 30 64 - 59 25 65 7 3 2 5
２ 100 3 19 78 - 54 11 84 4 1 1 0
専 3 100 0 0 - 75 67 0 33 0 0 0
１ 95 8 27 65 - 64 35 54 8 3 1 9
２ 93 4 14 82 - 55 14 78 7 1 0 1







































［知的資産の増大］ 当 該領域自体の知的資産 増大への寄与
大 やや大
やや大


































































































































































12 87 0 0 1 19 51 19 11 36 36 40 67 7 3 1 1 5 6 12 27 37 24 37 43 10 43 18 4 1
4 96 0 0 0 9 63 17 11 30 34 42 73 5 3 0 0 0 1 6 27 50 17 39 49 7 52 16 5 0
25 75 0 0 0 25 50 25 0 25 0 0 100 0 0 0 0 0 0 25 25 50 0 25 50 25 25 0 25 0
65 30 2 2 1 2 11 35 52 67 21 31 33 3 3 0 0 8 20 1 8 31 60 65 24 12 26 6 0 6
87 10 1 1 1 0 2 30 68 75 11 32 39 0 7 0 0 6 9 0 3 17 80 83 28 0 22 11 0 0
50 50 0 0 0 0 0 100 0 50 0 50 50 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 50 100 0 0 0 0 0
24 71 5 0 0 46 38 11 5 43 35 48 59 16 4 0 1 2 10 32 39 21 8 46 56 11 44 11 0 1
10 89 1 0 0 51 37 7 5 43 30 43 73 5 3 0 1 1 0 28 51 15 6 51 67 3 50 7 0 1
0 100 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 100 0 0 0 0 0
9 90 1 0 0 14 47 30 9 31 39 48 57 6 3 0 0 3 6 9 35 36 20 34 44 13 51 9 1 1
0 100 0 0 0 5 69 18 8 34 33 42 73 3 3 0 0 1 0 3 36 50 11 41 57 2 52 6 0 0
0 100 0 0 0 34 33 33 0 33 33 0 100 0 0 0 0 0 0 0 33 67 0 33 33 0 67 0 0 0
32 67 1 0 0 20 50 22 8 39 38 49 73 6 2 0 0 2 9 11 39 37 13 34 36 11 51 8 0 0
12 88 0 0 0 10 70 16 4 37 34 43 73 2 3 0 0 0 2 7 45 38 10 43 56 1 61 5 0 0














































































































































なしやや 大 中 あまりなし
あまりなし なし大 やや 大 中
なしあまりなし大 やや 大 中















［知的資産の増大］ 当 該領域自体の知的資産 増大への寄与
大 やや大
やや大






























課題 大 中 小 なし
指







































































１ 125 10 33 57 - 49 11 63 24 2 0 1
２ 111 9 30 61 - 47 5 72 22 1 0 2
専 10 100 0 0 - 58 20 70 10 0 0 0
１ 106 8 25 67 - 57 23 61 16 0 0 5
２ 100 5 15 80 - 50 6 82 12 0 0 2
専 5 100 0 0 - 50 20 40 40 0 0 0
１ 98 5 19 76 - 46 17 43 33 7 15 15
２ 95 4 13 83 - 43 5 64 26 5 15 10
専 4 100 0 0 - 25 0 25 50 25 25 25
１ 123 8 30 62 - 65 40 43 15 2 3 3
２ 110 6 27 67 - 63 33 51 16 0 2 1
専 7 100 0 0 - 75 57 29 14 0 0 0
１ 123 12 28 60 - 60 28 55 17 0 0 2
２ 108 7 25 68 - 52 12 73 15 0 0 1
専 8 100 0 0 - 59 25 62 13 0 0 0
１ 99 8 17 75 - 44 8 57 31 4 5 8
２ 98 4 12 84 - 42 0 70 30 0 0 2
専 4 100 0 0 - 38 0 50 50 0 0 0
１ 121 8 30 62 - 51 13 67 17 3 0 2
２ 111 7 27 66 - 50 9 75 16 0 0 1
専 8 100 0 0 - 53 13 74 13 0 0 0
１ 102 9 22 69 - 40 7 42 47 4 5 7
２ 105 5 19 76 - 34 1 35 61 3 4 2
専 5 100 0 0 - 40 0 60 40 0 0 0
１ 99 9 23 68 - 48 15 52 30 3 3 5
２ 100 6 15 79 - 46 8 61 28 3 1 7






















































































あまりなし なし大 やや大 中
なしあまりなし大 やや大 中









































































































































24 74 1 0 1 1 29 43 27 38 38 23 54 9 6 0 2 0 2 2 17 41 40 40 39 29 40 10 0 1
10 89 1 0 0 1 18 54 27 46 30 16 66 1 1 0 0 0 1 0 10 50 40 52 34 23 48 5 0 0
10 90 0 0 0 0 50 20 30 57 29 43 57 14 14 0 0 0 0 0 20 50 30 57 43 29 29 14 0 0
19 76 4 0 1 28 43 25 4 32 35 29 75 4 6 0 1 1 5 25 47 22 6 28 34 15 70 7 3 1
7 91 2 0 0 16 63 16 5 34 38 22 81 1 3 1 0 0 1 15 65 15 5 25 41 12 80 12 1 0
40 60 0 0 0 0 60 20 20 25 0 50 50 0 0 0 0 0 0 0 40 40 20 75 0 0 50 0 0 0
11 80 2 0 7 16 35 29 20 39 32 35 61 3 6 8 3 19 18 13 34 31 22 33 41 5 32 12 23 5
3 93 2 0 2 4 52 32 12 51 29 33 61 1 4 6 0 23 10 5 53 26 16 43 59 0 35 15 17 3
25 75 0 0 0 25 0 50 25 33 0 100 33 33 0 0 0 33 33 0 25 25 50 50 50 0 50 0 0 0
54 37 4 1 4 10 48 27 15 29 37 37 66 17 4 3 2 5 3 8 34 35 23 28 43 24 43 17 1 2
74 26 0 0 0 4 58 28 10 27 40 26 74 8 1 1 0 1 3 2 35 46 17 28 53 18 52 8 0 0
71 29 0 0 0 0 57 29 14 33 33 67 50 0 0 0 0 0 0 0 43 43 14 50 67 17 17 0 0 0
7 90 2 0 1 5 37 37 21 37 39 28 61 4 4 0 1 0 3 3 26 40 31 37 34 24 33 19 5 3
2 98 0 0 0 2 26 57 15 33 43 22 61 1 2 0 0 0 1 1 13 62 24 35 47 22 37 10 0 0
13 87 0 0 0 0 25 50 25 50 17 33 83 0 0 0 0 0 0 0 25 50 25 83 50 33 17 17 0 0
7 89 2 0 2 15 41 28 16 34 35 29 48 6 22 6 1 8 12 17 39 29 15 35 33 15 27 50 18 3
3 96 0 0 1 1 58 33 8 32 44 18 66 5 13 0 1 0 7 6 49 35 10 36 30 8 17 60 7 0
25 75 0 0 0 0 50 25 25 67 33 67 67 0 33 0 0 0 0 0 25 50 25 100 33 33 33 33 0 0
10 89 0 0 1 4 30 41 25 30 30 31 58 19 5 0 0 1 3 3 25 40 32 32 40 33 37 15 4 1
2 98 0 0 0 0 18 62 20 32 29 26 67 4 1 0 0 0 2 0 11 64 25 30 52 31 36 9 0 0
13 87 0 0 0 0 37 25 38 80 20 20 80 0 0 0 0 0 0 0 25 50 25 100 33 33 17 17 0 0
5 91 1 0 3 0 23 46 31 35 29 32 58 5 0 2 3 7 10 0 16 47 37 39 39 25 25 12 0 3
3 96 0 0 1 0 12 64 24 43 26 20 66 0 0 0 0 3 3 0 8 63 29 54 46 15 33 6 1 0
20 80 0 0 0 0 20 40 40 100 33 33 67 0 0 0 0 0 0 0 20 60 20 100 25 25 25 25 0 0
6 91 1 0 2 7 32 45 16 40 41 40 58 11 3 1 1 4 9 5 27 40 28 43 44 28 38 12 10 1
4 95 0 0 1 2 30 55 13 48 36 34 71 4 0 1 0 1 7 3 17 62 18 48 55 21 38 4 4 0



























































































































































課題 大 中 小 なし
指







































































１ 114 6 18 76 - 65 38 47 14 1 2 0
２ 115 3 12 85 - 60 25 66 8 1 0 1
専 4 100 0 0 - 81 75 0 25 0 0 0
１ 101 11 29 60 - 45 10 50 39 1 1 2
２ 105 9 17 74 - 40 3 56 36 5 0 3
専 9 100 0 0 - 41 0 74 13 13 0 11
１ 88 8 24 68 - 49 14 55 29 2 4 6
２ 92 2 16 82 - 41 7 50 38 5 1 6
専 2 100 0 0 - 63 50 0 50 0 0 0
１ 110 11 27 62 - 54 20 57 22 1 1 2
２ 107 7 18 75 - 47 8 68 22 2 0 3
専 8 100 0 0 - 59 25 62 13 0 0 0
１ 96 6 20 74 - 41 9 41 46 4 3 1
２ 106 3 9 88 - 33 3 29 64 4 2 2
専 3 100 0 0 - 58 34 33 33 0 0 0
１ 109 10 31 59 - 55 24 49 25 2 4 1
２ 110 5 25 70 - 47 10 60 28 2 2 1
専 6 100 0 0 - 63 33 50 17 0 0 0
１ 87 10 24 66 - 63 32 55 13 0 6 9
２ 94 6 14 80 - 54 14 73 13 0 3 4
専 6 100 0 0 - 42 0 67 33 0 17 0
１ 115 20 29 51 - 63 33 53 14 0 6 7
２ 108 16 24 60 - 54 15 71 14 0 4 4
専 17 100 0 0 - 56 18 70 12 0 6 0
１ 86 13 21 66 - 38 8 32 56 4 7 10
２ 95 7 15 78 - 30 1 22 72 5 2 5


















































































あまりなし なし大 やや大 中
なしあまりなし大 やや大 中










































































































































63 32 4 0 1 13 36 29 22 20 41 31 69 8 5 1 0 2 1 8 27 30 35 30 34 34 62 14 3 0
86 12 2 0 0 2 49 29 20 19 47 18 86 1 2 0 0 0 1 0 19 44 37 30 29 26 70 7 0 0
75 0 25 0 0 34 33 0 33 0 100 0 100 0 0 0 0 0 0 0 50 0 50 0 0 50 100 50 0 0
34 64 1 0 1 0 22 48 30 25 41 28 59 4 3 0 0 1 7 0 14 40 46 31 37 31 44 12 2 2
21 79 0 0 0 0 11 57 32 25 36 13 80 1 1 0 0 1 2 1 6 45 48 32 34 23 62 2 0 0
62 38 0 0 0 0 25 13 62 33 0 0 100 0 0 0 0 0 11 11 22 11 56 25 50 25 75 0 0 0
34 56 5 0 5 5 35 38 22 41 42 32 58 3 3 2 0 2 8 2 25 44 29 36 48 22 45 9 7 0
22 76 1 0 1 1 19 54 26 38 40 18 74 0 2 0 0 1 2 0 13 55 32 37 51 20 56 2 3 0
50 50 0 0 0 0 100 0 0 100 100 100 100 0 0 0 0 0 0 0 50 0 50 100 100 100 100 0 0 0
35 62 1 0 2 4 45 32 19 34 42 36 68 4 4 1 0 4 3 4 33 34 29 32 44 32 51 7 3 0
18 81 1 0 0 1 45 39 15 30 47 22 82 1 1 0 0 0 2 1 19 55 25 30 34 25 68 4 0 0
50 50 0 0 0 14 72 0 14 67 33 50 67 0 0 0 0 0 0 13 49 13 25 50 83 50 67 17 0 0
68 30 0 0 2 2 34 42 22 29 48 30 64 5 5 1 0 4 4 2 20 48 30 25 44 34 55 17 6 0
88 12 0 0 0 2 20 52 26 31 52 25 75 0 4 1 0 3 1 0 10 62 28 25 39 21 60 11 3 0
100 0 0 0 0 0 50 0 50 100 100 100 100 0 0 0 0 0 0 0 0 33 67 100 100 100 100 100 100 0
69 29 1 0 1 5 31 45 19 21 49 29 75 2 7 2 0 6 2 6 25 38 31 28 44 30 51 20 11 1
91 9 0 0 0 0 22 60 18 18 42 17 82 3 1 1 0 3 2 0 15 60 25 25 43 14 68 10 3 0
67 33 0 0 0 0 80 20 0 20 40 40 80 0 0 0 0 0 17 0 33 17 50 33 100 33 67 0 0 0
53 38 5 0 4 25 39 24 12 33 40 44 68 5 14 7 0 5 11 30 37 23 10 30 36 21 63 18 21 1
76 19 5 0 0 14 56 21 9 28 42 40 75 0 7 1 0 4 3 15 55 22 8 20 39 16 76 16 12 1
83 17 0 0 0 0 40 20 40 0 0 67 67 0 0 0 0 17 0 0 50 0 50 0 0 33 100 33 0 0
46 51 2 0 1 8 37 36 19 32 41 35 58 30 7 1 1 5 8 7 26 35 32 27 48 25 47 16 8 5
50 50 0 0 0 0 40 44 16 28 36 27 72 18 3 0 0 4 5 0 22 53 25 19 47 18 68 6 1 1
71 29 0 0 0 0 41 35 24 23 46 15 62 38 8 0 0 0 6 0 12 47 41 30 60 30 50 10 0 0
33 61 3 0 3 5 25 35 35 37 47 35 49 6 4 0 4 7 13 2 23 36 39 35 50 33 46 7 0 2
21 78 0 0 1 1 11 50 38 21 49 19 67 2 2 0 0 1 7 0 7 50 43 19 60 19 52 6 2 0
























































































































課題 大 中 小 なし
指







































































１ 110 13 31 56 - 50 13 66 17 4 1 4
２ 109 9 25 66 - 45 3 73 23 1 1 1
専 10 100 0 0 - 53 10 80 10 0 0 0
１ 66 6 18 76 - 39 10 36 43 11 13 16
２ 78 1 12 87 - 32 3 28 62 7 22 14
専 1 100 0 0 - 25 0 0 100 0 0 0
１ 105 6 26 68 - 52 18 57 24 1 1 3
２ 103 4 18 78 - 48 5 76 18 1 0 2
専 4 100 0 0 - 56 25 50 25 0 0 0
１ 110 13 31 56 - 56 25 53 20 2 2 3
２ 105 11 24 65 - 53 15 68 15 2 0 1
専 12 100 0 0 - 60 25 67 8 0 0 0
１ 84 17 20 63 - 55 23 56 17 4 2 4
２ 88 7 20 73 - 47 8 67 24 1 1 5












































































































































































27 69 2 0 2 6 40 29 25 36 40 42 59 12 9 1 0 1 4 3 34 26 37 35 54 32 43 11 3 0
13 87 0 0 0 0 38 40 22 25 42 30 70 4 4 0 0 1 1 0 21 46 33 23 53 17 59 14 3 0
22 78 0 0 0 0 50 10 40 33 50 67 83 0 0 0 0 0 0 0 30 30 40 50 33 33 67 17 0 0
10 67 6 2 15 7 39 32 22 48 26 50 46 7 2 2 0 18 20 7 33 32 28 35 23 23 40 18 18 0
1 93 1 1 4 1 32 39 28 44 20 47 55 0 4 4 2 25 17 0 20 42 38 41 30 30 52 9 11 0
100 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0
57 41 2 0 0 5 31 41 23 19 47 41 63 7 1 0 0 3 2 4 24 37 35 23 49 31 49 3 3 0
76 22 2 0 0 1 26 50 23 13 49 26 68 1 1 0 0 0 2 0 12 52 36 21 41 22 63 2 2 0
100 0 0 0 0 0 25 0 75 100 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 25 0 75 100 0 0 100 0 0 0
30 67 2 0 1 10 33 35 22 38 50 38 69 14 6 3 1 2 3 5 33 29 33 34 50 26 51 10 4 1
16 84 0 0 0 1 34 46 19 23 56 18 77 2 2 0 0 0 1 0 30 40 30 20 57 19 61 9 3 0
42 58 0 0 0 0 41 17 42 33 33 33 83 0 0 0 0 0 0 0 25 17 58 40 80 20 60 20 0 0
27 66 4 0 3 14 49 28 9 41 48 39 58 3 1 0 0 6 4 10 44 29 17 43 44 25 44 8 8 0
5 93 1 0 1 2 51 36 11 28 49 25 72 1 1 0 0 5 5 4 40 36 20 31 48 21 66 7 3 0


























































































































































課題 大 中 小 なし
指







































































１ 104 12 34 54 - 78 59 37 4 0 1 6
２ 109 7 19 74 - 82 65 34 1 0 0 1
専 8 100 0 0 - 94 87 13 0 0 0 0
１ 119 8 30 62 - 62 33 48 18 1 2 2
２ 117 6 22 72 - 61 28 61 11 0 0 2
専 7 100 0 0 - 79 57 43 0 0 0 0
１ 100 8 22 70 - 84 70 25 5 0 5 3
２ 105 5 10 85 - 92 84 13 3 0 0 2
専 5 100 0 0 - 80 60 40 0 0 0 0
１ 124 14 40 46 - 86 72 26 2 0 9 6
２ 120 8 34 58 - 93 86 13 1 0 3 2
専 10 100 0 0 - 95 90 10 0 0 0 0
１ 117 9 33 58 - 68 43 44 13 0 1 4
２ 115 7 24 69 - 64 33 57 10 0 1 3
専 8 100 0 0 - 78 62 25 13 0 0 0
１ 117 11 25 64 - 60 32 48 17 3 3 1
２ 116 10 24 66 - 58 21 69 9 1 1 1
専 12 100 0 0 - 71 42 58 0 0 0 0
１ 128 11 29 60 - 77 56 41 3 0 1 9
２ 118 8 24 68 - 88 76 22 2 0 0 3
専 9 100 0 0 - 94 89 11 0 0 0 0
１ 119 11 33 56 - 75 54 37 9 0 1 5
２ 116 7 26 67 - 86 75 22 3 0 0 1
専 8 100 0 0 - 94 87 13 0 0 0 0
１ 119 5 33 62 - 66 39 47 13 1 4 15
２ 112 4 24 72 - 66 36 55 9 0 4 4





















































































あまりなし なし大 やや大 中
なしあまりなし大 やや大 中










































































































































2 94 3 0 1 35 40 17 8 46 46 34 59 18 10 7 1 1 7 27 37 25 11 44 44 13 43 14 31 2
1 98 1 0 0 26 60 9 5 50 50 24 67 8 5 9 0 0 1 15 60 18 7 42 55 9 58 14 20 0
0 100 0 0 0 29 29 42 0 57 43 14 71 0 0 0 0 0 0 13 49 25 13 43 29 0 57 0 14 0
14 76 7 0 3 31 42 20 7 23 37 33 64 9 19 20 2 2 8 34 40 18 8 20 34 11 48 32 48 5
5 95 0 0 0 17 58 21 4 23 46 28 70 4 8 14 1 1 4 20 62 13 5 21 43 8 56 18 49 1
29 71 0 0 0 57 29 0 14 33 50 17 67 17 17 17 0 0 0 72 14 0 14 17 17 0 50 17 50 0
79 19 1 0 1 51 29 14 6 27 53 49 69 3 11 6 2 4 3 53 28 14 5 24 41 13 66 17 22 4
93 7 0 0 0 69 24 4 3 20 63 41 77 5 5 3 0 0 2 70 24 2 4 26 49 8 84 9 13 0
80 20 0 0 0 60 40 0 0 20 60 20 60 0 0 20 0 0 0 60 40 0 0 20 20 0 60 0 20 0
3 95 1 0 1 40 34 17 9 38 45 39 64 17 8 21 1 3 10 39 35 14 12 30 43 15 48 19 45 1
0 100 0 0 0 56 32 8 4 41 54 33 74 10 5 8 0 1 3 42 46 5 7 32 46 6 62 11 50 0
0 100 0 0 0 50 50 0 0 80 40 10 70 20 0 10 0 0 0 50 50 0 0 50 40 10 40 10 30 0
4 93 1 0 2 35 31 26 8 34 46 25 52 16 12 27 3 4 8 32 35 23 10 28 39 11 35 24 55 4
1 99 0 0 0 31 47 18 4 37 57 21 60 13 3 14 0 2 2 21 59 13 7 28 46 6 41 11 57 0
0 100 0 0 0 61 13 13 13 71 14 14 57 43 0 0 0 0 0 49 38 0 13 57 14 14 57 14 14 0
28 70 2 0 0 17 32 35 16 28 46 25 66 7 11 11 1 5 3 19 28 34 19 26 30 18 49 18 30 3
19 80 1 0 0 6 50 35 9 26 57 17 72 5 3 8 1 3 1 9 40 38 13 27 44 11 58 9 26 0
33 67 0 0 0 17 50 25 8 27 73 9 55 18 9 18 0 0 0 25 42 25 8 30 50 10 50 20 30 0
2 97 0 0 1 27 41 16 16 38 37 30 58 18 6 24 1 1 8 24 40 18 18 35 40 15 39 16 45 2
0 100 0 0 0 15 63 16 6 39 31 26 74 11 3 18 0 1 2 14 68 12 6 34 51 7 47 13 49 1
0 100 0 0 0 33 56 0 11 50 38 38 63 25 0 13 0 11 0 56 33 11 0 44 44 0 33 33 33 0
1 95 1 1 2 33 40 15 12 38 37 30 58 17 9 23 1 2 7 30 38 19 13 29 38 19 36 17 54 2
0 100 0 0 0 18 58 18 6 38 35 25 71 14 5 18 0 1 1 19 61 13 7 25 48 7 41 13 55 0
0 100 0 0 0 25 62 13 0 50 25 38 75 13 0 25 0 0 0 49 38 13 0 38 50 0 50 38 38 0
1 95 1 1 2 16 39 29 16 34 30 32 51 17 8 23 1 3 13 18 37 28 17 31 40 20 34 11 40 7
0 100 0 0 0 5 56 32 7 36 29 18 64 11 4 13 0 3 4 6 54 31 9 26 48 11 37 6 48 1
























































































































課題 大 中 小 なし
指







































































１ 97 8 29 63 - 67 40 48 12 0 4 14
２ 102 5 24 71 - 63 30 62 8 0 3 9





























































































































































17 76 1 0 6 16 41 28 15 41 38 36 49 11 7 15 1 3 12 12 38 31 19 36 42 14 34 14 30 1
10 90 0 0 0 4 60 28 8 44 41 24 69 7 3 6 0 3 10 4 56 29 11 37 59 7 41 6 30 1



























































































































































課題 大 中 小 なし
指







































































１ 117 3 27 70 - 52 17 58 25 0 4 2
２ 112 3 21 76 - 49 10 65 25 0 4 1
専 3 100 0 0 - 50 33 0 67 0 0 0
１ 115 8 27 65 - 63 35 48 15 2 2 2
２ 116 3 22 75 - 58 19 74 7 0 2 0
専 4 100 0 0 - 56 25 50 25 0 0 0
１ 110 6 33 61 - 66 39 46 15 0 0 0
２ 107 3 29 68 - 58 20 70 10 0 0 0
専 3 100 0 0 - 58 34 33 33 0 0 0
１ 118 7 26 67 - 53 22 51 24 3 0 2
２ 113 3 19 78 - 49 7 74 19 0 1 0
専 3 100 0 0 - 42 0 67 33 0 0 0
１ 117 7 25 68 - 55 23 56 18 3 0 0
２ 114 5 22 73 - 51 12 71 16 1 0 0
専 6 100 0 0 - 71 50 33 17 0 0 0
１ 100 3 22 75 - 43 10 44 42 4 0 0
２ 99 3 17 80 - 40 3 53 41 3 0 0
専 3 100 0 0 - 50 33 0 67 0 0 0
１ 102 5 26 69 - 71 47 45 7 1 0 0
２ 111 3 15 82 - 70 42 52 5 1 0 0
専 3 100 0 0 - 58 34 33 33 0 0 0
１ 128 14 39 47 - 55 27 45 24 4 0 0
２ 118 6 42 52 - 48 11 63 22 4 0 0
専 7 100 0 0 - 54 29 29 42 0 0 0
１ 105 11 26 63 - 67 41 47 12 0 2 3
２ 108 10 19 71 - 69 41 52 7 0 0 1




















































































あまりなし なし大 やや大 中
なしあまりなし大 やや大 中










































































































































13 82 2 1 2 17 34 34 15 23 44 22 43 19 7 33 1 3 5 23 34 28 15 25 32 11 32 12 59 1
2 97 0 1 0 6 49 35 10 19 50 18 52 8 3 32 0 3 3 14 44 31 11 18 34 5 33 11 74 0
33 67 0 0 0 0 34 33 33 50 50 0 50 0 0 0 0 0 0 34 0 33 33 50 50 0 50 50 100 0
52 46 0 0 2 17 45 24 14 29 54 41 68 9 14 13 1 4 4 24 39 24 13 30 35 27 63 29 25 1
68 32 0 0 0 7 70 17 6 16 60 30 74 2 8 6 0 0 0 11 57 26 6 21 43 21 69 26 21 0
75 25 0 0 0 50 25 0 25 33 33 0 33 33 0 0 0 0 0 75 0 0 25 33 0 0 67 33 33 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 7 31 34 25 10 22 32 19 26 36 56 4
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 11 56 25 8 16 36 7 19 33 67 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 33 0 0 33 67 0 0 0 0 100 100 0
34 56 6 2 2 38 38 14 10 19 27 32 34 3 31 24 3 1 1 52 31 14 3 15 27 7 42 42 39 3
18 80 2 0 0 26 61 8 5 14 28 35 48 5 22 20 0 0 2 62 29 6 3 11 23 5 46 56 46 0
67 33 0 0 0 0 33 0 67 100 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 67 0 33 0 0 0 0 100 0 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 5 29 30 30 11 17 25 17 22 53 37 3
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 4 27 40 25 8 15 26 10 20 71 39 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 17 17 17 49 67 33 33 33 100 33 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 6 9 11 16 39 34 13 15 42 22 63 25 2
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 2 2 6 64 28 11 13 41 11 77 27 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 33 67 100 100 0 0 100 100 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 7 47 31 14 8 22 33 21 45 66 49 2
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 3 67 19 11 3 19 33 12 46 79 47 1
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 34 0 33 33 0 0 0 0 100 0 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 11 8 18 21 34 27 56 21 11 51 16 6 7
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 7 3 10 18 50 22 75 15 6 48 16 9 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 14 0 17 17 33 33 50 0 0 75 0 25 0
45 48 7 0 0 39 39 16 6 22 37 39 37 48 23 30 1 7 3 47 30 17 6 18 25 19 47 36 60 2
50 49 1 0 0 34 50 11 5 18 32 29 35 57 20 27 0 0 2 61 24 11 4 13 25 9 55 29 70 1
























































































































課題 大 中 小 なし
指







































































１ 119 7 37 56 - 34 3 36 54 7 7 4
２ 113 7 29 64 - 32 2 25 70 3 1 1
専 8 100 0 0 - 32 0 29 71 0 0 0
１ 108 6 24 70 - 60 32 46 20 2 1 3
２ 110 4 19 77 - 57 19 71 10 0 0 0
専 4 100 0 0 - 50 25 25 50 0 0 0
１ 112 10 24 66 - 69 44 46 9 1 0 0
２ 114 4 18 78 - 69 40 56 4 0 0 0









































































































































































34 55 6 0 5 1 21 46 32 28 35 38 54 12 5 3 3 9 8 1 17 43 39 27 36 24 44 11 8 3
23 77 0 0 0 1 6 58 35 19 33 30 70 9 7 0 0 2 1 2 3 50 45 25 42 17 67 12 2 0
29 71 0 0 0 0 29 42 29 50 25 25 75 0 0 0 0 0 0 0 14 57 29 60 20 20 60 20 0 0
47 38 12 0 3 36 40 15 9 28 48 43 56 9 18 19 1 4 3 38 38 17 7 20 34 20 66 23 25 2
71 24 5 0 0 23 58 13 6 14 52 31 73 3 8 8 0 0 1 36 49 9 6 15 37 10 79 16 19 1
100 0 0 0 0 25 25 25 25 33 33 0 67 0 33 0 0 0 0 25 50 0 25 33 0 0 67 33 0 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 4 39 37 17 7 19 27 15 42 70 32 1
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 47 37 12 4 16 20 7 48 84 22 0


























































































































































課題 大 中 小 なし
指







































































１ 77 8 14 78 - 45 11 50 35 4 19 12
２ 79 4 8 88 - 42 1 64 35 0 8 6
専 3 100 0 0 - 50 0 100 0 0 0 0
１ 100 6 22 72 - 64 34 55 11 0 1 4
２ 91 4 19 77 - 56 17 72 11 0 2 1
専 4 100 0 0 - 63 25 75 0 0 25 0
１ 76 4 17 79 - 46 14 48 31 7 25 12
２ 79 1 9 90 - 45 8 59 30 3 23 11
専 1 100 0 0 - 50 0 100 0 0 0 0
１ 91 3 21 76 - 59 26 57 17 0 4 11
２ 86 2 17 81 - 50 9 75 16 0 8 12
専 2 100 0 0 - 50 0 100 0 0 50 0
１ 68 7 25 68 - 46 12 51 34 3 6 17
２ 78 3 12 85 - 47 7 67 26 0 4 17
専 2 100 0 0 - 50 0 100 0 0 50 0
１ 81 7 27 66 - 37 6 33 56 5 13 18
２ 80 3 16 81 - 35 5 27 67 1 8 9








































































あまりなし なし大 やや大 中
なしあまりなし大 やや大 中










































































































































8 74 5 0 13 6 23 47 24 55 28 32 53 11 0 0 2 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
3 94 0 0 3 0 27 54 19 63 20 19 63 3 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
33 67 0 0 0 0 100 0 0 67 33 33 67 33 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
22 71 5 0 2 21 43 22 14 49 40 37 63 10 1 1 1 2 8 15 39 26 20 34 44 23 51 4 11 4
9 88 3 0 0 3 71 16 10 60 32 18 67 5 0 0 0 1 8 3 51 31 15 40 42 12 67 0 7 0
50 50 0 0 0 25 50 0 25 33 0 0 67 0 0 0 0 25 0 25 50 0 25 33 0 0 67 0 0 0
3 87 3 0 7 6 29 41 24 52 29 40 56 10 2 4 2 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
1 97 0 1 1 1 26 54 19 60 17 26 66 0 0 2 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 100 0 0 0 0 100 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
9 81 6 0 4 16 44 27 13 47 40 44 65 9 0 0 1 7 11 11 43 20 26 46 46 21 51 2 3 2
2 94 4 0 0 2 64 23 11 58 28 34 69 4 0 0 0 12 15 1 59 22 18 56 43 12 56 0 0 0
0 100 0 0 0 0 100 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 50 0 0 100 0 0 50 0 0 50 0 0 0
4 82 5 0 9 15 39 37 9 42 37 39 68 7 2 0 2 6 18 9 37 32 22 47 47 14 53 8 2 2
3 94 0 0 3 3 56 34 7 55 26 33 68 4 1 0 0 9 20 3 41 39 17 53 44 10 65 3 2 0
0 100 0 0 0 0 50 0 50 100 0 0 0 0 0 0 0 50 0 0 50 0 50 100 0 0 0 0 0 0
1 92 1 0 6 13 31 39 17 39 29 40 55 10 0 0 2 8 27 12 30 35 23 52 38 11 43 4 2 4
0 97 0 0 3 1 29 58 12 57 19 31 70 6 0 0 0 10 16 4 31 51 14 66 33 5 53 3 2 0



























































































































































課題 大 中 小 なし
指







































































１ 122 20 30 50 - 62 32 52 15 1 3 2
２ 114 15 33 52 - 54 14 76 10 0 1 0
専 17 100 0 0 - 63 27 73 0 0 0 0
１ 127 13 35 52 - 64 34 54 11 1 1 2
２ 123 12 27 61 - 56 17 73 9 1 1 0
専 15 100 0 0 - 70 40 60 0 0 0 0
１ 99 7 34 59 - 56 22 58 19 1 1 4
２ 106 6 25 69 - 50 8 78 13 1 1 1
専 6 100 0 0 - 58 17 83 0 0 0 0
１ 105 12 26 62 - 67 37 56 7 0 2 2
２ 103 9 23 68 - 61 24 73 3 0 0 0
専 9 100 0 0 - 64 33 56 11 0 0 0
１ 86 6 17 77 - 63 34 53 11 2 4 4
２ 91 2 13 85 - 55 15 77 8 0 0 0
専 2 100 0 0 - 50 0 100 0 0 0 0
１ 82 7 18 75 - 62 29 61 9 1 3 1
２ 90 2 14 84 - 56 14 83 3 0 0 1
専 2 100 0 0 - 38 0 50 50 0 0 0
１ 131 27 35 38 - 58 25 58 16 1 0 2
２ 118 24 31 45 - 53 12 75 13 0 0 0
専 28 100 0 0 - 64 32 61 7 0 0 0
１ 95 15 28 57 - 56 27 45 26 2 3 11
２ 102 10 18 72 - 52 11 75 14 0 1 1























































































あまりなし なし大 やや大 中
なしあまりなし大 やや大 中










































































































































8 89 0 0 3 14 35 31 20 33 44 48 62 15 9 0 1 3 3 10 32 28 30 33 37 24 50 38 6 0
4 96 0 0 0 2 51 36 11 25 41 31 78 4 4 0 0 1 1 1 41 38 20 30 28 13 70 27 6 0
13 87 0 0 0 14 65 21 0 36 36 29 71 7 0 0 0 0 0 7 27 46 20 58 17 17 50 17 8 0
44 51 3 0 2 15 43 29 13 27 49 42 68 14 17 6 1 2 2 17 42 25 16 25 42 25 57 35 21 0
49 50 1 0 0 4 59 31 6 13 52 26 75 4 9 3 0 0 3 4 56 28 12 17 38 13 64 34 13 0
79 21 0 0 0 13 67 13 7 14 50 29 86 0 7 7 0 0 0 20 54 13 13 8 38 23 69 8 31 0
44 53 2 0 1 10 39 32 19 41 39 49 71 9 4 0 0 3 6 5 37 31 27 39 51 31 52 18 7 1
37 63 0 0 0 1 57 34 8 35 36 40 75 3 1 0 0 0 3 1 43 41 15 30 60 11 64 8 0 0
50 50 0 0 0 0 83 17 0 50 50 50 83 17 0 0 0 0 0 0 33 50 17 60 60 40 60 20 0 0
42 56 1 0 1 15 38 30 17 31 48 44 65 12 7 1 0 2 5 12 34 28 26 36 51 25 60 18 14 0
32 68 0 0 0 6 56 30 8 25 49 29 82 1 3 1 0 0 1 3 43 38 16 29 56 13 65 6 2 0
78 22 0 0 0 11 67 11 11 38 50 38 63 0 13 0 0 0 0 0 56 33 11 50 63 13 50 0 13 0
8 88 0 0 4 23 40 23 14 37 49 44 57 10 26 13 0 2 11 21 41 25 13 29 48 22 42 46 33 0
3 96 0 0 1 8 69 20 3 27 49 35 76 2 12 5 0 0 4 9 58 30 3 20 52 11 42 61 22 0
50 50 0 0 0 0 100 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 100 0 0 0 0 0 0
9 87 0 0 4 21 40 26 13 38 47 45 59 11 29 11 0 1 7 28 35 23 14 30 39 18 41 48 35 0
6 94 0 0 0 8 65 22 5 29 46 36 81 4 12 5 0 0 3 12 52 30 6 26 48 11 41 56 21 0
100 0 0 0 0 0 50 0 50 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 50 50 100 0 0 0 0 0 0
18 78 4 0 0 11 41 26 22 21 44 37 70 13 33 9 1 2 2 10 37 33 20 22 37 23 42 47 23 2
9 91 0 0 0 3 61 25 11 17 49 22 74 5 23 2 1 0 0 3 50 32 15 18 37 17 50 54 11 1
11 89 0 0 0 11 64 18 7 35 62 38 77 15 35 8 0 0 0 7 68 14 11 28 60 44 56 60 20 0
12 84 0 0 4 9 44 29 18 29 43 45 62 20 14 11 1 3 14 11 35 34 20 33 46 24 54 25 25 1
4 95 0 0 1 3 62 27 8 21 49 35 75 11 10 2 0 0 2 3 47 40 10 22 53 13 68 22 19 1



























































































































































課題 大 中 小 なし
指







































































１ 104 5 30 65 - 62 34 48 17 1 2 8
２ 99 4 22 74 - 57 20 70 9 1 2 2
専 4 100 0 0 - 63 50 25 0 25 0 0
１ 100 8 34 58 - 60 30 49 21 0 1 5
２ 101 3 27 70 - 56 17 73 9 1 2 1
専 3 100 0 0 - 67 67 0 0 33 0 0
１ 91 7 32 61 - 63 35 46 19 0 10 6
２ 95 4 22 74 - 57 19 71 9 1 6 0
専 4 100 0 0 - 63 50 25 0 25 0 0
１ 99 6 32 62 - 60 30 52 18 0 2 6
２ 97 5 21 74 - 55 15 76 8 1 0 0
専 5 100 0 0 - 60 40 40 0 20 0 0
１ 113 12 24 64 - 56 23 54 22 1 2 3
２ 104 7 26 67 - 51 12 71 15 2 0 0
専 7 100 0 0 - 57 29 57 0 14 0 0
１ 105 6 31 63 - 59 26 57 17 0 0 0
２ 107 5 27 68 - 51 9 79 11 1 0 0











































































あまりなし なし大 やや大 中
なしあまりなし大 やや大 中










































































































































3 92 3 0 2 11 39 30 20 46 46 46 59 10 3 0 3 1 9 6 33 32 29 46 45 29 51 9 4 1
2 98 0 0 0 1 49 36 14 46 35 33 77 7 2 1 0 2 2 2 37 37 24 46 46 18 59 4 3 0
25 75 0 0 0 0 75 0 25 33 33 33 67 0 0 0 0 0 0 0 25 50 25 33 33 0 33 0 0 0
2 96 1 0 1 9 38 34 19 43 50 49 57 20 4 0 1 1 8 5 32 35 28 47 52 33 45 8 3 2
1 99 0 0 0 2 45 38 15 48 46 28 75 5 2 1 0 2 1 1 33 39 27 48 59 16 53 4 1 0
33 67 0 0 0 0 67 0 33 0 50 50 50 0 0 0 0 0 0 0 34 33 33 0 50 0 50 0 0 0
4 89 6 0 1 13 38 29 20 46 43 42 60 10 1 0 1 10 8 6 32 30 32 48 44 17 46 6 4 2
2 96 0 2 0 3 44 39 14 48 38 25 69 4 1 0 0 4 1 2 29 44 25 45 46 14 61 4 4 0
25 75 0 0 0 0 50 25 25 33 67 67 67 33 0 0 0 0 0 0 25 25 50 50 100 50 50 50 50 0
5 92 1 0 2 10 37 36 17 35 41 47 63 9 1 0 1 1 8 7 36 29 28 38 48 27 49 5 6 3
3 97 0 0 0 3 42 44 11 36 38 33 68 4 2 0 0 0 1 2 36 42 20 37 53 16 60 4 3 0
20 80 0 0 0 0 40 40 20 50 50 50 75 25 0 0 0 0 0 0 20 40 40 33 67 33 67 33 33 0
15 80 3 0 2 6 36 36 22 37 51 33 58 9 2 0 1 3 4 5 25 39 31 41 52 24 39 7 1 3
5 95 0 0 0 0 38 48 14 35 51 15 76 2 1 0 0 0 1 0 22 55 23 44 64 17 50 3 1 0
29 71 0 0 0 0 29 29 42 75 50 25 100 25 0 0 0 0 0 0 0 43 57 100 67 33 100 0 0 0
17 82 1 0 0 9 37 38 16 32 52 47 62 11 5 2 1 2 1 7 27 39 27 34 50 21 49 14 10 3
8 92 0 0 0 1 38 49 12 32 48 25 84 2 4 2 0 0 0 3 23 53 21 39 60 13 54 7 5 0
























































































































課題 大 中 小 なし
指







































































１ 125 10 30 60 - 64 34 53 11 2 0 0
２ 114 4 29 67 - 55 17 70 11 2 0 0






























































































































































100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 10 7 14 33 22 31 22 27 18 51 51 28 3
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 6 1 3 47 28 22 15 15 7 67 63 18 1






















































































































































5 処理能力当たりの消費電力が現在より 3 桁程度改善した高機能のコンピューターを Grid 技術で一体化し、個人レベルで１PetaFlops 級の
































































































































































































































































50 PC、携帯電話、PDA 等を用いて Web の閲覧やＥメールの送受信を行うことのできない人（15 歳以上）の割合が 1%以下になる 










































































68 絶えず発生し、また、消滅していく超多数のものの識別子（ID）の管理を行い、それぞれの ID の意味づけや情報を整理し、陳腐化した
情報を自動的に廃棄する技術 
























74 人間の認識知識を蓄積し、画像や映像から 90%以上の精度で建物、人間、自動車などの多様なオブジェクトを認識できるシステム 
○ほぼ不可能に近いと思われるがチャレンジしていくべき課題。○情報セキュリティの課題 38 と同様、社会生活の安全性向上の観点か

































































が重要になる。○68 と多少関連するがアドレス解決技術（例えば ID からその ID の示す情報を参照するデータの格納場所を示すアドレスを


















2009 39 インターネットのバックボーンにおける不正侵入検出やウイルス検出の技術〈領域 5〉 
2009 40 不正侵入検出のための、インターネットにおける発信元の逆探知、トレースバック〈領域 5〉 







2010 20 音像を空間の任意の位置に定位させる制御技術〈領域 4〉 
2010 43 ネットワークに流れる青少年等に有害なコンテンツ情報の内容を理解して自動的にチェックできるシステム〈領域 6〉
2010 67 周辺の無線情報端末間でアドホックに通信するシステム（アプリケーションも含めインターネットとシームレスに通信
する機能を持つ）〈領域 8〉 





2011 19 新聞紙を代替できるような柔軟性(薄く柔らかい)をもつポータブルな電子ディスプレイ〈領域 4〉 
2011 51 食品の大半をカバーする世界的トレイサビリティ・システム〈領域 6〉 






















2013 02 世界レベルで end-to-end にトランスペアレントな光波長パスを提供するネットワーク〈領域 1〉 
2013 26 HDTV の画像を 4Mbps 以下（圧縮率約 1/250）、CD 相当の音声を 32kbps 以下で、原信号と変わらない品質に圧
縮する超低ビットレートの符号化方式〈領域 4〉 
2013 28 バーチャルエージェントのサポートにより、関連資料の共有や自然言語会話が可能な、臨場感あふれる遠隔分散会
議システム 〈領域 4〉 












2013 64 熱、光、電波、雑音からエネルギーをもらい半永久的に動作する微小通信チップあるいはセンサー〈領域 8〉 




2013 73 曖昧な指示により目的の情報にたどりつく検索技術〈領域 9〉 
2014 05 処理能力当たりの消費電力が現在より 3 桁程度改善した高機能のコンピューターを Grid 技術で一体化し、個人レ
ベルで１PetaFlops級の演算能力を利用可能にするコミュニティを自動的に形成することが出来るP2P形大規模シス
テム〈領域 2〉 
2014 08 クラスタ型並列計算機システムで、10 万個以上のプロセッサの障害や負荷を管理し、効果的に運用するようなシス
テム〈領域 2〉 
2014 11 障害者が自分の意志を言語に変換できるポータブル会話装置 〈領域 3〉 
2014 17 断片的な事実や項目知識を理解しやすいストーリーに組み上げテキスト文書とし、またプレゼンテーションしてくれ
るシステム(指示すれば必要と思われる図や画像も挿入してくれる)〈領域 3〉 
2014 21 着心地、乗心地、居心地等の心地を定量的に計測する技術〈領域 4〉 
2014 22 音声、身振り、手振り、表情等の様々な入力手段を協調的に利用できるマルチモーダル環境がヒューマンインタフェ
ースとして一般化〈領域 4〉 





2014 71 プログラムに内在する論理的な矛盾を自動補正する機能を備えた、大規模ソフトウェアの自動検証技術〈領域 9〉 
2014 72 ハードの障害・変更を検出し、障害については機能を代替するコードを自動発生させ、また変更を有効に活用でき
るように自己修正ができるソフトウェア〈領域 9〉 









2017 06 プロ将棋の名人を破るソフトウェア〈領域 2〉 
2017 09 浮動小数点演算能力に加えて、メモリアクセスなどの観点をとりいれたベンチマークに基づいて、現在の地球シミュ
レータの１００００倍程度（１ExaFlops）の演算能力をもたらすハイプロダクティビィティーコンピューティング〈領域 2〉 
2017 13 言語のリアルタイム翻訳機能が付加された電話の一般化〈領域 3〉 
2017 23 スポーツ活動(例えば卓球など)において人間の相手をするロボットの一般化〈領域 4〉 
2017 56 実用的な量子暗号〈領域 7〉 





2019 32 人間の生体情報や表情、視線等の非言語的な情報から意図を理解する技術〈領域 4〉 
2020 66 外部から通信・制御可能で、体の中に埋め込まれたり血管の中を動き回ることができるナノチップやマイクロセンサ
ーを用いた医療技術〈領域 8〉 
2023 60 惑星間通信のような非常に長い遅延がある条件で自然な通信や制御を行うことができる情報の予測技術〈領域 7〉 
2025 55 人間の創造や直感のモデルが作られ、いろいろな分野で機械の作り出す新発想の有用性が証明される〈領域 7〉 
2027 12 人間の脳に記憶されている情報を電気的、磁気的にコンピュータが読むことができる技術〈領域 3〉 
2027 59 （深海や地中の資源探査や環境調査のために）非常に高い周波数の振動波や重力波のような新原理により、深海
や地中の人や装置との通信を可能にするシステム〈領域 7〉 
2030 29 脳波等を利用した念力インタフェース(特定の思考をするとコンピュータに伝わる)〈領域 4〉 











2013 39 インターネットのバックボーンにおける不正侵入検出やウイルス検出の技術〈領域 5〉 
2013 40 不正侵入検出のための、インターネットにおける発信元の逆探知、トレースバック〈領域 5〉 
2013 41 スパムフリーな電子メールシステム〈領域 5〉 
2013 45 ネットワーク上のコンテンツの制作と流通を促進するための、合理的な金銭補償が可能な著作権管理システム〈領
域 6〉 












2015 04 デジタル放送、高速モバイル、無線 LAN、有線アクセスなどおよそあらゆるメディアに対応可能なソフトモデムを含
む装置の出現により、複数メディア同時アクセスが実現し、状況に応じて最も相応しいメディアを自動選択して、家
庭内ホームゲートウエイを制御、連携するクロスメディアサービスが本格化する〈領域 1〉 
2015 20 音像を空間の任意の位置に定位させる制御技術〈領域 4〉 























2018 38 顏と音声の認識により個人を 99.9%以上の精度で本人であることを識別するセキュリティシステム〈領域 5〉 
2018 42 電子透かしを取り除くことを防止することについての、安全性が理論的に証明された、公表可能なアルゴリズム〈領
域 5〉 
2018 50 PC、携帯電話、PDA 等を用いて Web の閲覧やＥメールの送受信を行うことのできない人（15 歳以上）の割合が 1%
以下になる〈領域 6〉 
2019 02 世界レベルで end-to-end にトランスペアレントな光波長パスを提供するネットワーク〈領域 1〉 
2019 26 HDTV の画像を 4Mbps 以下（圧縮率約 1/250）、CD 相当の音声を 32kbps 以下で、原信号と変わらない品質に圧
縮する超低ビットレートの符号化方式〈領域 4〉 
2019 30 文字情報を人間の和声と区別がつかない品質で音声化できる、汎用の高品質な音声合成技術〈領域 4〉 
2019 34 公共的空間に設置された監視カメラで認識し、人相・しぐさ・顔かたち・音声等を解析することにより、指名手配犯・
重要参考人等の所在確認を支援する技術〈領域 5〉 















2020 64 熱、光、電波、雑音からエネルギーをもらい半永久的に動作する微小通信チップあるいはセンサー〈領域 8〉 
2020 70 実行環境（ＯＳ、利用可能な機器と能力、ネットワーク環境等）に自動的に適応して、ソフトウェアをどこに持って行っ
ても所望のサービスを実行環境下で最適な方法で提供できるソフトウェアポータビリティ〈領域 9〉 
2020 73 曖昧な指示により目的の情報にたどりつく検索技術〈領域 9〉 
2021 05 処理能力当たりの消費電力が現在より 3 桁程度改善した高機能のコンピューターを Grid 技術で一体化し、個人レ
ベルで１PetaFlops級の演算能力を利用可能にするコミュニティを自動的に形成することが出来るP2P形大規模シス
テム〈領域 2〉 











2021 74 人間の認識知識を蓄積し、画像や映像から 90%以上の精度で建物、人間、自動車などの多様なオブジェクトを認識
できるシステム〈領域 9〉 






2023 21 着心地、乗心地、居心地等の心地を定量的に計測する技術〈領域 4〉 
2023 24 家庭内で眼鏡をかけず、かつ疲れないで視聴できる立体ＴＶの一般化〈領域 4〉 
2023 71 プログラムに内在する論理的な矛盾を自動補正する機能を備えた、大規模ソフトウェアの自動検証技術〈領域 9〉 
2023 72 ハードの障害・変更を検出し、障害については機能を代替するコードを自動発生させ、また変更を有効に活用でき
るように自己修正ができるソフトウェア〈領域 9〉 
2024 06 プロ将棋の名人を破るソフトウェア〈領域 2〉 
2024 63 単機能(小規模機能)のたくさんの小さなロボットが集まって、互いに連携、機能分担することにより複雑な機能を実
現する技術〈領域 8〉 
2025 13 言語のリアルタイム翻訳機能が付加された電話の一般化〈領域 3〉 







2027 23 スポーツ活動(例えば卓球など)において人間の相手をするロボットの一般化〈領域 4〉 
2027 56 実用的な量子暗号〈領域 7〉 
2028 15 裁判官、弁護士、弁理士等の専門職の現在の仕事を5 割ほど代行するソフトウェア（エキスパートシステム）〈領域 3〉







2034 60 惑星間通信のような非常に長い遅延がある条件で自然な通信や制御を行うことができる情報の予測技術〈領域 7〉 
2035 59 （深海や地中の資源探査や環境調査のために）非常に高い周波数の振動波や重力波のような新原理により、深海
や地中の人や装置との通信を可能にするシステム〈領域 7〉 
2036 12 人間の脳に記憶されている情報を電気的、磁気的にコンピュータが読むことができる技術〈領域 3〉 
2036 58 様々なアルゴリズムに適用可能な汎用性のある量子コンピューティング〈領域 7〉 
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コン VLSI の延長技術で実現できると予測していることがわかる。 
 すなわち、シリコン VLSI に代わる新集積システムは少なくとも２５－３０年後までは現れず、集積システムの更
なる高性能化を図りさまざまな新アプリケーションを社会に提供して豊かな社会を構築するためには、ここ１０－ 





















体の高性能化は微細化によってなされて来た。現在 CMOS のトランジスタ単体してはゲート長５nm のものの動










































































































































































































































































































































































































































































































































































































R1 発送 R1 回収 回収率 R2 発送 R2 回収 回収率 
292 人 187 人 64％ 187 人 159 人 85% 
 
男 155 人 会社員 89 人 大 7.3 ％
女 2 人 大学教職員 53 人 中 23.5 ％
性 
別 
無回答 2 人 公的機関職員 13 人 小 69.2 ％
20 代 なし 団体職員 3 人
30 代  9 人 その他 1 人











50 代 73 人 研究開発従事 136 人
60 代 14 人 上記以外 23 人

















１．情報・通信 89.1% １．情報・通信 41.2%
２．エレクトロニクス ２．エレクトロニクス 
３．ライフサイエンス 50.4% ３．ライフサイエンス 78.2%
４．保健・医療・福祉 15.1% ４．保健・医療・福祉 26.9%
５．農林水産・食品 0.8% ５．農林水産・食品 1.7%
６．フロンティア 0.0% ６．フロンティア 3.4%
７．エネルギー・資源 15.1% ７．エネルギー・資源 27.7%
８．環境 8.4% ８．環境 30.3%
９．ナノテクノロジー・材料 78.2% ９．ナノテクノロジー・材料 37.8%
10．製造 3.4% 10．製造 0.0%
11．産業基盤 0.8% 11．産業基盤 2.5%
12．社会基盤 5.0% 12．社会基盤 5.0%
13．社会技術 30.3% 13．社会技術 39.5%
今後５ ～１ ０ 年に融合・ 連携を積極的に進めるべ き分野
 14．その他 0.0%




























































    
高感度化・ 














































































































































































集積システム  6.8  6.3  5.4  5.4  4.4  4.5
シリコンエレクトロニクス  7.9  7.9  8.0  7.4  6.4  6.8
オプト＆フォトニックデバイス  7.5  7.3  7.2  7.1  6.3  6.5
ワイヤレスエレクトロニクス  7.3  7.5  7.8  7.7  7.4  7.4
バイオ融合エレクトロニクス  7.1  6.5  5.8  6.4  5.9  5.9
分子・有機エレクトロニクス  6.7  6.4  5.6  5.8  4.7  5.0
ストレージ  7.3  6.8  7.2  6.6  5.5  6.0
ディスプレイ  7.4  7.1  8.1  7.4  5.9  7.1
エネルギー変換・蓄積デバイス  7.1  7.1  7.4  7.2  6.6  6.9
デジタル家電  7.1  7.2  8.1  7.4  6.8  7.5
ユビキタスエレクトロニクス  6.9  6.9  7.1  7.2  7.0  7.0
ロボットエレクトロニクス  7.0  6.8  6.6  7.0  6.6  6.5
カーエレクトロニクス  7.1  6.8  7.3  6.7  7.5  7.3
ネットワークエレクトロニクス  7.0  7.1  7.1  7.0  6.6  6.9
セキュリティエレクトロニクス  6.4  6.3  6.1  6.4  7.5  6.8









































集積システム  7.6  7.6  7.0  7.0  6.3  6.3
シリコンエレクトロニクス  7.9  7.9  8.0  7.7  6.9  7.2
オプト＆フォトニックデバイス  7.7  7.5  7.7  7.7  7.2  7.4
ワイヤレスエレクトロニクス  7.4  7.6  8.2  8.2  8.0  8.0
バイオ融合エレクトロニクス  8.0  7.7  7.4  7.9  7.5  7.5
分子・有機エレクトロニクス  7.5  7.3  7.2  7.4  6.3  6.5
ストレージ  7.6  7.4  7.7  7.5  6.6  6.9
ディスプレイ  7.5  7.4  8.4  7.9  6.6  7.7
エネルギー変換・蓄積デバイス  7.7  7.6  8.1  8.3  7.6  7.9
デジタル家電  7.4  7.5  8.3  7.9  7.4  8.1
ユビキタスエレクトロニクス  7.3  7.6  7.8  8.1  7.9  7.9
ロボットエレクトロニクス  7.6  7.7  7.8  8.1  8.0  7.8
カーエレクトロニクス  7.3  7.2  7.9  7.5  8.6  8.1
ネットワークエレクトロニクス  7.3  7.4  7.6  7.7  7.5  7.7
セキュリティエレクトロニクス  7.0  6.9  7.1  7.7  8.9  8.1



















































集積システム  0.8  1.3  1.6  1.6  1.9  1.8
シリコンエレクトロニクス  -0.0  0.1  0.0  0.3  0.5  0.4
オプト＆フォトニックデバイス  0.2  0.2  0.6  0.6  0.8  0.9
ワイヤレスエレクトロニクス  0.1  0.1  0.4  0.5  0.6  0.6
バイオ融合エレクトロニクス  0.9  1.2  1.5  1.5  1.6  1.6
分子・有機エレクトロニクス  0.8  0.9  1.6  1.6  1.6  1.6
ストレージ  0.3  0.7  0.5  0.9  1.0  0.9
ディスプレイ  0.0  0.3  0.3  0.5  0.7  0.7
エネルギー変換・蓄積デバイス  0.5  0.6  0.8  1.1  1.0  1.0
デジタル家電  0.2  0.3  0.3  0.5  0.7  0.6
ユビキタスエレクトロニクス  0.5  0.7  0.7  0.9  0.9  0.9
ロボットエレクトロニクス  0.6  0.9  1.1  1.1  1.4  1.3
カーエレクトロニクス  0.2  0.4  0.6  0.7  1.1  0.9
ネットワークエレクトロニクス  0.3  0.3  0.5  0.7  0.9  0.9
セキュリティエレクトロニクス  0.6  0.7  1.0  1.3  1.5  1.3


















































集積システム  4.3  5.8  8.2
シリコンエレクトロニクス  4.3  6.2  7.6
オプト＆フォトニックデバイス  6.2  7.2  9.2
ワイヤレスエレクトロニクス  4.8  5.9  8.3
バイオ融合エレクトロニクス  3.0  4.4  7.7
分子・有機エレクトロニクス  4.2  5.0  7.9
ストレージ  5.3  6.8  8.3
ディスプレイ  7.6  8.1  7.8
エネルギー変換・蓄積デバイス  6.0  6.8  8.6
デジタル家電  7.4  8.0  8.6
ユビキタスエレクトロニクス  5.1  6.3  8.3
ロボットエレクトロニクス  6.7  7.6  9.4
カーエレクトロニクス  6.8  7.0  9.5
ネットワークエレクトロニクス  4.8  6.1  8.4
















































集積システム  3.9  5.4  8.8
シリコンエレクトロニクス  4.4  6.4  8.7
オプト＆フォトニックデバイス  6.1  7.2  9.5
ワイヤレスエレクトロニクス  4.4  5.6  8.6
バイオ融合エレクトロニクス  2.7  4.2  8.1
分子・有機エレクトロニクス  4.0  4.9  8.2
ストレージ  5.1  6.7  8.6
ディスプレイ  7.6  8.0  8.9
エネルギー変換・蓄積デバイス  5.6  6.6  8.8
デジタル家電  7.2  7.7  9.0
ユビキタスエレクトロニクス  4.8  6.1  8.5
ロボットエレクトロニクス  6.3  7.4  9.4
カーエレクトロニクス  6.3  6.7  9.5
ネットワークエレクトロニクス  4.7  6.1  8.6
















































06 実時間で論理機能を変更する 100M ゲート規
模の LSI 
86.0 2013 2021 シリコンエレクトロニクス




05 クロック周波数 50GHz 以上のマイクロプロセッ
サ LSI 
84.7 2014 2021 シリコンエレクトロニクス
7 07 ゲート長３nm のトランジスタを集積した LSI 83.5 2015 2023 シリコンエレクトロニクス
8 
08 1 チップ当たり２５６G ビット以上の記憶容量をも
つ LSI 








47 シリコンや GaAs を用いた太陽電池を凌駕する
エネルギー変換効率の新材料 





状況の管理を可能にする RF タグ 




20 １００Tbps の多重化信号を 1 本の光ファイバで
伝送できる光多重通信装置 












77.5 2012 2017 
ユビキタスエレクトロニク
ス 
15 11 不揮発性ロジックに基づく LSI 75.7 2012 2018 シリコンエレクトロニクス













な A3 版以上のフラットパネルディスプレイ 







































































































領域 06-10 11-15 16-20 21-25 26-30 31-35 36- 
集積システム  2  2    
シリコンエレクトロニクス  8  1    
オプト＆フォトニックデバイス  8 3     
ワイヤレスエレクトロニクス  3 1     
バイオ融合エレクトロニクス  2 1 1    
分子・有機エレクトロニクス   2 2    
ストレージ   2 2    
ディスプレイ  5      
エネルギー変換・蓄積デバイス  2 1     
デジタル家電 1 3      
ユビキタスエレクトロニクス 1 2      
ロボットエレクトロニクス  1 2     
カーエレクトロニクス  2 1     
ネットワークエレクトロニクス  3      
















371 原子／1 分子が 1 ビットに対応するストレージシステム 8.8 2023 ストレージ 
34分子 1 個をスイッチングの 基本素子とする論理、記憶用 LSI 8.7 2022 分子・有機エレクトロニクス
02特定用途において CMOS 論理回路より 3 桁以上処理能力の
高い、スピントロニクスの原理に基づく情報機器 









09高温超伝導材料を配線に用いた LSI 13.6 2023 シリコンエレクトロニクス 
02特定用途において CMOS 論理回路より 3 桁以上処理能力の
高い、スピントロニクスの原理に基づく情報機器 
8.7 2022 集積システム 
34分子 1 個をスイッチングの 基本素子とする論理、記憶用 LSI 8.7 2022 分子・有機エレクトロニクス



















































































集積システム 27.2 71.8 0.8 0.2 0.0
シリコンエレクトロニクス 23.8 71.3 0.0 4.9 0.0
オプト＆フォトニックデバイス 56.3 41.8 1.7 0.0 0.3
ワイヤレスエレクトロニクス 8.7 90.5 0.8 0.0 0.0
バイオ融合エレクトロニクス 8.0 92.0 0.0 0.0 0.0
分子・有機エレクトロニクス 12.4 87.4 0.3 0.0 0.0
ストレージ 48.4 50.7 0.9 0.0 0.0
ディスプレイ 74.5 24.5 0.9 0.2 0.0
エネルギー変換・蓄積デバイス 76.5 23.2 0.3 0.0 0.0
デジタル家電 74.7 25.1 0.2 0.0 0.0
ユビキタスエレクトロニクス 37.8 61.6 0.6 0.0 0.0
ロボットエレクトロニクス 41.1 58.6 0.3 0.0 0.0
カーエレクトロニクス 84.5 14.9 0.6 0.0 0.0
ネットワークエレクトロニクス 57.9 41.8 0.0 0.4 0.0
セキュリティエレクトロニクス 37.0 63.0 0.0 0.0 0.0
























99.2 2012 2018 
オプト＆フォトニックデバ
イス 
41 高品位印刷なみの表示（６００dpi 以上）が可能な A3
版以上のフラットパネルディスプレイ 
98.2 2011 2016 ディスプレイ 
68 地震発生数分前の予知を可能にする地殻変動セ
ンサ 





97.3 2015 2023 ロボットエレクトロニクス 
51 通信、センサ、ディスプレイ、照明などの機能を持っ
た壁面パネルやインテリア 
97.2 2012 2018 デジタル家電 
67 麻薬、有毒ガス、生物兵器などの非接触検出装置





1.0 2020 2030 
分子・有機エレクトロニク
ス 



























































集積システム 16.3 51.2 26.3 6.2
シリコンエレクトロニクス 12.8 61.5 18.7 7.1
オプト＆フォトニックデバイス 7.9 62.6 21.7 7.8
ワイヤレスエレクトロニクス 6.1 67.9 22.2 3.7
バイオ融合エレクトロニクス 18.9 66.2 10.0 4.9
分子・有機エレクトロニクス 9.8 63.6 19.3 7.3
ストレージ 7.3 65.4 22.0 5.3
ディスプレイ 4.9 58.0 28.7 8.4
エネルギー変換・蓄積デバイス 10.2 69.5 14.7 5.5
デジタル家電 3.8 45.3 39.1 11.7
ユビキタスエレクトロニクス 11.3 57.1 22.7 8.9
ロボットエレクトロニクス 11.6 59.2 23.0 6.2
カーエレクトロニクス 5.3 63.5 23.1 8.0
ネットワークエレクトロニクス 5.1 68.2 20.9 5.8
セキュリティエレクトロニクス 28.5 56.1 10.9 4.5






















82.8 2015 2023 
セキュリティエレクトロニク
ス 
01 特定用途において CMOS 論理回路より 3 桁以上
処理能力の高い、量子コンピューティングの原理
に基づく情報機器 
33.1 2024 2033 集積システム 
67 麻薬、有毒ガス、生物兵器などの非接触検出装置





















14.3 2012 2018 デジタル家電 




12.7 2011 2015 デジタル家電 
21 超低損失（例えば０．１dB/km 以下）のホーリーファ
イバ（フォトニック結晶ファイバ） 















































































集積システム 49.3 44.1 20.0 58.3 1.7 2.1 0.0 0.0
シリコンエレクトロニクス 37.3 59.1 21.1 68.7 0.6 0.4 0.0 0.1
オプト＆フォトニックデバイス 34.1 57.3 19.4 73.5 2.0 5.7 0.3 0.1
ワイヤレスエレクトロニクス 36.7 63.5 16.2 69.4 2.0 8.1 0.0 0.0
バイオ融合エレクトロニクス 67.3 62.6 31.0 64.5 1.5 8.2 2.1 0.0
分子・有機エレクトロニクス 67.0 58.8 23.8 71.4 0.3 0.0 0.0 0.2
ストレージ 41.0 59.7 23.8 73.0 0.8 0.0 0.0 0.0
ディスプレイ 27.1 64.2 22.9 72.6 1.2 2.9 1.0 0.0
エネルギー変換・蓄積デバイス 34.3 69.7 21.5 77.2 1.3 10.3 1.0 0.0
デジタル家電 19.4 55.3 13.3 66.1 5.1 20.1 1.7 0.0
ユビキタスエレクトロニクス 28.3 64.9 15.9 69.9 8.3 15.6 2.9 0.0
ロボットエレクトロニクス 44.6 65.5 26.5 67.1 1.6 16.8 3.8 0.3
カーエレクトロニクス 19.3 63.9 23.9 60.9 0.7 32.6 6.2 0.0
ネットワークエレクトロニクス 24.9 63.0 20.5 75.7 3.2 7.8 0.3 0.0
セキュリティエレクトロニクス 40.1 63.6 31.9 72.4 4.8 12.3 6.5 0.0























79.2 2019 2028 
バイオ融合エレクトロニク
ス 
01 特定用途において CMOS 論理回路より 3 桁以上処
理能力の高い、量子コンピューティングの原理に基
づく情報機器 
75.2 2024 2033 集積システム 
34 分子１個をスイッチングの 基本素子とする論理、記
憶用 LSI 





























72.5 2012 2018 ワイヤレスエレクトロニクス
46 大部分のモバイル機器（PC、携帯電話、PDA 等）の
電源が燃料電池に置き換わる 



























47 シリコンや GaAs を用いた太陽電池を凌駕するエネ
ルギー変換効率の新材料 
80.0 2016 2025 
エネルギー変換・蓄積デ
バイス 
39 １平方インチ当たり 1 テラビット以上の光メモリ（近接
場含む） 
79.8 2017 2026 ストレージ 
67 麻薬、有毒ガス、生物兵器などの非接触検出装置 
79.8 2013 2020 
セキュリティエレクトロニク
ス 
41 高品位印刷なみの表示（６００dpi 以上）が可能な A3
版以上のフラットパネルディスプレイ 
79.2 2011 2016 ディスプレイ 
64 １０００×１０００程度の大規模光クロスコネクト装置 
















































領域 06-10 11-15 16-20 21-25 26-30 31-35 36- 
集積システム   1 1  2  
シリコンエレクトロニクス   2 6  1  
オプト＆フォトニックデバイス   2 6 3   
ワイヤレスエレクトロニクス   3 1    
バイオ融合エレクトロニクス   1 1 1 1  
分子・有機エレクトロニクス     2 2  
ストレージ     3 1  
ディスプレイ   1 4    
エネルギー変換・蓄積デバイス   1 2    
デジタル家電  2 2     
ユビキタスエレクトロニクス  1 1 1    
ロボットエレクトロニクス    1 2   
カーエレクトロニクス   2  1   
ネットワークエレクトロニクス   3     















09 高温超伝導材料を配線に用いた LSI 25.0 2032 シリコンエレクトロニクス 




02 特定用途において CMOS 論理回路より 3 桁以上処理能力の
高い、スピントロニクスの原理に基づく情報機器 
11.0 2031 集積システム 















09 高温超伝導材料を配線に用いた LSI 17.7 2032 シリコンエレクトロニクス 
40 大規模プローブアレイを用いた１平方インチ当たり１０テラビッ
ト以上のメモリ 
13.5 2029 ストレージ 




01 特定用途において CMOS 論理回路より３桁以上処理能力の
高い、量子コンピューティングの原理に基づく情報機器 
11.0 2033 集積システム 
02 特定用途において CMOS 論理回路より３桁以上処理能力の
高い、スピントロニクスの原理に基づく情報機器 















































集積システム 2.7 30.8 50.1 16.4
シリコンエレクトロニクス 3.7 35.4 37.2 23.7
オプト＆フォトニックデバイス 6.5 47.7 33.0 12.8
ワイヤレスエレクトロニクス 4.6 58.0 24.4 13.0
バイオ融合エレクトロニクス 14.4 62.3 17.1 6.2
分子・有機エレクトロニクス 5.1 47.0 34.4 13.5
ストレージ 1.8 33.0 48.9 16.2
ディスプレイ 3.0 33.2 45.5 18.3
エネルギー変換・蓄積デバイス 6.9 54.7 27.4 10.9
デジタル家電 3.2 32.1 46.5 18.2
ユビキタスエレクトロニクス 8.0 51.8 31.9 8.2
ロボットエレクトロニクス 11.2 57.3 22.7 8.7
カーエレクトロニクス 11.3 55.2 26.2 7.3
ネットワークエレクトロニクス 3.1 52.7 33.1 11.0
セキュリティエレクトロニクス 36.4 46.5 12.2 4.9







































23.1 2015 2025 
バイオ融合エレクトロニク
ス 
15 １０Gbps 光加入者系システムが家庭で一般化 











09 高温超伝導材料を配線に用いた LSI 33.3 2023 2032 シリコンエレクトロニクス 
05 クロック周波数５０GHz 以上のマイクロプロセッサ
LSI 




26.2 2011 2015 デジタル家電 
11 不揮発性ロジックに基づく LSI 23.9 2012 2018 シリコンエレクトロニクス 
08 １チップ当たり２５６G ビット以上の記憶容量をもつ
LSI 





























































集積システム 35.6 55.7 23.3 31.1 4.3 0.7 0.0
シリコンエレクトロニクス 28.0 64.9 8.4 58.5 0.9 0.2 0.0
オプト＆フォトニックデバイス 25.2 57.4 13.6 59.6 12.7 2.3 0.0
ワイヤレスエレクトロニクス 18.7 50.7 11.7 52.1 47.3 2.6 0.3
バイオ融合エレクトロニクス 48.7 63.3 19.1 48.3 34.5 13.9 0.3
分子・有機エレクトロニクス 50.3 69.6 10.3 47.0 3.7 1.2 0.6
ストレージ 28.2 60.6 9.5 60.2 0.3 0.0 0.3
ディスプレイ 19.7 55.7 21.1 63.3 7.2 2.5 0.2
エネルギー変換・蓄積デバイス 20.2 51.3 22.0 63.7 29.2 4.8 1.0
デジタル家電 12.4 31.9 15.4 57.3 47.6 4.1 0.0
ユビキタスエレクトロニクス 19.6 47.2 12.9 57.1 46.2 11.9 0.0
ロボットエレクトロニクス 31.1 46.8 17.3 54.5 57.8 16.9 0.0
カーエレクトロニクス 14.5 41.6 5.9 46.9 74.2 19.9 0.0
ネットワークエレクトロニクス 19.0 54.1 8.4 74.9 25.4 1.9 0.0
セキュリティエレクトロニクス 26.4 58.1 9.8 70.6 26.3 32.2 0.0

































54.7 2022 2033 
分子・有機エレクトロニク
ス 
01 特定用途において CMOS 論理回路より３桁以上処理
能力の高い、量子コンピューティングの原理に基づく
情報機器 







10 チップ内光インターコネクトを用いた LSI 76.8 2014 2023 シリコンエレクトロニクス 
09 高温超伝導材料を配線に用いた LSI 74.4 2023 2032 シリコンエレクトロニクス 
68 地震発生数分前の予知を可能にする地殻変動セン
サ 























78.3 2013 2020 
セキュリティエレクトロニ
クス 
63 １００Gbps 以上の時分割伝送技術 



















52 有線配線を不要にするオフィス・家庭内完全無線化 80.6 2009 2014 デジタル家電 
59 目的地を入力すると自動運転で目的地に到達できる
システム 
77.0 2016 2026 カーエレクトロニクス 
61 車－車間、車－基地局通信において、１００Mbps 以
上の通信が可能となる技術 
75.7 2011 2016 カーエレクトロニクス 
60 自動車内に各種センサが配備され、故障・事故の予
知、判断ができるシステム 
70.0 2011 2016 カーエレクトロニクス 
58 各種センサ、マニピュレータなどを備えたマイクロマシ
ンを遠隔操作することによる手術 







































































































2016 2026 10 カーエレクトロニクス 
15 １０Gbps 光加入者系システムが家庭で一般化 










41 高品位印刷なみの表示（６００dpi 以上）が可能な A3
版以上のフラットパネルディスプレイ 
2011 2016 5 ディスプレイ 
52 有線配線を不要にするオフィス・家庭内完全無線化 2009 2014 5 デジタル家電 
53 いつでも、どこでも、誰とでも情報がやりとりできる、ワ
ンチップのユビキタス(Ubiquitous)コンピュータ 




管理を可能にする RF タグ 





2011 2016 5 カーエレクトロニクス 
61 車－車間、車－基地局通信において、１００Mbps 以
上の通信が可能となる技術 










2011 2015 4 デジタル家電 
35 人間なみの感度をもつ五感センサ 















































































37 1 原子／1 分子が 1 ビットに対応するストレ
ージシステム 
54.0/2023 68.4/2022









































































課題 大 中 小 なし
指







































































１ 144 8 42 50 - 71 47 46 7 0 9 9
２ 137 9 28 63 - 68 39 54 7 0 7 6
専 12 100 0 0 - 88 75 25 0 0 18 0
１ 133 8 34 58 - 66 37 55 8 0 11 12
２ 128 5 29 66 - 58 22 67 11 0 8 9
専 7 100 0 0 - 68 43 43 14 0 0 0
１ 137 8 33 59 - 57 29 43 27 1 4 7
２ 128 5 19 76 - 49 10 67 23 0 2 0
専 6 100 0 0 - 54 17 66 17 0 0 0
１ 145 6 30 64 - 73 52 38 10 0 1 2
２ 129 2 16 82 - 74 51 43 6 0 0 0































［知的資産の増大］ 当 該領域自体の知的資産 増大への寄与
大 やや大
やや大



































































































































































18 76 6 0 0 39 34 20 7 57 39 43 52 17 4 0 0 10 13 19 29 32 20 43 47 24 39 8 3 1
2 98 0 0 0 33 51 12 4 75 21 27 59 1 2 0 0 8 11 4 33 48 15 54 55 10 33 2 1 0
8 92 0 0 0 42 50 0 8 64 36 18 82 9 0 0 0 8 8 17 33 42 8 64 55 0 45 9 0 0
29 69 2 0 0 31 46 16 7 49 46 40 53 13 3 0 0 12 15 11 40 32 17 40 49 25 41 8 0 2
16 83 1 0 0 18 62 14 6 67 26 28 61 0 2 0 0 11 11 3 34 46 17 46 56 11 36 1 0 0
29 71 0 0 0 43 14 29 14 67 0 33 50 0 0 0 0 0 0 0 29 29 42 50 25 0 75 0 0 0
30 68 2 0 0 16 36 38 10 34 57 28 49 6 5 1 1 1 10 10 29 37 24 26 42 39 31 18 6 1
13 85 1 1 0 4 41 46 9 30 64 13 58 0 3 0 0 2 2 2 22 59 17 20 53 35 26 7 2 0
20 80 0 0 0 0 34 33 33 25 25 25 100 0 0 0 0 0 0 0 0 67 33 25 25 50 25 25 0 0
56 39 4 1 0 20 39 33 8 25 62 22 49 13 8 1 1 1 4 10 32 31 27 22 47 41 34 16 1 1
77 21 2 0 0 10 51 33 6 25 66 13 56 6 2 0 0 0 1 1 35 47 17 22 58 38 29 8 0 0














































































































































なしやや 大 中 あまりなし
あまりなし なし大 やや 大 中
なしあまりなし大 やや 大 中















［知的資産の増大］ 当 該領域自体の知的資産 増大への寄与
大 やや大
やや大






























課題 大 中 小 なし
指







































































１ 139 21 39 40 - 76 56 37 6 1 9 2
２ 128 15 35 50 - 85 71 27 2 0 3 1
専 19 100 0 0 - 82 63 37 0 0 5 0
１ 126 17 44 39 - 78 58 40 2 0 1 2
２ 120 8 44 48 - 86 73 25 2 0 0 0
専 10 100 0 0 - 90 80 20 0 0 0 0
１ 141 26 39 35 - 77 57 38 4 1 9 6
２ 129 26 33 41 - 84 69 29 2 0 3 2
専 34 100 0 0 - 87 74 26 0 0 6 3
１ 140 21 43 36 - 75 53 41 5 1 3 4
２ 126 17 42 41 - 83 68 28 4 0 2 1
専 22 100 0 0 - 93 86 14 0 0 5 0
１ 126 10 39 51 - 46 13 52 27 8 20 20
２ 125 7 27 66 - 41 4 55 38 3 18 14
専 9 100 0 0 - 44 11 56 22 11 33 33
１ 143 26 40 34 - 67 42 46 9 3 6 7
２ 131 14 45 41 - 65 35 57 7 1 4 3
専 18 100 0 0 - 69 47 41 6 6 17 0
１ 116 16 40 44 - 72 48 44 7 1 0 3
２ 110 10 37 53 - 76 53 44 3 0 0 1
専 11 100 0 0 - 88 80 10 10 0 0 0
１ 112 10 29 61 - 66 38 49 12 1 1 10
２ 105 4 26 70 - 59 23 68 8 1 1 4
専 4 100 0 0 - 75 67 0 33 0 0 0
１ 136 14 32 54 - 77 60 32 7 1 7 10
２ 122 10 20 70 - 88 76 21 3 0 4 4








































































なしやや 大 中 あまりなし
あまりなし なし大 やや 大 中
なしあまりなし大 やや 大 中










































































































































5 95 0 0 0 31 36 17 16 35 52 37 64 8 5 0 0 8 4 19 26 25 30 37 53 19 55 9 2 0
0 100 0 0 0 20 58 16 6 39 59 25 68 2 0 0 0 4 2 4 36 33 27 31 65 7 60 0 0 0
0 100 0 0 0 26 47 16 11 41 53 18 59 6 0 0 0 11 0 5 32 26 37 25 83 17 50 0 0 0
20 78 2 0 0 21 49 18 12 36 51 36 66 5 5 1 0 0 3 15 33 25 27 35 53 21 55 8 0 0
3 96 0 1 0 14 68 13 5 35 58 21 72 1 0 0 0 1 1 3 40 35 22 29 64 9 60 0 0 0
0 100 0 0 0 40 40 20 0 50 20 20 70 0 0 0 0 10 0 0 30 40 30 43 43 29 71 0 0 0
36 62 1 1 0 29 40 21 10 30 52 42 64 5 2 0 0 9 7 18 26 30 26 37 50 18 51 8 0 1
19 81 0 0 0 18 64 13 5 35 69 24 68 0 0 0 0 6 3 4 33 41 22 29 62 7 58 0 0 0
22 78 0 0 0 24 49 18 9 45 61 23 61 0 0 0 0 9 0 6 33 43 18 38 46 4 62 0 0 0
25 36 2 37 0 23 42 24 11 27 47 37 62 6 3 0 0 3 6 15 28 27 30 35 51 20 51 7 1 1
20 38 0 42 0 15 60 19 6 26 60 22 72 1 0 0 0 2 2 3 35 39 23 23 59 3 64 1 1 0
19 14 0 67 0 27 50 14 9 40 55 25 75 0 0 0 0 5 0 5 32 36 27 38 63 0 63 6 0 0
43 50 4 0 3 13 37 28 22 35 49 35 43 7 3 0 1 26 28 8 27 28 37 41 58 22 39 9 0 0
31 69 0 0 0 3 53 30 14 37 60 24 55 0 0 0 0 25 18 2 23 42 33 35 74 6 45 0 0 0
62 38 0 0 0 22 11 22 45 80 20 20 60 0 0 0 0 44 33 0 22 45 33 33 50 0 67 0 0 0
44 53 2 0 1 26 41 22 11 34 55 41 54 4 2 0 0 9 12 17 28 23 32 39 57 21 44 7 0 1
39 61 0 0 0 13 65 14 8 34 70 26 67 0 0 0 0 7 5 4 44 29 23 27 77 8 53 0 0 0
47 53 0 0 0 27 28 17 28 54 54 23 62 0 0 0 0 22 0 0 33 39 28 38 62 8 46 0 0 0
28 70 2 0 0 21 39 24 16 39 37 28 66 5 4 0 0 0 3 14 28 33 25 32 45 37 41 10 0 0
9 91 0 0 0 9 56 27 8 45 41 13 74 0 0 0 1 0 2 4 26 46 24 26 62 11 60 0 0 0
10 90 0 0 0 27 18 46 9 60 40 30 50 0 0 0 0 0 0 9 27 37 27 25 50 13 63 0 0 0
13 84 3 0 0 17 45 29 9 44 42 28 58 5 5 1 0 2 12 9 33 38 20 35 47 30 42 9 1 0
2 98 0 0 0 6 61 26 7 55 48 9 71 0 0 0 0 1 5 1 25 51 23 33 64 10 50 0 0 0
0 100 0 0 0 25 25 25 25 67 33 0 33 0 0 0 0 0 0 0 25 50 25 67 67 33 33 0 0 0
64 24 3 6 3 26 40 22 12 29 50 37 61 8 13 0 0 6 11 25 35 27 13 25 48 29 58 19 4 0
90 8 0 2 0 17 68 10 5 30 67 25 72 2 4 0 0 6 5 8 57 18 17 19 57 14 77 7 1 0


























































































































［知的資産の増大］ 当 該領域自体の知的資産 増大への寄与
大 やや大
やや大






























課題 大 中 小 なし
指







































































１ 132 14 38 48 - 60 26 61 13 0 0 5
２ 127 9 34 57 - 57 19 74 7 0 0 2
専 11 100 0 0 - 55 18 64 18 0 0 0
１ 145 26 32 42 - 75 55 36 8 1 1 3
２ 128 19 35 46 - 85 73 23 3 1 0 0
専 24 100 0 0 - 88 79 17 4 0 0 0
１ 93 9 33 58 - 46 11 54 31 4 0 14
２ 97 2 18 80 - 44 2 70 28 0 0 8
専 2 100 0 0 - 25 0 0 100 0 0 0
１ 150 21 37 42 - 74 54 36 9 1 5 1
２ 135 14 34 52 - 86 74 23 3 0 2 0
専 19 100 0 0 - 87 78 11 11 0 5 0
１ 115 11 42 47 - 55 21 62 14 3 2 4
２ 112 12 29 59 - 52 9 79 12 0 1 1
専 13 100 0 0 - 63 31 61 8 0 0 0
１ 119 24 33 43 - 64 35 51 14 0 0 4
２ 115 17 24 59 - 57 20 70 10 0 0 3
専 20 100 0 0 - 76 57 32 11 0 0 5
１ 120 24 38 38 - 72 49 42 8 1 3 8
２ 115 22 29 49 - 79 60 34 5 1 3 1
専 25 100 0 0 - 75 56 32 12 0 4 0
１ 107 18 40 42 - 56 24 55 19 2 4 4
２ 104 14 25 61 - 53 15 68 16 1 3 2
専 15 100 0 0 - 60 33 40 27 0 7 0
１ 118 11 31 58 - 67 42 41 16 1 4 4
２ 114 6 21 73 - 70 43 51 5 1 2 4











































































なしやや 大 中 あまりなし
あまりなし なし大 やや 大 中
なしあまりなし大 やや 大 中










































































































































39 52 8 0 1 17 47 27 9 37 56 31 59 4 4 0 0 2 7 12 35 28 25 34 53 32 39 7 1 0
32 67 1 0 0 4 69 20 7 41 61 21 67 0 0 0 0 0 4 1 47 31 21 33 66 14 50 0 0 0
18 73 9 0 0 0 73 9 18 67 44 44 67 0 0 0 0 0 0 0 70 10 20 63 88 25 38 0 0 0
71 26 1 2 0 21 37 26 16 19 43 29 47 11 32 3 0 3 6 30 37 20 13 12 27 25 54 49 3 1
94 6 0 0 0 10 59 22 9 19 54 16 65 2 33 0 1 1 2 22 48 21 9 13 28 14 70 56 1 0
100 0 0 0 0 21 49 17 13 24 38 24 52 0 48 0 0 4 0 26 52 9 13 20 35 10 65 65 0 0
24 64 9 0 3 11 52 26 11 33 33 34 56 6 9 1 1 2 20 11 37 39 13 34 49 24 30 14 7 3
3 95 1 0 1 2 64 25 9 37 43 27 76 1 2 0 0 0 10 2 40 45 13 35 71 6 42 8 0 0
0 100 0 0 0 0 0 50 50 100 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 50 50 100 100 0 0 0 0 0
93 6 1 0 0 16 33 31 20 16 49 22 59 7 19 3 0 10 3 21 35 24 20 12 32 25 65 27 10 2
99 1 0 0 0 9 57 27 7 13 58 8 73 5 14 2 0 2 2 7 54 28 11 12 39 16 72 23 5 0
100 0 0 0 0 16 47 21 16 13 63 13 63 13 19 13 0 5 5 17 55 17 11 13 63 13 69 13 13 0
29 60 9 0 2 15 51 24 10 35 49 35 61 5 9 2 1 2 8 14 41 31 14 30 44 33 37 16 12 2
9 85 5 0 1 8 69 17 6 40 66 25 71 1 5 1 0 1 2 5 54 30 11 31 63 17 50 14 4 0
31 61 8 0 0 31 46 15 8 42 67 42 58 0 0 0 0 0 0 15 47 23 15 18 64 18 64 9 18 0
73 25 0 0 2 17 41 26 16 28 47 33 67 5 5 0 0 1 9 14 32 30 24 30 52 34 48 10 2 1
89 9 1 0 1 5 69 20 6 32 64 14 76 1 2 0 0 0 3 2 50 32 16 29 73 13 52 7 1 0
100 0 0 0 0 15 55 10 20 50 69 19 75 0 6 0 0 0 5 11 42 26 21 47 80 13 47 7 7 0
70 29 1 0 0 21 43 26 10 29 42 36 61 7 14 1 0 6 8 21 41 19 19 20 48 19 61 23 4 1
91 9 0 0 0 11 56 28 5 22 57 26 77 3 5 0 0 4 2 11 57 23 9 17 49 12 73 20 0 0
100 0 0 0 0 12 48 36 4 29 50 33 79 0 4 0 0 8 4 16 48 28 8 26 43 22 74 17 0 0
56 35 8 0 1 13 38 33 16 27 48 24 64 6 2 1 1 4 11 12 29 33 26 23 47 20 47 7 0 4
83 15 2 0 0 5 53 30 12 27 61 16 76 3 1 0 0 3 5 5 41 40 14 18 64 12 67 4 0 0
100 0 0 0 0 7 46 20 27 18 64 9 64 0 0 0 0 7 0 7 33 33 27 18 55 18 55 0 0 0
28 61 10 0 1 28 39 23 10 40 41 40 57 13 8 1 0 8 6 29 35 24 12 29 41 20 49 16 20 4
9 85 6 0 0 15 69 10 6 58 52 28 75 2 0 0 0 4 6 13 60 20 7 29 57 10 67 6 13 0
























































































































課題 大 中 小 なし
指







































































１ 131 21 44 35 - 62 32 52 16 0 3 9
２ 118 14 31 55 - 58 21 68 11 0 3 3
専 17 100 0 0 - 66 41 41 18 0 0 0
１ 108 15 35 50 - 63 36 47 14 3 7 9
２ 103 6 27 67 - 61 29 56 14 1 4 6































































































































































60 38 2 0 0 22 40 27 11 41 48 32 67 4 4 0 0 6 10 15 28 35 22 31 46 40 44 4 1 1
83 15 2 0 0 8 67 16 9 48 61 17 77 2 1 1 0 5 5 2 36 47 15 30 62 23 53 2 1 0
94 0 6 0 0 18 52 6 24 54 54 15 85 0 0 0 0 0 0 0 41 41 18 50 64 14 50 0 0 0
44 54 0 0 2 22 38 29 11 35 46 32 60 7 3 0 0 7 10 15 24 34 27 36 49 33 45 4 1 1
26 73 1 0 0 10 54 25 11 37 53 16 77 2 0 0 0 4 6 3 34 48 15 30 62 14 59 1 0 0


























































































































課題 大 中 小 なし
指







































































１ 101 15 27 58 - 53 18 57 25 0 7 9
２ 94 13 16 71 - 49 6 77 17 0 3 6
専 12 100 0 0 - 54 17 66 17 0 0 8
１ 107 9 36 55 - 67 40 50 10 0 0 3
２ 99 7 22 71 - 60 24 68 8 0 0 0
専 7 100 0 0 - 68 43 43 14 0 0 0
１ 124 11 35 54 - 69 45 43 12 0 0 3
２ 110 6 25 69 - 71 46 47 7 0 0 0
専 7 100 0 0 - 82 72 14 14 0 0 0
１ 114 6 44 50 - 65 39 45 14 2 1 3
２ 107 4 31 65 - 61 27 61 12 0 1 0































我 が国 の既存 産業の発展へ の寄 与
新 産業・新事業 の創出 への寄与
安 全・安心の確保への寄与




［知的 資産の増大］ 当 該領域自 体の知的資産 増大への寄与
大 やや大
やや大



































































































































































20 77 3 0 0 14 41 33 12 40 37 37 60 6 7 0 0 5 15 11 33 33 23 36 42 28 38 22 1 0
3 95 2 0 0 3 64 28 5 45 49 18 73 0 1 0 0 4 7 1 43 34 22 24 63 8 56 8 0 0
18 82 0 0 0 8 67 17 8 45 64 27 82 0 0 0 0 0 8 0 50 25 25 11 56 22 44 11 0 0
19 75 6 0 0 23 41 26 10 36 50 31 63 12 26 2 0 1 6 22 36 26 16 29 38 22 38 50 9 1
4 95 1 0 0 6 66 25 3 35 65 10 71 4 12 0 0 1 1 3 61 22 14 17 42 10 43 63 1 1
0 83 17 0 0 0 86 0 14 17 50 0 67 17 33 0 0 0 0 0 86 0 14 0 67 33 0 50 17 17
34 59 6 0 1 23 44 24 9 41 50 37 59 8 22 4 0 0 7 22 43 23 12 27 41 26 45 51 14 0
20 80 0 0 0 7 71 18 4 35 68 18 69 2 5 0 0 0 1 5 66 21 8 16 53 18 59 53 3 0
33 67 0 0 0 0 72 14 14 33 67 0 67 0 0 0 0 0 0 0 71 0 29 0 80 60 20 20 0 0
20 75 5 0 0 19 41 25 15 38 53 34 52 15 30 5 0 2 5 27 32 25 16 26 35 22 35 58 18 0
8 92 0 0 0 8 71 18 3 31 73 19 65 2 15 0 0 2 2 10 61 20 9 18 45 10 50 66 6 0














































































































































なしやや 大 中 あまりなし
あまりなし なし大 やや 大 中
なしあまりなし大 やや 大 中















課題 大 中 小 なし
指







































































１ 89 11 20 69 - 63 31 58 10 1 2 11
２ 83 6 8 86 - 62 26 72 2 0 1 6
専 5 100 0 0 - 100 100 0 0 0 0 0
１ 118 11 25 64 - 56 25 53 19 3 14 12
２ 100 8 12 80 - 54 15 71 13 1 9 8
専 8 100 0 0 - 75 50 50 0 0 0 13
１ 99 10 23 67 - 66 37 55 7 1 2 4
２ 97 7 15 78 - 62 26 72 2 0 0 3
専 7 100 0 0 - 100 100 0 0 0 0 0
１ 115 16 27 57 - 68 40 51 9 0 0 3
２ 110 8 18 74 - 62 27 68 5 0 0 3


























我 が国 の既存 産業の発展へ の寄 与
新 産業・新事業 の創出 への寄与
安 全・安心の確保への寄与




［知的 資産の増大］ 当 該領域自 体の知的資産 増大への寄与
大 やや大
やや大



































































































































































1 94 4 0 1 28 55 11 6 58 46 48 59 10 16 5 1 5 11 18 57 13 12 42 53 34 37 32 16 1
0 100 0 0 0 20 68 8 4 79 53 40 65 4 8 1 0 1 9 10 69 15 6 56 64 21 43 29 11 0
0 100 0 0 0 75 25 0 0 50 50 50 50 0 25 0 0 0 0 80 20 0 0 60 40 20 60 40 0 0
18 76 5 0 1 25 38 21 16 57 51 48 59 6 4 0 0 14 13 12 35 27 26 45 60 27 42 10 1 1
4 96 0 0 0 15 61 18 6 71 52 33 64 0 1 0 0 9 8 6 53 28 13 55 63 18 46 6 1 1
29 71 0 0 0 62 38 0 0 63 50 38 63 0 0 0 0 0 13 37 38 25 0 63 50 13 38 13 0 0
29 64 6 0 1 28 48 16 8 45 57 35 52 7 21 13 0 3 6 26 45 20 9 35 44 33 44 36 28 1
23 77 0 0 0 22 65 8 5 55 74 22 66 1 8 4 0 0 4 18 64 15 3 42 64 17 60 39 22 0
57 43 0 0 0 71 29 0 0 71 71 14 43 0 29 0 0 0 0 71 29 0 0 57 29 14 86 71 29 0
19 72 7 1 1 33 50 12 5 49 55 41 59 9 31 7 1 3 8 38 38 18 6 33 49 32 39 48 32 1
5 95 0 0 0 19 70 6 5 63 71 29 63 1 16 3 0 1 2 23 63 11 3 41 62 19 44 63 22 0














































































































































なしやや 大 中 あまりなし
あまりなし なし大 やや 大 中
なしあまりなし大 やや 大 中















課題 大 中 小 なし
指







































































１ 105 5 38 57 - 59 27 56 16 1 2 12
２ 101 5 23 72 - 56 16 74 10 0 0 6
専 5 100 0 0 - 90 80 20 0 0 0 0
１ 116 5 36 59 - 55 23 51 24 2 9 12
２ 104 5 21 74 - 49 8 73 18 1 9 9
専 5 100 0 0 - 65 40 40 20 0 20 0
１ 94 13 34 53 - 61 30 54 16 0 5 3
２ 100 2 23 75 - 55 19 64 17 0 5 2
専 2 100 0 0 - 100 100 0 0 0 0 0
１ 125 6 40 54 - 55 24 50 24 2 6 10
２ 118 3 32 65 - 50 9 71 20 0 3 3
























我 が国 の既存 産業の発展へ の寄 与
新 産業・新事業 の創出 への寄与
安 全・安心の確保への寄与




［知的 資産の増大］ 当 該領域自 体の知的資産 増大への寄与
大 やや大
やや大



































































































































































15 81 2 0 2 27 41 23 9 63 45 44 55 8 3 1 0 5 12 16 36 34 14 43 54 24 39 12 9 1
1 99 0 0 0 15 63 14 8 80 48 34 75 0 0 0 0 2 9 7 54 27 12 60 73 11 42 5 2 1
0 100 0 0 0 80 20 0 0 60 40 40 80 0 0 0 0 0 0 40 60 0 0 40 60 0 40 0 0 0
11 83 4 0 2 24 39 26 11 55 51 35 51 6 1 0 0 9 17 14 26 34 26 46 50 24 38 4 0 1
2 98 0 0 0 9 64 20 7 74 59 21 71 0 0 0 0 14 13 5 38 41 16 55 71 8 41 1 0 1
0 100 0 0 0 20 60 20 0 60 60 40 60 0 0 0 0 20 0 20 60 0 20 50 50 0 50 0 0 0
26 64 9 0 1 20 47 23 10 54 51 45 59 7 2 0 0 8 4 12 41 29 18 44 53 30 48 7 4 1
13 86 1 0 0 8 65 19 8 71 60 20 68 1 0 0 0 4 5 5 55 29 11 50 64 11 53 8 2 0
0 100 0 0 0 100 0 0 0 100 50 0 50 0 0 0 0 0 0 50 50 0 0 100 50 0 50 0 0 0
43 55 2 0 0 17 44 28 11 42 54 36 59 6 2 0 0 10 12 11 30 31 28 36 60 29 42 5 1 1
33 67 0 0 0 7 63 24 6 43 68 20 72 0 0 0 1 5 5 3 43 39 15 36 71 11 52 1 0 0














































































































































なしやや 大 中 あまりなし
あまりなし なし大 やや 大 中
なしあまりなし大 やや 大 中















課題 大 中 小 なし
指







































































１ 107 9 34 57 - 60 28 57 13 2 10 12
２ 103 5 18 77 - 54 14 74 12 0 9 5
専 5 100 0 0 - 75 60 20 20 0 0 0
１ 112 4 28 68 - 74 52 41 6 1 5 9
２ 105 2 18 80 - 78 58 40 2 0 1 5
専 2 100 0 0 - 75 50 50 0 0 0 0
１ 117 8 32 60 - 68 41 47 11 1 5 7
２ 100 5 29 66 - 63 31 62 6 1 3 4
専 5 100 0 0 - 70 40 60 0 0 0 20
１ 96 7 28 65 - 58 25 57 17 1 5 12
２ 91 3 24 73 - 51 11 71 18 0 3 7
























我 が国 の既存 産業の発展へ の寄 与
新 産業・新事業 の創出 への寄与
安 全・安心の確保への寄与




［知的 資産の増大］ 当 該領域自 体の知的資産 増大への寄与
大 やや大
やや大



































































































































































16 80 3 0 1 19 47 21 13 44 45 45 60 7 3 0 0 12 19 10 27 36 27 36 44 27 51 5 0 1
3 97 0 0 0 6 68 21 5 56 47 32 69 1 0 0 0 10 11 5 31 50 14 37 58 8 55 1 0 0
33 67 0 0 0 40 20 20 20 75 25 50 75 0 0 0 0 0 0 20 40 0 40 33 33 0 67 0 0 0
56 43 0 0 1 23 43 21 13 35 48 34 66 3 5 0 0 1 9 12 25 38 25 28 46 26 51 6 1 3
82 18 0 0 0 11 63 21 5 32 61 24 79 1 0 0 0 2 5 1 30 51 18 20 59 8 62 0 0 1
100 0 0 0 0 0 50 0 50 0 100 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 50 50 0 100 0 0 0 0 0
73 25 0 0 2 20 49 21 10 38 50 36 71 4 3 0 0 3 13 9 34 33 24 30 49 29 54 5 0 2
93 7 0 0 0 7 70 17 6 36 66 24 80 0 0 0 0 5 6 0 41 42 17 25 64 12 64 0 0 0
100 0 0 0 0 0 80 0 20 0 75 0 75 0 0 0 0 0 20 0 20 40 40 0 67 0 100 0 0 0
31 61 6 0 2 16 47 26 11 40 50 43 66 5 4 0 0 5 19 6 31 42 21 31 49 24 55 6 1 3
16 81 3 0 0 6 59 29 6 40 65 14 65 1 0 0 0 8 13 1 30 53 16 31 61 9 60 0 0 0














































































































































なしやや 大 中 あまりなし
あまりなし なし大 やや 大 中
なしあまりなし大 やや 大 中

















［知的資産の増大］ 当 該領域自体の知的資産 増大への寄与
大 やや大
やや大






























課題 大 中 小 なし
指







































































１ 123 11 32 57 - 70 45 46 7 2 2 0
２ 117 6 28 66 - 71 43 53 4 0 0 0
専 7 100 0 0 - 71 43 57 0 0 0 0
１ 124 7 27 66 - 60 30 49 21 0 4 5
２ 114 4 21 75 - 55 17 71 12 0 3 4
専 5 100 0 0 - 70 40 60 0 0 0 0
１ 130 8 32 60 - 67 43 40 17 0 1 2
２ 119 5 19 76 - 69 41 52 7 0 0 0
専 6 100 0 0 - 83 67 33 0 0 0 0
１ 110 10 28 62 - 49 21 39 35 5 9 5
２ 110 6 17 77 - 45 7 59 32 2 6 5
専 7 100 0 0 - 50 14 57 29 0 0 0
１ 127 9 31 60 - 70 45 47 8 0 2 2
２ 119 5 19 76 - 69 40 57 3 0 1 0





































































なしやや 大 中 あまりなし
あまりなし なし大 やや 大 中
なしあまりなし大 やや 大 中










































































































































86 7 0 7 0 20 36 28 16 29 49 35 68 10 6 1 0 2 5 12 29 31 28 30 48 29 54 8 1 1
98 0 1 1 0 3 59 31 7 22 58 23 79 2 3 1 0 0 1 3 32 44 21 18 52 11 72 3 0 0
100 0 0 0 0 0 14 43 43 33 67 33 67 0 0 0 0 0 0 0 17 33 50 33 67 33 67 0 0 0
66 29 3 0 2 11 36 38 15 37 47 32 63 9 5 2 1 4 7 7 26 40 27 34 47 41 45 12 5 1
84 14 2 0 0 5 50 36 9 33 62 21 72 3 0 1 0 4 5 3 24 58 15 24 55 25 56 1 3 1
100 0 0 0 0 40 0 40 20 0 33 33 100 0 0 0 0 0 0 25 25 25 25 0 33 33 67 0 0 0
80 17 3 0 0 21 37 23 19 29 52 38 77 9 4 0 1 2 3 10 27 32 31 29 46 35 58 13 1 1
96 3 1 0 0 6 60 26 8 22 65 24 78 1 1 0 0 0 1 2 30 50 18 16 55 18 71 5 0 0
80 20 0 0 0 17 49 17 17 25 75 25 75 0 0 0 0 0 0 20 40 20 20 25 100 25 75 25 0 0
31 64 3 0 2 11 41 33 15 29 50 34 56 8 15 13 1 9 10 8 38 33 21 29 41 35 36 21 19 4
10 90 0 0 0 2 57 30 11 33 67 21 61 0 10 3 0 6 6 2 41 39 18 22 52 30 50 23 9 0
0 100 0 0 0 0 29 42 29 0 50 0 50 0 25 0 0 0 0 17 17 33 33 0 25 50 75 50 0 0
64 30 6 0 0 17 48 19 16 31 58 40 72 7 6 1 0 2 3 8 36 29 27 25 52 34 56 13 2 1
84 15 1 0 0 8 65 20 7 26 68 26 73 0 1 0 0 0 1 6 39 36 19 19 64 21 67 3 0 0


























































































































課題 大 中 小 なし
指







































































１ 127 6 28 66 - 78 58 37 4 1 2 1
２ 114 4 18 78 - 83 69 27 4 0 1 2
専 4 100 0 0 - 69 50 25 25 0 0 25
１ 113 8 35 57 - 75 53 41 6 0 4 17
２ 108 8 24 68 - 82 65 30 5 0 4 3
専 9 100 0 0 - 83 67 33 0 0 0 0
１ 117 5 35 60 - 67 39 51 9 1 2 5
２ 110 4 17 79 - 64 31 62 7 0 0 2






























［知的資産の増大］ 当 該領域自体の知的資産 増大への寄与
大 やや大
やや大



































































































































































70 26 4 0 0 25 42 22 11 28 50 34 61 8 30 6 0 2 5 25 40 20 15 20 40 31 48 50 16 1
91 9 0 0 0 8 72 15 5 23 71 22 76 4 23 1 0 2 3 7 54 29 10 17 42 17 58 56 4 1
100 0 0 0 0 25 50 0 25 0 100 33 100 0 33 0 0 0 25 25 25 25 25 0 33 33 33 100 0 0
54 40 5 0 1 27 44 23 6 32 53 36 61 7 8 2 0 3 21 21 39 24 16 21 50 23 57 21 12 2
77 23 0 0 0 12 71 11 6 37 70 23 80 0 3 0 0 5 4 7 63 20 10 23 55 18 72 15 6 1
62 38 0 0 0 22 67 0 11 63 63 25 88 0 38 0 0 0 0 11 67 11 11 38 50 38 88 38 25 0
51 46 3 0 0 20 46 27 7 41 52 38 62 6 9 1 0 3 8 15 37 32 16 28 47 36 48 22 9 1
62 37 1 0 0 10 66 18 6 43 68 20 75 0 5 2 0 0 3 6 48 33 13 21 57 32 61 16 4 1














































































































































なしやや 大 中 あまりなし
あまりなし なし大 やや 大 中
なしあまりなし大 やや 大 中















課題 大 中 小 なし
指







































































１ 116 9 45 46 - 68 41 49 9 1 0 3
２ 112 5 32 63 - 60 23 72 4 1 2 1
専 6 100 0 0 - 54 33 33 17 17 20 0
１ 117 6 36 58 - 57 30 39 30 1 1 3
２ 109 6 17 77 - 48 9 65 26 0 0 1
専 6 100 0 0 - 54 17 66 17 0 0 0
１ 124 7 31 62 - 55 24 50 24 2 1 1
２ 112 4 18 78 - 50 11 68 21 0 0 1
専 4 100 0 0 - 58 34 33 33 0 0 0
１ 135 13 37 50 - 61 31 53 14 2 4 2
２ 116 9 23 68 - 55 16 73 11 0 3 0

























我 が国 の既存 産業の発展へ の寄 与
新 産業・新事業 の創出 への寄与
安 全・安心の確保への寄与




［知的 資産の増大］ 当 該領域自 体の知的資産 増大への寄与
大 やや大
やや大



































































































































































58 40 1 1 0 13 33 32 22 26 45 32 67 9 11 2 0 0 4 8 28 31 33 21 31 28 54 30 7 0
81 19 0 0 0 5 47 35 13 21 63 15 74 5 3 1 0 1 2 3 26 45 26 14 37 17 68 21 0 0
100 0 0 0 0 0 20 60 20 50 25 0 25 0 0 0 0 0 0 0 25 50 25 33 33 33 0 0 0 0
58 39 0 3 0 16 30 30 24 18 43 25 48 14 34 10 0 1 4 15 29 31 25 14 29 31 39 54 16 0
87 13 0 0 0 5 44 41 10 19 55 9 58 6 28 2 0 0 3 4 36 44 16 12 27 17 48 65 3 0
100 0 0 0 0 0 17 66 17 20 40 20 40 20 40 0 0 0 0 0 50 33 17 20 20 20 0 60 0 0
78 19 3 0 0 12 29 33 26 26 47 35 56 5 17 5 0 3 4 9 26 34 31 22 37 27 45 33 10 0
97 2 1 0 0 2 36 48 14 20 55 17 73 2 6 0 0 0 3 1 29 50 20 13 39 20 71 24 3 0
100 0 0 0 0 0 25 50 25 33 33 33 67 0 0 0 0 0 0 25 25 0 50 50 0 0 50 50 0 0
43 55 2 0 0 19 35 30 16 23 39 18 42 18 42 10 2 5 4 20 30 32 18 17 26 17 32 62 17 1
34 66 0 0 0 3 55 32 10 18 49 13 60 7 43 4 0 3 2 5 37 48 10 11 24 9 42 81 10 0














































































































































なしやや 大 中 あまりなし
あまりなし なし大 やや 大 中
なしあまりなし大 やや 大 中















課題 大 中 小 なし
指







































































１ 130 11 33 56 - 72 48 43 8 1 2 1
２ 115 7 24 69 - 77 58 36 6 0 1 0
専 8 100 0 0 - 84 74 13 13 0 0 0
１ 146 9 39 52 - 74 53 40 6 1 1 0
２ 129 7 29 64 - 80 63 32 5 0 1 0
専 9 100 0 0 - 94 89 11 0 0 0 0
１ 117 7 28 65 - 58 29 47 21 3 3 3
２ 104 2 18 80 - 54 15 71 14 0 3 2






























［知的資産の増大］ 当 該領域自体の知的資産 増大への寄与
大 やや大
やや大



































































































































































33 65 1 0 1 28 39 20 13 38 55 32 76 19 15 5 1 3 3 21 30 31 18 32 46 31 44 37 14 1
15 83 2 0 0 12 61 18 9 36 73 23 72 3 5 1 0 0 2 5 51 33 11 25 58 11 61 35 2 0
43 57 0 0 0 14 43 14 29 0 100 20 80 0 20 20 0 0 0 0 42 29 29 0 60 20 40 40 20 0
62 37 1 0 0 29 39 19 13 26 47 30 52 35 37 18 2 1 1 31 38 21 10 23 38 26 43 61 32 2
88 12 0 0 0 17 56 19 8 21 59 15 63 19 33 8 0 0 1 15 57 22 6 16 37 12 51 68 21 0
75 25 0 0 0 37 38 25 0 0 88 13 50 0 50 13 0 0 0 13 62 25 0 0 50 25 38 63 25 0
29 68 1 0 2 16 39 27 18 31 49 29 54 15 17 11 0 2 4 17 34 30 19 26 37 33 40 40 25 0
10 90 0 0 0 6 53 31 10 27 63 10 75 3 9 0 0 1 3 4 47 41 8 18 47 16 60 36 13 0














































































































































なしやや 大 中 あまりなし
あまりなし なし大 やや 大 中
なしあまりなし大 やや 大 中















課題 大 中 小 なし
指







































































１ 122 7 18 75 - 57 26 51 20 3 3 4
２ 117 3 14 83 - 53 14 70 16 0 1 3
専 4 100 0 0 - 38 0 50 50 0 0 0
１ 122 10 27 63 - 67 38 53 9 0 2 7
２ 116 6 16 78 - 61 23 72 5 0 2 2
専 7 100 0 0 - 75 57 29 14 0 0 0
１ 110 7 25 68 - 63 36 46 16 2 3 6
２ 110 4 15 81 - 59 23 68 9 0 2 1






























［知的資産の増大］ 当 該領域自体の知的資産 増大への寄与
大 やや大
やや大



































































































































































85 14 0 0 1 16 31 31 22 34 56 29 54 8 17 6 1 4 4 11 34 31 24 27 38 31 43 33 20 1
97 3 0 0 0 5 49 37 9 32 63 19 59 4 7 1 1 3 4 4 45 36 15 20 36 18 63 36 14 0
100 0 0 0 0 0 25 50 25 0 33 33 67 0 0 0 0 25 0 0 0 50 50 0 50 50 50 0 0 0
33 63 4 0 0 32 43 14 11 46 53 50 65 7 26 6 0 1 8 27 44 18 11 36 41 25 42 53 29 1
12 88 0 0 0 17 63 15 5 52 65 34 72 1 21 6 0 0 4 14 65 16 5 36 50 20 51 69 19 0
17 83 0 0 0 43 43 0 14 83 83 67 83 0 0 0 0 0 0 43 43 0 14 83 83 67 67 50 17 0
30 66 3 0 1 30 44 16 10 46 55 43 65 8 26 11 1 1 7 33 40 17 10 36 44 20 39 56 31 1
14 85 1 0 0 13 65 17 5 49 68 27 70 0 23 5 0 1 3 16 62 16 6 37 55 14 49 69 18 0














































































































































なしやや 大 中 あまりなし
あまりなし なし大 やや 大 中
なしあまりなし大 やや 大 中















課題 大 中 小 なし
指







































































１ 108 6 28 66 - 59 32 42 23 3 5 6
２ 111 4 14 82 - 52 14 68 18 0 5 2
専 4 100 0 0 - 63 25 75 0 0 0 0
１ 120 7 34 59 - 73 47 49 4 0 1 2
２ 114 4 22 74 - 70 43 51 6 0 0 1
専 5 100 0 0 - 65 40 40 20 0 0 0
１ 113 5 42 53 - 59 29 48 23 0 0 3
２ 113 5 27 68 - 56 16 76 8 0 0 0






























［知的資産の増大］ 当 該領域自体の知的資産 増大への寄与
大 やや大
やや大



































































































































































61 35 4 0 0 24 43 21 12 27 51 40 46 11 45 20 1 9 9 34 35 17 14 25 36 16 34 59 40 2
83 17 0 0 0 5 64 23 8 22 64 31 58 1 43 9 0 6 7 20 53 21 6 16 38 7 43 77 34 0
33 67 0 0 0 0 75 25 0 50 50 50 50 0 75 25 0 0 0 0 50 25 25 33 67 33 67 100 33 0
76 18 6 0 0 20 42 28 10 24 49 38 55 13 27 9 1 0 4 21 39 26 14 19 43 17 46 50 23 0
92 7 1 0 0 4 60 25 11 19 68 20 63 1 24 5 0 0 2 6 56 28 10 15 45 5 56 70 17 0
50 50 0 0 0 20 20 40 20 25 100 25 50 0 50 0 0 0 0 20 20 20 40 33 100 33 67 100 67 0
55 41 4 0 0 17 41 29 13 20 43 32 53 14 39 16 0 0 3 20 39 26 15 14 37 14 38 60 23 1
78 21 1 0 0 6 68 22 4 17 60 21 62 0 31 5 0 0 1 7 58 29 6 13 42 6 42 76 9 0














































































































































なしやや 大 中 あまりなし
あまりなし なし大 やや 大 中
なしあまりなし大 やや 大 中















課題 大 中 小 なし
指







































































１ 102 12 31 57 - 59 25 65 8 2 1 2
２ 106 8 23 69 - 54 12 82 6 0 1 1
専 8 100 0 0 - 59 25 62 13 0 0 0
１ 99 16 37 47 - 64 34 55 10 1 1 2
２ 100 12 23 65 - 55 13 81 6 0 1 1
専 12 100 0 0 - 69 42 50 8 0 0 0
１ 100 19 35 46 - 65 35 56 8 1 1 4
２ 97 13 28 59 - 56 16 76 8 0 0 3




























［知的資産の増大］ 当 該領域自体の知的資産 増大への寄与
大 やや大
やや大



































































































































































58 42 0 0 0 19 36 27 18 28 51 32 57 10 16 1 0 3 4 13 36 35 16 22 40 21 49 40 10 0
73 27 0 0 0 3 67 24 6 21 61 21 70 6 13 1 0 1 1 2 51 37 10 16 48 10 66 50 3 0
100 0 0 0 0 0 37 38 25 17 50 33 50 17 0 0 0 0 0 0 13 62 25 17 17 17 67 33 0 0
62 36 2 0 0 22 39 21 18 32 50 33 68 6 6 0 0 0 5 11 39 31 19 22 46 17 65 19 4 0
82 18 0 0 0 5 70 20 5 27 63 18 78 2 7 0 0 0 3 3 59 29 9 18 55 8 78 14 1 0
91 9 0 0 0 8 76 8 8 36 64 27 91 0 9 0 0 0 8 0 67 25 8 18 64 18 91 18 0 0
38 60 1 0 1 25 38 24 13 31 49 37 69 8 6 0 0 0 5 15 35 32 18 27 46 22 55 18 1 0
19 80 0 1 0 7 68 19 6 27 65 22 79 1 3 0 0 0 4 4 49 33 14 22 59 7 80 12 1 0














































































































































なしやや 大 中 あまりなし
あまりなし なし大 やや 大 中
なしあまりなし大 やや 大 中





領域１５ セキュリティエレクトロニクス （個人・社会のセキュリティ） 
１．領域に関する設問
①当該領域に関する専門度 ②現時点における効果







［知的資産の増大］ 当 該領域自体の知的資産 増大への寄与
大 やや大
やや大






























課題 大 中 小 なし
指







































































１ 98 7 30 63 - 56 26 52 19 3 1 5
２ 95 1 15 84 - 55 13 80 7 0 0 1
専 1 100 0 0 - 100 100 0 0 0 0 0
１ 87 6 25 69 - 57 28 47 21 4 2 11
２ 94 1 11 88 - 52 10 79 11 0 2 2
専 1 100 0 0 - 50 0 100 0 0 0 0
１ 86 5 30 65 - 67 41 46 11 2 2 12
２ 91 1 14 85 - 62 28 65 6 1 1 7
専 1 100 0 0 - 100 100 0 0 0 0 0
１ 86 3 26 71 - 86 75 22 1 2 6 18
２ 90 0 12 88 - 93 86 13 1 0 8 7
専 100 0 0 - 0 100 0 0 0 0 0
１ 113 7 31 62 - 69 42 49 8 1 0 2
２ 109 2 13 85 - 63 28 68 4 0 0 0





































































なしやや 大 中 あまりなし
あまりなし なし大 やや 大 中
なしあまりなし大 やや 大 中










































































































































16 80 1 1 2 18 52 17 13 32 44 38 53 16 19 12 0 2 5 23 41 25 11 22 34 20 48 33 40 1
4 96 0 0 0 5 76 15 4 37 62 31 73 3 15 4 0 0 2 11 65 19 5 21 51 13 68 30 37 0
100 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0
1 96 3 0 0 28 40 18 14 46 46 37 59 10 21 18 0 2 12 28 30 27 15 24 36 18 44 36 36 2
0 100 0 0 0 8 76 12 4 51 69 22 74 3 15 8 0 1 8 21 61 14 4 23 46 8 67 39 47 0
0 100 0 0 0 100 0 0 0 0 100 0 0 0 100 100 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 100 100 100 0
4 96 0 0 0 39 40 13 8 36 45 41 69 15 12 12 0 1 11 40 33 17 10 30 45 16 48 17 25 1
1 99 0 0 0 31 55 9 5 38 61 31 80 6 8 7 0 0 5 41 41 13 5 30 60 7 78 14 23 0
0 100 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 100 0 100 100 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 100 100 0
85 12 0 0 3 64 25 5 6 45 47 58 55 7 4 1 0 5 21 61 22 9 8 38 49 21 55 8 8 3
98 2 0 0 0 84 10 3 3 52 58 58 76 1 4 0 0 7 7 78 17 0 5 42 73 7 77 6 6 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
53 43 4 0 0 30 43 15 12 28 55 31 48 18 25 19 0 0 5 35 36 18 11 20 41 24 42 38 43 1
82 18 0 0 0 16 63 15 6 22 68 17 59 10 20 13 0 0 1 31 48 15 6 16 60 14 63 42 48 0
























































































































2 特定用途において CMOS 論理回路より 3 桁以上処理能力の高い、スピントロニクスの原理に基づく情報機器 
○原理をデバイス化できるには時間がかかる。○スピントロニクスがこの目的（CMOS の三桁以上はやい）に適しているのかどうか不明で

















現はないが、マルチプロセッサーで実現するものと思う。○インテルは 4GHz クロックで開発中断。 




7 ゲート長 3nm のトランジスタを集積した LSI 
○従来型 LSI とは別物。しかしエレクトロニクスのコアとなる。○ゲート長 3nm トランジスタの実現性は不明であるが、10nm レベルは可能
（量産レベル）と判断。○微細化技術は重要。3nm がターゲットとしては？○この時代の最大の課題はトランジスタではなく、インタコネク
ト。○高熱対策。レジストマスクの耐性。○３DA（３nm）ゲート長デバイスは今の延長上にないと思う。 
8 1 チップ当たり 256G ビット以上の記憶容量をもつ LSI 
○三次元積層 SiP で必要なビット数は確保されるだろう。○一チップあたりの記憶容量はあまり意味が無いと思います。○新規メモリ構造
を考案する必要有り。○経済性を考慮すれば 16G ビットで終わり。○不揮発性メモリでは可能性あり。 





10 チップ内光インターコネクトを用いた LSI 
○消費電力とコスト。○トータルプロセスコストの観点で将来像不明。可能性は追求しつづける必要あり。この種の研究は発展させると副
産物が生まれ大化けする可能性あり。○LSI配線でない、他のOEICの発展が期待できる。○課題９よりは実用化が容易。○光デバイスと
Si-LSI の融合が必要（MEMS 構造）。○OE 変換が必要となり、それに伴う速度制限や消費電力の難点からチップ内の光配線のメリットが
いかせない。○光デバイス（MEMS 含む）と SiLSI の融合が必要？○適用されないかもしれない。光は急に曲がれない。 
11 不揮発性ロジックに基づく LSI 
○プログラマブルゲートアレイとして実用化済の技術で、日本は遅れている。投資しても回収の見込み薄い。○不揮発ロジックは既に基
本動作確認は終えている。現在はさらに大規模ロジックで確認中。 














15 10Gbps 光加入者系システムが家庭で一般化 

















20 100Tbps の多重化信号を 1 本の光ファイバで伝送できる光多重通信装置 
○映像信号が自由に扱えるようになり、サービスが変わる。○32Tbps 以上実現済。2005 年には 100Tbps超可能。○技術的に可能であっ
ても経済的でない。ファイバの芯を増やすほうが良い。○ニーズ開拓が必要。○エネルギーが大きすぎて、ファイバが溶ける。○詳細を
記述するスペースがないが、NW の帯域を太くすることが国内の NW の安全性を高める。 















25 DC～1000GHz 程度の広帯域固体増幅器 
































34 分子 1 個をスイッチングの 基本素子とする論理、記憶用 LSI 
○LSI レベルでは肝心の LSI システムが確立されなければ実現しない。○程度による特殊用。現 LSI の代替ではない。○分子を配置して
LSI 化する実用に耐えうる技術が不明確。○全体の集積度を高めながら加工する手段がない。○現状のシリコンデバイスの延長線上で







36 カーボンナノチューブを用いたトランジスタを含む LSI 
○LSI を置き換えることはできないが、SiLSI に部分的に使ったり単体デバイスとして使えるかも。○従来の MOS の方が小さくできる。○Si
半導体の一環として利用。有機として大きな分野ではない。○簡単な LSI は技術的に可能になると思うが、現状の Si の VLSI は困難。よ
って実用的メリットなし。○既存のトランジスタに優る性質がほとんどない。○カーボンナノチューブの単体とシリコン LSI のハイブリッド素
子の可能性はあり。CNT LSI は実現出来ないのではないか。前記 LSI の場合メリット、用途が不明確。 
37 1 原子／1 分子が 1 ビットに対応するストレージシステム 
○データ転送速度の確保が特に困難。○読み書き速度が問題。外部攪乱への対策が見出されていない。○放射線耐性が致命的。 
38 1 平方インチ当たり 10 テラビット（現状の２桁以上）の記録が可能な磁気記憶ハードディスク 
○商品の形状が変わる。○磁気記録は世界中でメーカーが限られ政府が支援するようなテーマではない。 
39 1 平方インチ当たり 1 テラビット以上の光メモリ（近接場含む） 
○商品の形状が変わる。○磁気記録に負けているので研究する価値は低い。○アクセススピードが課題。 
























47 シリコンや GaAs を用いた太陽電池を凌駕するエネルギー変換効率の新材料 
○高効率にはタンデム型が主流では。○Si や GaAs の効率はもっと高められる。○普及のための補助金を充実。（核サイクル資金に比べ
何と安いことか）。○太陽電池は 30 年研究してモノになっていない。研究開発に政府の寄与は必要と思うが、できそうで 30 年間もできな
かったということは、開発資金の出し方を抜本的に変えるべき。 
48 IC タグなどに搭載可能な、熱、振動エネルギーによる小型発電機 
○種々のアイデアが林立する。用途が予想を超えて広がる可能性あり。○熱は原理的に無理(温度差がない)だが、他は可能性がある。
○時計などで実現済。 
49 AV コンテンツ内容の理解と検索を行いながら、蓄積・通信・信号処理を行う、ワンチップ総合メディア処理 LSI 
○海外展開を行う際言語の壁が大きいと予想、国際協調が必要。○LSI の問題の他、著作権関連の問題をクリアする必要。○ソニー、東
芝などが注力する分野であり、国が資金を出す様な分野ではない。○蓄積と処理の 1chip 化は可能でも、コスト上意味がない。○各機能


















54 日用品の大部分に貼り付けられ、その位置や状況の管理を可能にする RF タグ 
○企業間の連携促進が重要。○コストが課題。安全性保証のため必要。○タグよりバックエンド系の方が重要。○技術は RFID として既に

























61 車－車間、車－基地局通信において、100Mbps 以上の通信が可能となる技術 
○ある限られた地域?全国展開はない。○技術は DSRC、無線 LAN などあるが、社会インフラの整備に莫大な投資が必要で適用するか
議論が必要。○利用無線帯域の見直しが必要。○基本技術は現存。あとはコストの問題。 




63 100Gbps 以上の時分割伝送技術 
○要素技術は実現済。○経済性の点で WDM が有利である。○40G はもう実用化されており、投資するかどうかの問題。○波長多重の方
が重要。○光/電気変換または光処理素子技術が重要となる。○通信と放送の融合に対する法規制の見直し必要。 









66 DNA に基づく個人認証を迅速に行う携帯型認証技術の一般化 
○個人情報の保護、盗まれても使用できない技術開発。○遺伝子情報の取扱いについては国際的な条約が必要と考える。○社会的に
受容されない技術。○化学とエレクトロニクスの融合が必要。○法医学や犯罪捜査では多少の価値があるかもしれません。○ＤＮＡの扱



































リ-AUL とのバンド軸が高速適合すれば単純高能力なコンピュータができる。設問に発想転換が無い。○最近 Si を用いたレーザ動作
らしきデバイスが報告された(台湾)。Si を用いた半導体レーザ（Si 上のⅢ-Ⅴ族化合物半導体ではない）の研究も重要である。  
3 オプト＆フォトニックデバイス 
○1GHz 帯水晶 VCXO に関連した基礎技術開発。水晶振動子、或いはそれに代わる振動子の開発が重要。○光とエレクトロニクスの
融合分野、例えば 1 光子 1 電子変換デバイス(無増巾固体フォトカウンタ)など光子と電子を 1 個単位で操作する超低エネルギー情報
処理システムが将来のモバイル端末にとって重要。○Si レーザ。 RGB レーザの内、Red、Blue は実用化されたが、Green レーザ
（SHG ではない）はまだ。ディスプレイ応用も考えた場合重要テーマ。  
4 ワイヤレスエレクトロニクス 
○猛烈な乱反射の中の自然界で、我々はノイズなしに眼球に画像を取り入れることができる。通信の未来像はこのように時間軸と方































































2008 54 日用品の大部分に貼り付けられ、その位置や状況の管理を可能にする RF タグ〈領域 10〉 
2009 52 有線配線を不要にするオフィス・家庭内完全無線化〈領域 9〉 
2009 69 商品や食材の電子タグ等に付与される電子情報と物流・POS・宅配が連動したトレースシステム（食材、リサイク
ル等）の一般化〈領域 14〉 
2011 41 高品位印刷なみの表示（600dpi 以上）が可能な A3 版以上のフラットパネルディスプレイ〈領域 7〉 
2011 49 AV コンテンツ内容の理解と検索を行いながら、蓄積・通信・信号処理を行う、ワンチップ総合メディア処理 LSI
〈領域 9〉 
2011 50 過去数年～数十年分のテレビ放送や映画、音楽を検索、配信できる高精細動画配信システム〈領域 9〉 
2011 60 自動車内に各種センサが配備され、故障・事故の予知、判断ができるシステム〈領域 12〉 
2011 61 車－車間、車－基地局通信において、100Mbps 以上の通信が可能となる技術〈領域 12〉 
2011 63 100Gbps 以上の時分割伝送技術〈領域 13〉 
2012 11 不揮発性ロジックに基づく LSI〈領域 2〉 
2012 15 10Gbps 光加入者系システムが家庭で一般化〈領域 3〉 




2012 46 大部分のモバイル機器（PC、携帯電話、PDA 等）の電源が燃料電池に置き換わる〈領域 8〉 
2012 51 通信、センサ、ディスプレイ、照明などの機能を持った壁面パネルやインテリア〈領域 9〉 
2012 53 いつでも、どこでも、誰とでも情報がやりとりできる、ワンチップのユビキタス(Ubiquitous)コンピュータ〈領域 10〉 
2012 62 HDTV クラスの動画像（1.5Gbps 程度）を、任意の遠距離地点に、圧縮等の処理による遅延無しに伝送できる技
術〈領域 13〉 
2013 04 音声入出力のウェアラブル自動翻訳装置〈領域 1〉 
2013 06 実時間で論理機能を変更する 100M ゲート規模の LSI〈領域 2〉 
2013 13 少量多品種に対応でき、設備投資を現状より２桁低減可能なミニ半導体工場〈領域 2〉 
2013 14 固体有機材料による、例えばレーザや光スイッチなどのデバイス〈領域 3〉 
2013 19 紫外・深紫外半導体レーザ〈領域 3〉 






2013 31 食品や環境の安全をその場で確認できる超小型化学分析システム〈領域 5〉 
2013 48 IC タグなどに搭載可能な、熱、振動エネルギーによる小型発電機〈領域 8〉 
2013 64 1000x1000 程度の大規模光クロスコネクト装置〈領域 13〉 
2013 67 麻薬、有毒ガス、生物兵器などの非接触検出装置〈領域 14〉 
2014 05 クロック周波数 50GHz 以上のマイクロプロセッサ LSI〈領域 2〉 
2014 10 チップ内光インターコネクトを用いた LSI〈領域 2〉 
2014 12 自己修復型 fault tolerant ロジック LSI〈領域 2〉 
2014 18 1THz～10THz の未利用であった電磁波帯を利用したフォトニックセンシング技術〈領域 3〉 
2014 21 超低損失（例えば 0.1dB/km 以下）のホーリーファイバ（フォトニック結晶ファイバ）〈領域 3〉 
2014 42 めがねを用いないで見ることができ、かつ、視聴者が姿勢を変えるなどの自然な動きをしても立体像が変形しな
い立体動画表示装置〈領域 7〉 
2014 43 有機材料を用いた、発光型で、例えば壁一面を占めるほどの超大型ディスプレイ〈領域 7〉 
2014 55 本人が指示しなくても、その人と状況に合った情報サービスがいつでもどこでも提供されるシステム〈領域 10〉 
2014 65 遠距離(10m 程度)から非接触かつ高精度で個人の認証が可能なバイオメトリクス個人認証システム(認証性能は
現状の指紋照合装置と同程度で、適用先としては、廊下を歩く人の流れを止めないスムーズな入退出管理シス
テムなどを想定)〈領域 14〉 
2014 66 DNA に基づく個人認証を迅速に行う携帯型認証技術の一般化〈領域 14〉 
2015 03 顔の表情から人間の感情を理解する人工知能チップ〈領域 1〉 
 262
実現年 課題 
2015 07 ゲート長 3nm のトランジスタを集積した LSI〈領域 2〉 
2015 08 1 チップ当たり 256G ビット以上の記憶容量をもつ LSI〈領域 2〉 
2015 23 フォトニック結晶を用いた光集積回路〈領域 3〉 
2015 32 マイクロマシンに基づく体内埋め込み健康管理デバイス〈領域 5〉 
2015 44 いつでもどこでも映画を楽しめるような、網膜に直接写すことのできるディスプレイ装置〈領域 7〉 
2015 45 新聞紙程度の大きさと薄さをもち、同程度の分解能を持つ折りたたみ型ディスプレイ〈領域 7〉 
2015 56 家庭に一台、掃除、洗濯などを行う「お手伝いロボット」が一般化する〈領域 11〉 
2015 68 地震発生数分前の予知を可能にする地殻変動センサ〈領域 14〉 
2016 25 DC～1000GHz 程度の広帯域固体増幅器〈領域 4〉 
2016 47 シリコンや GaAs を用いた太陽電池を凌駕するエネルギー変換効率の新材料〈領域 8〉 
2016 59 目的地を入力すると自動運転で目的地に到達できるシステム〈領域 12〉 
2017 38 1 平方インチ当たり 10 テラビット（現状の２桁以上）の記録が可能な磁気記憶ハードディスク〈領域 6〉 
2017 39 1 平方インチ当たり 1 テラビット以上の光メモリ（近接場含む）〈領域 6〉 
2017 58 各種センサ、マニピュレータなどを備えたマイクロマシンを遠隔操作することによる手術〈領域 11〉 
2018 22 高い安全性を保証する量子情報光通信システム〈領域 3〉 
2018 24 大容量光バッファメモリ〈領域 3〉 





2020 16 波長数十Åの領域で発振する軟 X 線レーザ〈領域 3〉 
2020 33 単原子・単分子の操作による、デバイス作成技術や遺伝子操作技術〈領域 5〉 
2021 35 人間なみの感度をもつ五感センサ〈領域 5〉 
2021 40 大規模プローブアレイを用いた 1 平方インチ当たり 10 テラビット以上のメモリ〈領域 6〉 
2022 02 特定用途においてCMOS論理回路より3桁以上処理能力の高い、スピントロニクスの原理に基づく情報機器〈領
域 1〉 
2022 30 自己組織化などのボトムアップ手法で設計通りのナノ集積回路を作る技術〈領域 5〉 
2022 34 分子 1 個をスイッチングの 基本素子とする論理、記憶用 LSI〈領域 5〉 
2023 09 高温超伝導材料を配線に用いた LSI〈領域 2〉 
2023 37 1 原子／1 分子が 1 ビットに対応するストレージシステム〈領域 6〉 






2013 54 日用品の大部分に貼り付けられ、その位置や状況の管理を可能にする RF タグ〈領域 10〉 
2014 52 有線配線を不要にするオフィス・家庭内完全無線化〈領域 9〉 
2014 69 商品や食材の電子タグ等に付与される電子情報と物流・POS・宅配が連動したトレースシステム（食材、リサイク
ル等）の一般化〈領域 14〉 
2015 49 AV コンテンツ内容の理解と検索を行いながら、蓄積・通信・信号処理を行う、ワンチップ総合メディア処理 LSI
〈領域 9〉 
2016 41 高品位印刷なみの表示（600dpi 以上）が可能な A3 版以上のフラットパネルディスプレイ〈領域 7〉 
2016 60 自動車内に各種センサが配備され、故障・事故の予知、判断ができるシステム〈領域 12〉 
2016 61 車－車間、車－基地局通信において、100Mbps 以上の通信が可能となる技術〈領域 12〉 
2017 15 10Gbps 光加入者系システムが家庭で一般化〈領域 3〉 
2017 50 過去数年～数十年分のテレビ放送や映画、音楽を検索、配信できる高精細動画配信システム〈領域 9〉 
2017 53 いつでも、どこでも、誰とでも情報がやりとりできる、ワンチップのユビキタス(Ubiquitous)コンピュータ〈領域 10〉 
2018 11 不揮発性ロジックに基づく LSI〈領域 2〉 




2018 46 大部分のモバイル機器（PC、携帯電話、PDA 等）の電源が燃料電池に置き換わる〈領域 8〉 
2018 51 通信、センサ、ディスプレイ、照明などの機能を持った壁面パネルやインテリア〈領域 9〉 
2018 63 100Gbps 以上の時分割伝送技術〈領域 13〉 






2019 31 食品や環境の安全をその場で確認できる超小型化学分析システム〈領域 5〉 
2019 62 HDTV クラスの動画像（1.5Gbps 程度）を、任意の遠距離地点に、圧縮等の処理による遅延無しに伝送できる技
術〈領域 13〉 
2020 04 音声入出力のウェアラブル自動翻訳装置〈領域 1〉 
2020 64 1000x1000 程度の大規模光クロスコネクト装置〈領域 13〉 
2020 65 遠距離(10m 程度)から非接触かつ高精度で個人の認証が可能なバイオメトリクス個人認証システム(認証性能は
現状の指紋照合装置と同程度で、適用先としては、廊下を歩く人の流れを止めないスムーズな入退出管理シス
テムなどを想定)〈領域 14〉 
2020 67 麻薬、有毒ガス、生物兵器などの非接触検出装置〈領域 14〉 
2021 05 クロック周波数 50GHz 以上のマイクロプロセッサ LSI〈領域 2〉 
2021 06 実時間で論理機能を変更する 100M ゲート規模の LSI〈領域 2〉 
2021 14 固体有機材料による、例えばレーザや光スイッチなどのデバイス〈領域 3〉 
2021 19 紫外・深紫外半導体レーザ〈領域 3〉 
2021 20 100Tbps の多重化信号を 1 本の光ファイバで伝送できる光多重通信装置〈領域 3〉 
2021 48 IC タグなどに搭載可能な、熱、振動エネルギーによる小型発電機〈領域 8〉 
2021 55 本人が指示しなくても、その人と状況に合った情報サービスがいつでもどこでも提供されるシステム〈領域 10〉 
2022 08 1 チップ当たり 256G ビット以上の記憶容量をもつ LSI〈領域 2〉 
2022 12 自己修復型 fault tolerant ロジック LSI〈領域 2〉 
2022 18 1THz～10THz の未利用であった電磁波帯を利用したフォトニックセンシング技術〈領域 3〉 
2022 21 超低損失（例えば 0.1dB/km 以下）のホーリーファイバ（フォトニック結晶ファイバ）〈領域 3〉 
2022 42 めがねを用いないで見ることができ、かつ、視聴者が姿勢を変えるなどの自然な動きをしても立体像が変形しな
い立体動画表示装置〈領域 7〉 
2022 43 有機材料を用いた、発光型で、例えば壁一面を占めるほどの超大型ディスプレイ〈領域 7〉 
2023 03 顔の表情から人間の感情を理解する人工知能チップ〈領域 1〉 
2023 07 ゲート長 3nm のトランジスタを集積した LSI〈領域 2〉 
2023 10 チップ内光インターコネクトを用いた LSI〈領域 2〉 
2023 23 フォトニック結晶を用いた光集積回路〈領域 3〉 
2023 45 新聞紙程度の大きさと薄さをもち、同程度の分解能を持つ折りたたみ型ディスプレイ〈領域 7〉 
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実現年 課題 
2023 56 家庭に一台、掃除、洗濯などを行う「お手伝いロボット」が一般化する〈領域 11〉 
2023 66 DNA に基づく個人認証を迅速に行う携帯型認証技術の一般化〈領域 14〉 
2023 68 地震発生数分前の予知を可能にする地殻変動センサ〈領域 14〉 
2024 25 DC～1000GHz 程度の広帯域固体増幅器〈領域 4〉 
2024 44 いつでもどこでも映画を楽しめるような、網膜に直接写すことのできるディスプレイ装置〈領域 7〉 
2025 32 マイクロマシンに基づく体内埋め込み健康管理デバイス〈領域 5〉 
2025 47 シリコンや GaAs を用いた太陽電池を凌駕するエネルギー変換効率の新材料〈領域 8〉 
2026 38 1 平方インチ当たり 10 テラビット（現状の２桁以上）の記録が可能な磁気記憶ハードディスク〈領域 6〉 
2026 39 1 平方インチ当たり 1 テラビット以上の光メモリ（近接場含む）〈領域 6〉 
2026 58 各種センサ、マニピュレータなどを備えたマイクロマシンを遠隔操作することによる手術〈領域 11〉 
2026 59 目的地を入力すると自動運転で目的地に到達できるシステム〈領域 12〉 
2027 57 センサ・コントローラ・アクチュエータをマイクロマシン技術を用いて集積化した体内検査マイクロロボット〈領域
11〉 
2028 16 波長数十Åの領域で発振する軟 X 線レーザ〈領域 3〉 
2028 22 高い安全性を保証する量子情報光通信システム〈領域 3〉 
2028 24 大容量光バッファメモリ〈領域 3〉 
2028 29 単細胞や単一分子レベルの生命メカニズムを融合した新機能エレクトロニクス技術（例えば診断・薬剤開発用デ
バイス等）〈領域 5〉 
2029 36 カーボンナノチューブを用いたトランジスタを含む LSI〈領域 5〉 
2029 40 大規模プローブアレイを用いた 1 平方インチ当たり 10 テラビット以上のメモリ〈領域 6〉 
2030 33 単原子・単分子の操作による、デバイス作成技術や遺伝子操作技術〈領域 5〉 
2031 02 特定用途において CMOS 論理回路より 3 桁以上処理能力の高い、スピントロニクスの原理に基づく情報機器
〈領域 1〉 
2031 30 自己組織化などのボトムアップ手法で設計通りのナノ集積回路を作る技術〈領域 5〉 
2032 09 高温超伝導材料を配線に用いた LSI〈領域 2〉 
2032 35 人間なみの感度をもつ五感センサ〈領域 5〉 
2032 37 1 原子／1 分子が 1 ビットに対応するストレージシステム〈領域 6〉 
2033 01 特定用途において CMOS 論理回路より 3 桁以上処理能力の高い、量子コンピューティングの原理に基づく情報
機器〈領域 1〉 










３．１． 領域の将来展望 ................................................................................................................267 
３．１．１． 総論.........................................................................................................................267 
３．１．２． 創薬基礎研究............................................................................................................269 
３．１．３． 新規医療技術のための基礎研究 ..................................................................................270 
３．１．４． 脳の発生と発達 .........................................................................................................271 
３．１．５． 脳の高次機能............................................................................................................272 
３．１．６． 脳の病態と理解 .........................................................................................................273 
３．１．７． 再生医科学...............................................................................................................274 
３．１．８． 生体物質計測技術 .....................................................................................................275 
３．１．９． 生命の高次機能制御..................................................................................................277 
３．１．１０． 情報生物学（情報生物学の未来と政策） ......................................................................278 
３．１．１１． 環境・生態バイオロジー.............................................................................................279 
３．１．１２． ナノバイオロジー ......................................................................................................280 
３．２． アンケート調査の回収状況 ..................................................................................................282 
３．３． 我が国の科学技術分野の展開について ................................................................................282 
３．４． 予測課題のフレームと領域 ..................................................................................................283 

















３．７．６． 社会的適用について ..................................................................................................302 
（１）政府による関与の必要性 ...................................................................................................302 
（２）政府がとるべき有効な手段.................................................................................................303 
３．７．７． 技術的実現から社会的適用までの期間 .........................................................................305 



























































































































































































































































































































































































































































（伊藤 隆司、神原 秀記） 
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R1 発送 R1 回収 回収率 R2 発送 R2 回収 回収率 
431 人 278 人 65％ 278 人 226 人 81% 
 
男 204 人 会社員 34 人 大 8.2%
女 19 人 大学教職員 136 人 中 22.9%
性 
別 
無回答 3 人 公的機関職員 45 人 小 68.9%
20 代 なし 団体職員 5 人
30 代 35 人 その他 6 人











50 代 75 人 研究開発従事 201 人
60 代 18 人 上記以外 23 人
















１．情報・通信 45.5% １．情報・通信 25.0%
２．エレクトロニクス 12.6% ２．エレクトロニクス 15.9%
３．ライフサイエンス  ３．ライフサイエンス  
４．保健・医療・福祉 83.2% ４．保健・医療・福祉 56.1%
５．農林水産・食品 49.1% ５．農林水産・食品 31.1%
６．フロンティア 1.2% ６．フロンティア 13.4%
７．エネルギー・資源 7.2% ７．エネルギー・資源 33.5%
８．環境 23.4% ８．環境 51.8%
９．ナノテクノロジー・材料 59.9% ９．ナノテクノロジー・材料 40.2%
10．製造 2.4% 10．製造 1.8%
11．産業基盤 0.0% 11．産業基盤 0.0%
12．社会基盤 0.0% 12．社会基盤 0.0%
13．社会技術 10.8% 13．社会技術 24.4%
今後５ ～１ ０ 年に融合・ 連携を積極的に進めるべ き分野
 14．その他 0.0%




















     
医療応用      







     




















































































































３．短くなる 15 人( 8.8%)
 









３．短くなる 11 人( 6.5%)
 
 285








































創薬基礎研究  7.2  6.3  6.4  6.4  6.1  6.1
新規医療技術のための基礎研究  6.6  6.3  5.8  6.2  6.2  6.1
脳の発生・発達  5.7  5.5  4.5  4.6  4.9  5.1
脳の高次機能  5.4  5.0  4.4  4.5  4.9  5.0
脳の病態の理解と治療  6.0  5.5  5.1  5.1  6.2  6.3
再生医科学  6.7  6.5  5.9  6.5  6.2  6.2
生体物質測定技術  6.9  6.9  6.2  6.5  5.4  5.2
生命の高次機能制御  6.0  5.7  5.2  5.2  5.4  5.5
情報生物学  6.6  6.6  5.7  6.0  4.9  5.0
環境・生態バイオロジー  5.4  5.2  5.2  5.3  5.9  5.8
ナノバイオロジー  6.5  6.4  6.0  6.3  4.8  5.1
































創薬基礎研究  7.8  7.2  7.3  7.4  7.2  7.4
新規医療技術のための基礎研究  7.6  7.2  7.1  7.3  7.4  7.4
脳の発生・発達  7.0  6.7  5.8  6.1  6.5  6.7
脳の高次機能  6.5  6.3  5.7  5.9  6.4  6.5
脳の病態の理解と治療  7.1  6.5  6.4  6.4  7.5  7.7
再生医科学  7.8  7.5  7.3  7.9  7.6  7.8
生体物質測定技術  7.8  7.9  7.3  7.7  6.5  6.5
生命の高次機能制御  7.0  6.8  6.6  6.6  6.8  7.0
情報生物学  7.8  7.8  7.1  7.5  6.3  6.5
環境・生態バイオロジー  7.0  6.7  6.8  7.1  7.7  7.6
ナノバイオロジー  7.7  7.8  7.5  7.9  6.2  6.5












































創薬基礎研究  0.6  0.9  1.0  1.1  1.1  1.3
新規医療技術のための基礎研究  0.9  0.9  1.2  1.1  1.2  1.3
脳の発生・発達  1.3  1.2  1.3  1.5  1.6  1.7
脳の高次機能  1.1  1.3  1.3  1.4  1.5  1.5
脳の病態の理解と治療  1.1  1.0  1.3  1.3  1.3  1.4
再生医科学  1.1  1.1  1.4  1.4  1.4  1.6
生体物質測定技術  0.8  1.0  1.1  1.2  1.1  1.3
生命の高次機能制御  1.0  1.0  1.3  1.4  1.3  1.4
情報生物学  1.1  1.2  1.5  1.6  1.4  1.5
環境・生態バイオロジー  1.5  1.5  1.7  1.8  1.8  1.9
ナノバイオロジー  1.2  1.4  1.5  1.6  1.3  1.5











































創薬基礎研究  2.5  3.7  8.1
新規医療技術のための基礎研究  2.7  4.3  8.2
脳の発生・発達  2.9  4.3  8.4
脳の高次機能  3.0  4.1  8.4
脳の病態の理解と治療  2.9  4.2  8.4
再生医科学  3.0  4.4  8.3
生体物質測定技術  3.7  5.0  8.8
生命の高次機能制御  3.3  4.6  8.6
情報生物学  2.6  4.0  8.0
環境・生態バイオロジー  3.9  4.5  8.3













































創薬基礎研究  2.1  3.2  8.6
新規医療技術のための基礎研究  2.4  3.5  8.6
脳の発生・発達  2.5  3.8  8.7
脳の高次機能  2.7  3.9  8.6
脳の病態の理解と治療  2.6  3.8  8.6
再生医科学  2.6  3.9  8.6
生体物質測定技術  3.1  4.5  8.9
生命の高次機能制御  3.0  4.3  8.8
情報生物学  2.3  3.4  8.4
環境・生態バイオロジー  3.6  4.1  8.4

































88.3 2015 2027 
新規医療技術のための
基礎研究 
3 22 アルツハイマー病の進行を阻止する技術 87.9 2019 2030 脳の病態の理解と治療




84.0 2014 2023 生体物質測定技術 


















































72.0 2014 2026 創薬基礎研究 
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70.4 2015 2029 再生医科学 




























































































領域 06-10 11-15 16-20 21-25 26-30 31-35 36- 
創薬基礎研究  5 3     
新規医療技術のための基礎研究  1 4 2    
脳の発生・発達    1 2   
脳の高次機能    2 1   
脳の病態の理解と治療   2 1    
再生医科学  2 3 1 1   
生体物質測定技術  5 2     
生命の高次機能制御 1 2 3 1    
情報生物学  4 2 1    
環境・生態バイオロジー  4 5     
























6.7 2026 再生医科学 
65 生体内で働いている酵素分子の反応をナノスケールで再
構成した生物燃料電池 
6.0 2019 ナノバイオロジー 
50 生物の進化機構の解明をめざす実証試験 5.6 2020 情報生物学 
27 人に移植する臓器または組織を動物を利用して作成する
技術 









45発生や内分泌系、免疫系に及ぼす無重力の影響の解明 12.3 2022 生命の高次機能制御 
60物質生産のための最小遺伝子セットをもった細胞形成技術 7.3 2019 環境・生態バイオロジー 
16神経回路網の形成メカニズムのほぼ全貌の分子レベルで
の解明 
6.6 2028 脳の発生・発達 
31視覚障害者に視覚を与える人工網膜 5.9 2020 再生医科学 
























































創薬基礎研究 1.3 96.8 1.2 0.7 0.0 
新規医療技術のための基礎研究 5.5 93.6 0.8 0.2 0.0 
脳の発生・発達 1.1 98.6 0.2 0.0 0.0 
脳の高次機能 1.3 95.9 2.7 0.0 0.0 
脳の病態の理解と治療 0.9 98.6 0.5 0.0 0.0 
再生医科学 3.5 95.7 0.7 0.0 0.1 
生体物質測定技術 21.7 77.6 0.4 0.3 0.1 
生命の高次機能制御 4.1 95.3 0.4 0.2 0.0 
情報生物学 4.1 94.9 0.9 0.1 0.0 
環境・生態バイオロジー 12.2 87.0 0.5 0.3 0.0 
ナノバイオロジー 21.6 78.3 0.2 0.0 0.0 























36.6 2015 2025 生体物質測定技術 
32 生体(管腔臓器)内を自走する診断・治療用
マイクロマシン 












22.2 2015 2027 環境・生態バイオロジー 

















0.6 2015 ― 創薬基礎研究 
07 薬物の体内動態および標的への作用をシミ
ュレーションする技術による in silico 薬剤開
発技術 


















































創薬基礎研究 17.3 63.5 18.0 1.3 
新規医療技術のための基礎研究 25.0 62.6 10.9 1.5 
脳の発生・発達 11.4 67.7 18.8 2.1 
脳の高次機能 9.0 45.5 41.4 4.1 
脳の病態の理解と治療 47.8 45.0 7.2 0.0 
再生医科学 19.1 67.3 11.2 2.4 
生体物質測定技術 15.5 68.0 14.9 1.5 
生命の高次機能制御 13.3 63.3 19.9 3.5 
情報生物学 15.0 60.9 22.1 2.0 
環境・生態バイオロジー 24.7 61.7 12.4 1.2 
ナノバイオロジー 14.4 68.6 15.2 1.8 













22 アルツハイマー病の進行を阻止する技術 53.3 2019 2030 脳の病態の理解と治療 
23 そううつ病の原因の分子レベルでの解明 45.1 2020 ― 脳の病態の理解と治療 
24 統合失調症の原因の分子レベルでの解明 45.0 2022 ― 脳の病態の理解と治療 
57 植物・微生物を用いた、燃料・バイオプラスチック
の量産技術 
42.6 2014 2024 環境・生態バイオロジー
53 食糧増産や環境保全のために、光合成機能を飛
躍的に向上させる技術 














12.4 2022 ― 生命の高次機能制御 
19夢見の神経機構の解明 7.6 2028 ― 脳の高次機能 
50生物の進化機構の解明をめざす実証試験 5.0 2020 ― 情報生物学 
25細胞の膜輸送、物質変換、エネルギー変換などの
機能を代替する人工細胞の合成技術 
4.7 2026 2036 再生医科学 



































































創薬基礎研究 65.8 28.4 29.8 67.4 8.2 6.0 0.1 0.1
新規医療技術のための基礎研究 62.6 32.9 30.8 71.6 3.5 11.2 2.0 0.2
脳の発生・発達 74.8 13.9 31.8 71.1 6.3 3.1 0.7 0.0
脳の高次機能 83.0 9.5 34.0 55.6 4.6 3.2 0.9 0.0
脳の病態の理解と治療 71.8 24.7 41.3 74.0 5.3 9.2 1.9 0.0
再生医科学 64.4 29.4 42.1 70.7 2.4 17.2 2.6 0.0
生体物質測定技術 56.2 51.1 33.9 69.6 2.0 4.6 1.1 0.1
生命の高次機能制御 65.5 25.8 35.4 66.5 4.6 2.9 1.0 0.4
情報生物学 77.2 29.2 34.9 63.1 4.6 4.1 1.2 0.2
環境・生態バイオロジー 68.6 32.4 43.9 72.6 9.1 6.8 1.9 0.0
ナノバイオロジー 71.0 39.4 36.9 65.8 1.5 2.0 0.7 0.7



















83.8 2014 2022 情報生物学 





























































79.8 2022 2032 
新規医療技術のための
基礎研究 











77.6 2015 2027 環境・生態バイオロジー






















































領域 06-10 11-15 16-20 21-25 26-30 31-35 36- 
創薬基礎研究    2 3 1  
新規医療技術のための基礎研究     5 2  
脳の病態の理解と治療     1   
再生医科学    1 3 2 1 
生体物質測定技術    3 4   
生命の高次機能制御  1   2   
情報生物学    4 1   
環境・生態バイオロジー    1 5 1  





















7.6 2036 再生医科学 
27 人に移植する臓器または組織を動物を利用して作成する
技術 
7.0 2030 再生医科学 
60 物質生産のための最小遺伝子セットをもった細胞形成技
術 
5.9 2031 環境・生態バイオロジー 
65 生体内で働いている酵素分子の反応をナノスケールで再
構成した生物燃料電池 












11.9 2031 環境・生態バイオロジー 
25 細胞の膜輸送、物質変換、エネルギー変換などの機能を
代替する人工細胞の合成技術 






















































創薬基礎研究 12.6 62.9 22.3 2.2 
新規医療技術のための基礎研究 23.3 62.4 11.7 2.6 
脳の病態の理解と治療 46.6 45.2 7.5 0.7 
再生医科学 18.1 67.3 12.0 2.6 
生体物質測定技術 13.0 63.2 20.3 3.4 
生命の高次機能制御 14.8 62.3 20.2 2.7 
情報生物学 15.5 66.4 16.3 1.9 
環境・生態バイオロジー 31.6 56.8 10.0 1.7 
ナノバイオロジー 9.6 70.7 16.1 3.6 














22 アルツハイマー病の進行を阻止する技術 46.6 2019 2030 脳の病態の理解と治療 
57 植物・微生物を用いた、燃料・バイオプラスチック
の量産技術 
45.7 2014 2024 環境・生態バイオロジー 
53 食糧増産や環境保全のために、光合成機能を飛
躍的に向上させる技術 
41.0 2017 2028 環境・生態バイオロジー 
13 生活習慣病のリスクをもたらす主要な SNPs（一塩
基変異多型）の解明に基づくテーラーメイド医療

















6.2 2015 2025 生体物質測定技術 
25 細胞の膜輸送、物質変換、エネルギー変換などの
機能を代替する人工細胞の合成技術 
6.2 2026 2036 再生医科学 
41 特定の有用な抗体を産生する細胞（クローン）の
選択技術 




4.9 2016 2028 生体物質測定技術 
65 生体内で働いている酵素分子の反応をナノスケー
ルで再構成した生物燃料電池 


























































創薬基礎研究 51.3 64.0 22.1 25.4 16.8 3.4 0.0
新規医療技術のための基礎研究 62.9 56.5 13.3 31.4 27.0 7.3 0.1
脳の病態の理解と治療 65.5 57.2 17.9 42.1 27.6 7.6 0.0
再生医科学 60.4 57.6 18.9 30.4 35.0 10.1 0.0
生体物質測定技術 49.9 73.0 21.7 36.1 8.1 2.1 0.0
生命の高次機能制御 54.2 62.2 24.0 43.7 10.2 2.7 0.0
情報生物学 73.3 59.7 17.9 31.9 9.4 4.3 0.0
環境・生態バイオロジー 60.5 69.6 20.4 41.2 18.9 4.6 0.7
ナノバイオロジー 57.2 69.8 27.9 34.7 3.5 1.3 0.0























78.8 2014 2023 情報生物学 
52 DNA塩基配列情報から種々のゲノム機能を予測す
る手法 
73.6 2014 2022 情報生物学 
49 遺伝背景などを踏まえてがんや生活習慣病のリス
クを推測できるバイオインフォマティックス 
72.5 2014 2023 情報生物学 
48 バーチャルリアリティ技術を駆使した遠隔手術シス
テム 
71.2 2013 2022 情報生物学 
46 バイオインフォマティックスの応用による、任意の分
子認識機能を有するタンパク質の設計法 







 領域  
37 １つの細胞を試料として、細胞内の全ての mRNA の
種類とコピー数を計測できる装置 




74.3 2014 2023 ナノバイオロジー 
33 生体内の任意の位置にある１mm 以下のガン組織
の検査技術 
74.1 2014 2023 生体物質測定技術 
53 食糧増産や環境保全のために、光合成機能を飛
躍的に向上させる技術 



























































2015 2029 14 再生医科学 
29 幹細胞の分化増殖を制御して機能細胞に誘導し、治
療に用いる技術 





2019 2031 12 創薬基礎研究 
05 創薬に向けて、siRNA などを用いて個体レベルで遺伝
子発現を直接制御する技術 














2015 2027 12 環境・生態バイオロジー
55 NOx 等の環境汚染物質を除去可能な遺伝子組換え
植物や微生物 
2015 2027 12 環境・生態バイオロジー
56 植物ゲノム技術による、飛躍的に向上した空中の窒素
固定能、土壌中のリン酸利用能力等を持つ植物 
2015 2027 12 環境・生態バイオロジー
60 物質生産のための最小遺伝子セットをもった細胞形成
技術 




2018 2030 12 ナノバイオロジー 
08 原虫感染症（マラリア、トリパノソーマ症、リーシュマニ
ア症、フィラリア症など）に対する有効な治療薬 
2013 2022 9 創薬基礎研究 
33 生体内の任意の位置にある１mm 以下のガン組織の検
査技術 





2014 2023 9 情報生物学 
48 バーチャルリアリティ技術を駆使した遠隔手術システム 2013 2022 9 情報生物学 
49 遺伝背景などを踏まえてがんや生活習慣病のリスクを
推測できるバイオインフォマティックス 




2014 2023 9 ナノバイオロジー 
52 DNA 塩基配列情報から種々のゲノム機能を予測する
手法 
2014 2022 8 情報生物学 
41 特定の有用な抗体を産生する細胞（クローン）の選択
技術 
2010 2015 5 生命の高次機能制御 
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［知的資産の増大］ 当 該領域自体の知的資産 増大への寄与
大 やや大
やや大






























課題 大 中 小 なし
指







































































１ 222 14 40 46 - 68 43 46 10 1 3 6
２ 177 13 40 47 - 64 31 64 4 1 2 3
専 23 100 0 0 - 80 66 30 0 4 4 0
１ 222 13 42 45 - 69 43 47 10 0 5 5
２ 176 10 42 48 - 64 31 64 5 0 1 2
専 18 100 0 0 - 86 78 11 11 0 0 0
１ 215 21 30 49 - 67 39 51 10 0 2 4
２ 173 17 34 49 - 58 20 71 8 1 1 2
専 29 100 0 0 - 66 38 52 7 3 0 0
１ 244 29 39 32 - 79 61 36 3 0 0 2
２ 202 19 44 37 - 83 66 31 3 0 0 2
専 39 100 0 0 - 96 92 5 3 0 0 0
１ 228 21 31 48 - 73 49 45 6 0 3 5
２ 185 17 31 52 - 72 47 48 5 0 1 3
専 32 100 0 0 - 88 75 25 0 0 0 0
１ 211 17 37 46 - 65 41 40 19 0 0 5
２ 182 12 35 53 - 63 32 57 11 0 0 4
専 21 100 0 0 - 77 57 38 5 0 0 0
１ 193 11 28 61 - 68 43 41 15 1 3 6
２ 163 7 28 65 - 69 43 47 10 0 1 2
専 11 100 0 0 - 93 91 0 9 0 0 0
１ 155 8 32 60 - 50 21 38 38 3 1 11
２ 154 3 25 72 - 45 13 44 42 1 0 3
















































































なしやや 大 中 あまりなし
あまりなし なし大 やや 大 中
なしあまりなし大 やや 大 中










































































































































3 95 1 0 1 32 40 23 5 50 30 37 57 12 14 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
1 98 1 0 0 17 64 17 2 69 19 27 73 6 8 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 100 0 0 0 44 43 4 9 81 29 33 81 14 10 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
9 88 2 0 1 30 44 22 4 50 33 37 56 13 14 1 0 4 11 28 46 19 7 39 46 23 32 27 11 1
1 99 0 0 0 13 73 13 1 66 20 24 76 6 8 0 0 1 8 11 69 18 2 50 63 16 22 25 6 0
6 94 0 0 0 49 39 6 6 82 35 41 76 18 6 0 0 0 6 11 72 17 0 61 50 28 33 22 0 0
3 93 3 0 1 34 43 18 5 49 21 46 62 14 13 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
1 99 0 0 0 16 68 15 1 70 14 40 70 7 7 1 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
3 97 0 0 0 34 52 14 0 69 17 48 83 17 10 3 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
7 87 5 0 1 37 46 15 2 56 41 48 62 10 9 0 0 0 5 26 44 23 7 44 54 36 34 15 3 0
3 97 0 0 0 27 61 11 1 70 30 43 70 3 5 0 0 0 3 12 68 18 2 49 69 25 24 12 3 0
5 95 0 0 0 62 35 3 0 81 41 54 68 8 5 0 0 0 0 26 58 16 0 61 66 29 32 11 0 0
7 90 2 0 1 25 47 24 4 43 43 34 54 10 16 6 0 4 9 25 46 23 6 38 46 33 34 28 13 0
2 98 0 0 0 15 69 15 1 59 36 28 73 6 7 0 0 1 5 12 71 16 1 46 62 22 23 27 4 0
6 94 0 0 0 38 59 3 0 53 44 34 75 16 16 0 0 0 0 25 69 6 0 31 56 41 28 44 3 0
7 87 5 0 1 21 42 29 8 46 45 31 51 10 13 2 1 2 7 16 42 34 8 34 52 42 33 21 5 1
2 96 2 0 0 12 62 24 2 55 41 23 64 5 6 0 0 1 3 9 63 26 2 42 66 29 22 18 2 0
5 90 5 0 0 45 40 10 5 58 42 47 68 11 0 0 0 0 0 24 66 10 0 43 62 43 43 14 0 0
1 95 3 0 1 26 42 26 6 56 48 34 47 10 7 1 1 3 8 22 35 30 13 49 56 38 29 17 5 1
0 99 1 0 0 17 60 21 2 75 45 28 56 4 3 0 1 1 3 14 56 27 3 59 67 29 24 10 3 0
0 100 0 0 0 46 36 9 9 70 60 40 70 10 0 0 0 0 0 20 60 10 10 67 78 44 11 0 0 0
6 80 9 2 3 22 42 33 3 48 25 31 41 32 9 1 1 2 10 20 39 29 12 51 40 19 39 15 2 1
3 87 5 5 0 20 49 29 2 62 23 26 59 29 4 0 0 1 3 19 49 28 4 61 56 13 38 10 2 0
















































































































領域２ 新規医療技術のための基礎研究 （個人毎の医療） 
１．領域に関する設問
①当該領域に関する専門度 ②現時点における効果







［知的資産の増大］ 当 該領域自体の知的資産 増大への寄与
大 やや大
やや大






























課題 大 中 小 なし
指







































































１ 180 12 38 50 - 68 42 46 11 1 8 6
２ 161 6 34 60 - 64 32 62 6 0 4 3
専 9 100 0 0 - 78 56 44 0 0 0 0
１ 181 16 31 53 - 81 65 29 6 0 3 4
２ 170 8 31 61 - 88 78 20 2 0 1 2
専 14 100 0 0 - 96 93 7 0 0 0 7
１ 206 18 33 49 - 75 56 33 9 2 10 8
２ 174 12 31 57 - 78 60 35 4 1 5 4
専 21 100 0 0 - 88 81 14 0 5 14 0
１ 189 15 33 52 - 83 67 31 2 0 1 7
２ 173 9 27 64 - 89 80 18 2 0 1 5
専 16 100 0 0 - 100 100 0 0 0 6 0
１ 227 22 32 46 - 73 51 40 8 1 2 7
２ 185 12 38 50 - 71 45 48 6 1 2 5
専 22 100 0 0 - 84 68 32 0 0 0 0
１ 181 19 29 52 - 74 54 35 11 0 4 7
２ 164 9 24 67 - 79 60 35 4 1 3 4
専 14 100 0 0 - 96 93 7 0 0 0 0
１ 202 23 30 47 - 62 34 48 16 2 11 13
２ 177 18 31 51 - 59 24 65 10 1 8 5










































































なしやや 大 中 あまりなし
あまりなし なし大 やや 大 中
なしあまりなし大 やや 大 中










































































































































5 91 3 1 0 30 48 19 3 49 31 36 53 10 27 5 2 7 10 35 41 20 4 48 42 15 31 45 11 1
1 99 0 0 0 16 69 13 2 64 23 34 67 5 16 1 0 4 4 17 65 15 3 60 55 12 22 50 5 0
0 100 0 0 0 33 56 11 0 100 22 67 78 0 33 0 0 0 0 33 56 11 0 100 67 11 56 67 0 0
19 75 5 0 1 32 46 17 5 48 45 34 62 9 8 1 1 3 5 28 45 21 6 51 49 21 40 19 2 1
15 84 1 0 0 27 61 11 1 61 42 28 76 2 5 1 0 1 3 20 70 7 3 62 63 18 40 16 2 0
36 64 0 0 0 57 29 14 0 93 50 36 79 14 14 0 0 0 7 50 50 0 0 100 64 14 36 36 0 0
3 95 1 0 1 32 46 16 6 47 38 34 67 9 13 2 1 9 12 26 44 21 9 54 49 19 35 23 3 2
1 97 1 1 0 20 69 8 3 63 26 30 80 3 6 1 0 5 6 15 70 11 4 65 57 10 36 19 2 0
10 85 5 0 0 65 25 5 5 79 37 47 95 21 11 0 0 15 0 55 40 0 5 63 63 21 32 26 0 0
3 94 2 0 1 38 47 12 3 49 42 40 66 9 13 1 1 2 9 31 48 17 4 48 54 20 36 24 3 0
2 98 0 0 0 28 63 8 1 62 33 31 78 2 7 0 0 2 6 19 69 11 1 63 62 14 28 23 3 0
19 81 0 0 0 62 38 0 0 75 63 69 75 13 19 0 0 7 0 47 53 0 0 53 67 47 33 53 0 0
18 81 1 0 0 42 41 14 3 46 47 35 57 12 25 11 0 3 7 42 40 13 5 45 49 25 32 35 24 1
13 87 0 0 0 37 50 12 1 58 51 30 63 5 18 4 1 2 6 37 48 13 2 58 62 16 26 26 11 0
27 73 0 0 0 57 38 5 0 67 48 38 76 0 19 5 0 0 0 59 36 5 0 59 50 18 36 27 9 0
8 85 7 0 0 38 43 15 4 51 35 43 52 10 14 5 1 6 6 39 37 18 6 51 46 18 36 20 12 3
6 91 3 0 0 29 61 9 1 64 31 30 68 3 5 1 0 3 4 31 55 13 1 67 53 14 37 14 8 0
21 79 0 0 0 62 38 0 0 85 31 54 77 8 15 0 0 0 0 64 36 0 0 71 50 29 36 21 21 0
3 93 4 0 0 32 44 20 4 47 32 42 54 14 29 13 2 9 20 36 41 19 4 46 34 20 34 38 29 2
1 98 1 0 0 18 65 14 3 66 23 32 69 5 21 6 1 9 9 24 60 12 4 66 44 10 30 41 19 1


























































































































課題 大 中 小 なし
指







































































１ 163 18 22 60 - 67 42 42 15 1 5 12
２ 152 7 21 72 - 61 29 57 14 0 3 7
専 10 100 0 0 - 85 70 30 0 0 0 0
１ 159 15 23 62 - 66 39 46 14 1 2 10
２ 150 9 21 70 - 55 17 71 12 0 1 5
専 14 100 0 0 - 81 62 38 0 0 0 0
１ 150 12 30 58 - 66 40 43 17 0 3 9
２ 144 7 16 77 - 57 23 60 17 0 3 3





























［知的資産の増大］ 当 該領域自体の知的資産 増大への寄与
大 やや大
やや大



































































































































































1 98 1 0 0 29 45 20 6 61 19 43 63 14 6 1 1 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
1 99 0 0 0 14 65 18 3 74 13 31 71 6 3 1 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 100 0 0 0 20 60 20 0 50 10 50 100 10 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
3 93 4 0 0 26 46 20 8 57 21 39 59 14 6 1 1 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
1 98 1 0 0 9 71 18 2 76 15 30 69 8 3 1 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 100 0 0 0 23 69 8 0 46 31 46 85 15 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
4 92 4 0 0 30 43 20 7 57 17 45 60 13 9 1 1 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
1 99 0 0 0 12 66 21 1 74 14 34 73 5 4 1 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0














































































































































なしやや 大 中 あまりなし
あまりなし なし大 やや 大 中
なしあまりなし大 やや 大 中















課題 大 中 小 なし
指







































































１ 106 6 24 70 - 40 9 41 43 7 5 19
２ 122 2 7 91 - 34 2 33 63 2 2 6
専 2 100 0 0 - 50 0 100 0 0 0 0
１ 117 11 24 65 - 63 36 44 20 0 2 9
２ 126 4 13 83 - 56 23 56 21 0 1 6
専 5 100 0 0 - 90 80 20 0 0 0 0
１ 119 8 22 70 - 47 17 43 35 5 2 12
２ 128 2 10 88 - 41 2 58 38 2 1 6




























［知的資産の増大］ 当 該領域自体の知的資産 増大への寄与
大 やや大
やや大



































































































































































2 94 4 0 0 12 34 41 13 60 10 36 45 12 6 1 2 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
1 96 3 0 0 4 37 51 8 84 8 31 50 5 4 1 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 100 0 0 0 0 50 50 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
3 90 7 0 0 27 36 32 5 64 12 41 57 14 7 6 2 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
2 94 4 0 0 17 50 31 2 83 12 39 60 6 3 1 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
20 60 20 0 0 60 40 0 0 20 40 40 100 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
7 87 5 0 1 12 37 41 10 57 10 35 54 12 7 2 2 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
2 96 2 0 0 6 49 42 3 81 8 31 58 3 3 1 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0














































































































































なしやや 大 中 あまりなし
あまりなし なし大 やや 大 中
なしあまりなし大 やや 大 中















課題 大 中 小 なし
指







































































１ 169 12 27 61 - 81 63 33 4 0 1 5
２ 154 6 19 75 - 88 77 21 2 0 0 3
専 9 100 0 0 - 94 89 11 0 0 0 0
１ 136 11 26 63 - 80 63 30 7 0 2 5
２ 143 3 14 83 - 84 71 23 6 0 1 2
専 5 100 0 0 - 90 80 20 0 0 0 0
１ 132 12 20 68 - 79 61 30 9 0 2 9
２ 141 4 13 83 - 84 71 24 5 0 1 3



























［知的資産の増大］ 当 該領域自体の知的資産 増大への寄与
大 やや大
やや大



































































































































































4 94 1 0 1 47 39 13 1 52 34 42 71 14 14 3 0 1 8 43 42 12 3 48 54 22 42 29 14 1
1 99 0 0 0 53 42 5 0 70 26 39 76 6 10 1 0 1 5 46 45 8 1 66 57 18 42 28 8 0
0 100 0 0 0 78 22 0 0 44 33 33 100 0 44 0 0 0 0 67 22 11 0 56 56 22 44 67 0 0
1 95 4 0 0 43 38 17 2 52 32 46 65 14 15 5 2 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
1 98 1 0 0 45 46 9 0 71 23 43 74 5 9 2 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 100 0 0 0 80 20 0 0 60 80 60 100 20 20 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
1 95 4 0 0 42 44 12 2 53 31 46 62 13 17 6 2 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
1 98 1 0 0 45 47 8 0 74 24 42 71 5 9 2 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0














































































































































なしやや 大 中 あまりなし
あまりなし なし大 やや 大 中
なしあまりなし大 やや 大 中





領域６ 再生医科学 （生体再生・機能回復・支援） 
１．領域に関する設問
①当該領域に関する専門度 ②現時点における効果







［知的資産の増大］ 当 該領域自体の知的資産 増大への寄与
大 やや大
やや大






























課題 大 中 小 なし
指







































































１ 150 8 30 62 - 57 27 48 22 3 5 14
２ 152 3 22 75 - 47 9 66 23 2 7 5
専 4 100 0 0 - 63 25 75 0 0 0 0
１ 163 14 22 64 - 71 45 49 6 0 1 9
２ 153 5 22 73 - 68 38 57 4 1 1 4
専 8 100 0 0 - 88 75 25 0 0 0 0
１ 161 12 26 62 - 64 39 42 15 4 8 9
２ 150 7 19 74 - 57 23 63 12 2 5 3
専 11 100 0 0 - 68 46 45 0 9 9 0
１ 176 19 25 56 - 71 46 45 8 1 1 8
２ 160 11 18 71 - 70 44 50 6 0 0 6
専 17 100 0 0 - 90 80 20 0 0 0 0
１ 180 20 29 51 - 77 57 37 5 1 1 6
２ 162 15 19 66 - 79 61 35 4 0 1 3
専 25 100 0 0 - 93 88 8 4 0 0 0
１ 151 10 29 61 - 68 42 47 10 1 1 10
２ 148 7 16 77 - 63 31 60 8 1 1 3
専 11 100 0 0 - 73 55 27 18 0 0 0
１ 128 9 26 65 - 70 46 42 10 2 2 12
２ 136 2 18 80 - 70 44 50 5 1 1 6







































































なしやや 大 中 あまりなし
あまりなし なし大 やや 大 中
なしあまりなし大 やや 大 中










































































































































4 93 2 0 1 22 41 27 10 56 31 45 58 9 14 4 2 9 16 22 43 24 11 53 46 20 34 24 7 2
1 98 1 0 0 9 64 22 5 67 24 35 69 2 4 1 0 8 10 8 63 23 6 69 52 20 26 16 2 0
0 100 0 0 0 50 50 0 0 50 0 25 50 0 0 0 0 0 0 25 75 0 0 50 25 50 0 0 0 0
5 93 2 0 0 37 47 13 3 52 46 50 67 9 29 8 0 3 11 39 45 13 3 47 50 30 37 40 14 1
3 97 0 0 0 21 72 6 1 61 34 46 74 4 19 1 0 2 3 17 71 10 2 56 61 22 31 40 6 0
13 87 0 0 0 62 38 0 0 75 38 63 100 0 63 0 0 0 0 62 38 0 0 75 63 50 63 75 0 0
2 91 7 0 0 31 43 20 6 48 37 50 58 11 35 13 0 10 16 37 41 14 8 41 44 25 37 43 22 0
1 98 1 0 0 16 65 15 4 64 25 43 67 2 22 3 0 7 3 17 68 11 4 59 58 15 24 47 13 0
9 91 0 0 0 36 55 0 9 90 40 70 90 0 40 0 0 9 0 36 55 0 9 80 70 50 60 80 10 0
9 83 7 0 1 36 48 14 2 52 37 45 61 10 31 12 1 2 11 36 47 13 4 45 40 24 38 37 24 1
6 93 1 0 0 23 67 9 1 63 30 41 71 2 20 3 0 1 8 21 68 10 1 63 55 16 29 39 16 0
33 67 0 0 0 60 40 0 0 73 60 60 93 0 40 7 0 0 0 56 38 6 0 69 56 31 38 81 13 0
9 86 5 0 0 41 45 12 2 54 43 46 67 11 33 12 1 2 7 40 46 10 4 46 48 29 40 45 23 0
5 94 1 0 0 28 64 7 1 64 30 43 75 3 24 3 0 1 3 28 64 7 1 60 58 22 32 46 15 0
17 83 0 0 0 67 33 0 0 75 50 58 83 13 46 13 0 0 0 72 28 0 0 68 68 44 52 76 28 0
3 95 1 0 1 35 41 19 5 45 38 44 59 11 29 11 0 3 8 37 39 18 6 43 41 30 41 33 20 0
1 98 0 0 1 20 67 11 2 63 30 42 65 2 18 4 0 1 3 20 66 11 3 60 55 19 34 30 11 0
0 100 0 0 0 64 27 9 0 73 36 45 64 9 45 27 0 0 10 46 45 9 0 82 45 36 45 36 45 0
9 88 3 0 0 33 48 18 1 53 38 43 58 7 23 6 0 2 11 32 45 21 2 41 52 28 43 29 14 1
7 93 0 0 0 16 74 7 3 69 32 45 73 2 12 2 0 2 7 16 71 12 1 55 64 20 38 27 7 0


























































































































［知的資産の増大］ 当 該領域自体の知的資産 増大への寄与
大 やや大
やや大






























課題 大 中 小 なし
指







































































１ 116 8 18 74 - 65 38 47 15 0 2 8
２ 138 3 9 88 - 62 28 64 8 0 0 5
専 4 100 0 0 - 88 75 25 0 0 0 0
１ 129 9 26 65 - 76 55 37 7 1 0 5
２ 148 1 15 84 - 84 69 30 1 0 0 3
専 1 100 0 0 - 100 100 0 0 0 0 0
１ 181 17 36 47 - 63 34 50 15 1 2 7
２ 173 5 39 56 - 56 18 73 8 1 1 3
専 8 100 0 0 - 61 29 57 14 0 0 0
１ 182 21 31 48 - 63 35 49 15 1 2 7
２ 165 4 37 59 - 58 20 71 9 0 1 3
専 6 100 0 0 - 92 83 17 0 0 0 0
１ 203 23 36 41 - 61 35 42 19 4 6 7
２ 182 14 40 46 - 61 30 55 13 2 2 3
専 26 100 0 0 - 72 46 50 4 0 0 4
１ 196 23 38 39 - 63 36 46 16 2 4 8
２ 182 13 37 50 - 57 22 61 17 0 2 2
専 24 100 0 0 - 64 38 41 21 0 4 4
１ 148 16 30 54 - 60 30 51 18 1 1 9
２ 147 5 24 71 - 53 14 70 15 1 1 3








































































なしやや 大 中 あまりなし
あまりなし なし大 やや 大 中
なしあまりなし大 やや 大 中










































































































































30 67 2 0 1 27 48 21 4 40 58 35 55 9 13 3 1 3 12 27 38 29 6 40 52 38 29 25 8 1
30 67 2 0 1 17 68 14 1 52 60 29 66 2 9 2 0 0 4 15 66 18 1 49 72 25 33 17 2 0
50 25 0 0 25 50 50 0 0 25 50 0 25 0 25 0 0 0 0 25 75 0 0 25 50 0 0 25 0 0
22 77 1 0 0 33 48 16 3 45 54 46 62 7 15 2 0 1 5 29 43 21 7 40 51 39 40 25 6 0
17 82 0 1 0 23 66 10 1 51 62 36 68 2 6 1 0 0 3 17 68 14 1 46 74 23 45 12 1 0
0 100 0 0 0 100 0 0 0 100 0 100 100 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 100 0 100 0 0 0
42 53 4 0 1 25 46 26 3 53 42 37 63 9 5 1 1 3 12 18 44 29 9 48 51 29 38 9 3 3
51 48 1 0 0 14 71 13 2 64 44 31 74 2 3 1 0 3 4 12 64 21 3 56 71 20 34 5 1 0
87 13 0 0 0 25 62 13 0 75 38 25 50 13 0 0 0 0 0 13 87 0 0 50 88 13 13 13 13 0
14 83 3 0 0 28 47 22 3 50 41 37 68 10 3 1 1 2 12 20 40 29 11 47 48 31 40 6 4 2
6 94 0 0 0 13 72 13 2 64 41 29 76 1 3 1 0 2 4 10 65 20 5 59 73 20 37 5 1 0
33 67 0 0 0 17 83 0 0 50 67 0 83 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 50 83 0 50 0 0 0
9 88 2 0 1 28 41 22 9 41 52 42 59 11 6 2 1 5 13 23 38 27 12 39 54 34 39 11 12 1
6 92 1 1 0 16 68 14 2 47 57 36 69 2 4 2 0 4 3 17 60 20 3 40 73 22 36 8 5 0
8 92 0 0 0 35 53 12 0 50 81 42 58 4 0 0 0 0 8 27 61 12 0 38 85 23 35 4 0 0
10 87 2 0 1 27 47 21 5 44 47 47 63 8 7 2 1 3 13 19 45 25 11 41 53 29 39 8 9 1
4 96 0 0 0 14 67 17 2 52 53 34 70 1 3 1 0 4 3 12 62 22 4 43 75 17 33 6 2 0
17 83 0 0 0 29 54 17 0 35 74 48 61 4 4 0 0 8 4 25 54 21 0 30 87 9 35 4 0 0
34 62 4 0 0 24 46 25 5 48 43 50 65 7 4 1 1 1 12 22 36 31 11 40 60 36 43 8 5 1
37 63 0 0 0 12 63 24 1 63 42 42 64 4 4 1 1 1 5 8 60 26 6 57 73 24 35 3 1 0
















































































































領域８ 生命の高次機能制御 （生命・生体の高次機能） 
１．領域に関する設問
①当該領域に関する専門度 ②現時点における効果







［知的資産の増大］ 当 該領域自体の知的資産 増大への寄与
大 やや大
やや大






























課題 大 中 小 なし
指







































































１ 112 12 21 67 - 65 40 43 15 2 2 13
２ 132 3 14 83 - 59 23 67 9 1 1 3
専 4 100 0 0 - 75 50 50 0 0 0 0
１ 105 15 26 59 - 47 16 44 35 5 0 12
２ 129 12 10 78 - 42 7 53 35 5 1 5
専 15 100 0 0 - 60 20 80 0 0 0 0
１ 165 18 33 49 - 59 32 46 20 2 0 2
２ 163 7 35 58 - 55 17 71 11 1 1 1
専 12 100 0 0 - 58 25 58 17 0 0 0
１ 155 18 34 48 - 73 48 46 6 0 0 7
２ 150 6 31 63 - 73 48 48 4 0 0 2
専 9 100 0 0 - 75 56 33 11 0 0 0
１ 159 19 31 50 - 67 41 44 15 0 1 6
２ 153 8 29 63 - 63 31 61 7 1 1 3
専 13 100 0 0 - 79 61 31 8 0 0 0
１ 160 18 33 49 - 68 44 43 13 0 0 5
２ 155 10 27 63 - 65 33 61 5 1 0 3
専 15 100 0 0 - 83 67 33 0 0 0 0
１ 109 5 25 70 - 35 9 25 53 13 3 13
２ 122 2 13 85 - 32 4 23 65 8 2 12







































































なしやや 大 中 あまりなし
あまりなし なし大 やや 大 中
なしあまりなし大 やや 大 中










































































































































17 83 0 0 0 34 41 22 3 49 49 55 56 8 7 2 2 2 11 35 44 18 3 45 48 39 49 25 12 2
9 91 0 0 0 18 70 11 1 66 45 45 65 2 3 1 0 2 2 17 67 14 2 63 58 26 45 14 4 0
0 100 0 0 0 50 50 0 0 50 50 25 50 0 0 0 0 0 0 75 25 0 0 50 25 25 25 25 25 0
16 74 9 0 1 16 46 31 7 48 17 38 61 4 5 1 3 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
7 93 0 0 0 7 62 26 5 77 11 28 70 2 2 0 2 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
14 86 0 0 0 20 67 13 0 100 14 36 86 7 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
10 84 5 0 1 14 39 36 11 38 37 38 56 7 9 1 2 1 3 19 33 34 14 38 51 36 40 18 7 3
3 96 1 0 0 8 59 29 4 55 34 28 68 1 6 2 0 1 1 9 52 34 5 43 63 27 39 9 2 0
17 83 0 0 0 17 41 17 25 44 33 44 100 0 0 0 0 0 0 8 58 17 17 30 70 30 50 20 0 0
11 87 1 0 1 30 48 19 3 47 34 47 64 9 6 1 1 1 8 28 49 19 4 42 55 28 44 15 5 2
5 93 1 1 0 20 70 10 0 66 28 33 75 2 3 2 0 0 2 19 68 12 1 57 66 19 47 8 2 0
33 67 0 0 0 33 56 11 0 78 44 56 78 0 0 0 0 0 0 45 33 22 0 89 67 33 67 11 0 0
5 92 3 0 0 27 44 26 3 51 28 45 65 12 8 1 1 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
1 97 1 1 0 15 71 13 1 70 21 38 71 1 2 1 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
8 92 0 0 0 38 47 15 0 92 31 62 85 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
9 89 2 0 0 26 46 26 2 49 28 45 63 12 5 1 1 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
3 96 1 0 0 15 72 12 1 66 22 33 73 2 3 1 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
13 87 0 0 0 46 47 7 0 87 20 47 93 0 7 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
2 97 0 0 1 17 35 32 16 36 29 42 37 28 3 1 5 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
1 99 0 0 0 9 42 37 12 58 19 43 43 22 2 1 1 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0


























































































































［知的資産の増大］ 当 該領域自体の知的資産 増大への寄与
大 やや大
やや大






























課題 大 中 小 なし
指







































































１ 187 22 30 48 - 66 39 50 10 1 3 9
２ 175 14 26 60 - 61 27 63 10 0 2 2
専 24 100 0 0 - 87 74 26 0 0 0 0
１ 189 18 37 45 - 60 32 47 19 2 2 10
２ 170 11 25 64 - 55 19 64 16 1 1 2
専 18 100 0 0 - 75 50 50 0 0 0 0
１ 117 6 23 71 - 60 32 46 20 2 2 9
２ 131 2 8 90 - 55 18 69 12 1 0 2
専 2 100 0 0 - 100 100 0 0 0 0 0
１ 201 21 33 46 - 74 53 37 10 0 0 5
２ 174 10 29 61 - 77 60 30 10 0 0 1
専 17 100 0 0 - 94 88 12 0 0 0 0
１ 168 11 31 58 - 42 12 35 49 4 13 22
２ 163 6 24 70 - 37 4 37 56 3 6 6
専 10 100 0 0 - 63 30 60 10 0 0 20
１ 187 12 33 55 - 51 20 47 29 4 5 12
２ 175 5 28 67 - 46 8 61 30 1 5 2
専 9 100 0 0 - 72 44 56 0 0 0 11
１ 220 28 38 34 - 69 45 44 10 1 3 9
２ 188 24 36 40 - 71 47 44 9 0 1 2








































































なしやや 大 中 あまりなし
あまりなし なし大 やや 大 中
なしあまりなし大 やや 大 中










































































































































6 92 1 0 1 27 47 23 3 61 44 42 57 5 3 2 2 3 10 23 42 29 6 57 53 28 38 8 4 2
1 98 1 0 0 12 71 16 1 77 34 33 64 1 2 1 0 2 5 10 67 21 2 71 62 18 30 5 1 0
4 96 0 0 0 38 49 13 0 96 33 46 79 0 0 0 0 0 0 21 66 13 0 83 63 33 46 0 0 0
5 93 1 0 1 23 46 26 5 59 40 47 58 14 5 2 1 3 12 19 44 29 8 57 52 25 37 10 4 1
1 98 0 1 0 11 71 17 1 78 31 41 63 6 2 1 0 1 4 8 74 16 2 79 59 22 27 4 1 0
0 100 0 0 0 39 55 6 0 78 39 44 67 22 0 0 0 0 0 18 70 12 0 81 50 25 19 0 0 0
9 88 2 0 1 26 47 22 5 52 48 44 56 13 13 6 2 4 10 26 42 26 6 54 56 20 42 29 12 2
7 93 0 0 0 13 72 13 2 73 48 37 54 2 9 3 0 1 4 13 73 12 2 71 64 15 32 16 6 0
0 100 0 0 0 100 0 0 0 100 0 50 50 0 0 0 0 0 0 50 50 0 0 100 0 0 0 0 0 0
9 88 2 0 1 40 45 14 1 56 41 46 56 11 17 8 2 1 6 37 43 18 2 50 48 23 35 24 21 1
4 96 0 0 0 34 56 9 1 76 40 38 65 5 8 1 0 1 2 26 59 14 1 72 57 16 37 17 11 0
12 88 0 0 0 65 35 0 0 94 53 29 71 12 6 0 0 0 0 47 53 0 0 76 53 6 18 24 0 0
12 73 12 0 3 12 26 48 14 51 17 39 52 11 5 2 3 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6 90 4 0 0 6 36 53 5 74 9 28 64 7 3 1 1 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
11 78 11 0 0 20 50 30 0 80 10 40 60 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
15 80 2 0 3 19 37 34 10 59 25 41 57 8 4 2 2 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
8 91 1 0 0 6 54 36 4 79 13 31 64 4 1 1 1 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
22 78 0 0 0 33 56 11 0 78 22 44 67 22 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
5 92 2 0 1 33 41 21 5 62 36 44 59 16 5 1 1 3 12 26 38 29 7 53 50 30 40 10 8 1
2 96 2 0 0 24 64 11 1 84 28 36 68 6 3 1 0 1 3 19 60 19 2 74 57 19 34 5 3 0
















































































































領域１０ 環境・生態バイオロジー （生態系保全・回復技術） 
１．領域に関する設問
①当該領域に関する専門度 ②現時点における効果







［知的資産の増大］ 当 該領域自体の知的資産 増大への寄与
大 やや大
やや大






























課題 大 中 小 なし
指







































































１ 112 18 22 60 - 69 49 32 16 3 6 15
２ 135 11 7 82 - 76 59 33 7 1 5 4
専 15 100 0 0 - 95 93 0 7 0 7 0
１ 110 19 26 55 - 67 41 44 14 1 2 6
２ 129 13 9 78 - 65 35 55 9 1 2 2
専 17 100 0 0 - 82 65 35 0 0 0 0
１ 114 21 20 59 - 66 41 42 15 2 2 8
２ 132 11 13 76 - 67 41 48 9 2 2 1
専 14 100 0 0 - 79 57 43 0 0 0 0
１ 109 19 25 56 - 66 42 39 18 1 1 8
２ 128 11 8 81 - 69 45 43 10 2 4 2
専 14 100 0 0 - 93 86 14 0 0 14 7
１ 109 10 27 63 - 76 57 34 9 0 1 5
２ 129 7 11 82 - 81 66 29 5 0 0 2
専 9 100 0 0 - 94 89 11 0 0 0 0
１ 95 12 22 66 - 66 44 40 13 3 9 4
２ 120 5 11 84 - 69 45 43 11 1 2 3
専 6 100 0 0 - 83 67 33 0 0 0 17
１ 116 20 24 56 - 58 30 44 25 1 0 4
２ 129 15 8 77 - 50 12 67 20 1 1 3
専 19 100 0 0 - 76 53 47 0 0 0 0
１ 128 8 34 58 - 52 23 44 28 5 4 11
２ 138 4 16 80 - 50 12 66 20 2 4 7
専 6 100 0 0 - 67 33 67 0 0 0 17
１ 156 13 27 60 - 56 26 46 25 3 3 10
２ 148 8 16 76 - 51 12 69 18 1 0 5



















































































なしやや 大 中 あまりなし
あまりなし なし大 やや 大 中
なしあまりなし大 やや 大 中










































































































































23 71 5 1 0 41 35 18 6 45 39 56 66 18 13 3 0 4 21 41 38 15 6 43 56 26 39 29 13 2
17 82 0 1 0 40 50 7 3 65 35 48 73 15 8 2 0 4 6 41 49 7 3 69 73 18 42 23 4 1
29 71 0 0 0 53 40 7 0 73 33 80 93 40 13 7 0 7 0 73 20 7 0 87 67 20 53 53 7 7
26 69 5 0 0 34 47 18 1 51 34 50 69 15 14 5 1 1 9 35 44 19 2 40 51 27 40 33 9 5
22 78 0 0 0 27 63 9 1 67 33 44 78 13 10 2 0 2 3 28 62 9 1 63 73 19 40 23 4 1
41 59 0 0 0 53 41 6 0 65 35 76 88 35 12 6 0 0 0 59 35 6 0 65 71 24 53 53 6 6
24 73 2 0 1 36 43 17 4 48 44 50 66 12 19 4 0 4 15 36 46 14 4 39 58 31 48 33 10 2
15 84 1 0 0 32 59 8 1 64 38 46 76 9 12 5 0 2 2 37 54 7 2 59 71 22 45 26 6 1
21 72 7 0 0 57 43 0 0 71 43 71 93 29 14 7 0 7 0 64 36 0 0 71 64 29 57 50 7 7
18 77 3 1 1 35 43 21 1 45 40 45 63 12 16 6 0 3 11 36 45 17 2 42 56 31 41 29 14 1
9 88 2 1 0 25 65 9 1 68 32 44 71 10 9 2 0 2 3 32 57 9 2 61 69 19 40 24 6 1
21 72 7 0 0 43 57 0 0 79 21 64 79 29 14 7 0 8 8 57 43 0 0 64 57 21 50 50 7 7
26 67 7 0 0 41 43 12 4 47 55 46 67 13 12 4 0 1 9 43 42 12 3 37 58 43 49 25 11 2
22 77 1 0 0 43 48 8 1 59 51 43 75 9 7 2 0 0 3 45 45 9 1 48 70 29 45 18 4 2
22 78 0 0 0 67 33 0 0 56 56 44 89 22 22 0 0 0 0 67 33 0 0 44 67 67 56 33 11 11
16 73 6 0 5 36 45 16 3 48 44 45 61 16 9 4 2 10 12 36 42 15 7 44 49 30 49 14 13 1
15 83 2 0 0 26 64 8 2 66 38 48 72 13 5 1 0 3 7 30 62 6 2 57 68 21 46 11 5 0
17 83 0 0 0 67 33 0 0 83 50 33 100 67 33 0 0 0 17 67 33 0 0 50 67 33 67 67 33 0
17 79 3 0 1 30 38 28 4 51 26 43 64 13 8 3 1 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6 94 0 0 0 11 68 20 1 75 25 38 70 6 5 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6 94 0 0 0 50 50 0 0 83 28 61 89 28 6 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6 91 2 0 1 19 43 32 6 48 31 48 65 7 5 2 1 7 13 17 44 29 10 45 56 25 35 14 9 2
1 99 0 0 0 7 73 19 1 74 20 42 67 4 4 2 0 6 12 7 67 24 2 66 64 15 31 7 3 0
17 83 0 0 0 17 66 17 0 83 33 50 67 0 0 0 0 0 17 33 50 17 0 67 50 17 17 17 17 0
9 86 4 0 1 22 43 30 5 52 26 43 60 13 4 3 1 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
3 96 0 1 0 11 67 21 1 78 21 41 71 4 3 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0


























































































































課題 大 中 小 なし
指







































































１ 127 15 35 50 - 62 37 43 17 3 7 13
２ 137 5 23 72 - 56 20 67 12 1 5 4
専 7 100 0 0 - 57 29 42 29 0 29 0
１ 141 16 33 51 - 58 27 50 22 1 1 6
２ 150 5 25 70 - 54 15 73 11 1 1 1
専 8 100 0 0 - 79 57 43 0 0 0 0
１ 137 18 29 53 - 64 37 47 16 0 1 7
２ 149 7 23 70 - 58 22 67 10 1 1 3
専 11 100 0 0 - 70 40 60 0 0 0 0
１ 116 11 27 62 - 61 32 50 15 3 4 13
２ 133 2 14 84 - 53 14 73 11 2 6 5



































［知的資産の増大］ 当 該領域自体の知的資産 増大への寄与
大 やや大
やや大



































































































































































45 50 3 0 2 32 43 21 4 59 37 49 68 11 5 1 2 7 12 26 41 24 9 47 56 36 41 7 3 2
47 52 1 0 0 19 65 14 2 77 28 38 67 2 2 1 1 5 6 13 66 17 4 64 64 27 32 3 1 0
86 14 0 0 0 50 17 33 0 67 33 33 67 0 0 0 0 29 0 14 29 43 14 50 67 17 17 0 0 0
21 72 5 0 2 23 51 23 3 53 44 39 66 6 4 2 1 1 11 16 50 28 6 42 57 37 42 6 2 2
18 82 0 0 0 12 71 16 1 68 37 32 68 1 2 1 1 1 3 9 70 18 3 57 68 24 34 3 1 0
50 50 0 0 0 38 62 0 0 38 38 25 88 0 0 0 0 0 0 36 38 13 13 43 43 29 43 14 14 0
21 76 2 0 1 32 43 23 2 52 51 48 62 9 6 1 1 1 9 24 42 29 5 46 59 44 41 6 2 2
12 88 0 0 0 15 68 16 1 68 46 40 65 1 2 1 1 2 3 8 73 16 3 52 74 34 35 4 1 0
36 64 0 0 0 36 55 9 0 64 36 27 91 0 0 0 0 0 0 9 73 9 9 40 70 50 30 10 0 0
18 80 0 0 2 31 51 14 4 53 49 46 63 11 5 1 2 5 14 25 50 19 6 42 58 39 45 5 3 2
9 91 0 0 0 12 71 15 2 71 46 37 63 1 2 1 1 5 5 8 73 14 5 55 73 26 38 4 2 0














































































































































なしやや 大 中 あまりなし
あまりなし なし大 やや 大 中
なしあまりなし大 やや 大 中




























ついて最も詳細に調べられている Drosophila から始めるのが有利。○システムバイオロジーの視点が必要。 




























7 薬物の体内動態および標的への作用をシミュレーションする技術による in silico 薬剤開発技術 
○シミュレーションの前にスクリーニング技術の確立が不可欠。○実験的検証と組合せることを想定した限定的シミュレーションが開発され
る。○一部、実用段階にきているが、対象により難易度が全く異なり、汎用の技術とするにはまだまだ努力が必要。○生体内のパタメータ


































































































































33 生体内の任意の位置にある１mm 以下のガン組織の検査技術 













37 １つの細胞を試料として、細胞内の全ての mRNA の種類とコピー数を計測できる装置 
○mRNA 解析の精度と定量性を上げる意義はあると思うが、あえて１細胞にする必要性はすぐないと思うが。基本的に産業化は進んでい
る分野。精度とスループットを改善する。○既存の技術の小型化・高度化というレベルになれば、政府の関与は低くてすむであろうが、経
済的弱者へも成果が還元されるには、やはり公的機関の関与が必要であると考える。○課題 35 がこれをカバーしている。mRNA 以外の
RNA の重要性の方が注目されてきている。 














































○技術は一部実現済。データ不足による精度の向上が必要。○いくつかの基本的代謝やシグナルの Path way を明らかにするのに役立
つと思う。ただし生化学的アプローチも有効。両者の協力が重要。○全遺伝子の機能情報が十分な量入手できるのがいつになるか不確
定なので実現時期はわからない。○技術的特定の分野では実現しているが、検証はまだ時間を要する。 
















































































等、全身を支配する要素との関係で、組織、細胞の変化を捉える必要があると思う。個々のTechnology Platform の連結と、Network（System 
















































































































































































































2010 41 特定の有用な抗体を産生する細胞（クローン）の選択技術〈領域 8〉 
2013 08 原虫感染症（マラリア、トリパノソーマ症、リーシュマニア症、フィラリア症など）に対する有効な治療薬〈領域 1〉 
2013 48 バーチャルリアリティ技術を駆使した遠隔手術システム〈領域 9〉 
2014 05 創薬に向けて、siRNA などを用いて個体レベルで遺伝子発現を直接制御する技術〈領域 1〉 
2014 06 抗体の抗原認識機構解明に基づく人工抗体作製技術〈領域 1〉 
2014 30 臓器移植のための臓器の長期の培養・保存技術〈領域 6〉 
2014 33 生体内の任意の位置にある１mm 以下のガン組織の検査技術〈領域 7〉 
2014 40 高等植物における花芽分化の分子機構の解明〈領域 8〉 
2014 47 バイオインフォマティックスにより、膨大なデータの統合化や相互活用が可能になり、これを利用してネットワーク上
のバーチャルラボで行われるライフサイエンス研究の実施〈領域 9〉 
2014 49 遺伝背景などを踏まえてがんや生活習慣病のリスクを推測できるバイオインフォマティックス〈領域 9〉 
2014 52 DNA 塩基配列情報から種々のゲノム機能を予測する手法〈領域 9〉 
2014 57 植物・微生物を用いた、燃料・バイオプラスチックの量産技術〈領域 10〉 
2014 64 一枚の半導体チップ上に数千～数万の反応容器を集積化して多くの生体反応を同時に検出可能にしたナノチャン
バーアレイ〈領域 11〉 
2015 01 高等動物(ヒト、マウス)の細胞周期を説明する分子機構全容の解明（がんの治療への応用）〈領域 1〉 
2015 04 創薬への応用を目指して、タンパク質の高次構造から、タンパク質－タンパク質間の相互作用、タンパク質と DNA
や RNA との相互作用、タンパク質と合成化合物の相互作用などを含む生物活性を予測する技術〈領域 1〉 
2015 10 花粉症やアトピーなどのアレルギーを引き起こす免疫制御機構や環境要因の解明に基づく、即時型アレルギーの
完全なコントロール技術〈領域 2〉 
2015 28 分化した体細胞から幹細胞を作り出すための初期化技術〈領域 6〉 
2015 34 １分子計測の精度で生体内を分子イメージングできる技術〈領域 7〉 
2015 36 ヒトゲノムの塩基配列解析を一日で完了することができる技術〈領域 7〉 
2015 37 １つの細胞を試料として、細胞内の全ての mRNA の種類とコピー数を計測できる装置〈領域 7〉 
2015 38 20 個以上の糖単位が連なった糖鎖の配列を、分岐やリンケージを含めて自動解析する装置〈領域 7〉 
2015 42 自己の変異細胞成分の処理機構の解明に基づく、慢性関節リューマチなどの自己免疫疾患の制御〈領域 8〉 
2015 54 植物における、低温等の外部情報の受容から形質発現に至る情報伝達の分子機構の解明による、低温耐性や耐
乾性実用化植物の作出技術〈領域 10〉 
2015 55 NOx 等の環境汚染物質を除去可能な遺伝子組換え植物や微生物〈領域 10〉 
2015 56 植物ゲノム技術による、飛躍的に向上した空中の窒素固定能、土壌中のリン酸利用能力等を持つ植物〈領域 10〉 
2015 63 細胞膜に存在するイオンチャンネルのイオン選択機能を模倣した化学センサー技術〈領域 11〉 
2016 07 薬物の体内動態および標的への作用をシミュレーションする技術による in silico 薬剤開発技術〈領域 1〉 
2016 13 生活習慣病のリスクをもたらす主要な SNPs（一塩基変異多型）の解明に基づくテーラーメイド医療〈領域 2〉 
2016 29 幹細胞の分化増殖を制御して機能細胞に誘導し、治療に用いる技術〈領域 6〉 
2016 35 細胞内外での多数の物質間相互作用を観察と同時に対象物を同定し、その物質の分布形状をモニターする技術
〈領域 7〉 
2017 32 生体(管腔臓器)内を自走する診断・治療用マイクロマシン〈領域 7〉 
2017 44 免疫システムの賦活化と抑制のバランスの制御機構の解明〈領域 8〉 
2017 53 食糧増産や環境保全のために、光合成機能を飛躍的に向上させる技術〈領域 10〉 
2017 59 形、大きさ、開花時期など、植物の成長をコントロールする遺伝子基本ネットワークの解明〈領域 10〉 
2018 39 コンピュータを用いて脳の運動関連活動を信号化・伝達することにより、脊髄・末梢神経を介さずに義肢などを随意
的に制御する技術〈領域 8〉 





2019 09 移植の拒絶に関与する免疫機能分子のほとんどが明らかになることによる副作用のない臓器移植技術〈領域 2〉 
2019 22 アルツハイマー病の進行を阻止する技術〈領域 5〉 
2019 27 人に移植する臓器または組織を動物を利用して作成する技術〈領域 6〉 
2019 46 バイオインフォマティックスの応用による、任意の分子認識機能を有するタンパク質の設計法〈領域 9〉 
 341
 実現年 課題 
2019 58 自然環境中の微生物集団の構成を計測し、さらに、集団構成をコントロールすることによる、海洋および陸水の富栄
養化防止の技術〈領域 10〉 
2019 60 物質生産のための最小遺伝子セットをもった細胞形成技術〈領域 10〉 
2019 61 多数の種のゲノム配列研究に基づく、生物のストレス適応能力や代謝能力などの環境適応機構の多様性・進化の
解明〈領域 10〉 
2019 65 生体内で働いている酵素分子の反応をナノスケールで再構成した生物燃料電池〈領域 11〉 
2020 03 マウスに代表される高等動物のある 1 つの種において、受精卵から成体にいたる分化過程の遺伝子転写カスケード
とシグナル伝達カスケードを統合的に解析する技術〈領域 1〉 
2020 12 がんの転移を防ぐ有効な技術〈領域 2〉 
2020 14 がん化に関する複数の環境リスク因子間の関係が明らかになり、がんの有効な予防策が講じられる〈領域 2〉 
2020 23 そううつ病の原因の分子レベルでの解明〈領域 5〉 
2020 31 視覚障害者に視覚を与える人工網膜〈領域 6〉 
2020 50 生物の進化機構の解明をめざす実証試験〈領域 9〉 





2022 24 統合失調症の原因の分子レベルでの解明〈領域 5〉 
2022 45 発生や内分泌系、免疫系に及ぼす無重力の影響の解明〈領域 8〉 
2023 15 遺伝病などの原因となる異常遺伝子を個体レベルで修復する技術〈領域 2〉 
2024 18 幼若脳が成熟脳に比べて、損傷に対する代償能や可塑性がはるかに大きい理由の細胞－分子レベルでの解明
〈領域 3〉 
2024 21 左、右大脳半球に機能的な非対称性が生ずる機構の解明〈領域 4〉 
2025 20 怒り、攻撃など情動行動の発現調整機構の解明〈領域 4〉 
2026 17 記憶とシナプス可塑性の関係の解明〈領域 3〉 
2026 25 細胞の膜輸送、物質変換、エネルギー変換などの機能を代替する人工細胞の合成技術〈領域 6〉 
2028 16 神経回路網の形成メカニズムのほぼ全貌の分子レベルでの解明〈領域 3〉 





 ３．１１．２． 社会的適用予測時期 
実現年 課題 
2015 41 特定の有用な抗体を産生する細胞（クローン）の選択技術〈領域 8〉 
2022 08 原虫感染症（マラリア、トリパノソーマ症、リーシュマニア症、フィラリア症など）に対する有効な治療薬〈領域 1〉 
2022 48 バーチャルリアリティ技術を駆使した遠隔手術システム〈領域 9〉 
2022 52 DNA 塩基配列情報から種々のゲノム機能を予測する手法〈領域 9〉 
2023 33 生体内の任意の位置にある１mm 以下のガン組織の検査技術〈領域 7〉 
2023 47 バイオインフォマティックスにより、膨大なデータの統合化や相互活用が可能になり、これを利用してネットワーク上
のバーチャルラボで行われるライフサイエンス研究の実施〈領域 9〉 
2023 49 遺伝背景などを踏まえてがんや生活習慣病のリスクを推測できるバイオインフォマティックス〈領域 9〉 
2023 64 一枚の半導体チップ上に数千～数万の反応容器を集積化して多くの生体反応を同時に検出可能にしたナノチャン
バーアレイ〈領域 11〉 
2024 06 抗体の抗原認識機構解明に基づく人工抗体作製技術〈領域 1〉 
2024 30 臓器移植のための臓器の長期の培養・保存技術〈領域 6〉 
2024 57 植物・微生物を用いた、燃料・バイオプラスチックの量産技術〈領域 10〉 
2025 34 １分子計測の精度で生体内を分子イメージングできる技術〈領域 7〉 
2025 38 20 個以上の糖単位が連なった糖鎖の配列を、分岐やリンケージを含めて自動解析する装置〈領域 7〉 
2026 04 創薬への応用を目指して、タンパク質の高次構造から、タンパク質－タンパク質間の相互作用、タンパク質と DNA
や RNA との相互作用、タンパク質と合成化合物の相互作用などを含む生物活性を予測する技術〈領域 1〉 
2026 05 創薬に向けて、siRNA などを用いて個体レベルで遺伝子発現を直接制御する技術〈領域 1〉 
2026 36 ヒトゲノムの塩基配列解析を一日で完了することができる技術〈領域 7〉 
2026 37 １つの細胞を試料として、細胞内の全ての mRNA の種類とコピー数を計測できる装置〈領域 7〉 
2026 42 自己の変異細胞成分の処理機構の解明に基づく、慢性関節リューマチなどの自己免疫疾患の制御〈領域 8〉 
2026 63 細胞膜に存在するイオンチャンネルのイオン選択機能を模倣した化学センサー技術〈領域 11〉 
2027 07 薬物の体内動態および標的への作用をシミュレーションする技術による in silico 薬剤開発技術〈領域 1〉 
2027 10 花粉症やアトピーなどのアレルギーを引き起こす免疫制御機構や環境要因の解明に基づく、即時型アレルギーの
完全なコントロール技術〈領域 2〉 
2027 13 生活習慣病のリスクをもたらす主要な SNPs（一塩基変異多型）の解明に基づくテーラーメイド医療〈領域 2〉 
2027 54 植物における、低温等の外部情報の受容から形質発現に至る情報伝達の分子機構の解明による、低温耐性や耐
乾性実用化植物の作出技術〈領域 10〉 
2027 55 NOx 等の環境汚染物質を除去可能な遺伝子組換え植物や微生物〈領域 10〉 
2027 56 植物ゲノム技術による、飛躍的に向上した空中の窒素固定能、土壌中のリン酸利用能力等を持つ植物〈領域 10〉 
2028 32 生体(管腔臓器)内を自走する診断・治療用マイクロマシン〈領域 7〉 
2028 35 細胞内外での多数の物質間相互作用を観察と同時に対象物を同定し、その物質の分布形状をモニターする技術
〈領域 7〉 
2028 53 食糧増産や環境保全のために、光合成機能を飛躍的に向上させる技術〈領域 10〉 
2029 28 分化した体細胞から幹細胞を作り出すための初期化技術〈領域 6〉 
2029 29 幹細胞の分化増殖を制御して機能細胞に誘導し、治療に用いる技術〈領域 6〉 
2029 39 コンピュータを用いて脳の運動関連活動を信号化・伝達することにより、脊髄・末梢神経を介さずに義肢などを随意
的に制御する技術〈領域 8〉 
2029 46 バイオインフォマティックスの応用による、任意の分子認識機能を有するタンパク質の設計法〈領域 9〉 
2030 09 移植の拒絶に関与する免疫機能分子のほとんどが明らかになることによる副作用のない臓器移植技術〈領域 2〉 
2030 12 がんの転移を防ぐ有効な技術〈領域 2〉 
2030 14 がん化に関する複数の環境リスク因子間の関係が明らかになり、がんの有効な予防策が講じられる〈領域 2〉 
2030 22 アルツハイマー病の進行を阻止する技術〈領域 5〉 





2030 65 生体内で働いている酵素分子の反応をナノスケールで再構成した生物燃料電池〈領域 11〉 
2031 02 アポトーシスの分子機構の解明に基づき、生体内の特定細胞を自由に生存させたり除去したりする技術（癌、生体
恒常性維持不全に基づく疾患の治療薬への応用）〈領域 1〉 
2031 26 ヒトの細胞、組織を組み込んだ人工臓器(人工すい臓、人工腎臓、人工肝臓等)〈領域 6〉 
2031 31 視覚障害者に視覚を与える人工網膜〈領域 6〉 
2031 60 物質生産のための最小遺伝子セットをもった細胞形成技術〈領域 10〉 
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 実現年 課題 
2032 11 細胞がん化におけるシグナル伝達を制御して、がん細胞を正しい分化の方向に誘導して正常化させる治療法〈領
域 2〉 
2033 15 遺伝病などの原因となる異常遺伝子を個体レベルで修復する技術〈領域 2〉 
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  我が国の画像診断能力（内視鏡、CT、MRI、PET など）は質量ともに世界のトップレベルにあるが、患者が病
院を訪れなければその威力は発揮しようがない。前立腺がんの PSA の如く、検診の血液検査のみで早期診断
が可能になれば、治療成績は飛躍的に向上するであろう。血中のがん関連微量物質を増幅して検出する技術




























































































































































































































４．１．５． IT の医療への応用 
 


























これまでも内視鏡、CT や MRI などの新しい診断装置の出現は、これまで診断が不可能であった疾患を描出
することを可能にした。しかし今後は、形態診断から機能診断への時代の変遷が指摘されており、現在すでに




















































































































































































































































































































R1 発送 R1 回収 回収率 R2 発送 R2 回収 回収率 
306 人 152 人 50％ 152 人 119 人 78% 
 
男 ９６人 会社員 １人 大 7.0 ％
女 １８人 大学教職員 １０１人 中 19.4 ％
性 
別 
無回答 ５人 公的機関職員 ５人 小 73.6 ％
20 代 なし 団体職員 ３人
30 代 ２人 その他 ８人











50 代 ６６人 研究開発従事 ５２人
60 代 ２２人 上記以外 ６６人
















１．情報・通信 69.4% １．情報・通信 46.6%
２．エレクトロニクス 5.9% ２．エレクトロニクス 12.5%
３．ライフサイエンス 84.7% ３．ライフサイエンス 78.4%
４．保健・医療・福祉  ４．保健・医療・福祉  
５．農林水産・食品 14.1% ５．農林水産・食品 14.8%
６．フロンティア 0.0% ６．フロンティア 4.5%
７．エネルギー・資源 2.4% ７．エネルギー・資源 8.0%
８．環境 18.8% ８．環境 43.2%
９．ナノテクノロジー・材料 27.1% ９．ナノテクノロジー・材料 33.0%
10．製造 0.0% 10．製造 0.0%
11．産業基盤 3.5% 11．産業基盤 1.1%
12．社会基盤 3.5% 12．社会基盤 5.7%
13．社会技術 65.9% 13．社会技術 46.6%
今後５ ～１ ０ 年に融合・ 連携を積極的に進めるべ き分野
 14．その他 0.0%





























健康の増進           
発 症 機 構 の
解明 
          
予 防 法 の 水
準の向上 
          
検査・診断法 
の 水 準 の 向
上 
          
治療法の 
水準の向上 
          
機能回復・補
助 水 準 の 向
上 
          
総合化 
（システム化） 




          
 
表４．４－２ 「保健・医療・福祉」分野の領域 










































































































































































個別医療  6.9  6.4  6.0  6.5  6.7  6.6
生体防御機構の解明と治療への応用  6.5  6.3  6.1  6.1  6.9  6.9
QOL向上を目指した生体機能回復およ
びその支援
 6.6  6.6  6.7  6.8  7.0  7.2
ITの医療への応用  6.6  6.8  7.0  7.1  6.9  6.9
人中心の医療と療養支援システムの
構築
 5.1  5.0  4.9  5.1  6.7  6.9
予防医療  6.0  5.9  5.8  6.0  7.2  7.2
新興・再興感染症対策  6.2  6.3  6.0  6.1  7.6  7.4
高齢化社会に向けた医療・福祉  6.1  6.2  6.5  6.8  7.5  7.6































個別医療  7.4  7.2  6.8  7.2  7.6  7.6
生体防御機構の解明と治療への応用  7.1  6.9  6.7  6.9  7.5  7.4
QOL向上を目指した生体機能回復およ
びその支援
 7.1  7.1  7.2  7.4  7.6  7.8
ITの医療への応用  7.3  7.3  7.4  7.5  7.4  7.4
人中心の医療と療養支援システムの構
築
 5.5  5.5  5.5  5.7  7.2  7.5
予防医療  6.8  6.7  6.8  6.8  7.8  7.8
新興・再興感染症対策  6.9  6.9  6.9  6.9  8.1  7.8
高齢化社会に向けた医療・福祉  6.7  6.9  7.0  7.3  8.2  8.4








































個別医療  0.5  0.8  0.8  0.6  0.8  0.9
生体防御機構の解明と治療への応用  0.7  0.6  0.7  0.8  0.6  0.5
QOL向上を目指した生体機能回復およ
びその支援
 0.5  0.5  0.5  0.6  0.6  0.6
ITの医療への応用  0.7  0.4  0.4  0.4  0.5  0.5
人中心の医療と療養支援システムの構
築
 0.4  0.5  0.6  0.5  0.5  0.6
予防医療  0.8  0.8  0.9  0.8  0.6  0.6
新興・再興感染症対策  0.6  0.6  0.8  0.9  0.5  0.4
高齢化社会に向けた医療・福祉  0.6  0.7  0.5  0.5  0.7  0.8








































個別医療  3.2  4.4  7.8
生体防御機構の解明と治療への応用  3.0  4.5  7.7
QOL向上を目指した生体機能回復およ
びその支援
 3.3  4.7  7.9
ITの医療への応用  4.0  5.2  8.0
人中心の医療と療養支援システムの
構築
 2.7  3.0  7.3
予防医療  3.3  4.3  7.8
新興・再興感染症対策  3.0  3.9  7.7



































個別医療  2.7  3.9  8.0
生体防御機構の解明と治療への応
用
 2.8  4.3  8.0
QOL向上を目指した生体機能回復
およびその支援
 3.0  4.4  8.1
ITの医療への応用  3.1  4.6  8.0
人中心の医療と療養支援システム
の構築
 2.7  2.9  7.3
予防医療  2.8  3.9  7.8
新興・再興感染症対策  2.6  3.6  7.6


























1 03 動脈硬化の発症機構の解明 92.0 2015 ― 個別医療 
2 02 がん化の機構の解明に基づく治療への応用 89.4 2021 2028 個別医療 
3 01 がんの転移機構の解明 85.7 2018 ― 個別医療 
4 
30 院内感染を克服する予防技術 
84.6 2011 2018 
生体防御機構の解明と治
療への応用 
5 71 感染症の薬剤耐性克服法 83.2 2014 2022 新興・再興感染症対策 
6 
77 アルツハイマー病の根治薬 
81.7 2019 2029 
高齢化社会に向けた医
療・福祉 












77.1 2018 2026 個別医療 
11 
22 ウイルス性肝疾患を治癒させる薬 
76.1 2014 2022 
生体防御機構の解明と治
療への応用 





75.0 2009 2013 IT の医療への応用 











71.8 2015 2023 
生体防御機構の解明と治
療への応用 
17 56 う歯、歯周炎の予防・治療法 71.6 2011 2017 予防医療 


















































































領域 06-10 11-15 16-20 21-25 26-30 31-35 36- 
個別医療  11 6 1    
生体防御機構の解明と治療への応用  8 3 1    
QOL 向上を目指した生体機能回復およびその支援  4 4 3    
IT の医療への応用 1 1 2     
人中心の医療と療養支援システムの構築  2 2     
予防医療  7 1 1    
新興・再興感染症対策  5 1     













12動脈硬化病巣の局所治療が可能な遺伝子治療法 6.9 2015 個別医療 
71感染症の薬剤耐性克服法 6.6 2014 新興・再興感染症対策 
77アルツハイマー病の根治薬 6.0 2019 
高齢化社会に向けた医
療・福祉 
06糖尿病の遺伝子治療法 5.3 2018 個別医療 
17がん冬眠療法(がんの発育を遅らせがんと共存する時間を長く
することを目標にする新しい発想の治療法) 









48統合失調症を完治させる治療法 26.8 2020 
人中心の医療と療養支
援システムの構築 
49ADHD（注意欠陥・多動性障害）の原因の解明 21.1 2017 
人中心の医療と療養支
援システムの構築 
20自己免疫疾患を治癒させる治療法 18.3 2018 
生体防御機構の解明と
治療への応用 
25宇宙環境における生体の変化に関する機構の解明 17.6 2022 
生体防御機構の解明と
治療への応用 




















































個別医療 4.7 94.7 0.3 0.2 0.1 
生体防御機構の解明と治療への応用 2.9 96.2 0.4 0.4 0.1 
QOL向上を目指した生体機能回復および
その支援
10.8 88.3 0.6 0.3 0.0 
ITの医療への応用 16.9 81.9 0.3 0.0 0.9 
人中心の医療と療養支援システムの構築 1.2 96.1 2.4 0.3 0.0 
予防医療 3.1 96.0 0.3 0.0 0.6 
新興・再興感染症対策 5.2 91.0 2.1 1.7 0.0 
高齢化社会に向けた医療・福祉 8.4 90.8 0.6 0.0 0.1 




















29.3 2014 2022 個別医療 
43 マイクロマシンを用いた全消化管の治療技術 28.1 2014 2022 IT の医療への応用 





23.3 2009 2013 IT の医療への応用 
63 ニコチン依存などの依存症の治療薬 0.0 2012 2019 予防医療 
21 臓器、組織の移植における拒絶反応の早期診断法 0.0 2014 2021 
生体防御機構の解明と治
療への応用 
61 ゲノムによる疾病の易罹患性診断法 0.0 2014 2022 予防医療 
64 肥満を効果的に改善する薬物 0.0 2014 2021 予防医療 
66 HIV 感染を根治させる治療法 0.0 2014 2021 新興・再興感染症対策 
08 家族性高コレステロール血症の遺伝子治療法 0.0 2016 2024 個別医療 
49 ADHD（注意欠陥・多動性障害）の原因の解明 0.0 2017 ― 
人中心の医療と療養支援
システムの構築 
10 がんに対する遺伝子治療法 0.0 2018 2029 個別医療 




48 統合失調症を完治させる治療法 0.0 2020 2028 
人中心の医療と療養支援
システムの構築 
57 重度遺伝性疾患の発症予防システム 0.0 2020 2030 予防医療 
02 がん化の機構の解明に基づく治療への応用 0.0 2021 2028 個別医療 
62 がんを効果的に予防する化学予防薬 
（chemopreventive drugs） 
0.0 2021 2030 予防医療 
75 個体の老化機構の解明 0.0 2021 ― 
高齢化社会に向けた医
療・福祉 
25 宇宙環境における生体の変化に関する機構の解明 0.0 2022 ― 
生体防御機構の解明と治
療への応用 

















































個別医療 18.7 63.6 15.8 1.8 
生体防御機構の解明と治療への
応用
19.5 66.3 13.7 0.5 
QOL向上を目指した生体機能回復
およびその支援
13.1 76.2 9.4 1.3 
ITの医療への応用 25.2 61.1 12.7 0.9 
人中心の医療と療養支援システ
ムの構築
10.9 70.4 17.0 1.6 
予防医療 13.8 67.3 17.2 1.7 
新興・再興感染症対策 36.2 53.5 10.0 0.2 
高齢化社会に向けた医療・福祉 16.9 65.0 16.6 1.6 
















66.2 2014 2022 新興・再興感染症対策 
02 がん化の機構の解明に基づく治療への応用 62.8 2021 2028 個別医療 
70 家禽類における高病原性鳥インフルエンザの人へ
の感染の予防・治療法 
57.6 2013 2020 新興・再興感染症対策 
42 個人のすべての検査結果、病歴、投薬等の医療情
報をカード１枚に蓄積し、利用できるシステム 
56.7 2009 2013 IT の医療への応用 















4.8 2015 2024 個別医療 
08 家族性高コレステロール血症の遺伝子治療法 4.5 2016 2024 個別医療 
































































個別医療 43.8 25.8 23.9 71.1 3.4 5.8 1.1 0.3
生体防御機構の解明と治療への応用 59.4 19.5 21.6 69.8 5.3 1.2 1.1 0.0
QOL向上を目指した生体機能回復およびその
支援
48.8 40.9 26.1 68.1 5.4 4.1 1.2 0.0
ITの医療への応用 38.9 61.0 24.3 65.6 3.9 8.9 4.9 0.0
人中心の医療と療養支援システムの構築 68.5 13.3 28.0 71.5 3.9 2.1 0.5 0.0
予防医療 54.0 24.6 22.0 71.3 5.5 4.2 2.5 0.7
新興・再興感染症対策 51.1 37.6 25.5 73.7 9.7 1.7 2.0 0.5
高齢化社会に向けた医療・福祉 49.5 32.4 31.0 73.7 3.5 2.9 0.6 0.0






















30 院内感染を克服する予防技術 81.9 2011 2018 
生体防御機構の解明と治
療への応用 




46 精神的ストレスの定量化技術 72.4 2014 2021 
人中心の医療と療養支援
システムの構築 
58 早産の防止技術 71.7 2013 2020 予防医療 











73.9 2009 2013 IT の医療への応用 




15 ドラッグデリバリーシステム（DDS） 64.8 2013 2020 個別医療 
45 全身のほとんどすべての疾患を検出できる画像診断
装置 
64.5 2016 2024 IT の医療への応用 










66 HIV 感染を根治させる治療法 85.3 2014 2021 新興・再興感染症対策 





81.4 2015 2024 
生体防御機構の解明と治
療への応用 
09 がんに有効な免疫学的治療法 81.3 2015 2023 個別医療 
























































領域 06-10 11-15 16-20 21-25 26-30 31-35 36- 
個別医療   1 10 5   
生体防御機構の解明と治療への応用   1 10    
QOL 向上を目指した生体機能回復およびその支
援 
   4 4 3  
IT の医療への応用  1  3    
人中心の医療と療養支援システムの構築  5  2 1   
予防医療  1 6 2 2   
新興・再興感染症対策   1 4 1   














12 動脈硬化病巣の局所治療が可能な遺伝子治療法 7.1 2024 個別医療 
06 糖尿病の遺伝子治療法 5.3 2027 個別医療 
08 家族性高コレステロール血症の遺伝子治療法 4.5 2024 個別医療 















48 統合失調症を完治させる治療法 29.6 2028 
人中心の医療と療養支援
システムの構築 
76 神経変性疾患発症予防法 21.9 2030 
高齢化社会に向けた医
療・福祉 
19 自己免疫疾患の発症予防法 18.6 2024 
生体防御機構の解明と治
療への応用 
20 自己免疫疾患を治癒させる治療法 17.6 2025 
生体防御機構の解明と治
療への応用 
























































個別医療 15.5 63.9 17.7 2.8 
生体防御機構の解明と治療への応用 18.7 65.4 15.4 0.5 
QOL向上を目指した生体機能回復およ
びその支援
14.9 74.0 10.2 1.0 
ITの医療への応用 27.3 56.8 14.9 1.0 
人中心の医療と療養支援システムの構
築
27.3 55.8 15.6 1.3 
予防医療 19.0 64.4 15.1 1.5 
新興・再興感染症対策 36.4 52.7 9.9 0.9 
高齢化社会に向けた医療・福祉 17.2 63.5 17.2 2.1 














64.7 2014 2022 新興・再興感染症対策 
51 障害者の生活を格段に拡大させるための社会基盤
の整備 
64.5 ― 2015 
人中心の医療と療養支援
システムの構築 
59 医療経済評価の標準化とその普及 61.4 ― 2014 予防医療 
42 個人のすべての検査結果、病歴、投薬等の医療情
報をカード１枚に蓄積し、利用できるシステム 
60.7 2009 2013 IT の医療への応用 

















5.9 2015 2024 個別医療 





5.1 2018 2026 個別医療 



































































個別医療 48.8 41.9 10.5 53.7 16.0 1.8 0.2
生体防御機構の解明と治療への応用 59.7 33.5 6.7 64.9 8.2 2.3 0.3
QOL向上を目指した生体機能回復およびその
支援
47.8 45.0 12.8 70.6 9.9 2.3 0.1
ITの医療への応用 37.0 65.8 17.9 55.0 13.1 9.6 1.5
人中心の医療と療養支援システムの構築 78.9 20.9 8.3 55.7 12.6 4.8 0.5
予防医療 59.7 38.7 10.1 57.9 9.3 5.1 1.0
新興・再興感染症対策 59.7 52.4 10.5 60.4 5.0 5.1 1.3
高齢化社会に向けた医療・福祉 47.2 46.3 13.3 65.1 9.8 3.2 0.0












































43 マイクロマシンを用いた全消化管の治療技術 71.0 2014 2022 IT の医療への応用 
15 ドラッグデリバリーシステム（DDS） 69.6 2013 2020 個別医療 
42 個人のすべての検査結果、病歴、投薬等の医療情報
をカード１枚に蓄積し、利用できるシステム 
69.3 2009 2013 IT の医療への応用 


















76 神経変性疾患発症予防法 80.6 2020 2030 
高齢化社会に向けた医
療・福祉 
77 アルツハイマー病の根治薬 79.4 2019 2029 
高齢化社会に向けた医
療・福祉 
























































10 がんに対する遺伝子治療法 2018 2029 11 個別医療 

















57 重度遺伝性疾患の発症予防システム 2020 2030 10 予防医療 
76 神経変性疾患発症予防法 2020 2030 10 
高齢化社会に向けた医
療・福祉 
77 アルツハイマー病の根治薬 2019 2029 10 
高齢化社会に向けた医
療・福祉 
55 老人性骨粗鬆症の予防法 2013 2019 6 予防医療 




2013 2019 6 予防医療 








































  今回 前回  
01 がんの転移機構の解明 85.7/2018 87.3/2014 05 がんの転移の機構が解明される。 











06 糖尿病の遺伝子治療法 65.8/2018 62.0/2016 33 糖尿病の遺伝子治療法が開発される。 






09 がんに有効な免疫学的治療法 75.6/2023 64.6/2018
43 がんに有効な免疫学的治療法が普及す
る。 














































  今回 前回  
32 完全埋込型人工腎臓技術 60.7/2032 58.4/2019 60 完全埋込型人工腎臓が実用化される。 



















46 精神的ストレスの定量化技術 58.5/2014 52.8/2013 01 精神的ストレスの定量化が可能になる。 
48 統合失調症を完治させる治療法 58.6/2020 59.2/2025
47 精神分裂病を完治させる治療法が開発さ
れる。 
66 HIV 感染を根治させる治療法 67.3/2014 59.5/2015
28 HIV 感染を根治させる治療法が実用化さ
れる。 
67 プリオン病の治療法 53.6/2019 43.2/2019 35 プリオン病の治療法が開発される。 
72 生物学的年齢を定量的に把握する方法 45.5/2014 45.4/2013
02 生物学的年齢を定量的に把握する方法
が実用化される。 
73 埋込み式排尿制御装置 51.3/2014 48.9/2015 68 埋込み式排尿制御装置が実用化される。





領域１ 個別医療 （個人毎の医療） 
１．領域に関する設問
①当該領域に関する専門度 ②現時点における効果







［知的資産の増大］ 当 該領域自体の知的資産 増大への寄与
大 やや大
やや大






























課題 大 中 小 なし
指







































































１ 101 19 24 57 - 79 61 34 4 1 3 11
２ 82 12 24 64 - 86 72 27 1 0 1 7
専 10 100 0 0 - 100 100 0 0 0 0 0
１ 103 22 26 52 - 83 68 29 2 1 3 12
２ 80 15 24 61 - 89 80 19 1 0 1 9
専 12 100 0 0 - 96 92 8 0 0 0 0
１ 105 21 30 49 - 82 65 33 1 1 0 11
２ 91 13 24 63 - 92 85 14 0 1 2 7
専 12 100 0 0 - 100 100 0 0 0 8 8
１ 105 14 31 55 - 71 48 41 11 0 9 15
２ 84 8 27 65 - 77 58 36 5 1 2 13
専 7 100 0 0 - 100 100 0 0 0 14 0
１ 76 7 26 67 - 57 25 53 22 0 3 15
２ 72 7 14 79 - 51 14 62 24 0 0 13
専 5 100 0 0 - 80 60 40 0 0 0 0
１ 88 7 27 66 - 72 45 52 2 1 2 17
２ 77 3 19 78 - 66 36 58 3 3 5 12
専 2 100 0 0 - 100 100 0 0 0 0 0
１ 84 6 23 71 - 69 45 43 12 0 4 17
２ 81 0 19 81 - 67 37 57 6 0 2 16
専 100 0 0 - 0 100 0 0 0 0 0
１ 81 5 26 69 - 47 17 43 36 4 0 20
２ 68 3 22 75 - 42 7 50 40 3 4 15
専 2 100 0 0 - 50 0 100 0 0 0 50
１ 96 21 25 54 - 70 47 43 9 1 3 14
２ 78 13 29 58 - 76 52 47 1 0 0 12








































































なしやや 大 中 あまりなし
あまりなし なし大 やや 大 中
なしあまりなし大 やや 大 中










































































































































3 96 1 0 0 47 35 16 2 52 33 35 66 19 8 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
1 99 0 0 0 52 41 6 1 65 15 18 74 4 5 1 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
10 90 0 0 0 90 10 0 0 70 20 20 80 10 20 10 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
1 99 0 0 0 51 36 13 0 52 41 38 67 17 10 1 0 5 13 47 34 17 2 53 44 24 41 31 10 1
0 100 0 0 0 63 32 4 1 66 24 22 74 1 8 1 0 0 10 57 36 4 3 73 41 11 38 23 3 0
0 100 0 0 0 75 25 0 0 83 33 17 83 0 17 8 0 0 8 75 25 0 0 92 42 25 58 25 8 0
11 87 2 0 0 43 47 10 0 46 35 39 72 13 9 0 1 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
2 97 1 0 0 31 64 4 1 54 20 31 74 2 6 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 92 8 0 0 33 67 0 0 25 17 17 92 0 8 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
15 83 2 0 0 28 49 16 7 40 35 41 60 16 8 3 0 4 23 29 40 22 9 42 35 26 45 25 9 0
5 95 0 0 0 14 71 13 2 46 28 26 71 4 5 1 0 2 13 14 72 9 5 52 36 19 49 16 4 0
0 100 0 0 0 29 57 14 0 43 43 14 71 14 29 14 0 14 0 33 50 0 17 60 60 20 60 20 20 0
15 80 4 0 1 22 40 33 5 46 34 32 62 16 3 0 0 6 18 16 42 33 9 48 34 14 47 20 2 0
9 90 0 1 0 7 71 21 1 53 16 16 66 3 1 0 0 0 13 7 69 24 0 56 28 7 44 12 0 1
20 60 0 20 0 0 60 40 0 80 20 20 80 0 0 0 0 0 0 20 80 0 0 60 40 20 40 40 0 0
5 93 2 0 0 34 51 15 0 43 35 40 66 12 13 1 0 1 22 27 47 22 4 41 38 19 47 26 12 3
1 98 0 0 1 20 69 8 3 53 26 26 73 3 8 1 0 5 11 15 74 8 3 57 38 14 57 19 1 0
0 100 0 0 0 0 100 0 0 50 0 50 100 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 100 100 0 0 0 0 0
7 89 4 0 0 18 40 33 9 28 38 35 60 11 15 0 0 4 20 14 38 38 10 38 35 21 45 23 1 0
4 95 1 0 0 10 68 22 0 27 37 20 67 3 3 0 0 1 15 10 61 28 1 34 46 7 62 13 0 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
4 95 1 0 0 11 47 39 3 30 27 37 63 11 14 3 0 0 21 11 38 38 13 39 34 18 42 29 10 2
0 100 0 0 0 6 54 36 4 34 13 22 69 3 6 0 2 5 12 5 54 35 6 34 33 5 59 23 0 0
0 100 0 0 0 0 50 50 0 100 50 50 50 0 0 0 0 0 50 0 50 50 0 100 50 0 50 100 0 0
14 83 3 0 0 26 44 27 3 40 27 41 70 14 13 0 0 2 15 24 42 26 8 47 38 20 48 30 1 1
6 94 0 0 0 19 70 11 0 47 13 31 81 5 7 1 0 0 13 17 73 9 1 56 32 11 63 19 3 0
























































































































課題 大 中 小 なし
指







































































１ 94 18 23 59 - 65 40 46 10 4 6 14
２ 78 10 22 68 - 61 31 54 12 3 4 17
専 8 100 0 0 - 78 62 25 13 0 13 13
１ 80 8 30 62 - 53 17 61 21 1 0 10
２ 76 5 18 77 - 48 4 78 18 0 0 13
専 4 100 0 0 - 83 67 33 0 0 0 33
１ 79 11 34 55 - 60 30 54 12 4 5 13
２ 72 10 14 76 - 52 13 74 10 3 7 10
専 7 100 0 0 - 64 29 71 0 0 0 29
１ 86 16 29 55 - 68 44 41 15 0 1 11
２ 73 11 21 68 - 64 35 51 14 0 0 7
専 8 100 0 0 - 78 62 25 13 0 0 0
１ 81 16 27 57 - 61 34 43 23 0 0 13
２ 71 11 18 71 - 56 21 62 17 0 0 11
専 8 100 0 0 - 75 50 50 0 0 0 13
１ 85 9 28 63 - 61 30 54 16 0 0 11
２ 73 10 19 71 - 53 10 82 8 0 0 10
専 7 100 0 0 - 64 29 71 0 0 0 14
１ 88 26 24 50 - 74 54 35 10 1 0 13
２ 80 15 19 66 - 80 64 30 6 0 0 8
専 12 100 0 0 - 92 83 17 0 0 0 0
１ 73 12 22 66 - 59 33 41 22 4 1 17
２ 66 5 8 87 - 55 21 57 20 2 5 14
専 3 100 0 0 - 83 67 33 0 0 0 0
１ 80 23 25 52 - 68 41 49 9 1 1 14
２ 72 10 24 66 - 61 26 66 8 0 1 6















































































































































































4 95 1 0 0 23 56 20 1 40 29 43 65 20 15 6 0 5 18 24 53 19 4 48 34 19 45 34 13 0
0 100 0 0 0 12 74 11 3 47 12 28 72 5 7 1 1 4 18 15 72 9 4 58 26 9 54 30 3 1
0 100 0 0 0 25 62 13 0 88 13 25 63 13 13 13 13 13 13 38 49 13 0 63 38 13 63 25 13 13
36 61 3 0 0 16 47 33 4 28 44 31 63 8 7 1 0 0 14 14 46 32 8 33 55 24 42 20 3 0
29 71 0 0 0 4 68 28 0 24 41 16 65 1 3 0 1 1 14 5 63 32 0 24 60 14 47 13 1 0
33 67 0 0 0 33 67 0 0 100 33 33 33 0 0 0 0 33 33 33 67 0 0 33 33 33 100 33 0 0
10 90 0 0 0 12 62 23 3 29 30 37 69 11 14 6 0 4 14 16 56 24 4 38 32 15 48 32 11 0
3 97 0 0 0 8 73 13 6 31 28 25 72 3 12 3 0 7 9 9 72 13 6 41 33 8 70 19 3 0
0 100 0 0 0 29 57 14 0 57 29 29 57 0 0 14 0 0 29 17 83 0 0 17 33 0 83 17 17 0
10 90 0 0 0 20 40 35 5 31 41 40 63 18 12 0 0 2 13 22 44 28 6 43 42 24 39 19 4 0
7 93 0 0 0 13 62 24 1 24 39 24 70 4 6 1 0 1 7 14 57 25 4 49 54 10 48 12 3 0
0 100 0 0 0 13 49 38 0 25 25 25 88 13 13 13 0 13 0 37 25 25 13 71 29 43 57 14 14 0
7 88 5 0 0 21 44 31 4 31 36 39 59 16 15 4 0 0 13 19 49 26 6 42 49 17 42 20 4 0
1 99 0 0 0 14 62 23 1 30 36 35 64 3 4 1 0 0 13 13 63 20 4 46 63 12 45 6 2 0
0 100 0 0 0 25 50 25 0 50 38 38 75 25 13 13 0 0 13 25 37 25 13 57 43 43 57 14 14 0
15 81 4 0 0 16 47 35 2 26 46 27 54 12 14 3 1 0 14 21 46 29 4 28 46 20 35 27 8 0
7 92 1 0 0 7 74 18 1 20 65 15 62 4 8 1 0 0 10 10 69 20 1 19 70 12 46 17 1 0
29 71 0 0 0 28 29 29 14 33 83 17 67 33 17 17 0 0 14 29 43 14 14 17 50 33 33 67 17 0
7 91 2 0 0 30 44 24 2 46 34 43 61 18 14 0 0 1 14 30 37 28 5 54 39 18 46 30 4 0
3 96 1 0 0 29 52 18 1 56 23 29 72 4 8 3 0 0 9 27 55 17 1 61 32 15 61 17 3 0
8 92 0 0 0 33 59 8 0 67 17 8 75 17 8 0 0 0 8 33 50 17 0 50 8 8 75 0 0 0
8 87 3 0 2 16 49 29 6 38 28 32 55 15 9 2 0 4 15 16 43 31 10 51 38 13 39 15 2 0
3 97 0 0 0 13 66 16 5 56 17 17 78 3 3 2 2 3 16 14 64 17 5 68 37 7 52 7 2 0
0 100 0 0 0 67 33 0 0 100 67 33 67 33 33 33 0 0 0 33 67 0 0 100 67 33 67 33 33 0
7 92 1 0 0 32 50 17 1 44 31 43 68 15 11 1 0 0 18 31 44 22 3 49 42 12 53 22 8 0
4 95 0 1 0 16 74 10 0 54 13 28 77 4 4 0 0 0 8 14 73 13 0 52 43 7 65 10 0 0
















































































































領域２ 生体防御機構の解明と治療への応用 （生命・生体の高次機能） 
１．領域に関する設問
①当該領域に関する専門度 ②現時点における効果







［知的資産の増大］ 当 該領域自体の知的資産 増大への寄与
大 やや大
やや大






























課題 大 中 小 なし
指







































































１ 75 11 36 53 - 60 28 58 14 0 4 22
２ 72 8 22 70 - 53 11 81 8 0 0 17
専 6 100 0 0 - 58 17 83 0 0 0 17
１ 78 12 31 57 - 64 36 50 14 0 3 21
２ 71 8 27 65 - 56 17 73 10 0 0 18
専 6 100 0 0 - 75 50 50 0 0 0 17
１ 80 10 30 60 - 62 34 46 20 0 0 9
２ 73 3 29 68 - 56 16 74 10 0 0 8
専 2 100 0 0 - 38 0 50 50 0 0 0
１ 72 8 26 66 - 69 46 36 18 0 0 14
２ 70 0 17 83 - 76 56 37 7 0 0 10
専 100 0 0 - 0 100 0 0 0 0 0
１ 74 4 23 73 - 66 42 39 19 0 1 17
２ 71 0 21 79 - 72 49 43 7 1 0 14
専 100 0 0 - 0 100 0 0 0 0 0
１ 80 11 38 51 - 68 44 40 16 0 0 16
２ 74 3 27 70 - 65 36 53 10 1 1 14
専 2 100 0 0 - 100 100 0 0 0 0 0
１ 46 4 15 81 - 44 14 37 44 5 2 23
２ 52 2 4 94 - 33 2 29 67 2 0 18
専 1 100 0 0 - 100 100 0 0 0 0 0
１ 78 6 19 75 - 62 33 50 17 0 0 20
２ 66 3 9 88 - 56 20 66 14 0 0 8
専 2 100 0 0 - 75 50 50 0 0 0 0
１ 75 16 23 61 - 62 36 41 23 0 0 10
２ 69 10 14 76 - 57 19 69 12 0 0 6











































































なしやや 大 中 あまりなし
あまりなし なし大 やや 大 中
なしあまりなし大 やや 大 中










































































































































6 92 2 0 0 19 52 28 1 53 24 34 73 11 6 0 0 3 22 20 42 29 9 47 33 14 52 19 6 0
1 99 0 0 0 10 77 13 0 58 13 24 72 6 3 0 0 0 19 8 74 17 1 57 21 7 74 11 0 0
0 100 0 0 0 17 83 0 0 67 50 50 83 0 17 0 0 0 17 17 66 0 17 60 40 20 100 0 0 0
1 99 0 0 0 23 49 27 1 48 29 32 77 14 14 0 0 1 21 23 39 32 6 48 36 13 54 16 3 0
1 99 0 0 0 13 74 13 0 60 12 21 74 7 0 0 0 0 18 10 72 17 1 60 28 10 74 10 0 0
17 83 0 0 0 20 80 0 0 80 20 20 60 20 0 0 0 0 17 17 83 0 0 67 50 0 83 17 0 0
1 98 0 1 0 16 55 25 4 47 35 29 58 14 15 4 0 0 9 19 44 32 5 41 31 18 53 16 9 0
0 100 0 0 0 11 76 13 0 54 20 17 70 4 4 0 0 0 7 13 69 18 0 56 23 11 67 13 3 0
0 100 0 0 0 0 50 50 0 50 50 100 0 0 0 0 0 0 0 50 0 50 0 100 0 50 100 0 0 0
22 78 0 0 0 32 46 21 1 45 34 27 67 13 10 1 0 0 16 32 35 30 3 46 38 11 46 20 3 0
14 86 0 0 0 32 55 11 2 62 23 15 72 3 0 0 0 0 12 32 51 17 0 54 42 6 69 11 0 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
5 87 6 2 0 25 44 30 1 41 37 30 70 10 4 0 0 0 21 24 35 37 4 46 39 12 49 18 1 0
1 97 0 1 1 24 60 16 0 51 18 18 72 1 0 1 0 0 13 21 54 24 1 51 39 6 66 6 0 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6 92 1 1 0 27 47 26 0 45 42 38 69 20 9 0 0 0 18 26 39 32 3 46 48 27 51 17 0 1
1 99 0 0 0 15 71 14 0 56 27 17 68 3 0 0 0 1 14 11 73 15 1 54 37 10 64 7 1 0
0 100 0 0 0 50 50 0 0 50 50 0 100 0 0 0 0 0 0 50 50 0 0 100 50 0 50 0 0 0
0 96 2 0 2 26 41 28 5 46 32 44 44 34 2 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 98 0 2 0 16 48 32 4 60 19 36 45 19 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 100 0 0 0 100 0 0 0 100 0 0 100 100 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
9 79 12 0 0 30 51 19 0 48 41 37 58 12 7 11 0 1 18 34 44 19 3 57 45 18 39 10 18 0
3 92 3 2 0 21 66 13 0 61 27 23 73 6 0 3 0 0 6 17 73 10 0 67 40 3 49 5 11 0
0 100 0 0 0 50 50 0 0 50 0 0 100 50 0 0 0 0 0 50 50 0 0 50 50 0 50 0 0 0
6 94 0 0 0 25 49 25 1 50 32 39 71 14 14 1 0 0 10 18 50 28 4 45 44 14 56 18 2 0
4 96 0 0 0 16 74 10 0 60 18 24 76 3 6 0 0 0 4 12 78 10 0 58 45 6 66 9 0 0
























































































































課題 大 中 小 なし
指







































































１ 67 18 21 61 - 56 29 37 34 0 0 14
２ 60 12 10 78 - 50 12 63 25 0 0 13
専 7 100 0 0 - 71 43 57 0 0 0 0
１ 69 13 25 62 - 62 34 48 18 0 0 13
２ 68 7 18 75 - 54 13 75 12 0 0 6
専 5 100 0 0 - 90 80 20 0 0 0 0
１ 99 19 26 55 - 74 54 37 9 0 0 14
２ 84 15 21 64 - 85 72 22 6 0 0 6


































































































































































7 93 0 0 0 22 44 32 2 47 30 34 69 14 9 0 0 0 15 19 44 34 3 49 38 15 56 15 2 0
2 98 0 0 0 14 74 12 0 53 14 19 81 3 0 0 0 0 10 12 72 16 0 55 31 3 67 5 0 2
17 83 0 0 0 43 57 0 0 71 29 29 100 14 0 0 0 0 0 29 71 0 0 57 57 29 71 29 0 0
5 95 0 0 0 24 48 27 1 45 35 38 71 12 8 0 0 0 15 18 45 32 5 50 38 20 53 13 2 0
3 97 0 0 0 13 77 10 0 55 18 22 75 3 0 0 0 0 6 11 72 17 0 61 29 6 64 6 0 2
0 100 0 0 0 100 0 0 0 80 60 40 100 20 0 0 0 0 0 40 60 0 0 60 80 40 60 40 0 0
5 93 2 0 0 42 39 16 3 62 39 41 48 11 9 12 1 0 14 45 31 23 1 62 41 18 43 14 19 2
2 97 1 0 0 50 43 7 0 82 27 24 60 4 1 8 0 0 7 59 33 8 0 84 34 4 54 7 10 0
















































































































領域３ QOL 向上を目指した生体機能回復およびその支援 （生体再生・機能回復・支援） 
１．領域に関する設問
①当該領域に関する専門度 ②現時点における効果







［知的資産の増大］ 当 該領域自体の知的資産 増大への寄与
大 やや大
やや大






























課題 大 中 小 なし
指







































































１ 72 15 29 56 - 69 43 48 8 1 0 15
２ 76 4 14 82 - 63 32 59 8 1 1 11
専 3 100 0 0 - 50 34 33 0 33 33 0
１ 53 8 26 66 - 64 35 52 13 0 2 20
２ 56 7 14 79 - 61 25 68 7 0 2 9
専 4 100 0 0 - 75 50 50 0 0 0 0
１ 67 6 27 67 - 67 43 42 15 0 0 12
２ 63 5 17 78 - 67 37 57 6 0 0 6
専 3 100 0 0 - 100 100 0 0 0 0 0
１ 73 8 30 62 - 68 42 47 11 0 1 15
２ 66 5 17 78 - 64 31 65 2 2 2 8
専 3 100 0 0 - 83 67 33 0 0 0 0
１ 77 22 26 52 - 65 34 57 9 0 1 7
２ 69 16 23 61 - 59 22 72 6 0 0 4
専 11 100 0 0 - 64 27 73 0 0 0 0
１ 65 9 25 66 - 52 20 47 33 0 2 17
２ 64 3 17 80 - 50 8 76 16 0 0 10
専 2 100 0 0 - 50 0 100 0 0 0 50
１ 55 5 33 62 - 61 32 47 21 0 2 15
２ 56 2 16 82 - 56 18 69 13 0 4 13
専 1 100 0 0 - 100 100 0 0 0 0 0
１ 58 9 22 69 - 58 30 41 29 0 9 16
２ 57 4 12 84 - 51 9 77 14 0 2 11
専 2 100 0 0 - 100 100 0 0 0 0 0
１ 73 23 27 50 - 60 31 51 17 1 3 13
２ 65 17 26 57 - 53 11 78 11 0 0 13








































































なしやや 大 中 あまりなし
あまりなし なし大 やや 大 中
なしあまりなし大 やや 大 中










































































































































17 79 1 0 3 28 50 22 0 49 29 49 78 22 16 10 0 0 16 30 49 20 1 47 37 24 50 26 16 0
4 96 0 0 0 15 76 8 1 62 21 30 69 6 7 1 0 1 11 16 75 8 1 57 28 8 74 14 1 0
33 67 0 0 0 34 33 0 33 0 0 0 0 0 100 0 0 33 0 34 33 0 33 0 0 0 0 100 0 0
13 87 0 0 0 24 56 20 0 47 43 39 57 18 6 2 0 4 22 24 54 20 2 45 47 35 45 6 4 0
11 89 0 0 0 17 74 9 0 52 35 24 67 11 4 0 0 2 11 11 80 9 0 45 53 15 65 5 2 0
50 50 0 0 0 25 75 0 0 75 50 25 75 0 0 0 0 0 25 25 75 0 0 75 50 50 75 0 25 0
3 91 6 0 0 32 46 19 3 48 43 45 58 17 22 7 0 0 13 24 54 17 5 50 40 28 48 27 7 0
2 98 0 0 0 15 77 8 0 52 41 31 66 5 3 0 0 0 5 13 77 10 0 58 45 13 69 13 2 0
0 100 0 0 0 33 67 0 0 67 33 33 67 0 33 0 0 0 0 33 67 0 0 67 33 0 67 67 0 0
6 90 3 0 1 39 42 19 0 44 36 51 71 14 26 16 1 1 17 32 46 19 3 44 41 32 52 29 18 0
0 100 0 0 0 16 79 3 2 54 25 33 70 3 11 5 0 2 6 19 74 5 2 53 37 8 71 24 3 2
0 100 0 0 0 0 100 0 0 33 33 33 67 0 33 0 0 0 0 0 100 0 0 67 33 0 33 67 0 0
45 47 5 0 3 29 54 16 1 38 64 40 64 18 15 4 0 0 9 35 46 19 0 36 57 41 51 24 13 0
59 41 0 0 0 15 79 6 0 37 69 27 66 7 3 1 0 0 3 25 69 6 0 35 62 22 69 18 4 0
64 36 0 0 0 27 73 0 0 36 64 27 64 0 0 9 0 0 0 27 64 9 0 18 45 27 45 0 9 0
11 83 3 0 3 13 56 31 0 39 26 42 74 18 6 5 0 2 19 16 52 27 5 38 28 20 60 18 10 0
5 90 2 3 0 5 88 7 0 41 16 38 75 3 2 2 0 0 7 10 80 10 0 44 30 7 82 5 2 0
0 100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 100 50 0 0 0 0 0 50 0 100 0 0 0 0 0 100 0 0 0
0 98 2 0 0 26 48 26 0 40 46 37 58 13 4 6 0 2 15 28 44 26 2 37 31 37 50 17 12 0
0 100 0 0 0 15 70 13 2 43 54 15 72 6 4 2 0 4 13 13 72 15 0 42 47 15 72 8 2 0
0 100 0 0 0 100 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0
2 96 2 0 0 22 41 35 2 38 43 40 60 8 9 4 2 9 15 20 43 33 4 37 37 37 54 13 6 2
2 98 0 0 0 9 71 18 2 42 49 18 67 9 4 0 0 4 11 9 71 18 2 45 40 13 75 7 2 0
0 100 0 0 0 50 50 0 0 100 50 0 0 0 0 0 0 0 0 50 50 0 0 50 50 0 0 0 0 0
20 67 11 0 2 28 51 21 0 44 54 44 75 11 8 1 0 3 14 33 42 25 0 45 49 38 61 13 6 0
20 75 5 0 0 11 79 8 2 39 62 25 69 3 5 0 0 0 13 14 78 6 2 37 65 18 73 6 2 0
























































































































課題 大 中 小 なし
指







































































１ 64 11 22 67 - 65 41 38 19 2 5 11
２ 61 5 18 77 - 64 34 52 14 0 0 12
専 3 100 0 0 - 83 67 33 0 0 0 0
１ 90 30 26 44 - 68 43 45 11 1 2 17
２ 71 25 24 51 - 63 29 64 7 0 3 13































































































































































21 79 0 0 0 29 45 24 2 39 52 34 62 13 8 3 2 3 16 27 42 28 3 36 50 41 47 21 7 2
14 86 0 0 0 8 75 15 2 37 59 22 66 3 2 0 0 0 10 10 73 17 0 34 68 17 59 5 0 0
33 67 0 0 0 67 33 0 0 67 67 33 67 0 0 0 0 0 0 67 33 0 0 67 67 67 67 0 0 0
8 87 4 0 1 28 45 26 1 60 30 45 60 15 9 3 2 1 19 28 47 24 1 56 39 15 54 12 6 2
4 96 0 0 0 19 68 9 4 77 18 24 62 3 2 2 0 1 16 23 64 9 4 74 21 6 68 3 6 0


























































































































課題 大 中 小 なし
指







































































１ 104 13 35 52 - 72 49 41 9 1 0 6
２ 93 5 19 76 - 75 53 43 4 0 0 3
専 5 100 0 0 - 90 80 20 0 0 0 0
１ 65 11 28 61 - 58 30 48 17 5 3 10
２ 65 9 14 77 - 53 12 74 14 0 2 8
専 6 100 0 0 - 67 33 67 0 0 0 0
１ 78 21 21 58 - 59 29 49 22 0 0 10
２ 71 7 14 79 - 53 13 73 14 0 0 7
専 5 100 0 0 - 80 60 40 0 0 0 0
１ 83 20 25 55 - 68 41 51 7 1 6 11
２ 77 8 17 75 - 59 22 72 6 0 3 9






























［知的資産の増大］ 当 該領域自体の知的資産 増大への寄与
大 やや大
やや大



































































































































































31 63 4 1 1 44 34 16 6 30 54 31 46 10 38 27 0 1 8 47 33 16 4 31 48 28 39 37 34 0
23 74 1 0 2 57 33 8 2 24 74 19 50 6 27 17 0 0 6 61 30 8 1 24 69 18 42 35 34 0
20 80 0 0 0 75 25 0 0 25 75 0 50 50 50 0 0 0 0 100 0 0 0 20 80 0 60 40 0 0
31 65 2 0 2 16 47 34 3 43 45 35 60 7 15 0 0 2 11 18 46 33 3 42 47 41 42 14 0 0
28 70 0 0 2 14 68 16 2 45 61 26 69 2 2 0 0 2 8 17 62 19 2 44 71 21 50 5 0 3
50 50 0 0 0 33 67 0 0 67 67 17 33 17 0 0 0 0 0 50 50 0 0 67 67 17 50 0 0 0
7 89 3 0 1 18 43 36 3 39 39 42 69 11 8 1 0 0 13 14 42 41 3 38 43 33 49 15 4 0
1 99 0 0 0 13 71 16 0 47 44 26 77 3 1 1 0 0 7 15 65 19 1 39 55 13 67 3 1 1
0 100 0 0 0 40 60 0 0 60 60 20 60 20 0 0 0 0 0 40 40 20 0 40 60 20 60 0 0 0
15 81 3 0 1 30 41 24 5 42 58 42 70 16 13 3 0 4 15 28 39 27 6 47 56 32 53 19 1 0
15 85 0 0 0 17 71 12 0 39 64 26 66 5 5 1 0 3 11 16 70 14 0 42 68 19 61 9 3 1














































































































































なしやや 大 中 あまりなし
あまりなし なし大 やや 大 中
なしあまりなし大 やや 大 中















［知的資産の増大］ 当 該領域自体の知的資産 増大への寄与
大 やや大
やや大






























課題 大 中 小 なし
指







































































１ 80 13 26 61 - 59 32 43 22 3 1 17
２ 67 0 31 69 - 58 23 65 12 0 3 12
専 100 0 0 - 0 100 0 0 0 0 0
１ 107 12 33 55 - 72 47 45 7 1 0 0
２ 87 3 31 66 - 73 45 55 0 0 0 0
専 3 100 0 0 - 75 50 50 0 0 0 0
１ 64 6 20 74 - 61 35 39 24 2 5 31
２ 56 2 18 80 - 59 22 69 9 0 4 27
専 1 100 0 0 - 100 100 0 0 0 0 100
１ 62 3 24 73 - 57 28 47 22 3 2 30
２ 61 0 18 82 - 51 10 73 17 0 0 21
専 100 0 0 - 0 100 0 0 0 0 0
１ 94 31 24 45 - 63 37 44 18 1 0 0
２ 81 26 16 58 - 61 26 66 8 0 0 0
専 21 100 0 0 - 75 52 43 5 0 0 0
１ 94 28 27 45 - 68 42 49 8 1 0 0
２ 80 20 20 60 - 68 39 56 5 0 0 0
専 16 100 0 0 - 81 62 38 0 0 0 0
１ 84 8 24 68 - 54 23 48 28 1 0 0
２ 81 2 25 73 - 50 7 78 15 0 0 0
専 2 100 0 0 - 50 0 100 0 0 0 0
１ 107 11 31 58 - 62 33 52 14 1 0 0
２ 91 5 27 68 - 57 17 79 4 0 0 0
専 5 100 0 0 - 90 80 20 0 0 0 0
１ 80 21 31 48 - 55 22 58 19 1 3 19
２ 75 16 25 59 - 53 12 75 13 0 1 15













































































あまりなし なし大 やや大 中
なしあまりなし大 やや大 中










































































































































4 72 23 0 1 14 45 38 3 56 26 41 60 17 10 1 0 1 19 16 44 36 4 56 29 17 43 15 8 1
3 87 10 0 0 7 72 18 3 72 10 21 67 3 2 0 0 2 13 8 67 25 0 83 13 2 57 5 0 2
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 14 39 39 21 1 66 30 23 52 28 15 2
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 10 40 50 9 1 81 23 7 59 20 5 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 50 0 0 100 0 100 0 0 0 100 0 0
2 83 10 0 5 26 39 30 5 52 21 40 64 10 7 2 2 5 31 28 31 34 7 55 29 15 49 15 7 2
0 100 0 0 0 13 70 17 0 63 12 29 73 6 0 0 0 2 30 15 60 25 0 73 21 4 65 2 0 0
0 100 0 0 0 0 100 0 0 100 0 100 100 0 0 0 0 0 100 0 0 100 0 100 0 0 100 0 0 0
2 87 9 0 2 29 33 31 7 67 15 36 75 11 5 2 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 100 0 0 0 7 75 16 2 69 4 28 72 4 4 2 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 10 37 38 25 0 64 33 15 47 10 16 2
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 8 31 59 9 1 86 20 8 63 5 4 1
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 47 43 10 0 81 29 5 76 0 5 5
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 12 58 31 11 0 57 38 24 61 26 22 4
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 8 64 33 3 0 78 34 8 71 12 11 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 75 25 0 0 81 50 19 69 6 25 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 9 14 35 34 17 68 14 18 33 32 18 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 5 17 56 23 4 82 10 8 29 21 4 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 100 0 0 50 0 50 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 22 37 33 8 66 19 13 35 29 16 2
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 6 21 64 13 2 76 10 7 35 29 12 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 20 40 40 20 0 60 0 0 20 40 60 0
7 80 13 0 0 30 43 23 4 56 37 52 75 11 7 4 1 3 21 21 47 29 3 60 48 40 60 15 8 1
1 98 0 1 0 16 67 16 1 69 28 35 74 3 3 0 0 1 14 21 59 19 1 72 36 22 65 7 3 1


























































































































［知的資産の増大］ 当 該領域自体の知的資産 増大への寄与
大 やや大
やや大






























課題 大 中 小 なし
指







































































１ 95 9 29 62 - 68 42 45 13 0 0 9
２ 82 5 28 67 - 68 38 58 4 0 1 2
専 4 100 0 0 - 100 100 0 0 0 0 0
１ 58 2 22 76 - 63 38 37 23 2 0 14
２ 58 2 9 89 - 72 46 47 7 0 0 9
専 1 100 0 0 - 100 100 0 0 0 0 100
１ 70 7 26 67 - 57 28 43 29 0 3 16
２ 68 3 13 84 - 50 10 69 21 0 0 12
専 2 100 0 0 - 100 100 0 0 0 0 50
１ 47 6 28 66 - 57 28 42 30 0 0 17
２ 49 0 14 86 - 49 8 74 18 0 0 8
専 100 0 0 - 0 100 0 0 0 0 0
１ 88 8 28 64 - 71 47 45 7 1 0 0
２ 73 5 18 77 - 73 47 50 3 0 0 0
専 4 100 0 0 - 88 75 25 0 0 0 0
１ 106 14 37 49 - 68 43 46 9 2 3 14
２ 88 10 26 64 - 67 37 58 5 0 1 7
専 9 100 0 0 - 88 75 25 0 0 0 0
１ 89 20 31 49 - 63 36 45 19 0 3 8
２ 77 12 21 67 - 58 21 70 9 0 0 5
専 9 100 0 0 - 89 78 22 0 0 0 0
１ 75 13 29 58 - 63 36 49 12 3 4 16
２ 75 3 25 72 - 59 24 65 8 3 4 16
専 2 100 0 0 - 75 50 50 0 0 0 0
１ 67 4 25 71 - 57 28 49 20 3 0 11
２ 70 1 11 88 - 53 14 69 16 1 0 13











































































あまりなし なし大 やや大 中
なしあまりなし大 やや大 中










































































































































16 75 9 0 0 22 41 33 4 38 33 41 68 11 5 1 0 0 11 22 45 29 4 40 43 24 51 13 6 2
9 90 1 0 0 18 63 19 0 42 29 28 71 3 4 3 1 0 6 15 66 18 1 49 47 13 61 8 3 1
50 50 0 0 0 50 50 0 0 0 50 25 75 0 0 0 0 0 25 25 75 0 0 50 50 0 50 25 0 0
19 69 10 0 2 23 32 38 7 46 35 33 58 10 6 0 4 0 18 25 33 35 7 53 36 21 49 13 2 4
14 86 0 0 0 9 62 27 2 60 24 16 65 2 0 0 2 0 7 14 57 27 2 60 31 5 58 0 0 4
0 100 0 0 0 100 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0
3 95 2 0 0 28 41 30 1 53 29 44 58 18 12 11 0 1 16 29 39 29 3 53 33 20 48 23 24 2
0 100 0 0 0 15 68 15 2 59 5 25 72 8 6 6 0 0 12 11 72 15 2 69 19 5 63 9 11 0
0 100 0 0 0 100 0 0 0 100 0 0 50 50 0 0 0 0 0 100 0 0 0 100 0 0 50 0 0 0
17 78 5 0 0 20 36 42 2 56 21 40 63 12 5 5 0 0 18 23 36 39 2 72 23 21 53 9 5 0
2 98 0 0 0 11 59 28 2 72 9 13 70 2 0 2 0 0 8 8 65 25 2 72 15 0 57 0 2 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 9 47 39 13 1 55 42 20 39 34 19 1
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 6 62 34 3 1 75 38 7 43 17 10 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 75 25 0 0 100 50 0 25 25 25 0
14 81 3 0 2 27 45 26 2 41 48 36 61 14 8 3 0 3 13 27 42 28 3 47 46 28 48 22 6 2
3 97 0 0 0 13 74 12 1 48 45 25 78 6 6 1 0 0 8 16 71 12 1 58 53 14 64 10 1 0
11 89 0 0 0 13 87 0 0 38 38 50 88 13 25 0 0 0 0 13 87 0 0 63 50 13 63 13 13 0
6 92 1 0 1 36 37 21 6 41 38 39 70 17 22 12 0 6 7 36 42 16 6 43 48 27 44 33 23 1
0 99 1 0 0 23 64 12 1 55 32 23 75 10 11 5 0 0 4 19 69 12 0 49 52 18 60 18 11 0
0 100 0 0 0 67 33 0 0 67 22 22 89 33 22 22 0 0 0 67 33 0 0 44 44 22 67 44 33 0
3 94 0 0 3 28 48 17 7 48 30 31 73 15 10 4 0 3 14 25 51 20 4 43 41 32 51 19 6 0
0 97 0 0 3 15 72 10 3 57 25 23 74 9 4 3 1 3 15 17 72 8 3 54 38 13 74 7 3 1
0 100 0 0 0 50 50 0 0 50 50 50 100 50 50 50 0 0 0 50 50 0 0 50 50 50 100 50 50 0
3 95 2 0 0 19 49 27 5 40 35 37 55 8 12 12 0 2 11 25 40 30 5 41 39 23 39 15 15 0
0 97 0 0 3 12 68 19 1 50 26 20 65 6 5 2 2 0 13 13 68 18 1 55 52 11 47 8 5 2
























































































































課題 大 中 小 なし
指







































































１ 77 9 42 49 - 62 34 48 17 1 0 11
２ 74 4 23 73 - 54 14 73 13 0 0 8
専 3 100 0 0 - 75 50 50 0 0 0 0
１ 83 13 28 59 - 60 30 50 20 0 0 0
２ 74 1 22 77 - 54 15 73 12 0 0 0
































































































































































0 99 1 0 0 22 49 29 0 41 38 37 71 11 5 1 0 0 8 23 38 36 3 41 42 30 48 17 4 3
0 100 0 0 0 8 76 13 3 43 29 25 71 4 1 0 0 0 6 8 72 17 3 40 46 14 67 7 0 1
0 100 0 0 0 0 67 33 0 33 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 33 67 0 0 67 0 67 0 0 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 12 36 37 26 1 59 34 22 37 19 22 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 9 25 64 11 0 76 37 11 42 18 11 1


























































































































［知的資産の増大］ 当 該領域自体の知的資産 増大への寄与
大 やや大
やや大






























課題 大 中 小 なし
指







































































１ 70 10 20 70 - 62 35 42 23 0 1 14
２ 71 7 17 76 - 67 38 55 7 0 1 10
専 5 100 0 0 - 85 80 0 20 0 0 0
１ 59 8 25 67 - 57 30 37 33 0 3 21
２ 63 6 16 78 - 54 19 57 24 0 2 10
専 4 100 0 0 - 44 25 0 75 0 25 0
１ 73 10 32 58 - 64 36 49 15 0 0 11
２ 71 10 23 67 - 61 25 67 8 0 0 7
専 7 100 0 0 - 82 72 14 14 0 0 0
１ 67 12 31 57 - 73 50 42 8 0 8 12
２ 69 7 13 80 - 79 60 39 1 0 4 9
専 5 100 0 0 - 100 100 0 0 0 20 0
１ 59 12 22 66 - 72 49 42 7 2 0 11
２ 67 9 10 81 - 78 57 43 0 0 0 9
専 6 100 0 0 - 83 67 33 0 0 0 0
１ 71 18 24 58 - 75 55 35 10 0 14 14
２ 76 9 18 73 - 83 69 24 7 0 7 9





































































あまりなし なし大 やや大 中
なしあまりなし大 やや大 中










































































































































0 100 0 0 0 29 49 22 0 43 37 37 69 30 10 7 0 1 14 29 51 20 0 37 43 18 50 18 15 3
0 100 0 0 0 30 60 9 1 56 26 24 85 13 3 0 0 1 12 28 64 7 1 49 51 10 73 9 3 1
0 100 0 0 0 60 20 20 0 40 80 20 100 40 20 0 0 0 0 40 40 20 0 20 80 40 80 40 0 0
12 73 15 0 0 26 42 28 4 54 30 41 63 20 11 2 0 3 21 28 42 26 4 46 41 19 52 20 11 0
3 87 10 0 0 23 61 16 0 55 21 21 74 8 2 2 0 2 11 21 61 18 0 57 32 12 65 5 2 3
25 50 25 0 0 0 25 75 0 25 25 0 50 25 0 0 0 25 0 0 25 75 0 0 33 33 33 33 0 0
12 86 2 0 0 17 52 31 0 36 49 40 57 18 10 0 0 0 11 14 58 25 3 40 57 30 46 20 1 1
13 87 0 0 0 10 74 16 0 34 54 26 76 4 3 0 0 0 6 13 74 12 1 47 63 12 63 6 0 1
29 71 0 0 0 14 72 14 0 29 57 29 86 0 0 0 0 0 0 14 86 0 0 29 71 14 71 14 0 0
4 88 2 4 2 50 35 12 3 44 46 33 48 33 10 14 0 5 12 56 30 11 3 48 47 23 42 15 31 0
3 95 1 1 0 67 29 4 0 55 46 22 67 16 1 6 0 4 7 65 28 7 0 73 54 7 45 6 15 0
0 100 0 0 0 80 20 0 0 80 20 40 80 40 0 0 0 20 0 80 20 0 0 80 60 20 60 20 0 0
9 78 2 9 2 46 36 16 2 49 42 46 58 32 7 7 0 0 10 46 36 16 2 52 52 23 46 9 18 2
4 88 1 7 0 57 38 5 0 61 32 32 68 12 0 3 0 0 8 57 38 5 0 75 48 8 56 2 11 0
0 100 0 0 0 67 33 0 0 50 50 17 67 33 0 0 0 0 0 67 33 0 0 67 50 0 83 0 17 0
10 88 2 0 0 36 41 22 1 45 52 43 64 12 9 4 0 10 15 36 41 19 4 47 61 30 50 8 13 2
8 91 0 1 0 31 58 11 0 46 46 28 72 4 1 1 3 4 9 35 51 11 3 57 67 14 60 3 0 1


























































































































［知的資産の増大］ 当 該領域自体の知的資産 増大への寄与
大 やや大
やや大






























課題 大 中 小 なし
指







































































１ 79 10 29 61 - 47 14 54 23 9 5 12
２ 73 4 16 80 - 45 4 71 24 1 1 10
専 3 100 0 0 - 67 33 67 0 0 0 0
１ 67 10 18 72 - 50 17 50 31 2 0 14
２ 59 2 22 76 - 51 10 75 15 0 0 14
専 1 100 0 0 - 100 100 0 0 0 0 0
１ 93 14 25 61 - 61 32 49 18 1 0 11
２ 89 4 25 71 - 57 17 77 6 0 0 6
専 4 100 0 0 - 75 50 50 0 0 0 0
１ 90 11 34 55 - 65 38 48 13 1 2 16
２ 81 2 22 76 - 58 19 75 5 1 0 11
専 2 100 0 0 - 75 50 50 0 0 0 0
１ 67 12 22 66 - 61 32 48 20 0 5 23
２ 67 6 24 70 - 55 15 74 11 0 3 14
専 4 100 0 0 - 63 25 75 0 0 0 0
１ 77 17 18 65 - 77 59 32 9 0 7 17
２ 68 9 16 75 - 82 68 25 7 0 6 13
専 6 100 0 0 - 83 67 33 0 0 33 0
１ 52 4 31 65 - 56 27 45 24 4 8 24
２ 58 0 10 90 - 52 16 63 19 2 4 12
専 100 0 0 - 0 100 0 0 0 0 0
１ 52 10 31 59 - 48 16 51 27 6 2 14
２ 59 3 14 83 - 50 8 73 19 0 0 7
専 2 100 0 0 - 75 50 50 0 0 0 0
１ 77 13 26 61 - 52 22 47 26 5 1 12
２ 75 7 32 61 - 49 10 68 21 1 3 5








































































あまりなし なし大 やや大 中
なしあまりなし大 やや大 中










































































































































17 76 4 0 3 16 36 40 8 41 24 45 62 15 8 2 2 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6 94 0 0 0 9 57 34 0 47 6 36 76 1 1 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 100 0 0 0 67 33 0 0 67 0 0 67 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
12 78 7 0 3 16 38 43 3 44 49 41 66 8 8 3 0 0 17 19 34 42 5 43 48 30 50 10 7 0
7 93 0 0 0 12 60 28 0 34 43 26 76 2 5 2 0 0 12 14 63 23 0 42 47 18 60 9 4 0
0 100 0 0 0 100 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0
30 58 10 0 2 26 44 28 2 42 51 40 58 10 20 8 0 1 11 28 40 30 2 38 53 35 49 31 12 0
21 77 1 0 1 15 75 9 1 47 56 23 71 5 3 0 0 0 5 16 73 10 1 40 65 19 56 16 3 0
0 100 0 0 0 50 50 0 0 50 50 0 75 25 25 0 0 0 0 50 50 0 0 50 50 0 75 50 0 0
7 89 4 0 0 23 45 29 3 46 29 49 77 11 7 4 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 100 0 0 0 18 70 9 3 56 21 43 82 3 1 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 100 0 0 0 50 50 0 0 0 0 50 0 0 50 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
3 92 3 0 2 22 44 31 3 39 31 44 79 18 6 2 0 2 24 23 40 34 3 47 41 31 58 10 2 0
2 96 2 0 0 15 78 5 2 48 20 37 80 3 3 0 0 2 22 13 78 6 3 44 27 11 81 2 0 0
0 100 0 0 0 50 50 0 0 50 25 0 100 0 25 0 0 0 0 50 50 0 0 25 50 0 100 0 0 0
5 94 1 0 0 42 36 21 1 40 37 52 76 21 11 0 1 5 20 40 35 21 4 45 46 35 58 16 6 1
2 98 0 0 0 52 36 9 3 55 26 45 80 6 3 0 0 5 17 48 40 9 3 44 44 19 79 5 0 0
0 100 0 0 0 66 17 0 17 40 20 0 80 0 20 0 0 33 0 49 17 17 17 20 40 0 80 0 0 0
6 84 8 0 2 22 40 34 4 46 31 35 65 10 21 6 2 8 23 24 37 35 4 47 40 17 55 28 4 2
3 97 0 0 0 16 64 18 2 56 11 22 73 7 4 2 0 2 14 16 55 27 2 56 20 4 67 18 7 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
34 62 2 0 2 14 50 32 4 40 67 46 60 8 6 2 0 4 12 13 56 27 4 39 52 26 52 11 9 2
25 75 0 0 0 9 74 17 0 43 59 22 69 2 2 0 0 0 5 9 73 18 0 42 63 9 58 9 5 0
50 50 0 0 0 50 50 0 0 50 0 0 50 0 0 0 0 0 0 50 50 0 0 50 0 0 0 50 0 0
19 70 10 0 1 14 39 37 10 43 45 46 57 12 9 5 2 3 16 14 41 34 11 48 46 32 49 17 3 0
11 86 3 0 0 7 68 21 4 59 50 26 57 3 3 1 0 3 4 5 63 27 5 62 57 14 55 10 3 0















































































































































































































































66 HIV 感染を根治させる治療法 
○根治療法ができると HIV は永久になくなりません。梅毒のように。○青年への性教育。Safe sex の強化。○近隣諸国（中国、東南アジ






































ある。Cost Performance がよいのに資金の投資が少ない。 























2009 42 個人のすべての検査結果、病歴、投薬等の医療情報をカード１枚に蓄積し、利用できるシステム〈領域 4〉 
2010 80 高齢者フィットネス・プログラム自動作成システム〈領域 8〉 
2011 30 院内感染を克服する予防技術〈領域 2〉 
2011 56 う歯、歯周炎の予防・治療法〈領域 6〉 
2012 63 ニコチン依存などの依存症の治療薬〈領域 6〉 
2012 74 家庭における健康管理と異常時の診断システム〈領域 8〉 
2013 13 がんの薬物耐性検定法〈領域 1〉 
2013 14 がん治療に有効な放射線治療および増感薬〈領域 1〉 
2013 15 ドラッグデリバリーシステム（DDS）〈領域 1〉 
2013 55 老人性骨粗鬆症の予防法〈領域 6〉 
2013 58 早産の防止技術〈領域 6〉 
2013 60 生活習慣病のリスクを正確に反映する血液検査（栄養摂取状態の評価など）と尿検査（尿中代謝産物などによる発
がんリスクの評価など）〈領域 6〉 
2013 68 病原体の同定と薬剤感受性の評価が１時間以内でできる自動機器〈領域 7〉 
2013 70 家禽類における高病原性鳥インフルエンザの人への感染の予防・治療法〈領域 7〉 
2014 07 経口によるインスリン治療法〈領域 1〉 
2014 11 血液中の希望する成分を選択的に除去する血液浄化器〈領域 1〉 
2014 16 がんのオーダーメイド治療〈領域 1〉 
2014 18 標的とする感染症に対する特異性と持続性の高い免疫学的治療法〈領域 1〉 
2014 21 臓器、組織の移植における拒絶反応の早期診断法〈領域 2〉 
2014 22 ウイルス性肝疾患を治癒させる薬〈領域 2〉 
2014 29 血液幹細胞移植後の免疫応答を制御する技術〈領域 2〉 
2014 43 マイクロマシンを用いた全消化管の治療技術〈領域 4〉 
2014 46 精神的ストレスの定量化技術〈領域 5〉 
2014 61 ゲノムによる疾病の易罹患性診断法〈領域 6〉 
2014 64 肥満を効果的に改善する薬物〈領域 6〉 
2014 66 HIV 感染を根治させる治療法〈領域 7〉 
2014 69 空港や港において輸入感染症の感染者・保菌者をほぼ完全に検出できる体制〈領域 7〉 
2014 71 感染症の薬剤耐性克服法〈領域 7〉 
2014 72 生物学的年齢を定量的に把握する方法〈領域 8〉 
2014 73 埋込み式排尿制御装置〈領域 8〉 
2015 03 動脈硬化の発症機構の解明〈領域 1〉 
2015 09 がんに有効な免疫学的治療法〈領域 1〉 
2015 12 動脈硬化病巣の局所治療が可能な遺伝子治療法〈領域 1〉 
2015 17 がん冬眠療法(がんの発育を遅らせがんと共存する時間を長くすることを目標にする新しい発想の治療法)〈領域 1〉
2015 23 アトピー性皮膚炎などのアレルギー疾患を根治させる治療法〈領域 2〉 
2015 24 医原性日和見感染を激減させる、患者の感染防御能を阻害しない抗がん薬・免疫抑制薬〈領域 2〉 
2015 27 血液幹細胞の増殖・分化の制御による血液病治療法〈領域 2〉 
2015 28 再生不良性貧血・骨髄異形成症候群などの特発性造血障害の発症予防法〈領域 2〉 
2015 33 自家組織の保存・増殖・移植法〈領域 3〉 
2015 35 重度心身障害者の介護用ロボット〈領域 3〉 
2015 40 人工血液〈領域 3〉 
2015 41 高次脳機能障害者の評価・治療法〈領域 3〉 
2015 54 認知障害者・言語障害者への意思疎通システム〈領域 5〉 
2015 79 保育安全監視ロボット〈領域 8〉 
2016 08 家族性高コレステロール血症の遺伝子治療法〈領域 1〉 
2016 26 内分泌かく乱物質の生体への影響の解明とこれに基づく対策〈領域 2〉 
2016 44 生体内での信号伝達や代謝などの機能の可視化技術〈領域 4〉 
2016 45 全身のほとんどすべての疾患を検出できる画像診断装置〈領域 4〉 
 414
実現年 課題 
2016 78 不妊症の撲滅〈領域 8〉 
2017 19 自己免疫疾患の発症予防法〈領域 2〉 
2017 49 ADHD（注意欠陥・多動性障害）の原因の解明〈領域 5〉 
2018 01 がんの転移機構の解明〈領域 1〉 
2018 04 ほとんどすべてのがんの血液検査による早期診断法〈領域 1〉 
2018 06 糖尿病の遺伝子治療法〈領域 1〉 
2018 10 がんに対する遺伝子治療法〈領域 1〉 
2018 20 自己免疫疾患を治癒させる治療法〈領域 2〉 
2019 05 腎生検を行うことなく治療法の選択に役立つ腎病変の診断法〈領域 1〉 
2019 67 プリオン病の治療法〈領域 7〉 
2019 77 アルツハイマー病の根治薬〈領域 8〉 
2020 31 神経幹細胞の移植により、運動麻痺の回復を促進する治療法〈領域 3〉 
2020 34 胚性幹細胞を用いた障害臓器の再生治療技術〈領域 3〉 
2020 36 筋ジストロフィーに対する筋再生治療法〈領域 3〉 
2020 38 完全埋込型内分泌臓器〈領域 3〉 
2020 48 統合失調症を完治させる治療法〈領域 5〉 
2020 57 重度遺伝性疾患の発症予防システム〈領域 6〉 
2020 76 神経変性疾患発症予防法〈領域 8〉 
2021 02 がん化の機構の解明に基づく治療への応用〈領域 1〉 
2021 32 完全埋込型人工腎臓技術〈領域 3〉 
2021 39 感覚機能を備えた義手・義足〈領域 3〉 
2021 62 がんを効果的に予防する化学予防薬（chemopreventive drugs）〈領域 6〉 
2021 75 個体の老化機構の解明〈領域 8〉 
2022 25 宇宙環境における生体の変化に関する機構の解明〈領域 2〉 





2011 53 セカンドオピニオンを提供する医師の検索システムとセカンドオピニオン外来の充実〈領域 5〉 
2012 52 病院受診に際して患者の様々な質問、要望に対応するホテルのコンシェルジュあるいはバトラーに相当する人材の
育成〈領域 5〉 
2013 42 個人のすべての検査結果、病歴、投薬等の医療情報をカード１枚に蓄積し、利用できるシステム〈領域 4〉 
2014 47 末期医療において、人間が安楽に心の安らぎのなかで終末を迎えられる環境、施設、技術等の一般化〈領域 5〉 
2014 59 医療経済評価の標準化とその普及〈領域 6〉 
2015 50 日常生活活動（ADL）拡大のための障害者評価・訓練プログラムの一般化〈領域 5〉 
2015 51 障害者の生活を格段に拡大させるための社会基盤の整備〈領域 5〉 
2015 80 高齢者フィットネス・プログラム自動作成システム〈領域 8〉 
2017 56 う歯、歯周炎の予防・治療法〈領域 6〉 
2018 30 院内感染を克服する予防技術〈領域 2〉 
2018 74 家庭における健康管理と異常時の診断システム〈領域 8〉 
2019 55 老人性骨粗鬆症の予防法〈領域 6〉 
2019 60 生活習慣病のリスクを正確に反映する血液検査（栄養摂取状態の評価など）と尿検査（尿中代謝産物などによる発
がんリスクの評価など）〈領域 6〉 
2019 63 ニコチン依存などの依存症の治療薬〈領域 6〉 
2020 15 ドラッグデリバリーシステム（DDS）〈領域 1〉 
2020 58 早産の防止技術〈領域 6〉 
2020 65 ゲノム情報による個別医療促進のための一般向け健康教育システムの拡充整備〈領域 6〉 
2020 70 家禽類における高病原性鳥インフルエンザの人への感染の予防・治療法〈領域 7〉 
2021 07 経口によるインスリン治療法〈領域 1〉 
2021 13 がんの薬物耐性検定法〈領域 1〉 
2021 14 がん治療に有効な放射線治療および増感薬〈領域 1〉 
2021 21 臓器、組織の移植における拒絶反応の早期診断法〈領域 2〉 
2021 46 精神的ストレスの定量化技術〈領域 5〉 
2021 64 肥満を効果的に改善する薬物〈領域 6〉 
2021 66 HIV 感染を根治させる治療法〈領域 7〉 
2021 68 病原体の同定と薬剤感受性の評価が１時間以内でできる自動機器〈領域 7〉 
2022 11 血液中の希望する成分を選択的に除去する血液浄化器〈領域 1〉 
2022 18 標的とする感染症に対する特異性と持続性の高い免疫学的治療法〈領域 1〉 
2022 22 ウイルス性肝疾患を治癒させる薬〈領域 2〉 
2022 43 マイクロマシンを用いた全消化管の治療技術〈領域 4〉 
2022 61 ゲノムによる疾病の易罹患性診断法〈領域 6〉 
2022 69 空港や港において輸入感染症の感染者・保菌者をほぼ完全に検出できる体制〈領域 7〉 
2022 71 感染症の薬剤耐性克服法〈領域 7〉 
2022 73 埋込み式排尿制御装置〈領域 8〉 
2023 09 がんに有効な免疫学的治療法〈領域 1〉 
2023 16 がんのオーダーメイド治療〈領域 1〉 
2023 23 アトピー性皮膚炎などのアレルギー疾患を根治させる治療法〈領域 2〉 
2023 27 血液幹細胞の増殖・分化の制御による血液病治療法〈領域 2〉 
2023 29 血液幹細胞移植後の免疫応答を制御する技術〈領域 2〉 
2023 33 自家組織の保存・増殖・移植法〈領域 3〉 
2023 54 認知障害者・言語障害者への意思疎通システム〈領域 5〉 
2023 78 不妊症の撲滅〈領域 8〉 
2023 79 保育安全監視ロボット〈領域 8〉 
2024 08 家族性高コレステロール血症の遺伝子治療法〈領域 1〉 
2024 12 動脈硬化病巣の局所治療が可能な遺伝子治療法〈領域 1〉 
2024 17 がん冬眠療法(がんの発育を遅らせがんと共存する時間を長くすることを目標にする新しい発想の治療法)〈領域 1〉
2024 19 自己免疫疾患の発症予防法〈領域 2〉 
2024 24 医原性日和見感染を激減させる、患者の感染防御能を阻害しない抗がん薬・免疫抑制薬〈領域 2〉 
2024 26 内分泌かく乱物質の生体への影響の解明とこれに基づく対策〈領域 2〉 
2024 28 再生不良性貧血・骨髄異形成症候群などの特発性造血障害の発症予防法〈領域 2〉 
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実現年 課題 
2024 35 重度心身障害者の介護用ロボット〈領域 3〉 
2024 40 人工血液〈領域 3〉 
2024 41 高次脳機能障害者の評価・治療法〈領域 3〉 
2024 45 全身のほとんどすべての疾患を検出できる画像診断装置〈領域 4〉 
2025 20 自己免疫疾患を治癒させる治療法〈領域 2〉 
2025 44 生体内での信号伝達や代謝などの機能の可視化技術〈領域 4〉 
2026 04 ほとんどすべてのがんの血液検査による早期診断法〈領域 1〉 
2027 05 腎生検を行うことなく治療法の選択に役立つ腎病変の診断法〈領域 1〉 
2027 06 糖尿病の遺伝子治療法〈領域 1〉 
2028 02 がん化の機構の解明に基づく治療への応用〈領域 1〉 
2028 48 統合失調症を完治させる治療法〈領域 5〉 
2028 67 プリオン病の治療法〈領域 7〉 
2029 10 がんに対する遺伝子治療法〈領域 1〉 
2029 34 胚性幹細胞を用いた障害臓器の再生治療技術〈領域 3〉 
2029 36 筋ジストロフィーに対する筋再生治療法〈領域 3〉 
2029 38 完全埋込型内分泌臓器〈領域 3〉 
2029 77 アルツハイマー病の根治薬〈領域 8〉 
2030 31 神経幹細胞の移植により、運動麻痺の回復を促進する治療法〈領域 3〉 
2030 57 重度遺伝性疾患の発症予防システム〈領域 6〉 
2030 62 がんを効果的に予防する化学予防薬（chemopreventive drugs）〈領域 6〉 
2030 76 神経変性疾患発症予防法〈領域 8〉 
2031 39 感覚機能を備えた義手・義足〈領域 3〉 
2032 32 完全埋込型人工腎臓技術〈領域 3〉 
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ゲノム gen-ome の塩基配列解読の成果に伴い、現在では、全体を網羅的にとらえようとするいわゆる ome 学
が次々に起こってきている。細胞内に存在する全タンパク質を決定しようとするプロテオーム prote-ome、細胞内
に存在する遺伝子の発現状態を調べるトランスクリプトーム transcript-ome、細胞内に存在する全代謝物質を特
































しにおける連携体制の重要性は、これ以外にも、特に課題 35、課題 37 等で指摘されており、これまでに行われ
てきた技術開発の重点化に加えて、行政による、官民間、異分野研究者間、基礎・応用研究者および技術者間
の連携強化策を期待したい。 













R1 発送 R1 回収 回収率 R2 発送 R2 回収 回収率 
391 人 294 人 75％ 294 人 253 人 86% 
 
男 226 人 会社員 21 人 大 6.5%
女 23 人 大学教職員 81 人 中 20.3%
性 
別 
無回答 4 人 公的機関職員 125 人 小 73.2%
20 代 1 人 団体職員 10 人
30 代 30 人 その他 15 人











50 代 85 人 研究開発従事 205 人
60 代 31 人 上記以外 46 人






無回答 1 人  合 計 253 人
 









１．情報・通信 15.7% １．情報・通信 13.6%
２．エレクトロニクス 2.3% ２．エレクトロニクス 3.8%
３．ライフサイエンス 70.5% ３．ライフサイエンス 56.8%
４．保健・医療・福祉 41.5% ４．保健・医療・福祉 33.8%
５．農林水産・食品  ５．農林水産・食品  
６．フロンティア 3.2% ６．フロンティア 12.7%
７．エネルギー・資源 30.9% ７．エネルギー・資源 59.6%
８．環境 82.9% ８．環境 64.8%
９．ナノテクノロジー・材料 3.7% ９．ナノテクノロジー・材料 11.3%
10．製造 0.9% 10．製造 0.9%
11．産業基盤 7.4% 11．産業基盤 3.3%
12．社会基盤 0.9% 12．社会基盤 3.8%
13．社会技術 38.7% 13．社会技術 32.9%
























自然界の理解       
経済・産業       

































































１．人口増加－需要増加 58 人(26.2%) 
２．人口停滞－需要停滞 5 人( 2.3%) 













１．インフラ整備－生産量増加 3 人( 1.4%) 
２．品種改良－  生産量増加 1 人( 0.5%) 
３．形質転換－  生産量増加 18 人( 8.1%) 
4．栽培技術－  生産量増加 5 人( 2.3%) 
5．環境問題－  生産量停滞 159 人(71.9%) 
６．耕地劣化－  生産量停滞 25 人(11.3%) 























１．生産効率 10 人( 4.5%) 
２．自然循環と環境保全 163 人(73.8%) 
３．食品の品質と安全・安心 48 人(21.7%) 
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 6.1  5.5  4.3  4.6  6.0  5.7
バイオを利用した環境問題の解決と循環社会
の実現
 6.5  6.4  6.1  6.6  6.5  6.5
生態系と調和し、環境を向上させる生産技術
開発
 6.3  5.8  5.6  6.0  7.1  6.4
安全・安心・長寿・健康社会をもたらすフード
システム等新たな生活関連技術の開発
 6.6  6.3  6.4  6.8  7.5  7.1
ゲノム・プロテオーム及び生体情報伝達機構
の解明と革新的生産技術
 7.3  6.8  6.0  6.6  5.3  5.4






































 7.0  6.6  5.8  5.9  7.1  6.8
バイオを利用した環境問題の解決と循環社会
の実現
 7.4  7.4  7.2  7.8  7.5  7.6
生態系と調和し、環境を向上させる生産技術
開発
 7.0  6.8  6.9  7.1  8.2  7.5
安全・安心・長寿・健康社会をもたらすフードシ
ステム等新たな生活関連技術の開発
 7.2  7.2  7.3  7.8  8.3  8.0
ゲノム・プロテオーム及び生体情報伝達機構
の解明と革新的生産技術
 8.0  7.7  7.3  7.7  6.5  6.7












































 0.9  1.1  1.5  1.3  1.0  1.1
バイオを利用した環境問題の解決と循環社
会の実現
 0.9  0.9  1.1  1.2  1.0  1.1
生態系と調和し、環境を向上させる生産技
術開発
 0.8  1.0  1.3  1.2  1.0  1.1
安全・安心・長寿・健康社会をもたらすフー
ドシステム等新たな生活関連技術の開発
 0.7  0.8  1.0  1.1  0.8  0.9
ゲノム・プロテオーム及び生体情報伝達機
構の解明と革新的生産技術
 0.6  0.9  1.3  1.2  1.2  1.3










































 3.7  3.7  7.9
バイオを利用した環境問題の解決と循環社会
の実現
 4.4  3.9  7.9
生態系と調和し、環境を向上させる生産技術
開発
 5.1  4.4  8.3
安全・安心・長寿・健康社会をもたらすフード
システム等新たな生活関連技術の開発
 4.9  5.0  8.5
ゲノム・プロテオーム及び生体情報伝達機構
の解明と革新的生産技術












































 3.2  3.3  8.0
バイオを利用した環境問題の解決と循環社会
の実現
 3.8  3.6  7.9
生態系と調和し、環境を向上させる生産技術
開発
 4.4  3.9  8.2
安全・安心・長寿・健康社会をもたらすフードシ
ステム等新たな生活関連技術の開発
 4.3  4.5  8.4
ゲノム・プロテオーム及び生体情報伝達機構
の解明と革新的生産技術







































































































































































































































































領域 06-10 11-15 16-20 21-25 26-30 31-35 36-














 10      
ゲノム・プロテオーム及び生体情報伝達機構の解明と
革新的生産技術 


















































































































43.2 50.8 5.7 0.0 0.3
バイオを利用した環境問題の解決と
循環社会の実現
43.0 36.2 19.9 0.2 0.6
生態系と調和し、環境を向上させる
生産技術開発




32.0 46.2 21.6 0.0 0.2
ゲノム・プロテオーム及び生体情報
伝達機構の解明と革新的生産技術
26.1 70.4 3.3 0.1 0.0














































































































51.4 40.2 6.8 1.6
バイオを利用した環境問題の解決と
循環社会の実現
34.6 54.8 9.5 1.2
生態系と調和し、環境を向上させる
生産技術開発




25.7 45.5 25.2 3.6
ゲノム・プロテオーム及び生体情報
伝達機構の解明と革新的生産技術
20.5 62.1 15.7 1.7






















































































































































38.2 31.6 33.8 64.1 17.5 2.0 0.7 0.1
バイオを利用した環境問題の解決と循環社
会の実現
20.4 66.4 23.6 67.1 2.6 4.7 3.8 0.0
生態系と調和し、環境を向上させる生産技
術開発
25.7 57.3 25.5 68.2 2.5 3.6 1.7 0.2
安全・安心・長寿・健康社会をもたらすフー
ドシステム等新たな生活関連技術の開発
27.0 61.4 27.8 65.9 4.1 3.1 1.5 0.2
ゲノム・プロテオーム及び生体情報伝達機
構の解明と革新的生産技術
35.0 40.0 34.0 74.5 5.0 3.5 1.2 0.2






































































































































































































 表５．７－９ 領域別課題の社会的適用予測時期 
領域 06-10 11-15 16-20 21-25 26-30 31-35 36- 
生物多様性と生態系の複雑な相互作用の解明    6 1   
バイオを利用した環境問題の解決と循環社会の実現  1 1 4 1   
生態系と調和し、環境を向上させる生産技術開発  1 3 3 1   
安全・安心・長寿・健康社会をもたらすフードシステム
等新たな生活関連技術の開発 
 1 4 6    
ゲノム・プロテオーム及び生体情報伝達機構の解明と
革新的生産技術 





























10 乾物で 50t/ha/年を越えるバイオマス生産作物の作出 6.2 2026 
バイオを利用した環境問題
の解決と循環社会の実現 
























































































15.3 59.4 22.1 3.1
バイオを利用した環境問題の解決
と循環社会の実現
36.3 51.5 10.6 1.6
生態系と調和し、環境を向上させる
生産技術開発




30.4 39.0 26.3 4.3
生物多様性と生態系の複雑な相互
作用の解明
47.6 42.2 8.9 1.4




























































































































































31.3 72.2 18.8 33.3 12.7 5.4 0.6
バイオを利用した環境問題の解決と循環
社会の実現
27.9 66.5 22.1 28.9 6.5 8.7 0.2
生態系と調和し、環境を向上させる生産
技術開発




36.9 68.5 12.6 36.9 7.9 13.4 0.3
生物多様性と生態系の複雑な相互作用
の解明
30.3 69.0 19.5 37.5 13.0 9.9 0.6

































































































































































































































































32 BSE 発生の完全な解明による予防・診断・治療技術 










































 ５．８． 集計結果一覧 
領域１ 生物多様性と生態系の複雑な相互作用の解明 （生態系保全・回復技術） 
１．領域に関する設問
①当該領域に関する専門度 ②現時点における効果







［知的資産の増大］ 当 該領域自体の知的資産 増大への寄与
大 やや大
やや大






























課題 大 中 小 なし
指







































































１ 120 7 13 80 - 78 58 39 3 0 4 19
２ 116 6 9 85 - 82 64 36 0 0 1 4
専 7 100 0 0 - 93 86 14 0 0 0 0
１ 110 8 14 78 - 82 65 33 2 0 3 16
２ 108 6 12 82 - 87 73 27 0 0 0 5
専 6 100 0 0 - 100 100 0 0 0 0 0
１ 90 9 12 79 - 60 31 51 16 2 2 17
２ 94 4 12 84 - 56 19 69 12 0 0 4
専 4 100 0 0 - 69 50 25 25 0 0 0
１ 209 7 28 65 - 71 48 42 10 0 1 9
２ 178 3 24 73 - 74 50 47 3 0 1 2
専 6 100 0 0 - 100 100 0 0 0 0 0
１ 182 8 26 66 - 63 36 45 17 2 4 14
２ 168 5 20 75 - 63 29 67 3 1 2 3
専 8 100 0 0 - 88 75 25 0 0 0 0
１ 143 11 22 67 - 54 22 52 24 2 3 10
２ 135 4 17 79 - 49 11 64 24 1 1 4
専 5 100 0 0 - 45 0 80 20 0 0 0
１ 140 8 31 61 - 66 41 41 17 1 6 14
２ 142 6 27 67 - 67 39 52 7 2 6 7
専 9 100 0 0 - 78 56 44 0 0 0 0
１ 151 15 19 66 - 52 18 53 28 1 1 14
２ 146 7 27 66 - 49 9 71 18 2 1 5
















































































なしやや 大 中 あまりなし
あまりなし なし大 やや 大 中
なしあまりなし大 やや 大 中










































































































































47 40 8 2 3 67 24 7 2 37 30 37 55 41 3 2 2 2 25 56 27 14 3 43 47 11 16 7 22 4
65 29 6 0 0 77 21 1 1 37 18 39 63 40 2 0 0 0 9 69 26 3 2 58 58 2 9 4 16 0
29 71 0 0 0 100 0 0 0 57 14 57 71 86 0 0 0 0 14 100 0 0 0 86 57 0 14 0 71 0
79 14 6 0 1 68 24 6 2 40 29 44 62 26 2 4 1 0 19 57 28 13 2 48 44 9 21 6 23 2
92 7 1 0 0 79 20 0 1 45 19 38 69 17 2 0 0 0 6 72 23 4 1 63 55 1 14 4 16 0
83 17 0 0 0 100 0 0 0 83 0 83 100 33 0 0 0 0 0 100 0 0 0 67 67 0 33 17 33 0
53 25 20 0 2 28 46 21 5 29 51 37 55 12 1 2 1 1 21 30 37 28 5 42 54 17 21 4 11 0
75 13 12 0 0 21 68 10 1 18 53 23 58 8 2 0 0 0 5 20 59 18 3 43 73 7 11 6 3 0
50 0 50 0 0 0 75 25 0 25 75 25 75 0 0 0 0 0 0 0 75 25 0 25 75 25 25 0 0 0
7 81 10 1 1 53 37 8 2 35 45 46 56 37 3 1 0 2 13 44 40 13 3 41 63 27 28 7 4 2
2 94 4 0 0 68 30 1 1 31 44 48 64 24 2 0 0 1 6 53 42 4 1 49 75 11 22 4 1 1
0 100 0 0 0 100 0 0 0 33 67 67 67 50 0 0 0 0 0 100 0 0 0 33 83 17 50 0 0 0
7 72 20 0 1 45 39 13 3 44 38 48 55 39 4 2 0 5 16 39 41 14 6 51 58 24 30 9 8 1
2 89 8 0 1 63 33 3 1 39 29 46 60 26 2 0 0 3 4 43 49 7 1 54 72 10 18 3 2 1
13 87 0 0 0 75 25 0 0 50 50 63 50 50 0 0 0 0 0 62 38 0 0 38 88 0 38 13 13 0
13 62 24 0 1 27 45 24 4 42 26 37 54 37 6 2 0 5 15 21 49 23 7 46 55 13 20 12 12 1
4 89 6 0 1 23 61 14 2 48 13 31 65 19 2 2 0 3 4 16 61 22 1 54 66 10 9 2 4 2
0 100 0 0 0 40 60 0 0 80 20 40 80 40 0 0 0 0 0 60 40 0 0 60 80 20 20 0 40 0
91 2 5 0 2 47 36 14 3 39 46 32 51 2 7 8 1 8 19 44 38 14 4 30 39 13 48 9 17 2
97 1 2 0 0 66 28 4 2 34 54 19 60 2 4 4 1 5 10 58 36 5 1 30 52 5 53 6 12 1
100 0 0 0 0 67 22 0 11 88 25 13 63 13 0 0 0 11 0 75 25 0 0 38 25 13 63 0 25 0
18 63 17 0 2 18 47 30 5 45 33 33 67 8 2 1 1 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
8 84 7 0 1 15 61 21 3 56 22 26 74 4 1 1 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0


























































































































［知的資産の増大］ 当 該領域自体の知的資産 増大への寄与
大 やや大
やや大






























課題 大 中 小 なし
指







































































１ 202 10 30 60 - 71 44 50 6 0 1 5
２ 185 5 25 70 - 70 41 57 2 0 1 0
専 9 100 0 0 - 67 33 67 0 0 0 0
１ 165 13 28 59 - 62 35 43 21 1 10 17
２ 163 8 31 61 - 58 23 66 10 1 6 3
専 13 100 0 0 - 73 54 31 15 0 15 0
１ 151 7 22 71 - 68 42 44 13 1 4 9
２ 143 1 17 82 - 70 46 44 9 1 1 1
専 2 100 0 0 - 50 0 100 0 0 0 0
１ 154 10 25 65 - 58 29 46 24 1 3 8
２ 140 6 19 75 - 59 22 68 10 0 0 1
専 9 100 0 0 - 66 38 49 13 0 0 0
１ 111 8 23 69 - 57 25 52 23 0 1 7
２ 112 4 14 82 - 54 16 66 18 0 0 0
専 4 100 0 0 - 75 50 50 0 0 0 0
１ 209 13 27 60 - 74 51 44 5 0 2 9
２ 186 10 22 68 - 80 62 35 2 1 1 1
専 19 100 0 0 - 92 83 17 0 0 0 0
１ 210 16 26 58 - 79 62 35 3 0 3 9
２ 190 9 27 64 - 88 77 21 1 1 1 1









































































なしやや 大 中 あまりなし
あまりなし なし大 やや 大 中
なしあまりなし大 やや 大 中










































































































































49 25 24 1 1 25 45 24 6 20 59 21 55 4 10 17 2 1 7 33 42 19 6 13 42 30 50 18 34 1
73 16 10 0 1 13 73 13 1 8 81 9 60 0 6 14 0 1 1 25 66 8 1 6 53 15 67 8 31 1
78 22 0 0 0 33 67 0 0 11 67 11 56 0 22 33 0 0 0 44 56 0 0 11 33 0 78 11 22 0
11 68 14 4 3 29 44 23 4 34 33 42 55 15 8 4 1 9 15 29 39 21 11 29 53 30 33 15 9 2
4 88 7 0 1 22 68 8 2 28 36 36 72 6 2 3 0 6 7 18 67 11 4 21 68 16 40 10 3 1
15 85 0 0 0 46 38 8 8 42 25 42 67 17 8 8 0 23 0 25 59 8 8 55 55 18 36 9 0 0
39 40 19 0 2 36 42 18 4 29 57 39 59 8 9 5 0 6 8 33 37 26 4 19 54 43 48 23 12 1
40 51 9 0 0 33 60 6 1 18 64 23 75 3 4 1 0 1 4 40 47 12 1 11 68 33 56 14 7 0
100 0 0 0 0 50 50 0 0 0 50 0 50 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 50 50 0 0 0
37 30 28 1 4 22 45 28 5 29 56 38 56 6 10 1 0 5 12 18 45 29 8 17 56 41 38 19 5 0
49 32 18 0 1 18 71 10 1 20 71 22 68 1 3 0 0 1 2 21 63 15 1 10 70 34 46 11 4 0
56 33 11 0 0 33 45 22 0 0 67 22 67 0 0 0 0 11 0 56 22 22 0 0 44 33 56 0 0 0
58 24 16 1 1 18 39 36 7 27 61 27 53 5 9 3 0 2 8 14 42 35 9 20 53 33 36 17 10 0
89 9 2 0 0 8 66 25 1 13 76 12 60 2 3 2 0 0 0 7 69 22 2 10 73 25 39 7 3 0
75 0 25 0 0 50 25 25 0 0 75 25 50 0 0 0 0 0 0 25 50 25 0 0 50 75 50 0 0 0
34 38 27 1 0 53 37 7 3 36 50 47 64 5 8 7 0 3 10 49 39 9 3 26 55 32 46 15 23 1
36 53 10 0 1 69 27 3 1 28 63 31 72 4 3 3 0 2 2 61 33 4 2 16 76 23 58 10 16 0
26 58 16 0 0 77 17 0 6 29 76 29 59 12 12 0 0 0 5 84 11 0 5 28 89 28 56 17 39 0
22 12 62 2 2 54 37 8 1 38 60 43 56 6 20 10 1 3 13 60 32 7 1 36 49 32 59 27 30 0
12 3 82 2 1 79 18 2 1 28 73 33 63 2 13 4 0 2 3 81 16 2 1 28 60 15 69 15 28 0


























































































































［知的資産の増大］ 当 該領域自体の知的資産 増大への寄与
大 やや大
やや大






























課題 大 中 小 なし
指







































































１ 201 22 25 53 - 70 43 51 5 1 1 9
２ 184 18 21 61 - 74 48 50 1 1 1 1
専 34 100 0 0 - 86 73 24 3 0 0 0
１ 170 9 28 63 - 47 15 48 32 5 4 5
２ 159 6 21 73 - 47 8 65 27 0 1 1
専 9 100 0 0 - 53 11 78 11 0 0 0
１ 137 13 20 67 - 74 52 42 6 0 2 7
２ 136 6 17 77 - 83 66 31 2 1 0 2
専 8 100 0 0 - 100 100 0 0 0 0 0
１ 115 10 18 72 - 49 17 47 33 3 2 8
２ 115 6 9 85 - 47 9 62 28 1 0 1
専 7 100 0 0 - 79 57 43 0 0 0 0
１ 160 13 21 66 - 69 43 44 12 1 4 6
２ 138 6 19 75 - 73 48 48 3 1 1 2
専 8 100 0 0 - 81 62 38 0 0 13 0
１ 152 13 27 60 - 51 20 48 28 4 6 12
２ 160 13 18 69 - 51 14 67 15 4 4 2
専 20 100 0 0 - 58 20 70 10 0 5 5
１ 146 7 23 70 - 58 29 49 20 2 0 17
２ 140 2 21 77 - 55 17 69 14 0 0 3
専 3 100 0 0 - 100 100 0 0 0 0 0
１ 165 11 28 61 - 54 25 44 27 4 1 5
２ 167 7 19 74 - 54 15 71 13 1 0 0

















































































なしやや 大 中 あまりなし
あまりなし なし大 やや 大 中
なしあまりなし大 やや 大 中










































































































































21 30 47 1 1 32 53 13 2 45 46 42 65 8 13 12 0 1 9 32 49 16 3 35 52 30 48 28 27 1
9 24 67 0 0 25 71 3 1 39 57 26 73 4 8 5 1 1 1 27 69 2 2 23 68 16 63 17 20 1
12 15 73 0 0 38 62 0 0 47 59 44 82 9 18 6 0 0 0 44 53 0 3 30 67 36 64 33 21 0
72 20 5 1 2 8 37 41 14 19 56 30 54 6 5 1 1 5 7 7 31 45 17 20 57 35 44 12 3 0
94 6 0 0 0 4 45 45 6 7 79 15 61 0 1 0 0 2 1 4 34 58 4 8 76 24 42 3 0 0
89 11 0 0 0 11 56 22 11 13 75 0 50 0 0 0 0 0 0 11 33 56 0 11 67 33 33 0 0 0
37 24 37 0 2 55 37 7 1 47 48 42 65 8 12 8 1 1 11 56 35 8 1 41 53 16 41 16 29 2
44 10 46 0 0 77 20 3 0 41 50 30 72 4 4 6 0 0 2 79 19 2 0 39 74 5 43 5 26 1
17 0 83 0 0 100 0 0 0 71 29 57 71 14 0 29 0 0 0 100 0 0 0 43 71 14 43 0 57 0
93 3 1 1 2 16 36 37 11 32 39 28 59 8 3 2 1 0 15 8 29 44 19 27 38 44 37 12 8 0
99 0 1 0 0 7 50 38 5 23 53 12 70 1 2 0 0 0 1 2 30 60 8 12 52 56 32 3 2 0
100 0 0 0 0 43 57 0 0 43 57 14 86 0 0 0 0 0 0 29 29 42 0 14 43 57 57 0 14 0
39 42 17 1 1 39 41 17 3 35 51 45 64 18 10 6 0 3 9 37 44 16 3 36 62 30 44 11 20 1
40 58 2 0 0 42 53 5 0 26 65 30 71 5 3 2 0 2 2 34 60 5 1 20 84 13 49 5 10 0
29 71 0 0 0 57 43 0 0 29 43 43 86 0 0 0 0 13 0 43 43 14 0 14 86 14 43 14 0 0
37 49 9 1 4 17 40 34 9 32 27 30 73 9 5 2 1 6 14 14 34 40 12 35 40 20 38 16 5 6
24 75 1 0 0 10 65 21 4 31 25 24 79 2 3 0 1 5 5 7 51 35 7 30 58 10 46 7 1 2
50 45 5 0 0 15 65 15 5 42 16 32 79 5 11 0 0 0 10 11 62 16 11 47 41 12 47 12 0 0
39 50 8 0 3 22 47 25 6 39 49 50 61 11 11 1 0 1 21 19 34 36 11 34 59 46 25 25 3 1
20 80 0 0 0 10 68 19 3 21 48 47 65 5 3 1 0 1 4 8 47 41 4 19 77 35 18 12 2 0
33 67 0 0 0 67 33 0 0 67 67 33 100 0 0 0 0 0 0 67 33 0 0 100 67 33 100 0 0 0
54 37 8 0 1 19 40 33 8 30 71 30 55 4 9 2 0 4 8 19 35 36 10 27 59 38 49 16 9 1
76 23 1 0 0 9 67 23 1 16 80 20 57 0 6 1 0 2 1 9 50 39 2 13 79 29 47 5 5 0


























































































































［知的資産の増大］ 当 該領域自体の知的資産 増大への寄与
大 やや大
やや大






























課題 大 中 小 なし
指







































































１ 150 9 25 66 - 66 37 54 8 1 3 10
２ 147 4 22 74 - 60 23 73 3 1 1 3
専 6 100 0 0 - 83 67 33 0 0 0 0
１ 166 11 30 59 - 66 39 50 10 1 4 10
２ 158 4 28 68 - 59 22 71 6 1 2 1
専 7 100 0 0 - 71 43 57 0 0 0 0
１ 151 9 32 59 - 74 52 42 6 0 3 5
２ 145 6 19 75 - 78 58 35 6 1 0 1
専 8 100 0 0 - 94 87 13 0 0 0 0
１ 123 11 19 70 - 37 7 38 46 9 3 11
２ 144 5 14 81 - 34 2 34 58 6 2 6
専 7 100 0 0 - 43 14 29 57 0 0 0
１ 161 11 27 62 - 59 31 45 21 3 3 8
２ 165 3 22 75 - 56 18 71 11 0 1 1
専 5 100 0 0 - 65 40 40 20 0 0 0
１ 130 16 23 61 - 57 29 45 23 3 5 11
２ 124 6 25 69 - 54 16 70 13 1 1 0
専 8 100 0 0 - 66 38 49 13 0 0 0
１ 128 4 18 78 - 44 12 45 38 5 5 10
２ 121 2 19 79 - 44 7 56 35 2 3 2
専 3 100 0 0 - 67 33 67 0 0 0 0
１ 138 12 21 67 - 36 7 37 42 14 5 8
２ 149 5 18 77 - 32 3 27 61 9 4 1
専 8 100 0 0 - 47 13 49 38 0 0 0
１ 148 7 20 73 - 77 60 32 5 3 3 7
２ 144 2 19 79 - 89 79 16 4 1 1 1














































































なしやや 大 中 あまりなし
あまりなし なし大 やや 大 中
なしあまりなし大 やや 大 中










































































































































35 48 17 0 0 30 47 20 3 33 57 42 57 8 11 4 0 3 9 27 45 22 6 28 57 36 34 16 16 1
19 80 1 0 0 15 73 11 1 23 72 25 66 4 4 1 0 0 5 15 66 18 1 17 75 24 33 15 8 0
0 100 0 0 0 67 33 0 0 33 67 17 50 33 17 0 0 0 0 50 50 0 0 50 67 33 17 17 33 0
33 53 13 1 0 28 46 22 4 32 64 38 57 8 14 2 1 4 9 23 43 28 6 24 61 36 32 30 13 0
19 79 2 0 0 11 70 18 1 12 80 25 60 3 7 1 0 3 2 12 64 23 1 10 75 33 25 28 6 0
0 100 0 0 0 42 29 29 0 0 57 14 57 0 14 0 0 0 0 29 57 14 0 0 57 14 14 43 0 0
42 42 14 1 1 31 44 22 3 42 58 35 56 8 11 2 1 1 6 27 38 31 4 31 64 39 39 27 7 1
60 38 2 0 0 18 71 11 0 23 79 17 67 4 5 1 0 0 1 15 68 17 0 15 76 26 42 16 2 0
87 13 0 0 0 49 38 13 0 13 50 13 63 0 0 0 0 0 0 38 49 13 0 38 63 13 25 13 0 0
61 30 9 0 0 9 27 45 19 34 48 37 57 5 4 2 1 4 16 9 20 43 28 24 68 43 37 9 2 0
84 16 0 0 0 3 26 61 10 14 65 14 65 0 2 1 1 3 6 1 21 63 15 12 79 37 21 2 0 0
100 0 0 0 0 14 14 72 0 0 57 0 57 0 0 0 0 0 0 14 14 72 0 14 71 29 14 0 0 0
37 50 12 0 1 32 38 25 5 33 56 46 59 9 8 7 1 3 11 31 33 27 9 29 61 34 46 16 22 0
22 76 1 0 1 16 66 17 1 18 73 26 69 5 1 2 0 2 2 19 56 23 2 12 78 23 45 9 17 0
0 100 0 0 0 40 40 20 0 40 80 20 40 0 0 0 0 0 0 40 20 40 0 20 60 40 40 0 0 0
12 68 17 0 3 23 46 26 5 33 42 47 60 7 4 4 1 3 14 26 39 28 7 29 57 32 35 10 17 3
3 92 5 0 0 12 73 14 1 18 55 39 73 2 3 1 0 2 0 12 71 15 2 14 79 19 38 4 13 0
0 100 0 0 0 49 38 13 0 50 63 75 50 13 13 0 0 0 0 42 29 29 0 71 57 43 57 14 14 0
27 13 57 0 3 12 36 40 12 41 42 33 52 7 8 0 0 4 16 11 32 41 16 44 51 27 31 17 4 0
14 4 81 0 1 6 43 46 5 37 47 21 61 2 3 0 0 3 3 4 31 59 6 41 71 14 21 5 0 1
34 33 33 0 0 33 67 0 0 67 33 33 67 0 0 0 0 0 0 33 67 0 0 33 100 0 0 0 0 0
69 21 6 0 4 3 22 49 26 17 60 28 49 3 8 2 0 5 14 5 22 42 31 18 48 49 28 12 8 1
88 5 6 0 1 1 13 70 16 8 81 10 48 1 3 2 0 6 1 2 15 65 18 10 67 56 16 4 5 0
87 13 0 0 0 14 14 72 0 0 86 0 71 0 0 0 0 13 0 13 25 62 0 0 75 50 38 0 0 0
19 14 67 0 0 65 26 6 3 49 37 50 65 28 5 10 0 1 10 66 22 8 4 48 47 14 47 11 31 1
7 4 89 0 0 87 10 2 1 54 29 55 73 14 2 2 1 1 1 87 10 2 1 60 60 3 50 6 24 1
























































































































課題 大 中 小 なし
指







































































１ 195 8 29 63 - 79 60 35 4 1 2 11
２ 185 5 22 73 - 93 85 14 1 0 1 1
専 9 100 0 0 - 100 100 0 0 0 0 0
１ 205 26 29 45 - 78 61 27 10 2 0 0
２ 192 19 29 52 - 90 80 17 2 1 0 0


































































































































































14 47 39 0 0 64 28 7 1 50 43 49 64 20 5 12 1 1 13 62 27 11 0 47 52 16 34 10 37 2
3 68 29 0 0 87 11 2 0 62 34 45 78 7 2 4 0 0 3 88 10 2 0 53 71 6 37 6 27 1
0 67 33 0 0 100 0 0 0 56 11 56 100 11 0 0 0 0 0 100 0 0 0 56 67 0 56 11 44 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 6 12 64 23 10 3 58 42 11 14 33 22 10
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 8 79 16 3 2 76 55 7 8 37 14 2


























































































































［知的資産の増大］ 当 該領域自体の知的資産 増大への寄与
大 やや大
やや大






























課題 大 中 小 なし
指







































































１ 97 7 29 64 - 46 13 51 31 5 4 9
２ 116 2 22 76 - 47 6 69 25 0 0 3
専 2 100 0 0 - 75 50 50 0 0 0 0
１ 82 9 24 67 - 44 11 46 38 5 2 16
２ 99 3 17 80 - 45 5 65 30 0 0 0
専 3 100 0 0 - 67 33 67 0 0 0 0
１ 123 17 24 59 - 60 31 50 16 3 2 12
２ 131 7 22 71 - 57 18 73 9 0 0 2
専 9 100 0 0 - 78 56 44 0 0 0 0
１ 130 10 23 67 - 59 30 50 17 3 1 9
２ 141 2 28 70 - 56 15 79 6 0 1 1
専 3 100 0 0 - 100 100 0 0 0 0 0
１ 179 26 24 50 - 55 25 49 23 3 3 10
２ 175 15 29 56 - 56 18 68 13 1 1 2
専 27 100 0 0 - 65 30 70 0 0 0 0
１ 155 25 22 53 - 65 42 38 18 2 4 10
２ 153 14 21 65 - 72 47 47 5 1 3 2
専 21 100 0 0 - 81 62 38 0 0 0 0
１ 107 13 21 66 - 56 26 50 20 4 2 12
２ 115 7 15 78 - 50 9 73 18 0 1 4
専 8 100 0 0 - 56 25 50 25 0 13 0
１ 81 9 25 66 - 50 16 53 28 3 0 11
２ 92 1 22 77 - 47 4 78 17 1 0 2
専 1 100 0 0 - 100 100 0 0 0 0 0
１ 100 6 20 74 - 62 34 50 13 3 1 18
２ 104 4 13 83 - 57 16 78 6 0 1 3



















































































なしやや 大 中 あまりなし
あまりなし なし大 やや 大 中
なしあまりなし大 やや 大 中










































































































































4 68 26 0 2 19 41 31 9 32 50 37 60 10 15 5 1 6 17 22 34 34 10 25 54 34 27 33 14 2
0 96 3 1 0 6 70 23 1 17 64 15 72 4 8 2 0 2 4 7 56 34 3 19 79 22 21 23 9 0
0 100 0 0 0 50 50 0 0 0 50 0 100 0 0 0 0 0 0 50 50 0 0 0 100 50 0 0 0 0
3 77 19 0 1 16 44 35 5 33 40 43 64 12 8 0 0 1 20 15 38 37 10 41 58 27 27 13 6 1
1 97 2 0 0 6 69 25 0 23 47 28 71 3 3 1 0 0 3 5 57 37 1 36 77 10 14 11 4 0
33 67 0 0 0 33 67 0 0 0 100 33 100 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 67 67 0 33 0 0 0
39 48 11 1 1 29 46 22 3 41 45 46 66 11 7 0 0 2 12 21 46 28 5 38 64 37 36 17 8 3
33 64 3 0 0 19 69 12 0 35 47 41 76 3 2 1 1 0 6 9 74 16 1 31 80 20 32 8 4 1
56 44 0 0 0 67 33 0 0 56 33 67 100 11 0 0 0 0 0 56 33 11 0 67 56 22 78 0 11 0
36 56 8 0 0 29 41 23 7 34 53 37 63 9 11 2 1 2 15 20 41 31 8 31 59 43 27 28 11 0
20 79 1 0 0 11 78 11 0 29 66 25 74 2 5 1 0 1 2 8 74 17 1 25 78 40 19 20 6 0
33 67 0 0 0 67 33 0 0 33 67 0 100 33 0 0 0 0 0 33 67 0 0 0 100 67 33 33 0 0
26 63 9 1 1 34 45 17 4 42 36 37 62 39 11 0 1 3 16 34 45 16 5 47 52 28 35 19 4 4
11 86 1 1 1 28 63 8 1 47 36 24 74 25 6 2 1 2 5 27 62 9 2 51 73 20 38 10 2 1
15 81 4 0 0 41 59 0 0 41 41 30 81 22 7 0 0 0 0 44 49 7 0 52 70 26 59 19 0 0
73 25 1 0 1 44 35 16 5 43 33 48 73 22 5 0 1 5 17 33 32 25 10 47 53 21 26 15 2 6
91 9 0 0 0 59 35 5 1 47 26 44 78 7 3 0 0 7 7 36 45 16 3 53 75 10 23 7 1 1
76 24 0 0 0 71 29 0 0 71 29 38 86 5 5 0 0 0 10 53 33 14 0 81 76 19 33 10 0 0
57 32 9 0 2 29 41 26 4 38 42 40 67 3 8 3 0 6 14 28 32 36 4 35 53 33 30 18 12 1
78 18 4 0 0 15 69 16 0 27 45 29 77 1 2 0 0 4 5 9 55 34 2 36 72 20 20 12 8 0
75 25 0 0 0 37 38 25 0 50 50 50 88 13 0 0 0 13 0 38 13 49 0 38 50 25 50 25 25 0
17 48 35 0 0 25 44 27 4 31 33 46 64 8 13 6 0 1 20 27 40 28 5 33 42 25 29 23 10 4
7 82 11 0 0 7 81 11 1 22 33 45 67 0 1 1 0 1 2 7 77 15 1 38 73 9 20 10 8 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 100 100 100 100 0 100 0 0 0 0 100 0 0 0 100 100 100 100 100 0 0
47 39 13 1 0 32 45 19 4 43 36 49 66 9 7 1 0 1 18 27 45 22 6 40 55 26 28 14 10 2
67 24 9 0 0 17 78 5 0 38 29 42 75 3 1 0 0 1 4 12 76 10 2 46 72 9 24 4 4 0
























































































































課題 大 中 小 なし
指







































































１ 72 7 17 76 - 37 12 28 46 14 13 25
２ 89 2 9 89 - 31 3 25 61 11 10 15
専 2 100 0 0 - 50 0 100 0 0 0 0
１ 145 25 23 52 - 56 23 56 21 0 1 14
２ 145 16 28 56 - 58 19 76 5 0 1 4
専 23 100 0 0 - 73 45 55 0 0 0 0
１ 151 28 28 44 - 69 47 38 12 3 5 10
２ 159 18 25 57 - 78 58 37 4 1 2 2






































































































































































0 82 16 0 2 14 32 36 18 42 37 46 60 13 0 2 4 14 32 14 22 39 25 52 44 27 25 4 6 6
0 98 2 0 0 5 23 60 12 37 26 36 71 1 0 3 0 17 16 2 24 60 14 62 60 10 16 0 3 0
0 100 0 0 0 50 50 0 0 50 50 50 100 0 0 0 0 0 0 0 50 50 0 50 100 50 50 0 0 0
11 75 12 0 2 25 48 23 4 42 31 42 75 12 5 2 0 4 17 19 42 30 9 52 46 20 26 13 5 3
2 96 2 0 0 17 73 8 2 54 23 36 82 4 4 1 1 4 8 13 69 14 4 60 66 11 21 7 1 1
4 96 0 0 0 35 61 4 0 52 4 39 100 4 4 0 0 0 0 22 78 0 0 61 65 4 26 9 0 0
12 77 10 0 1 43 37 17 3 41 40 48 70 12 10 8 2 5 17 41 35 19 5 38 44 17 30 36 23 8
1 98 1 0 0 56 38 4 2 44 39 43 78 5 7 3 0 3 10 50 43 4 3 42 69 11 24 34 15 1













































































































































































































































































































































































的検証と品質管理体制の構築。○MEMS 技術を用いた次世代バイオチップの開発。○フードシステム全体の「地産地消」化への Soft 



























2011 13 木材と非木質系材料との複合化技術の高度化により、再利用を可能にした木質系複合素材の製造技術〈領域 2〉 
2011 23 農作業中でもコンピュータやインターネットが常時利用できるウェアラブルコンピュータ（体に装着できる超小型 PC）
を用いた、生産履歴情報の自動入力システム及び、農薬の使用可否、病害虫対策などに関するナビゲーションシス
テム〈領域 3〉 
2012 17 果実を品質や熟度に応じて選択収穫・自動選別する作業ロボット〈領域 3〉 
2012 19 ウナギ人工種苗を大量培養し、成育させ、出荷する生産システム技術〈領域 3〉 
2012 31 生鮮食品の鮮度がわかる家庭用鮮度検査器〈領域 4〉 
2013 07 日本におけるマツガレ病の完全制圧〈領域 1〉 







2013 28 DNA チップや分光センサ等種々のセンサで生産現場から食卓まで食品を途切れることなくモニタリングし、有害物
質の混入や細菌汚染等を防止するセンサーネットワーク技術〈領域 4〉 
2013 30 森林や木材の快適性増進効果の生理的解明に基づく森林療法〈領域 4〉 
2013 32 BSE 発生の完全な解明による予防・診断・治療技術〈領域 4〉 
2013 35 抗菌タンパク質や血液凝固因子等の生理活性物質（医薬品）を乳汁中に効率よく分泌する形質転換家畜の生産技
術〈領域 5〉 






2014 14 植物・微生物を利用して土壌中のダイオキシン類や重金属を効果的に除去する技術〈領域 2〉 
2014 15 地域農林業資源・有機性廃棄物などのバイオマスエネルギーを利用する、ゼロエミッションを指向した低コスト農林
業・農村の実現〈領域 2〉 
2014 21 大量根粒着生品種による超多収大豆栽培の実現〈領域 3〉 
2014 22 未利用の深海微生物の生理機能を利用した、食品や医薬品等の生産技術〈領域 3〉 
2014 24 アレルゲン計測技術に基づいたアレルギーを起こさない食品の製造技術〈領域 4〉 
2014 25 生活習慣病の予防が可能となる、個人の体質に応じた機能性食品〈領域 4〉 
2014 27 味覚と物性を感知、分析する精密食味分析ロボット〈領域 4〉 
2014 37 DNA マーカーなどのゲノム情報の解析技術を応用して、有利な形質（環境耐性、耐病性等）を備えた水産生物を作
出し養殖する技術〈領域 5〉 







2015 02 マイワシ等主要漁業資源の適正管理のための、資源量長期変動予測技術〈領域 1〉 
2015 08 非病原性微生物（エンドファイト）が植物体内に定着し、植物生育に影響を与えるメカニズムの解明〈領
域 1〉 
2015 11 バイオマスエネルギーの燃料電池化利用の一般化〈領域 2〉 
2015 18 陸域・河川・沿岸域を繋ぐ物質循環システムの解明に基づいた、藻場・干潟などの沿岸環境修復技術〈領域 3〉 
2015 29 プロテオミクス、メタボロミクスを利用した食用作物安全性評価システム〈領域 4〉 
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2015 39 耐塩性、耐乾性、耐寒性を強化・付加した有用植物を用いた砂漠等での作物生産・緑化技術〈領域 5〉 
2016 03 正確な魚体長測定や魚種判別を可能とする計量魚群探知システムによる多種一括資源量評価技術〈領域 1〉 
2016 10 乾物で 50t/ha/年を越えるバイオマス生産作物の作出〈領域 2〉 
2016 43 魚類の免疫機構とその制御因子の解明に基づく、感染症予防技術〈領域 5〉 














2015 23 農作業中でもコンピュータやインターネットが常時利用できるウェアラブルコンピュータ（体に装着できる超小型 PC）
を用いた、生産履歴情報の自動入力システム及び、農薬の使用可否、病害虫対策などに関するナビゲーションシス
テム〈領域 3〉 
2015 34 遺伝子組換え植物・食品に関する一般市民のポジティブな理解とコンセンサスの形成〈領域 4〉 
2018 17 果実を品質や熟度に応じて選択収穫・自動選別する作業ロボット〈領域 3〉 
2018 31 生鮮食品の鮮度がわかる家庭用鮮度検査器〈領域 4〉 
2019 13 木材と非木質系材料との複合化技術の高度化により、再利用を可能にした木質系複合素材の製造技術〈領域 2〉 





2020 30 森林や木材の快適性増進効果の生理的解明に基づく森林療法〈領域 4〉 
2020 32 BSE 発生の完全な解明による予防・診断・治療技術〈領域 4〉 
2021 07 日本におけるマツガレ病の完全制圧〈領域 1〉 
2021 16 化学合成農薬・肥料の利用を半減させる、生物学的な作物保護法（ファージ、プラントアクティベータ、天敵生物、フ
ェロモン、アレロパシー等）〈領域 3〉 
2021 24 アレルゲン計測技術に基づいたアレルギーを起こさない食品の製造技術〈領域 4〉 
2021 35 抗菌タンパク質や血液凝固因子等の生理活性物質（医薬品）を乳汁中に効率よく分泌する形質転換家畜の生産技
術〈領域 5〉 
2021 38 昆虫の細胞培養や組換え体利用による医薬品等の有用物質生産の工業化〈領域 5〉 
2022 02 マイワシ等主要漁業資源の適正管理のための、資源量長期変動予測技術〈領域 1〉 
2022 12 高効率リグニン分解法の開発による木質系バイオマスからのアルコール発酵またはメタン発酵技術〈領域 2〉 
2022 14 植物・微生物を利用して土壌中のダイオキシン類や重金属を効果的に除去する技術〈領域 2〉 
2022 15 地域農林業資源・有機性廃棄物などのバイオマスエネルギーを利用する、ゼロエミッションを指向した低コスト農林
業・農村の実現〈領域 2〉 
2022 25 生活習慣病の予防が可能となる、個人の体質に応じた機能性食品〈領域 4〉 







2023 21 大量根粒着生品種による超多収大豆栽培の実現〈領域 3〉 
2023 22 未利用の深海微生物の生理機能を利用した、食品や医薬品等の生産技術〈領域 3〉 
2023 41 染色体操作クローン技術による優良形質（耐病性、高成長性）を固定した水産養殖品種の作出〈領域 5〉 
2023 42 エピジェネティクス等の核における遺伝情報リプログラミング機構の解明に基づく、家畜の体細胞クローン作出技術
〈領域 5〉 
2024 03 正確な魚体長測定や魚種判別を可能とする計量魚群探知システムによる多種一括資源量評価技術〈領域 1〉 
2024 06 世界の主要な商業利用樹種に関する樹木集団の、地域分化や遺伝的多様性を解析するための、分子マーカーに
よる遺伝的地域区分の把握〈領域 1〉 
2024 11 バイオマスエネルギーの燃料電池化利用の一般化〈領域 2〉 
2024 27 味覚と物性を感知、分析する精密食味分析ロボット〈領域 4〉 
2024 29 プロテオミクス、メタボロミクスを利用した食用作物安全性評価システム〈領域 4〉 
2024 33 有害化学物質（内分泌かく乱物質、重金属など）のヒト、作物、家畜、生態系への長期的な影響の解明による、その
リスク管理技術〈領域 4〉 






2026 10 乾物で 50t/ha/年を越えるバイオマス生産作物の作出〈領域 2〉 
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 実現年 課題 
2026 18 陸域・河川・沿岸域を繋ぐ物質循環システムの解明に基づいた、藻場・干潟などの沿岸環境修復技術〈領域 3〉 
2027 39 耐塩性、耐乾性、耐寒性を強化・付加した有用植物を用いた砂漠等での作物生産・緑化技術〈領域 5〉 
2027 43 魚類の免疫機構とその制御因子の解明に基づく、感染症予防技術〈領域 5〉 
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して、２０１０年ごろの打上げを予定している NASA の SIM 計画がある。また、大気の揺らぎに邪魔されずトランシ
ット法を遂行しようという計画に、フランスの COROT や NASA の Kepler、ESA の Eddington などの計画がある。 




















































































































































¾ 「13 日本独自の地球と地球周回軌道を行き来する再使用型宇宙輸送機」 
¾ 「14 日本独自の有人宇宙船」 
¾ 「15 地球周回軌道の宇宙観光旅行（教育文化活動を含む）」 
¾ 「16 宇宙で野菜、穀物、動物タンパク質等の食料が自給できる閉鎖生態系を利用する生命維持技
術」 
¾ 「17 地球観測、宇宙工場及び通信基地として総合的に利用可能な静止軌道上基地」 






























































































































































































































































































































































































































































R1 発送 R1 回収 回収率 R2 発送 R2 回収 回収率 
415 人 296 人 71％ 296 人 250 人 84% 
 
男 ２３８人 会社員 ３０人 大 8.9 ％
女 １２人 大学教職員 １０４人 中 19.9 ％
性 
別 
無回答 なし 公的機関職員 ９３人 小 71.2 ％
20 代 １人 団体職員 ８人
30 代 ３３人 その他 １３人











50 代 １００人 研究開発従事 ２１２人
60 代 ３０人 上記以外 ３８人

















１．情報・通信 70.6% １．情報・通信 31.6%
２．エレクトロニクス 20.1% ２．エレクトロニクス 5.7%
３．ライフサイエンス 15.0% ３．ライフサイエンス 42.9%
４．保健・医療・福祉 1.9% ４．保健・医療・福祉 4.7%
５．農林水産・食品 5.6% ５．農林水産・食品 5.2%
６．フロンティア  ６．フロンティア  
７．エネルギー・資源 59.8% ７．エネルギー・資源 65.6%
８．環境 72.4% ８．環境 70.3%
９．ナノテクノロジー・材料 16.8% ９．ナノテクノロジー・材料 19.3%
10．製造 1.4% 10．製造 0.5%
11．産業基盤 0.5% 11．産業基盤 0.0%
12．社会基盤 3.7% 12．社会基盤 9.9%
13．社会技術 24.8% 13．社会技術 36.8%
今後５ ～１ ０ 年に融合・ 連携を積極的に進めるべ き分野
 14．その他 0.0%













地上 低高度 静止軌道 高高度 月・惑星 
探査・観測・予測      
環境の保全・創造      
空間利用(環境利用)      
資源・エネルギー利用      
輸送      
基盤技術      





海洋 境界域 地球（極域含む） 共通 
探査・観測・予測     
環境の保全・創造     
空間利用     
資源・エネルギー利用     
自然災害対策     
基盤技術     











































































































































15 人（ 6.9%） 










20 人（ 9.1%） 
３．現在と比べ、人類が海洋空間で活動する領
域は減少している。 































































惑星探査技術  7.6  6.0  4.2  4.5  3.3  3.9
地球型生命および太陽系外惑星探査技術  7.4  5.2  3.1  3.1  2.7  3.4
宇宙と素粒子の研究  7.6  5.4  3.4  3.3  2.7  3.3
ロケット・有人宇宙活動基盤技術  7.2  6.8  6.1  6.0  5.2  5.3
宇宙利用技術－衛星基盤技術－  7.3  7.4  6.9  6.9  6.5  6.4
地球環境高精度観測・変動予測技術  8.1  7.3  6.0  6.0  7.6  6.6
極限生命の探査・捕獲・培養技術  7.3  5.8  3.6  3.8  3.1  3.5
地球深部観測技術  7.5  6.0  4.3  4.3  5.3  4.6
海洋・深海底観測調査技術  7.5  6.4  5.2  5.2  5.7  5.1
安全・安心社会の宇宙・海洋・地球技術  7.1  6.6  6.1  6.0  8.5  7.6
科学技術革命を先導する宇宙・海洋・地球
技術
 7.8  7.6  7.0  7.0  6.5  6.5






































惑星探査技術  8.2  6.7  5.0  5.3  4.0  4.6
地球型生命および太陽系外惑星探査技術  7.6  5.9  3.5  3.5  3.0  4.0
宇宙と素粒子の研究  7.8  6.1  3.8  3.8  2.9  3.7
ロケット・有人宇宙活動基盤技術  7.6  7.4  6.8  7.0  5.9  6.0
宇宙利用技術－衛星基盤技術－  7.7  7.7  7.5  7.6  7.2  7.0
地球環境高精度観測・変動予測技術  8.4  7.7  6.6  6.8  8.3  7.4
極限生命の探査・捕獲・培養技術  7.6  6.4  4.3  4.6  3.5  4.0
地球深部観測技術  7.8  6.6  4.7  4.8  6.1  5.1
海洋・深海底観測調査技術  7.7  7.0  6.0  6.1  6.5  5.9
安全・安心社会の宇宙・海洋・地球技術  7.4  7.0  6.7  6.7  9.1  8.1
科学技術革命を先導する宇宙・海洋・地球
技術
 8.2  8.0  7.6  7.8  7.2  7.2















































惑星探査技術  0.6  0.7  0.8  0.8  0.6  0.7
地球型生命および太陽系外惑星探査技術  0.3  0.7  0.4  0.4  0.3  0.6
宇宙と素粒子の研究  0.2  0.6  0.4  0.6  0.2  0.4
ロケット・有人宇宙活動基盤技術  0.4  0.6  0.7  0.9  0.7  0.7
宇宙利用技術－衛星基盤技術－  0.4  0.4  0.5  0.6  0.7  0.6
地球環境高精度観測・変動予測技術  0.3  0.4  0.6  0.8  0.8  0.8
極限生命の探査・捕獲・培養技術  0.3  0.6  0.7  0.8  0.4  0.5
地球深部観測技術  0.2  0.6  0.4  0.6  0.8  0.5
海洋・深海底観測調査技術  0.3  0.6  0.8  0.9  0.8  0.8
安全・安心社会の宇宙・海洋・地球技術  0.3  0.4  0.6  0.8  0.6  0.5
科学技術革命を先導する宇宙・海洋・地球
技術
 0.4  0.4  0.6  0.8  0.7  0.7











































惑星探査技術  1.4  2.8  7.4
地球型生命および太陽系外惑星探査技術  1.7  3.0  7.7
宇宙と素粒子の研究  3.6  4.6  8.5
ロケット・有人宇宙活動基盤技術  1.2  2.7  5.9
宇宙利用技術－衛星基盤技術－  2.4  3.5  7.8
地球環境高精度観測・変動予測技術  3.8  4.6  8.9
極限生命の探査・捕獲・培養技術  3.3  4.4  8.3
地球深部観測技術  4.4  5.1  8.7
海洋・深海底観測調査技術  4.6  5.3  9.0
安全・安心社会の宇宙・海洋・地球技術  4.7  5.3  8.9
科学技術革命を先導する宇宙・海洋・地球
技術














































惑星探査技術  1.3  2.9  8.1
地球型生命および太陽系外惑星探査技術  1.6  3.0  8.1
宇宙と素粒子の研究  3.4  4.5  8.5
ロケット・有人宇宙活動基盤技術  1.2  2.8  7.4
宇宙利用技術－衛星基盤技術－  2.2  3.5  8.3
地球環境高精度観測・変動予測技術  3.3  4.4  9.0
極限生命の探査・捕獲・培養技術  3.0  4.1  8.3
地球深部観測技術  4.1  5.0  8.7
海洋・深海底観測調査技術  4.2  5.0  9.0
安全・安心社会の宇宙・海洋・地球技術  4.6  5.2  9.0
科学技術革命を先導する宇宙・海洋・地球
技術































97.6 2009 2014 






97.6 2014 2022 








97.6 2021 2030 






96.1 2010 2016 






95.6 ― 2014 




95.4 2013 2020 





95.0 2015 2026 地球深部観測技術 
8 
23 実用的な数年規模の気候変動予測技術 






93.2 2013 2021 








93.2 2009 2014 























28 建物を識別できる約 100～500m メッシュで、数
時間先の大気汚染、都市型洪水等を予測でき
る高精度地域環境モデル 






84.3 2010 2015 









47 外洋に定置され、水深 6000m から海面近くまで
の海象、海況を長期間(5 年間程度)モニターで
きる自動観測システム 














77.2 2013 2021 地球深部観測技術 
19 
68 二酸化炭素を海底下に固定する技術 






能 500m～1km、水平 1km～5km） 




















































































領域 06-10 11-15 16-20 21-25 26-30 31-35 36- 
惑星探査技術  2 2     
地球型生命および太陽系外惑星探査技術  1 2     
宇宙と素粒子の研究  2 3     
ロケット・有人宇宙活動基盤技術   1 4 1   
宇宙利用技術－衛星基盤技術－  1 3     
地球環境高精度観測・変動予測技術  12 1     
極限生命の探査・捕獲・培養技術  1  1    
地球深部観測技術  2 3 2    
海洋・深海底観測調査技術 1 5      
安全・安心社会の宇宙・海洋・地球技術 4 4  1    






















































































































惑星探査技術 1.0 98.0 0.6 0.3 0.0 
地球型生命および太陽系外惑星探査技術 0.0 99.3 0.7 0.0 0.0 
宇宙と素粒子の研究 17.6 80.5 1.9 0.0 0.0 
ロケット・有人宇宙活動基盤技術 0.4 98.8 0.2 0.0 0.5 
宇宙利用技術－衛星基盤技術－ 3.0 96.7 0.2 0.0 0.2 
地球環境高精度観測・変動予測技術 9.1 89.8 0.9 0.0 0.2 
極限生命の探査・捕獲・培養技術 12.1 87.1 0.9 0.0 0.0 
地球深部観測技術 33.0 65.3 0.7 0.1 0.8 
海洋・深海底観測調査技術 44.9 53.6 1.3 0.0 0.2 
安全・安心社会の宇宙・海洋・地球技術 65.4 31.3 3.0 0.0 0.3 
科学技術革命を先導する宇宙・海洋・地球
技術
26.5 71.6 1.5 0.0 0.3 















99.3 2010 2016 






96.5 2021 2030 





95.4 2014 2022 











91.2 2010 2015 




91.1 2015 2026 地球深部観測技術 










0.0 2018 ― 宇宙と素粒子の研究 



























0.0 2021 2032 




























































惑星探査技術 74.1 21.1 4.4 0.3 
地球型生命および太陽系外惑星探査技術 56.1 32.2 8.6 3.1 
宇宙と素粒子の研究 68.1 25.0 6.0 0.9 
ロケット・有人宇宙活動基盤技術 67.8 18.5 9.0 4.6 
宇宙利用技術－衛星基盤技術－ 70.5 26.0 2.8 0.7 
地球環境高精度観測・変動予測技術 58.4 35.8 5.2 0.7 
極限生命の探査・捕獲・培養技術 56.8 33.0 8.2 2.0 
地球深部観測技術 56.6 34.9 7.9 0.6 
海洋・深海底観測調査技術 52.2 43.3 4.5 0.0 
安全・安心社会の宇宙・海洋・地球技術 87.9 11.3 0.6 0.3 
科学技術革命を先導する宇宙・海洋・地球
技術
41.1 48.3 8.8 1.7 
























































































































































惑星探査技術 67.0 14.9 56.0 72.6 26.7 0.7 0.0 0.2
地球型生命および太陽系外惑星探査技術 71.9 4.1 49.6 70.6 31.8 0.0 0.0 0.0
宇宙と素粒子の研究 67.8 5.2 48.7 78.2 32.0 0.3 0.0 0.0
ロケット・有人宇宙活動基盤技術 54.9 33.0 55.6 72.7 23.2 5.2 0.2 0.4
宇宙利用技術－衛星基盤技術－ 59.4 31.5 49.8 76.2 19.2 1.1 0.6 0.2
地球環境高精度観測・変動予測技術 73.1 23.6 51.2 74.0 18.1 0.6 0.1 0.1
極限生命の探査・捕獲・培養技術 76.8 13.6 44.7 73.1 20.0 0.0 0.0 0.8
地球深部観測技術 78.7 16.9 52.5 71.6 12.7 0.3 0.1 0.0
海洋・深海底観測調査技術 59.0 45.1 41.9 76.6 8.7 1.0 0.0 0.0
安全・安心社会の宇宙・海洋・地球技術 68.6 39.7 62.1 68.9 7.1 3.2 1.9 0.6
科学技術革命を先導する宇宙・海洋・地球
技術
63.3 45.8 44.7 64.6 9.3 3.8 1.3 0.6





















86.9 2013 2020 
安 全 ・ 安 心社 会 の 宇
宙・海洋・地球技術 
44 地球深部の物質の移動を数 cm/ 年程度の感度で検出
する技術 
85.6 2020 2031 地球深部観測技術 
23 実用的な数年規模の気候変動予測技術 















68.7 2010 2015 
安 全 ・ 安 心社 会 の 宇
宙・海洋・地球技術 
67 浄化ブロック、バイオフィルター等海水浄化システムの






























67.7 2014 2022 






66.4 2021 2030 




65.2 2013 2021 






















81.4 2010 2016 



















47 外洋に定置され、水深 6000m から海面近くまでの海象、
海況を長期間(5 年間程度)モニターできる自動観測シス
テム 



















































領域 06-10 11-15 16-20 21-25 26-30 31-35 36- 
惑星探査技術     1   
ロケット・有人宇宙活動基盤技術     1 4 1 
宇宙利用技術－衛星基盤技術－    1 3   
地球環境高精度観測・変動予測技術   6 5 1   
極限生命の探査・捕獲・培養技術    1  1  
地球深部観測技術    1 3 3  
海洋・深海底観測調査技術  1 3 2    
安全・安心社会の宇宙・海洋・地球技術  4 3 2 1   






























44 地球深部の物質の移動を数 cm/ 年程度の感度で検出する
技術 












































































惑星探査技術 32.3 60.5 3.2 4.0 
ロケット・有人宇宙活動基盤技術 56.6 28.7 9.9 4.8 
宇宙利用技術－衛星基盤技術－ 55.7 39.0 4.8 0.5 
地球環境高精度観測・変動予測技術 49.6 40.5 8.9 1.0 
極限生命の探査・捕獲・培養技術 43.6 36.9 17.5 2.1 
地球深部観測技術 46.4 41.2 10.3 2.1 
海洋・深海底観測調査技術 37.3 53.2 9.3 0.3 
安全・安心社会の宇宙・海洋・地球技術 86.1 12.2 1.1 0.5 
科学技術革命を先導する宇宙・海洋・地
球技術
39.1 47.3 11.3 2.3 






































































5.7 ― 2019 
地球環境高精度観測・変
動予測技術 




































































惑星探査技術 55.5 73.9 13.4 25.2 10.9 0.8 0.8
ロケット・有人宇宙活動基盤技術 57.2 68.6 24.1 39.4 10.4 1.6 0.6
宇宙利用技術－衛星基盤技術－ 64.1 70.3 12.9 35.6 5.7 3.5 0.0
地球環境高精度観測・変動予測技術 72.4 67.3 12.7 28.0 4.5 1.1 0.8
極限生命の探査・捕獲・培養技術 81.7 49.8 8.6 26.7 6.0 2.5 0.8
地球深部観測技術 85.4 47.4 3.9 27.9 0.6 0.8 1.0
海洋・深海底観測調査技術 61.9 73.5 8.9 33.6 4.8 0.3 0.4
安全・安心社会の宇宙・海洋・地球技術 74.3 65.4 8.6 39.7 6.5 9.4 1.7
科学技術革命を先導する宇宙・海洋・地球技
術
57.5 72.0 18.8 36.2 9.3 4.7 0.9


























91.4 2015 2026 地球深部観測技術 
44 地球深部の物質の移動を数 cm/ 年程度の感度で検
出する技術 
90.3 2020 2031 地球深部観測技術 
43 衛星磁場観測と地表観測から現在のコアのダイナモ
活動を推定し、将来の磁場変動を予測する技術 

































































































































42 地球中心部に近い高温高圧状態を数 cm 以上のサイ
ズの試料で静的に実現する技術 
2016 2028 12 地球深部観測技術 
43 衛星磁場観測と地表観測から現在のコアのダイナモ
活動を推定し、将来の磁場変動を予測する技術 
2016 2028 12 地球深部観測技術 
38 太陽系内惑星(衛星を含む)における地球外生命探
査技術 
2021 2032 11 
極 限 生 命 の 探 査 ・ 捕
獲・培養技術 
44 地球深部の物質の移動を数 cm/ 年程度の感度で検
出する技術 
2020 2031 11 地球深部観測技術 
63 電力をマイクロ波またはレーザで地上に伝送する宇
宙空間太陽光発電所 














2030 2036 6 
ロケット・有人宇宙活動
基盤技術 
47 外洋に定置され、水深 6000m から海面近くまでの海
象、海況を長期間(5 年間程度)モニターできる自動観
測システム 


















2012 2018 6 





2010 2016 6 






2009 2014 5 






2009 2014 5 




2010 2014 4 























































34 水中で数百 m 先の物体の形状を識別で
きるセンサ 
55.6/2013 47.5/2012
















































































課題 大 中 小 なし
指







































































１ 186 15 27 58 - 59 28 51 20 1 0 2
２ 171 13 21 66 - 53 15 68 16 1 0 2
専 23 100 0 0 - 78 57 43 0 0 0 0
１ 124 7 16 77 - 69 44 45 9 2 6 19
２ 131 4 13 83 - 61 27 66 5 2 0 7
専 5 100 0 0 - 90 80 20 0 0 0 0
１ 183 16 20 64 - 62 36 44 18 2 1 7
２ 170 13 20 67 - 57 22 63 14 1 1 2
専 22 100 0 0 - 88 77 18 5 0 0 0
１ 157 14 24 62 - 50 20 42 35 3 2 10
２ 156 11 15 74 - 45 8 55 36 1 2 4






























［知的資産の増大］ 当 該領域自体の知的資産 増大への寄与
大 やや大
やや大



































































































































































0 100 0 0 0 75 18 6 1 56 23 56 67 41 2 1 1 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 100 0 0 0 82 16 2 0 73 11 58 73 35 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 100 0 0 0 100 0 0 0 87 4 70 83 35 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
11 85 3 0 1 52 34 12 2 46 39 51 63 15 4 2 2 5 22 38 36 18 8 47 56 20 33 16 3 3
2 95 2 1 0 58 36 6 0 61 33 52 71 10 1 0 1 0 13 32 61 3 4 55 74 13 25 11 1 1
0 100 0 0 0 60 40 0 0 80 20 60 40 40 0 0 0 0 0 40 40 20 0 80 60 40 40 40 0 0
7 92 1 0 0 69 23 6 2 50 17 50 71 40 3 0 1 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
2 97 0 1 0 82 15 3 0 65 10 57 75 31 1 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
10 90 0 0 0 95 5 0 0 68 0 55 86 32 5 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 99 1 0 0 61 23 15 1 55 18 51 67 41 3 0 1 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 99 1 0 0 75 17 7 1 69 6 56 71 31 1 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0














































































































































なしやや 大 中 あまりなし
あまりなし なし大 やや 大 中
なしあまりなし大 やや 大 中















課題 大 中 小 なし
指







































































１ 104 10 30 60 - 56 26 51 19 4 1 14
２ 116 4 17 79 - 49 11 65 22 2 1 10
専 5 100 0 0 - 80 60 40 0 0 0 0
１ 134 10 28 62 - 53 23 47 25 5 5 18
２ 140 4 16 80 - 48 11 64 21 4 2 12
専 5 100 0 0 - 80 60 40 0 0 0 0
１ 144 12 24 64 - 56 26 49 21 4 1 18
２ 147 5 18 77 - 50 13 65 19 3 1 10

































［知的資産の増大］ 当 該領域自体の知的資産 増大への寄与
大 やや大
やや大



































































































































































3 91 3 0 3 44 34 17 5 57 11 50 67 32 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 100 0 0 0 49 39 8 4 73 6 49 72 30 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 100 0 0 0 80 20 0 0 80 0 60 80 40 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
2 94 2 0 2 49 27 21 3 58 10 46 64 38 2 0 1 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 98 2 0 0 62 27 9 2 73 3 49 70 35 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 100 0 0 0 100 0 0 0 80 0 60 80 60 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
2 96 0 0 2 46 31 19 4 60 11 46 63 35 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 100 0 0 0 59 30 8 3 70 4 51 70 31 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0














































































































































なしやや 大 中 あまりなし
あまりなし なし大 やや 大 中
なしあまりなし大 やや 大 中















［知的資産の増大］ 当 該領域自体の知的資産 増大への寄与
大 やや大
やや大






























課題 大 中 小 なし
指







































































１ 128 12 30 58 - 55 25 52 18 5 2 7
２ 139 12 20 68 - 54 15 70 14 1 0 4
専 16 100 0 0 - 69 38 62 0 0 0 0
１ 136 14 28 58 - 62 34 48 17 1 1 7
２ 145 12 23 65 - 58 22 68 10 0 0 3
専 17 100 0 0 - 75 53 41 6 0 0 0
１ 120 12 30 58 - 65 37 48 14 1 0 6
２ 134 13 13 74 - 56 18 72 10 0 0 2
専 17 100 0 0 - 74 47 53 0 0 0 0
１ 104 9 18 73 - 61 32 50 17 1 0 11
２ 129 6 14 80 - 54 16 70 13 1 0 6
専 8 100 0 0 - 69 38 62 0 0 0 0
１ 101 8 15 77 - 60 30 51 17 2 2 21
２ 121 5 13 82 - 56 18 72 9 1 1 5









































































なしやや 大 中 あまりなし
あまりなし なし大 やや 大 中
なしあまりなし大 やや 大 中










































































































































5 83 10 0 2 51 35 11 3 51 14 46 78 34 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 97 3 0 0 67 25 6 2 67 8 52 79 35 1 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 94 6 0 0 75 19 6 0 69 13 38 81 44 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
5 93 2 0 0 55 35 8 2 52 13 48 81 40 1 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
3 96 1 0 0 68 25 6 1 64 6 51 76 36 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
12 88 0 0 0 70 24 6 0 76 29 59 82 71 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
26 71 3 0 0 52 36 12 0 53 9 47 79 35 1 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
12 88 0 0 0 69 25 6 0 70 4 48 79 30 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
29 71 0 0 0 71 29 0 0 76 12 53 94 41 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
55 42 3 0 0 48 37 14 1 59 9 44 75 29 0 0 1 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
63 35 2 0 0 68 26 6 0 70 4 47 81 28 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
87 13 0 0 0 49 38 13 0 75 0 25 75 25 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
21 58 21 0 0 50 32 14 4 54 10 49 68 42 1 0 1 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
9 87 4 0 0 67 25 6 2 68 4 45 76 31 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0


























































































































［知的資産の増大］ 当 該領域自体の知的資産 増大への寄与
大 やや大
やや大






























課題 大 中 小 なし
指







































































１ 171 15 25 60 - 65 42 39 14 5 6 8
２ 165 10 17 73 - 69 45 42 12 1 2 3
専 17 100 0 0 - 88 76 24 0 0 0 0
１ 169 13 21 66 - 54 33 29 27 11 12 13
２ 165 10 18 72 - 59 36 31 28 5 6 8
専 16 100 0 0 - 72 63 6 25 6 6 6
１ 163 13 17 70 - 46 22 33 31 14 4 11
２ 160 9 13 78 - 46 18 38 36 8 4 8
専 15 100 0 0 - 75 59 27 7 7 7 0
１ 137 10 18 72 - 52 23 47 20 10 4 11
２ 147 5 9 86 - 53 21 53 21 5 1 7
専 8 100 0 0 - 78 62 25 13 0 0 0
１ 181 18 26 56 - 69 46 41 10 3 3 6
２ 168 8 27 65 - 75 54 38 7 1 1 2
専 14 100 0 0 - 84 72 21 7 0 0 0
１ 178 15 26 59 - 57 32 39 23 6 7 12
２ 166 9 23 68 - 58 28 50 19 3 4 8





































































なしやや 大 中 あまりなし
あまりなし なし大 やや 大 中
なしあまりなし大 やや 大 中










































































































































1 98 0 0 1 69 21 6 4 51 43 54 73 21 6 0 1 8 13 49 34 11 6 51 56 26 43 18 2 3
0 100 0 0 0 85 13 2 0 56 36 64 78 14 3 0 0 4 10 71 26 2 1 62 74 17 47 8 0 1
0 100 0 0 0 94 6 0 0 63 25 50 81 19 13 0 0 6 0 94 6 0 0 59 71 24 59 24 0 0
1 96 0 0 3 66 15 8 11 53 40 52 68 21 7 1 2 12 21 51 28 10 11 55 57 22 40 16 4 4
1 98 0 0 1 79 15 2 4 58 29 60 77 14 1 0 0 9 12 71 21 3 5 61 75 15 43 8 0 0
6 88 0 0 6 93 0 0 7 57 29 50 86 21 7 0 0 13 13 86 0 0 14 58 75 25 58 17 0 0
1 91 0 0 8 26 24 25 25 38 45 36 45 27 24 6 1 9 19 21 24 26 29 34 40 45 32 33 11 3
0 98 1 0 1 25 28 30 17 38 52 39 50 25 23 1 0 6 15 23 27 34 16 33 52 52 31 29 6 1
0 93 0 0 7 50 29 0 21 55 55 55 64 18 27 0 0 20 0 57 29 0 14 33 67 50 50 42 0 0
6 90 2 0 2 40 37 15 8 48 35 52 67 28 7 0 0 7 22 33 35 22 10 49 57 28 34 14 2 2
2 96 1 0 1 56 33 9 2 55 30 56 74 18 3 0 1 2 10 38 47 12 3 55 70 27 35 6 0 1
13 87 0 0 0 87 13 0 0 50 13 50 75 38 0 0 0 0 0 86 14 0 0 57 57 29 29 0 0 0
2 94 1 0 3 64 24 8 4 50 36 49 66 32 5 1 1 5 12 47 34 14 5 52 57 27 41 13 3 3
0 100 0 0 0 85 10 4 1 57 32 55 81 31 1 1 1 1 7 70 27 2 1 63 74 19 43 7 1 1
0 100 0 0 0 77 15 8 0 69 38 38 62 38 0 0 0 0 0 77 23 0 0 69 77 23 31 15 8 0
1 96 1 0 2 61 26 8 5 54 29 51 65 42 6 0 1 10 20 45 36 11 8 63 56 19 36 14 5 2
0 99 0 0 1 76 12 8 4 65 19 60 75 37 1 0 1 7 16 66 25 5 4 69 66 13 38 5 2 1


























































































































課題 大 中 小 なし
指







































































１ 140 17 31 52 - 71 45 47 7 1 1 4
２ 147 12 24 64 - 69 41 54 5 0 0 3
専 18 100 0 0 - 86 72 28 0 0 0 0
１ 147 20 25 55 - 68 41 48 10 1 1 5
２ 150 11 24 65 - 67 37 58 5 0 0 1
専 17 100 0 0 - 85 71 29 0 0 0 0
１ 146 19 31 50 - 69 46 41 10 3 2 7
２ 145 11 25 64 - 73 50 44 5 1 1 2
専 16 100 0 0 - 80 63 31 6 0 0 6
１ 133 21 28 51 - 66 40 45 13 2 4 10
２ 136 12 23 65 - 67 37 56 7 0 2 2






























我 が国 の既存 産業の発展へ の寄 与
新 産業・新事業 の創出 への寄与
安 全・安心の確保への寄与




［知的 資産の増大］ 当 該領域自 体の知的資産 増大への寄与
大 やや大
やや大



































































































































































15 80 1 0 4 50 42 7 1 49 41 45 66 22 3 0 1 1 8 40 42 15 3 50 56 20 42 10 2 1
7 93 0 0 0 68 28 3 1 65 31 47 76 17 0 0 0 0 2 55 42 3 0 67 72 15 35 3 0 0
17 83 0 0 0 94 6 0 0 83 28 56 89 22 0 0 0 0 0 82 18 0 0 82 82 12 35 6 0 0
4 92 1 0 3 57 37 5 1 45 36 46 66 25 6 1 1 1 8 43 42 13 2 49 54 19 37 13 4 1
1 99 0 0 0 74 23 2 1 58 27 52 76 18 1 0 1 0 5 57 39 3 1 61 75 9 37 5 1 0
0 100 0 0 0 94 6 0 0 65 41 53 82 12 0 0 0 0 0 76 24 0 0 71 76 0 35 12 0 0
10 85 4 0 1 50 36 13 1 41 49 40 64 20 9 2 1 0 13 35 37 24 4 46 58 26 33 16 5 2
3 96 1 0 0 66 30 3 1 53 42 47 77 14 4 0 0 1 4 47 42 10 1 58 72 16 36 12 3 0
6 94 0 0 0 75 19 0 6 60 53 27 73 7 0 0 0 0 6 81 13 6 0 63 69 13 31 19 0 0
5 89 2 0 4 58 35 6 1 48 30 50 59 36 5 5 0 6 13 52 36 9 3 55 53 15 33 9 15 3
1 98 0 0 1 73 23 4 0 62 26 53 76 27 0 2 0 1 5 64 33 2 1 71 62 11 34 3 11 0














































































































































なしやや 大 中 あまりなし
あまりなし なし大 やや 大 中
なしあまりなし大 やや 大 中






領域６ 地球環境高精度観測・変動予測技術  
１．領域に関する設問
①当該領域に関する専門度 ②現時点における効果







［知的資産の増大］ 当 該領域自体の知的資産 増大への寄与
大 やや大
やや大






























課題 大 中 小 なし
指







































































１ 192 17 30 53 - 85 71 26 3 0 3 9
２ 170 12 34 54 - 94 88 11 1 0 3 2
専 20 100 0 0 - 98 95 5 0 0 0 0
１ 199 19 31 50 - 80 61 34 4 1 5 12
２ 176 11 33 56 - 90 81 18 1 0 2 4
専 20 100 0 0 - 95 90 10 0 0 0 0
１ 185 11 28 61 - 75 54 40 5 1 4 12
２ 171 8 25 67 - 83 68 30 2 0 2 5
専 14 100 0 0 - 93 86 14 0 0 0 0
１ 190 15 25 60 - 72 48 46 6 0 0 6
２ 169 10 25 65 - 78 57 42 1 0 0 3
専 17 100 0 0 - 94 88 12 0 0 0 0
１ 177 16 21 63 - 69 44 45 10 1 2 11
２ 161 11 27 62 - 75 51 47 2 0 1 4
専 18 100 0 0 - 86 72 28 0 0 0 0
１ 165 10 24 66 - 77 58 34 7 1 1 9
２ 159 6 22 72 - 85 71 26 3 0 1 3
専 10 100 0 0 - 90 80 20 0 0 0 0
１ 157 10 31 59 - 54 23 48 28 1 3 14
２ 147 7 31 62 - 52 13 69 17 1 2 7
専 10 100 0 0 - 63 30 60 10 0 0 0
１ 100 10 16 74 - 66 43 40 13 4 0 0
２ 114 6 10 84 - 61 29 56 14 1 0 0
専 7 100 0 0 - 79 57 43 0 0 0 0
１ 156 26 26 48 - 72 47 46 7 0 0 6
２ 152 16 26 58 - 74 50 48 2 0 0 3


















































































なしやや 大 中 あまりなし
あまりなし なし大 やや 大 中
なしあまりなし大 やや 大 中










































































































































24 67 8 0 1 63 31 5 1 71 29 50 64 37 3 1 1 2 13 51 33 11 5 77 53 16 25 9 6 2
15 81 4 0 0 88 10 1 1 85 15 59 76 26 0 0 0 2 7 83 13 3 1 84 62 11 32 4 1 0
10 60 30 0 0 90 10 0 0 95 15 65 75 10 0 0 0 0 0 90 5 5 0 90 75 15 30 10 0 0
16 76 7 0 1 60 32 6 2 73 26 55 65 39 3 0 1 6 19 50 34 13 3 76 54 15 25 8 4 3
11 87 2 0 0 83 15 1 1 84 14 61 76 25 1 0 0 2 6 77 19 3 1 86 66 8 27 3 2 0
11 84 5 0 0 94 6 0 0 100 11 67 78 22 0 0 0 0 5 80 10 5 5 89 68 11 26 16 0 0
15 73 8 0 4 57 35 5 3 52 32 51 65 38 2 1 2 3 14 53 34 9 4 58 52 15 32 9 11 2
7 91 2 0 0 81 17 1 1 69 22 64 74 27 0 0 0 2 8 76 21 2 1 75 66 9 34 2 3 0
29 64 7 0 0 100 0 0 0 79 21 71 79 50 0 0 0 0 0 100 0 0 0 79 86 14 29 0 7 0
11 83 5 0 1 56 37 6 1 55 31 53 68 39 2 0 1 1 10 47 39 12 2 62 51 13 31 9 5 2
4 95 1 0 0 75 22 2 1 71 16 62 79 28 0 0 0 1 5 72 25 2 1 81 67 8 30 1 1 1
6 94 0 0 0 100 0 0 0 76 12 65 82 41 0 0 0 0 0 100 0 0 0 88 76 0 29 0 0 6
7 90 2 0 1 52 39 8 1 53 30 52 66 33 2 0 1 2 14 45 39 13 3 59 54 14 30 9 3 2
2 97 1 0 0 72 25 3 0 71 17 55 79 21 1 0 0 1 6 68 28 3 1 77 69 6 28 1 1 1
0 100 0 0 0 89 11 0 0 67 11 67 83 33 0 0 0 0 0 88 6 6 0 78 67 6 28 6 0 6
25 69 3 0 3 51 40 8 1 59 44 54 56 22 4 2 1 4 11 42 44 12 2 63 57 24 29 11 7 1
20 78 1 0 1 74 23 2 1 74 33 60 73 13 1 1 1 1 6 64 31 4 1 77 71 12 30 3 3 1
30 60 0 0 10 100 0 0 0 90 50 60 50 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 90 60 10 30 0 0 0
11 76 11 0 2 30 38 27 5 79 12 45 52 26 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
8 92 0 0 0 27 57 15 1 87 4 41 59 20 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
22 78 0 0 0 56 44 0 0 100 0 33 56 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 13 17 37 37 9 56 57 41 28 16 4 2
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 7 7 56 31 6 57 66 29 16 16 1 2
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 14 72 14 0 57 57 14 14 0 0 14
25 74 1 0 0 46 42 11 1 51 40 47 72 33 5 1 0 3 9 39 43 15 3 54 60 19 41 12 4 1
18 82 0 0 0 61 36 3 0 66 30 41 79 19 2 0 0 0 4 42 53 5 0 63 71 9 31 7 1 1
























































































































課題 大 中 小 なし
指







































































１ 148 19 29 52 - 62 32 52 15 1 2 6
２ 147 12 24 64 - 61 26 67 7 0 0 3
専 17 100 0 0 - 71 47 41 12 0 0 0
１ 136 10 23 67 - 55 22 56 21 1 0 8
２ 137 9 20 71 - 53 11 78 11 0 0 4
専 12 100 0 0 - 67 33 67 0 0 0 0
１ 117 9 22 69 - 57 24 56 18 2 2 11
２ 132 5 21 74 - 56 20 63 16 1 1 5
専 6 100 0 0 - 70 40 60 0 0 0 0
１ 145 16 26 58 - 66 37 54 9 0 2 9
２ 146 8 27 65 - 64 30 67 3 0 0 6
専 12 100 0 0 - 79 58 42 0 0 0 0
１ 142 15 22 63 - 67 40 48 12 0 0 14
２ 139 7 21 72 - 65 33 61 6 0 1 4










































































































































































10 87 3 0 0 41 41 17 1 47 36 57 69 28 8 0 0 3 9 32 44 20 4 55 57 21 34 15 4 2
7 92 0 0 1 48 46 5 1 62 33 56 78 16 3 0 0 1 4 33 60 6 1 67 74 12 29 7 1 1
7 93 0 0 0 56 38 6 0 69 50 56 75 31 13 0 0 0 0 60 27 13 0 67 67 27 67 33 7 0
21 70 7 0 2 24 47 27 2 58 38 40 61 18 1 1 2 1 13 17 43 35 5 58 48 28 30 3 1 2
11 89 0 0 0 24 63 12 1 68 26 38 70 6 0 0 0 0 4 18 61 20 1 67 59 15 22 3 1 1
33 67 0 0 0 42 58 0 0 75 8 42 42 17 0 0 0 0 0 42 58 0 0 67 42 17 25 8 8 0
15 82 1 0 2 31 41 23 5 51 49 37 61 14 3 0 1 2 18 21 44 30 5 54 54 23 35 2 1 2
4 95 0 0 1 33 53 14 0 66 47 35 74 6 0 0 0 0 5 24 57 19 0 67 66 17 28 2 0 1
17 83 0 0 0 83 17 0 0 67 50 17 50 0 0 0 0 0 0 67 33 0 0 67 50 0 50 0 0 0
12 85 2 0 1 45 42 11 2 52 39 49 65 30 1 0 0 4 15 31 46 20 3 56 59 16 33 3 2 3
7 92 1 0 0 54 42 4 0 68 34 50 78 16 1 0 1 1 6 30 62 8 0 68 71 15 30 4 0 2
17 83 0 0 0 92 8 0 0 67 33 50 75 8 8 0 0 8 0 75 25 0 0 75 75 17 42 0 0 0
17 74 7 0 2 38 47 13 2 67 24 44 59 23 1 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
5 94 1 0 0 38 56 5 1 80 17 44 68 12 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0


























































































































課題 大 中 小 なし
指







































































１ 106 13 30 57 - 65 39 45 14 2 2 8
２ 119 10 18 72 - 58 24 62 12 2 1 4
専 12 100 0 0 - 75 55 36 9 0 0 0
１ 136 10 21 69 - 52 26 35 34 5 5 16
２ 129 8 14 78 - 50 14 60 25 1 1 7

























［知的資産の増大］ 当 該領域自体の知的資産 増大への寄与
大 やや大
やや大



































































































































































28 62 8 0 2 49 38 11 2 63 31 46 76 26 6 0 1 9 11 35 37 23 5 60 59 21 30 12 3 1
24 74 2 0 0 46 46 6 2 76 18 43 76 12 0 0 0 1 9 31 48 19 2 77 57 12 28 9 3 0
59 33 8 0 0 50 42 8 0 75 42 42 58 8 0 0 0 0 8 34 33 25 8 73 64 18 27 9 0 0
1 95 2 0 2 48 27 18 7 67 21 48 62 35 2 0 1 17 22 40 23 23 14 71 45 13 26 6 5 2
0 100 0 0 0 68 20 10 2 77 10 46 70 28 0 0 2 10 13 57 25 16 2 86 42 5 26 3 2 2














































































































































なしやや 大 中 あまりなし
あまりなし なし大 やや 大 中
なしあまりなし大 やや 大 中















［知的資産の増大］ 当 該領域自体の知的資産 増大への寄与
大 やや大
やや大






























課題 大 中 小 なし
指







































































１ 147 20 27 53 - 72 49 43 6 2 1 6
２ 141 15 24 61 - 77 57 38 5 0 0 4
専 21 100 0 0 - 83 71 19 10 0 0 0
１ 109 9 27 64 - 46 13 51 31 5 10 26
２ 116 7 21 72 - 48 8 70 21 1 3 9
専 8 100 0 0 - 54 14 72 14 0 0 0
１ 122 15 30 55 - 56 26 48 24 2 4 13
２ 119 12 28 60 - 53 15 65 19 1 3 3
専 14 100 0 0 - 66 36 57 7 0 7 0
１ 114 10 29 61 - 54 25 44 26 5 4 12
２ 115 9 24 67 - 51 14 65 18 3 1 4
専 10 100 0 0 - 63 30 60 10 0 0 0
１ 130 13 28 59 - 54 20 58 20 2 2 14
２ 127 11 21 68 - 55 15 75 10 0 1 6
専 14 100 0 0 - 57 21 65 14 0 7 0
１ 116 16 25 59 - 60 31 47 19 3 8 17
２ 121 12 23 65 - 62 30 60 8 2 4 3
専 14 100 0 0 - 73 58 21 21 0 7 0
１ 135 21 23 56 - 89 79 18 2 1 2 13
２ 130 15 25 60 - 95 90 8 2 0 0 2











































































なしやや 大 中 あまりなし
あまりなし なし大 やや 大 中
なしあまりなし大 やや 大 中










































































































































42 57 0 0 1 61 29 8 2 63 35 55 71 39 5 0 1 4 18 47 36 12 5 66 52 21 36 7 2 3
50 50 0 0 0 77 20 3 0 74 20 56 77 22 1 1 0 1 6 66 28 6 0 82 58 6 33 1 1 1
76 24 0 0 0 90 5 5 0 71 5 52 90 19 10 5 0 0 0 81 14 5 0 86 43 5 57 10 5 0
14 78 5 0 3 33 37 23 7 65 24 57 55 25 1 0 1 16 24 27 33 28 12 70 42 11 28 4 1 4
8 87 1 0 4 42 42 12 4 79 11 55 62 9 0 0 0 16 13 28 50 18 4 83 39 4 22 0 0 1
25 75 0 0 0 57 14 29 0 86 0 43 71 0 0 0 0 13 25 62 25 13 0 88 25 0 25 0 0 0
33 54 7 0 6 44 36 17 3 57 29 59 70 32 2 0 1 14 19 34 36 20 10 64 50 11 35 7 1 2
23 74 1 0 2 59 32 9 0 70 17 56 70 9 0 0 0 12 9 38 48 11 3 78 52 3 27 0 0 1
36 50 0 0 14 61 31 8 0 77 8 54 54 8 0 0 0 14 7 64 29 7 0 71 36 0 57 0 0 0
39 52 5 0 4 35 36 25 4 62 24 49 68 19 2 0 1 10 15 25 35 30 10 66 47 16 29 6 1 3
39 60 1 0 0 39 45 15 1 75 16 49 71 10 0 0 0 9 9 31 49 18 2 84 49 6 23 0 1 1
70 30 0 0 0 40 50 10 0 80 0 30 60 0 0 0 0 20 10 22 67 11 0 67 44 0 33 0 0 0
13 78 7 0 2 38 40 19 3 72 20 49 65 34 3 0 1 11 20 27 41 23 9 75 37 9 30 7 0 3
7 90 2 1 0 39 55 6 0 82 14 43 74 15 0 0 0 3 10 29 58 10 3 90 35 0 26 1 1 1
21 72 0 7 0 29 57 14 0 79 7 29 57 14 0 0 0 17 8 31 46 15 8 92 8 0 25 0 0 0
18 73 5 0 4 36 42 19 3 69 23 55 61 27 2 0 1 13 23 31 36 23 10 79 36 14 32 2 0 2
13 86 1 0 0 50 42 8 0 86 14 52 69 10 0 0 0 9 8 43 45 9 3 90 38 4 24 0 0 1
21 79 0 0 0 57 29 14 0 86 7 57 71 7 0 0 0 31 15 59 25 8 8 91 36 0 27 0 0 0
61 35 1 0 3 76 21 2 1 67 39 58 75 19 1 0 1 4 17 65 26 7 2 73 60 12 41 3 3 2
91 9 0 0 0 90 8 2 0 85 27 57 79 13 1 0 0 1 5 90 8 2 0 91 62 5 41 2 2 1


























































































































［知的資産の増大］ 当 該領域自体の知的資産 増大への寄与
大 やや大
やや大






























課題 大 中 小 なし
指







































































１ 108 7 24 69 - 57 27 50 20 3 0 19
２ 120 5 18 77 - 53 13 73 14 0 1 8
専 6 100 0 0 - 63 33 50 17 0 0 0
１ 147 24 28 48 - 73 49 44 6 1 1 8
２ 151 17 21 62 - 78 57 42 1 0 1 2
専 26 100 0 0 - 94 88 12 0 0 4 0
１ 103 6 22 72 - 70 44 48 8 0 0 13
２ 109 3 17 80 - 72 47 48 5 0 0 5
専 3 100 0 0 - 58 34 33 33 0 0 0
１ 136 23 28 49 - 60 33 47 17 3 1 10
２ 147 18 20 62 - 63 29 63 8 0 0 3
専 26 100 0 0 - 77 54 46 0 0 0 0
１ 127 12 21 67 - 68 40 51 9 0 0 6
２ 137 8 21 71 - 67 36 60 4 0 0 2
専 11 100 0 0 - 85 70 30 0 0 0 0
１ 124 8 23 69 - 58 31 44 21 4 3 9
２ 133 9 18 73 - 61 29 59 11 1 0 2





































































なしやや 大 中 あまりなし
あまりなし なし大 やや 大 中
なしあまりなし大 やや 大 中










































































































































17 75 3 0 5 42 40 17 1 66 28 49 58 27 3 0 0 5 22 31 32 27 10 66 60 11 29 4 1 1
5 94 1 0 0 49 46 5 0 75 17 48 73 18 0 0 0 3 9 28 59 12 1 77 64 6 23 5 1 0
17 83 0 0 0 33 50 17 0 67 17 33 50 0 0 0 0 17 0 33 50 0 17 60 60 0 20 0 0 0
30 66 3 0 1 51 38 11 0 58 35 47 70 28 6 0 0 3 15 46 36 14 4 57 59 17 38 4 3 2
21 78 1 0 0 71 27 2 0 70 32 51 80 18 1 0 0 1 3 57 38 5 0 74 70 4 32 6 1 1
8 92 0 0 0 84 16 0 0 68 48 56 84 16 0 0 0 4 0 67 29 4 0 67 83 8 38 13 0 0
56 38 1 0 5 34 48 16 2 44 57 38 69 9 6 0 0 0 14 29 42 23 6 45 67 27 43 9 1 2
78 21 0 0 1 31 64 5 0 53 64 37 76 2 2 0 0 1 5 22 67 11 0 52 83 17 38 6 0 0
67 0 0 0 33 0 67 33 0 33 67 0 0 0 0 0 0 0 0 0 67 33 0 50 50 0 0 0 0 0
34 62 4 0 0 45 35 15 5 44 43 38 75 18 6 0 0 6 20 37 37 19 7 45 57 14 44 12 2 2
28 69 3 0 0 56 38 6 0 50 47 34 78 6 2 0 0 1 4 41 49 9 1 50 77 4 34 6 0 1
35 61 4 0 0 71 29 0 0 58 29 38 83 0 8 0 0 0 0 57 39 4 0 65 57 0 48 9 0 0
53 44 2 0 1 43 45 10 2 49 50 41 74 11 3 0 0 2 16 37 41 16 6 46 64 23 41 10 2 1
70 28 2 0 0 43 52 5 0 50 62 37 75 5 1 0 0 0 2 32 59 9 0 56 78 13 38 5 0 0
70 30 0 0 0 55 45 0 0 45 55 27 82 0 0 0 0 0 0 45 55 0 0 55 64 9 64 0 0 0
49 41 9 0 1 46 37 14 3 46 47 45 70 17 1 0 0 11 19 34 39 20 7 50 55 15 42 3 1 3
68 31 1 0 0 64 32 4 0 56 48 45 78 3 0 0 0 2 6 42 47 11 0 63 69 9 36 2 0 0
















































































































領域１０ 安全・安心社会の宇宙・海洋・地球技術 （都市・地域のセキュリティ－減災・防災科学技術－） 
１．領域に関する設問
①当該領域に関する専門度 ②現時点における効果







［知的資産の増大］ 当 該領域自体の知的資産 増大への寄与
大 やや大
やや大






























課題 大 中 小 なし
指







































































１ 189 19 30 51 - 89 78 21 1 0 0 2
２ 183 11 26 63 - 98 95 4 1 0 0 1
専 21 100 0 0 - 98 95 5 0 0 0 0
１ 191 18 32 50 - 80 61 35 4 0 0 2
２ 186 9 28 63 - 93 86 14 0 0 0 1
専 16 100 0 0 - 97 94 6 0 0 0 0
１ 124 15 25 60 - 75 53 40 7 0 1 7
２ 134 8 19 73 - 84 70 28 2 0 0 2
専 11 100 0 0 - 95 91 9 0 0 0 9
１ 113 10 19 71 - 80 65 29 4 2 10 12
２ 117 5 18 77 - 93 87 11 1 1 4 3
専 6 100 0 0 - 100 100 0 0 0 17 0
１ 102 8 28 64 - 65 39 43 18 0 3 8
２ 117 7 12 81 - 67 37 57 6 0 0 3
専 8 100 0 0 - 75 50 50 0 0 0 0
１ 154 23 25 52 - 92 86 11 3 0 9 17
２ 148 14 22 64 - 98 95 5 0 0 5 5
専 21 100 0 0 - 100 100 0 0 0 0 10
１ 138 17 27 56 - 89 78 20 2 0 1 11
２ 138 12 21 67 - 98 95 4 1 0 1 3
専 16 100 0 0 - 94 87 13 0 0 0 0
１ 139 10 21 69 - 88 77 20 3 0 0 0
２ 138 4 13 83 - 96 91 9 0 0 0 0
専 6 100 0 0 - 92 83 17 0 0 0 0
１ 148 21 21 58 - 84 69 28 3 0 1 8
２ 143 15 24 61 - 96 92 8 0 0 0 2

























































































なしやや 大 中 あまりなし
あまりなし なし大 やや 大 中
なしあまりなし大 やや 大 中










































































































































24 72 3 0 1 80 19 1 0 50 54 54 66 16 12 2 0 0 4 73 24 3 0 54 65 23 48 19 7 2
11 87 1 0 1 97 3 0 0 64 56 60 76 8 7 1 0 0 2 91 8 1 0 67 74 11 52 9 5 1
24 66 5 0 5 95 5 0 0 67 43 48 67 5 0 0 0 0 0 81 19 0 0 67 62 14 48 5 10 0
27 71 1 0 1 62 29 9 0 48 57 56 56 11 12 1 1 1 5 50 37 11 2 49 66 29 41 20 6 1
14 84 1 0 1 88 11 1 0 54 60 60 72 5 5 0 1 0 2 80 18 2 0 59 80 14 43 12 2 1
25 75 0 0 0 94 6 0 0 56 63 63 63 0 6 0 0 0 0 80 20 0 0 60 73 20 53 20 7 0
65 25 5 0 5 55 40 4 1 41 53 53 49 5 19 8 1 1 10 49 38 12 1 49 65 19 40 21 16 2
91 6 2 0 1 74 24 2 0 50 69 56 56 1 9 3 1 0 5 76 21 3 0 58 80 9 40 13 10 2
89 11 0 0 0 100 0 0 0 64 45 55 55 0 27 18 0 0 10 90 10 0 0 70 80 10 50 40 20 0
23 46 27 0 4 73 20 4 3 54 39 55 55 20 10 13 1 11 19 68 21 5 6 60 54 16 38 12 20 3
13 69 18 0 0 95 4 0 1 63 34 65 59 9 4 11 1 4 6 93 5 1 1 78 62 5 31 10 18 3
40 40 20 0 0 100 0 0 0 50 50 50 33 33 0 33 0 20 0 75 25 0 0 75 25 25 25 0 25 0
53 26 14 0 7 48 40 11 1 47 33 55 48 10 4 0 1 2 14 44 42 12 2 53 53 17 40 4 4 4
86 7 6 0 1 58 38 3 1 60 32 63 58 3 1 0 1 1 4 56 40 3 1 67 63 10 36 4 2 2
62 38 0 0 0 50 50 0 0 63 25 50 25 0 0 0 0 0 0 50 50 0 0 75 38 0 38 0 0 0
80 18 0 0 2 78 16 5 1 74 34 64 63 20 4 1 2 9 21 76 16 4 4 73 51 12 43 9 7 5
97 3 0 0 0 96 3 0 1 84 28 66 71 12 1 1 1 7 11 94 4 1 1 88 52 6 44 4 3 2
95 5 0 0 0 95 5 0 0 100 29 67 86 14 0 0 0 5 14 90 10 0 0 90 52 5 67 10 5 0
78 18 2 0 2 80 16 3 1 71 31 63 70 14 3 0 2 2 15 72 23 4 1 73 47 19 45 4 5 5
95 5 0 0 0 98 1 1 0 83 23 68 74 12 0 1 2 2 4 95 4 1 0 89 55 4 44 3 5 2
75 25 0 0 0 94 6 0 0 94 19 56 75 25 0 0 0 0 0 94 6 0 0 94 56 0 63 6 6 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 20 87 10 2 1 48 51 16 33 14 44 7
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 6 96 3 0 1 67 63 7 29 5 45 2
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 50 33 0 0 0 33 17
81 18 0 0 1 76 20 3 1 58 39 57 72 14 3 1 0 3 15 70 25 4 1 54 52 24 44 8 4 7
99 1 0 0 0 96 4 0 0 74 30 60 81 6 2 1 0 0 6 95 4 0 1 82 65 8 48 4 2 2
























































































































課題 大 中 小 なし
指







































































１ 122 17 27 56 - 87 74 26 0 0 1 9
２ 133 11 21 68 - 95 91 9 0 0 2 2





























































































































































55 38 5 0 2 64 32 4 0 67 37 57 60 12 3 1 2 1 14 59 34 5 2 70 55 19 30 7 2 3
83 17 0 0 0 87 13 0 0 87 26 60 73 9 1 0 0 1 5 86 13 0 1 88 61 10 30 2 1 1


























































































































［知的資産の増大］ 当 該領域自体の知的資産 増大への寄与
大 やや大
やや大






























課題 大 中 小 なし
指







































































１ 82 9 9 82 - 60 34 40 23 3 3 13
２ 92 2 13 85 - 51 13 69 15 3 2 8
専 2 100 0 0 - 75 50 50 0 0 0 0
１ 158 19 25 56 - 56 36 28 28 8 13 10
２ 155 14 21 65 - 65 43 33 20 4 11 7
専 21 100 0 0 - 80 66 24 5 5 10 0
１ 128 11 29 60 - 62 32 53 13 2 2 12
２ 125 10 21 69 - 59 23 69 6 2 1 7
専 13 100 0 0 - 81 62 38 0 0 0 0
１ 134 13 22 65 - 64 40 40 17 3 11 9
２ 139 12 15 73 - 63 33 55 10 2 4 8
専 16 100 0 0 - 84 69 31 0 0 0 0
１ 97 9 14 77 - 60 33 44 20 3 3 20
２ 102 6 14 80 - 55 18 67 15 0 4 10
専 6 100 0 0 - 54 17 66 17 0 17 0
１ 89 8 18 74 - 67 41 48 9 2 1 15
２ 100 5 15 80 - 62 28 66 4 2 1 4
専 5 100 0 0 - 70 40 60 0 0 0 0
１ 130 7 31 62 - 66 44 35 16 5 10 17
２ 134 4 19 77 - 75 54 38 7 1 5 7
専 5 100 0 0 - 75 50 50 0 0 0 0
１ 91 8 18 74 - 54 27 40 27 6 6 11
２ 102 7 14 79 - 54 19 61 17 3 3 4
専 7 100 0 0 - 79 57 43 0 0 0 0
１ 90 8 14 78 - 60 31 51 15 3 4 13
２ 108 3 18 79 - 63 30 61 9 0 0 1














































































なしやや 大 中 あまりなし
あまりなし なし大 やや 大 中
なしあまりなし大 やや 大 中










































































































































10 87 0 0 3 34 31 27 8 68 37 43 53 13 3 3 1 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
2 98 0 0 0 29 50 18 3 81 27 42 53 6 0 1 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 100 0 0 0 50 50 0 0 100 0 50 50 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
33 64 1 0 2 45 30 14 11 51 44 44 63 28 8 2 2 16 17 41 26 20 13 47 58 28 45 17 9 3
19 81 0 0 0 58 25 13 4 64 43 45 71 21 4 1 2 15 13 57 22 13 8 64 66 13 48 13 5 1
38 62 0 0 0 66 24 5 5 65 55 35 75 15 10 0 0 14 0 66 24 0 10 63 74 26 42 32 11 0
6 90 2 0 2 46 39 14 1 61 42 48 66 20 3 0 0 3 14 40 36 22 2 63 55 22 37 7 2 1
2 98 0 0 0 57 39 3 1 71 38 47 74 13 2 0 0 1 9 46 46 6 2 72 68 12 33 4 1 0
8 92 0 0 0 69 31 0 0 77 38 54 77 8 8 0 0 0 0 77 15 8 0 77 62 23 31 15 0 0
18 77 1 0 4 45 36 16 3 64 42 47 65 19 2 0 1 8 17 42 33 22 3 60 56 17 40 7 1 1
5 94 0 0 1 53 38 8 1 74 41 45 68 13 2 0 1 6 14 44 41 13 2 75 62 5 34 4 1 1
6 94 0 0 0 81 19 0 0 75 56 63 88 13 6 0 0 0 6 75 19 0 6 87 67 7 40 20 0 0
11 83 2 0 4 34 46 17 3 49 43 47 63 11 1 0 1 3 22 30 38 25 7 61 56 23 32 5 0 3
1 98 0 0 1 28 62 7 3 64 49 38 67 6 0 0 0 4 10 29 57 10 4 68 69 17 30 2 0 1
0 100 0 0 0 17 66 17 0 83 33 33 50 0 0 0 0 17 0 33 50 17 0 67 33 33 33 0 0 0
58 29 9 0 4 40 39 15 6 47 52 53 63 13 11 4 1 0 20 35 50 10 5 46 68 34 43 23 9 1
77 18 5 0 0 49 44 7 0 53 65 46 66 6 6 2 0 0 5 28 63 9 0 60 70 24 41 10 6 0
75 25 0 0 0 40 40 20 0 20 80 40 40 0 40 20 0 0 0 60 40 0 0 40 60 40 60 40 20 0
40 42 12 0 6 54 29 10 7 46 47 51 60 32 8 5 0 12 24 50 25 16 9 41 58 27 44 19 17 5
45 53 2 0 0 70 22 5 3 59 38 51 70 16 2 0 0 7 10 70 22 6 2 49 70 12 39 10 11 3
60 40 0 0 0 80 20 0 0 50 0 25 75 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 25 25 0 75 25 25 0
66 27 6 0 1 36 32 21 11 36 55 41 47 9 26 7 5 6 20 27 37 21 15 34 62 37 35 29 10 3
87 10 2 0 1 41 46 8 5 40 65 38 55 7 19 3 1 4 7 33 50 13 4 39 77 25 32 20 4 2
83 17 0 0 0 86 14 0 0 71 57 14 71 14 29 29 14 0 0 100 0 0 0 43 43 14 43 43 29 14
60 34 0 0 6 31 39 26 4 51 55 50 50 13 16 8 4 4 17 25 40 29 6 40 60 36 39 27 17 3
86 14 0 0 0 25 67 8 0 54 62 55 55 5 13 3 1 1 4 25 64 10 1 50 76 32 38 22 12 0
























































































































課題 大 中 小 なし
指







































































１ 124 10 27 63 - 79 63 28 6 3 1 12
２ 118 5 24 71 - 88 78 17 4 1 3 2
専 6 100 0 0 - 75 60 20 20 0 17 0
１ 76 4 28 68 - 65 37 51 11 1 3 16
２ 89 3 17 80 - 63 30 63 7 0 0 5
専 3 100 0 0 - 67 33 67 0 0 0 0
１ 122 12 24 64 - 62 34 47 18 1 3 13
２ 121 6 19 75 - 60 26 64 9 1 2 3
専 7 100 0 0 - 86 71 29 0 0 0 0
１ 83 5 17 78 - 62 36 43 16 5 8 19
２ 92 2 7 91 - 61 28 61 9 2 4 5
専 2 100 0 0 - 25 0 50 0 50 50 0
１ 96 10 25 65 - 55 26 46 24 4 0 9
２ 104 7 17 76 - 54 15 70 15 0 0 1
専 7 100 0 0 - 71 43 57 0 0 0 0
１ 91 13 22 65 - 58 29 46 24 1 6 11
２ 102 10 13 77 - 57 20 69 10 1 2 2










































































































































































38 47 8 0 7 58 33 7 2 50 57 53 64 24 10 3 0 2 15 48 35 13 4 49 66 37 44 18 11 2
28 69 2 0 1 76 20 3 1 54 58 55 74 14 3 3 0 3 5 73 20 5 2 50 78 26 45 16 5 0
40 60 0 0 0 80 20 0 0 80 20 40 60 40 0 0 0 33 0 83 0 0 17 60 40 0 60 0 0 0
26 54 12 0 8 26 53 18 3 57 42 49 55 13 4 1 1 3 18 21 55 21 3 49 58 40 35 9 11 2
17 79 4 0 0 24 74 2 0 66 40 44 62 4 2 2 0 0 5 23 71 6 0 59 78 24 33 3 5 1
33 67 0 0 0 0 100 0 0 67 33 33 0 0 0 0 0 0 0 33 67 0 0 67 67 0 0 0 0 0
19 69 8 0 4 31 39 27 3 69 29 44 52 23 2 0 2 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6 87 6 0 1 29 57 12 2 84 18 42 57 16 1 1 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
17 83 0 0 0 57 43 0 0 86 14 29 29 0 14 14 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
26 63 5 0 6 34 40 23 3 56 44 49 51 18 6 0 1 3 22 32 36 26 6 48 67 31 36 10 1 4
11 87 2 0 0 30 61 7 2 71 43 49 63 3 2 1 0 3 8 28 56 13 3 59 74 21 32 5 2 0
0 100 0 0 0 0 100 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0
28 69 1 0 2 24 43 25 8 51 52 41 63 11 6 0 2 1 12 24 35 33 8 40 66 22 34 13 1 3
10 90 0 0 0 23 63 14 0 57 48 37 68 4 2 1 1 1 2 24 59 16 1 52 76 16 32 7 4 1
29 71 0 0 0 43 57 0 0 67 33 33 67 17 0 0 0 0 0 57 43 0 0 86 71 0 29 0 0 0
16 81 0 0 3 25 37 36 2 49 44 45 63 11 6 1 3 1 16 24 30 40 6 49 55 22 34 9 1 3
2 98 0 0 0 26 56 18 0 56 52 36 66 4 0 1 3 2 3 28 43 28 1 52 72 17 35 5 4 1





































































































































































































































































33 微小海洋生物(微生物、プランクトン等)の識別が可能な 3 次元画像解析システム 
○識別の程度による。○個別の技術はある。応用技術の開発。○TV プログラム中への教育的な利用は数年で可能性があるのではない
でしょうか。 
34 水中で数百 m 先の物体の形状を識別できるセンサ 
○軍事的技術として恐らく開発済であろう。○物体の大きさによっては不可能。○｢水平方向に｣と言う記載が必要。鉛直方向にはすでに
実用化。 
35 陸域における水、土壌水分、析出塩濃度、氷雪分布等を全地球的に空間分解能 1km 以下で測定する人工衛星搭載用マイクロ波放射
計 
○1km 以下の分解能は必要か？○AMSR 等のマイクロ波放射計技術の継続発展が必要。○人工衛星の軌道に達するマイクロ波のエネ






































































































































































































沖合い（ＥＥＺの範囲）を高精度（１km～100m メッシュ）で流動場、波浪、海上風等を計測する技術（ground wave レーダ）。大洋を連続





















































６．１１．１．  技術的実現予測時期 
実現年 課題 
2008 49 単機能に特化したハイテク調査船〈領域 9〉 
2009 52 災害監視衛星、通信衛星、GPS、無人飛行機などを活用して、災害の監視、発生後の災害状況の把握および迅速
な対応(必要なところに必要な情報を配信する)を可能にする危機管理システム〈領域 10〉 
2009 53 海洋を含む日本全土をカバーする一元的なデジタル国土管理・利用システム（地球観測衛星のデータと GPS,通信
衛星、GIS 等を活用して土地利用、海洋情報、地図等の情報をデジタル化する）〈領域 10〉 







2011 75 水中航走体のための三次元自律航法システム〈領域 11〉 
2012 01 水・金・火星の周回および表面観測技術〈領域 1〉 
2012 33 微小海洋生物(微生物、プランクトン等)の識別が可能な 3 次元画像解析システム〈領域 6〉 
2012 37 地球極限環境下に生息する生命体の捕獲、培養技術〈領域 7〉 
2012 47 外洋に定置され、水深 6000m から海面近くまでの海象、海況を長期間(5 年間程度)モニターできる自動観測システ
ム〈領域 9〉 
2012 50 自律型深海重作業ロボット〈領域 9〉 
2013 03 惑星からのサンプルリターン〈領域 1〉 
2013 05 打ち消し型干渉計やコロナグラフなどの技術を用い、太陽系近傍の星の周囲にある木星型惑星を、直接に撮像で
きるようになる〈領域 2〉 
2013 26 雲およびエアロゾルを地球全球で高精度、高分解能かつ高頻度で人工衛星により観測するシステム〈領域 6〉 
2013 27 静止衛星による、水蒸気分布の観測（鉛直分解能 500m～1km、水平 1km～5km）〈領域 6〉 
2013 32 様々な飛行体を用いて、試料の採取、測器の設置・回収等を機動的に行う海洋観測体制〈領域 6〉 
2013 34 水中で数百 m 先の物体の形状を識別できるセンサ〈領域 6〉 
2013 35 陸域における水、土壌水分、析出塩濃度、氷雪分布等を全地球的に空間分解能 1km 以下で測定する人工衛星搭
載用マイクロ波放射計〈領域 6〉 
2013 36 水蒸気→雲→雨の水循環における熱移動量の的確な算出方法〈領域 6〉 
2013 39 深海底に恒久的な地球物理観測拠点を設置し、これらをネットワーク化することにより、地球深部探査の解像度を飛
躍的に増大させる技術〈領域 8〉 
2013 48 全システムが密閉(大気とのやり取りが無い)で可搬型、一回の燃料補給で出力 10kw を一年間出し続けることが可
能な燃料電池〈領域 9〉 
2013 51 海底下 10km に到達可能な探査機〈領域 9〉 
2013 55 高レベル放射性廃棄物の地層処分の安全性に関する評価技術〈領域 10〉 
2013 61 降雨・積雪、集中豪雨等のメカニズムの解明〈領域 10〉 
2013 69 有脚式または浮遊式構造物を主体とする海上都市(交通、通信、研究、生産、余暇活動の基地)〈領域 11〉 
2013 76 海中作業を円滑に行うための海中水平方向数 km の無線通信技術〈領域 11〉 
2014 23 実用的な数年規模の気候変動予測技術〈領域 6〉 
2014 25 二酸化炭素ガスの国別吸排出量を人工衛星により高精度で観測する技術〈領域 6〉 
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実現年 課題 
2014 28 建物を識別できる約 100～500m メッシュで、数時間先の大気汚染、都市型洪水等を予測できる高精度地域環境モ
デル〈領域 6〉 
2014 46 深海化学合成生態系による海洋へのエネルギーと物質寄与を高精度に見積もる技術〈領域 9〉 
2014 58 火山噴火に至る火山体内部のマグマの状態の推移をリアルタイムに観測・評価し、噴火の時期、規模を予測する技
術〈領域 10〉 
2014 67 浄化ブロック、バイオフィルター等海水浄化システムの進展による親水空間創造技術〈領域 11〉 
2014 72 内分泌かく乱化学物質等の環境汚染物質を分解するバクテリアを増殖する技術〈領域 11〉 
2014 73 海洋の生態系についての数値モデルの確立〈領域 11〉 






2015 29 全地球的凍結（Snowball Earth）、氷期―間氷期サイクル（Ice-age Cycle）等の地球史的な時間スケールの気候変
動シミュレーション〈領域 6〉 
2015 45 地震発生域規模での地殻内の広域応力場の測定を可能とする技術〈領域 8〉 
2015 68 二酸化炭素を海底下に固定する技術〈領域 11〉 
2015 70 生物学系列の技術のほか多岐にわたる工学技術を導入して最適な環境管理が行われる海洋牧場〈領域 11〉 
2015 71 メタンハイドレート採掘利用技術〈領域 11〉 
2016 42 地球中心部に近い高温高圧状態を数 cm 以上のサイズの試料で静的に実現する技術〈領域 8〉 
2016 43 衛星磁場観測と地表観測から現在のコアのダイナモ活動を推定し、将来の磁場変動を予測する技術〈領域 8〉 









2019 02 現在の光通信の 100 万倍高速の大容量通信を惑星探査衛星等と行うための量子通信技術〈領域 1〉 
2019 04 木星以遠の外惑星の周回衛星による観測技術〈領域 1〉 
2019 12 粒子加速器技術が格段に進展し、自然界に対する人類の基本認識（宇宙の起源、物質と反物質の非対称性、元
素の起源など）にブレークスルーがもたらされる〈領域 3〉 





2020 13 日本独自の地球と地球周回軌道を行き来する再使用型宇宙輸送機〈領域 4〉 
2020 22 デブリ問題の抜本的対策技術（デブリフリーの宇宙システム、既放置デブリの回収または大気圏投入処理など）〈領
域 5〉 
2020 44 地球深部の物質の移動を数 cm/ 年程度の感度で検出する技術〈領域 8〉 
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実現年 課題 
2020 64 自己修復可能な宇宙機器〈領域 11〉 
2021 17 地球観測、宇宙工場及び通信基地として総合的に利用可能な静止軌道上基地〈領域 4〉 
2021 38 太陽系内惑星(衛星を含む)における地球外生命探査技術〈領域 7〉 
2021 41 場所を選ばずに地球深部掘削により現地性のマントル物質を採取する技術〈領域 8〉 
2021 57 プレート境界地震と内陸地震それぞれについて、被害の発生が予想されるマグニチュード 7 以上の地震発生の切
迫度（場所と時期）を人的災害の軽減につながるような高精度で予測する技術〈領域 10〉 
2021 74 海水中に容存している酸素や水素を取り出してエネルギーを生み出す海水エンジン〈領域 11〉 
2022 16 宇宙で野菜、穀物、動物タンパク質等の食料が自給できる閉鎖生態系を利用する生命維持技術〈領域 4〉 
2022 40 地球中心部のコアに含まれる軽元素特定のためコア起源物質を採取する技術〈領域 8〉 
2022 63 電力をマイクロ波またはレーザで地上に伝送する宇宙空間太陽光発電所〈領域 11〉 
2022 66 熱雑音エネルギーレベルで動作する衛星搭載用コンピュータ〈領域 11〉 
2023 15 地球周回軌道の宇宙観光旅行（教育文化活動を含む）〈領域 4〉 
2024 14 日本独自の有人宇宙船〈領域 4〉 
2026 65 人間と同等な総合的判断能力を有するロボットによる宇宙・惑星探査技術〈領域 11〉 







2014 49 単機能に特化したハイテク調査船〈領域 9〉 
2014 52 災害監視衛星、通信衛星、GPS、無人飛行機などを活用して、災害の監視、発生後の災害状況の把握および迅速
な対応(必要なところに必要な情報を配信する)を可能にする危機管理システム〈領域 10〉 
2014 53 海洋を含む日本全土をカバーする一元的なデジタル国土管理・利用システム（地球観測衛星のデータと GPS,通信
衛星、GIS 等を活用して土地利用、海洋情報、地図等の情報をデジタル化する）〈領域 10〉 
2014 59 二酸化炭素等温室効果気体放出の国際規制についての、発展途上国における削減も含めた全地球的な合意形
成〈領域 10〉 







2018 33 微小海洋生物(微生物、プランクトン等)の識別が可能な 3 次元画像解析システム〈領域 6〉 
2019 30 精度の高い季節予報に基づく企業経営手法の確立〈領域 6〉 
2019 47 外洋に定置され、水深 6000m から海面近くまでの海象、海況を長期間(5 年間程度)モニターできる自動観測システ
ム〈領域 9〉 
2019 50 自律型深海重作業ロボット〈領域 9〉 
2019 75 水中航走体のための三次元自律航法システム〈領域 11〉 
2020 26 雲およびエアロゾルを地球全球で高精度、高分解能かつ高頻度で人工衛星により観測するシステム〈領域 6〉 
2020 32 様々な飛行体を用いて、試料の採取、測器の設置・回収等を機動的に行う海洋観測体制〈領域 6〉 
2020 34 水中で数百 m 先の物体の形状を識別できるセンサ〈領域 6〉 
2020 48 全システムが密閉(大気とのやり取りが無い)で可搬型、一回の燃料補給で出力 10kw を一年間出し続けることが可
能な燃料電池〈領域 9〉 
2020 61 降雨・積雪、集中豪雨等のメカニズムの解明〈領域 10〉 
2021 27 静止衛星による、水蒸気分布の観測（鉛直分解能 500m～1km、水平 1km～5km）〈領域 6〉 
2021 35 陸域における水、土壌水分、析出塩濃度、氷雪分布等を全地球的に空間分解能 1km 以下で測定する人工衛星搭
載用マイクロ波放射計〈領域 6〉 
2021 37 地球極限環境下に生息する生命体の捕獲、培養技術〈領域 7〉 
2021 39 深海底に恒久的な地球物理観測拠点を設置し、これらをネットワーク化することにより、地球深部探査の解像度を飛
躍的に増大させる技術〈領域 8〉 
2021 55 高レベル放射性廃棄物の地層処分の安全性に関する評価技術〈領域 10〉 
2022 23 実用的な数年規模の気候変動予測技術〈領域 6〉 
2022 25 二酸化炭素ガスの国別吸排出量を人工衛星により高精度で観測する技術〈領域 6〉 
2022 28 建物を識別できる約 100～500m メッシュで、数時間先の大気汚染、都市型洪水等を予測できる高精度地域環境モ
デル〈領域 6〉 
2022 51 海底下 10km に到達可能な探査機〈領域 9〉 
2022 58 火山噴火に至る火山体内部のマグマの状態の推移をリアルタイムに観測・評価し、噴火の時期、規模を予測する技
術〈領域 10〉 
2022 67 浄化ブロック、バイオフィルター等海水浄化システムの進展による親水空間創造技術〈領域 11〉 
2022 76 海中作業を円滑に行うための海中水平方向数 km の無線通信技術〈領域 11〉 
2023 46 深海化学合成生態系による海洋へのエネルギーと物質寄与を高精度に見積もる技術〈領域 9〉 
 564
実現年 課題 
2023 69 有脚式または浮遊式構造物を主体とする海上都市(交通、通信、研究、生産、余暇活動の基地)〈領域 11〉 
2023 72 内分泌かく乱化学物質等の環境汚染物質を分解するバクテリアを増殖する技術〈領域 11〉 
2025 21 地上系の通信容量の増大に伴う衛星系の通信容量の増大に対応するための、数テラビット／秒級の伝送容量を有
する複数の静止プラットホームを光衛星間通信で結んだシステム〈領域 5〉 
2025 68 二酸化炭素を海底下に固定する技術〈領域 11〉 
2025 70 生物学系列の技術のほか多岐にわたる工学技術を導入して最適な環境管理が行われる海洋牧場〈領域 11〉 
2025 71 メタンハイドレート採掘利用技術〈領域 11〉 
2026 19 ロボットによる軌道上保守、修理および機能拡張が可能な衛星システム〈領域 5〉 





2028 42 地球中心部に近い高温高圧状態を数 cm 以上のサイズの試料で静的に実現する技術〈領域 8〉 
2028 43 衛星磁場観測と地表観測から現在のコアのダイナモ活動を推定し、将来の磁場変動を予測する技術〈領域 8〉 
2029 02 現在の光通信の 100 万倍高速の大容量通信を惑星探査衛星等と行うための量子通信技術〈領域 1〉 
2030 17 地球観測、宇宙工場及び通信基地として総合的に利用可能な静止軌道上基地〈領域 4〉 
2030 22 デブリ問題の抜本的対策技術（デブリフリーの宇宙システム、既放置デブリの回収または大気圏投入処理など）〈領
域 5〉 
2030 57 プレート境界地震と内陸地震それぞれについて、被害の発生が予想されるマグニチュード 7 以上の地震発生の切
迫度（場所と時期）を人的災害の軽減につながるような高精度で予測する技術〈領域 10〉 
2030 64 自己修復可能な宇宙機器〈領域 11〉 
2031 13 日本独自の地球と地球周回軌道を行き来する再使用型宇宙輸送機〈領域 4〉 
2031 40 地球中心部のコアに含まれる軽元素特定のためコア起源物質を採取する技術〈領域 8〉 
2031 41 場所を選ばずに地球深部掘削により現地性のマントル物質を採取する技術〈領域 8〉 
2031 44 地球深部の物質の移動を数 cm/ 年程度の感度で検出する技術〈領域 8〉 
2031 66 熱雑音エネルギーレベルで動作する衛星搭載用コンピュータ〈領域 11〉 
2032 15 地球周回軌道の宇宙観光旅行（教育文化活動を含む）〈領域 4〉 
2032 16 宇宙で野菜、穀物、動物タンパク質等の食料が自給できる閉鎖生態系を利用する生命維持技術〈領域 4〉 
2032 38 太陽系内惑星(衛星を含む)における地球外生命探査技術〈領域 7〉 
2032 74 海水中に容存している酸素や水素を取り出してエネルギーを生み出す海水エンジン〈領域 11〉 
2033 14 日本独自の有人宇宙船〈領域 4〉 
2033 63 電力をマイクロ波またはレーザで地上に伝送する宇宙空間太陽光発電所〈領域 11〉 
2034 65 人間と同等な総合的判断能力を有するロボットによる宇宙・惑星探査技術〈領域 11〉 
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（藤井 康正 浅野 浩志） 
 
 






































課題の「04 高レベル放射性廃棄物の地層処分技術」、「25 全世界の一次エネルギー供給の 1%が風力エネル


















































































R1 発送 R1 回収 回収率 R2 発送 R2 回収 回収率 
313 人 229 人 73％ 229 人 202 人 88% 
 
男 198 人 会社員 87 人 大 9.2％
女 1 人 大学教職員 60 人 中 19.6％
性 
別 
無回答 3 人 公的機関職員 27 人 小 71.2％
20 代 1 人 団体職員 19 人
30 代 18 人 その他 8 人











50 代 89 人 研究開発従事 154 人
60 代 26 人 上記以外 48 人

















１．情報・通信 43.1% １．情報・通信 8.5%
２．エレクトロニクス 6.6% ２．エレクトロニクス 0.6%
３．ライフサイエンス 4.8% ３．ライフサイエンス 20.6%
４．保健・医療・福祉 2.4% ４．保健・医療・福祉 4.2%
５．農林水産・食品 8.4% ５．農林水産・食品 6.1%
６．フロンティア 15.0% ６．フロンティア 54.5%
７．エネルギー・資源 ７．エネルギー・資源 
８．環境 95.2% ８．環境 83.0%
９．ナノテクノロジー・材料 32.3% ９．ナノテクノロジー・材料 47.9%
10．製造 14.4% 10．製造 3.6%
11．産業基盤 2.4% 11．産業基盤 1.2%
12．社会基盤 43.7% 12．社会基盤 25.5%
13．社会技術 25.1% 13．社会技術 37.0%
今後５ ～１ ０ 年に融合・ 連携を積極的に進めるべ き分野
 14．その他 0.0%











表７．４－１ 予測課題の検討フレーム１ 《エネルギー》  





原子力 燃料 電気 熱・光 
エ ネ ル ギ




       
貯蔵・輸送        
変換・製造        
利用        
回収・処分等        
 
表７．４－２ 予測課題の検討フレーム２ 《資源》  
分類 
目的 
金属 非金属 共通・その他 
探査・資源予測    
採掘    
選鉱   
製・精錬   
 

















































































































































重視する要素 ～15 年後まで 15～30 年後まで 
１．経済成長 4 人（2.4%） 0 人（0.0%） 
２．エネルギー需給安定 97 人（57.4%） 95 人（56.5%） 






１．技術的対応 130 人（76.5%） 
２．経済的（規制）対応 13 人（7.6%） 

















































革新的原子力システム  5.4  4.3  5.5  4.5  5.7  5.6
核融合エネルギー  6.3  5.4  4.5  4.5  3.9  4.0
水素エネルギーシステム  6.8  6.7  6.3  6.8  5.7  5.8
燃料電池  7.3  6.8  6.4  6.5  5.8  6.0
分散型エネルギーシステム  6.0  5.8  6.1  6.2  5.8  5.9
再生可能エネルギー  6.2  5.8  5.7  6.1  6.2  5.8
化石資源のクリーン利用技術  6.0  5.8  5.9  5.8  5.8  5.6
エネルギー変換・利用の効率化  6.6  6.6  6.8  6.5  6.2  6.4
資源アセスメント  5.3  4.8  5.1  4.8  5.1  4.9
資源再利用  6.0  5.8  6.0  6.2  6.3  6.1





































革新的原子力システム  5.9  5.2  6.0  5.4  6.5  6.3
核融合エネルギー  6.5  6.0  5.3  5.3  4.9  5.1
水素エネルギーシステム  7.4  7.3  7.3  7.7  6.6  6.9
燃料電池  7.7  7.5  7.5  7.5  6.8  7.1
分散型エネルギーシステム  6.8  6.8  7.0  7.1  6.7  6.8
再生可能エネルギー  6.9  6.7  6.8  7.1  7.0  6.8
化石資源のクリーン利用技術  6.5  6.3  6.7  6.6  6.5  6.4
エネルギー変換・利用の効率化  7.0  6.9  7.2  7.1  6.7  6.9
資源アセスメント  5.7  5.4  5.7  5.5  5.8  5.5
資源再利用  6.6  6.5  6.8  7.0  7.0  6.7










































革新的原子力システム  0.5  0.8  0.5  0.9  0.9  0.8
核融合エネルギー  0.3  0.6  0.8  0.8  1.0  1.1
水素エネルギーシステム  0.6  0.6  1.0  0.9  0.9  1.1
燃料電池  0.4  0.7  1.1  1.0  1.0  1.1
分散型エネルギーシステム  0.8  1.0  0.9  0.9  0.9  1.0
再生可能エネルギー  0.7  0.8  1.2  1.0  0.8  1.0
化石資源のクリーン利用技術  0.5  0.5  0.8  0.7  0.7  0.8
エネルギー変換・利用の効率化  0.3  0.3  0.4  0.5  0.5  0.5
資源アセスメント  0.5  0.6  0.6  0.6  0.7  0.6
資源再利用  0.5  0.7  0.8  0.8  0.7  0.6








































革新的原子力システム  5.0  5.0  9.0
核融合エネルギー  5.4  4.9  9.5
水素エネルギーシステム  5.3  5.6  9.4
燃料電池  5.8  6.5  9.5
分散型エネルギーシステム  5.5  5.6  9.2
再生可能エネルギー  5.6  5.2  9.0
化石資源のクリーン利用技術  5.6  5.6  9.2
エネルギー変換・利用の効率化  6.2  6.4  9.6
資源アセスメント  3.8  4.2  7.8






































革新的原子力システム  4.6  4.7  9.2
核融合エネルギー  5.1  4.9  9.4
水素エネルギーシステム  4.6  4.9  9.2
燃料電池  4.8  5.5  9.3
分散型エネルギーシステム  5.1  5.2  9.1
再生可能エネルギー  5.2  4.9  8.9
化石資源のクリーン利用技術  5.3  5.4  9.2
エネルギー変換・利用の効率化  5.8  6.0  9.4
資源アセスメント  3.7  4.0  7.7












































83.0 2010 2018 
化石資源のクリーン利
用技術 








29 CO2 分離・隔離・貯留技術 
77.0 2015 2027 
化石資源のクリーン利
用技術 




74.5 2032 2039 革新的原子力システム




73.9 2013 2021 
エネルギー変換・利用
の効率化 
11 46 都市ゴミからの有価物の合理的な回収利用法 73.7 2010 2015 資源再利用 
12 
28 環境に CO2 を排出せずに石炭から水素を製造
する技術 





















72.0 2023 2035 革新的原子力システム
16 14 固体高分子形定置式燃料電池 71.9 2011 2017 燃料電池 
17 
16 小型燃料電池の高効率運用や太陽電池の出力
安定化などのための低コスト(kW あたり 10 万円
程度)の二次電池 





































































































領域 06-10 11-15 16-20 21-25 26-30 31-35 36- 
革新的原子力システム   2 1 1 1  
核融合エネルギー       1 
水素エネルギーシステム  2 1 2    
燃料電池  4      
分散型エネルギーシステム  5      
再生可能エネルギー  4   1  1 
化石資源のクリーン利用技術 1 1 1     
エネルギー変換・利用の効率化 1 4  1    
資源アセスメント  4 6     














21 宇宙太陽発電システム 31.0 2036 再生可能エネルギー 
11 太陽熱を利用した超高温エネルギー用水素生産 12.7 2022 水素エネルギーシステム
05 経済性のある海水ウランの高効率採取技術 10.2 2028 革新的原子力システム 
06 核融合発電炉 8.3 2040 核融合エネルギー 









06 核融合発電炉 24.0 2040 核融合エネルギー 
26 太陽エネルギー変換効率 3%以上の人工光合成技術（植物の
光合成は 1%程度） 
14.2 2030 再生可能エネルギー 
03 高レベル放射性廃棄物中の放射性核種を核変換して、廃棄
物量を激減させる技術 
12.4 2032 革新的原子力システム 
45 在来型資源の究極資源量を予測する技術 12.0 2017 資源アセスメント 


































































革新的原子力システム 25.5 28.8 43.6 0.2 1.9
核融合エネルギー 16.8 9.2 73.1 0.0 0.8
水素エネルギーシステム 51.2 25.8 21.1 0.0 1.9
燃料電池 48.7 48.2 2.4 0.0 0.7
分散型エネルギーシステム 62.4 33.9 2.8 0.0 0.9
再生可能エネルギー 33.4 43.0 20.9 1.0 1.8
化石資源のクリーン利用技術 37.2 53.4 8.7 0.0 0.7
エネルギー変換・利用の効率化 60.2 38.1 1.4 0.0 0.3
資源アセスメント 6.0 91.0 0.9 0.0 2.1
資源再利用 88.0 3.0 8.6 0.0 0.4

















94.5 2012 2019 
エネルギー変換・利用の
効率化 
22 変換効率 20％以上の大面積薄膜太陽電池 93.4 2015 2023 再生可能エネルギー 
48 使用済み自動車のシュレッダーダストの処理技術
（エネルギー回収または資源回収） 
92.7 2008 2013 資源再利用 
32 定格 COP が 8 を超える圧縮式冷凍機(現状は 4.0
～6.4) 
91.7 2014 2021 
エネルギー変換・利用の
効率化 
50 電子基板からの有用金属（レアメタル）の回収 91.3 2008 2013 資源再利用 









41 深度 15km、温度 400℃を基本仕様とする超深度掘
削技術 




1.3 2015 2027 資源アセスメント 
45 在来型資源の究極資源量を予測する技術 1.1 2017 2028 資源アセスメント 
25 全世界の一次エネルギー供給の 1%が風力エネル
ギーでまかなわれる 





























































革新的原子力システム 58.8 27.5 10.4 3.4
核融合エネルギー 78.2 10.9 10.9 0.0
水素エネルギーシステム 37.0 38.6 19.7 4.8
燃料電池 25.8 51.1 20.0 3.1
分散型エネルギーシステム 9.8 63.7 21.7 4.7
再生可能エネルギー 13.0 45.4 34.8 6.9
化石資源のクリーン利用技術 41.4 47.5 8.6 2.5
エネルギー変換・利用の効率化 7.2 58.9 29.1 4.8
資源アセスメント 25.9 49.7 21.2 3.2
資源再利用 15.6 64.4 16.8 3.3












04 高レベル放射性廃棄物の地層処分技術 90.2 2020 2032 革新的原子力システム 
01 核燃料サイクルを含めた FBR(高速増殖炉)システ
ム 
81.1 2023 2035 革新的原子力システム 
06 核融合発電炉 78.2 2040 2040 核融合エネルギー 
03 高レベル放射性廃棄物中の放射性核種を核変
換して、廃棄物量を激減させる技術 
















21 宇宙太陽発電システム 14.2 2036 2040 再生可能エネルギー 
05 経済性のある海水ウランの高効率採取技術 11.3 2028 2038 革新的原子力システム 




6.9 2013 2023 再生可能エネルギー 
34 家庭用小型コジェネレーションシステム 















































































革新的原子力システム 32.8 34.6 56.3 45.7 18.3 3.7 1.6 1.5
核融合エネルギー 55.1 15.3 61.9 39.8 44.9 0.0 0.0 0.0
水素エネルギーシステム 16.3 39.0 39.6 48.0 12.8 31.5 2.2 0.3
燃料電池 16.7 59.1 21.7 57.5 7.4 30.2 1.1 0.4
分散型エネルギーシステム 9.0 63.2 15.3 61.0 3.8 20.8 1.4 1.3
再生可能エネルギー 23.6 33.8 28.6 56.6 24.5 11.8 1.1 0.6
化石資源のクリーン利用技術 19.4 52.2 29.6 74.2 11.6 6.8 1.2 0.9
エネルギー変換・利用の効率化 10.6 52.4 19.6 68.6 4.0 10.7 0.9 0.2
資源アセスメント 27.3 40.8 45.7 57.4 25.0 3.7 0.1 1.0
資源再利用 14.0 52.6 22.1 62.8 2.7 15.6 13.7 0.6















06 核融合発電炉 55.1 2040 2040 核融合エネルギー 
01 核燃料サイクルを含めた FBR(高速増殖炉)システム 52.0 2023 2035 革新的原子力システム 























67.2 2014 2022 資源アセスメント 
14 固体高分子形定置式燃料電池 63.4 2011 2017 燃料電池 









66.7 2032 2039 革新的原子力システム 
07 原子力を利用した熱化学分解法によるエネルギー
用水素製造プロセス 
65.9 2021 2032 水素エネルギーシステム
11 太陽熱を利用した超高温エネルギー用水素生産 63.1 2022 2034 水素エネルギーシステム
06 核融合発電炉 61.9 2040 2040 核融合エネルギー 







32 定格 COP が 8 を超える圧縮式冷凍機(現状は 4.0
～6.4) 
76.7 2014 2021 
エネルギー変換・利用の
効率化 
29 CO2 分離・隔離・貯留技術 
76.4 2015 2027 
化石資源のクリーン利用
技術 
28 環境に CO2 を排出せずに石炭から水素を製造す
る技術 





















64.5 2013 2023 再生可能エネルギー 
42 大陸の凍土地域に存在するメタンハイドレートの採
取技術 

























































領域 06-10 11-15 16-20 21-25 26-30 31-35 36- 
革新的原子力システム      3 2 
核融合エネルギー       1 
水素エネルギーシステム    2  3  
燃料電池   2 2    
分散型エネルギーシステム   3 1 1   
再生可能エネルギー    3 1  2 
化石資源のクリーン利用技術   1  2   
エネルギー変換・利用の効率化  1 1 3  1  
資源アセスメント    2 6 1  

















21 宇宙太陽発電システム 38.7 2040 再生可能エネルギー 
11 太陽熱を利用した超高温エネルギー用水素生産 15.4 2034 水素エネルギーシステム
23 海洋温度差発電 13.5 2030 再生可能エネルギー 
05 経済性のある海水ウランの高効率採取技術 13.1 2038 革新的原子力システム 









06 核融合発電炉 31.4 2040 核融合エネルギー 
26 太陽エネルギー変換効率 3%以上の人工光合成技術（植物の
光合成は 1%程度） 
21.0 2039 再生可能エネルギー 
05 経済性のある海水ウランの高効率採取技術 18.7 2038 革新的原子力システム 
03 高レベル放射性廃棄物中の放射性核種を核変換して、廃棄
物量を激減させる技術 
17.7 2039 革新的原子力システム 











































革新的原子力システム 57.9 27.7 10.6 3.7
核融合エネルギー 70.3 16.9 10.2 2.5
水素エネルギーシステム 38.5 37.0 18.5 6.0
燃料電池 24.4 50.5 21.3 3.8
分散型エネルギーシステム 11.4 54.4 28.8 5.4
再生可能エネルギー 14.2 42.7 34.3 8.8
化石資源のクリーン利用技術 40.6 47.5 8.0 3.9
エネルギー変換・利用の効率化 7.2 51.5 35.5 5.9
資源アセスメント 18.3 54.5 23.2 4.0
資源再利用 24.6 60.2 13.3 1.9














04 高レベル放射性廃棄物の地層処分技術 83.9 2020 2032 革新的原子力システム 
01 核燃料サイクルを含めた FBR(高速増殖炉)システム 77.4 2023 2035 革新的原子力システム 
06 核融合発電炉 70.3 2040 2040 核融合エネルギー 
03 高レベル放射性廃棄物中の放射性核種を核変換し
て、廃棄物量を激減させる技術 
69.8 2032 2039 革新的原子力システム 
47 新たな経済尺度・基準を前提とした、再生原料や再
生品を生産・流通・消費する循環システム 











21 宇宙太陽発電システム 17.3 2036 2040 再生可能エネルギー 
11 太陽熱を利用した超高温エネルギー用水素生産 10.4 2022 2034 水素エネルギーシステム 
05 経済性のある海水ウランの高効率採取技術 10.3 2028 2038 革新的原子力システム 
26 太陽エネルギー変換効率 3%以上の人工光合成技
術（植物の光合成は 1%程度） 
8.9 2030 2039 再生可能エネルギー 



































































革新的原子力システム 37.1 53.6 11.9 55.3 16.6 7.6 2.3
核融合エネルギー 71.1 46.5 3.5 43.0 5.3 6.1 2.6
水素エネルギーシステム 17.4 36.9 13.0 62.8 46.3 6.9 0.9
燃料電池 12.8 37.2 15.7 71.6 52.5 2.5 0.4
分散型エネルギーシステム 10.0 42.5 10.3 69.4 37.3 3.3 1.8
再生可能エネルギー 22.3 47.1 18.1 63.0 13.5 2.7 2.1
化石資源のクリーン利用技術 16.6 41.2 13.7 79.4 26.2 6.9 0.5
エネルギー変換・利用の効率化 9.1 39.2 12.9 76.7 21.0 2.0 0.2
資源アセスメント 29.9 66.2 21.2 54.0 8.5 1.3 1.5
資源再利用 12.6 30.8 25.7 70.2 30.4 21.3 0.4












06 核融合発電炉 71.1 2040 2040 核融合エネルギー 
45 在来型資源の究極資源量を予測する技術 59.8 2017 2028 資源アセスメント 
01 核燃料サイクルを含めた FBR(高速増殖炉)システム 54.1 2023 2035 革新的原子力システム 
03 高レベル放射性廃棄物中の放射性核種を核変換し
て、廃棄物量を激減させる技術 










73.2 2014 2022 資源アセスメント 
45 在来型資源の究極資源量を予測する技術 70.7 2017 2028 資源アセスメント 
21 宇宙太陽発電システム 69.3 2036 2040 再生可能エネルギー 
39 マンガン団塊、重金属泥、熱水鉱床、コバルト・クラス
ト等の深海底金属資源を経済的に採取する技術 
69.1 2020 2030 資源アセスメント 
42 大陸の凍土地域に存在するメタンハイドレートの採取
技術 













80.0 2009 2015 
エネルギー変換・利用の
効率化 
29 CO2 分離・隔離・貯留技術 




化などのための低コスト(kW あたり 10 万円程度)の二
次電池 












10 燃料電池自動車への水素供給インフラネットワーク 75.3 2013 2023 水素エネルギーシステム
09 水素を燃料とする自動車エンジン 67.8 2013 2023 水素エネルギーシステム
13 固体高分子形自動車用燃料電池 60.1 2012 2020 燃料電池 
14 固体高分子形定置式燃料電池 58.9 2011 2017 燃料電池 
08 我が国における、水素の輸入等による大規模な水素
エネルギー供給システム 








































































23 海洋温度差発電 2014 2030 16 再生可能エネルギー 
42 大陸の凍土地域に存在するメタンハイドレートの採取
技術 
2015 2029 14 資源アセスメント 
02 中・小型熱電併給原子炉 2018 2031 13 革新的原子力システム 
01 核燃料サイクルを含めた FBR(高速増殖炉)システム 2023 2035 12 革新的原子力システム 
04 高レベル放射性廃棄物の地層処分技術 2020 2032 12 革新的原子力システム 
08 我が国における、水素の輸入等による大規模な水素エ
ネルギー供給システム 
2020 2032 12 水素エネルギーシステム
11 太陽熱を利用した超高温エネルギー用水素生産 2022 2034 12 水素エネルギーシステム
17 現在の 275kV CV ケーブルと同等の容量をもつ
66-77kV 超電導送電ケーブル 
2014 2026 12 
分散型エネルギーシス
テム 
29 CO2 分離・隔離・貯留技術 




域で地下 100m 以深の地質構造を推定する技術 
2015 2027 12 資源アセスメント 








14 固体高分子形定置式燃料電池 2011 2017 6 燃料電池 
34 家庭用小型コジェネレーションシステム 
2009 2015 6 
エネルギー変換・利用の
効率化 
49 一般廃棄物からのポリ乳酸系プラスチックの製造 2010 2016 6 資源再利用 
46 都市ゴミからの有価物の合理的な回収利用法 2010 2015 5 資源再利用 
48 使用済み自動車のシュレッダーダストの処理技術（エネ
ルギー回収または資源回収） 
2008 2013 5 資源再利用 
50 電子基板からの有用金属（レアメタル）の回収 2008 2013 5 資源再利用 






























6 核融合発電炉 66.7/2040 64.5/2033 46 核融合発電炉が開発される。 











































［知的資産の増大］ 当 該領域自体の知的資産 増大への寄与
大 やや大
やや大






























課題 大 中 小 なし
指







































































１ 137 20 18 62 - 69 50 32 13 5 7 9
２ 129 17 16 67 - 72 51 35 13 1 6 5
専 22 100 0 0 - 94 90 5 5 0 9 0
１ 119 15 21 64 - 46 16 44 35 5 5 12
２ 112 9 23 68 - 45 6 64 30 0 2 6
専 10 100 0 0 - 50 10 70 20 0 11 0
１ 100 18 16 66 - 67 47 29 23 1 8 18
２ 99 11 20 69 - 74 57 29 13 1 5 12
専 11 100 0 0 - 77 64 27 0 9 9 0
１ 131 14 21 65 - 81 68 21 8 3 2 11
２ 116 9 17 74 - 90 83 11 6 0 0 3
専 11 100 0 0 - 100 100 0 0 0 0 0
１ 113 10 26 64 - 49 23 37 30 10 16 15
２ 109 5 13 82 - 47 16 46 33 5 10 9
































































なしやや 大 中 あまりなし
あまりなし なし大 やや 大 中
なしあまりなし大 やや 大 中










































































































































36 10 52 0 2 77 14 6 3 44 35 41 35 29 9 9 5 11 13 69 21 6 4 40 40 17 40 18 17 11
30 1 69 0 0 81 12 6 1 52 32 60 41 21 4 2 2 7 13 77 17 4 2 54 56 10 57 11 8 3
32 0 68 0 0 90 5 5 0 62 38 76 57 43 0 0 5 9 0 86 9 5 0 68 59 27 77 18 5 9
19 43 25 3 10 32 35 24 9 20 38 37 31 23 16 10 6 14 19 32 34 23 11 21 35 19 31 30 19 9
7 63 22 1 7 27 51 18 4 18 48 51 32 19 7 2 1 6 11 31 50 14 5 22 65 14 41 32 5 1
10 70 0 10 10 22 56 22 0 25 63 38 25 50 0 0 0 0 11 20 60 10 10 11 89 33 67 44 0 0
19 33 45 0 3 58 23 14 5 34 27 42 38 33 2 6 8 8 25 47 33 11 9 37 32 13 45 13 13 8
9 15 75 0 1 74 18 7 1 39 19 67 45 29 1 0 1 8 18 70 22 6 2 52 47 5 53 10 3 2
9 0 91 0 0 60 30 0 10 78 11 67 56 56 0 0 0 18 0 55 36 0 9 90 20 20 70 10 0 0
8 47 45 0 0 76 19 5 0 32 34 31 39 22 17 12 6 3 14 70 25 4 1 28 34 15 42 20 28 9
3 53 44 0 0 90 7 3 0 35 45 44 56 16 5 5 2 2 8 84 13 3 0 38 47 10 63 21 21 2
20 60 20 0 0 90 10 0 0 60 50 80 60 10 0 10 0 0 0 91 9 0 0 91 64 9 73 27 18 0
60 28 7 0 5 28 36 24 12 24 27 38 38 13 3 1 8 15 28 23 33 30 14 18 38 25 46 11 4 6
79 11 8 0 2 22 49 18 11 20 29 59 55 6 2 0 1 13 19 28 36 26 10 19 53 21 63 10 1 3


























































































































課題 大 中 小 なし
指







































































１ 125 10 22 68 - 67 43 39 16 2 7 20
２ 121 6 20 74 - 67 41 45 12 2 8 24























［知的資産の増大］ 当 該領域自体の知的資産 増大への寄与
大 やや大
やや大



































































































































































27 24 47 0 2 69 18 13 0 40 20 47 41 44 3 4 3 10 30 58 26 13 3 44 42 11 37 9 17 8
17 9 73 0 1 78 11 11 0 55 15 62 40 45 0 0 0 9 31 70 17 10 3 71 46 4 43 5 6 3














































































































































なしやや 大 中 あまりなし
あまりなし なし大 やや 大 中
なしあまりなし大 やや 大 中















［知的資産の増大］ 当 該領域自体の知的資産 増大への寄与
大 やや大
やや大






























課題 大 中 小 なし
指







































































１ 146 10 30 60 - 53 28 38 26 8 7 10
２ 136 7 25 68 - 48 13 55 29 3 5 7
専 9 100 0 0 - 47 13 61 13 13 22 0
１ 167 11 31 58 - 53 27 40 25 8 12 8
２ 160 8 24 68 - 49 13 62 21 4 7 3
専 12 100 0 0 - 50 27 37 18 18 17 0
１ 162 9 26 65 - 66 41 43 14 2 4 2
２ 160 7 18 75 - 60 30 54 13 3 3 1
専 11 100 0 0 - 61 27 64 9 0 0 0
１ 183 16 32 52 - 75 55 37 6 2 3 2
２ 167 14 26 60 - 80 66 27 5 2 2 1
専 24 100 0 0 - 82 75 13 4 8 8 0
１ 117 15 17 68 - 45 20 33 36 11 16 21
２ 119 6 11 83 - 40 11 35 45 9 13 12

































































なしやや 大 中 あまりなし
あまりなし なし大 やや 大 中
なしあまりなし大 やや 大 中










































































































































51 32 13 0 4 44 33 14 9 32 38 48 48 19 14 6 5 12 10 43 33 15 9 33 40 23 49 24 21 4
67 28 4 0 1 52 35 11 2 26 32 66 53 8 5 2 1 7 10 53 33 10 4 34 52 10 66 15 5 1
67 33 0 0 0 45 33 11 11 14 57 71 43 43 0 0 0 22 0 56 11 22 11 0 75 13 63 13 0 13
31 29 33 0 7 39 36 16 9 18 34 28 38 30 37 12 3 16 10 39 33 18 10 13 30 18 42 49 18 4
29 24 43 0 4 53 31 10 6 12 43 27 47 29 38 3 0 9 8 53 31 10 6 16 36 10 57 59 9 1
41 17 42 0 0 33 25 25 17 30 40 50 30 40 30 0 0 27 18 55 18 18 9 30 30 20 50 60 0 10
51 18 29 0 2 21 39 34 6 19 38 21 42 12 36 11 1 4 8 23 38 30 9 13 30 22 43 49 20 1
75 1 23 0 1 12 52 32 4 13 49 18 48 9 45 1 1 3 4 15 50 28 7 10 27 16 60 68 8 1
82 0 18 0 0 0 82 18 0 9 73 27 36 0 36 0 0 0 0 9 55 27 9 10 40 0 60 50 10 0
46 20 30 0 4 44 40 14 2 16 42 28 39 11 51 15 2 3 6 48 32 17 3 13 28 21 51 56 23 2
69 6 23 0 2 52 35 12 1 11 49 24 47 7 61 4 0 2 4 57 29 12 2 9 25 16 65 75 10 1
66 17 17 0 0 49 38 13 0 8 50 25 42 21 63 8 0 8 8 50 33 13 4 9 26 9 65 65 22 4
29 37 20 0 14 22 31 31 16 28 29 45 41 22 9 3 2 20 20 22 30 31 17 24 35 20 45 19 13 3
16 69 12 0 3 17 40 33 10 19 21 63 46 12 8 0 0 15 11 15 42 33 10 18 45 13 67 15 2 2


























































































































課題 大 中 小 なし
指







































































１ 161 10 36 54 - 53 21 51 24 4 7 7
２ 146 7 32 61 - 49 10 66 23 1 3 2
専 10 100 0 0 - 55 30 40 20 10 20 0
１ 163 17 33 50 - 77 60 32 6 2 3 3
２ 149 11 30 59 - 82 67 28 4 1 1 1
専 16 100 0 0 - 92 86 7 7 0 7 0
１ 167 21 42 37 - 69 45 42 11 2 1 4
２ 154 16 38 46 - 72 49 41 10 0 1 1
専 25 100 0 0 - 85 75 17 8 0 0 0
１ 156 21 37 42 - 71 48 41 9 2 2 4
２ 141 14 31 55 - 74 51 45 3 1 1 0





























［知的資産の増大］ 当 該領域自体の知的資産 増大への寄与
大 やや大
やや大



































































































































































39 50 9 0 2 19 39 35 7 23 41 20 45 10 28 7 3 12 11 22 30 34 14 18 33 23 50 36 15 2
16 83 1 0 0 8 60 27 5 16 51 16 58 9 23 1 1 7 3 8 54 31 7 12 37 15 73 42 2 1
30 60 10 0 0 10 50 10 30 57 71 0 43 0 0 0 0 20 10 22 34 33 11 25 38 13 50 25 0 13
49 36 9 0 6 35 33 25 7 24 49 26 44 14 41 9 0 2 6 37 34 23 6 17 33 25 53 49 15 1
75 23 1 0 1 31 48 18 3 18 60 22 50 9 38 1 1 1 3 32 49 16 3 13 35 15 70 60 4 0
81 19 0 0 0 43 44 13 0 44 50 25 63 25 38 0 0 6 0 53 40 7 0 33 40 13 80 53 13 0
51 38 6 0 5 33 37 24 6 21 49 27 52 11 41 9 1 3 7 32 36 23 9 17 37 24 57 50 13 1
76 20 3 0 1 32 45 20 3 15 63 23 56 7 37 1 0 2 3 30 47 20 3 12 36 16 71 59 2 1
83 13 4 0 0 60 24 12 4 22 70 30 57 9 43 0 0 8 0 66 17 13 4 27 36 14 86 59 0 0
40 47 12 0 1 36 38 20 6 26 51 29 57 9 23 6 0 3 5 34 37 23 6 19 40 24 55 40 12 2
29 66 5 0 0 32 51 16 1 18 63 26 66 5 22 1 0 1 1 27 53 18 2 14 40 16 72 49 2 0














































































































































なしやや 大 中 あまりなし
あまりなし なし大 やや 大 中
なしあまりなし大 やや 大 中















［知的資産の増大］ 当 該領域自体の知的資産 増大への寄与
大 やや大
やや大






























課題 大 中 小 なし
指







































































１ 147 16 35 49 - 71 46 46 7 1 1 7
２ 147 11 36 53 - 71 45 50 4 1 1 2
専 16 100 0 0 - 77 53 47 0 0 0 0
１ 92 13 22 65 - 48 14 51 33 2 9 13
２ 96 10 14 76 - 48 8 70 20 2 3 7
専 10 100 0 0 - 53 20 60 10 10 10 0
１ 107 10 27 63 - 45 11 53 30 6 7 14
２ 108 9 18 73 - 47 8 67 22 3 5 5
専 10 100 0 0 - 50 20 50 20 10 10 0
１ 142 19 33 48 - 70 48 42 9 1 1 6
２ 140 16 26 58 - 72 47 46 7 0 1 3
専 22 100 0 0 - 88 77 18 5 0 0 0
１ 127 25 25 50 - 67 42 44 11 3 2 6
２ 122 24 22 54 - 68 39 55 6 0 0 3






































































あまりなし なし大 やや大 中
なしあまりなし大 やや大 中










































































































































65 23 8 1 3 27 39 27 7 18 48 26 57 5 28 5 2 2 7 27 37 27 9 10 28 21 62 35 7 3
87 11 1 0 1 10 65 19 6 10 60 15 65 2 21 1 1 1 3 13 59 23 5 10 36 11 80 33 2 1
100 0 0 0 0 19 69 6 6 13 67 0 80 0 33 7 0 0 0 31 57 6 6 20 60 0 80 33 7 0
61 30 2 0 7 13 44 30 13 14 39 25 55 11 24 7 3 11 17 14 33 37 16 16 36 12 49 32 9 5
82 15 2 0 1 5 62 28 5 6 55 17 65 7 15 2 1 5 11 6 51 37 6 8 42 9 73 29 2 4
80 20 0 0 0 22 45 33 0 0 33 33 56 11 0 0 0 10 0 10 50 40 0 0 40 0 70 10 0 10
41 47 6 0 6 14 41 34 11 18 44 32 46 10 19 3 3 12 17 11 35 38 16 16 39 15 45 32 8 4
33 64 0 0 3 5 63 26 6 6 58 22 64 5 9 0 2 4 10 4 50 37 9 10 48 11 69 26 2 2
70 30 0 0 0 22 56 11 11 0 50 13 75 13 0 0 0 10 0 10 40 40 10 0 67 0 56 11 0 11
53 30 14 0 3 18 44 30 8 22 54 23 40 3 30 12 2 1 7 26 35 32 7 15 35 22 48 39 12 2
77 18 5 0 0 11 65 20 4 14 73 12 56 3 21 1 1 1 4 11 56 29 4 14 42 12 66 43 5 1
76 24 0 0 0 19 67 14 0 14 76 19 43 0 24 0 0 0 0 24 47 29 0 10 52 0 48 62 0 0
37 42 18 0 3 31 40 21 8 15 52 27 44 2 45 11 2 3 7 34 34 26 6 12 38 19 48 51 17 4
33 61 6 0 0 18 64 15 3 9 70 10 55 2 37 3 1 0 3 23 55 19 3 8 45 8 59 56 5 2


























































































































［知的資産の増大］ 当 該領域自体の知的資産 増大への寄与
大 やや大
やや大






























課題 大 中 小 なし
指







































































１ 115 11 19 70 - 37 11 27 49 13 28 17
２ 114 5 11 84 - 31 5 18 65 12 31 10
専 6 100 0 0 - 67 50 17 33 0 0 0
１ 145 10 26 64 - 72 49 40 10 1 3 8
２ 136 7 18 75 - 76 54 41 4 1 1 2
専 10 100 0 0 - 85 70 30 0 0 0 0
１ 138 5 26 69 - 39 10 33 48 9 11 12
２ 129 3 15 82 - 33 4 25 65 6 7 3
専 4 100 0 0 - 38 25 0 50 25 75 0
１ 118 9 24 67 - 45 15 42 37 6 6 7
２ 120 3 16 81 - 39 6 43 47 4 5 3
専 3 100 0 0 - 42 34 0 33 33 33 0
１ 163 13 28 59 - 50 20 46 30 4 5 8
２ 148 9 22 69 - 44 8 52 38 2 3 2
専 13 100 0 0 - 50 15 54 31 0 0 0
１ 102 9 17 74 - 50 21 42 31 6 10 20
２ 106 3 15 82 - 45 11 53 32 4 4 14






































































あまりなし なし大 やや大 中
なしあまりなし大 やや大 中










































































































































24 72 2 0 2 31 23 30 16 28 25 44 42 40 5 3 1 35 27 30 21 24 25 35 46 16 36 13 6 8
9 87 1 0 3 25 20 41 14 27 24 52 48 43 4 1 0 39 15 29 19 35 17 31 69 9 41 14 3 7
33 67 0 0 0 83 0 17 0 67 50 67 100 50 33 0 0 17 0 100 0 0 0 50 67 17 83 67 17 0
79 15 4 0 2 25 36 35 4 25 43 25 63 8 7 0 2 1 11 27 35 32 6 19 34 20 65 19 5 2
94 5 1 0 0 12 61 26 1 19 57 23 70 8 8 0 1 1 4 13 60 23 4 15 44 19 78 10 1 0
100 0 0 0 0 0 70 30 0 40 70 40 70 10 20 0 0 0 0 0 70 30 0 30 50 30 80 20 0 0
59 28 12 0 1 18 29 41 12 21 32 42 44 19 8 1 2 22 19 18 28 37 17 21 36 30 47 14 8 4
80 13 7 0 0 4 31 59 6 18 30 41 55 15 5 0 1 13 10 6 32 53 9 15 41 22 66 8 4 2
75 0 25 0 0 25 0 50 25 33 33 0 67 67 0 0 0 75 0 25 0 50 25 33 67 33 33 0 0 33
10 38 25 6 21 17 43 32 8 26 26 22 29 59 6 2 0 7 14 24 40 28 8 24 38 30 38 14 4 3
4 69 15 6 6 14 51 28 7 30 23 15 35 64 5 1 0 6 3 12 53 26 9 24 50 28 58 12 1 2
0 34 33 0 33 67 0 0 33 0 0 0 0 50 50 0 0 33 0 67 0 0 33 0 50 0 0 50 0 0
3 10 87 0 0 19 35 32 14 19 27 19 40 21 30 13 3 3 17 22 36 32 10 12 25 23 60 37 15 3
1 3 96 0 0 12 49 33 6 13 26 11 59 8 43 5 2 3 4 15 48 31 6 8 22 16 79 33 5 2
8 0 92 0 0 23 47 15 15 30 40 10 50 0 60 30 10 0 0 31 31 23 15 9 55 27 73 45 9 0
25 55 12 0 8 20 43 28 9 34 38 37 52 16 6 1 2 9 24 19 33 38 10 35 43 24 40 15 6 1
14 80 4 0 2 12 60 21 7 35 42 29 73 8 6 0 0 8 21 10 43 38 9 42 56 15 56 4 2 0


























































































































課題 大 中 小 なし
指







































































１ 166 30 31 39 - 77 59 34 7 0 1 2
２ 154 23 31 46 - 83 68 29 3 0 0 1
専 36 100 0 0 - 89 78 22 0 0 0 0
１ 152 21 26 53 - 67 44 37 16 3 10 7
２ 144 19 28 53 - 73 55 35 6 4 5 1
専 27 100 0 0 - 68 49 35 4 12 11 0
１ 164 19 27 54 - 71 51 34 12 3 7 6
２ 153 13 25 62 - 77 62 26 9 3 5 3




























［知的資産の増大］ 当 該領域自体の知的資産 増大への寄与
大 やや大
やや大




































































































































































42 32 24 1 1 36 46 17 1 24 50 28 61 15 14 4 1 1 4 38 43 18 1 16 34 31 64 33 11 0
62 24 14 0 0 27 63 9 1 17 61 21 70 9 13 1 1 0 3 30 61 8 1 13 36 18 81 34 4 0
64 33 3 0 0 47 47 6 0 28 53 19 72 14 22 0 0 0 0 47 47 6 0 20 31 23 74 43 6 0
35 44 15 0 6 38 36 18 8 28 43 40 64 19 4 4 1 9 10 33 38 22 7 23 46 23 54 22 10 0
23 71 5 0 1 40 47 9 4 20 52 32 76 8 3 1 1 5 4 35 52 9 4 20 45 11 77 23 5 1
37 55 4 0 4 49 31 12 8 21 42 21 83 8 8 0 0 15 0 46 42 4 8 21 42 4 75 29 4 0
37 41 20 0 2 48 31 15 6 22 41 38 58 24 11 7 1 10 11 44 37 13 6 19 41 21 53 29 20 5
28 64 7 0 1 57 31 9 3 21 44 35 76 18 5 1 1 5 6 56 31 7 6 17 42 12 80 22 12 1














































































































































なしやや 大 中 あまりなし
あまりなし なし大 やや 大 中
なしあまりなし大 やや 大 中















［知的資産の増大］ 当 該領域自体の知的資産 増大への寄与
大 やや大
やや大






























課題 大 中 小 なし
指







































































１ 133 17 32 51 - 73 48 47 5 0 1 6
２ 140 8 29 63 - 74 49 47 4 0 0 1
専 11 100 0 0 - 91 82 18 0 0 0 0
１ 108 12 27 61 - 53 21 49 28 2 6 11
２ 115 5 18 77 - 48 8 68 23 1 3 5
専 6 100 0 0 - 63 33 50 17 0 17 0
１ 96 16 28 56 - 61 31 54 13 2 1 9
２ 110 7 18 75 - 59 21 73 6 0 2 2
専 8 100 0 0 - 72 49 38 13 0 13 0
１ 107 14 30 56 - 60 29 54 15 2 0 8
２ 110 9 20 71 - 57 19 73 6 2 0 2
専 10 100 0 0 - 65 40 40 20 0 0 0
１ 161 21 27 52 - 58 31 42 24 3 1 4
２ 148 15 32 53 - 57 21 64 14 1 0 1
専 22 100 0 0 - 68 41 50 9 0 0 0
１ 130 14 22 64 - 50 18 50 29 3 2 12
２ 133 7 25 68 - 47 6 72 20 2 2 5




































































あまりなし なし大 やや大 中
なしあまりなし大 やや大 中










































































































































33 62 4 0 1 27 38 26 9 25 43 26 61 10 6 3 1 3 7 24 31 29 16 18 32 20 60 16 6 3
14 86 0 0 0 13 63 22 2 15 53 17 73 6 6 0 1 0 1 13 55 29 3 8 42 10 78 13 1 0
36 64 0 0 0 36 46 18 0 18 55 18 82 18 9 0 0 0 0 46 36 18 0 9 64 9 73 9 0 0
50 42 4 0 4 21 41 30 8 25 40 43 47 12 5 1 1 7 15 21 35 32 12 19 38 26 50 16 7 1
60 38 2 0 0 6 70 19 5 16 46 33 65 8 4 0 0 4 6 5 60 30 5 14 49 16 72 11 1 1
17 83 0 0 0 33 50 17 0 20 20 0 60 20 0 0 0 20 0 17 33 50 0 0 33 0 50 0 0 17
73 17 8 0 2 14 39 36 11 14 49 27 58 2 6 5 1 3 13 13 35 39 13 13 31 16 59 19 7 1
92 7 0 0 1 6 60 30 4 6 58 12 77 2 3 1 0 2 2 6 47 42 5 8 38 10 79 12 4 0
74 13 0 0 13 13 25 37 25 0 83 0 67 0 0 0 0 13 0 13 37 25 25 0 67 17 50 17 33 0
79 9 9 0 3 12 36 41 11 13 48 32 51 3 10 4 2 0 10 11 38 37 14 12 28 18 63 24 11 1
94 4 2 0 0 5 52 37 6 7 56 18 65 3 5 2 0 0 2 5 47 40 8 9 37 14 75 17 3 0
100 0 0 0 0 10 30 50 10 22 56 11 67 0 11 11 0 0 0 10 30 50 10 22 44 22 44 22 11 0
58 22 19 0 1 20 36 31 13 17 38 27 43 7 40 5 2 3 4 21 34 32 13 10 25 24 67 44 13 1
86 10 4 0 0 8 56 29 7 8 51 16 57 2 38 2 1 0 3 11 55 27 7 7 25 15 80 47 2 0
86 9 5 0 0 18 63 14 5 19 62 14 62 5 38 10 5 0 5 14 63 18 5 19 29 5 76 52 10 0
35 54 8 0 3 10 42 37 11 14 41 33 51 8 15 2 1 3 9 7 38 39 16 12 37 25 53 27 9 1
16 82 1 0 1 5 53 37 5 11 50 22 74 3 8 0 0 4 3 3 44 45 8 9 43 13 76 26 1 0


























































































































［知的資産の増大］ 当 該領域自体の知的資産 増大への寄与
大 やや大
やや大






























課題 大 中 小 なし
指







































































１ 52 10 13 77 - 51 18 50 30 2 4 16
２ 61 8 15 77 - 44 2 73 23 2 0 8
専 5 100 0 0 - 45 0 80 20 0 0 0
１ 66 2 17 81 - 44 11 43 44 2 2 14
２ 74 0 14 86 - 39 3 51 45 1 0 3
専 100 0 0 - 0 100 0 0 0 0 0
１ 74 7 18 75 - 48 15 52 29 4 7 15
２ 80 4 9 87 - 44 3 68 26 3 4 3
専 3 100 0 0 - 42 0 67 33 0 0 0
１ 83 5 25 70 - 65 40 44 15 1 2 15
２ 85 1 16 83 - 60 27 60 12 1 1 4
専 1 100 0 0 - 100 100 0 0 0 0 0
１ 73 8 16 76 - 57 28 47 24 1 1 14
２ 80 5 6 89 - 55 17 69 14 0 3 5
専 4 100 0 0 - 100 100 0 0 0 0 0
１ 59 10 15 75 - 58 26 57 14 3 4 9
２ 72 3 10 87 - 51 13 72 11 4 0 6
専 2 100 0 0 - 100 100 0 0 0 0 0
１ 107 5 22 73 - 53 24 46 23 7 2 12
２ 108 4 15 81 - 49 15 57 23 5 3 4
専 4 100 0 0 - 50 25 50 0 25 0 0
１ 124 6 20 74 - 70 50 34 13 3 3 13
２ 119 4 16 80 - 71 51 34 10 5 3 5
専 5 100 0 0 - 70 60 20 0 20 0 0
１ 90 4 24 72 - 67 43 39 17 1 3 22
２ 100 3 16 81 - 72 51 39 8 2 1 11
















































































あまりなし なし大 やや大 中
なしあまりなし大 やや大 中










































































































































30 58 5 0 7 12 39 43 6 30 50 39 37 22 7 0 0 4 18 8 45 41 6 38 44 18 31 11 7 4
8 89 0 0 3 3 45 49 3 22 67 34 34 12 5 0 3 0 10 2 62 31 5 30 73 18 43 4 0 4
40 60 0 0 0 0 40 60 0 40 60 0 20 20 0 0 0 0 0 0 60 20 20 50 75 0 25 0 0 0
26 62 7 0 5 11 40 39 10 29 39 38 43 16 4 0 0 2 17 10 37 40 13 27 40 27 38 6 2 0
13 86 1 0 0 3 45 46 6 26 51 37 54 15 1 0 1 1 4 1 39 53 7 24 62 32 52 6 0 2
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
16 66 11 0 7 11 46 37 6 32 35 42 41 14 6 0 2 9 21 10 45 39 6 32 43 33 38 8 5 3
4 93 0 0 3 4 64 28 4 29 44 48 53 17 5 0 0 5 8 4 57 34 5 25 63 30 52 10 3 1
0 100 0 0 0 0 67 33 0 0 33 67 33 33 0 0 0 0 33 0 33 67 0 0 100 0 33 0 0 0
30 58 7 0 5 41 34 20 5 32 52 41 55 27 9 3 0 3 19 29 43 24 4 35 51 27 41 15 5 4
9 89 1 0 1 33 51 14 2 21 50 39 71 23 5 1 1 2 5 20 64 14 2 27 69 20 57 7 2 2
0 100 0 0 0 0 100 0 0 100 100 100 100 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 100 100 0 100 0 0 0
3 92 3 0 2 30 38 26 6 31 38 40 52 34 8 2 0 1 16 29 40 27 4 29 46 29 45 8 3 3
1 99 0 0 0 19 64 16 1 27 42 47 68 31 4 0 1 3 6 16 67 16 1 29 62 26 59 9 1 3
0 100 0 0 0 100 0 0 0 100 50 75 100 25 0 0 0 0 0 75 25 0 0 75 50 50 100 25 0 0
9 77 8 0 6 31 41 24 4 29 33 42 54 33 8 2 2 5 15 23 41 32 4 25 45 21 47 15 6 6
1 97 1 0 1 13 68 15 4 21 37 49 68 22 6 0 0 1 8 11 68 17 4 22 63 19 62 13 1 1
0 100 0 0 0 100 0 0 0 100 0 0 100 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 100 100 0 0 0
14 55 11 0 20 34 34 26 6 29 38 41 47 47 4 1 1 4 19 33 36 21 10 39 55 28 38 11 7 5
5 86 1 0 8 23 53 19 5 18 27 39 58 53 3 0 1 3 7 22 55 17 6 26 68 21 51 9 0 0
25 75 0 0 0 50 25 0 25 33 33 67 33 100 33 0 0 0 25 25 50 0 25 67 67 33 67 33 0 0
32 56 5 0 7 49 31 16 4 31 38 51 58 28 4 1 2 6 16 43 36 13 8 38 49 27 48 16 7 5
14 82 1 0 3 55 33 9 3 20 31 54 71 25 5 0 1 3 8 50 36 10 4 25 65 17 68 12 3 1
60 40 0 0 0 60 20 0 20 75 50 100 75 50 50 0 0 0 20 60 20 0 20 75 100 25 75 25 0 0
14 76 5 0 5 42 32 21 5 43 42 44 43 36 2 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
4 92 2 0 2 58 35 5 2 38 33 59 53 24 1 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
























































































































課題 大 中 小 なし
指







































































１ 90 7 24 69 - 64 41 36 19 4 5 22
２ 95 4 17 79 - 70 45 44 10 1 0 12





























































































































































4 82 10 0 4 36 31 26 7 49 32 42 41 38 2 0 4 5 23 34 33 26 7 55 54 15 34 8 3 4
1 98 1 0 0 48 41 10 1 51 25 51 42 27 1 0 1 0 13 38 44 17 1 60 71 9 42 7 1 0


























































































































［知的資産の増大］ 当 該領域自体の知的資産 増大への寄与
大 やや大
やや大






























課題 大 中 小 なし
指







































































１ 129 21 17 62 - 67 43 42 13 2 0 9
２ 123 15 16 69 - 74 50 44 6 0 0 2
専 18 100 0 0 - 83 67 33 0 0 0 0
１ 124 19 23 58 - 75 54 39 6 1 0 0
２ 109 16 10 74 - 86 75 21 3 1 0 0
専 17 100 0 0 - 97 94 6 0 0 0 0
１ 117 21 18 61 - 67 40 48 10 2 0 2
２ 112 16 13 71 - 61 25 68 7 0 0 3
専 18 100 0 0 - 67 33 67 0 0 0 0
１ 100 13 20 67 - 49 19 45 30 6 5 6
２ 95 9 17 74 - 51 15 61 23 1 1 3
専 9 100 0 0 - 53 22 45 33 0 11 0
１ 114 11 23 66 - 62 34 48 16 2 0 5
２ 103 10 14 76 - 61 26 64 10 0 0 2
専 10 100 0 0 - 85 70 30 0 0 0 0
１ 126 16 24 60 - 55 24 49 24 3 0 6
２ 121 15 16 69 - 54 17 67 16 0 0 2




































































あまりなし なし大 やや大 中
なしあまりなし大 やや大 中










































































































































53 8 38 0 1 33 43 22 2 24 46 38 52 7 27 25 1 0 9 32 50 16 2 19 34 34 56 37 38 0
80 1 19 0 0 23 67 8 2 18 53 29 59 2 23 19 0 0 3 25 69 5 1 12 35 22 75 37 26 0
83 0 17 0 0 41 59 0 0 12 47 24 47 6 35 24 0 0 0 44 56 0 0 11 39 22 72 39 33 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 49 42 9 0 24 44 28 47 40 35 2
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 61 32 5 2 19 38 17 68 38 23 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 82 12 6 0 19 38 19 56 31 25 0
66 5 28 0 1 25 47 23 5 21 38 30 46 7 29 25 1 0 2 32 42 23 3 16 28 33 45 34 33 2
93 0 7 0 0 15 66 15 4 12 50 17 61 3 22 17 0 0 2 21 61 15 3 12 27 26 67 35 25 0
94 0 6 0 0 35 59 0 6 6 56 19 63 0 13 19 0 0 0 39 49 6 6 6 35 18 65 47 47 0
63 10 24 0 3 24 39 30 7 25 42 29 56 8 14 18 2 8 11 20 47 26 7 15 34 41 46 25 24 2
86 10 3 0 1 15 56 24 5 12 48 23 64 1 8 10 1 5 3 14 61 22 3 9 27 30 71 19 14 2
100 0 0 0 0 34 33 22 11 0 50 25 50 13 0 0 0 22 0 22 56 11 11 13 38 13 75 13 25 0
68 7 24 0 1 24 41 29 6 24 45 29 43 8 16 21 1 0 6 24 44 30 2 19 34 38 42 28 28 1
91 2 6 0 1 12 64 21 3 15 61 20 61 4 9 11 2 0 2 12 69 18 1 14 31 34 65 25 18 0
100 0 0 0 0 20 60 10 10 22 44 22 33 0 0 22 11 0 0 20 70 0 10 11 22 22 44 33 22 0
68 6 24 0 2 23 49 25 3 18 41 31 48 5 25 18 3 1 8 24 51 22 3 16 32 34 47 36 25 0
91 2 7 0 0 13 69 15 3 12 52 22 70 3 16 10 0 0 3 15 69 14 2 10 26 26 75 29 22 0
































































































































































































できる。FC は値段が 1/10～1/100 にならなければならないが、これは不可能（部品の原料代より安くしなければならないから）。○スタ
ッフ材料と周辺技術の革新。○MCFC 同様、民間ベースの世界へ移る時期か。○ACC プラントのトッパーとしての利用。熱効率向上
に有益と思う。○寿命延長とコスト低減のための研究開発が不可欠。 
16 小型燃料電池の高効率運用や太陽電池の出力安定化などのための低コスト(kW あたり 10 万円程度)の二次電池 
○二次電池は kWh で落電量を示すべき。○二次電池以外にもキャパシターフライホィール等も総合的に検討すべき。○コストを入れ
ると難しい。市場との相互関係となる。○FC はダメ。Solar cell＋電池は実用化済み。 










































日本の海上風力も資源量大きい。○550ppm 制約では 1％は 2020 年代にほとんどのモデルでクリアしていたと思います。○既に成
熟技術。大規模化以外のコスト削減努力が必要。○蓄電技術の開発。 


















































40 航空機或いは人工衛星から取得できる情報により、陸域で地下 100m 以深の地質構造を推定する技術 
○リモートセンシングでは原理的に無理。○石油・天然ガス資源の探査技術として重要。 
































































































































2008 48 使用済み自動車のシュレッダーダストの処理技術（エネルギー回収または資源回収）〈領域 10〉 
2008 50 電子基板からの有用金属（レアメタル）の回収〈領域 10〉 
2009 34 家庭用小型コジェネレーションシステム〈領域 8〉 
2009 51 焼却灰・飛灰からの資源回収〈領域 10〉 
2010 27 石炭やバイオマス、廃棄物のガス化による発電及び合成燃料製造技術〈領域 7〉 
2010 46 都市ゴミからの有価物の合理的な回収利用法〈領域 10〉 
2010 49 一般廃棄物からのポリ乳酸系プラスチックの製造〈領域 10〉 
2011 14 固体高分子形定置式燃料電池〈領域 4〉 
2012 12 溶融炭酸塩形燃料電池による中・大規模発電〈領域 4〉 
2012 13 固体高分子形自動車用燃料電池〈領域 4〉 
2012 19 分散型電源を需要側で効率的に使うための、電力貯蔵技術を有効に使ったエネルギー管理技術〈領域 5〉 
2012 25 全世界の一次エネルギー供給の 1%が風力エネルギーでまかなわれる〈領域 6〉 
2012 33 定格 COP が 5 を超えるヒートポンプ式給湯器（現在市販機は最高 4.2）〈領域 8〉 
2013 09 水素を燃料とする自動車エンジン〈領域 3〉 
2013 10 燃料電池自動車への水素供給インフラネットワーク〈領域 3〉 
2013 15 固体酸化物形定置式燃料電池〈領域 4〉 






2013 30 大規模で高効率のガスタービン（入口温度 1700℃以上）による大型複合サイクル発電〈領域 8〉 
2013 35 発電効率４０％のセラミックスマイクロガスタービン〈領域 8〉 
2014 17 現在の 275kV CV ケーブルと同等の容量をもつ 66-77kV 超電導送電ケーブル〈領域 5〉 
2014 18 数 kWh ないし数十 kWh 規模の電力安定度向上用の SMES（超電導磁気エネルギー貯蔵システム）〈領域 5〉 
2014 23 海洋温度差発電〈領域 6〉 
2014 32 定格 COP が 8 を超える圧縮式冷凍機(現状は 4.0～6.4)〈領域 8〉 
2014 36 銅および貴金属の採取率が選鉱－乾式精錬プロセス並み（例、85％×98％≒83％）の湿式精錬技術〈領域 9〉
2015 22 変換効率 20％以上の大面積薄膜太陽電池〈領域 6〉 
2015 29 CO2 分離・隔離・貯留技術〈領域 7〉 
2015 37 鉱山採掘ロボット技術を組合せた経済性の高い無人採掘法〈領域 9〉 
2015 40 航空機或いは人工衛星から取得できる情報により、陸域で地下 100m 以深の地質構造を推定する技術〈領域 9〉
2015 42 大陸の凍土地域に存在するメタンハイドレートの採取技術〈領域 9〉 
2016 28 環境に CO2 を排出せずに石炭から水素を製造する技術〈領域 7〉 
2017 45 在来型資源の究極資源量を予測する技術〈領域 9〉 
2018 02 中・小型熱電併給原子炉〈領域 1〉 
2019 41 深度 15km、温度 400℃を基本仕様とする超深度掘削技術〈領域 9〉 
2020 04 高レベル放射性廃棄物の地層処分技術〈領域 1〉 
2020 08 我が国における、水素の輸入等による大規模な水素エネルギー供給システム〈領域 3〉 
2020 38 バイオテクノロジーを使用した金属元素の抽出、分離技術〈領域 9〉 
 638
実現年 課題 
2020 39 マンガン団塊、重金属泥、熱水鉱床、コバルト・クラスト等の深海底金属資源を経済的に採取する技術〈領域 9〉




2021 07 原子力を利用した熱化学分解法によるエネルギー用水素製造プロセス〈領域 3〉 
2021 31 高温超電導を利用した電動機等の産業用電力機器〈領域 8〉 
2022 11 太陽熱を利用した超高温エネルギー用水素生産〈領域 3〉 
2023 01 核燃料サイクルを含めた FBR(高速増殖炉)システム〈領域 1〉 
2028 05 経済性のある海水ウランの高効率採取技術〈領域 1〉 
2030 26 太陽エネルギー変換効率 3%以上の人工光合成技術（植物の光合成は 1%程度）〈領域 6〉 
2032 03 高レベル放射性廃棄物中の放射性核種を核変換して、廃棄物量を激減させる技術〈領域 1〉 
2036 21 宇宙太陽発電システム〈領域 6〉 





2013 48 使用済み自動車のシュレッダーダストの処理技術（エネルギー回収または資源回収）〈領域 10〉 
2013 50 電子基板からの有用金属（レアメタル）の回収〈領域 10〉 
2014 51 焼却灰・飛灰からの資源回収〈領域 10〉 
2015 34 家庭用小型コジェネレーションシステム〈領域 8〉 
2015 46 都市ゴミからの有価物の合理的な回収利用法〈領域 10〉 
2016 47 新たな経済尺度・基準を前提とした、再生原料や再生品を生産・流通・消費する循環システム〈領域 10〉 
2016 49 一般廃棄物からのポリ乳酸系プラスチックの製造〈領域 10〉 
2017 14 固体高分子形定置式燃料電池〈領域 4〉 
2018 27 石炭やバイオマス、廃棄物のガス化による発電及び合成燃料製造技術〈領域 7〉 
2019 33 定格 COP が 5 を超えるヒートポンプ式給湯器（現在市販機は最高 4.2）〈領域 8〉 
2020 13 固体高分子形自動車用燃料電池〈領域 4〉 
2020 16 小型燃料電池の高効率運用や太陽電池の出力安定化などのための低コスト(kW あたり 10 万円程度)の二次電
池〈領域 5〉 
2020 19 分散型電源を需要側で効率的に使うための、電力貯蔵技術を有効に使ったエネルギー管理技術〈領域 5〉 
2020 20 分散型電源の安定連系の拡大（フリーアクセス化）および分散型電源による効率的エネルギー需給を図る、マイ
クログリッドのような新たな系統技術〈領域 5〉 
2021 12 溶融炭酸塩形燃料電池による中・大規模発電〈領域 4〉 
2021 30 大規模で高効率のガスタービン（入口温度 1700℃以上）による大型複合サイクル発電〈領域 8〉 
2021 32 定格 COP が 8 を超える圧縮式冷凍機(現状は 4.0～6.4)〈領域 8〉 
2022 15 固体酸化物形定置式燃料電池〈領域 4〉 
2022 25 全世界の一次エネルギー供給の 1%が風力エネルギーでまかなわれる〈領域 6〉 
2022 35 発電効率４０％のセラミックスマイクロガスタービン〈領域 8〉 
2022 36 銅および貴金属の採取率が選鉱－乾式精錬プロセス並み（例、85％×98％≒83％）の湿式精錬技術〈領域 9〉
2023 09 水素を燃料とする自動車エンジン〈領域 3〉 
2023 10 燃料電池自動車への水素供給インフラネットワーク〈領域 3〉 
2023 22 変換効率 20％以上の大面積薄膜太陽電池〈領域 6〉 
2023 24 熱帯地域等の日射量の高いサンベルト地帯における植物生産能力の高い遊休地でのエネルギー用バイオマ
スプランテーション〈領域 6〉 
2025 18 数 kWh ないし数十 kWh 規模の電力安定度向上用の SMES（超電導磁気エネルギー貯蔵システム）〈領域 5〉 
2025 37 鉱山採掘ロボット技術を組合せた経済性の高い無人採掘法〈領域 9〉 
2026 17 現在の 275kV CV ケーブルと同等の容量をもつ 66-77kV 超電導送電ケーブル〈領域 5〉 
2027 28 環境に CO2 を排出せずに石炭から水素を製造する技術〈領域 7〉 
2027 29 CO2 分離・隔離・貯留技術〈領域 7〉 
2027 40 航空機或いは人工衛星から取得できる情報により、陸域で地下100m以深の地質構造を推定する技術〈領域9〉
2028 45 在来型資源の究極資源量を予測する技術〈領域 9〉 
2029 42 大陸の凍土地域に存在するメタンハイドレートの採取技術〈領域 9〉 
2030 23 海洋温度差発電〈領域 6〉 
2030 38 バイオテクノロジーを使用した金属元素の抽出、分離技術〈領域 9〉 
2030 39 マンガン団塊、重金属泥、熱水鉱床、コバルト・クラスト等の深海底金属資源を経済的に採取する技術〈領域 9〉
2030 41 深度 15km、温度 400℃を基本仕様とする超深度掘削技術〈領域 9〉 
2031 02 中・小型熱電併給原子炉〈領域 1〉 
2032 04 高レベル放射性廃棄物の地層処分技術〈領域 1〉 
2032 07 原子力を利用した熱化学分解法によるエネルギー用水素製造プロセス〈領域 3〉 
 640
実現年 課題 
2032 08 我が国における、水素の輸入等による大規模な水素エネルギー供給システム〈領域 3〉 
2032 31 高温超電導を利用した電動機等の産業用電力機器〈領域 8〉 
2032 43 深海底下に存在するメタンハイドレートの採取技術〈領域 9〉 
2034 11 太陽熱を利用した超高温エネルギー用水素生産〈領域 3〉 
2035 01 核燃料サイクルを含めた FBR(高速増殖炉)システム〈領域 1〉 
2038 05 経済性のある海水ウランの高効率採取技術〈領域 1〉 
2039 03 高レベル放射性廃棄物中の放射性核種を核変換して、廃棄物量を激減させる技術〈領域 1〉 
2039 26 太陽エネルギー変換効率 3%以上の人工光合成技術（植物の光合成は 1%程度）〈領域 6〉 
2040 06 核融合発電炉〈領域 2〉 
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本年（２００５年）２月１６日、京都議定書（Kyoto Protocol to the United Nations Framework Convention on 
Climate Change）が発効した。京都議定書の発効により、今後、温暖化ガスの削減に向けて、CDM（Clean 



































































































































































































































サイトで定期的に公表する事例が増えている。LCA と異なり ISO などでの標準化はされていないが、比較指標と
























環境省が発表した２００３年度（平成１５年度）の温室効果ガス排出量速報値によると、総排出量は１３億    



















































































































































現 象 把 握 予   測 対   策 
o 気圏、水圏、地圏環境の 
複合的把握と解明 












情 報 イ ン フ ラ 設 備
（国レベル） 
◎ イベント発生 ◎ リアルタイム 
シミュレーション 
◎ 対応策案画／実行 
（県レベル）   

























































































R1 発送 R1 回収 回収率 R2 発送 R2 回収 回収率 
361 人 213 人 59％ 213 人 184 人 86% 
 
男 171 人 会社員 42 人 大 8.7 ％
女 11 人 大学教職員 81 人 中 22.3 ％
性 
別 
無回答 2 人 公的機関職員 37 人 小 69.0 ％
20 代 １人 団体職員 14 人
30 代  17 人 その他 9 人











50 代 82 人 研究開発従事 139 人
60 代 29 人 上記以外 45 人

















１．情報・通信 13.4% １．情報・通信 17.4%
２．エレクトロニクス 2.5% ２．エレクトロニクス 0.6%
３．ライフサイエンス 13.4% ３．ライフサイエンス 38.1%
４．保健・医療・福祉 3.8% ４．保健・医療・福祉 7.1%
５．農林水産・食品 47.8% ５．農林水産・食品 30.3%
６．フロンティア 17.2% ６．フロンティア 43.9%
７．エネルギー・資源 82.2% ７．エネルギー・資源 58.1%
８．環境 ８．環境 
９．ナノテクノロジー・材料 7.6% ９．ナノテクノロジー・材料 7.7%
10．製造 6.4% 10．製造 2.6%
11．産業基盤 1.9% 11．産業基盤 2.6%
12．社会基盤 61.8% 12．社会基盤 24.5%
13．社会技術 35.0% 13．社会技術 57.4%
今後５ ～１ ０ 年に融合・ 連携を積極的に進めるべ き分野
 14．その他 0.6%




































共 通 （ モ
ニ タ リ ン
グ・LCA）
現 象 の 解
明・予測・観
測 
         
影 響 の 解
明・予測・観
測 




         
 
表８．４－２ 「環境」分野の領域 

















































































ｼﾅﾘオ ストーリーライン CO2 排出量 結果 
基調：経済的合理性を重視した市場中心の経済システム 




































人口：中位で推移。2030 年平均世帯人員(2.42 人) 
経済：投資は環境保全目的に優先。環境関連産業の伸長。シナリ
















人口：中位で推移。2030 年平均世帯人員(2.47 人) 











































































地球レベルの環境  6.7  6.3  5.6  6.2  6.7  5.8
都市レベルの環境  5.9  5.9  6.1  6.1  7.3  7.0
生態影響の解明と対策  6.5  5.9  4.8  5.1  7.0  6.5
環境経済指標  5.9  5.7  5.4  5.8  6.7  6.3
ライフスタイルと環境  5.3  5.2  5.2  5.5  6.5  6.2
環境災害  5.7  5.6  5.4  5.5  7.8  7.0
水資源  6.4  6.1  5.7  5.8  7.6  7.1
































地球レベルの環境  7.4  7.2  6.5  7.2  7.6  7.1
都市レベルの環境  6.7  6.7  6.7  7.1  7.8  7.7
生態影響の解明と対策  7.4  6.8  5.9  6.4  7.8  7.5
環境経済指標  6.8  6.6  6.5  6.9  7.5  7.3
ライフスタイルと環境  6.2  6.1  6.2  6.8  7.6  7.4
環境災害  6.6  6.3  6.2  6.6  8.5  7.9
水資源  7.0  6.8  6.5  6.8  8.2  7.8








































地球レベルの環境  0.7  0.9  0.8  0.9  0.9  1.3
都市レベルの環境  0.8  0.8  0.6  1.0  0.6  0.7
生態影響の解明と対策  0.9  0.9  1.1  1.3  0.8  1.1
環境経済指標  0.8  0.9  1.1  1.2  0.8  1.0
ライフスタイルと環境  0.9  0.9  1.1  1.3  1.1  1.2
環境災害  0.9  0.7  0.9  1.1  0.8  0.9
水資源  0.6  0.6  0.8  1.0  0.6  0.7











































地球レベルの環境  5.1  4.6  8.8
都市レベルの環境  5.1  4.7  8.5
生態影響の解明と対策  4.2  4.2  8.4
環境経済指標  4.6  4.0  8.6
ライフスタイルと環境  5.7  4.2  8.3
環境災害  4.6  4.8  8.6





































地球レベルの環境  4.5  4.2  8.8
都市レベルの環境  4.7  4.4  8.5
生態影響の解明と対策  3.7  3.8  8.3
環境経済指標  4.0  3.5  8.5
ライフスタイルと環境  5.3  4.0  8.4
環境災害  4.3  4.5  8.6















































90.1 2012 2017 環境災害 






















84.6 2011 2018 水資源 
10 
07 海洋汚染の世界的規模のモニタリングシステム














































































































































領域 06-10 11-15 16-20 21-25 26-30 31-35 36- 
地球レベルの環境  6 2     
都市レベルの環境  7      
生態影響の解明と対策 1 8 1     
環境経済指標 1 2      
環境災害 1 2      




















48 衛星からの地下水観測(空間精度を数百キロから数キロへ) 6.7 2015 水資源 






























48 衛星からの地下水観測(空間精度を数百キロから数キロへ) 4.8 2015 水資源 































































地球レベルの環境 21.4 59.2 19.0 0.3 0.1
都市レベルの環境 47.8 30.0 21.7 0.0 0.5
生態影響の解明と対策 21.4 56.3 21.7 0.3 0.3
環境経済指標 59.8 34.7 5.2 0.0 0.3
環境災害 5.7 91.4 2.9 0.0 0.0
水資源 23.6 73.2 2.4 0.4 0.4















93.2 2011 2018 環境経済指標 
52 逆浸透膜などによる、経済的・実用的な海水淡水化、
汚染水浄化技術 
91.8 2006 2013 水資源 
17 ヒートアイランド対策としての地中冷熱利用技術 85.8 2011 2019 都市レベルの環境 
14 煤塵、NOx 等が出ないクリーン燃料（水素を除く） 84.0 2014 2021 都市レベルの環境 
33 再生材（プラスチック、金属）のトレーサビリティー・ID
手法 











1.7 2016  地球レベルの環境 
48 衛星からの地下水観測(空間精度を数百キロから数キ
ロへ) 
1.0 2015 2023 水資源 
43 地球各地で起こる大規模森林火災の早期発見・対応
技術 
0.9 2010 2015 環境災害 
24 植生の分布に関する高精度衛星搭載センサおよびイ
ンターネットを利用した環境モニタリング技術 
0.0 2010 2019 生態影響の解明と対策 
22 絶滅危惧種について遺伝的多様性を保存し再生する
技術 






















































地球レベルの環境 61.5 31.4 5.2 2.0
都市レベルの環境 30.8 59.2 7.4 2.6
生態影響の解明と対策 34.2 58.1 7.1 0.6
環境経済指標 35.1 54.0 9.0 1.8
環境災害 57.5 35.9 5.3 1.3
水資源 32.4 58.1 8.2 1.4
















45 気候変動を原因とする異常気象災害の予測技術 84.9 2015 2023 環境災害 
47 突発的な災害を防ぐための、衛星観測による河川
流量計測と洪水予報 
82.2 2012 2020 水資源 
07 海洋汚染の世界的規模のモニタリングシステム 78.7 2014 2022 地球レベルの環境 
01 気候変動による温室効果ガスの自然的な発生と吸
収・固定のメカニズムの解明 
77.6 2014 ― 地球レベルの環境 
34 日本で利用される資源について、世界における枯
渇の予測・評価技術 











17 ヒートアイランド対策としての地中冷熱利用技術 6.6 2011 2019 都市レベルの環境 
09 長期的に安心でき、安全に CO2 を処理できる実用
的かつ新規な技術の芽の発見 
4.6 2017 ― 地球レベルの環境 
48 衛星からの地下水観測(空間精度を数百キロから
数キロへ) 
3.9 2015 2023 水資源 
12 環境基準を満たす、都市騒音・振動のアクティブ制
御技術の一般化 
3.9 2013 2018 都市レベルの環境 
43 地球各地で起こる大規模森林火災の早期発見・対
応技術 

































































地球レベルの環境 51.9 33.1 29.9 52.3 35.5 0.3 3.2 0.0
都市レベルの環境 33.7 56.0 27.2 48.3 4.2 1.6 14.6 0.1
生態影響の解明と対策 59.0 26.6 40.2 61.2 20.7 0.3 5.8 0.0
環境経済指標 28.8 74.9 25.5 37.0 19.7 0.8 14.6 0.0
環境災害 54.3 42.5 39.9 40.0 33.5 0.3 4.7 0.0
水資源 54.0 34.0 44.3 59.7 25.9 0.4 0.5 0.2













23 侵略的外来種判定のための生態学的評価技術 77.7 2013 2022 生態影響の解明と対策 
45 気候変動を原因とする異常気象災害の予測技術 73.1 2015 2023 環境災害 
21 湿地における生態系および生物多様性の再生技術 70.1 2014 2021 生態影響の解明と対策 
30 砂漠における高効率な植生再生技術 70.0 2014 2022 生態影響の解明と対策 
26 自然生態系の保全・再生における阻害原因生物種の
制御技術 









85.4 2010 2015 環境経済指標 
44 大規模プラント事故による被害拡大防止、被害回復
技術 
77.4 2012 2017 環境災害 
52 逆浸透膜などによる、経済的・実用的な海水淡水化、
汚染水浄化技術 










72.7 2013 2021 都市レベルの環境 
37 レアメタルの国内供給源としての、溶融飛灰からの効
率的な金属回収技術 









59.0 2015 2025 生態影響の解明と対策 
47 突発的な災害を防ぐための、衛星観測による河川流
量計測と洪水予報 
53.0 2012 2020 水資源 
24 植生の分布に関する高精度衛星搭載センサおよびイ
ンターネットを利用した環境モニタリング技術 
52.4 2010 2019 生態影響の解明と対策 
51 地球シミュレータ上での、水文(流域水循環)と気象の
融合 









71.8 2012 2020 水資源 
50 メソスケール（10km メッシュ程度）での降雨シミュレー
ション 
69.5 2011 2018 水資源 




69.0 2014 2023 水資源 
24 植生の分布に関する高精度衛星搭載センサおよびイ
ンターネットを利用した環境モニタリング技術 
68.3 2010 2019 生態影響の解明と対策 
51 地球シミュレータ上での、水文(流域水循環)と気象の
融合 







30 砂漠における高効率な植生再生技術 57.3 2014 2022 生態影響の解明と対策 
07 海洋汚染の世界的規模のモニタリングシステム 54.9 2014 2022 地球レベルの環境 
06 乾燥地拡大に基づく微粒子物質の全球的な影響の
解明 
52.6 2015 ― 地球レベルの環境 
43 地球各地で起こる大規模森林火災の早期発見・対応
技術 






















































領域 06-10 11-15 16-20 21-25 26-30 31-35 36- 
地球レベルの環境   1 3    
都市レベルの環境 1 1 3 2    
生態影響の解明と対策  1 3 6    
環境経済指標  6 2     
ライフスタイルと環境  1 1 1  1  
環境災害  1 1 1    














32.0 2024 地球レベルの環境 
40日本における一人当たりエネルギー消費量が半減する 30.7 2031 ライフスタイルと環境 
41耐久消費財の大部分がリースされるようになる 26.8 2024 ライフスタイルと環境 
39日本において地球環境保全のために、新規に使用される天然
資源（リサイクル品でないもの）が課税されるようになる 
11.2 2016 ライフスタイルと環境 











17 ヒートアイランド対策としての地中冷熱利用技術 8.6 2019 都市レベルの環境 
03 3000m 以深の深海に二酸化炭素を処分することに関する国
際的な承認 
7.4 2024 地球レベルの環境 
41 耐久消費財の大部分がリースされるようになる 7.1 2024 ライフスタイルと環境 
53 同位体による地下水汚染源特定技術 7.0 2016 水資源 






















































地球レベルの環境 62.3 28.0 5.6 4.1
都市レベルの環境 59.1 33.0 5.5 2.3
生態影響の解明と対策 43.3 49.9 6.4 0.5
環境経済指標 45.4 44.4 8.0 2.2
ライフスタイルと環境 72.7 19.3 5.1 3.0
環境災害 50.5 44.2 4.3 0.9
水資源 33.8 55.1 9.8 1.4













42 CO2 排出量を基準とした自動車税の導入 92.8 ― 2013 ライフスタイルと環境 
15 大都市部における交通量の最適・最小化（交通需
要マネジメント：TDM）の完全な実施 
90.1 ― 2019 都市レベルの環境 
40 日本における一人当たりエネルギー消費量が半減
する 
87.9 ― 2031 ライフスタイルと環境 
19 自動車排ガス中における新たな環境汚染物質の規
制対象化 

















10.1 ― 2024 地球レベルの環境 
41 耐久消費財の大部分がリースされるようになる 7.4 ― 2024 ライフスタイルと環境 
17 ヒートアイランド対策としての地中冷熱利用技術 6.7 2011 2019 都市レベルの環境 
38 全ての上場企業において環境報告書が発行される 6.4 ― 2012 環境経済指標 
48 衛星からの地下水観測(空間精度を数百キロから数
キロへ) 





























































地球レベルの環境 48.8 66.5 5.1 17.5 2.9 23.7 1.1
都市レベルの環境 13.6 44.7 4.9 32.7 3.2 61.9 0.5
生態影響の解明と対策 65.3 46.7 7.1 23.5 2.4 38.8 0.1
環境経済指標 30.9 65.0 7.4 20.6 1.4 51.9 0.8
ライフスタイルと環境 8.4 22.4 11.0 34.9 4.9 80.2 0.2
環境災害 64.4 63.4 6.4 20.9 0.6 18.8 0.0
水資源 68.0 63.8 11.1 22.4 1.8 5.1 0.6













51 地球シミュレータ上での、水文(流域水循環)と気象の融合 86.8 2013 2021 水資源 
45 気候変動を原因とする異常気象災害の予測技術 85.6 2015 2023 環境災害 
55 開発に伴う水紛争の回避プロセスに関する社会的合意形
成 
83.0 ― 2018 水資源 
23 侵略的外来種判定のための生態学的評価技術 













53 同位体による地下水汚染源特定技術 83.3 2009 2016 水資源 
34 日本で利用される資源について、世界における枯渇の予
測・評価技術 
79.3 2012 2018 環境経済指標 
24 植生の分布に関する高精度衛星搭載センサおよびインタ
ーネットを利用した環境モニタリング技術 





75.2 2006 2013 水資源 
35 ライフサイクルアセスメント（LCA）が客観的・定量的手法と
して社会的に認知される 







42 CO2 排出量を基準とした自動車税の導入 87.7 ― 2013 ライフスタイルと環境 
39 日本において地球環境保全のために、新規に使用される
天然資源（リサイクル品でないもの）が課税されるようになる
85.7 ― 2016 ライフスタイルと環境 
11 自動車のアイドリングストップ技術の搭載義務化 80.3 ― 2010 都市レベルの環境 
40 日本における一人当たりエネルギー消費量が半減する 79.4 ― 2031 ライフスタイルと環境 
19 自動車排ガス中における新たな環境汚染物質の規制対象
化 























































2015 2025 10 生態影響の解明と対策
04 地球温暖化による気候変動を、地球全体にわたり 10 キ
ロメッシュ（網の目）程度の細かさで正確に予測する技
術 
2015 2024 9 地球レベルの環境 
23 侵略的外来種判定のための生態学的評価技術 2013 2022 9 生態影響の解明と対策
24 植生の分布に関する高精度衛星搭載センサおよびイ
ンターネットを利用した環境モニタリング技術 
2010 2019 9 生態影響の解明と対策
26 自然生態系の保全・再生における阻害原因生物種の
制御技術 
2016 2025 9 生態影響の解明と対策




2014 2023 9 水資源 
08 京都議定書で規制対象に追加された SF6 ガスの代替
物質又は代替プロセスの完成 
2012 2018 6 地球レベルの環境 
34 日本で利用される資源について、世界における枯渇の
予測・評価技術 
2012 2018 6 環境経済指標 
12 環境基準を満たす、都市騒音・振動のアクティブ制御
技術の一般化 
2013 2018 5 都市レベルの環境 
33 再生材（プラスチック、金属）のトレーサビリティー・ID 手
法 
2010 2015 5 環境経済指標 
43 地球各地で起こる大規模森林火災の早期発見・対応
技術 
2010 2015 5 環境災害 
44 大規模プラント事故による被害拡大防止、被害回復技
術 



















［知的資産の増大］ 当 該領域自体の知的資産 増大への寄与
大 やや大
やや大






























課題 大 中 小 なし
指







































































１ 161 12 42 46 - 79 62 30 8 0 4 8
２ 150 9 30 61 - 87 75 23 2 0 1 5
専 14 100 0 0 - 100 100 0 0 0 0 0
１ 134 6 31 63 - 75 53 42 4 1 5 10
２ 128 7 16 77 - 82 65 33 2 0 2 5
専 9 100 0 0 - 94 89 11 0 0 11 0
１ 133 6 28 66 - 57 31 44 16 9 0 0
２ 128 7 17 76 - 51 19 54 20 7 0 0
専 9 100 0 0 - 61 45 33 0 22 0 0
１ 144 12 31 57 - 65 40 41 16 3 9 6
２ 141 10 19 71 - 68 41 50 8 1 5 3
専 14 100 0 0 - 96 93 7 0 0 0 0
１ 143 10 33 57 - 66 39 49 11 1 1 6
２ 133 8 22 70 - 65 33 60 7 0 1 1
専 10 100 0 0 - 80 60 40 0 0 0 0
１ 123 14 28 58 - 59 30 48 21 1 3 11
２ 122 8 17 75 - 57 22 61 16 1 0 3
専 10 100 0 0 - 70 40 60 0 0 0 0
１ 133 11 29 60 - 74 53 38 8 1 5 8
２ 126 10 17 73 - 83 67 31 2 0 2 2
専 12 100 0 0 - 96 92 8 0 0 0 0
１ 110 8 34 58 - 69 44 45 11 0 4 9
２ 117 5 21 74 - 66 35 60 4 1 1 3
専 6 100 0 0 - 83 67 33 0 0 0 0
１ 143 9 31 60 - 77 61 28 8 3 10 14
２ 136 5 17 78 - 87 78 17 3 2 7 5













































































なしやや 大 中 あまりなし
あまりなし なし大 やや 大 中
なしあまりなし大 やや 大 中










































































































































8 50 41 0 1 55 34 9 2 44 38 38 49 36 1 10 1 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
4 69 27 0 0 77 20 2 1 62 37 30 58 32 1 3 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
14 65 21 0 0 93 7 0 0 86 36 43 57 21 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
9 65 24 0 2 43 44 11 2 43 27 36 43 40 1 1 1 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
2 86 12 0 0 58 37 4 1 65 16 32 54 38 0 2 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
11 67 22 0 0 67 33 0 0 89 22 67 56 22 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 33 14 56 21 10 13 30 44 14 22 19 35 8
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 32 7 66 18 6 10 38 67 6 8 5 41 3
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 33 0 67 11 0 22 14 71 0 0 29 29 14
36 50 13 0 1 44 36 15 5 46 29 41 51 41 1 1 1 9 11 38 39 14 9 54 53 14 25 6 7 5
28 70 2 0 0 60 29 8 3 62 21 37 58 32 0 2 0 5 5 46 43 7 4 65 67 5 16 2 2 0
71 29 0 0 0 72 21 0 7 100 15 38 69 31 0 0 0 0 0 50 42 8 0 67 75 8 8 17 8 0
29 33 37 0 1 38 45 15 2 38 35 28 44 38 1 7 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
22 22 56 0 0 34 59 5 2 40 35 24 60 40 0 2 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
40 20 40 0 0 40 50 10 0 60 50 10 40 10 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
20 45 30 2 3 42 39 17 2 45 31 34 44 45 1 1 1 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
13 71 13 3 0 50 38 9 3 59 18 21 54 53 1 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
60 40 0 0 0 67 22 11 0 67 33 11 44 44 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
18 63 16 0 3 53 39 6 2 40 28 44 47 51 1 4 1 2 14 59 29 10 2 49 52 9 28 5 20 6
4 90 5 0 1 79 17 4 0 52 18 40 43 55 0 2 0 2 5 78 18 3 1 65 68 3 19 3 15 2
42 58 0 0 0 84 8 8 0 67 33 42 58 50 0 0 0 0 8 75 17 8 0 58 67 8 25 17 25 8
39 25 34 0 2 44 38 17 1 24 46 32 39 25 5 22 0 4 8 44 36 17 3 30 45 17 33 8 34 0
60 14 26 0 0 63 29 6 2 19 62 22 39 20 0 14 0 0 4 59 33 6 2 28 64 7 27 3 37 0
67 33 0 0 0 66 0 17 17 40 60 40 60 0 0 20 0 0 0 17 49 17 17 40 80 0 0 0 40 0
34 38 23 0 5 48 33 13 6 46 46 41 42 21 3 5 1 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
38 51 11 0 0 71 21 3 5 57 58 32 51 14 0 2 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0


























































































































［知的資産の増大］ 当 該領域自体の知的資産 増大への寄与
大 やや大
やや大






























課題 大 中 小 なし
指







































































１ 107 6 21 73 - 71 44 51 5 0 8 10
２ 112 2 18 80 - 68 39 58 2 1 4 5
専 2 100 0 0 - 100 100 0 0 0 0 0
１ 119 5 29 66 - 59 34 37 26 3 0 0
２ 125 5 14 81 - 62 31 54 13 2 0 0
専 6 100 0 0 - 54 17 66 17 0 0 0
１ 107 5 23 72 - 51 19 51 27 3 5 9
２ 109 4 12 84 - 47 7 67 25 1 5 3
専 4 100 0 0 - 44 0 75 25 0 25 0
１ 86 2 16 82 - 66 37 55 7 1 7 15
２ 94 0 6 94 - 59 24 66 9 1 2 13
専 100 0 0 - 0 100 0 0 0 0 0
１ 127 15 24 61 - 76 55 38 6 1 2 14
２ 125 10 23 67 - 90 79 21 0 0 1 5
専 12 100 0 0 - 79 58 42 0 0 0 0
１ 115 5 23 72 - 76 57 34 8 1 0 0
２ 112 3 16 81 - 83 67 31 2 0 0 0
専 3 100 0 0 - 100 100 0 0 0 0 0
１ 107 18 26 56 - 61 30 55 14 1 4 4
２ 104 8 22 70 - 55 14 79 7 0 2 1
専 8 100 0 0 - 59 25 62 13 0 0 0
１ 119 9 31 60 - 55 26 48 20 6 4 9
２ 111 5 23 72 - 51 13 67 18 2 4 4
専 6 100 0 0 - 54 17 66 17 0 0 0
１ 117 16 29 55 - 69 46 40 12 2 3 7
２ 116 7 24 69 - 74 52 43 5 0 0 3













































































なしやや 大 中 あまりなし
あまりなし なし大 やや 大 中
なしあまりなし大 やや 大 中










































































































































17 63 17 1 2 43 45 11 1 43 30 42 53 12 1 20 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6 87 7 0 0 43 52 3 2 56 30 37 63 5 1 8 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 50 50 0 0 100 0 0 0 0 100 0 50 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 7 56 23 15 6 5 22 7 32 7 75 3
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 2 84 12 2 2 3 21 2 34 4 80 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 17 0 49 17 17 17 20 0 0 20 20 60 0
48 21 26 0 5 23 46 26 5 26 38 31 34 4 7 29 4 6 9 36 37 21 6 14 23 12 30 11 66 5
83 9 8 0 0 12 72 12 4 15 64 17 41 1 0 35 0 4 6 37 53 7 3 6 27 4 39 1 71 0
50 25 25 0 0 0 75 0 25 0 67 0 33 0 0 67 0 25 0 50 25 0 25 0 0 0 0 0 100 0
14 57 20 3 6 25 57 17 1 50 29 44 40 9 1 12 1 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
10 81 9 0 0 19 69 10 2 65 22 36 38 4 0 8 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
52 19 24 0 5 38 39 21 2 27 46 32 46 9 10 21 0 2 10 50 37 11 2 15 35 21 42 15 51 0
84 6 8 0 2 45 49 3 3 18 68 19 64 4 3 18 0 1 3 74 20 3 3 9 43 13 47 5 56 0
83 0 17 0 0 33 51 8 8 0 64 9 27 9 9 27 0 0 0 66 17 0 17 10 30 30 20 10 40 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 8 10 60 31 7 2 13 44 10 30 15 58 3
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 5 90 9 1 0 7 52 4 22 3 77 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 33 0 0 0 67 0
33 27 37 0 3 44 41 11 4 30 40 35 37 18 2 23 2 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
37 15 48 0 0 58 36 6 0 25 68 31 41 7 0 16 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
37 38 25 0 0 62 25 13 0 38 38 38 63 13 0 13 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
58 16 21 1 4 23 39 29 9 25 45 31 52 4 11 14 2 5 15 25 40 25 10 19 40 16 41 19 33 3
86 5 8 0 1 13 70 10 7 20 66 25 55 4 5 5 1 7 9 16 63 14 7 13 68 9 44 9 33 1
66 17 17 0 0 17 66 0 17 40 60 0 60 20 20 20 0 0 17 33 50 0 17 20 60 20 60 20 80 0
33 20 45 0 2 35 44 20 1 37 49 33 42 8 6 19 1 4 10 36 45 18 1 38 51 15 24 6 29 0
28 8 63 0 1 25 66 8 1 37 73 24 37 5 3 13 0 0 4 27 62 9 2 47 68 2 20 0 37 1
























































































































課題 大 中 小 なし
指







































































１ 120 18 23 59 - 68 43 44 12 1 0 0
２ 119 10 21 69 - 72 47 47 6 0 0 0






























































































































































100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 10 66 26 6 2 16 26 6 23 6 75 2
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 2 86 12 2 0 10 35 1 22 0 79 2
















































































































領域３ 生態影響の解明と対策－土壌、水を含む－を中心とした領域 （生態系保全・回復技術） 
１．領域に関する設問
①当該領域に関する専門度 ②現時点における効果







［知的資産の増大］ 当 該領域自体の知的資産 増大への寄与
大 やや大
やや大






























課題 大 中 小 なし
指







































































１ 148 14 30 56 - 62 34 47 18 1 1 8
２ 130 6 28 66 - 63 30 63 7 0 1 2
専 8 100 0 0 - 75 50 50 0 0 0 0
１ 135 19 33 48 - 61 31 52 17 0 2 6
２ 123 13 34 53 - 60 24 69 7 0 0 2
専 16 100 0 0 - 70 44 50 6 0 0 0
１ 101 8 37 55 - 61 31 53 15 1 4 9
２ 110 4 22 74 - 58 18 76 6 0 3 1
専 4 100 0 0 - 63 25 75 0 0 0 0
１ 107 14 31 55 - 69 45 40 13 2 1 8
２ 109 6 23 71 - 74 49 48 3 0 1 2
専 7 100 0 0 - 86 71 29 0 0 0 0
１ 146 11 34 55 - 61 32 49 18 1 1 3
２ 134 8 25 67 - 56 20 66 13 1 0 1
専 11 100 0 0 - 55 18 64 18 0 0 0
１ 117 19 25 56 - 64 35 52 11 2 3 9
２ 109 13 21 66 - 60 24 70 6 0 1 2
専 14 100 0 0 - 79 57 43 0 0 0 0
１ 103 12 32 56 - 59 24 63 12 1 9 14
２ 107 9 16 75 - 55 12 84 4 0 2 3
専 10 100 0 0 - 72 44 56 0 0 0 0
１ 128 15 33 52 - 66 41 41 17 1 2 9
２ 121 13 30 57 - 70 45 48 7 0 1 3
専 16 100 0 0 - 69 43 44 13 0 0 0
１ 119 14 29 57 - 73 51 39 8 2 0 0
２ 114 11 27 62 - 80 63 32 5 0 0 0














































































なしやや 大 中 あまりなし
あまりなし なし大 やや 大 中
なしあまりなし大 やや 大 中










































































































































15 13 71 1 0 37 44 16 3 37 26 36 49 43 0 9 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
5 6 88 1 0 30 63 7 0 46 22 32 59 45 0 4 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 100 0 0 38 49 13 0 38 13 38 88 13 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
16 34 45 1 4 38 43 17 2 53 27 47 48 25 3 16 1 4 10 37 48 12 3 49 37 13 34 12 43 2
5 25 70 0 0 31 64 5 0 70 19 44 66 16 1 9 0 0 3 29 66 5 0 71 32 8 37 5 50 0
0 31 69 0 0 60 33 7 0 53 20 33 67 7 7 20 0 0 6 60 33 7 0 64 7 7 36 14 64 0
8 67 22 0 3 41 43 15 1 51 17 53 55 24 3 9 1 6 15 40 44 13 3 60 30 13 30 6 34 0
0 93 7 0 0 26 67 7 0 65 7 59 66 13 0 3 0 3 2 36 59 5 0 80 25 6 31 4 43 0
0 100 0 0 0 50 50 0 0 50 0 50 50 0 0 0 0 0 25 75 25 0 0 50 25 0 0 0 50 0
15 50 28 0 7 43 40 16 1 54 20 44 49 37 2 11 1 4 9 52 33 14 1 53 34 10 27 4 44 0
3 86 10 0 1 47 45 8 0 78 8 46 57 20 0 4 0 0 3 66 29 5 0 82 22 6 18 1 55 0
0 100 0 0 0 67 33 0 0 67 0 33 50 33 0 17 0 0 0 86 14 0 0 71 14 0 14 0 57 0
7 85 7 0 1 42 40 16 2 43 39 46 53 37 4 1 1 1 4 38 41 16 5 46 55 23 33 7 7 2
0 99 1 0 0 39 53 6 2 48 25 52 68 24 1 0 0 0 2 29 63 8 0 54 75 11 26 3 5 0
0 100 0 0 0 46 36 18 0 70 30 50 70 40 0 0 0 0 0 36 46 18 0 64 73 9 36 0 0 0
36 32 29 0 3 40 42 14 4 52 36 45 52 14 4 12 0 3 11 42 42 15 1 52 45 16 28 9 28 0
58 29 13 0 0 32 65 3 0 65 27 47 62 6 1 5 0 0 2 39 58 3 0 77 45 6 26 3 30 0
71 29 0 0 0 50 42 8 0 58 33 58 75 0 0 0 0 0 0 65 21 14 0 71 36 21 50 14 21 0
11 49 29 1 10 31 46 21 2 45 39 38 54 23 1 8 0 6 19 31 47 22 0 51 40 17 29 4 29 2
4 86 9 0 1 15 79 6 0 69 22 28 64 16 0 4 0 0 4 16 74 10 0 71 54 6 18 1 30 0
0 90 10 0 0 40 60 0 0 60 20 20 70 10 0 10 0 0 0 30 70 0 0 50 60 10 20 0 30 0
28 41 26 0 5 43 39 16 2 38 44 41 50 11 3 26 0 4 10 46 38 15 1 39 44 15 29 6 50 0
22 67 11 0 0 56 41 3 0 44 50 38 63 5 0 17 0 3 4 62 35 3 0 44 60 6 17 2 54 0
50 31 19 0 0 56 44 0 0 50 56 25 69 0 0 13 0 0 0 62 38 0 0 50 69 6 6 0 50 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 8 53 38 8 1 43 31 5 24 11 62 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 3 77 20 3 0 62 28 5 13 4 73 0
























































































































課題 大 中 小 なし
指







































































１ 120 12 32 56 - 67 42 42 15 1 3 12
２ 110 8 30 62 - 70 45 45 8 2 3 5
専 9 100 0 0 - 72 44 56 0 0 0 0
１ 118 8 34 58 - 44 13 45 36 6 10 7
２ 117 5 28 67 - 43 5 61 31 3 3 3
































































































































































48 27 19 0 6 43 39 15 3 37 48 40 56 12 4 21 0 5 17 48 41 9 2 36 44 18 37 8 42 0
83 11 6 0 0 58 33 7 2 36 59 30 67 4 0 13 0 5 5 65 27 5 3 36 70 8 23 1 45 1
78 11 11 0 0 44 56 0 0 11 78 11 67 11 0 11 0 11 0 45 44 0 11 38 88 0 25 0 38 0
30 36 12 9 13 21 43 31 5 50 37 36 39 52 1 2 1 10 12 24 42 30 4 53 48 26 30 6 7 5
35 59 3 2 1 9 69 19 3 70 28 25 41 57 0 1 0 3 4 13 66 19 2 76 55 11 26 1 3 0


























































































































［知的資産の増大］ 当 該領域自体の知的資産 増大への寄与
大 やや大
やや大






























課題 大 中 小 なし
指







































































１ 112 16 28 56 - 74 50 44 6 0 0 0
２ 110 11 26 63 - 82 65 34 1 0 0 0
専 12 100 0 0 - 92 83 17 0 0 0 0
１ 119 16 23 61 - 59 25 60 14 1 0 0
２ 116 9 26 65 - 56 15 80 5 0 0 0
専 11 100 0 0 - 66 36 55 9 0 0 0
１ 108 10 31 59 - 60 30 52 17 1 2 9
２ 100 8 17 75 - 56 17 72 10 1 2 1
専 8 100 0 0 - 63 37 38 25 0 0 0
１ 118 8 31 61 - 82 69 23 6 2 6 14
２ 114 5 25 70 - 93 85 15 0 0 2 4
専 6 100 0 0 - 92 83 17 0 0 0 0
１ 146 21 34 45 - 67 39 53 7 1 0 0
２ 130 16 33 51 - 60 22 73 5 0 0 0
専 21 100 0 0 - 68 38 57 5 0 0 0
１ 132 17 29 54 - 67 42 45 12 1 0 0
２ 122 13 28 59 - 62 28 64 7 1 0 0
専 16 100 0 0 - 67 44 44 6 6 0 0
１ 98 16 27 57 - 66 40 44 16 0 2 6
２ 93 10 18 72 - 65 35 56 8 1 0 2
専 9 100 0 0 - 72 56 33 0 11 0 0
１ 139 20 31 49 - 55 24 52 22 2 0 0
２ 128 13 29 58 - 55 17 68 14 1 0 0











































































なしやや 大 中 あまりなし
あまりなし なし大 やや 大 中
なしあまりなし大 やや 大 中










































































































































100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 8 50 41 9 0 36 45 10 26 9 57 2
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 81 17 2 0 33 69 3 15 1 68 1
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 73 27 0 0 64 82 0 18 0 45 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 6 2 36 38 21 5 32 47 8 28 14 45 2
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0 34 52 14 0 25 63 5 19 0 60 2
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 18 0 30 40 30 0 30 60 10 40 0 60 0
47 18 32 0 3 35 39 20 6 31 48 33 29 24 9 32 0 3 7 40 38 19 3 28 45 22 28 15 51 3
84 1 14 0 1 22 66 9 3 16 85 20 19 9 0 35 0 2 1 49 40 9 2 18 65 7 18 3 69 1
87 0 13 0 0 37 25 13 25 17 50 67 0 33 0 50 0 0 13 49 13 25 13 14 57 0 0 0 57 0
20 66 13 0 1 51 31 13 5 42 52 40 42 44 3 6 0 5 12 54 27 14 5 44 62 13 20 7 15 4
3 97 0 0 0 74 23 3 0 52 69 36 36 47 0 1 0 1 4 78 18 4 0 54 79 5 17 2 7 0
17 83 0 0 0 83 17 0 0 67 67 50 67 33 0 0 0 0 0 100 0 0 0 83 50 17 17 0 17 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 1 38 40 18 4 38 52 12 27 7 44 1
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0 27 62 8 3 38 74 5 13 0 56 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 19 66 10 5 45 60 5 10 0 60 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 6 5 39 42 14 5 37 48 10 29 9 43 4
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 1 31 60 6 3 38 72 6 18 1 58 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 6 0 25 69 0 6 40 60 7 13 0 53 0
66 18 15 0 1 18 42 32 8 25 46 33 43 11 3 14 1 1 11 20 52 24 4 20 47 35 42 13 24 0
93 6 1 0 0 10 72 16 2 18 70 21 56 3 2 8 0 1 3 13 74 11 2 10 69 26 48 3 24 0
100 0 0 0 0 33 45 11 11 13 75 25 63 0 25 0 0 0 0 33 45 11 11 13 63 25 50 13 38 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 4 36 32 17 15 29 29 6 24 6 54 6
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 1 49 34 11 6 31 29 2 16 1 73 3


























































































































課題 大 中 小 なし
指







































































１ 140 9 31 60 - 65 40 43 16 1 0 0
２ 135 4 22 74 - 68 41 50 8 1 0 0
専 6 100 0 0 - 92 83 17 0 0 0 0
１ 154 15 30 55 - 77 61 31 5 3 0 0
２ 141 13 24 63 - 92 85 13 2 0 0 0
専 19 100 0 0 - 92 84 16 0 0 0 0
１ 126 11 28 61 - 54 24 48 23 5 0 0
２ 128 8 17 75 - 52 14 69 15 2 0 0
専 10 100 0 0 - 63 30 60 10 0 0 0
１ 147 13 27 60 - 72 51 37 9 3 0 0
２ 141 6 21 73 - 90 82 16 1 1 0 0






























［知的資産の増大］ 当 該領域自体の知的資産 増大への寄与
大 やや大
やや大



































































































































































100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 14 13 65 24 7 4 10 27 11 31 10 77 2
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 11 5 85 10 2 3 7 19 5 28 4 86 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 33 0 100 0 0 0 40 20 0 40 0 60 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 26 16 61 26 8 5 21 33 16 36 11 64 8
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 31 6 87 11 1 1 16 33 8 39 5 79 1
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 11 5 76 18 0 6 44 50 13 38 19 56 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 22 19 30 37 19 14 15 26 33 39 19 46 2
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 27 7 25 51 17 7 6 16 29 44 8 68 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 30 10 67 11 11 11 13 25 13 38 13 50 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 8 9 73 18 4 5 6 25 8 31 9 82 2
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 1 92 6 1 1 4 22 3 29 2 88 0














































































































































なしやや 大 中 あまりなし
あまりなし なし大 やや 大 中
なしあまりなし大 やや 大 中















課題 大 中 小 なし
指







































































１ 97 8 27 65 - 45 14 42 42 2 1 7
２ 111 5 19 76 - 48 10 63 26 1 3 2
専 5 100 0 0 - 50 0 100 0 0 0 0
１ 94 11 24 65 - 75 55 35 10 0 1 10
２ 107 4 16 80 - 90 81 18 1 0 1 5
専 4 100 0 0 - 100 100 0 0 0 0 0
１ 122 16 32 52 - 84 70 25 5 0 4 8
２ 122 13 23 64 - 94 87 13 0 0 3 3



























［知的資産の増大］ 当 該領域自体の知的資産 増大への寄与
大 やや大
やや大



































































































































































3 88 6 0 3 29 40 26 5 41 33 40 30 49 1 2 2 2 9 26 43 25 6 47 42 16 24 5 11 11
1 98 1 0 0 22 63 11 4 53 26 45 32 52 0 1 0 3 2 20 68 9 3 65 59 5 23 1 7 0
0 100 0 0 0 20 60 20 0 60 40 20 20 20 0 0 0 0 0 20 80 0 0 60 40 20 20 0 0 0
23 58 18 0 1 44 39 14 3 37 49 30 31 20 1 20 0 1 11 41 43 14 2 38 45 11 25 6 39 0
10 88 2 0 0 66 30 4 0 37 77 29 25 12 1 12 0 0 5 51 47 2 0 42 72 8 20 1 46 0
0 100 0 0 0 50 50 0 0 0 75 0 0 0 25 25 0 0 0 75 25 0 0 25 75 25 50 0 25 0
19 67 13 0 1 62 28 8 2 58 37 52 59 39 0 3 1 6 5 54 30 13 3 58 54 17 23 6 10 8
7 87 6 0 0 85 14 1 0 73 24 45 63 36 0 1 0 3 4 80 18 2 0 86 59 7 19 0 3 0














































































































































なしやや 大 中 あまりなし
あまりなし なし大 やや 大 中
なしあまりなし大 やや 大 中





領域７ 水資源 （水循環研究・水資源管理） 
１．領域に関する設問
①当該領域に関する専門度 ②現時点における効果







［知的資産の増大］ 当 該領域自体の知的資産 増大への寄与
大 やや大
やや大






























課題 大 中 小 なし
指







































































１ 128 20 38 42 - 68 44 41 14 1 3 5
２ 129 16 29 55 - 78 58 38 4 0 1 2
専 21 100 0 0 - 80 62 33 5 0 0 0
１ 120 19 34 47 - 69 45 42 12 1 2 8
２ 120 16 25 59 - 81 63 34 3 0 2 3
専 19 100 0 0 - 80 63 32 5 0 5 0
１ 102 12 31 57 - 54 28 34 35 3 9 13
２ 106 9 22 69 - 49 11 60 29 0 7 5
専 10 100 0 0 - 53 20 50 30 0 20 20
１ 107 21 31 48 - 56 29 44 22 5 3 10
２ 110 16 22 62 - 55 17 69 14 0 1 2
専 18 100 0 0 - 71 44 50 6 0 0 0
１ 114 17 31 52 - 76 57 33 8 2 0 5
２ 110 13 31 56 - 85 72 22 6 0 0 2
専 14 100 0 0 - 86 71 29 0 0 0 0
１ 110 18 28 54 - 70 49 34 15 2 1 9
２ 110 11 24 65 - 81 67 25 8 0 5 2
専 12 100 0 0 - 96 92 8 0 0 0 0
１ 128 20 27 53 - 59 31 46 21 2 0 5
２ 125 14 24 62 - 59 25 61 14 0 0 2
専 18 100 0 0 - 65 33 61 6 0 0 0
１ 104 12 33 55 - 54 24 47 26 3 1 7
２ 103 7 27 66 - 52 14 66 20 0 1 4
専 7 100 0 0 - 68 43 43 14 0 0 0
１ 94 11 28 61 - 44 12 43 42 3 2 11
２ 96 7 22 71 - 42 3 61 36 0 1 1














































































あまりなし なし大 やや大 中
なしあまりなし大 やや大 中










































































































































22 62 14 0 2 45 45 8 2 46 41 49 60 42 1 4 1 4 7 45 43 11 1 48 52 12 38 3 10 7
6 89 4 0 1 55 40 5 0 60 33 46 69 40 0 2 0 2 2 64 33 3 0 73 69 6 30 0 5 0
19 81 0 0 0 55 40 5 0 65 45 40 60 30 0 0 0 5 0 76 19 5 0 76 76 10 29 0 0 0
31 58 8 0 3 50 37 9 4 44 40 49 58 27 2 5 2 4 8 50 35 12 3 50 54 13 33 4 7 6
18 80 1 0 1 82 16 1 1 56 27 53 72 18 0 1 0 1 3 80 18 1 1 73 72 8 23 0 3 0
32 68 0 0 0 74 21 0 5 44 28 33 72 17 0 0 0 5 0 74 21 0 5 44 94 11 0 0 6 0
7 80 13 0 0 32 42 21 5 49 28 50 55 39 2 2 1 8 14 30 38 29 3 57 47 17 31 0 2 5
1 96 2 0 1 20 71 5 4 54 20 47 66 30 0 0 0 4 6 22 67 7 4 80 61 8 21 0 0 0
10 70 10 0 10 20 60 0 20 63 25 50 75 38 0 0 0 20 10 20 50 10 20 100 50 25 25 0 0 0
17 69 12 0 2 30 49 17 4 55 32 51 55 35 0 1 0 3 10 30 47 18 5 58 47 17 31 1 2 4
3 96 1 0 0 23 69 7 1 64 15 48 63 33 0 0 0 0 4 20 71 7 2 81 54 4 17 1 0 1
17 83 0 0 0 22 78 0 0 56 22 44 72 39 0 0 0 0 0 22 78 0 0 72 72 6 0 0 0 0
44 49 7 0 0 42 44 11 3 48 38 51 59 29 1 2 1 1 7 39 45 14 2 61 52 20 28 5 3 5
44 56 0 0 0 46 50 4 0 63 23 48 70 20 0 0 0 0 3 34 60 6 0 80 58 7 21 2 0 1
43 57 0 0 0 43 57 0 0 79 14 64 71 7 0 0 0 0 0 43 57 0 0 71 71 7 21 0 0 7
42 54 4 0 0 42 42 14 2 51 32 54 58 34 0 1 0 2 11 36 46 14 4 62 49 11 31 2 2 7
37 62 1 0 0 51 42 6 1 63 13 52 67 30 0 0 0 3 3 29 62 7 2 87 59 3 20 0 0 0
50 50 0 0 0 50 50 0 0 83 17 58 50 17 0 0 0 0 0 42 58 0 0 92 58 8 8 0 0 0
66 19 13 0 2 14 39 31 16 33 50 33 42 29 3 4 1 1 4 16 39 32 13 29 49 42 43 7 8 2
92 3 5 0 0 4 69 24 3 23 77 20 37 20 3 0 1 0 2 9 64 25 2 18 75 35 39 5 2 1
94 6 0 0 0 11 72 11 6 35 82 24 47 41 6 0 0 0 0 17 66 11 6 29 76 47 35 18 6 0
25 57 13 0 5 18 44 30 8 39 40 42 48 11 4 8 3 1 9 22 45 27 6 35 51 21 25 6 19 8
6 92 2 0 0 8 77 13 2 41 58 42 57 6 1 2 0 1 7 10 72 16 2 41 83 16 24 2 10 0
14 86 0 0 0 29 57 14 0 57 71 71 57 0 0 0 0 0 0 17 66 17 0 33 83 17 50 0 0 0
21 48 21 5 5 15 50 33 2 45 41 45 42 35 1 2 1 3 19 16 50 33 1 49 48 34 33 1 5 6
6 84 6 3 1 3 85 11 1 62 40 44 36 37 0 0 1 1 2 8 74 17 1 65 73 23 21 2 2 0
























































































































課題 大 中 小 なし
指







































































１ 88 15 23 62 - 58 33 39 22 6 0 0
２ 103 11 19 70 - 57 22 62 16 0 0 0































































































































































100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 8 17 45 38 15 2 61 30 5 14 10 32 10
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 7 62 30 8 0 83 33 3 8 6 29 3


























































































































































































































































































近くすると空気による摩擦で軌道の不確定が大きく、また、衛星の寿命が短くなるためです。しかし、数十 km は可能で有意義でしょう。 
49 地上観測が行われていない流域の水文予測モデルの構築（土砂、雪氷、地下水を含む） 
○m オーダの DEM が必要。○南・北極等、雪氷観測が特に重要。○地下水は遅れるのではないか。 


































































2006 52 逆浸透膜などによる、経済的・実用的な海水淡水化、汚染水浄化技術<領域 7> 
2009 53 同位体による地下水汚染源特定技術<領域 7> 
2010 24 植生の分布に関する高精度衛星搭載センサおよびインターネットを利用した環境モニタリング技術<
領域 3> 
2010 33 再生材（プラスチック、金属）のトレーサビリティー・ID 手法<領域 4> 
2010 43 地球各地で起こる大規模森林火災の早期発見・対応技術<領域 6> 
2011 17 ヒートアイランド対策としての地中冷熱利用技術<領域 2> 
2011 37 レアメタルの国内供給源としての、溶融飛灰からの効率的な金属回収技術<領域 4> 
2011 50 メソスケール（10km メッシュ程度）での降雨シミュレーション<領域 7> 
2012 08 京都議定書で規制対象に追加された SF6 ガスの代替物質又は代替プロセスの完成<領域 1> 
2012 16 排出インベントリーデータがモニタリングによって検証される<領域 2> 
2012 20 酸性雨が動植物や生態系に及ぼす影響のメカニズムの解明<領域 3> 
2012 25 干潟生態系構造・機能に与える流動場の影響の定量的解明<領域 3> 
2012 34 日本で利用される資源について、世界における枯渇の予測・評価技術<領域 4> 
2012 44 大規模プラント事故による被害拡大防止、被害回復技術<領域 6> 
2012 47 突発的な災害を防ぐための、衛星観測による河川流量計測と洪水予報<領域 7> 
2013 05 酸性降下物の原因となる SOx、NOx 等の長距離移動によるそれらの物質の土壌蓄積と分解メカニズ
ムの解明<領域 1> 
2013 12 環境基準を満たす、都市騒音・振動のアクティブ制御技術の一般化<領域 2> 
2013 18 環境負荷の最小化に使えるような予測・評価技術の都市計画への適用<領域 2> 
2013 23 侵略的外来種判定のための生態学的評価技術<領域 3> 
2013 27 下水から河川に排出される内分泌かく乱物質への対応技術<領域 3> 
2013 51 地球シミュレータ上での、水文(流域水循環)と気象の融合<領域 7> 
2013 54 塩害土壌の再生技術<領域 7> 
2014 01 気候変動による温室効果ガスの自然的な発生と吸収・固定のメカニズムの解明<領域 1> 
2014 07 海洋汚染の世界的規模のモニタリングシステム<領域 1> 
2014 13 都市居住環境(超高層を含む)ストレスが子供の身体・心理的発達に及ぼす影響の科学的解明<領域
2> 
2014 14 煤塵、NOx 等が出ないクリーン燃料（水素を除く）<領域 2> 
2014 21 湿地における生態系および生物多様性の再生技術<領域 3> 
2014 29 ダイオキシン等の POPs(難分解性環境汚染物質)を海底土壌から除去する技術<領域 3> 
2014 30 砂漠における高効率な植生再生技術<領域 3> 
2014 46 水利用・水質汚濁実態の地球規模観測（全球1キロメッシュデータ整備：河川、湖沼、地下水、取水、
排水、ダム堆砂、都市汚染、鉱工業汚染、天然化学物質などを含む）<領域 7> 
2014 49 地上観測が行われていない流域の水文予測モデルの構築（土砂、雪氷、地下水を含む）<領域 7> 
2015 04 地球温暖化による気候変動を、地球全体にわたり 10 キロメッシュ（網の目）程度の細かさで正確に予
測する技術<領域 1> 
2015 06 乾燥地拡大に基づく微粒子物質の全球的な影響の解明<領域 1> 
2015 10 環境汚染物質とアレルギー性疾患の関係のほぼ完全な解明<領域 2> 
2015 22 絶滅危惧種について遺伝的多様性を保存し再生する技術<領域 3> 
2015 45 気候変動を原因とする異常気象災害の予測技術<領域 6> 
 706
実現年 課題 
2015 48 衛星からの地下水観測(空間精度を数百キロから数キロへ)<領域 7> 
2016 02 海洋大循環の破局を含む温暖化の定量的モデルの確立<領域 1> 
2016 26 自然生態系の保全・再生における阻害原因生物種の制御技術<領域 3> 





2010 11 自動車のアイドリングストップ技術の搭載義務化<領域 2> 
2012 38 全ての上場企業において環境報告書が発行される<領域 4> 
2013 19 自動車排ガス中における新たな環境汚染物質の規制対象化<領域 2> 
2013 31 化学物質（有害物質使用規制〈RoHS〉の代替物質を含む）のリスク評価のために社会的に合意され
たツールの整備・標準化<領域 4> 
2013 32 企業ごとの環境効率指標の定義、算出方法の制度化<領域 4> 
2013 42 CO2 排出量を基準とした自動車税の導入<領域 5> 
2013 52 逆浸透膜などによる、経済的・実用的な海水淡水化、汚染水浄化技術<領域 7> 





2015 33 再生材（プラスチック、金属）のトレーサビリティー・ID 手法<領域 4> 
2015 43 地球各地で起こる大規模森林火災の早期発見・対応技術<領域 6> 
2016 39 日本において地球環境保全のために、新規に使用される天然資源（リサイクル品でないもの）が課税
されるようになる<領域 5> 
2016 53 同位体による地下水汚染源特定技術<領域 7> 
2017 44 大規模プラント事故による被害拡大防止、被害回復技術<領域 6> 
2018 08 京都議定書で規制対象に追加された SF6 ガスの代替物質又は代替プロセスの完成<領域 1> 
2018 12 環境基準を満たす、都市騒音・振動のアクティブ制御技術の一般化<領域 2> 
2018 34 日本で利用される資源について、世界における枯渇の予測・評価技術<領域 4> 
2018 37 レアメタルの国内供給源としての、溶融飛灰からの効率的な金属回収技術<領域 4> 
2018 50 メソスケール（10km メッシュ程度）での降雨シミュレーション<領域 7> 
2018 55 開発に伴う水紛争の回避プロセスに関する社会的合意形成<領域 7> 
2019 15 大都市部における交通量の最適・最小化（交通需要マネジメント：TDM）の完全な実施<領域 2> 
2019 17 ヒートアイランド対策としての地中冷熱利用技術<領域 2> 
2019 24 植生の分布に関する高精度衛星搭載センサおよびインターネットを利用した環境モニタリング技術<
領域 3> 
2020 25 干潟生態系構造・機能に与える流動場の影響の定量的解明<領域 3> 
2020 27 下水から河川に排出される内分泌かく乱物質への対応技術<領域 3> 
2020 47 突発的な災害を防ぐための、衛星観測による河川流量計測と洪水予報<領域 7> 
2020 54 塩害土壌の再生技術<領域 7> 
2021 14 煤塵、NOx 等が出ないクリーン燃料（水素を除く）<領域 2> 
2021 18 環境負荷の最小化に使えるような予測・評価技術の都市計画への適用<領域 2> 
2021 21 湿地における生態系および生物多様性の再生技術<領域 3> 
2021 29 ダイオキシン等の POPs(難分解性環境汚染物質)を海底土壌から除去する技術<領域 3> 
2021 51 地球シミュレータ上での、水文(流域水循環)と気象の融合<領域 7> 
2022 07 海洋汚染の世界的規模のモニタリングシステム<領域 1> 
2022 23 侵略的外来種判定のための生態学的評価技術<領域 3> 
2022 30 砂漠における高効率な植生再生技術<領域 3> 
2022 49 地上観測が行われていない流域の水文予測モデルの構築（土砂、雪氷、地下水を含む）<領域 7> 
2023 45 気候変動を原因とする異常気象災害の予測技術<領域 6> 
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実現年 課題 
2023 46 水利用・水質汚濁実態の地球規模観測（全球 1 キロメッシュデータ整備：河川、湖沼、地下水、取
水、排水、ダム堆砂、都市汚染、鉱工業汚染、天然化学物質などを含む）<領域 7> 
2023 48 衛星からの地下水観測(空間精度を数百キロから数キロへ)<領域 7> 
2024 03 3000m 以深の深海に二酸化炭素を処分することに関する国際的な承認<領域 1> 
2024 04 地球温暖化による気候変動を、地球全体にわたり 10 キロメッシュ（網の目）程度の細かさで正確に予
測する技術<領域 1> 
2024 41 耐久消費財の大部分がリースされるようになる<領域 5> 
2025 22 絶滅危惧種について遺伝的多様性を保存し再生する技術<領域 3> 
2025 26 自然生態系の保全・再生における阻害原因生物種の制御技術<領域 3> 
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・ 技術の領域としては、計測技術や NEMS 技術など基礎・基盤・原理に関わるような領域は今後特に重要で



































































































































































































































１． C60 のフラーレンや Au の超微粒子などの０次元形状（球状）物質 
２． カーボンナノチューブやナノファイバーなどの１次元形状（針状）物質 




２． 熱 CVD,プラズマ CVD、MOCVD や熱分解等の気相法を用いた化学的合成技術 






































ある。明瞭な第 2 析出相を含まない単相合金タイプでは、Ti 基合金において Zr、Nb、Ta などの溶質元素を含ん
だ固溶体を強加工と熱処理により結晶粒をナノサイズに微細化することにより、高強度、高延性、低ヤング率お
よび約 2％の高弾性限界伸びを具備した新特性の発現が見出されている。また、Mg-Y-Zn 系合金において、Y







ンタイトと bcc-Fe のナノ複相組織を示し、２５００-４０００MPa 級の高強度を示す。同様に、ごく最近、fcc-Cu と金
属間化合物の複相組織を強冷間加工により繊維状とすることにより、高強度と高電気伝導度を具備した新規特
性が得られることが見出されている。 























また、Fe 基や Co 基の金属―半金属系バルク金属ガラスでは、Fe や Co と半金属（B）からなる歪んだ３角プリ






























































































 バイオチップ内の構成単位素子としての NEMS：生化学的な相互作用力の検出素子／電気機械変換素子。 
 マイクロ流路素子、マイクロ化学素子との組み合わせによる単分子検出可能な生化学センサ。 
新規電気機械素子

























































































































































































R1 発送 R1 回収 回収率 R2 発送 R2 回収 回収率 
366 人 214 人 58％ 214 人 179 人 84% 
 
男 170 人 会社員 57 人 大 8.0 ％
女 2 人 大学教職員 91 人 中 21.8 ％
性 
別 
無回答 7 人 公的機関職員 26 人 小 70.2 ％
20 代 なし 団体職員 1 人
30 代 19 人 その他 4 人











50 代 62 人 研究開発従事 160 人
60 代 27 人 上記以外 19 人

















１．情報・通信 40.3% １．情報・通信 4.8%
２．エレクトロニクス 77.9% ２．エレクトロニクス 32.7%
３．ライフサイエンス 85.9% ３．ライフサイエンス 78.2%
４．保健・医療・福祉 13.4% ４．保健・医療・福祉 39.5%
５．農林水産・食品 0.7% ５．農林水産・食品 4.1%
６．フロンティア 0.7% ６．フロンティア 4.8%
７．エネルギー・資源 36.2% ７．エネルギー・資源 62.6%
８．環境 22.1% ８．環境 44.2%
９．ナノテクノロジー・材料 ９．ナノテクノロジー・材料 
10．製造 10.7% 10．製造 10.9%
11．産業基盤 0.0% 11．産業基盤 0.0%
12．社会基盤 1.3% 12．社会基盤 0.7%
13．社会技術 1.3% 13．社会技術 6.8%
今後５ ～１ ０ 年に融合・ 連携を積極的に進めるべ き分野
 14．その他 0.0%
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表９．４－２ 「ナノテクノロジー」分野の領域 
































































































項目（技術分野） ～15 年後まで 15～30 年後まで 
１．情報系技術〈情報、通信、ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ等〉 102 人（70.8％） 4 人（2.2％）
２．生命系技術〈ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ、医療、食糧等〉 34 人（23.6％） 119 人（66.5％）
３．環境・ｴﾈﾙｷﾞｰ系技術〈環境、ｴﾈﾙｷﾞｰ、資源等〉 7 人（4.9％） 20 人（11.2％）
４．製造・産業基盤系技術〈ものづくり等〉 1 人（0.7％） 1 人（0.6％）
５．フロンティア系技術〈海洋、地球、宇宙等〉 0 人（0.0％） 0 人（0.0％）











１．ほとんど人工物で補うことが可能 1 人（0.7％） 
２．多くが人工物で補うことが可能 41 人（27.3％） 
３．ある程度は人工物で補うことが可能 104 人（69.3％） 


















































ナノ材料モデリング・シミュレーション  5.8  5.7  4.5  4.7  3.2  3.2
ナノ計測・分析技術  7.2  7.4  6.4  6.5  4.7  4.5
ナノ加工・造型・製造技術  6.9  7.0  6.7  6.7  4.9  4.7
物質・材料の創製・合成技術・プロセス技術  7.2  7.2  6.8  6.9  5.3  5.2
ナノレベル構造制御による新規材料  7.2  7.0  6.7  6.8  5.1  5.0
ナノデバイス・センサ  7.0  6.8  6.3  6.1  5.0  4.7
NEMS技術  6.8  6.6  6.1  6.0  4.7  4.6
環境・エネルギー材料  6.5  6.3  6.2  6.3  5.7  5.6
ナノバイオロジー  7.4  6.8  6.4  6.5  6.2  6.1
安全・安心社会に関わるナノ科学 5.6 5.5 5.4 5.4  6.0  5.8






































ナノ材料モデリング・シミュレーション  7.0  7.0  6.1  6.1  4.5  4.5
ナノ計測・分析技術  8.1  8.3  7.8  7.8  5.8  5.7
ナノ加工・造型・製造技術  7.9  8.0  7.8  7.9  5.9  5.8
物質・材料の創製・合成技術・プロセス技術  8.0  8.1  7.9  8.1  6.3  6.2
ナノレベル構造制御による新規材料  8.1  8.2  8.0  8.2  6.6  6.4
ナノデバイス・センサ  8.0  7.9  7.6  7.7  6.4  6.2
NEMS技術  7.7  7.6  7.3  7.6  6.0  6.0
環境・エネルギー材料  7.6  7.5  7.6  7.7  7.0  7.1
ナノバイオロジー  8.3  8.0  7.7  8.0  7.9  7.8
安全・安心社会に関わるナノ科学  6.9  6.9  6.9  7.1  7.9  7.6













































ナノ材料モデリング・シミュレーション  1.2  1.3  1.6  1.4  1.3  1.3
ナノ計測・分析技術  0.9  0.9  1.3  1.3  1.2  1.2
ナノ加工・造型・製造技術  1.0  1.0  1.1  1.2  1.0  1.1
物質・材料の創製・合成技術・プロセス技術  0.8  0.9  1.1  1.2  1.0  1.1
ナノレベル構造制御による新規材料  0.9  1.2  1.3  1.3  1.5  1.4
ナノデバイス・センサ  1.0  1.1  1.4  1.6  1.5  1.5
NEMS技術  0.9  1.0  1.2  1.5  1.3  1.3
環境・エネルギー材料  1.1  1.1  1.3  1.4  1.4  1.5
ナノバイオロジー  1.0  1.2  1.4  1.5  1.7  1.7
安全・安心社会に関わるナノ科学  1.3  1.4  1.6  1.6  2.0  1.8










































ナノ材料モデリング・シミュレーション  4.1  5.1  8.5
ナノ計測・分析技術  5.1  5.9  9.0
ナノ加工・造型・製造技術  5.8  6.6  9.1
物質・材料の創製・合成技術・プロセス技術  5.6  6.3  8.9
ナノレベル構造制御による新規材料  5.5  6.3  9.0
ナノデバイス・センサ  4.8  5.7  8.8
NEMS技術  4.9  5.9  8.9
環境・エネルギー材料  5.8  6.3  9.0
ナノバイオロジー  3.5  4.8  8.7



































ナノ材料モデリング・シミュレーション  3.6  4.9  8.7
ナノ計測・分析技術  4.7  5.6  9.1
ナノ加工・造型・製造技術  5.4  6.2  9.1
物質・材料の創製・合成技術・プロセス技術  5.4  6.2  9.0
ナノレベル構造制御による新規材料  5.2  6.0  9.0
ナノデバイス・センサ  4.4  5.4  8.8
NEMS技術  4.7  5.7  9.0
環境・エネルギー材料  5.6  6.0  8.9
ナノバイオロジー  3.4  4.6  8.7







































88.0 2012 2020 
ナノレベル構造制御に
よる新規材料 





87.1 2012 2020 ナノバイオロジー 
5 
13 ナノメ－トルスケールの 3 次元集積加工技術 







83.2 2013 2022 ナノバイオロジー 
7 
35 常温以上に転移点をもつ超電導体 




















37 誘電率 1.3 以下の超 LSI 用絶縁材料 

















81.3 2012 2019 
ナノ加工・造型・製造技
術 
15 10 細胞等ソフト試料(マテリアル)の 3 次元顕微法 80.5 2012 2020 ナノ計測・分析技術 
16 
06 原子・分子を 1 個 1 個観察しつつ、分析する技
術 




























68 診断用 DNA チップやプロテインチップの製品規
格の策定 




 領域別の平均でみた場合、やはり「ナノ加工・造型・製造技術」領域関連の課題が最も重要度指数が高く  
（７４．８）、「安全・安心社会に関わるナノ科学」領域関連（７２．８）が続いている。一方、「ナノ材料・モデリング・シ






































































領域 06-10 11-15 16-20 21-25 26-30 31-35 36- 
ナノ材料モデリング・シミュレーション  3      
ナノ計測・分析技術  8      
ナノ加工・造型・製造技術  6      
物質・材料の創製・合成・プロセス技術  9 2     
ナノレベル構造制御による新規材料  9 4 1    
ナノデバイス・センサ  5 1     
NEMS 技術  5      
環境・エネルギー材料  5      
ナノバイオロジー  6  1    














43 単電子メモリ素子 7.3 2014 ナノデバイス・センサ 
33 液体窒素温度以上に移転点を持つ高分子超電導材料 7.1 2019 
ナノレベル構造制御によ
る新規材料 




















35 常温以上に転移点をもつ超電導体 13.3 2022 
ナノレベル構造制御によ
る新規材料 
49 ブラウン運動を動力とするＮＥＭＳ 11.0 2015 NEMS 技術 
33 液体窒素温度以上に移転点を持つ高分子超電導材料 8.1 2019 
ナノレベル構造制御によ
る新規材料 
30 室温以上のキュリー点をもつ全有機強磁性体 7.8 2018 
ナノレベル構造制御によ
る新規材料 




































































ナノ材料モデリング・シミュレーション 1.3 95.3 2.8 0.0 0.6
ナノ計測・分析技術 27.9 69.9 1.3 0.4 0.5
ナノ加工・造型・製造技術 63.4 36.0 0.6 0.0 0.0
物質・材料の創製・合成・プロセス技術 51.1 47.6 1.2 0.0 0.1
ナノレベル構造制御による新規材料 59.6 39.4 0.8 0.1 0.1
ナノデバイス・センサ 18.6 80.5 0.7 0.2 0.0
NEMS技術 11.3 86.3 2.4 0.0 0.0
環境・エネルギー材料 86.2 12.6 1.0 0.2 0.0
ナノバイオロジー 8.9 90.4 0.5 0.2 0.0
安全・安心社会に関わるナノ科学 0.6 98.8 0.6 0.0 0.0






















55 太陽光で水を分解する水素生産プロセス 93.4 2013 2022  環境・エネルギー材料
56 従来のコークス炉に代わる、水素を用いた経済的還
元法による製鉄法 



































69 DNA タグを用いた高度な認証技術 


































































ナノ材料モデリング・シミュレーション 12.4 56.6 25.8 5.1
ナノ計測・分析技術 10.3 69.4 17.2 3.1
ナノ加工・造型・製造技術 12.2 68.2 16.3 3.3
物質・材料の創製・合成・プロセス技術 11.2 68.5 16.5 3.8
ナノレベル構造制御による新規材料 8.6 68.8 19.8 2.9
ナノデバイス・センサ 13.2 69.7 15.1 2.0
NEMS技術 12.2 66.8 19.8 1.2
環境・エネルギー材料 23.6 62.7 11.2 2.6
ナノバイオロジー 27.9 58.9 11.3 1.9
安全・安心社会に関わるナノ科学 19.8 64.0 15.1 1.2
















59.6 2012 2020 ナノバイオロジー 
61 幹細胞による培養自己組織を組み込んだハイブリ
ッド型人工臓器 
40.6 2015 2024 ナノバイオロジー 
55 太陽光で水を分解する水素生産プロセス 38.7 2013 2022 環境・エネルギー材料 
















8.6 2011 2016 
ナノ加工・造型・製造技
術 
19 照明用の有機高分子面発光体 7.5 2011 2016 
物質・材料の創製・合成・
プロセス技術 
35 常温以上に転移点をもつ超電導体 6.7 2022 2033 
ナノレベル構造制御によ
る新規材料 







































































ナノ材料モデリング・シミュレーション 68.5 24.8 56.2 36.2 2.5 1.0 0.0 0.0
ナノ計測・分析技術 39.7 45.9 35.2 71.3 1.5 1.2 0.0 0.0
ナノ加工・造型・製造技術 38.4 58.1 31.7 66.5 1.1 1.3 0.0 0.2
物質・材料の創製・合成・プロセス技術 36.4 54.7 30.6 68.8 1.3 1.2 0.1 0.0
ナノレベル構造制御による新規材料 39.2 52.1 31.6 71.0 1.0 1.8 0.2 0.1
ナノデバイス・センサ 47.9 43.5 29.4 75.8 2.5 1.2 0.0 0.0
NEMS技術 49.0 47.7 34.6 69.5 0.6 2.1 0.2 0.0
環境・エネルギー材料 31.4 57.9 27.2 75.7 2.4 2.9 1.3 0.0
ナノバイオロジー 44.0 54.0 33.1 72.8 2.9 10.0 1.0 0.0
安全・安心社会に関わるナノ科学 43.2 55.6 39.7 73.9 3.0 5.9 3.0 0.0





























67.4 2014 2022 
ナノ材料モデリング・シミ
ュレーション 
49 ブラウン運動を動力とするＮＥＭＳ 62.9 2015 2027 NEMS 技術 
















70.3 2011 2016 ナノ加工・造型・製造技術
















































79.1 2013 2022 ナノバイオロジー 
54 メタンから直接水素を製造する低温触媒プロセス 78.9 2013 2021 環境・エネルギー材料 
70 生体と同活性をもつプロテインチップを用いたウィル
ス検出技術 
78.8 2013 2020 
安全・安心社会に関わる
ナノ科学 
34 1200℃の高温(大気)中において 15kgf/mm2(約 150
ＭPa)の荷重に 1000 時間以上耐えられる耐熱合金 





















































領域 06-10 11-15 16-20 21-25 26-30 31-35 36- 
ナノ材料モデリング・シミュレーション    3     
ナノ計測・分析技術   7 1     
ナノ加工・造型・製造技術   5 1     
物質・材料の創製・合成・プロセス技術   4 4 3    
ナノレベル構造制御による新規材料   4 6 2 2   
ナノデバイス・センサ    4 2    
NEMS 技術    4 1    
環境・エネルギー材料   1 4     
ナノバイオロジー   1 5  1   
















9.9 2033 ナノバイオロジー 
35 常温以上に転移点をもつ超電導体 8.8 2033 
ナノレベル構造制御によ
る新規材料 
43 単電子メモリ素子 8.3 2025 ナノデバイス・センサ 
33 液体窒素温度以上に移転点を持つ高分子超電導材料 7.1 2031 
ナノレベル構造制御によ
る新規材料 













35 常温以上に転移点をもつ超電導体 14.7 2033 
ナノレベル構造制御によ
る新規材料 
49 ブラウン運動を動力とするＮＥＭＳ 11.1 2027 NEMS 技術 





7.9 2025 NEMS 技術 






















































ナノ材料モデリング・シミュレーション 5.8 44.9 41.0 8.3
ナノ計測・分析技術 4.1 63.8 26.7 5.4
ナノ加工・造型・製造技術 8.9 61.3 23.6 6.2
物質・材料の創製・合成・プロセス技術 7.0 64.6 21.5 6.9
ナノレベル構造制御による新規材料 6.3 62.8 24.6 6.2
ナノデバイス・センサ 8.8 64.9 20.2 6.1
NEMS技術 7.2 64.4 23.1 5.2
環境・エネルギー材料 21.1 63.4 11.1 4.4
ナノバイオロジー 22.0 62.0 13.3 2.7
安全・安心社会に関わるナノ科学 49.7 39.8 9.6 0.9















73.9 ― 2013 
安全・安心社会に関わ
るナノ科学 
68 診断用 DNA チップやプロテインチップの製品規格
の策定 











40.8 2012 2020 ナノバイオロジー 











35 常温以上に転移点をもつ超電導体 12.5 2022 2033 
ナノレベル構造制御に
よる新規材料 
43 単電子メモリ素子 11.6 2014 2025 ナノデバイス・センサ 














































































ナノ材料モデリング・シミュレーション 60.2 66.4 25.8 16.6 3.1 2.0 0.0
ナノ計測・分析技術 42.1 79.3 15.3 40.7 2.2 2.3 0.9
ナノ加工・造型・製造技術 41.7 80.6 19.1 34.6 0.6 1.1 0.0
物質・材料の創製・合成・プロセス技術 39.3 77.5 18.7 39.1 3.0 1.7 0.6
ナノレベル構造制御による新規材料 36.0 78.7 20.7 37.7 5.0 2.5 0.6
ナノデバイス・センサ 47.2 77.4 15.8 38.5 2.0 1.3 0.2
NEMS技術 50.2 77.5 23.0 33.7 3.0 1.2 0.3
環境・エネルギー材料 30.1 75.6 16.7 56.4 10.8 4.0 0.7
ナノバイオロジー 42.3 76.6 20.8 40.8 24.0 4.3 0.7
安全・安心社会に関わるナノ科学 32.8 74.2 13.1 19.7 30.9 36.9 0.2
























デンドリマーを活用した人工光合成技術 60.5 2017 2028 
物質・材料の創製・合成・
プロセス技術 
48 スピン運動を原子・分子レベルで測定・制御する技術 59.5 2014 2025 ナノデバイス・センサ 
64 培養神経細胞ネットワークを用いたバイオコンピュー
タ用デバイス 













誘電率 1.3 以下の超 LSI 用絶縁材料 85.9 2013 2020 
ナノレベル構造制御によ
る新規材料 
34 1200℃の高温(大気)中において 15kgf/mm2(約 150Ｍ
Pa)の荷重に 1000 時間以上耐えられる耐熱合金 






















66.3 2012 2020 
ナノレベル構造制御によ
る新規材料 
55 太陽光で水を分解する水素生産プロセス 64.7 2013 2022 環境・エネルギー材料 
57 地球環境保護に寄与する二酸化炭素固定化触媒 58.2 2014 2023 環境・エネルギー材料 
54 メタンから直接水素を製造する低温触媒プロセス 55.1 2013 2021 環境・エネルギー材料 
























52.7 ― 2010 
安全・安心社会に関わる
ナノ科学 
68 診断用 DNA チップやプロテインチップの製品規格の
策定 












































































2019 2031 12 
ナノレベル構造制御に
よる新規材料 
44 分子・原子 1 個のスイッチング機能を利用した素子 
 
2017 2029 12 ナノデバイス・センサ 
45 タンパク質や DNA を素子とする分子デバイス・センサ
 
2014 2026 12 ナノデバイス・センサ 
49 ブラウン運動を動力とするＮＥＭＳ 
 
2015 2027 12 NEMS 技術 
26 デンドリマーを活用した人工光合成技術 














2014 2025 11 ナノデバイス・センサ 
48 スピン運動を原子・分子レベルで測定・制御する技術
 




2014 2025 11 NEMS 技術 
64 培養神経細胞ネットワークを用いたバイオコンピュー
タ用デバイス 










2012 2018 6 ナノ計測・分析技術 
06 原子・分子を 1 個 1 個観察しつつ、分析する技術 
 
2012 2018 6 ナノ計測・分析技術 
14 寸法、形状が１nm 級の精度で制御できる産業加工
技術 




















重要度指数の上昇が大きかったのは課題 37「誘電率 1.3 以下の超 LSI 用絶縁材料」で９．２ポイントの上昇で
あった。逆に減少の大きかったのは課題 43「単電子メモリ素子」で１９．８ポイントの減少、次いで、課題 44「分
子・原子 1 個のスイッチング機能を利用した素子」の１１．１ポイントの減少であった。 
 また、実現予測時期についてみてみると、実現予測時期が早まった課題が９課題、遅くなった課題が１３課題、
変わらなかった課題が２課題となっている。実現予測時期が最も早まった課題では、課題 4「金属材料の疲労を
非破壊検査し、使用条件に応じた残存寿命を in situ で推測する技術」、課題 21「光をエネルギー源として炭酸
ガスと水から直接プラスチックを合成する技術」でそれぞれ５年早まった。また、課題 31「室温で銅と同等の電気





























13 ナノメ－トルスケールの 3 次元集積加工
技術 
84.2/2013 84.8/2016










































































と に よ り 、 (BH)max ＝
400kJ/m3(50.3MGOe)以上の異方性ナ
ノコンポジット磁石が実用化される。 
37 誘電率 1.3 以下の超 LSI 用絶縁材料 
81.7/2020 72.5/2012







43 単電子メモリ素子 59.7/2025 79.5/2020 88 単一電子メモリ素子が実用化される。 
44 分子・原子 1 個のスイッチング機能を利
用した素子 
68.3/2017 79.4/2018







































課題 大 中 小 なし
指







































































１ 142 8 27 65 - 68 42 47 11 0 4 8
２ 120 5 28 67 - 60 24 68 8 0 2 4
専 6 100 0 0 - 92 83 17 0 0 0 0
１ 125 7 17 76 - 66 38 51 11 0 3 16
２ 114 5 18 77 - 59 22 69 9 0 1 6
専 6 100 0 0 - 92 83 17 0 0 0 0
１ 102 8 17 75 - 66 39 47 14 0 4 8
２ 101 4 8 88 - 57 18 73 9 0 1 6
































［知的資産の増大］ 当 該領域自体の知的資産 増大への寄与
大 やや大
やや大



































































































































































14 78 8 0 0 30 37 25 8 53 32 46 35 9 2 0 0 4 10 20 29 34 17 51 54 28 24 9 2 1
2 96 2 0 0 14 52 29 5 70 21 54 38 3 1 0 0 2 4 6 36 50 8 62 63 26 17 3 2 0
0 100 0 0 0 33 67 0 0 67 17 67 67 0 0 0 0 0 0 17 83 0 0 83 50 33 33 0 0 0
12 74 13 0 1 27 45 19 9 53 40 47 38 7 1 0 0 4 16 19 36 27 18 47 60 31 22 7 1 2
0 94 5 0 1 12 55 28 5 69 27 58 33 3 1 0 0 1 7 6 46 38 10 56 70 26 17 3 2 0
0 83 17 0 0 17 66 17 0 67 33 50 33 0 0 0 0 0 0 17 66 17 0 67 67 17 33 0 0 0
8 84 8 0 0 29 46 17 8 52 37 48 36 11 2 0 0 3 11 17 40 28 15 46 56 30 23 6 1 1
2 95 2 0 1 12 62 21 5 67 26 57 38 2 1 0 0 1 7 5 53 35 7 62 66 26 16 3 2 0














































































































































なしやや 大 中 あまりなし
あまりなし なし大 やや 大 中
なしあまりなし大 やや 大 中















［知的資産の増大］ 当 該領域自体の知的資産 増大への寄与
大 やや大
やや大






























課題 大 中 小 なし
指







































































１ 105 4 29 67 - 68 39 53 8 0 1 9
２ 100 3 18 79 - 61 24 71 5 0 1 2
専 3 100 0 0 - 83 67 33 0 0 0 0
１ 140 8 32 60 - 68 44 43 12 1 1 10
２ 127 6 24 70 - 64 32 60 8 0 0 4
専 7 100 0 0 - 82 72 14 14 0 0 0
１ 172 24 31 45 - 77 57 39 4 0 1 3
２ 142 18 28 54 - 80 62 36 2 0 0 1
専 26 100 0 0 - 94 88 12 0 0 0 0
１ 112 13 25 62 - 57 28 43 28 1 1 7
２ 105 6 15 79 - 52 14 67 18 1 0 4
専 6 100 0 0 - 63 33 50 17 0 0 0
１ 165 26 33 41 - 76 55 37 8 0 1 5
２ 133 23 27 50 - 82 66 32 2 0 0 2
専 30 100 0 0 - 94 90 7 3 0 0 0
１ 136 19 36 45 - 67 42 44 14 0 0 3
２ 124 13 23 64 - 64 33 57 10 0 0 2
専 16 100 0 0 - 86 81 0 19 0 0 0
１ 123 13 31 56 - 78 59 37 3 1 0 4
２ 114 8 20 72 - 81 62 34 4 0 0 4
専 9 100 0 0 - 94 89 11 0 0 0 0
１ 122 7 32 61 - 73 49 44 7 0 0 4
２ 112 5 18 77 - 73 50 45 5 0 0 1








































































なしやや 大 中 あまりなし
あまりなし なし大 やや 大 中
なしあまりなし大 やや 大 中










































































































































43 52 5 0 0 21 50 22 7 31 46 32 50 4 2 2 1 1 9 20 46 24 10 35 60 22 29 4 8 0
46 53 0 0 1 12 74 12 2 35 63 32 58 1 2 0 0 1 1 5 71 18 6 42 84 13 26 4 5 1
100 0 0 0 0 33 67 0 0 33 100 67 33 0 0 0 0 0 0 0 67 33 0 33 100 0 33 33 0 0
65 27 6 0 2 17 45 26 12 28 30 36 63 8 2 0 1 3 10 11 39 33 17 39 51 18 49 4 0 0
87 12 1 0 0 7 64 25 4 27 36 37 74 0 1 0 0 0 2 2 56 36 6 32 80 10 47 3 2 1
86 14 0 0 0 28 29 14 29 40 80 20 60 0 20 0 0 0 0 0 71 0 29 60 80 20 40 0 20 0
31 59 9 0 1 27 41 21 11 42 30 40 63 8 1 0 1 3 6 14 39 31 16 44 58 22 36 5 0 0
19 80 1 0 0 12 64 21 3 45 38 40 75 1 1 0 0 0 1 4 59 32 5 48 79 16 40 2 2 1
40 56 4 0 0 19 54 19 8 67 46 67 75 4 4 0 0 0 0 8 68 12 12 65 74 26 43 4 4 0
35 53 8 0 4 11 47 33 9 29 33 35 53 9 1 0 2 1 12 8 34 43 15 36 53 18 40 5 1 1
17 78 0 2 3 7 62 28 3 36 41 33 70 2 2 0 0 0 3 4 42 49 5 38 76 11 46 2 2 1
20 80 0 0 0 17 49 17 17 60 60 20 100 0 0 0 0 0 0 17 49 17 17 60 100 20 40 0 0 0
30 57 12 0 1 26 44 23 7 44 34 37 65 10 1 0 0 1 6 14 43 31 12 46 56 20 40 3 1 0
16 82 2 0 0 10 71 17 2 46 42 33 73 2 1 0 0 0 1 3 69 21 7 44 76 16 45 2 2 1
28 65 7 0 0 33 51 13 3 59 55 52 72 3 3 0 0 0 0 10 73 7 10 58 81 38 46 4 4 0
26 59 14 0 1 21 46 25 8 32 40 36 57 5 1 0 1 1 4 13 44 32 11 42 57 27 35 4 0 1
12 82 5 1 0 8 77 13 2 34 53 34 72 1 1 0 0 0 0 2 68 24 6 37 79 18 42 2 2 1
7 73 20 0 0 31 50 13 6 27 47 53 73 0 7 0 0 0 0 7 79 7 7 36 79 43 43 0 7 0
31 61 7 0 1 33 41 18 8 46 44 43 64 12 1 0 1 1 6 21 46 24 9 54 59 23 41 5 1 0
15 84 1 0 0 15 69 11 5 53 49 35 73 4 1 0 0 0 1 8 71 17 4 52 81 21 35 1 2 1
44 56 0 0 0 22 56 11 11 63 38 38 88 0 13 0 0 0 0 33 67 0 0 44 33 56 44 0 11 0
31 57 10 0 2 30 47 20 3 41 43 41 60 9 3 1 2 0 7 25 40 26 9 47 58 26 50 6 0 0
12 87 1 0 0 10 75 11 4 43 46 38 75 1 1 0 0 0 1 4 74 18 4 44 80 19 44 2 2 1
















































































































領域３ ナノ加工・造型・製造技術 （ナノファクチャリング） 
１．領域に関する設問
①当該領域に関する専門度 ②現時点における効果







［知的資産の増大］ 当 該領域自体の知的資産 増大への寄与
大 やや大
やや大






























課題 大 中 小 なし
指







































































１ 70 9 27 64 - 64 34 55 10 1 2 9
２ 82 1 17 82 - 55 15 75 9 1 0 3
専 1 100 0 0 - 100 100 0 0 0 0 0
１ 128 16 38 46 - 78 58 38 4 0 0 3
２ 113 8 39 53 - 84 69 30 1 0 0 1
専 9 100 0 0 - 94 89 11 0 0 0 0
１ 111 14 36 50 - 80 62 31 7 0 1 3
２ 104 7 26 67 - 90 81 18 1 0 0 1
専 7 100 0 0 - 100 100 0 0 0 0 0
１ 80 8 25 67 - 63 33 54 12 1 0 12
２ 85 4 15 81 - 56 16 78 5 1 0 4
専 3 100 0 0 - 100 100 0 0 0 0 0
１ 163 23 33 44 - 75 55 37 8 0 1 3
２ 143 17 32 51 - 82 66 32 2 0 0 1
専 24 100 0 0 - 96 92 8 0 0 0 0
１ 119 18 32 50 - 73 51 39 9 1 1 3
２ 105 13 26 61 - 81 64 32 4 0 0 2




































































なしやや 大 中 あまりなし
あまりなし なし大 やや 大 中
なしあまりなし大 やや 大 中










































































































































64 29 5 0 2 8 54 29 9 41 49 32 46 5 2 0 2 2 11 11 41 35 13 40 53 25 36 7 2 0
89 11 0 0 0 2 70 19 9 39 70 22 51 3 1 0 0 0 4 5 56 30 9 40 77 15 32 1 1 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0
42 53 5 0 0 30 46 21 3 42 45 43 60 11 2 1 0 0 4 26 44 24 6 41 68 34 39 5 1 0
38 61 1 0 0 17 68 14 1 46 46 38 73 0 2 0 0 0 2 9 66 20 5 47 82 18 33 0 1 0
33 67 0 0 0 22 78 0 0 44 33 44 67 0 0 0 0 0 0 22 56 22 0 56 89 11 22 0 0 0
62 32 5 1 0 32 46 18 4 44 49 46 59 8 2 1 0 2 4 30 39 25 6 47 65 35 39 6 1 0
88 11 1 0 0 10 71 17 2 35 57 33 72 0 1 0 1 0 2 8 65 21 6 42 82 22 38 0 1 0
100 0 0 0 0 29 71 0 0 29 43 29 71 0 0 0 0 0 0 29 57 14 0 29 86 14 29 0 0 0
51 46 3 0 0 20 47 27 6 39 45 39 42 3 1 0 1 0 15 17 37 38 8 43 55 20 35 5 0 0
67 33 0 0 0 7 69 19 5 33 65 30 65 1 1 0 0 0 4 10 46 37 7 35 83 14 34 1 1 0
33 67 0 0 0 100 0 0 0 33 33 67 100 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 33 100 0 33 0 0 0
39 53 7 0 1 31 41 21 7 44 49 40 65 6 1 0 0 2 6 21 45 23 11 48 63 34 39 5 0 0
26 73 1 0 0 21 65 11 3 42 55 34 71 1 1 0 0 0 1 11 68 15 6 48 81 22 34 1 1 0
39 61 0 0 0 38 58 4 0 42 46 33 75 0 4 0 0 0 0 29 58 13 0 48 74 13 43 0 0 0
51 44 5 0 0 27 47 20 6 42 47 43 57 6 1 0 0 2 5 23 44 22 11 44 57 38 42 4 1 0
72 28 0 0 0 15 65 19 1 36 54 35 66 2 1 0 0 0 3 11 65 19 5 39 79 23 38 0 1 0
















































































































領域４ 物質・材料の創製・合成技術・プロセス技術 （創製・合成・プロセス技術） 
１．領域に関する設問
①当該領域に関する専門度 ②現時点における効果







［知的資産の増大］ 当 該領域自体の知的資産 増大への寄与
大 やや大
やや大






























課題 大 中 小 なし
指







































































１ 78 8 26 66 - 66 36 55 9 0 3 5
２ 82 4 15 81 - 59 21 74 5 0 0 4
専 3 100 0 0 - 75 67 0 33 0 0 0
１ 127 12 22 66 - 69 42 51 7 0 0 1
２ 110 5 27 68 - 65 33 61 5 1 0 1
専 5 100 0 0 - 90 80 20 0 0 0 0
１ 104 15 32 53 - 74 54 37 9 0 2 1
２ 102 11 25 64 - 82 66 31 3 0 3 2
専 11 100 0 0 - 80 70 10 20 0 27 0
１ 98 13 27 60 - 69 48 35 16 1 5 9
２ 102 7 24 69 - 75 54 40 5 1 4 7
専 7 100 0 0 - 61 43 29 14 14 43 0
１ 96 19 21 60 - 61 33 45 22 0 0 9
２ 94 3 16 81 - 54 13 77 10 0 1 3
専 3 100 0 0 - 67 33 67 0 0 0 0
１ 139 19 29 52 - 63 36 45 18 1 1 3
２ 120 8 25 67 - 56 18 71 10 1 0 0
専 9 100 0 0 - 75 56 33 11 0 0 0
１ 94 11 29 60 - 56 24 54 21 1 6 9
２ 95 2 24 74 - 52 12 74 14 0 2 4
専 2 100 0 0 - 38 0 50 50 0 0 0
１ 144 22 33 45 - 69 42 50 8 0 2 4
２ 129 19 29 52 - 65 32 63 5 0 1 2
専 24 100 0 0 - 82 67 29 4 0 0 0
１ 100 14 20 66 - 52 25 37 35 3 8 14
２ 97 6 23 71 - 47 10 57 32 1 3 7












































































なしやや 大 中 あまりなし
あまりなし なし大 やや 大 中
なしあまりなし大 やや 大 中










































































































































16 80 4 0 0 29 49 19 3 35 39 31 61 13 7 0 0 3 8 15 57 19 9 35 53 30 38 17 3 0
4 96 0 0 0 10 71 15 4 41 49 24 64 5 3 0 0 0 3 5 76 14 5 40 75 19 37 5 1 0
33 67 0 0 0 34 33 0 33 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 34 33 33 0 67 33 33 67 0 0 0
65 30 2 3 0 19 52 19 10 30 57 33 65 6 4 1 0 2 2 11 38 38 13 26 54 39 40 13 4 0
86 11 3 0 0 8 69 15 8 26 70 26 62 0 1 0 0 0 1 6 54 30 10 24 80 28 45 2 1 0
100 0 0 0 0 60 40 0 0 20 100 0 40 0 0 0 0 0 0 20 60 20 0 20 80 40 60 20 0 0
41 46 12 0 1 35 44 15 6 33 56 40 59 7 5 2 1 3 2 29 44 22 5 30 57 36 51 16 11 1
35 60 5 0 0 26 62 10 2 27 64 32 68 3 1 1 0 3 1 17 69 10 4 25 84 18 51 8 3 0
60 30 10 0 0 27 27 37 9 10 40 40 60 20 0 0 0 27 0 28 18 27 27 13 88 25 50 13 0 0
32 47 15 0 6 30 38 20 12 31 44 48 56 9 5 1 0 8 13 21 39 27 13 35 52 33 40 15 9 1
25 69 5 0 1 22 63 13 2 31 44 44 69 2 1 0 0 3 6 17 66 13 4 37 72 17 47 6 1 1
66 17 17 0 0 28 29 29 14 0 17 0 67 17 0 0 0 43 0 28 29 14 29 20 40 0 20 0 0 20
64 28 7 0 1 15 58 20 7 35 47 33 60 4 2 1 1 0 11 12 44 36 8 34 59 28 41 5 1 1
90 10 0 0 0 1 80 18 1 35 62 28 69 0 1 0 0 0 4 2 69 23 6 36 77 21 47 1 2 1
100 0 0 0 0 0 100 0 0 0 33 33 100 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 100 0 67 0 0 0
55 45 0 0 0 24 41 27 8 39 58 38 63 5 2 0 0 4 10 18 37 29 16 38 57 37 39 6 2 1
78 22 0 0 0 5 71 21 3 35 67 31 70 1 1 0 0 0 1 3 66 23 8 37 77 23 43 2 2 1
78 22 0 0 0 33 45 11 11 13 63 25 75 0 0 0 0 0 0 11 67 11 11 25 63 25 38 0 0 0
63 28 6 0 3 12 47 30 11 33 45 29 56 4 3 1 1 1 10 9 38 38 15 34 50 35 40 7 3 0
91 9 0 0 0 3 67 26 4 34 60 20 71 0 1 0 0 1 4 2 53 35 10 31 81 27 36 2 2 1
100 0 0 0 0 0 50 0 50 100 100 0 100 0 0 0 0 0 0 0 50 0 50 100 100 0 100 0 0 0
28 61 10 0 1 29 43 21 7 41 40 41 69 5 2 1 0 1 7 15 40 30 15 47 53 29 37 5 2 0
18 82 0 0 0 13 68 14 5 43 41 35 73 2 1 0 0 2 1 6 60 25 9 48 78 14 29 2 2 1
33 67 0 0 0 38 45 17 0 42 29 38 67 0 4 0 0 0 0 21 49 13 17 40 65 15 35 0 5 0
45 48 6 0 1 18 45 22 15 46 36 43 58 3 4 1 0 11 19 12 43 29 16 46 42 26 33 11 4 0
43 57 0 0 0 7 66 22 5 51 35 30 67 0 1 0 0 5 7 4 64 24 8 60 64 10 23 2 1 0
























































































































課題 大 中 小 なし
指







































































１ 107 18 24 58 - 64 37 46 16 1 4 5
２ 107 7 18 75 - 57 18 75 7 0 1 1
専 7 100 0 0 - 64 29 71 0 0 14 0
１ 148 20 28 52 - 76 56 38 6 0 1 6
２ 127 17 27 56 - 78 58 39 3 0 1 2

































































































































































48 42 10 0 0 21 43 25 11 40 45 42 60 4 4 1 0 4 9 12 42 32 14 43 53 31 40 7 2 0
66 34 0 0 0 10 71 15 4 34 57 29 70 0 1 0 0 1 1 7 63 25 5 47 84 16 35 1 1 0
100 0 0 0 0 14 58 14 14 17 67 17 50 0 0 0 0 14 0 0 43 43 14 33 50 67 33 0 0 0
39 52 8 0 1 34 42 17 7 44 48 46 71 8 2 1 0 1 7 20 46 23 11 48 54 33 37 6 3 0
26 74 0 0 0 18 68 11 3 44 53 38 75 1 1 0 0 1 2 9 69 15 7 48 82 14 37 2 2 1


























































































































［知的資産の増大］ 当 該領域自体の知的資産 増大への寄与
大 やや大
やや大






























課題 大 中 小 なし
指







































































１ 121 15 20 65 - 66 38 50 12 0 0 0
２ 106 5 18 77 - 61 24 72 4 0 0 2
専 5 100 0 0 - 90 80 20 0 0 0 0
１ 83 7 25 68 - 57 27 50 22 1 5 14
２ 94 2 14 84 - 49 9 73 17 1 1 8
専 2 100 0 0 - 100 100 0 0 0 0 0
１ 110 13 25 62 - 64 37 45 16 2 8 15
２ 105 6 22 72 - 58 21 71 7 1 5 5
専 6 100 0 0 - 83 67 33 0 0 17 0
１ 90 12 28 60 - 63 37 42 19 2 2 5
２ 94 4 22 74 - 53 16 67 16 1 0 0
専 4 100 0 0 - 69 50 25 25 0 0 0
１ 104 13 21 66 - 61 34 46 16 4 10 19
２ 102 4 20 76 - 53 17 65 16 2 7 8
専 4 100 0 0 - 69 50 25 25 0 25 25
１ 65 8 28 64 - 58 26 54 18 2 0 5
２ 74 3 20 77 - 53 14 74 11 1 0 4
専 2 100 0 0 - 100 100 0 0 0 0 0
１ 108 16 22 62 - 79 65 23 10 2 11 27
２ 106 8 17 75 - 83 69 23 8 0 7 13
専 8 100 0 0 - 91 87 0 13 0 13 38
１ 71 8 30 62 - 63 37 41 22 0 3 11
２ 76 3 12 85 - 58 21 70 9 0 0 4
専 2 100 0 0 - 75 50 50 0 0 0 0
１ 91 10 32 58 - 74 54 37 8 1 2 7
２ 90 9 22 69 - 82 67 29 3 1 1 0











































































なしやや 大 中 あまりなし
あまりなし なし大 やや 大 中
なしあまりなし大 やや 大 中










































































































































52 41 7 0 0 23 56 15 6 31 51 31 64 6 15 8 1 1 0 20 53 22 5 36 47 26 38 40 12 1
77 23 0 0 0 6 79 13 2 27 59 24 70 0 9 1 0 0 2 4 77 16 3 32 69 20 39 35 4 1
80 20 0 0 0 0 100 0 0 100 50 75 50 0 25 0 0 0 0 20 80 0 0 100 60 60 60 60 20 20
36 53 10 0 1 15 54 24 7 36 41 45 62 3 1 0 0 4 16 7 48 30 15 39 59 41 38 7 2 2
19 79 2 0 0 3 68 26 3 37 43 42 69 0 1 0 0 3 7 1 63 30 6 37 77 23 33 0 2 0
100 0 0 0 0 0 50 50 0 100 0 0 50 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 100 50 0 0 0 0
39 56 5 0 0 21 44 26 9 41 47 36 64 5 1 0 1 8 16 9 50 29 12 35 57 32 35 8 5 1
21 77 2 0 0 6 68 23 3 40 53 31 71 0 1 0 0 5 5 2 69 21 8 34 80 20 36 1 1 0
66 17 17 0 0 33 33 17 17 40 60 20 80 0 0 0 0 17 0 17 33 33 17 40 80 40 40 0 0 0
51 44 5 0 0 18 48 29 5 39 39 38 58 4 4 1 1 2 5 14 41 35 10 33 47 29 36 11 11 3
64 36 0 0 0 2 75 21 2 33 55 28 70 1 2 1 0 0 0 3 58 31 8 33 80 17 37 0 2 0
50 50 0 0 0 0 75 25 0 25 75 25 75 0 0 0 0 0 0 0 50 50 0 25 100 0 0 0 0 0
37 56 5 0 2 21 49 19 11 38 37 42 57 8 2 0 0 11 18 12 44 27 17 37 53 33 32 12 3 3
18 80 1 0 1 7 67 21 5 37 43 34 68 2 1 0 0 7 10 3 61 28 8 39 79 19 30 0 1 0
25 50 25 0 0 0 25 75 0 25 0 25 75 25 0 0 0 25 25 0 25 75 0 0 75 50 0 0 0 0
41 48 11 0 0 19 56 17 8 35 46 48 59 6 2 2 0 2 5 16 51 21 12 32 50 32 32 18 6 4
35 64 1 0 0 7 78 14 1 33 51 35 78 1 1 0 0 0 3 8 74 14 4 31 85 19 37 1 1 0
0 100 0 0 0 50 50 0 0 100 100 50 100 0 0 0 0 0 0 50 50 0 0 50 100 0 50 0 0 0
47 42 9 0 2 32 38 20 10 42 29 49 58 11 1 0 2 7 32 23 32 29 16 38 51 28 40 11 4 1
63 36 1 0 0 15 57 21 7 53 26 45 69 2 1 0 0 9 15 13 48 26 13 50 68 19 41 2 2 0
62 25 13 0 0 25 37 25 13 57 29 43 86 14 0 0 0 13 38 25 25 37 13 86 57 29 43 0 0 0
61 27 10 0 2 17 46 25 12 44 35 42 58 11 2 0 0 3 9 11 40 32 17 41 48 33 37 13 6 2
92 8 0 0 0 7 66 24 3 53 37 36 67 0 1 0 0 0 4 7 55 33 5 46 84 13 30 0 1 0
100 0 0 0 0 50 0 50 0 50 100 50 50 0 0 0 0 0 0 50 0 50 0 50 100 50 50 0 0 0
49 49 1 0 1 27 43 19 11 35 52 37 61 13 3 0 1 1 5 22 32 31 15 33 65 28 39 9 4 0
67 33 0 0 0 9 69 20 2 30 64 28 76 2 1 0 1 1 0 7 58 26 9 26 86 15 45 1 3 1
























































































































課題 大 中 小 なし
指







































































１ 118 14 27 59 - 84 71 23 5 1 10 4
２ 104 8 25 67 - 88 78 18 3 1 5 1
専 8 100 0 0 - 78 62 25 13 0 0 0
１ 142 27 25 48 - 70 45 48 7 0 0 6
２ 133 18 28 54 - 67 37 59 4 0 0 2
専 24 100 0 0 - 85 70 30 0 0 0 0
１ 129 18 30 52 - 65 36 51 12 1 1 7
２ 117 15 30 55 - 60 25 68 6 1 0 2
専 17 100 0 0 - 83 69 25 6 0 0 0
１ 94 9 30 61 - 59 28 52 20 0 2 5
２ 88 5 19 76 - 53 14 69 17 0 0 2
専 4 100 0 0 - 63 25 75 0 0 0 0
１ 113 14 32 54 - 61 30 52 18 0 1 2
２ 110 6 29 65 - 55 16 72 12 0 0 0








































































































































































88 11 1 0 0 36 42 14 8 30 60 32 68 10 5 4 0 7 7 28 42 22 8 28 46 28 52 20 15 0
100 0 0 0 0 23 56 16 5 29 67 24 76 1 1 0 0 5 1 21 53 21 5 26 65 24 66 12 7 0
100 0 0 0 0 36 38 13 13 57 57 43 71 0 0 0 0 0 0 36 13 38 13 14 57 29 71 14 14 0
43 49 6 0 2 31 46 18 5 46 42 42 65 8 3 1 1 1 10 20 46 22 12 50 59 33 32 8 3 0
39 59 1 1 0 14 72 12 2 54 51 33 75 2 1 0 0 0 2 7 66 22 5 47 81 23 31 3 2 2
54 46 0 0 0 33 63 4 0 54 54 38 75 8 0 0 0 0 0 21 62 17 0 50 79 21 46 17 4 4
50 43 5 0 2 28 44 22 6 48 44 36 63 8 5 2 2 3 9 18 49 20 13 45 63 29 36 14 5 0
62 37 1 0 0 12 76 11 1 51 51 30 72 2 1 0 0 0 2 8 70 20 2 40 78 25 30 6 2 2
71 29 0 0 0 35 59 6 0 41 65 29 82 0 0 0 0 0 0 25 62 13 0 38 81 31 25 6 0 0
58 34 8 0 1 22 51 20 7 47 53 30 62 9 3 1 0 2 5 14 46 26 14 47 64 36 38 7 3 1
90 9 1 0 0 3 69 26 2 39 60 24 69 0 1 0 0 1 0 2 61 29 8 36 88 20 33 4 4 1
100 0 0 0 0 25 50 25 0 100 50 50 75 0 0 0 0 0 0 34 33 0 33 50 100 50 50 0 0 0
71 27 0 2 0 24 39 30 7 38 57 38 59 5 3 0 2 1 2 14 45 30 11 37 60 39 37 12 4 1
88 11 1 0 0 4 66 29 1 33 71 29 65 0 1 0 0 0 0 3 66 27 4 27 80 33 40 5 2 1


























































































































［知的資産の増大］ 当 該領域自体の知的資産 増大への寄与
大 やや大
やや大






























課題 大 中 小 なし
指







































































１ 104 17 25 58 - 68 42 47 9 2 6 8
２ 100 6 31 63 - 60 27 62 8 3 7 0
専 6 100 0 0 - 29 0 50 17 33 40 0
１ 118 17 29 54 - 71 47 43 8 2 3 9
２ 111 9 29 62 - 68 43 47 7 3 3 3
専 10 100 0 0 - 90 80 20 0 0 0 0
１ 124 16 27 57 - 69 44 44 11 1 1 4
２ 119 10 24 66 - 70 41 55 3 1 0 2
専 12 100 0 0 - 96 92 8 0 0 0 0
１ 93 12 32 56 - 70 45 47 7 1 0 7
２ 93 3 30 67 - 62 29 63 7 1 0 0
専 3 100 0 0 - 33 0 67 0 33 0 0
１ 123 23 31 46 - 75 54 38 8 0 0 4
２ 115 13 37 50 - 80 62 33 4 1 0 0
専 15 100 0 0 - 90 80 20 0 0 0 0
１ 90 14 17 69 - 62 33 48 19 0 1 9
２ 95 6 20 74 - 59 22 69 9 0 0 2

































































なしやや 大 中 あまりなし
あまりなし なし大 やや 大 中
なしあまりなし大 やや 大 中










































































































































42 48 10 0 0 22 53 17 8 49 47 35 65 15 2 1 0 6 13 16 43 25 16 44 58 25 39 9 4 0
42 57 1 0 0 11 65 18 6 52 44 28 73 3 1 0 0 8 1 6 57 25 12 48 81 15 30 0 1 0
80 20 0 0 0 0 20 40 40 33 33 33 67 0 0 0 0 40 0 0 20 20 60 0 50 50 0 0 0 0
23 70 6 0 1 30 45 18 7 50 36 41 65 11 3 0 0 4 15 21 37 29 13 42 58 18 38 10 2 0
11 88 0 1 0 16 65 16 3 60 33 37 77 4 1 0 0 5 2 9 63 21 7 51 78 13 38 1 1 0
10 90 0 0 0 30 60 10 0 70 30 50 80 0 0 0 0 0 0 20 60 10 10 88 75 13 50 0 0 0
24 72 4 0 0 34 46 17 3 44 49 33 68 11 4 1 0 1 8 24 41 29 6 42 56 32 37 15 3 0
7 93 0 0 0 20 69 10 1 43 50 30 72 0 2 0 0 0 2 13 69 14 4 48 82 20 32 5 1 0
17 83 0 0 0 42 50 8 0 67 42 25 83 0 0 0 0 0 0 33 50 17 0 75 67 25 58 0 0 0
38 59 2 0 1 26 52 17 5 35 43 30 69 8 1 0 0 0 8 23 44 25 8 37 67 26 39 7 4 1
24 75 1 0 0 7 76 16 1 34 51 21 78 3 1 0 0 0 0 5 70 19 6 36 81 15 43 1 1 0
100 0 0 0 0 0 0 100 0 50 50 0 50 0 0 0 0 0 0 0 50 50 0 0 50 100 0 0 0 0
33 58 7 1 1 36 46 16 2 44 48 39 70 10 2 0 0 0 5 32 36 24 8 46 58 28 42 5 2 0
16 83 1 0 0 18 68 14 0 44 53 27 77 2 1 0 0 0 1 12 65 18 5 41 81 21 46 3 2 1
27 73 0 0 0 40 47 13 0 60 60 47 80 0 0 0 0 0 0 41 33 13 13 54 77 23 46 8 0 0
38 55 7 0 0 23 49 24 4 48 37 33 66 10 1 0 0 1 16 18 38 35 9 51 44 22 47 6 1 0
12 87 1 0 0 9 74 16 1 55 30 33 78 2 1 0 0 0 3 8 63 25 4 60 62 11 44 1 1 0
















































































































領域７ NEMS 技術 
１．領域に関する設問
①当該領域に関する専門度 ②現時点における効果







［知的資産の増大］ 当 該領域自体の知的資産 増大への寄与
大 やや大
やや大






























課題 大 中 小 なし
指







































































１ 70 7 21 72 - 52 22 47 27 4 6 12
２ 75 4 11 85 - 48 11 62 24 3 3 11
専 3 100 0 0 - 50 0 100 0 0 0 0
１ 84 11 29 60 - 66 43 39 16 2 2 7
２ 90 7 18 75 - 74 52 40 8 0 0 7
専 6 100 0 0 - 100 100 0 0 0 0 0
１ 71 13 27 60 - 57 28 44 27 1 1 15
２ 80 1 24 75 - 52 15 67 14 4 3 4
専 1 100 0 0 - 100 100 0 0 0 0 0
１ 124 15 29 56 - 69 45 43 11 1 1 7
２ 114 14 19 67 - 70 44 50 5 1 0 2
専 16 100 0 0 - 100 100 0 0 0 0 0
１ 104 14 25 61 - 65 37 50 12 1 2 10
２ 102 11 17 72 - 55 16 74 10 0 1 5




































































なしやや 大 中 あまりなし
あまりなし なし大 やや 大 中
なしあまりなし大 やや 大 中










































































































































25 62 6 2 5 21 50 19 10 49 39 47 49 4 4 0 0 5 14 11 50 28 11 44 54 30 30 11 2 2
8 91 1 0 0 8 67 24 1 63 29 39 61 0 3 0 0 3 11 3 63 28 6 53 75 16 28 1 1 1
67 33 0 0 0 67 33 0 0 100 67 33 100 0 0 0 0 0 33 33 67 0 0 100 67 67 100 0 0 0
31 60 6 0 3 31 39 26 4 45 45 47 66 5 9 0 0 1 10 24 37 32 7 44 56 30 32 23 4 1
11 89 0 0 0 18 61 20 1 53 43 40 70 0 3 0 0 0 8 11 66 20 3 55 78 27 30 10 1 0
67 33 0 0 0 67 0 33 0 67 50 50 100 0 17 0 0 0 17 34 33 33 0 67 67 67 83 33 0 0
41 54 5 0 0 17 53 25 5 32 50 39 65 3 2 0 0 1 16 13 43 33 11 36 59 32 41 5 2 0
19 78 3 0 0 6 68 23 3 36 57 27 72 0 1 0 0 1 4 5 61 26 8 39 79 23 32 0 1 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 100 100 100 100 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 100 100 100 100 0 0 0
30 60 10 0 0 32 50 16 2 45 50 46 69 8 4 0 0 1 9 18 45 30 7 47 54 42 45 12 1 0
12 87 1 0 0 17 69 14 0 46 59 37 74 2 1 0 0 0 3 10 67 19 4 52 81 25 43 2 1 0
31 69 0 0 0 56 38 6 0 75 75 56 100 0 0 0 0 0 0 19 68 13 0 75 81 56 69 6 0 0
16 66 17 0 1 26 54 18 2 41 47 39 63 7 3 0 0 2 11 20 46 25 9 42 57 32 39 12 4 1
6 87 7 0 0 11 71 17 1 46 51 31 70 1 2 1 0 1 5 7 66 22 5 52 74 24 35 1 1 0


























































































































［知的資産の増大］ 当 該領域自体の知的資産 増大への寄与
大 やや大
やや大






























課題 大 中 小 なし
指







































































１ 92 21 24 55 - 71 49 39 11 1 2 4
２ 97 11 27 62 - 81 67 27 5 1 1 1
専 11 100 0 0 - 86 82 9 0 9 9 0
１ 104 20 18 62 - 76 57 31 12 0 1 5
２ 110 13 22 65 - 88 77 18 4 1 1 4
専 14 100 0 0 - 89 79 21 0 0 7 7
１ 67 12 18 70 - 57 26 56 13 5 3 8
２ 77 9 10 81 - 53 12 77 11 0 0 1
専 7 100 0 0 - 68 43 43 14 0 0 0
１ 102 17 24 59 - 70 47 43 6 4 3 9
２ 99 11 16 73 - 77 59 33 5 3 2 3
専 11 100 0 0 - 70 64 9 9 18 9 0
１ 109 14 28 58 - 57 25 56 18 1 0 5
２ 103 11 25 64 - 55 15 77 8 0 0 2

































































なしやや 大 中 あまりなし
あまりなし なし大 やや 大 中
なしあまりなし大 やや 大 中










































































































































51 42 5 1 1 36 49 10 5 31 41 41 67 8 8 4 0 3 8 33 41 18 8 39 51 29 45 25 8 1
75 23 1 1 0 25 67 6 2 31 57 36 79 1 3 1 0 1 3 21 66 9 4 29 75 19 55 17 3 1
82 9 0 9 0 55 36 9 0 36 64 18 45 9 0 0 0 9 9 55 36 9 0 36 55 9 64 9 0 9
70 23 7 0 0 42 40 14 4 37 45 39 68 9 5 3 0 4 9 39 41 15 5 34 47 30 54 22 11 1
93 4 3 0 0 39 48 11 2 32 56 26 79 2 4 1 0 2 5 28 58 11 3 28 69 17 65 15 5 0
93 0 7 0 0 65 14 21 0 36 43 14 57 7 0 0 0 7 7 46 31 23 0 38 54 15 46 8 8 0
63 31 4 0 2 25 51 13 11 37 55 29 55 10 10 8 0 7 8 21 52 16 11 46 52 24 38 18 6 2
92 8 0 0 0 12 66 19 3 27 66 23 70 3 3 1 0 0 1 12 71 12 5 35 74 14 49 7 4 0
100 0 0 0 0 0 71 29 0 14 29 29 43 29 0 0 0 0 0 14 72 14 0 29 57 0 43 14 0 0
52 34 13 0 1 41 41 11 7 41 41 34 64 10 7 8 0 6 14 39 39 14 8 36 51 29 42 16 16 0
91 8 1 0 0 38 51 7 4 39 54 25 77 4 3 3 0 2 3 38 49 8 5 32 80 16 58 10 4 1
91 0 9 0 0 36 46 9 9 30 50 20 60 20 0 0 0 9 9 27 46 18 9 30 60 0 40 10 0 10
52 40 6 0 2 21 50 18 11 31 52 42 63 9 3 1 0 0 7 17 49 19 15 33 58 30 49 11 5 0
80 20 0 0 0 5 81 12 2 27 57 26 73 2 1 0 0 0 3 6 75 15 4 26 80 17 55 5 3 1


























































































































［知的資産の増大］ 当 該領域自体の知的資産 増大への寄与
大 やや大
やや大






























課題 大 中 小 なし
指







































































１ 88 9 24 67 - 63 34 52 14 0 0 7
２ 92 4 18 78 - 56 16 76 8 0 0 0
専 4 100 0 0 - 75 50 50 0 0 0 0
１ 105 12 27 61 - 68 40 50 10 0 0 3
２ 99 8 29 63 - 66 34 63 3 0 0 1
専 8 100 0 0 - 81 62 38 0 0 0 0
１ 101 18 27 55 - 71 47 45 8 0 0 6
２ 100 13 19 68 - 76 54 43 3 0 0 2
専 13 100 0 0 - 96 92 8 0 0 0 0
１ 116 33 22 45 - 74 52 41 7 0 1 1
２ 115 17 27 56 - 83 68 28 4 0 0 0
専 20 100 0 0 - 98 95 5 0 0 0 0
１ 90 17 27 56 - 65 40 39 21 0 2 2
２ 97 9 23 68 - 68 41 47 12 0 0 0
専 9 100 0 0 - 94 89 11 0 0 0 0
１ 81 10 20 70 - 51 19 48 29 4 9 8
２ 85 5 9 86 - 51 14 62 23 1 5 4
専 4 100 0 0 - 75 50 50 0 0 0 0
１ 115 20 19 61 - 81 63 32 5 0 0 2
２ 106 14 19 67 - 87 76 20 4 0 0 2












































































なしやや 大 中 あまりなし
あまりなし なし大 やや 大 中
なしあまりなし大 やや 大 中










































































































































17 78 4 0 1 24 57 13 6 37 36 44 63 8 5 1 0 0 8 17 52 18 13 42 53 29 40 10 1 0
4 95 1 0 0 12 72 13 3 44 35 42 70 1 3 1 0 0 1 9 69 16 6 44 76 19 42 0 1 0
0 100 0 0 0 50 50 0 0 75 25 50 100 0 0 0 0 0 25 50 50 0 0 75 25 50 75 0 0 0
32 64 3 0 1 29 54 16 1 39 48 38 68 7 17 2 0 0 4 19 56 22 3 40 52 31 41 27 10 1
18 82 0 0 0 16 75 8 1 32 62 28 78 0 9 1 0 0 1 13 74 11 2 39 82 18 43 18 1 0
38 62 0 0 0 50 50 0 0 63 50 63 100 0 13 0 0 0 0 38 49 13 0 63 88 50 50 38 0 0
23 75 1 0 1 44 43 12 1 43 47 42 64 10 25 8 0 4 8 41 45 13 1 36 48 32 39 39 17 0
11 89 0 0 0 41 49 8 2 50 60 36 74 1 19 1 0 0 1 35 51 13 1 40 77 26 37 36 11 1
46 54 0 0 0 92 8 0 0 77 54 62 77 0 46 0 0 0 0 69 31 0 0 46 77 46 31 38 8 0
33 64 3 0 0 41 45 11 3 42 55 42 66 9 21 4 0 2 2 37 45 15 3 32 52 33 41 49 13 0
17 82 1 0 0 34 52 13 1 39 60 29 79 5 16 1 0 0 0 32 55 12 1 34 75 21 42 49 5 2
32 68 0 0 0 70 25 5 0 35 50 25 100 0 20 0 0 0 0 74 26 0 0 32 74 16 47 58 0 5
17 76 6 0 1 34 45 19 2 38 49 37 67 14 17 2 0 0 4 31 43 22 4 38 49 28 37 36 16 1
5 95 0 0 0 23 65 11 1 41 55 26 72 4 10 1 0 0 0 17 66 16 1 41 74 20 38 25 3 1
44 56 0 0 0 89 11 0 0 67 56 33 89 0 11 0 0 0 0 56 44 0 0 56 67 22 44 11 0 0
7 88 4 0 1 18 46 27 9 47 41 47 59 10 9 0 0 7 11 17 51 23 9 48 48 18 36 22 4 1
0 98 1 1 0 10 69 17 4 55 40 36 65 5 1 0 0 10 5 8 68 18 6 58 77 12 36 4 3 0
0 100 0 0 0 25 75 0 0 75 50 50 50 25 0 0 0 0 0 25 75 0 0 75 75 25 50 0 0 0
16 80 2 0 2 48 38 13 1 39 55 40 64 11 14 7 0 0 2 40 43 15 2 35 51 39 44 41 14 1
7 93 0 0 0 59 31 9 1 47 67 35 71 4 12 2 0 0 2 41 49 8 2 40 75 30 47 36 7 1


























































































































［知的資産の増大］ 当 該領域自体の知的資産 増大への寄与
大 やや大
やや大






























課題 大 中 小 なし
指







































































１ 90 14 21 65 - 72 52 34 13 1 0 0
２ 94 4 16 80 - 82 67 26 6 1 0 0
専 4 100 0 0 - 100 100 0 0 0 0 0
１ 105 10 20 70 - 68 45 39 16 0 0 0
２ 100 3 20 77 - 73 52 37 10 1 0 0
専 3 100 0 0 - 83 67 33 0 0 0 0
１ 93 14 15 71 - 71 51 33 14 2 0 0
２ 96 3 19 78 - 76 59 31 8 2 0 0
専 3 100 0 0 - 100 100 0 0 0 0 0
１ 83 5 20 75 - 59 35 35 26 4 3 3
２ 92 3 15 82 - 61 28 62 8 2 0 1
専 3 100 0 0 - 83 67 33 0 0 0 0
１ 79 11 18 71 - 67 43 43 13 1 0 5
２ 91 9 15 76 - 72 47 49 3 1 0 0


































































なしやや 大 中 あまりなし
あまりなし なし大 やや 大 中
なしあまりなし大 やや 大 中










































































































































100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 60 32 8 0 31 46 19 16 41 46 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 74 19 7 0 32 68 10 10 44 48 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 67 33 0 100 0 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 3 51 32 16 1 32 43 17 16 37 49 2
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 64 28 7 1 30 70 6 11 34 49 1
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 50 50 0 0 50 50 0 0 50 0 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 56 23 16 5 36 49 17 25 35 49 1
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 70 19 10 1 33 73 8 13 34 48 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 50 100 0 50 0 50 0
4 91 1 0 4 27 40 25 8 43 42 45 49 9 9 12 0 3 4 32 39 22 7 38 45 25 34 31 32 3
0 100 0 0 0 15 67 17 1 45 56 42 69 4 7 4 0 0 1 20 66 13 1 33 80 20 28 23 22 0
0 100 0 0 0 34 33 33 0 33 100 33 67 0 0 0 0 0 0 34 33 33 0 33 100 0 33 0 33 0
7 86 3 0 4 34 39 19 8 37 49 40 59 9 9 7 0 1 5 33 45 19 3 36 45 29 33 28 25 1
1 98 1 0 0 24 62 13 1 41 55 38 79 2 5 2 0 0 1 20 69 10 1 37 80 21 36 20 17 0






































































































































4 金属材料の疲労を非破壊検査し、使用条件に応じた残存寿命を in situ で推測する技術 
○自動車メーカー/航空メーカー等への利用義務を課する等の法的措置が有効。○社会的インフラ（関連道路、原子炉等）のメインテ
ナンス技術としての予防診断ネットワークの構築。○pencil TEM○原子レベルでの動きを材料全体にわたって計測するのは不可能。 
5 収差補正した超高分解能電子顕微鏡（分解能が 0.05nm） 
○収差補正することなく、レンズレス電子顕微鏡の開発が必要。○0.5nm は TEM、AFM、STM で既に実現している。○材料(物質)特許
取得を促進するために有効(物質、特許取得を早めるモデル的な基盤を整備しては？)。 






















13 ナノメ－トルスケールの 3 次元集積加工技術 
○SPM で可能だが量産性なし。○研究で 30nm、実用で 50nm を想定して、開発を進めれば、効率的優位な技術開発ができると思う。
○ナノオプティクス、ナノフォトニクス等の産業化のため重要。○ICのデバイス構造はこの様になっております。○デバイス応用具体化を
急ぐべき。 
















18 mRNA、tRNA を用いない in vitro のシーケンス制御による、任意の構造を持つタンパク質合成法 
○mRNA、tRNA を上手に活用する手法も視野に入れるべき。○米国 Affymetrix 社の手法が利用できると思われます。 
19 照明用の有機高分子面発光体 
○小川桂一郎の基礎と EL を組合せてみてはどうでしょうか?○技術的には近い将来（数年以内）なので、企業間の早期技術開発競争































○新しい MRhead がないと、大型ストレージは手ずまり。○spintronix の可能性あります。 
31 室温で銅と同等の電気伝導度と耐環境性を有する高分子材料 
○プラスチック IC に使いたい。 
32 圧電率がPZT（Pb(Zr,Ti)O3）なみの鉛フリー強誘電体 











37 誘電率 1.3 以下の超 LSI 用絶縁材料 
○発熱の問題の方が重要です。○ε<1.3 以下の low k 膜が出来たとしても産業界で使用されない。材料強度、安定性からビジネスにな
らないため。○配線材料 Cu の抵抗も増大しており、これだけでは不足です。○ヤング率、弾性係数等から、代替案としての「エアー・ギ
ャップ」方式の研究に軸足を移すべき。○実現してもプロセッサの速度が 1.5～2 倍上昇するだけ。インパクト小さい。 






































51 10GHz 以上で動作する、優れた ON・OFF 特性を持つ機械スイッチング素子 
○IC で充分では？クロスカットの問題を考えているのでしょうか。○すでにある電気的素子への優位性不明。○接点間１nm 以下では、ト
ンネルする１nm を 0.1nsec で動くためには 10 の 10 乗Ｇの加速度がかかる。○10ＧＨz 以上を機械スイッチング素子で行う意味がわから


























値が生じる。○IC の配線ではｌiｎｋ材として、１nm 程度のポアを用いております。 
59 分子量３万程度のタンパク質の一次配列構造から三次元立体構造を予測する技術 

























68 診断用 DNA チップやプロテインチップの製品規格の策定 
○国民が分りにくいものは早く技術的内容及び安全性について説明を行い、規制や貿易関係を含めて検討しておいた方が良い。○米
国アフィメトリックス社で売り出しております。 






































in-situ and operando XAFS に可能性を感じている。現時点ではこの計測技術はフランスにある欧州放射光施設（ESRF）の ID24 が最も





































7 NEMS 技術 
○デバイス加工技術につながる MEMS 技術の開拓。NEMS 設計技術（ナノ領域のシミュレーション技術はマクロ領域とは別物で確立さ
れていない）。環境モニタリングにつながる NEMS 技術(アイデア構策が重要)。○医療用を拡大し、高齢者や障害者にも優しいナノテク
活用 NEMS の実現が望まれる。○トップダウン技術で作ったナノ機械の中で、ボトムアップ技術でつくった分子機能要素やナノ材料を適




























2011 12 強度、じん性、疲労特性等に優れた構造材料の性能を劣化させない溶接技術〈領域 3〉 
2011 19 照明用の有機高分子面発光体〈領域 4〉 
2012 04 金属材料の疲労を非破壊検査し、使用条件に応じた残存寿命を in situ で推測する技術〈領域 2〉 
2012 05 収差補正した超高分解能電子顕微鏡（分解能が 0.05nm）〈領域 2〉 
2012 06 原子・分子を 1 個 1 個観察しつつ、分析する技術〈領域 2〉 
2012 07 高温反応（1500℃付近）のその場観察技術〈領域 2〉 
2012 08 ナノメートル分解能で定量組成分析及び物性値計測が可能な走査プローブ分析法〈領域 2〉 
2012 10 細胞等ソフト試料(マテリアル)の 3 次元顕微法〈領域 2〉 
2012 15 500℃以上の温度差の繰返し熱疲労に耐えられるセラミックスと金属の接合技術〈領域 3〉 
2012 17 安価で簡便なナノメートルスケールの型形成技術〈領域 3〉 
2012 24 気相コーティングでダイヤモンドより硬い工具を作製する技術〈領域 4〉 
2012 29 人骨とほぼ同等の機能を有する生体用セラミックス〈領域 5〉 
2012 38 変換効率 20％以上の大面積アモルファスシリコン太陽電池〈領域 5〉 
2012 42 カーボンナノチューブによる軽量・コンポジット構造材料〈領域 5〉 
2012 65 がんや難病の発病リスクを的確に診断するとともに、治療指針を示すための情報をごく短時間に供給するバイオ
チップ診断システム〈領域 9〉 
2012 69 DNA タグを用いた高度な認証技術〈領域 10〉 
2013 01 第一原理計算の高度化に基づいたシミュレーションにより、所定の(きわめて優れた)特性を持つナノ材料を設計
する技術〈領域 1〉 
2013 09 チップ型の走査プローブ分析装置〈領域 2〉 
2013 11 数ナノメートルスケールの分解能を有する３次元断層撮像装置〈領域 2〉 
2013 13 ナノメ－トルスケールの 3 次元集積加工技術〈領域 3〉 
2013 14 寸法、形状が１nm 級の精度で制御できる産業加工技術〈領域 3〉 
2013 16 自己組織化により特定のナノスケール構造・特性を示す材料の製造〈領域 3〉 
2013 20 従来の石油化学プロセスに代わる、再生可能な資源を用いた高分子合成プロセス〈領域 4〉 
2013 22 ナノ構造制御による超塑性セラミックス製造技術〈領域 4〉 
2013 23 設計通りの構造をもつナノチューブ作成技術〈領域 4〉 
2013 32 圧電率が PZT（Pb(Zr,Ti)O3）なみの鉛フリー強誘電体〈領域 5〉 
2013 37 誘電率 1.3 以下の超 LSI 用絶縁材料〈領域 5〉 
2013 39 ナノメートルスケールで制御された構造を持つことにより新機能または革新的物性を発現する有機・無機複合材
料〈領域 5〉 
2013 46 フェムト秒オーダーの超高速光スイッチングデバイス〈領域 6〉 
2013 47 ナノメータの精度で作成されたデバイスあるいはセンサ〈領域 6〉 
2013 54 メタンから直接水素を製造する低温触媒プロセス〈領域 8〉 
2013 55 太陽光で水を分解する水素生産プロセス〈領域 8〉 
2013 56 従来のコークス炉に代わる、水素を用いた経済的還元法による製鉄法〈領域 8〉 
2013 58 分離膜におけるナノポアの完全制御〈領域 8〉 
2013 59 分子量３万程度のタンパク質の一次配列構造から三次元立体構造を予測する技術〈領域 9〉 
2013 62 体内の標的細胞内部の任意の部位に薬や遺伝子を運ぶ、外部からの信号によって誘導されるナノキャリアシス
テム〈領域 9〉 
2013 63 動物実験代替に用いる細胞組織センサ（細胞や組織を構成要素とするバイオセンサ）〈領域 9〉 
 783
実現年 課題 
2013 70 生体と同活性をもつプロテインチップを用いたウィルス検出技術〈領域 10〉 
2014 03 グリッドコンピューティング等によるマルチスケールシミュレーションを活用したナノ工業材料設計〈領域 1〉 
2014 18 mRNA、tRNA を用いない in vitro のシーケンス制御による、任意の構造を持つタンパク質合成法〈領域 4〉 
2014 25 固体表面・界面の構造と性質を原子レベルで自在に制御する技術〈領域 4〉 
2014 27 立体規則性、連鎖構造、分子量およびその分布を分子レベルで任意に制御できる精密重合プロセス〈領域 4〉 
2014 34 1200℃の高温(大気)中において 15kgf/mm2(約 150ＭPa)の荷重に 1000 時間以上耐えられる耐熱合金〈領域 5〉
2014 40 必要な時に必要な場所で実用的に意味のある刺激応答機能を示すナノ材料〈領域 5〉 
2014 41 実用レベルの半導体ダイヤモンド〈領域 5〉 
2014 43 単電子メモリ素子〈領域 6〉 
2014 45 タンパク質や DNA を素子とする分子デバイス・センサ〈領域 6〉 
2014 48 スピン運動を原子・分子レベルで測定・制御する技術〈領域 6〉 
2014 50 生体分子に対するナノサージェリーマニピュレータ(生体分子を直接的に操作、切除、接合、加工するマニピュレ
ータ)〈領域 7〉 
2014 51 10GHz 以上で動作する、優れた ON・OFF 特性を持つ機械スイッチング素子〈領域 7〉 
2014 52 ナノ半導体デバイスや分子デバイス、ナノ材料、DNA たんぱく質などの生体分子など、ナノメートルスケールの
機能構造体に対してマルチセンシング・マルチプロセシングが可能なマルチナノプローブ顕微分析・加工制御・
操作技術〈領域 7〉 
2014 53 単一分子検出感度を有するプローブアレイ型センサ素子〈領域 7〉 





2015 28 有機・無機・金属等の材料をナノレベルで自在にアッセンブリーする技術〈領域 4〉 
2015 49 ブラウン運動を動力とするＮＥＭＳ〈領域 7〉 
2015 61 幹細胞による培養自己組織を組み込んだハイブリッド型人工臓器〈領域 9〉 
2016 31 室温で銅と同等の電気伝導度と耐環境性を有する高分子材料〈領域 5〉 
2016 36 ナノメートルスケールでヘテロ構造を制御することによる、(BH)max＝400kJ/m3(50.3MGOe)以上の異方性ナノコ
ンポジット磁石〈領域 5〉 
2017 21 光をエネルギー源として炭酸ガスと水から直接プラスチックを合成する技術〈領域 4〉 
2017 26 デンドリマーを活用した人工光合成技術〈領域 4〉 
2017 44 分子・原子 1 個のスイッチング機能を利用した素子〈領域 6〉 
2018 30 室温以上のキュリー点をもつ全有機強磁性体〈領域 5〉 
2019 33 液体窒素温度以上に移転点を持つ高分子超電導材料〈領域 5〉 
2022 35 常温以上に転移点をもつ超電導体〈領域 5〉 





2012 67 化粧品、食品などの消費財に関するナノ粒子使用の安全基準の策定〈領域 10〉 
2013 66 DDS のカプセル材料や投与量についての安全基準の策定〈領域 10〉 
2013 68 診断用 DNA チップやプロテインチップの製品規格の策定〈領域 10〉 
2016 12 強度、じん性、疲労特性等に優れた構造材料の性能を劣化させない溶接技術〈領域 3〉 
2016 19 照明用の有機高分子面発光体〈領域 4〉 
2018 05 収差補正した超高分解能電子顕微鏡（分解能が 0.05nm）〈領域 2〉 
2018 06 原子・分子を 1 個 1 個観察しつつ、分析する技術〈領域 2〉 
2019 04 金属材料の疲労を非破壊検査し、使用条件に応じた残存寿命を in situ で推測する技術〈領域 2〉 
2019 07 高温反応（1500℃付近）のその場観察技術〈領域 2〉 
2019 08 ナノメートル分解能で定量組成分析及び物性値計測が可能な走査プローブ分析法〈領域 2〉 
2019 14 寸法、形状が１nm 級の精度で制御できる産業加工技術〈領域 3〉 
2019 15 500℃以上の温度差の繰返し熱疲労に耐えられるセラミックスと金属の接合技術〈領域 3〉 
2019 17 安価で簡便なナノメートルスケールの型形成技術〈領域 3〉 
2019 24 気相コーティングでダイヤモンドより硬い工具を作製する技術〈領域 4〉 
2020 09 チップ型の走査プローブ分析装置〈領域 2〉 
2020 10 細胞等ソフト試料(マテリアル)の 3 次元顕微法〈領域 2〉 
2020 13 ナノメ－トルスケールの 3 次元集積加工技術〈領域 3〉 
2020 20 従来の石油化学プロセスに代わる、再生可能な資源を用いた高分子合成プロセス〈領域 4〉 
2020 22 ナノ構造制御による超塑性セラミックス製造技術〈領域 4〉 
2020 29 人骨とほぼ同等の機能を有する生体用セラミックス〈領域 5〉 
2020 37 誘電率 1.3 以下の超 LSI 用絶縁材料〈領域 5〉 
2020 38 変換効率 20％以上の大面積アモルファスシリコン太陽電池〈領域 5〉 
2020 42 カーボンナノチューブによる軽量・コンポジット構造材料〈領域 5〉 
2020 65 がんや難病の発病リスクを的確に診断するとともに、治療指針を示すための情報をごく短時間に供給するバイ
オチップ診断システム〈領域 9〉 
2020 69 DNA タグを用いた高度な認証技術〈領域 10〉 
2020 70 生体と同活性をもつプロテインチップを用いたウィルス検出技術〈領域 10〉 
2021 01 第一原理計算の高度化に基づいたシミュレーションにより、所定の(きわめて優れた)特性を持つナノ材料を設計
する技術〈領域 1〉 
2021 11 数ナノメートルスケールの分解能を有する３次元断層撮像装置〈領域 2〉 
2021 16 自己組織化により特定のナノスケール構造・特性を示す材料の製造〈領域 3〉 
2021 18 mRNA、tRNA を用いない in vitro のシーケンス制御による、任意の構造を持つタンパク質合成法〈領域 4〉 
2021 23 設計通りの構造をもつナノチューブ作成技術〈領域 4〉 
2021 54 メタンから直接水素を製造する低温触媒プロセス〈領域 8〉 
2021 56 従来のコークス炉に代わる、水素を用いた経済的還元法による製鉄法〈領域 8〉 
2022 03 グリッドコンピューティング等によるマルチスケールシミュレーションを活用したナノ工業材料設計〈領域 1〉 
2022 32 圧電率が PZT（Pb(Zr,Ti)O3）なみの鉛フリー強誘電体〈領域 5〉 
2022 39 ナノメートルスケールで制御された構造を持つことにより新機能または革新的物性を発現する有機・無機複合材
料〈領域 5〉 
2022 41 実用レベルの半導体ダイヤモンド〈領域 5〉 
2022 47 ナノメータの精度で作成されたデバイスあるいはセンサ〈領域 6〉 
2022 55 太陽光で水を分解する水素生産プロセス〈領域 8〉 
2022 58 分離膜におけるナノポアの完全制御〈領域 8〉 
 785
実現年 課題 





2022 63 動物実験代替に用いる細胞組織センサ（細胞や組織を構成要素とするバイオセンサ）〈領域 9〉 
2023 25 固体表面・界面の構造と性質を原子レベルで自在に制御する技術〈領域 4〉 
2023 27 立体規則性、連鎖構造、分子量およびその分布を分子レベルで任意に制御できる精密重合プロセス〈領域 4〉
2023 40 必要な時に必要な場所で実用的に意味のある刺激応答機能を示すナノ材料〈領域 5〉 
2023 46 フェムト秒オーダーの超高速光スイッチングデバイス〈領域 6〉 
2023 51 10GHz 以上で動作する、優れた ON・OFF 特性を持つ機械スイッチング素子〈領域 7〉 
2023 52 ナノ半導体デバイスや分子デバイス、ナノ材料、DNA たんぱく質などの生体分子など、ナノメートルスケールの
機能構造体に対してマルチセンシング・マルチプロセシングが可能なマルチナノプローブ顕微分析・加工制御・
操作技術〈領域 7〉 
2023 57 地球環境保護に寄与する二酸化炭素固定化触媒〈領域 8〉 
2024 02 多元系材料において、元素組成を与えると熱平衡状態における構造と物性を厳密に予測できるコンピュータシ
ミュレーション技術および非平衡系ナノ材料データベース〈領域 1〉 
2024 34 1200℃の高温(大気)中において 15kgf/mm2(約 150ＭPa)の荷重に 1000 時間以上耐えられる耐熱合金〈領域 5〉
2024 53 単一分子検出感度を有するプローブアレイ型センサ素子〈領域 7〉 
2024 61 幹細胞による培養自己組織を組み込んだハイブリッド型人工臓器〈領域 9〉 
2025 36 ナノメートルスケールでヘテロ構造を制御することによる、(BH)max＝400kJ/m3(50.3MGOe)以上の異方性ナノコ
ンポジット磁石〈領域 5〉 
2025 43 単電子メモリ素子〈領域 6〉 
2025 48 スピン運動を原子・分子レベルで測定・制御する技術〈領域 6〉 
2025 50 生体分子に対するナノサージェリーマニピュレータ(生体分子を直接的に操作、切除、接合、加工するマニピュ
レータ)〈領域 7〉 
2026 21 光をエネルギー源として炭酸ガスと水から直接プラスチックを合成する技術〈領域 4〉 
2026 28 有機・無機・金属等の材料をナノレベルで自在にアッセンブリーする技術〈領域 4〉 
2026 31 室温で銅と同等の電気伝導度と耐環境性を有する高分子材料〈領域 5〉 
2026 45 タンパク質や DNA を素子とする分子デバイス・センサ〈領域 6〉 
2027 49 ブラウン運動を動力とするＮＥＭＳ〈領域 7〉 
2028 26 デンドリマーを活用した人工光合成技術〈領域 4〉 
2028 30 室温以上のキュリー点をもつ全有機強磁性体〈領域 5〉 
2029 44 分子・原子 1 個のスイッチング機能を利用した素子〈領域 6〉 
2031 33 液体窒素温度以上に移転点を持つ高分子超電導材料〈領域 5〉 
2033 35 常温以上に転移点をもつ超電導体〈領域 5〉 
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（小林 敏雄、平松 金雄） 
 
 





















ける IT 利用が減ることはない」と考えているものと推測できる。 






































































































































































ナノテクノロジーという概念は、１９５９年に物理学者の Richard P. Feynman(米)が「原子１個１個のレベルから
物質、素子や機械を組立てることがいずれ可能になる」ことを示唆したことに始まると言われている。1974 年には
東京理科大学の谷口紀男教授が国際生産技術会議で「２０００年には１nm 程度の精密加工精度が実現する、








































る、と読むべきであろう。米国では、２００４年１２月に NII(National Innovation Initiative)が“ INNOVATE 

























































































































































































































































































































































R1 発送 R1 回収 回収率 R2 発送 R2 回収 回収率 
255 人 186 人 73％ 186 人 163 人 88% 
 
男 161 人 会社員 86 人 大 5.7 ％
女 1 人 大学教職員 64 人 中 18.6 ％
性 
別 
無回答 1 人 公的機関職員 6 人 小 75.6 ％
20 代 なし 団体職員 3 人
30 代  10 人 その他 4 人











50 代 78 人 研究開発従事 121 人
60 代 26 人 上記以外 42 人

















１．情報・通信 74.5% １．情報・通信 15.4%
２．エレクトロニクス 30.7% ２．エレクトロニクス 7.4%
３．ライフサイエンス 8.8% ３．ライフサイエンス 54.4%
４．保健・医療・福祉 7.3% ４．保健・医療・福祉 15.4%
５．農林水産・食品 0.7% ５．農林水産・食品 6.6%
６．フロンティア 0.0% ６．フロンティア 13.2%
７．エネルギー・資源 33.6% ７．エネルギー・資源 59.6%
８．環境 51.8% ８．環境 38.2%
９．ナノテクノロジー・材料 73.0% ９．ナノテクノロジー・材料 47.8%
10．製造 10．製造 
11．産業基盤 5.8% 11．産業基盤 2.9%
12．社会基盤 0.0% 12．社会基盤 2.9%
13．社会技術 12.4% 13．社会技術 34.6%
今後５ ～１ ０ 年に融合・ 連携を積極的に進めるべ き分野
 14．その他 0.0%



























材料       
情報       
機械、治・工具 
ロボット 
      
工法（加工・組立）       
要素技術
 
環境・エネルギー       
少 子 ・ 高 齢 化 ・ 福
祉・国際化 
      
安全・安心・クリー
ン・エルゴノミクス 
      
社会作業者
 国際競争力の確保       




 領域 概要 
1 





































































































１．高齢者・女性の雇用促進 101 人（72.1%） 
２．外国人労働者の雇用促進 13 人（9.3%） 
３．自動化・ロボット化の促進 26 人（18.6%） 















































高度IT利用製造技術  6.6  6.6  7.4  6.7  5.7  6.1
バーチャルデザイン製造技術  6.4  6.4  6.9  6.0  5.6  5.5
高付加価値製品製造技術  6.6  6.5  7.0  6.9  5.3  6.1
ナノ加工・微細加工技術  7.6  7.5  7.2  7.5  5.4  5.9
循環型・低環境負荷製造技術  6.2  6.2  6.5  6.5  7.5  7.0
製造に係わる人間・ロボット  7.1  6.9  7.1  6.7  6.3  6.4
特殊環境下製造技術  6.3  6.1  5.6  6.0  4.8  4.9
社会インフラ関連高度製造技術  6.3  6.2  6.9  6.2  7.1  6.6
表面改質と界面制御技術  7.0  6.9  7.1  6.9  5.6  5.6




































高度IT利用製造技術  7.2  7.1  7.8  7.5  6.8  7.0
バーチャルデザイン製造技術  7.0  7.1  7.4  6.9  6.3  6.2
高付加価値製品製造技術  7.3  7.2  7.6  7.7  6.0  6.9
ナノ加工・微細加工技術  8.5  8.3  8.1  8.5  6.3  6.9
循環型・低環境負荷製造技術  6.9  7.0  7.4  7.5  8.3  7.7
製造に係わる人間・ロボット  7.5  7.5  7.6  7.6  7.3  7.4
特殊環境下製造技術  7.1  7.0  6.7  7.2  5.6  5.5
社会インフラ関連高度製造技術  6.9  6.8  7.3  7.0  7.4  7.2
表面改質と界面制御技術  7.4  7.4  7.4  7.3  6.1  6.1










































高度IT利用製造技術  0.6  0.6  0.4  0.7  1.0  0.9
バーチャルデザイン製造技術  0.6  0.7  0.6  0.9  0.6  0.7
高付加価値製品製造技術  0.7  0.7  0.7  0.8  0.7  0.8
ナノ加工・微細加工技術  0.9  0.8  1.0  1.0  0.9  1.0
循環型・低環境負荷製造技術  0.8  0.7  0.9  0.9  0.8  0.8
製造に係わる人間・ロボット  0.4  0.5  0.6  0.8  1.0  1.0
特殊環境下製造技術  0.8  0.9  1.1  1.1  0.7  0.7
社会インフラ関連高度製造技術  0.7  0.6  0.4  0.8  0.4  0.6
表面改質と界面制御技術  0.4  0.5  0.4  0.4  0.5  0.5
















































高度IT利用製造技術  4.9  6.2  8.7
バーチャルデザイン製造技術  4.3  5.2  8.2
高付加価値製品製造技術  5.7  6.3  8.9
ナノ加工・微細加工技術  5.4  6.5  9.1
循環型・低環境負荷製造技術  6.5  5.1  9.2
製造に係わる人間・ロボット  7.2  7.5  9.6
特殊環境下製造技術  3.5  4.8  8.2
社会インフラ関連高度製造技術  6.0  6.5  9.0











































高度IT利用製造技術  4.3  5.8  8.8
バーチャルデザイン製造技術  3.6  4.7  8.4
高付加価値製品製造技術  5.3  5.9  8.9
ナノ加工・微細加工技術  5.1  6.2  9.3
循環型・低環境負荷製造技術  6.1  4.6  9.1
製造に係わる人間・ロボット  6.7  7.2  9.6
特殊環境下製造技術  3.4  4.7  8.3
社会インフラ関連高度製造技術  5.9  6.4  9.1



















































































































































81.7 ― 2013 領域外 
18 
11 3 次元イメージをもとに 10 分以内に試作金型を
製造（仕上げを含む）できる迅速金型製造技術






















































































領域 06-10 11-15 16-20 21-25 26-30 31-35 36- 
高度IT利用製造技術 3 2 1     
バーチャルデザイン製造技術  4  1    
高付加価値製品製造技術  3 2     
ナノ加工・微細加工技術  4 2     
循環型・低環境負荷製造技術  6 2     
製造に係わる人間・ロボット  5 1 2 1   
特殊環境下製造技術   2 1    
社会インフラ関連高度製造技術  5 1     
































































































































高度IT利用製造技術 48.5 50.1 1.4 0.0 0.0
バーチャルデザイン製造技術 23.8 60.7 15.1 0.0 0.4
高付加価値製品製造技術 39.8 58.2 1.6 0.0 0.4
ナノ加工・微細加工技術 44.8 53.5 1.7 0.0 0.0
循環型・低環境負荷製造技術 39.9 15.9 44.0 0.0 0.2
製造に係わる人間・ロボット 52.1 40.0 7.8 0.0 0.1
特殊環境下製造技術 3.1 96.2 0.4 0.0 0.4
社会インフラ関連高度製造技術 73.2 24.6 2.2 0.0 0.0
表面改質と界面制御技術 87.6 8.6 3.8 0.0 0.0



















































































































高度IT利用製造技術 7.5 56.9 31.5 4.1 
バーチャルデザイン製造技術 6.3 58.3 30.6 4.8 
高付加価値製品製造技術 4.5 48.8 41.0 5.7 
ナノ加工・微細加工技術 11.9 75.7 10.7 1.8 
循環型・低環境負荷製造技術 49.4 44.9 4.2 1.5 
製造に係わる人間・ロボット 8.2 71.2 16.8 3.8 
特殊環境下製造技術 7.3 76.6 14.2 1.9 
社会インフラ関連高度製造技術 8.0 76.1 14.2 1.7 
表面改質と界面制御技術 9.1 64.3 22.1 4.6 























































































































































高度IT利用製造技術 17.8 68.8 17.0 47.5 5.0 8.6 3.1 0.1
バーチャルデザイン製造技術 22.1 63.0 23.4 55.7 3.5 2.3 2.4 0.2
高付加価値製品製造技術 19.6 66.2 30.5 56.1 1.4 2.8 0.6 0.0
ナノ加工・微細加工技術 20.9 75.4 28.5 66.0 1.1 0.3 0.0 0.0
循環型・低環境負荷製造技術 12.7 62.2 34.1 65.6 2.3 7.0 11.7 0.0
製造に係わる人間・ロボット 22.2 67.8 28.7 62.4 3.9 6.3 3.8 0.1
特殊環境下製造技術 23.3 40.5 68.4 53.9 5.6 0.7 0.0 0.0
社会インフラ関連高度製造技術 22.8 62.4 18.3 72.9 7.2 0.8 0.0 0.0
表面改質と界面制御技術 11.3 71.0 19.0 73.0 0.3 1.6 0.7 0.0






































































41 超高圧、高 pH など特殊環境に生息する微生物の機
能を利用した製造プロセス技術 
71.4 2021 2031 特殊環境下製造技術 
43 微生物の機能を利用、または模倣した効率のよい製
造プロセス 
69.6 2017 2029 特殊環境下製造技術 
42 無重力状態/微少重力などの特殊環境を用いた製
造プロセス技術 

























75.2 2014 2022 表面改質と界面制御技術
11 3 次元イメージをもとに 10 分以内に試作金型を製造
（仕上げを含む）できる迅速金型製造技術 















































領域 06-10 11-15 16-20 21-25 26-30 31-35 36- 
高度IT利用製造技術  3 1 2    
バーチャルデザイン製造技術  1 3   1  
高付加価値製品製造技術   2 1 2   
ナノ加工・微細加工技術   2 2 2   
循環型・低環境負荷製造技術    7 1   
製造に係わる人間・ロボット   4 2 1 2 1 
特殊環境下製造技術     1 2  
社会インフラ関連高度製造技術    5 1   
表面改質と界面制御技術   1 5    


















































































































高度IT利用製造技術 6.6 39.2 48.8 5.4 
バーチャルデザイン製造技術 6.3 47.0 41.5 5.2 
高付加価値製品製造技術 4.3 39.5 48.8 7.4 
ナノ加工・微細加工技術 7.7 68.6 20.6 3.1 
循環型・低環境負荷製造技術 36.4 57.4 4.5 1.7 
製造に係わる人間・ロボット 11.1 68.4 16.1 4.4 
特殊環境下製造技術 3.7 75.4 17.0 3.9 
社会インフラ関連高度製造技術 6.2 71.7 19.7 2.3 
表面改質と界面制御技術 3.2 65.7 23.1 8.0 




























83.3 ― 2013 領域外 
 823





























































































































高度IT利用製造技術 18.5 69.2 11.2 41.6 11.7 7.1 0.2 
バーチャルデザイン製造技術 26.9 71.8 12.3 44.1 5.4 5.9 0.6 
高付加価値製品製造技術 21.0 72.3 18.8 47.4 8.3 1.8 0.0 
ナノ加工・微細加工技術 21.1 81.8 14.7 50.8 1.0 0.8 0.0 
循環型・低環境負荷製造技術 13.7 60.7 5.0 66.4 16.0 26.4 0.1 
製造に係わる人間・ロボット 32.8 63.1 7.5 50.6 17.1 8.1 0.0 
特殊環境下製造技術 24.9 76.4 9.8 50.9 2.9 1.0 0.0 
社会インフラ関連高度製造技術 20.6 72.8 3.9 59.2 7.9 1.3 0.0 
表面改質と界面制御技術 11.3 83.1 5.9 54.1 0.4 0.6 0.0 





































76.3 ― 2013 領域外 
58 産･学･官の人材流動化が促進され、協力･共同活動が
頻繁に行われ、製造技術の革新が図られる 











88.0 2014 2022 表面改質と界面制御技術
50 材料の表面特性革新による生産設備の超長寿命化
（現在の 3 倍以上）技術 
86.2 2014 2023 表面改質と界面制御技術
51 軸受けしゅう動面や特殊工具のための、複雑形状面へ
の超硬質薄膜（ダイヤモンド薄膜など）形成技術 












































































































































2020 2031 11 特殊環境下製造技術 
49 人口増加による食料危機回避の為の砂漠緑化技術や
砂漠での食糧生産技術 






















2012 2018 6 
バーチャルデザイン製
造技術 
11 3 次元イメージをもとに 10 分以内に試作金型を製造（仕
上げを含む）できる迅速金型製造技術 
































2008 2013 5 高度 IT 利用製造技術
05 高度で複雑な機能をもつ機器・設備を遠隔地から保
守・点検する技術 
2009 2014 5 高度 IT 利用製造技術
06 自律適応、多種少量生産、短納期をサポートする日本
オリジナルの製造用ソフトウェア技術 













































































































































領域１ 高度 IT 利用製造技術 
１．領域に関する設問
①当該領域に関する専門度 ②現時点における効果







［知的資産の増大］ 当 該領域自体の知的資産 増大への寄与
大 やや大
やや大






























課題 大 中 小 なし
指







































































１ 127 9 31 60 - 68 40 52 8 0 2 7
２ 124 4 21 75 - 57 16 80 4 0 0 2
専 5 100 0 0 - 90 80 20 0 0 0 0
１ 156 21 38 41 - 80 63 31 5 1 2 3
２ 139 12 31 57 - 87 74 25 1 0 1 2
専 17 100 0 0 - 97 94 6 0 0 0 0
１ 131 16 36 48 - 71 45 49 6 0 0 3
２ 126 8 22 70 - 63 27 71 1 1 1 2
専 10 100 0 0 - 75 50 50 0 0 0 0
１ 149 10 32 58 - 63 34 49 16 1 1 3
２ 139 5 25 70 - 64 29 67 4 0 0 0
専 7 100 0 0 - 79 57 43 0 0 0 0
１ 141 12 27 61 - 60 30 51 18 1 0 3
２ 133 5 26 69 - 59 21 74 5 0 0 1
専 7 100 0 0 - 61 29 57 14 0 0 0
１ 139 19 25 56 - 75 53 39 8 0 1 2
２ 129 8 23 69 - 85 72 26 2 0 0 1










































































なしやや 大 中 あまりなし
あまりなし なし大 やや 大 中
なしあまりなし大 やや 大 中










































































































































36 53 10 0 1 19 46 29 6 28 51 39 48 3 6 2 0 1 10 18 29 38 15 28 40 25 35 15 2 1
15 84 1 0 0 3 66 27 4 17 60 26 56 1 2 0 0 0 3 2 24 69 5 21 68 15 41 7 2 0
40 60 0 0 0 20 60 0 20 25 75 75 50 0 0 0 0 0 0 20 20 40 20 50 100 50 25 0 0 0
48 38 14 0 0 24 41 25 10 43 54 28 44 7 1 1 1 2 5 20 34 28 18 43 44 18 38 6 4 2
76 22 2 0 0 14 67 15 4 42 70 14 47 2 2 0 0 1 3 10 53 30 7 50 67 9 41 1 1 0
70 24 6 0 0 41 53 0 6 50 75 25 69 6 0 0 0 0 6 12 70 12 6 56 69 13 56 0 0 0
37 54 9 0 0 16 46 31 7 22 50 34 46 8 11 0 1 0 5 13 41 36 10 23 54 19 35 15 6 0
20 79 1 0 0 5 71 20 4 16 73 19 53 3 3 0 0 1 1 3 54 40 3 15 77 9 42 9 0 0
20 70 10 0 0 30 60 0 10 44 56 44 67 22 11 0 0 0 0 20 60 10 10 33 56 22 56 33 0 0
52 38 9 0 1 24 36 27 13 11 44 19 31 26 25 20 1 1 5 27 32 27 14 15 36 19 36 31 35 2
81 15 4 0 0 14 60 23 3 6 68 9 28 19 24 16 0 0 0 17 50 29 4 5 56 12 43 26 35 1
71 0 29 0 0 43 43 14 0 0 43 29 86 43 14 0 0 0 0 43 29 14 14 0 50 33 50 33 50 0
33 59 8 0 0 13 30 46 11 17 48 33 40 9 18 4 1 1 4 9 31 47 13 19 53 12 34 31 12 0
17 82 1 0 0 3 40 52 5 6 67 18 46 3 14 2 1 0 1 3 32 59 6 4 72 5 38 28 2 0
29 71 0 0 0 0 43 43 14 0 83 33 50 0 0 0 0 0 0 0 14 72 14 0 100 0 67 0 0 0
64 33 2 0 1 19 30 39 12 33 57 26 49 7 10 1 0 1 1 17 28 40 15 31 50 27 41 15 2 2
82 18 0 0 0 6 38 51 5 19 75 17 55 2 6 1 0 0 1 5 24 64 7 16 75 18 44 3 0 0


























































































































［知的資産の増大］ 当 該領域自体の知的資産 増大への寄与
大 やや大
やや大






























課題 大 中 小 なし
指







































































１ 133 23 33 44 - 76 56 36 8 0 1 4
２ 129 14 26 60 - 87 74 25 1 0 0 1
専 18 100 0 0 - 97 94 6 0 0 0 0
１ 145 19 35 46 - 78 58 38 4 0 2 2
２ 132 8 29 63 - 84 69 31 0 0 0 1
専 11 100 0 0 - 95 91 9 0 0 0 0
１ 142 6 29 65 - 68 41 47 11 1 1 4
２ 132 1 20 79 - 66 33 65 2 0 0 2
専 1 100 0 0 - 100 100 0 0 0 0 0
１ 87 6 16 78 - 47 16 45 34 5 21 12
２ 106 0 6 94 - 41 5 51 41 3 16 6
専 100 0 0 - 0 100 0 0 0 0 0
１ 136 17 33 50 - 73 50 41 9 0 1 4
２ 132 8 28 64 - 80 62 36 2 0 0 2







































































なしやや 大 中 あまりなし
あまりなし なし大 やや 大 中
なしあまりなし大 やや 大 中










































































































































19 70 9 0 2 17 46 29 8 36 56 34 49 11 13 3 0 1 5 15 35 37 13 32 46 25 41 21 6 1
6 94 0 0 0 6 70 22 2 26 73 18 56 4 5 2 0 0 2 3 53 41 3 25 71 16 43 11 3 0
17 83 0 0 0 18 64 18 0 41 76 24 65 6 6 0 0 0 0 6 50 44 0 38 69 31 31 13 0 0
26 65 7 1 1 15 39 35 11 31 55 35 53 6 4 0 1 2 2 12 34 37 17 30 55 27 41 9 1 3
11 88 1 0 0 3 64 28 5 25 74 22 52 5 2 1 0 0 1 2 47 45 6 26 79 15 42 4 1 0
27 73 0 0 0 18 55 27 0 64 91 45 55 9 0 0 0 0 0 9 73 18 0 45 91 36 36 0 0 0
26 27 45 0 2 23 56 17 4 27 52 24 43 15 9 15 2 1 4 26 44 23 7 24 48 14 42 15 27 2
11 15 74 0 0 10 80 8 2 15 80 17 47 6 2 9 0 0 2 16 70 12 2 13 80 7 48 9 21 0
0 0 100 0 0 100 0 0 0 0 100 0 100 0 0 100 0 0 0 0 100 0 0 0 100 0 100 0 0 0
6 88 0 0 6 21 32 30 17 39 36 43 47 6 6 0 4 24 9 18 30 28 24 48 44 22 38 8 9 5
0 98 0 0 2 7 42 42 9 24 40 43 48 2 2 0 1 20 6 4 40 46 10 52 62 8 30 3 2 2
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
72 22 4 0 2 16 32 40 12 29 43 34 69 3 3 1 0 1 5 17 25 41 17 28 51 31 51 7 2 0
91 8 1 0 0 5 36 53 6 20 48 17 75 1 1 0 0 0 2 6 25 64 5 19 66 15 57 4 0 0


























































































































［知的資産の増大］ 当 該領域自体の知的資産 増大への寄与
大 やや大
やや大






























課題 大 中 小 なし
指







































































１ 99 3 26 71 - 56 26 46 27 1 3 9
２ 111 2 13 85 - 51 11 73 16 0 2 2
専 2 100 0 0 - 75 50 50 0 0 0 0
１ 97 2 20 78 - 51 23 36 39 2 9 15
２ 109 1 7 92 - 44 8 51 41 0 5 6
専 1 100 0 0 - 100 100 0 0 0 0 0
１ 130 18 34 48 - 74 52 39 8 1 0 2
２ 128 8 25 67 - 85 70 28 2 0 0 1
専 10 100 0 0 - 100 100 0 0 0 0 0
１ 81 10 21 69 - 67 40 50 9 1 0 9
２ 99 1 13 86 - 61 24 73 3 0 0 3
専 1 100 0 0 - 100 100 0 0 0 0 0
１ 145 18 32 50 - 65 38 45 16 1 1 8
２ 134 8 31 61 - 63 28 67 5 0 0 1





































































なしやや 大 中 あまりなし
あまりなし なし大 やや 大 中
なしあまりなし大 やや 大 中










































































































































24 61 8 0 7 16 41 32 11 25 47 44 45 8 7 7 1 4 12 14 36 36 14 31 45 27 37 18 14 0
8 91 1 0 0 5 55 36 4 17 63 37 52 3 3 2 0 2 4 5 41 49 5 22 74 16 40 12 7 0
100 0 0 0 0 0 0 100 0 50 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 50 100 0 0 0 0 0
8 78 6 0 8 8 33 44 15 37 41 37 36 4 4 3 3 5 19 9 24 47 20 30 48 19 29 10 7 3
2 97 0 0 1 4 29 60 7 29 60 37 42 2 2 0 0 8 7 3 23 64 10 37 73 11 32 4 2 0
0 100 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0
73 22 5 0 0 14 37 32 17 25 59 38 52 3 5 0 0 1 2 11 30 36 23 24 51 26 48 8 2 0
95 4 1 0 0 2 49 40 9 17 79 20 50 0 1 0 0 0 1 2 34 55 9 16 77 15 55 2 1 0
100 0 0 0 0 0 70 10 20 50 100 50 50 0 0 0 0 0 0 0 60 20 20 38 100 13 63 0 0 0
9 76 12 0 3 22 53 21 4 19 48 38 52 8 18 5 0 0 9 25 44 22 9 19 50 33 49 26 16 0
2 94 3 0 1 8 76 14 2 16 62 33 68 2 7 1 0 0 3 8 74 16 2 11 71 23 55 26 2 0
100 0 0 0 0 0 100 0 0 100 100 100 100 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 100 100 100 0 0 0
62 27 9 0 2 10 36 38 16 28 52 43 57 2 2 0 1 2 8 13 29 36 22 26 48 43 47 5 1 0
92 5 3 0 0 4 35 53 8 19 67 25 68 0 1 0 0 0 1 3 26 60 11 18 67 29 55 3 1 0
















































































































領域４ ナノ加工・微細加工技術 （ナノファクチャリング） 
１．領域に関する設問
①当該領域に関する専門度 ②現時点における効果







［知的資産の増大］ 当 該領域自体の知的資産 増大への寄与
大 やや大
やや大






























課題 大 中 小 なし
指







































































１ 106 22 34 44 - 82 65 33 2 0 0 2
２ 114 11 17 72 - 91 82 18 0 0 0 1
専 13 100 0 0 - 100 100 0 0 0 0 0
１ 100 12 30 58 - 76 56 37 7 0 0 2
２ 112 8 13 79 - 89 78 22 0 0 0 1
専 9 100 0 0 - 94 89 11 0 0 0 0
１ 113 29 31 40 - 72 48 47 5 0 1 4
２ 120 18 28 54 - 76 52 48 0 0 0 1
専 22 100 0 0 - 93 86 14 0 0 0 0
１ 96 16 27 57 - 75 54 39 7 0 1 4
２ 105 6 18 76 - 82 66 32 2 0 2 3
専 6 100 0 0 - 92 83 17 0 0 0 0
１ 111 22 17 61 - 72 49 39 12 0 0 7
２ 115 7 19 74 - 82 64 34 2 0 1 2
専 8 100 0 0 - 88 75 25 0 0 0 0
１ 102 15 25 60 - 77 58 35 7 0 0 5
２ 116 6 19 75 - 87 73 26 1 0 0 3














































































なしやや 大 中 あまりなし
あまりなし なし大 やや 大 中
なしあまりなし大 やや 大 中










































































































































50 37 11 1 1 33 46 17 4 27 62 37 61 3 1 0 0 0 3 24 44 21 11 21 64 24 39 5 4 0
73 26 1 0 0 15 73 11 1 15 74 25 62 1 0 0 0 0 1 11 66 21 2 16 83 15 46 4 1 0
67 33 0 0 0 54 46 0 0 15 77 54 69 0 0 0 0 0 0 38 54 8 0 23 85 23 69 0 0 0
45 50 5 0 0 31 48 19 2 32 59 41 61 5 2 0 0 0 3 24 43 26 7 25 63 28 44 9 6 0
26 74 0 0 0 9 81 10 0 17 74 25 67 2 0 0 0 0 1 5 72 22 1 17 83 13 47 1 1 0
25 75 0 0 0 50 50 0 0 38 63 63 63 13 0 0 0 0 0 33 56 11 0 22 67 44 78 0 0 0
76 10 12 0 2 18 47 27 8 33 60 37 63 3 1 0 0 1 6 19 36 29 16 30 60 24 48 3 2 0
91 3 6 0 0 9 71 17 3 25 73 23 68 1 1 0 0 0 2 5 64 25 6 22 78 13 53 1 1 0
91 0 9 0 0 24 71 0 5 45 70 30 70 0 0 0 0 0 0 18 54 23 5 24 90 5 43 5 5 0
34 56 9 0 1 26 53 16 5 40 59 36 68 5 2 0 0 2 6 26 40 18 16 34 68 25 51 1 0 0
10 89 1 0 0 9 79 10 2 30 74 28 68 3 1 0 0 2 4 8 70 18 4 27 84 16 52 0 0 0
0 83 17 0 0 50 50 0 0 33 83 50 50 0 0 0 0 0 0 50 33 17 0 17 100 17 33 0 0 0
44 39 17 0 0 23 44 24 9 28 58 44 54 4 2 0 0 0 8 21 38 21 20 28 65 22 45 6 1 0
60 38 2 0 0 11 74 11 4 16 84 31 62 0 0 0 0 1 3 4 67 25 4 18 84 14 48 1 1 0
87 13 0 0 0 62 38 0 0 50 88 75 50 0 0 0 0 0 0 50 25 25 0 38 75 13 38 13 13 0
31 62 6 0 1 34 50 13 3 32 63 46 58 4 1 0 0 1 7 32 40 16 12 31 71 22 49 5 1 0
8 91 1 0 0 18 75 6 1 22 75 39 69 0 0 0 0 0 3 13 72 12 3 27 78 18 59 0 0 0


























































































































［知的資産の増大］ 当 該領域自体の知的資産 増大への寄与
大 やや大
やや大






























課題 大 中 小 なし
指







































































１ 102 3 25 72 - 70 46 40 14 0 2 7
２ 108 3 10 87 - 75 52 42 6 0 0 5
専 3 100 0 0 - 100 100 0 0 0 0 0
１ 110 3 17 80 - 70 46 44 10 0 0 7
２ 114 2 10 88 - 75 51 48 1 0 0 2
専 2 100 0 0 - 100 100 0 0 0 0 0
１ 132 7 36 57 - 79 61 35 4 0 1 4
２ 133 3 29 68 - 90 81 19 0 0 0 2
専 4 100 0 0 - 100 100 0 0 0 0 0
１ 81 2 22 76 - 58 25 60 14 1 0 5
２ 94 0 7 93 - 56 14 83 3 0 0 3
専 100 0 0 - 0 100 0 0 0 0 0
１ 128 8 27 65 - 85 71 25 4 0 3 4
２ 128 3 20 77 - 95 89 10 1 0 1 1
専 4 100 0 0 - 100 100 0 0 0 0 0
１ 128 5 27 68 - 78 58 38 4 0 0 2
２ 123 5 18 77 - 91 83 17 0 0 0 1
専 6 100 0 0 - 92 83 17 0 0 0 0
１ 115 7 23 70 - 71 45 47 8 0 0 6
２ 119 3 14 83 - 67 35 64 1 0 0 5
専 3 100 0 0 - 83 67 33 0 0 0 0
１ 120 9 31 60 - 71 47 45 8 0 0 1
２ 122 4 31 65 - 75 50 49 1 0 0 1























































































なしやや 大 中 あまりなし
あまりなし なし大 やや 大 中
なしあまりなし大 やや 大 中










































































































































47 30 22 0 1 44 39 14 3 21 42 44 58 7 14 5 1 2 9 32 46 18 4 22 41 18 52 32 13 2
75 17 8 0 0 60 33 6 1 10 46 43 76 0 7 4 0 1 4 27 65 7 1 12 55 11 75 22 7 0
67 33 0 0 0 100 0 0 0 33 100 67 67 0 0 0 0 0 0 33 67 0 0 33 100 0 33 33 0 0
31 14 54 0 1 44 43 12 1 21 42 44 44 9 10 23 1 1 7 37 50 11 2 21 50 13 47 21 34 1
12 0 88 0 0 45 52 3 0 11 53 50 70 3 3 13 0 0 1 18 81 1 0 11 66 4 63 9 30 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 50 100 50 50 0 0 0 0 0 0 50 50 0 0 50 100 0 0 0 0 0
47 7 46 0 0 43 45 9 3 15 46 44 48 10 18 26 1 0 5 41 47 9 3 17 44 16 48 25 43 0
43 0 57 0 0 43 52 4 1 9 59 34 67 2 9 20 0 0 1 38 60 1 1 10 58 3 70 14 40 0
75 0 25 0 0 75 0 0 25 33 67 33 100 0 0 0 0 0 0 75 0 0 25 33 67 0 67 0 0 0
18 44 37 0 1 48 37 11 4 19 49 45 38 8 14 14 1 0 4 36 51 10 3 27 42 16 35 22 35 1
2 61 37 0 0 60 40 0 0 11 70 48 37 1 3 16 0 0 2 27 72 1 0 16 79 2 45 8 36 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
46 14 40 0 0 63 30 3 4 20 53 39 62 10 24 16 0 2 4 54 36 5 5 18 35 19 65 39 32 0
61 2 37 0 0 88 9 1 2 10 67 25 73 5 19 10 0 0 2 81 17 0 2 10 43 6 81 40 23 0
75 0 25 0 0 100 0 0 0 25 50 50 100 25 25 0 0 0 0 100 0 0 0 25 50 0 100 50 25 0
35 5 60 0 0 59 31 7 3 20 47 33 48 13 20 41 1 0 3 60 32 6 2 16 38 15 49 26 58 2
13 0 87 0 0 85 12 3 0 10 61 23 67 5 11 28 0 0 1 86 13 1 0 9 46 4 65 19 62 1
33 0 67 0 0 83 0 17 0 33 67 33 33 17 17 33 0 0 0 83 0 17 0 33 50 17 67 50 50 0
26 36 35 0 3 22 56 18 4 35 50 44 55 11 5 5 2 1 9 23 52 18 7 35 51 17 52 18 15 0
17 46 36 0 1 8 86 3 3 25 69 30 70 2 1 3 0 0 5 9 80 8 3 25 68 4 66 9 6 0
67 33 0 0 0 67 33 0 0 33 100 67 33 0 0 0 0 0 0 67 0 33 0 67 67 0 0 0 0 0
72 17 9 0 2 13 50 27 10 23 52 36 49 8 9 4 2 0 3 14 43 30 13 29 50 18 49 19 11 1
96 2 1 0 1 4 76 15 5 15 74 19 65 1 4 0 0 0 2 5 70 18 7 16 71 6 66 5 3 0


























































































































［知的資産の増大］ 当 該領域自体の知的資産 増大への寄与
大 やや大
やや大






























課題 大 中 小 なし
指







































































１ 136 8 32 60 - 65 39 47 13 1 2 7
２ 131 5 23 72 - 64 30 65 5 0 0 2
専 6 100 0 0 - 92 83 17 0 0 0 0
１ 142 8 26 66 - 67 40 50 9 1 1 4
２ 130 5 22 73 - 63 27 70 3 0 0 1
専 6 100 0 0 - 79 66 17 17 0 0 0
１ 124 7 29 64 - 56 24 53 23 0 1 7
２ 122 2 23 75 - 55 11 86 3 0 0 1
専 3 100 0 0 - 83 67 33 0 0 0 0
１ 112 3 19 78 - 54 22 53 23 2 0 0
２ 123 1 10 89 - 52 11 74 15 0 0 0
専 1 100 0 0 - 100 100 0 0 0 0 0
１ 107 8 17 75 - 59 29 53 14 4 8 10
２ 117 3 8 89 - 52 6 88 6 0 5 5
専 4 100 0 0 - 63 25 75 0 0 0 0
１ 90 4 22 74 - 55 23 53 21 3 6 16
２ 109 1 8 91 - 53 11 80 9 0 0 6
専 1 100 0 0 - 100 100 0 0 0 0 0
１ 111 5 25 70 - 68 41 50 9 0 0 2
２ 119 3 9 88 - 66 33 66 1 0 0 2
専 3 100 0 0 - 100 100 0 0 0 0 0
１ 113 8 25 67 - 56 24 54 21 1 3 9
２ 108 4 19 77 - 53 8 87 5 0 1 1
専 4 100 0 0 - 63 25 75 0 0 0 0
１ 114 12 21 67 - 61 31 54 13 2 3 5
２ 110 5 12 83 - 54 9 87 4 0 1 2


















































































なしやや 大 中 あまりなし
あまりなし なし大 やや 大 中
なしあまりなし大 やや 大 中










































































































































80 19 1 0 0 18 39 27 16 25 58 27 39 9 20 11 4 4 8 15 44 24 17 30 47 17 44 30 17 2
97 3 0 0 0 6 61 28 5 15 79 16 52 0 15 4 0 0 3 6 68 21 5 20 66 7 54 23 6 0
100 0 0 0 0 17 33 33 17 20 80 20 60 0 0 0 0 0 0 17 50 33 0 33 83 33 33 0 0 0
70 24 5 0 1 14 52 20 14 22 57 30 56 7 13 13 1 0 6 16 45 25 14 21 51 18 58 24 21 1
90 9 1 0 0 6 76 16 2 14 75 19 60 0 12 10 0 0 2 9 72 17 2 13 66 6 68 18 10 0
67 33 0 0 0 17 33 33 17 0 100 40 40 0 20 0 0 0 0 33 33 17 17 0 80 20 20 20 20 0
50 37 11 0 2 9 43 34 14 29 48 39 53 6 7 8 2 2 7 12 39 31 18 26 52 13 47 14 13 2
85 15 0 0 0 2 71 24 3 16 68 23 68 0 5 4 0 1 1 4 66 27 3 19 74 5 57 9 6 1
100 0 0 0 0 0 33 67 0 0 100 33 67 0 0 0 0 0 0 0 67 33 0 33 67 0 33 0 33 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 20 15 30 36 12 22 59 11 11 26 43 30 4
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 12 8 20 66 5 9 80 5 1 21 56 19 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 100 0 0
15 66 15 0 4 23 42 22 13 34 47 43 37 34 8 1 2 9 12 17 51 19 13 40 51 23 47 17 6 3
3 95 1 0 1 6 81 10 3 28 77 41 40 21 3 1 1 6 5 3 85 9 3 38 75 13 46 11 2 0
0 100 0 0 0 0 75 0 25 0 100 67 33 0 0 0 0 0 0 0 75 0 25 33 100 33 67 0 0 0
10 75 11 0 4 23 45 19 13 43 49 47 49 16 7 7 1 10 17 22 53 12 13 47 54 24 39 12 15 0
1 99 0 0 0 8 78 11 3 40 64 43 59 9 1 0 0 3 9 9 78 10 3 50 77 10 41 8 7 0
0 100 0 0 0 0 100 0 0 0 100 100 100 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 100 100 100 100 0 0 0
30 29 41 0 0 39 47 9 5 30 46 30 53 5 22 20 2 0 2 44 40 11 5 29 32 14 63 35 28 1
20 12 68 0 0 38 58 1 3 33 59 24 65 1 15 15 0 0 2 50 46 1 3 30 32 4 73 34 22 0
67 33 0 0 0 67 33 0 0 33 67 33 33 0 33 33 0 0 0 67 33 0 0 33 33 33 67 0 0 0
56 33 7 0 4 11 47 32 10 24 52 35 57 4 5 2 3 4 11 12 46 29 13 26 55 23 43 13 5 1
84 16 0 0 0 2 74 20 4 15 69 25 72 2 2 0 0 1 4 2 71 23 4 18 82 10 51 6 2 0
75 25 0 0 0 25 50 25 0 50 50 50 50 0 0 0 0 0 0 25 50 25 0 75 50 50 25 0 0 0
60 33 4 0 3 11 55 26 8 24 54 36 68 4 7 1 1 5 5 14 46 26 14 24 59 29 43 9 2 0
85 15 0 0 0 3 74 18 5 16 70 21 73 1 1 0 0 1 3 4 72 18 6 21 79 12 58 2 0 0
























































































































課題 大 中 小 なし
指







































































１ 90 8 13 79 - 53 24 43 28 5 13 7
２ 99 0 7 93 - 46 3 78 17 2 14 6






























































































































































28 64 5 0 3 14 43 33 10 30 43 46 48 4 8 4 4 14 10 14 38 33 15 40 58 19 37 10 7 1
4 96 0 0 0 2 69 23 6 24 50 47 73 1 3 0 0 19 6 3 63 28 6 38 76 8 37 8 4 1


























































































































課題 大 中 小 なし
指







































































１ 52 6 19 75 - 50 12 67 19 2 2 19
２ 82 0 5 95 - 47 1 86 11 2 0 5
専 100 0 0 - 0 100 0 0 0 0 0
１ 80 1 11 88 - 49 15 53 29 3 3 10
２ 97 0 5 95 - 43 3 68 26 3 5 4
専 100 0 0 - 0 100 0 0 0 0 0
１ 63 8 17 75 - 59 27 55 16 2 2 13
２ 96 0 6 94 - 50 7 81 10 2 0 4






























［知的資産の増大］ 当 該領域自体の知的資産 増大への寄与
大 やや大
やや大



































































































































































19 71 6 0 4 21 44 25 10 33 37 52 43 2 4 4 0 2 19 15 49 23 13 32 59 20 50 14 9 0
3 97 0 0 0 4 74 19 3 29 38 71 45 3 0 0 0 0 6 3 75 17 5 27 77 9 53 1 0 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
8 87 4 0 1 24 52 20 4 29 47 51 53 21 3 4 1 3 16 18 45 29 8 30 70 26 48 4 4 0
0 99 1 0 0 13 73 12 2 16 38 64 60 11 0 0 0 4 10 6 71 20 3 23 77 9 48 1 0 1
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
30 57 9 0 4 19 50 21 10 27 47 51 51 7 11 4 0 3 13 15 49 20 16 28 56 26 52 18 10 0
7 92 0 0 1 5 82 12 1 25 46 70 57 3 2 0 0 1 6 2 81 14 3 25 75 11 52 8 2 0














































































































































なしやや 大 中 あまりなし
あまりなし なし大 やや 大 中
なしあまりなし大 やや 大 中















［知的資産の増大］ 当 該領域自体の知的資産 増大への寄与
大 やや大
やや大






























課題 大 中 小 なし
指







































































１ 104 17 30 53 - 65 36 55 8 1 5 8
２ 106 8 28 64 - 60 21 75 4 0 2 1
専 9 100 0 0 - 89 78 22 0 0 0 0
１ 97 16 27 57 - 55 20 61 18 1 4 6
２ 104 8 21 71 - 54 11 83 6 0 0 1
専 8 100 0 0 - 79 57 43 0 0 0 0
１ 96 18 27 55 - 59 27 57 15 1 2 6
２ 103 9 18 73 - 56 14 81 5 0 1 1
専 9 100 0 0 - 89 78 22 0 0 0 0
１ 80 18 34 48 - 59 25 61 13 1 1 9
２ 95 8 17 75 - 53 9 86 5 0 0 2
専 8 100 0 0 - 69 38 62 0 0 0 14
１ 87 17 23 60 - 60 29 52 18 1 1 8
２ 97 6 14 80 - 56 13 86 1 0 0 1
専 6 100 0 0 - 75 50 50 0 0 0 0
１ 63 5 11 84 - 60 33 45 17 5 0 10
２ 88 1 0 99 - 53 11 78 11 0 0 1










































































なしやや 大 中 あまりなし
あまりなし なし大 やや 大 中
なしあまりなし大 やや 大 中










































































































































65 29 5 0 1 16 50 27 7 22 54 33 65 6 16 6 2 4 9 16 47 29 8 23 51 14 49 34 11 3
92 7 1 0 0 8 73 17 2 15 67 17 72 2 4 0 0 2 1 5 71 22 2 16 71 3 53 16 5 0
87 13 0 0 0 45 44 11 0 33 78 33 67 0 0 0 0 0 0 22 67 0 11 38 75 0 50 25 0 0
48 28 23 0 1 13 42 34 11 29 56 30 67 4 11 2 0 3 7 11 38 38 13 19 59 16 51 21 6 1
87 8 5 0 0 4 77 17 2 20 72 17 72 1 0 0 0 0 1 3 66 28 3 13 74 2 57 7 0 0
100 0 0 0 0 13 62 25 0 50 100 0 63 0 0 0 0 0 0 14 58 14 14 33 83 0 33 0 0 0
44 38 17 0 1 13 42 35 10 31 61 30 66 4 7 2 0 1 8 11 40 34 15 22 61 21 48 18 6 0
78 20 2 0 0 5 75 18 2 20 71 17 73 1 0 0 0 1 1 5 66 26 3 19 71 3 60 7 0 0
87 13 0 0 0 22 67 11 0 44 78 0 67 0 0 0 0 0 0 33 56 0 11 38 63 0 50 0 0 0
54 24 19 0 3 13 48 33 6 30 58 36 62 3 4 3 0 1 8 13 44 31 12 22 60 21 47 18 9 0
89 10 1 0 0 4 78 17 1 17 70 22 66 1 0 0 0 0 2 3 75 20 2 15 81 3 54 4 1 0
100 0 0 0 0 13 62 25 0 13 88 25 63 0 0 0 0 0 14 13 61 13 13 43 86 0 43 0 0 0
50 42 7 0 1 16 41 33 10 32 53 34 64 8 5 4 3 1 8 16 38 31 15 28 59 23 46 13 8 0
76 23 1 0 0 5 79 15 1 16 67 20 74 1 1 0 0 0 1 3 75 19 3 16 81 8 56 4 1 0
100 0 0 0 0 33 50 17 0 33 83 50 67 0 0 0 0 0 0 17 66 0 17 40 80 20 60 0 0 0
27 43 18 7 5 39 43 10 8 40 33 33 56 46 9 4 0 0 10 33 51 9 7 43 55 19 58 13 8 4
16 81 3 0 0 22 75 1 2 49 27 16 80 37 0 0 0 0 1 18 78 3 1 44 59 5 76 3 0 0
















































































































領域９ 表面改質と界面制御技術 （創製・合成・プロセス技術） 
１．領域に関する設問
①当該領域に関する専門度 ②現時点における効果







［知的資産の増大］ 当 該領域自体の知的資産 増大への寄与
大 やや大
やや大






























課題 大 中 小 なし
指







































































１ 114 17 28 55 - 61 29 59 12 0 3 6
２ 121 8 22 70 - 55 13 82 5 0 0 2
専 10 100 0 0 - 75 50 50 0 0 0 0
１ 116 16 29 55 - 60 28 58 14 0 0 3
２ 121 9 19 72 - 56 14 83 3 0 0 1
専 11 100 0 0 - 73 45 55 0 0 0 0
１ 111 14 30 56 - 59 28 52 20 0 7 6
２ 120 7 23 70 - 54 12 82 6 0 2 3
専 8 100 0 0 - 75 50 50 0 0 13 0
１ 115 29 23 48 - 60 28 53 19 0 4 4
２ 120 17 26 58 - 59 21 73 6 0 3 3
専 20 100 0 0 - 73 45 55 0 0 10 0
１ 91 10 31 59 - 50 14 59 26 1 0 1
２ 104 7 20 73 - 51 6 85 9 0 0 2
専 7 100 0 0 - 64 29 71 0 0 0 0
１ 91 22 30 48 - 65 33 59 8 0 0 4
２ 109 12 21 67 - 56 15 81 3 1 0 2









































































なしやや 大 中 あまりなし
あまりなし なし大 やや 大 中
なしあまりなし大 やや 大 中










































































































































54 36 10 0 0 16 43 24 17 24 59 37 56 5 2 1 0 2 7 11 42 24 23 20 64 22 47 5 1 0
90 8 2 0 0 3 74 17 6 12 75 20 71 0 2 1 0 0 3 3 70 18 9 10 86 6 52 4 1 0
70 10 20 0 0 20 80 0 0 20 50 40 90 0 0 0 0 0 0 30 50 20 0 30 80 10 30 0 0 0
62 25 12 1 0 15 35 32 18 21 55 32 60 5 2 1 0 0 4 10 38 25 27 24 60 23 48 4 2 1
92 6 2 0 0 4 65 26 5 11 66 17 79 0 3 1 0 0 1 3 62 25 10 9 85 9 52 3 1 0
91 0 9 0 0 27 73 0 0 18 36 27 100 0 0 0 0 0 0 27 55 18 0 27 91 0 18 0 0 0
62 25 13 0 0 13 38 30 19 24 56 34 51 3 3 2 1 8 7 10 36 29 25 27 54 19 46 6 4 1
91 6 3 0 0 3 62 30 5 9 71 17 68 0 2 1 0 3 4 3 59 29 9 10 78 4 56 2 2 0
74 13 13 0 0 13 61 13 13 14 43 29 100 0 0 0 0 13 0 25 37 25 13 29 100 0 29 0 0 0
57 17 25 0 1 11 40 30 19 29 52 32 52 9 4 5 1 4 4 11 39 27 23 27 53 18 48 7 9 0
90 2 8 0 0 4 65 27 4 15 73 18 71 2 2 2 0 3 3 3 61 29 7 13 79 2 55 3 5 0
75 0 25 0 0 16 63 16 5 22 67 17 89 11 0 6 0 11 0 11 63 21 5 17 83 0 44 0 0 0
50 36 14 0 0 10 41 30 19 22 51 33 56 8 1 1 1 1 2 7 44 27 22 24 72 16 40 3 1 0
80 17 3 0 0 2 69 26 3 9 67 20 74 0 1 0 0 1 2 2 67 25 6 12 82 4 55 1 0 0
86 0 14 0 0 0 57 43 0 14 57 29 71 0 0 0 0 0 0 0 33 50 17 20 80 0 40 0 0 0
50 36 14 0 0 20 44 19 17 24 55 36 67 3 1 1 0 0 3 16 44 17 23 29 66 24 43 4 1 1
82 13 5 0 0 5 77 14 4 12 72 23 75 0 1 0 0 1 3 5 76 12 7 13 88 10 54 1 0 0
























































































































課題 大 中 小 なし
指







































































１ 157 17 36 47 - 81 65 29 6 0 5 8
２ 141 10 33 57 - 94 87 13 0 0 2 2
専 14 100 0 0 - 96 93 7 0 0 7 0
１ 139 20 30 50 - 72 49 44 6 1 0 0
２ 136 12 24 64 - 82 65 33 2 0 0 0
専 16 100 0 0 - 91 81 19 0 0 0 0
１ 156 15 38 47 - 81 63 32 5 0 0 0
２ 139 9 35 56 - 93 86 14 0 0 0 0
専 12 100 0 0 - 100 100 0 0 0 0 0
１ 150 16 23 61 - 88 77 19 4 0 0 0
２ 142 6 22 72 - 95 89 9 1 1 0 0











































































































































































60 22 18 0 0 37 37 18 8 64 55 36 40 5 4 1 0 3 7 37 36 18 9 67 60 12 39 10 5 1
87 8 5 0 0 39 50 7 4 79 57 24 44 1 0 1 0 2 4 43 45 6 6 81 68 2 38 2 1 0
79 21 0 0 0 54 23 23 0 54 62 31 46 0 0 0 0 7 0 57 14 29 0 93 71 0 50 0 0 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 8 50 37 10 3 56 51 6 20 38 17 3
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 81 13 5 1 76 63 0 14 31 3 1
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 68 19 13 0 75 69 0 25 25 0 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 7 61 30 7 2 57 75 8 27 42 14 1
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 83 12 4 1 66 81 0 18 36 2 1
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 84 0 8 8 82 91 0 18 73 0 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 7 78 17 3 2 76 42 4 25 35 19 4
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 94 4 1 1 91 44 0 20 28 4 1



















































































































































9 使用材料のライフサイクルアセスメント（LCA）データベースの確立とそれを用いて、設計した製品の LCA を算出する技術 
○データベース確立には官のサポートが必要。○正確なインベントリーが集められるかどうかが鍵。○一部で実用化しているが不安定。
さらに LCA を用いた低 LCA 製造技術/製品の分野はまだできておらず、急務である。○消費者への情報提供としては有効。 
10 脳波を検知することで、人間の考えていることをコンピュータ上に表現できる設計・開発サポート技術 
○検知結果が 100％（近く）正確でなければ現場では受け入れられない。○脳科学と IT の連携が非常に重要と考える。○人間の研究、
脳研究はもっとすべき。 








































































34 製造分野において、女性研究者・技術者の割合が 50%になる 
○能力主義による雇用均等は進む。少子化対策の社会基盤整備が必要。○社会的支援体制と社会的意識改革が必要。○女性には女











○「自己修復＋ロボット→生産システム」。この 3 つが融合できるのは遠い将来であると思われる。 






















○大重量構造物にかぎらず、この種の技術は必要となる。○一部実現しているが、全面的に変わるかとなると 100 年位はない。 
47 大重量構造物の従来の溶融接合に替わる液相もしくは固相拡散接合等による低変形・低歪み（従来の 1/1000）接合技術 















































































2009 05 高度で複雑な機能をもつ機器・設備を遠隔地から保守・点検する技術〈領域 1〉 
2010 06 自律適応、多種少量生産、短納期をサポートする日本オリジナルの製造用ソフトウェア技術〈領域 1〉 
2011 09 使用材料のライフサイクルアセスメント（LCA）データベースの確立とそれを用いて、設計した製品の LCA を算
出する技術〈領域 2〉 







2012 11 3 次元イメージをもとに 10 分以内に試作金型を製造（仕上げを含む）できる迅速金型製造技術〈領域 2〉 
2012 14 多種製品について、製品ごとの生産量を迅速かつ柔軟に調整することのできるリコンフィギュラブル（再構築
可能）な製造システム〈領域 3〉 
2012 16 金型を必要としない一品製品を成形加工する技術〈領域 3〉 
2012 17 ビーム技術（イオン、電子、レーザなど）、装置の制御技術およびセンサ技術の高度化による、オングストロー







2013 15 マイクロリアクター等を用いた医薬品、化学品のオンデマンド製造技術〈領域 3〉 
2013 18 いつでもどこでも使える超小型のウェアラブル機器を実現する、オプトエレクトロニクス、マイクロエレクトロニク
ス、マイクロマシン等が複合化された数μｍレベルの実装技術〈領域 4〉 








2013 37 女性、高齢者や障害者などにも働きやすい作業サポートシステム〈領域 6〉 
2013 46 大重量構造物を構成する異種材料（例えば複合材料と鋼など）の接合技術〈領域 8〉 












電池システム等の CO2 排出の少ないエネルギー源を用いた製造工程が一般化〈領域 5〉 
2014 44 従来の鉄鋼材料に替わる軽量高強度複合材料による、機械構造物、建築物、船舶等大重量構造物の製造
技術〈領域 8〉 
























2017 43 微生物の機能を利用、または模倣した効率のよい製造プロセス〈領域 7〉 
2018 22 ナノメートルのスケールで原子や分子を操作･制御したり、物質の構造や配列を制御することによって革新的
な機能・特性を発現させる製造技術〈領域 4〉 









2020 42 無重力状態/微少重力などの特殊環境を用いた製造プロセス技術〈領域 7〉 
2021 38 自己修復能力のあるロボットを用いた生産システム技術〈領域 6〉 
2021 41 超高圧、高 pH など特殊環境に生息する微生物の機能を利用した製造プロセス技術〈領域 7〉 
2023 36 生命科学をベースにした新しい法則の解明に基づく製造技術、工程設計技術〈領域 6〉 
2025 10 脳波を検知することで、人間の考えていることをコンピュータ上に表現できる設計・開発サポート技術〈領域 2〉









2013 58 産･学･官の人材流動化が促進され、協力･共同活動が頻繁に行われ、製造技術の革新が図られる〈領域 10〉 
2013 59 科学技術立国を目指し、主に理数系に力点を置いた新たな初等中等教育の展開〈領域 10〉 
2014 05 高度で複雑な機能をもつ機器・設備を遠隔地から保守・点検する技術〈領域 1〉 
2015 06 自律適応、多種少量生産、短納期をサポートする日本オリジナルの製造用ソフトウェア技術〈領域 1〉 
2015 09 使用材料のライフサイクルアセスメント（LCA）データベースの確立とそれを用いて、設計した製品の LCA を算
出する技術〈領域 2〉 







2018 11 3 次元イメージをもとに 10 分以内に試作金型を製造（仕上げを含む）できる迅速金型製造技術〈領域 2〉 
2018 16 金型を必要としない一品製品を成形加工する技術〈領域 3〉 
2018 17 ビーム技術（イオン、電子、レーザなど）、装置の制御技術およびセンサ技術の高度化による、オングストローム









2020 19 成形加工（鋳造、焼結、塑性）において加工精度が１μｍ程度のネットシェイプ加工技術〈領域 4〉 
2020 33 製造現場における人間のリアルタイム動作解析に基づいて、ヒューマンエラーの可能性を警告するシステム
〈領域 6〉 
2020 37 女性、高齢者や障害者などにも働きやすい作業サポートシステム〈領域 6〉 












2021 34 製造分野において、女性研究者・技術者の割合が 50%になる〈領域 6〉 





2022 45 大重量構造物において、溶接に替わる塑性接合等の高強度・高耐久性接着技術〈領域 8〉 













電池システム等の CO2 排出の少ないエネルギー源を用いた製造工程が一般化〈領域 5〉 


























2029 43 微生物の機能を利用、または模倣した効率のよい製造プロセス〈領域 7〉 
2029 49 人口増加による食料危機回避の為の砂漠緑化技術や砂漠での食糧生産技術〈領域 8〉 
2031 38 自己修復能力のあるロボットを用いた生産システム技術〈領域 6〉 
2031 41 超高圧、高 pH など特殊環境に生息する微生物の機能を利用した製造プロセス技術〈領域 7〉 
2031 42 無重力状態/微少重力などの特殊環境を用いた製造プロセス技術〈領域 7〉 
2034 36 生命科学をベースにした新しい法則の解明に基づく製造技術、工程設計技術〈領域 6〉 
2035 10 脳波を検知することで、人間の考えていることをコンピュータ上に表現できる設計・開発サポート技術〈領域 2〉 
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R1 発送 R1 回収 回収率 R2 発送 R2 回収 回収率 
210 人 108 人 51％ 108 人 88 人 81% 
 
男 82 人 会社員 31 人 大 10.7 ％
女 5 人 大学教職員 47 人 中 27.7 ％
性 
別 
無回答 １人 公的機関職員 なし 小 61.6 ％
20 代 なし 団体職員 2 人
30 代  15 人 その他 7 人











50 代 23 人 研究開発従事 50 人
60 代 14 人 上記以外 37 人






無回答 なし  合 計 88 人
 









１．情報・通信 71.6% １．情報・通信 16.2%
２．エレクトロニクス 6.8% ２．エレクトロニクス 6.8%
３．ライフサイエンス 33.8% ３．ライフサイエンス 60.8%
４．保健・医療・福祉 28.4% ４．保健・医療・福祉 12.2%
５．農林水産・食品 8.1% ５．農林水産・食品 8.1%
６．フロンティア 4.1% ６．フロンティア 18.9%
７．エネルギー・資源 29.7% ７．エネルギー・資源 44.6%
８．環境 43.2% ８．環境 66.2%
９．ナノテクノロジー・材料 10.8% ９．ナノテクノロジー・材料 8.1%
10．製造 5.4% 10．製造 0.0%
11．産業基盤 11．産業基盤 
12．社会基盤 6.8% 12．社会基盤 1.4%
13．社会技術 48.6% 13．社会技術 52.7%
今後５ ～１ ０ 年に融合・ 連携を積極的に進めるべ き分野
 14．その他 0.0%

























マ ーケティ ン グ・ 販売
 
オペ レ ーシ ョ ン ズ ・ マ ネジメン ト
 




















R・ シ ミュ レ ーシ ョ ン
 
意思決定分析              
リスクマネジメント              
戦略・経営方針              
ガバナンス              
環境問題              
行動倫理              
アントレプレナーシップ              
コーポレート・ベンチャー              
技術管理              
規制対応              
知的財産権              
業績評価              










































































































































１．現在と比べ、理科系修士号取得者数は増加している。 52 人（70.3%） 
２．現在と比べ、理科系修士号取得者数はそれほど変わらない 8 人（10.8%） 












医・歯・薬・保健学 30479 73490 25500 2841 43617 6900 7063 2855 1600
農学 15933 83382 2900 3651 4281 800 1241 1139 300
工学 101401 123771 26000 26597 47981 9900 3964 6500 1800


























１．現在と比べ、地方分散が進展する。 29 人（39.2%） 
２．現在と比べ、それほど変わらない。 22 人（29.7%） 



























































産業基盤の地域的な最適化  5.3  5.0  5.8  6.0  4.9  5.7
ナレッジマネジメント  7.0  6.9  6.8  7.1  5.2  5.5
企業の意思決定・ガバナンス・マネジメント  5.8  5.5  6.5  6.2  5.2  5.6
公的部門のｶﾞﾊﾞﾅﾝｽ・ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ  5.3  5.1  5.5  5.3  5.8  6.0
リスク管理・ファイナンス  5.9  5.8  6.4  6.2  6.6  6.4
人的資源管理  6.5  6.3  7.0  7.0  5.8  6.5
経営における競争と協調  6.4  6.4  7.1  7.0  5.7  6.1
サービス産業サービス部門生産性向上  5.9  6.1  6.8  6.7  5.4  6.1
環境経営  6.1  6.3  6.5  6.9  7.1  7.1
産業の牽引役となる芸術・文化・遊び  5.6  5.4  5.4  6.4  4.4  6.5






































産業基盤の地域的な最適化  6.9  6.5  7.0  7.2  6.1  7.1
ナレッジマネジメント  7.6  7.3  7.5  7.6  5.9  6.5
企業の意思決定・ガバナンス・マネジメント  6.9  6.5  7.4  7.2  5.9  6.4
公的部門のｶﾞﾊﾞﾅﾝｽ・ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ  6.6  6.2  6.6  6.4  6.7  7.0
リスク管理・ファイナンス  6.9  6.8  7.2  7.1  7.4  7.2
人的資源管理  7.2  7.1  7.5  7.4  6.5  7.3
経営における競争と協調  7.3  7.3  7.7  7.5  6.6  7.2
サービス産業サービス部門生産性向上  7.0  6.9  7.3  7.3  6.1  7.1
環境経営  6.9  7.3  7.4  7.7  8.1  8.1
産業の牽引役となる芸術・文化・遊び  6.9  6.7  6.5  7.4  5.3  7.3













































産業基盤の地域的な最適化  1.5  1.4  1.2  1.2  1.3  1.4
ナレッジマネジメント  0.6  0.4  0.8  0.5  0.8  0.9
企業の意思決定・ガバナンス・マネジメント  1.0  1.0  0.8  0.9  0.7  0.8
公的部門のｶﾞﾊﾞﾅﾝｽ・ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ  1.2  1.1  1.1  1.1  0.9  0.9
リスク管理・ファイナンス  1.0  1.0  0.8  0.8  0.8  0.8
人的資源管理  0.7  0.8  0.5  0.4  0.7  0.7
経営における競争と協調  0.9  0.9  0.5  0.5  0.8  1.1
サービス産業サービス部門生産性向上  1.1  0.8  0.6  0.7  0.7  0.9
環境経営  0.8  0.9  0.8  0.8  1.0  1.0
産業の牽引役となる芸術・文化・遊び  1.2  1.3  1.0  1.0  0.9  0.9









































産業基盤の地域的な最適化  2.9  3.4  7.0
ナレッジマネジメント  3.3  4.3  7.3
企業の意思決定・ガバナンス・マネジメント  2.7  3.3  6.4
公的部門のｶﾞﾊﾞﾅﾝｽ・ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ  2.7  3.0  6.4
リスク管理・ファイナンス  2.6  3.4  6.9
人的資源管理  3.5  4.0  6.9
経営における競争と協調  3.8  4.6  7.3
サービス産業サービス部門生産性向上  3.8  4.5  7.2
環境経営  4.8  3.8  7.7








































産業基盤の地域的な最適化  2.8  3.5  7.3
ナレッジマネジメント  3.3  4.4  7.5
企業の意思決定・ガバナンス・マネジメント  2.5  3.2  6.7
公的部門のｶﾞﾊﾞﾅﾝｽ・ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ  2.4  2.9  6.4
リスク管理・ファイナンス  2.6  3.3  7.1
人的資源管理  3.3  3.7  6.9
経営における競争と協調  3.5  4.4  7.0
サービス産業サービス部門生産性向上  3.4  4.5  7.4
環境経営  4.6  3.8  7.7




















































上 の 基 本 的 な 方 針 と し て 、 社 会 的 責 任
(Corporate Social Responsibility)を強く意識し
た経営が一般化する 





























































すべて network を介して行われるようになる 












































65.7 2009 2014 環境経営 
17 
37 我が国の上場企業において、部長職に相当
する役職の 2 割を女性が占めるようになる 








































































































領域 06-10 11-15 16-20 21-25 26-30 31-35 36- 
産業基盤の地域的な分散・集中による最適化  2      
ナレッジマネジメント 3 1      
企業の意思決定・ガバナンス・マネジメント 2 4      
公的部門のガバナンス・マネジメント 1 1      
リスク管理・ファイナンス 1 4      
経営における競争と協調 4       
サービス産業・サービス部門の生産性向上 3       
環境経営 2       


























































































































































産業基盤の地域的な分散・集中による最適化 3.2 51.5 43.1 0.0 2.2
ナレッジマネジメント 2.9 92.7 3.4 1.0 0.0
企業の意思決定・ガバナンス・マネジメント 3.3 93.8 2.3 0.3 0.3
公的部門のガバナンス・マネジメント 2.3 89.7 5.7 0.0 2.3
リスク管理・ファイナンス 0.0 97.2 2.4 0.4 0.0
経営における競争と協調 33.8 63.7 2.5 0.0 0.0
サービス産業・サービス部門の生産性向上 59.5 38.4 0.7 0.0 1.4
環境経営 18.9 24.3 55.7 0.0 1.1
産業の牽引役となる芸術・文化・遊び 5.4 84.8 6.5 1.1 2.2






























3 flexible manufacturing 技術の確立により、50%以上の
造業の上場会社において、現在の大量生産方式
完全個別化された注文生産方式に代替される 














































































































































































産業基盤の地域的な分散・集中による最適化 13.9 66.1 15.6 4.4
ナレッジマネジメント 2.7 16.7 52.8 27.8
企業の意思決定・ガバナンス・マネジメント 2.5 15.3 43.4 38.8
公的部門のガバナンス・マネジメント 73.4 18.7 2.7 5.2
リスク管理・ファイナンス 5.8 15.0 56.6 22.6
経営における競争と協調 10.6 17.5 41.0 30.9
サービス産業・サービス部門の生産性向上 1.1 8.6 59.3 31.0
環境経営 28.5 48.8 16.2 6.5
産業の牽引役となる芸術・文化・遊び 3.4 10.2 59.8 26.5



























































55.6 2012 2018 
企業の意思決定・ガバナ
ンス・マネジメント 
43 flexible manufacturing 技術の確立により、50%以上
の製造業の上場会社において、現在の大量生産方
式が完全個別化された注文生産方式に代替される










44.1 2013 2020 
企業の意思決定・ガバナ
ンス・マネジメント 











































































































産業基盤の地域的な分散・集中による最適化 63.7 32.6 14.6 17.5 20.1 34.3 0.9 0.0
ナレッジマネジメント 49.9 45.7 18.6 13.4 3.7 27.9 3.2 1.0
企業の意思決定・ガバナンス・マネジメント 50.2 35.8 16.6 19.9 3.4 28.6 3.8 0.4
公的部門のガバナンス・マネジメント 55.5 58.9 31.1 10.3 1.9 38.7 17.5 1.9
リスク管理・ファイナンス 65.9 48.9 18.8 15.3 1.9 20.0 2.8 0.4
経営における競争と協調 37.9 64.2 11.2 19.2 3.0 18.6 19.6 0.0
サービス産業・サービス部門の生産性向上 21.6 25.1 63.5 25.0 0.0 26.8 9.1 0.0
環境経営 34.1 60.8 20.4 15.1 4.8 13.2 40.3 0.0
産業の牽引役となる芸術・文化・遊び 75.0 27.1 19.6 25.0 2.1 19.6 3.2 0.0












































































63.0 2010 2017 環境経営 
















































13 電子マネー等の普及によって 500 円未満の少額決済
がゼロもしくは無視できるほどの低いコスト負担で行な
われるようになる 





































































領域 06-10 11-15 16-20 21-25 26-30 31-35 36- 
産業基盤の地域的な分散・集中による最適化  1 4     
ナレッジマネジメント  6 1     
企業の意思決定・ガバナンス・マネジメント  4 6     
公的部門のガバナンス・マネジメント  1 1 4    
リスク管理・ファイナンス  2 4     
人的資源管理（教育、競争と協調の関係）  4 3     
経営における競争と協調  4      
サービス産業・サービス部門の生産性向上  5      
環境経営  3 1     










































現在の 1/2 にするようなリスク管理が可能になる 



































































































産業基盤の地域的な分散・集中による最適化 27.5 48.8 19.1 4.6
ナレッジマネジメント 2.7 17.2 55.1 25.1
企業の意思決定・ガバナンス・マネジメント 5.0 20.6 38.8 35.6
公的部門のガバナンス・マネジメント 54.3 28.3 10.5 6.9
リスク管理・ファイナンス 6.7 26.6 45.4 21.2
人的資源管理(教育、競争と協調の関係) 41.5 21.1 20.2 17.2
経営における競争と協調 17.5 20.3 36.3 26.0
サービス産業・サービス部門の生産性向上 5.2 10.0 60.4 24.5
環境経営 39.9 39.2 14.3 6.5
産業の牽引役となる芸術・文化・遊び 3.3 12.7 55.0 29.0












































































53.1 2012 2018 
企業の意思決定・ガバナ
ンス・マネジメント 




































































































産業基盤の地域的な分散・集中による最適化 48.7 29.4  9.1 11.7 61.1 11.9 0.0
ナレッジマネジメント 34.7 44.1  9.1 16.7 41.4 8.6 1.1
企業の意思決定・ガバナンス・マネジメント 39.7 33.9  1.4 7.1 52.0 19.6 3.5
公的部門のガバナンス・マネジメント 61.5 48.9  1.5 3.9 41.9 21.5 3.7
リスク管理・ファイナンス 59.0 46.1  2.9 8.0 38.6 12.6 1.3
人的資源管理(教育、競争と協調の関係) 48.4 15.7  2.7 30.1 46.3 29.2 0.5
経営における競争と協調 31.1 45.6  1.9 11.4 29.0 37.7 0.8
サービス産業・サービス部門の生産性向上 39.5 50.3  2.7 10.2 40.1 17.5 1.0
環境経営 33.9 34.5 0.0 25.3 16.7 68.6 0.9
産業の牽引役となる芸術・文化・遊び 70.6 34.5 7.4 35.6 16.4 4.0 0.0



























































63.5 2009 2014 ナレッジマネジメント 

































































13 電子マネー等の普及によって 500 円未満の少額決済
がゼロもしくは無視できるほどの低いコスト負担で行な
われるようになる 
83.6 2008 2013 
企業の意思決定・ガバ
ナンス・マネジメント 
41 売上額の 1/2 が海外で発生するような多国籍化した
日本の大企業では、その中枢を担う管理職、専門職
の 1/3 以上について外国人労働を活用するようになる
















































































































































2011 2018 7 リスク管理・ファイナンス
32 プロジェクト・リスクに関する共通化・普遍化された評価・
管理システムが確立する 


























2009 2014 5 ナレッジマネジメント 
13 電子マネー等の普及によって 500 円未満の少額決済
がゼロもしくは無視できるほどの低いコスト負担で行な
われるようになる 









2009 2014 5 リスク管理・ファイナンス





2008 2013 5 
経営における競争と協
調 
43 flexible manufacturing 技術の確立により、50%以上の製
造業の上場会社において、現在の大量生産方式が完
全個別化された注文生産方式に代替される 













































































［知的資産の増大］ 当 該領域自体の知的資産 増大への寄与
大 やや大
やや大






























課題 大 中 小 なし
指







































































１ 73 12 30 58 - 67 43 42 15 0 0 0
２ 64 2 17 81 - 63 29 65 6 0 0 0
専 1 100 0 0 - 50 0 100 0 0 0 0
１ 72 18 31 51 - 64 38 44 18 0 8 17
２ 61 8 28 64 - 58 23 64 13 0 8 7
専 5 100 0 0 - 70 40 60 0 0 0 0
１ 71 11 31 58 - 57 26 49 25 0 4 18
２ 60 3 20 77 - 57 19 69 12 0 5 9
専 2 100 0 0 - 75 50 50 0 0 0 50
１ 80 18 33 49 - 78 58 37 5 0 0 0
２ 65 11 28 61 - 82 66 29 5 0 0 0
専 7 100 0 0 - 86 71 29 0 0 0 0
１ 75 12 23 65 - 45 16 35 45 4 0 0
２ 61 3 16 81 - 39 7 35 58 0 0 0













































































なしやや 大 中 あまりなし
あまりなし なし大 やや 大 中
なしあまりなし大 やや 大 中










































































































































100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 23 20 39 41 17 3 38 33 30 33 48 10 2
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 18 16 26 54 18 2 33 30 28 21 72 5 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 100 0 100 100 100 0
3 41 54 1 1 30 38 24 8 42 34 22 18 18 37 3 2 8 14 25 48 21 6 43 32 13 25 49 6 4
2 28 70 0 0 12 68 17 3 61 38 14 5 13 46 2 0 8 15 12 70 13 5 58 33 5 11 67 4 0
0 25 75 0 0 25 75 0 0 75 50 50 25 50 50 25 0 0 0 20 60 20 0 60 60 0 20 60 40 0
6 63 24 4 3 33 33 27 7 48 33 22 25 36 25 2 0 3 21 27 42 27 4 58 34 13 21 28 9 3
4 74 18 0 4 16 65 14 5 67 28 15 30 28 22 0 0 2 17 9 72 16 3 75 36 4 16 34 0 0
0 50 50 0 0 0 50 50 0 100 100 100 100 100 50 0 0 0 50 0 100 0 0 100 100 0 100 100 0 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 8 64 26 9 1 44 34 10 12 45 34 5
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 13 76 19 5 0 53 39 3 5 61 27 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 86 14 0 0 43 43 0 0 71 29 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 18 19 25 25 31 19 34 12 12 12 63 24 5
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 10 13 15 28 44 13 25 9 6 6 72 25 0


























































































































［知的資産の増大］ 当 該領域自体の知的資産 増大への寄与
大 やや大
やや大






























課題 大 中 小 なし
指







































































１ 87 25 45 30 - 58 29 46 23 2 0 0
２ 68 9 43 48 - 52 16 60 24 0 0 0
専 6 100 0 0 - 71 50 33 17 0 0 0
１ 88 15 41 44 - 57 26 48 26 0 5 10
２ 67 3 31 66 - 47 11 57 30 2 5 8
専 2 100 0 0 - 38 0 50 50 0 0 50
１ 82 16 40 44 - 69 46 41 11 2 4 10
２ 67 9 30 61 - 71 47 42 11 0 0 8
専 6 100 0 0 - 88 83 0 17 0 0 33
１ 86 22 38 40 - 71 50 35 15 0 1 13
２ 66 8 33 59 - 74 53 36 11 0 0 8
専 5 100 0 0 - 85 80 0 20 0 0 40
１ 78 13 49 38 - 68 42 49 6 3 4 13
２ 67 4 40 56 - 72 47 48 3 2 2 14
専 3 100 0 0 - 67 67 0 0 33 0 67
１ 83 17 47 36 - 63 39 40 17 4 0 0
２ 67 9 42 49 - 61 29 57 12 2 0 0
専 6 100 0 0 - 79 66 17 17 0 0 0
１ 73 10 36 54 - 60 33 43 23 1 0 0
２ 64 3 23 74 - 49 10 69 19 2 0 0






















































































なしやや 大 中 あまりなし
あまりなし なし大 やや 大 中
なしあまりなし大 やや 大 中










































































































































100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 17 17 8 19 30 43 28 17 26 36 55 17 2
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 9 12 2 15 36 47 37 23 9 23 66 3 6
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 33 0 17 33 50 0 33 33 67 67 0 0
5 68 23 0 4 12 18 37 33 35 28 28 28 12 51 11 0 6 14 7 25 37 31 36 25 29 32 53 12 0
0 92 6 2 0 2 11 58 29 57 26 15 13 0 61 4 0 4 10 0 17 62 21 39 22 18 18 65 6 0
0 100 0 0 0 0 0 50 50 0 0 0 0 0 100 0 0 0 50 0 50 0 50 0 0 0 0 0 100 0
13 75 8 0 4 16 24 30 30 29 41 30 25 20 27 0 4 3 16 10 28 34 28 21 42 30 28 33 5 2
6 89 3 2 0 2 24 44 30 33 57 22 20 9 22 4 0 0 13 2 18 62 18 21 64 9 15 34 6 0
0 100 0 0 0 0 17 17 66 50 0 0 100 0 50 0 0 0 33 0 34 33 33 25 75 0 25 50 0 0
10 82 7 0 1 12 24 33 31 37 41 31 31 10 24 2 3 0 16 11 31 34 24 33 43 25 33 29 10 5
2 95 3 0 0 6 18 50 26 48 58 17 6 2 15 2 4 0 11 5 17 58 20 31 63 12 13 23 8 0
0 100 0 0 0 0 20 0 80 100 0 0 0 0 0 0 0 0 40 0 0 20 80 100 0 0 0 0 0 0
10 81 9 0 0 14 18 38 30 49 38 32 32 11 21 2 2 3 17 10 25 34 31 55 35 22 24 24 2 2
2 96 2 0 0 2 14 58 26 63 42 21 15 4 15 2 0 2 15 5 20 52 23 64 48 2 8 20 4 0
0 100 0 0 0 0 0 33 67 0 0 0 100 0 0 0 0 0 67 0 0 33 67 0 100 0 0 0 0 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 10 13 11 24 41 24 26 33 16 22 40 29 3
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 13 3 14 63 20 22 31 4 8 55 25 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 33 17 0 33 50 0 0 0 0 33 67 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 7 15 17 25 32 26 37 50 25 46 33 17 4
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 8 14 3 19 53 25 30 57 11 32 28 9 2


























































































































［知的資産の増大］ 当 該領域自体の知的資産 増大への寄与
大 やや大
やや大






























課題 大 中 小 なし
指







































































１ 87 10 31 59 - 45 11 47 40 2 2 6
２ 70 4 20 76 - 41 6 45 49 0 0 3
専 3 100 0 0 - 42 0 67 33 0 0 0
１ 95 28 36 36 - 60 31 49 20 0 0 0
２ 76 24 30 46 - 58 22 67 11 0 0 0
専 18 100 0 0 - 67 39 50 11 0 0 0
１ 87 24 33 43 - 55 26 42 31 1 5 15
２ 71 13 34 53 - 51 13 66 20 1 0 10
専 9 100 0 0 - 75 56 33 11 0 0 11
１ 90 27 32 41 - 58 33 40 18 9 0 0
２ 71 20 28 52 - 57 26 54 17 3 0 0
専 14 100 0 0 - 68 50 29 14 7 0 0
１ 89 30 28 42 - 51 28 33 28 11 0 0
２ 71 20 28 52 - 51 19 52 26 3 0 0
専 14 100 0 0 - 59 36 36 21 7 0 0
１ 91 25 40 35 - 64 38 42 20 0 12 19
２ 72 15 38 47 - 58 20 73 6 1 7 14
専 11 100 0 0 - 70 40 60 0 0 9 18
１ 84 21 30 49 - 52 25 38 33 4 19 15
２ 72 13 33 54 - 44 7 58 34 1 13 10
専 9 100 0 0 - 64 33 56 11 0 0 11
１ 95 31 32 37 - 56 27 48 22 3 0 0
２ 74 19 40 41 - 52 13 73 13 1 0 0
専 14 100 0 0 - 70 43 50 7 0 0 0
１ 90 17 42 41 - 51 22 40 36 2 12 15
２ 70 9 45 46 - 46 9 61 26 4 6 13




























































































なしやや 大 中 あまりなし
あまりなし なし大 やや 大 中
なしあまりなし大 やや 大 中










































































































































19 50 25 5 1 15 28 35 22 18 23 23 12 14 55 26 0 4 6 23 28 33 16 15 21 15 18 64 36 1
13 78 9 0 0 9 36 46 9 15 32 20 3 3 72 15 0 1 3 12 43 39 6 13 25 5 10 84 20 0
0 67 33 0 0 34 33 33 0 33 33 0 0 33 67 0 0 0 0 50 50 0 0 0 0 0 50 50 0 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 8 11 17 26 33 24 32 31 11 16 34 45 5
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 8 11 30 43 16 38 27 2 2 33 48 2
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 11 0 22 34 33 11 44 25 0 0 13 56 0
11 83 5 0 1 5 13 39 43 45 28 21 36 6 26 0 2 3 18 4 15 34 47 37 34 17 29 32 5 2
4 96 0 0 0 0 13 41 46 65 27 16 27 3 14 3 0 0 14 3 13 41 43 50 45 0 13 37 5 3
0 100 0 0 0 0 11 56 33 67 50 50 33 0 0 0 0 0 11 11 11 56 22 33 67 0 33 33 17 17
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 19 24 16 15 29 40 31 22 6 8 49 27 14
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 11 14 3 26 33 38 38 31 0 5 71 19 5
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 21 0 7 21 29 43 13 38 0 0 75 75 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 30 24 17 25 22 36 22 14 2 16 65 41 6
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 23 16 6 25 35 34 21 14 0 9 72 49 2
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 43 14 14 21 21 44 25 25 0 13 63 75 0
6 76 10 2 6 6 19 34 41 38 25 15 19 15 44 13 8 12 24 8 15 29 48 33 21 7 19 65 14 7
1 96 1 1 1 0 13 43 44 61 22 8 3 0 47 3 0 4 24 3 13 36 48 46 26 0 9 71 14 6
0 91 0 9 0 0 9 36 55 20 20 20 0 0 60 0 0 0 20 0 9 18 73 0 50 0 50 50 0 50
5 91 3 0 1 9 16 38 37 38 34 32 46 6 16 2 0 14 19 6 13 34 47 46 51 12 29 24 10 0
0 99 1 0 0 4 9 49 38 43 28 23 48 5 10 3 3 7 15 4 9 45 42 49 46 3 15 28 5 5
0 100 0 0 0 25 0 25 50 25 25 25 75 0 0 25 0 0 11 22 0 22 56 25 25 0 50 0 25 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 13 9 14 23 31 32 18 11 8 2 62 38 8
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 8 5 7 21 39 33 17 8 0 2 77 29 2
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 7 0 29 14 43 14 17 0 0 0 83 50 8
2 91 6 0 1 6 26 31 37 40 40 35 33 6 17 2 8 16 20 6 23 29 42 50 54 11 13 30 7 7
0 100 0 0 0 1 15 44 40 54 56 29 17 2 15 0 0 7 19 0 18 41 41 63 55 5 3 23 3 8
























































































































課題 大 中 小 なし
指







































































１ 82 24 27 49 - 47 19 38 38 5 3 21
２ 66 18 15 67 - 45 6 61 31 2 3 15
































































































































































6 83 8 0 3 6 14 31 49 38 43 23 35 10 23 0 3 5 18 4 14 31 51 45 50 8 13 26 3 3
3 94 3 0 0 0 6 38 56 64 50 4 21 7 14 0 0 2 17 2 8 38 52 63 63 0 3 23 3 3


























































































































［知的資産の増大］ 当 該領域自体の知的資産 増大への寄与
大 やや大
やや大






























課題 大 中 小 なし
指







































































１ 66 14 26 60 - 58 31 42 25 2 0 0
２ 57 5 14 81 - 50 9 73 18 0 0 0
専 3 100 0 0 - 42 0 67 33 0 0 0
１ 59 14 22 64 - 54 26 42 29 3 0 0
２ 56 5 16 79 - 52 13 71 16 0 0 0
専 3 100 0 0 - 42 0 67 33 0 0 0
１ 78 13 24 63 - 72 50 40 10 0 0 6
２ 63 8 21 71 - 73 51 41 6 2 0 3
専 5 100 0 0 - 70 40 60 0 0 0 0
１ 64 14 33 53 - 66 41 41 16 2 8 17
２ 57 9 14 77 - 61 28 59 11 2 2 15
専 5 100 0 0 - 60 20 80 0 0 20 40
１ 76 18 34 48 - 72 55 26 16 3 0 0
２ 62 10 23 67 - 77 59 31 10 0 0 0
専 6 100 0 0 - 88 83 0 17 0 0 0
１ 58 10 29 61 - 50 25 34 30 11 0 0
２ 56 4 20 76 - 41 7 53 29 11 0 0



















































































なしやや 大 中 あまりなし
あまりなし なし大 やや 大 中
なしあまりなし大 やや 大 中










































































































































100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 15 21 44 29 17 10 45 46 9 11 39 23 7
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 9 23 55 30 11 4 53 49 2 4 45 18 4
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 33 67 67 33 0 0 67 33 0 0 67 0 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 7 22 39 36 16 9 44 48 2 18 38 38 8
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 17 42 44 9 5 60 60 2 4 37 23 6
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 67 0 100 0 0 100 100 0 0 67 33 0
7 61 27 4 1 72 19 6 3 36 41 38 23 7 50 36 4 3 8 70 25 4 1 45 43 14 20 51 46 3
3 87 8 0 2 78 13 2 7 48 59 25 9 2 50 23 2 2 3 77 17 3 3 60 37 5 4 68 44 2
0 60 40 0 0 80 20 0 0 80 80 40 0 0 80 20 0 0 0 80 20 0 0 100 40 0 0 100 60 0
0 78 17 0 5 53 28 11 8 44 45 40 22 9 29 22 2 7 20 50 33 10 7 56 47 9 23 33 32 2
0 94 4 0 2 68 24 4 4 63 59 37 12 2 27 12 2 5 13 69 22 7 2 67 56 0 4 31 19 2
0 80 20 0 0 40 60 0 0 100 40 40 0 0 20 0 0 20 40 60 40 0 0 80 60 0 0 40 20 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 36 30 51 30 7 12 47 53 5 13 22 17 8
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 28 18 66 26 3 5 61 54 0 2 19 9 7
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 17 33 67 33 0 0 83 50 0 0 17 0 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 25 23 25 27 27 21 59 43 5 23 45 20 7
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 17 13 17 31 30 22 69 38 0 7 50 17 2


























































































































［知的資産の増大］ 当 該領域自体の知的資産 増大への寄与
大 やや大
やや大






























課題 大 中 小 なし
指







































































１ 78 33 26 41 - 64 35 53 9 3 4 10
２ 70 19 24 57 - 64 30 67 3 0 3 6
専 13 100 0 0 - 83 69 23 8 0 8 0
１ 84 26 30 44 - 57 29 45 24 2 18 12
２ 74 14 32 54 - 55 15 75 10 0 14 10
専 10 100 0 0 - 60 30 50 20 0 10 10
１ 77 23 43 34 - 63 34 52 13 1 4 14
２ 68 9 40 51 - 56 15 81 4 0 4 6
専 6 100 0 0 - 75 50 50 0 0 17 0
１ 76 24 28 48 - 60 32 47 20 1 7 11
２ 69 7 29 64 - 53 13 71 16 0 3 9
専 5 100 0 0 - 55 20 60 20 0 0 20
１ 63 27 32 41 - 63 37 45 16 2 2 8
２ 65 15 26 59 - 54 14 75 11 0 0 6
専 10 100 0 0 - 68 40 50 10 0 0 0
１ 75 29 31 40 - 72 50 38 12 0 0 0
２ 67 12 36 52 - 76 56 37 7 0 0 0

















































































なしやや 大 中 あまりなし
あまりなし なし大 やや 大 中
なしあまりなし大 やや 大 中










































































































































1 92 7 0 0 19 21 38 22 44 41 32 27 22 31 8 2 3 12 17 24 35 24 45 50 7 21 30 16 4
0 99 1 0 0 7 10 61 22 63 52 17 12 6 23 2 2 4 9 3 29 45 23 63 59 2 6 31 11 2
0 100 0 0 0 17 33 33 17 70 40 30 10 20 30 0 0 8 0 8 46 23 23 70 50 0 0 40 40 0
1 91 4 0 4 10 19 46 25 46 39 36 33 16 21 5 0 20 16 10 21 42 27 54 47 7 22 22 10 3
0 100 0 0 0 4 10 61 25 68 51 25 21 2 17 0 0 14 10 1 14 61 24 67 55 2 13 22 5 2
0 100 0 0 0 10 20 40 30 71 57 29 0 14 14 0 0 10 10 0 30 50 20 63 38 0 25 25 13 0
0 91 6 0 3 21 20 35 24 55 40 38 33 10 17 5 5 8 18 16 26 33 25 66 47 7 16 24 5 9
0 100 0 0 0 8 20 50 22 73 51 16 18 0 14 2 0 7 6 4 25 47 24 77 54 0 4 19 0 2
0 100 0 0 0 0 17 66 17 100 80 20 0 0 0 0 0 17 0 0 17 50 33 100 75 0 0 0 0 0
1 94 4 0 1 16 22 33 29 50 37 35 21 19 25 6 4 11 11 9 27 27 37 51 49 11 21 30 11 9
0 93 5 2 0 3 20 51 26 67 43 16 16 0 14 6 0 7 7 3 16 50 31 70 54 2 9 24 4 2
0 100 0 0 0 0 20 60 20 75 50 0 0 0 25 50 0 0 20 0 20 60 20 75 50 0 0 50 0 0
0 89 9 2 0 18 26 37 19 57 39 33 27 12 37 16 0 3 13 23 13 41 23 54 38 8 23 44 23 10
0 97 3 0 0 7 15 60 18 58 48 20 10 2 32 4 0 5 8 2 28 53 17 53 42 0 4 57 17 0
0 89 11 0 0 11 11 67 11 63 38 25 0 13 50 13 0 0 0 0 50 40 10 44 33 0 0 56 22 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 21 33 38 19 10 29 17 29 32 65 41 3
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 6 27 48 16 9 25 13 11 13 79 38 0
















































































































領域６ 人的資源管理－教育、競争と協調の関係－ （人間の可能性発展支援） 
１．領域に関する設問
①当該領域に関する専門度 ②現時点における効果







［知的資産の増大］ 当 該領域自体の知的資産 増大への寄与
大 やや大
やや大






























課題 大 中 小 なし
指







































































１ 93 39 27 34 - 55 31 35 26 8 0 0
２ 78 24 40 36 - 52 20 51 28 1 0 0
専 19 100 0 0 - 72 50 39 11 0 0 0
１ 87 25 34 41 - 82 66 32 2 0 0 0
２ 74 15 35 50 - 90 81 18 1 0 0 0
専 11 100 0 0 - 95 91 9 0 0 0 0
１ 87 26 32 42 - 60 30 52 18 0 0 0
２ 72 19 32 49 - 65 34 59 7 0 0 0
専 14 100 0 0 - 70 43 50 7 0 0 0
１ 85 29 32 39 - 71 49 38 9 4 0 0
２ 72 18 36 46 - 80 62 34 4 0 0 0
専 13 100 0 0 - 88 77 23 0 0 0 0
１ 86 31 34 35 - 80 64 29 7 0 0 0
２ 74 19 42 39 - 90 82 14 4 0 0 0
専 14 100 0 0 - 88 79 14 7 0 0 0
１ 90 29 38 33 - 67 41 45 14 0 0 0
２ 73 22 45 33 - 69 42 51 6 1 0 0
専 16 100 0 0 - 78 63 31 0 6 0 0
１ 84 23 36 41 - 64 37 48 14 1 0 0
２ 71 18 38 44 - 62 29 62 9 0 0 0




















































































なしやや 大 中 あまりなし
あまりなし なし大 やや 大 中
なしあまりなし大 やや 大 中










































































































































100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 12 13 8 26 29 37 79 39 9 30 20 7 7
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 10 13 5 14 36 45 90 30 3 15 15 3 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 11 16 11 32 41 90 40 10 10 0 0 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 7 11 53 40 7 0 32 24 12 60 39 42 2
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 78 18 1 3 26 20 3 70 42 38 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 82 18 0 0 30 40 10 60 70 30 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 7 14 22 29 27 22 57 12 5 29 22 32 6
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 6 30 37 15 18 63 11 2 30 29 38 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 7 36 43 14 7 75 0 0 25 42 42 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 6 7 40 37 18 5 56 29 16 52 34 27 1
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 4 65 21 11 3 56 15 6 67 23 17 2
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 77 15 8 0 67 42 0 67 42 33 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 6 60 33 6 1 14 16 6 31 55 58 4
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 83 10 3 4 9 9 1 12 68 68 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 86 7 0 7 8 17 0 25 67 75 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 8 12 25 21 26 28 38 28 13 26 49 36 5
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 5 21 25 30 24 38 15 4 12 67 35 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 6 6 25 25 31 19 25 17 0 8 83 42 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 11 13 13 14 32 41 51 20 8 20 59 16 4
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 7 9 23 44 24 57 9 0 6 81 8 2


























































































































［知的資産の増大］ 当 該領域自体の知的資産 増大への寄与
大 やや大
やや大






























課題 大 中 小 なし
指







































































１ 83 24 35 41 - 63 34 52 13 1 5 5
２ 67 10 43 47 - 59 22 69 9 0 3 3
専 7 100 0 0 - 61 29 57 14 0 14 0
１ 78 24 36 40 - 59 32 42 25 1 5 8
２ 65 14 40 46 - 53 15 67 18 0 5 3
専 9 100 0 0 - 61 33 45 22 0 11 0
１ 86 17 30 53 - 71 49 37 14 0 4 8
２ 69 6 32 62 - 75 51 44 5 0 3 4
専 4 100 0 0 - 88 75 25 0 0 25 0
１ 77 19 35 46 - 68 40 51 9 0 0 6
２ 67 12 31 57 - 64 31 63 6 0 0 3






































































なしやや 大 中 あまりなし
あまりなし なし大 やや 大 中
なしあまりなし大 やや 大 中










































































































































26 69 5 0 0 9 13 41 37 48 60 19 25 8 35 6 0 5 9 9 18 39 34 36 42 17 32 43 19 0
11 89 0 0 0 0 9 48 43 46 86 5 5 0 30 3 0 3 4 0 14 45 41 31 56 3 13 54 8 0
0 100 0 0 0 0 14 57 29 80 80 0 0 0 40 20 0 14 0 0 14 43 43 75 75 0 25 75 25 0
49 43 8 0 0 9 9 42 40 47 44 27 42 11 16 0 2 11 12 7 12 40 41 43 43 16 20 25 9 2
73 25 2 0 0 0 6 42 52 55 58 6 26 6 10 0 0 6 9 2 6 43 49 66 56 0 9 16 0 0
78 22 0 0 0 0 11 33 56 100 75 25 0 0 0 0 0 11 0 0 11 33 56 100 75 0 25 0 0 0
6 75 18 0 1 35 25 30 10 31 41 28 33 12 27 44 0 4 12 40 27 27 6 27 31 15 23 27 65 1
2 90 8 0 0 40 24 27 9 28 45 14 21 3 14 60 0 1 7 56 27 12 5 14 21 2 6 16 87 2
0 50 50 0 0 25 25 50 0 50 50 25 0 0 0 25 0 25 0 75 25 0 0 25 25 0 0 25 75 25
42 53 4 0 1 17 26 43 14 25 44 25 34 16 34 20 3 3 8 23 27 38 12 28 41 16 33 41 45 3
51 49 0 0 0 3 30 47 20 23 67 19 25 2 21 15 0 2 5 12 34 45 9 14 49 3 17 31 56 2


























































































































［知的資産の増大］ 当 該領域自体の知的資産 増大への寄与
大 やや大
やや大






























課題 大 中 小 なし
指







































































１ 68 12 29 59 - 46 16 37 44 3 9 6
２ 61 5 13 82 - 38 5 36 59 0 2 5
専 3 100 0 0 - 75 67 0 33 0 0 0
１ 70 11 31 58 - 44 12 43 40 5 2 8
２ 60 5 12 83 - 39 3 46 49 2 3 5
専 3 100 0 0 - 33 0 33 67 0 0 0
１ 71 21 28 51 - 59 30 46 23 1 0 0
２ 60 7 20 73 - 50 8 77 15 0 0 0
専 4 100 0 0 - 69 50 25 25 0 0 0
１ 63 16 24 60 - 39 8 39 45 8 6 10
２ 61 10 16 74 - 32 2 27 68 3 0 12
専 6 100 0 0 - 42 17 17 66 0 0 0
１ 68 15 37 48 - 61 31 51 18 0 0 0
２ 59 5 25 70 - 53 14 74 10 2 0 0








































































なしやや 大 中 あまりなし
あまりなし なし大 やや 大 中
なしあまりなし大 やや 大 中










































































































































57 37 6 0 0 16 13 41 30 30 32 59 43 2 27 11 0 15 12 15 17 43 25 37 35 20 39 31 16 4
83 15 2 0 0 2 8 53 37 22 30 68 24 0 30 8 0 3 8 5 7 59 29 31 40 2 33 40 12 2
67 33 0 0 0 0 0 100 0 50 50 50 0 0 100 50 0 0 0 33 0 67 0 33 33 0 33 100 33 0
53 40 3 2 2 12 15 47 26 35 33 50 33 6 31 19 0 5 11 11 17 52 20 30 32 16 22 34 40 0
84 12 2 0 2 2 5 67 26 26 26 60 24 0 21 7 0 5 10 5 9 65 21 24 36 4 4 42 38 0
100 0 0 0 0 0 0 100 0 67 33 33 0 0 67 33 0 0 0 33 0 67 0 33 0 0 0 33 67 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 13 18 25 38 19 44 44 17 31 31 15 2
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 15 5 12 62 21 63 63 2 11 30 2 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 25 25 50 0 75 50 0 25 75 25 0
20 75 2 0 3 10 20 40 30 29 31 38 31 2 31 21 0 10 8 16 20 46 18 22 38 14 10 38 38 6
15 83 0 0 2 0 12 59 29 17 20 63 27 0 29 12 0 3 8 7 5 66 22 13 49 4 0 56 36 0
33 67 0 0 0 0 20 60 20 50 50 50 50 0 25 50 0 17 0 40 0 60 0 40 0 0 0 100 60 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 6 15 15 29 33 23 53 55 18 25 37 10 6
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 15 3 17 51 29 66 63 0 2 32 0 2


























































































































課題 大 中 小 なし
指







































































１ 92 25 40 35 - 77 58 32 10 0 0 0
２ 69 17 44 39 - 86 75 18 7 0 0 0
専 12 100 0 0 - 96 92 8 0 0 0 0
１ 82 17 37 46 - 67 39 51 10 0 4 4
２ 69 10 36 54 - 66 34 60 6 0 0 3
専 7 100 0 0 - 86 71 29 0 0 0 0
１ 66 14 24 62 - 70 46 40 14 0 0 0
２ 63 3 16 81 - 71 47 43 10 0 0 0
専 2 100 0 0 - 100 100 0 0 0 0 0
１ 72 19 17 64 - 68 42 44 14 0 4 7
２ 62 11 13 76 - 72 47 48 5 0 3 5







































［知的資産の増大］ 当 該領域自体の知的資産 増大への寄与
大 やや大
やや大



































































































































































100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 4 33 26 25 16 37 32 7 23 18 66 3
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 37 22 26 15 36 41 0 12 10 72 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 33 25 17 25 44 78 0 22 0 67 0
9 26 65 0 0 33 38 21 8 39 42 27 28 28 21 46 1 5 8 36 33 22 9 44 37 11 30 29 63 1
3 3 94 0 0 35 50 12 3 35 59 11 8 10 8 60 0 0 0 43 42 12 3 43 37 0 17 10 79 0
0 0 100 0 0 43 57 0 0 43 71 0 0 0 0 57 0 0 0 57 43 0 0 29 43 0 14 14 100 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 21 53 32 13 2 34 29 8 34 29 68 3
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 6 61 32 5 2 33 16 0 26 18 75 2
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 100 0 0 50 0 100 0
30 35 32 0 3 29 34 20 17 33 38 34 31 10 19 28 2 8 13 31 38 18 13 33 33 9 40 34 45 5
34 44 20 0 2 22 48 20 10 33 63 30 22 0 19 20 0 3 7 19 60 14 7 24 44 0 45 29 47 2














































































































































なしやや 大 中 あまりなし
あまりなし なし大 やや 大 中
なしあまりなし大 やや 大 中






領域１０ 産業の牽引役となる芸術・文化・遊び （芸術・文化・遊びの科学技術） 
１．領域に関する設問
①当該領域に関する専門度 ②現時点における効果







［知的資産の増大］ 当 該領域自体の知的資産 増大への寄与
大 やや大
やや大






























課題 大 中 小 なし
指







































































１ 68 22 21 57 - 55 25 46 29 0 6 12
２ 62 16 19 65 - 49 12 60 28 0 5 8
専 10 100 0 0 - 53 20 50 30 0 10 0
１ 71 17 18 65 - 55 21 55 24 0 0 0
２ 63 8 17 75 - 50 12 66 22 0 0 0
専 5 100 0 0 - 75 60 20 20 0 0 0
１ 70 13 21 66 - 51 19 50 31 0 0 0
２ 65 6 12 82 - 54 15 70 15 0 0 0
専 4 100 0 0 - 69 50 25 25 0 0 0
１ 68 13 25 62 - 51 19 47 34 0 1 9
２ 63 5 10 85 - 46 8 59 33 0 5 6
専 3 100 0 0 - 42 0 67 33 0 0 0
１ 63 8 22 70 - 46 13 47 40 0 0 0
２ 64 3 9 88 - 45 8 57 35 0 0 0















































































あまりなし なし大 やや大 中
なしあまりなし大 やや大 中










































































































































11 80 3 0 6 6 14 53 27 42 40 38 47 4 9 2 0 8 15 6 14 46 34 42 37 28 28 14 7 0
9 85 4 0 2 2 9 56 33 69 44 31 44 0 5 0 0 6 6 2 3 53 42 74 56 6 21 9 6 0
22 78 0 0 0 11 0 78 11 88 25 38 38 0 0 0 0 10 10 11 0 56 33 83 50 17 50 0 0 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 16 6 19 43 32 47 30 32 32 32 11 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 11 2 10 46 42 86 31 17 17 14 0 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 20 20 0 40 40 100 33 33 67 0 0 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 12 6 25 49 20 53 45 18 33 24 10 2
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 10 2 16 52 30 66 52 2 27 16 5 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 50 50 0 50 25 0 25 25 25 0
9 63 20 3 5 18 22 42 18 49 23 23 23 17 28 13 2 6 13 15 24 42 19 39 22 26 48 37 22 0
4 81 11 2 2 5 12 63 20 81 11 9 6 4 34 6 0 5 8 5 15 64 16 53 14 8 69 29 10 0
0 67 33 0 0 0 0 67 33 100 0 0 0 0 0 0 0 0 33 33 0 67 0 50 0 0 50 0 0 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 12 13 14 31 41 14 65 29 8 37 18 8 4
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 16 7 20 58 15 75 19 4 44 13 0 0









































































































































































































































25 我が国において、政府部門における e-government が進み、個人認証技術と個人情報の保護技術が確立し、税務・納税、書類手続、年































































37 我が国の上場企業において、部長職に相当する役職の 2 割を女性が占めるようになる 
























42 我が国の 50%以上の企業で ERP（Enterprise Resource Planning）システムにより、需要予測、物流システム、契約形態等が改善されて、す
べてリアルタイムで受注、発注が行われるようになり、生産／流通システムにおける在庫が著しく減少する 
○中小規模の企業が導入可能となる価格帯の実現、あるいは導入方法の工夫が必要となる。○ERP より流通段階や企業的信用の偏在
が問題。○必ずしも ERP が必要でないサービスもある。 



























○放送と通信の一体化が前提。○Amazon.com でおこなっているようなことが複数で視聴することが前提の TV で可能かどうか。○セグメ
ンテーションは重要、技術的にも可能。意味を測る（感性計測）人間系ビジネスがおきる。○悪用防止対策 
50 公的部門、企業部門における効果的な IT 利用法が明らかにされ、IT 投資による「総要素生産性」の向上が年率 2％を超えて上昇し、IT
投資が経済全体の生産性を必ずしも上昇させないという「生産性パラドックス」が解消する 
○政府自身が IT の利用者として活用する必要有。 














































































2007 45 製品識別、品質コントロール、製品追跡等のためのインテリジェントタグが一般的に用いられるようになる〈領域 7〉 
2008 13 電子マネー等の普及によって 500 円未満の少額決済がゼロもしくは無視できるほどの低いコスト負担で行なわれる
ようになる〈領域 3〉 
2008 25 我が国において、政府部門における e-government が進み、個人認証技術と個人情報の保護技術が確立し、税務・
納税、書類手続、年金。保険、福祉等の住民サービス等がすべて network を介して行われるようになる〈領域 4〉 
2008 42 我が国の 50%以上の企業で ERP（Enterprise Resource Planning）システムにより、需要予測、物流システム、契約形
態等が改善されて、すべてリアルタイムで受注、発注が行われるようになり、生産／流通システムにおける在庫が著
しく減少する〈領域 7〉 





















2009 46 レジ、接客など人的サービスを代替できるロボットや情報システムが一般化する〈領域 8〉 
2009 49 テレビなどの放送で、視聴者個人別に広告素材を差し替えることが可能となる〈領域 8〉 
2009 52 環境会計（環境保全と持続的発展に対する企業の貢献度を評価する方法）あるいはこれが発展したものが一般化
する〈領域 9〉 
















2012 32 プロジェクト・リスクに関する共通化・普遍化された評価・管理システムが確立する〈領域 5〉 











































2013 42 我が国の 50%以上の企業で ERP（Enterprise Resource Planning）システムにより、需要予測、物流システム、契約形
態等が改善されて、すべてリアルタイムで受注、発注が行われるようになり、生産／流通システムにおける在庫が著
しく減少する〈領域 7〉 
2013 45 製品識別、品質コントロール、製品追跡等のためのインテリジェントタグが一般的に用いられるようになる〈領域 7〉 


















2014 25 我が国において、政府部門における e-government が進み、個人認証技術と個人情報の保護技術が確立し、税務・















2014 46 レジ、接客など人的サービスを代替できるロボットや情報システムが一般化する〈領域 8〉 
2014 49 テレビなどの放送で、視聴者個人別に広告素材を差し替えることが可能となる〈領域 8〉 















































2019 32 プロジェクト・リスクに関する共通化・普遍化された評価・管理システムが確立する〈領域 5〉 





2019 37 我が国の上場企業において、部長職に相当する役職の 2 割を女性が占めるようになる〈領域 6〉 
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R1 発送 R1 回収 回収率 R2 発送 R2 回収 回収率 
331 人 188 人 57％ 188 人 155 人 82% 
 
男 １４６人 会社員 ３６人 大 10.6 ％
女 ７人 大学教職員 ８４人 中 18.9 ％
性 
別 
無回答 ２人 公的機関職員 ２２人 小 70.5 ％
20 代 ２人 団体職員 ６人
30 代 １８人 その他 ６人











50 代 ６３人 研究開発従事 １２６人
60 代 ２３人 上記以外 ２９人
















１．情報・通信 55.6％ １．情報・通信 28.7%
２．エレクトロニクス 0.8% ２．エレクトロニクス 0%
３．ライフサイエンス 0.8% ３．ライフサイエンス 20.9%
４．保健・医療・福祉 16.5% ４．保健・医療・福祉 19.4%
５．農林水産・食品 3.8% ５．農林水産・食品 14.0%
６．フロンティア 3.0% ６．フロンティア 23.3%
７．エネルギー・資源 44.4% ７．エネルギー・資源 51.2%
８．環境 90.2% ８．環境 65.1%
９．ナノテクノロジー・材料 3.8% ９．ナノテクノロジー・材料 9.3%
10．製造 1.5% 10．製造 1.6%
11．産業基盤 4.5% 11．産業基盤 3.9%
12．社会基盤 12．社会基盤 
13．社会技術 72.2% 13．社会技術 58.1%
今後５ ～１ ０ 年に融合・ 連携を積極的に進めるべ き分野
 14．その他 0%











































      










      
 
表１２．４－２ 「社会基盤」分野の領域 


















































































































































問１  30 年後の日本の社会を想定した時、都市への人口や資本の集中分散について、どのようになっていくと
お考えですか。該当するシナリオ番号に一つだけ○印を付けてください。 
 









































































































人口非集中地域の社会基盤技術  3.9  3.8  4.4  4.7  6.3  6.6
建造物の性能向上  6.1  5.6  6.5  6.0  7.8  7.2
社会基盤施設の再生・維持・管理  5.7  5.3  5.8  5.6  7.6  7.0
高齢化社会に対応した社会基盤技術  5.9  6.0  5.9  6.6  7.6  7.4
社会基盤における環境技術  6.2  6.0  6.1  6.5  6.7  6.7
総合的な水管理技術  5.2  5.2  5.1  5.2  7.2  6.8
建築スケールの環境対策  5.6  5.6  5.9  6.3  6.9  6.9
社会基盤としてのセキュリティ技術  5.0  5.0  4.9  5.5  7.3  6.5
防災技術  6.1  5.7  5.5  5.5  8.8  7.9
利用者・住民を含めた社会基盤の総合ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ  4.5  4.3  4.0  4.4  6.9  7.1
新たな交通システム技術  6.2  6.3  6.6  6.6  6.0  6.7
交通安全に関する技術  5.9  5.9  5.8  6.0  7.4  6.7
交通機関の環境対策  6.0  6.1  6.2  6.4  6.9  7.1
環境にやさしい効率的な物流システム技術  5.1  5.1  5.5  5.6  5.6  5.8









































人口非集中地域の社会基盤技術  5.0  4.8  5.2  5.9  7.0  7.5
建造物の性能向上  6.5  6.4  6.8  6.7  8.1  7.8
社会基盤施設の再生・維持・管理  6.1  5.9  6.4  6.4  8.4  7.6
高齢化社会に対応した社会基盤技術  6.5  6.6  6.6  7.2  8.5  8.4
社会基盤における環境技術  6.7  6.7  6.6  7.3  7.6  7.7
総合的な水管理技術  5.7  5.5  5.5  5.8  7.7  7.5
建築スケールの環境対策  5.9  5.9  6.3  6.7  7.5  7.6
社会基盤としてのセキュリティ技術  5.4  5.4  5.2  6.0  7.8  6.9
防災技術  6.4  6.1  6.0  6.2  9.1  8.3
利用者・住民を含めた社会基盤の総合ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ  5.1  4.9  4.6  5.2  7.5  7.6
新たな交通システム技術  6.5  6.7  7.0  7.0  6.5  7.2
交通安全に関する技術  6.4  6.4  6.4  6.7  8.1  7.2
交通機関の環境対策  6.3  6.4  6.6  6.8  7.5  7.7
環境にやさしい効率的な物流システム技術  5.4 5.5 5.8 6.0  6.0  6.2












































人口非集中地域の社会基盤技術  1.0  1.0  0.8  1.2  0.7  0.9 
建造物の性能向上  0.4  0.8  0.3  0.6  0.4  0.6 
社会基盤施設の再生・維持・管理  0.4  0.6  0.6  0.8  0.8  0.6 
高齢化社会に対応した社会基盤技術  0.6  0.6  0.7  0.6  0.9  1.1 
社会基盤における環境技術  0.5  0.7  0.5  0.8  0.8  1.0 
総合的な水管理技術  0.5  0.3  0.4  0.7  0.5  0.6 
建築スケールの環境対策  0.3  0.3  0.3  0.4  0.6  0.7 
社会基盤としてのセキュリティ技術  0.3  0.3  0.3  0.5  0.5  0.4 
防災技術  0.3  0.4  0.5  0.6  0.3  0.4 
利用者・住民を含めた社会基盤の総合ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ  0.6  0.6  0.6  0.8  0.6  0.5 
新たな交通システム技術  0.3  0.4  0.3  0.4  0.5  0.5 
交通安全に関する技術  0.5  0.5  0.6  0.7  0.7  0.5 
交通機関の環境対策  0.3  0.3  0.5  0.4  0.5  0.6 
環境にやさしい効率的な物流システム技術  0.3  0.3  0.3  0.4  0.4  0.4 












































人口非集中地域の社会基盤技術  4.3  3.3  7.5
建造物の性能向上  6.2  6.3  9.2
社会基盤施設の再生・維持・管理  5.6  5.3  8.8
高齢化社会に対応した社会基盤技術  4.7  3.9  8.2
社会基盤における環境技術  5.0  4.2  8.4
総合的な水管理技術  4.9  4.8  8.3
建築スケールの環境対策  5.2  4.6  8.3
社会基盤としてのセキュリティ技術  3.3  3.9  7.9
防災技術  6.7  7.2  9.4
利用者・住民を含めた社会基盤の総合ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ  3.3  3.1  7.1
新たな交通システム技術  5.5  5.4  8.6
交通安全に関する技術  5.3  5.4  8.9
交通機関の環境対策  6.2  5.6  9.1











































人口非集中地域の社会基盤技術 4.0 3.1 7.4
建造物の性能向上 5.9 5.9 8.6
社会基盤施設の再生・維持・管理 4.9 4.7 8.5
高齢化社会に対応した社会基盤技術 4.3 3.8 7.8
社会基盤における環境技術 4.4 3.8 8.1
総合的な水管理技術 4.7 4.5 8.1
建築スケールの環境対策 4.9 4.4 8.0
社会基盤としてのセキュリティ技術 3.2 3.9 7.5
防災技術 6.1 6.8 8.9
利用者・住民を含めた社会基盤の総合ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 3.5 3.5 6.9
新たな交通システム技術 5.1 5.1 8.5
交通安全に関する技術 4.9 5.1 8.7
交通機関の環境対策 5.6 5.2 8.7





























































































89.4 ― 2014 防災技術 
 963















酸化物 0.17(0.08)。試験モードは 10・15M で、数
値は１台当たりの上限値、カッコ内は形式当たり
の平均値） 











































































































領域 06-10 11-15 16-20 21-25 26-30 31-35 36- 
人口非集中地域の社会基盤技術 1 5      
建造物の性能向上 3 5      
社会基盤施設の再生・維持・管理 2 3      
高齢化社会に対応した社会基盤技術 3 3      
社会基盤における環境技術 2 4      
総合的な水管理技術  6      
建築スケールの環境対策 6       
社会基盤としてのセキュリティ技術 2       
防災技術 6 7      
利用者・住民を含めた社会基盤の総合ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 1       
新たな交通システム技術 2 8  2    
交通安全に関する技術 2 1      
交通機関の環境対策 1 8 1     
環境にやさしい効率的な物流システム技術 1 1      





















































音速旅客機（飛行速度マッハ 2～2.5、定員 250 人程度）









































































人口非集中地域の社会基盤技術 20.9 1.4 77.4 0.0 0.2
建造物の性能向上 71.6 15.2 12.6 0.0 0.6
社会基盤施設の再生・維持・管理 60.3 18.1 21.6 0.0 0.0
高齢化社会に対応した社会基盤技術 45.9 16.3 37.0 0.0 0.8
社会基盤における環境技術 7.0 33.4 59.4 0.0 0.2
総合的な水管理技術 33.0 43.0 23.6 0.3 0.2
建築スケールの環境対策 41.8 4.4 53.1 0.2 0.6
社会基盤としてのセキュリティ技術 3.4 95.9 0.8 0.0 0.0
防災技術 80.7 18.8 0.3 0.0 0.3
利用者・住民を含めた社会基盤の総合ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 4.2 63.9 31.9 0.0 0.0
新たな交通システム技術 44.7 45.2 9.6 0.3 0.3
交通安全に関する技術 60.4 35.0 3.9 0.7 0.0
交通機関の環境対策 60.5 22.8 16.5 0.0 0.2
環境にやさしい効率的な物流システム技術 75.9 3.6 19.6 0.0 0.9
























































































































人口非集中地域の社会基盤技術 20.2 64.1 15.1 0.6
建造物の性能向上 9.5 50.8 35.2 4.4
社会基盤施設の再生・維持・管理 43.5 42.4 12.4 1.7
高齢化社会に対応した社会基盤技術 15.2 68.2 15.7 1.0
社会基盤における環境技術 21.4 68.3 9.7 0.7
総合的な水管理技術 28.0 66.0 5.7 0.3
建築スケールの環境対策 10.3 49.7 36.6 3.4
社会基盤としてのセキュリティ技術 9.1 55.7 27.5 7.7
防災技術 51.5 42.9 5.2 0.5
利用者・住民を含めた社会基盤の総合ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 11.3 73.2 12.7 2.8
新たな交通システム技術 18.5 47.7 30.1 3.7
交通安全に関する技術 11.2 30.4 56.5 1.8
交通機関の環境対策 14.3 60.1 24.5 1.2
環境にやさしい効率的な物流システム技術 23.1 59.6 15.5 1.8


























































12.7 2009 2014 領域外 
95 砂漠や極地に計画的に都市を建設する技術シス
テム 
12.5 2015 2024 領域外 
11 鉄骨工事を大幅に合理化する、鉄骨のための高
耐久・高性能の接着剤 













































































人口非集中地域の社会基盤技術 17.3 61.2 17.6 47.3 2.8 19.8 5.7 0.0
建造物の性能向上 14.2 57.9 15.5 64.5 3.6 15.0 3.2 0.3
社会基盤施設の再生・維持・管理 17.0 59.4 23.9 53.2 3.4 10.6 2.5 0.0
高齢化社会に対応した社会基盤技術 18.0 67.4 16.0 45.6 3.8 10.3 7.9 0.0
社会基盤における環境技術 24.1 67.6 22.9 46.1 3.4 9.3 3.5 0.0
総合的な水管理技術 24.2 62.5 24.2 51.0 4.3 5.5 4.1 0.0
建築スケールの環境対策 11.1 62.0 20.5 48.2 2.3 11.3 9.1 0.5
社会基盤としてのセキュリティ技術 14.1 62.6 14.0 52.3 7.1 12.4 11.8 0.0
防災技術 21.2 63.5 34.5 57.1 2.2 2.0 1.0 0.4
利用者・住民を含めた社会基盤の総合ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 89.9 36.2 13.0 14.5 1.4 2.9 0.0 0.0
新たな交通システム技術 11.8 48.4 29.5 69.1 6.8 6.2 1.0 0.4
交通安全に関する技術 15.8 52.2 18.5 67.8 1.5 7.4 2.3 0.0
交通機関の環境対策 12.9 52.2 22.1 69.7 5.1 6.2 3.7 0.0
環境にやさしい効率的な物流システム技術 10.6 71.2 10.3 61.0 1.7 10.0 10.6 1.8














































































2.5、定員 250 人程度） 








80.9 2013 2022 交通機関の環境対策 




























































領域 06-10 11-15 16-20 21-25 26-30 31-35 36- 
人口非集中地域の社会基盤技術   4 2    
建造物の性能向上  3 3 2    
社会基盤施設の再生・維持・管理  2 3     
高齢化社会に対応した社会基盤技術  4 3     
社会基盤における環境技術  2 4     
総合的な水管理技術   3 3    
建築スケールの環境対策  4 2     
社会基盤としてのセキュリティ技術  2      
防災技術  6 7 1    
利用者・住民を含めた社会基盤の総合ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ  5      
新たな交通システム技術  2 5 3  1 1 
交通安全に関する技術  1 1 1    
交通機関の環境対策   5 4 1   
環境にやさしい効率的な物流システム技術   2     
























9.3 2033 新たな交通システム技術 


















73 速度マッハ 25 で飛行できるエアーブリージングエンジンを
使用した宇宙往還機 




18.6 2033 新たな交通システム技術 
88 陸上での超音速飛行でも騒音は少なく、またオゾン層を破
壊するような成分の排出ガスも削減した、環境適合型超音
速旅客機（飛行速度マッハ 2～2.5、定員 250 人程度） 






















































人口非集中地域の社会基盤技術 21.1 70.2 7.9 0.8
建造物の性能向上 11.0 45.9 38.9 4.2
社会基盤施設の再生・維持・管理 42.9 47.1 8.9 1.1
高齢化社会に対応した社会基盤技術 18.4 66.1 14.5 1.0
社会基盤における環境技術 25.3 67.5 6.7 0.5
総合的な水管理技術 28.2 66.8 5.0 0.0
建築スケールの環境対策 10.6 55.3 31.0 3.1
社会基盤としてのセキュリティ技術 11.5 42.3 42.0 4.2
防災技術 57.0 38.3 4.5 0.3
利用者・住民を含めた社会基盤の総合ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 37.2 49.3 12.8 0.7
新たな交通システム技術 19.8 47.9 28.6 3.6
交通安全に関する技術 9.0 51.0 38.1 1.8
交通機関の環境対策 23.0 57.5 18.7 0.8
環境にやさしい効率的な物流システム技術 31.3 56.0 11.9 0.9
























































18.6 2009 2014 領域外 
95 砂漠や極地に計画的に都市を建設する技術シス
テム 
14.8 2015 2024 領域外 
44 環境調整機能（光触媒等）を持った内外装材料 9.8 2009 2014 建築スケールの環境対策
11 鉄骨工事を大幅に合理化する、鉄骨のための高
耐久・高性能の接着剤 
8.0 2014 2023 建造物の性能向上 

























































人口非集中地域の社会基盤技術 13.0 41.9 13.7 66.6 25.2 7.7 0.0
建造物の性能向上 11.2 53.6 6.2 47.9 35.9 10.5 0.1
社会基盤施設の再生・維持・管理 14.9 64.5 6.6 51.0 13.4 8.3 0.3
高齢化社会に対応した社会基盤技術 13.3 49.5 9.5 68.3 18.0 12.2 0.0
社会基盤における環境技術 22.1 59.8 9.0 55.6 19.2 13.7 0.0
総合的な水管理技術 24.4 71.2 8.8 40.3 8.5 17.9 0.3
建築スケールの環境対策 10.6 42.1 13.2 61.9 20.4 18.6 0.3
社会基盤としてのセキュリティ技術 10.1 55.6 9.3 45.7 16.9 45.7 0.8
防災技術 29.4 70.5 4.9 50.8 5.6 5.9 0.5
利用者・住民を含めた社会基盤の総合ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 86.6 33.1 2.9 27.5 16.2 11.1 0.3
新たな交通システム技術 12.0 58.9 6.0 68.9 13.4 3.3 0.7
交通安全に関する技術 14.1 37.2 6.7 75.4 21.5 11.0 0.0
交通機関の環境対策 12.4 50.9 8.2 74.9 11.3 14.2 0.0
環境にやさしい効率的な物流システム技術 7.7 37.9 8.6 74.9 15.7 41.3 0.0







































































































定員 250 人程度） 











































































































































2023 2033 10 
新たな交通システム技
術 


























2018 2027 9 交通機関の環境対策 
 979




















































2009 2014 5 
建築スケールの環境対
策 






























2010 2015 5 防災技術 
































2009 2014 5 領域外 
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2010 2014 4 防災技術 
 
 981



























































































































































































































































































［知的資産の増大］ 当 該領域自体の知的資産 増大への寄与
大 やや大
やや大






























課題 大 中 小 なし
指







































































１ 124 12 25 63 - 78 59 36 5 0 1 11
２ 98 5 20 75 - 80 61 37 2 0 0 5
専 5 100 0 0 - 100 100 0 0 0 0 0
１ 101 8 30 62 - 59 32 44 20 4 3 10
２ 86 3 19 78 - 58 27 52 20 1 2 6
専 3 100 0 0 - 83 67 33 0 0 0 0
１ 83 17 24 59 - 64 35 52 13 0 1 10
２ 78 9 15 76 - 60 23 69 8 0 0 4
専 7 100 0 0 - 64 29 71 0 0 0 0
１ 116 10 35 55 - 65 36 51 13 0 0 1
２ 98 8 22 70 - 58 21 71 8 0 0 3
専 8 100 0 0 - 88 75 25 0 0 0 0
１ 95 6 26 68 - 60 29 54 16 1 7 7
２ 81 4 10 86 - 58 21 68 11 0 5 5
専 3 100 0 0 - 75 67 0 33 0 33 0
１ 76 11 25 64 - 55 26 47 24 3 0 8
２ 76 8 11 81 - 54 13 75 12 0 0 3







































































なしやや 大 中 あまりなし
あまりなし なし大 やや 大 中
なしあまりなし大 やや 大 中










































































































































6 7 81 3 3 39 38 21 2 29 51 27 47 3 22 14 0 1 8 39 40 18 3 22 40 22 51 32 20 0
1 1 98 0 0 49 45 6 0 24 63 17 45 2 28 6 0 0 5 37 61 1 1 14 46 13 68 30 8 0
20 0 80 0 0 60 40 0 0 40 100 0 20 20 40 0 0 0 0 80 20 0 0 20 80 20 60 60 0 0
21 15 62 0 2 24 47 20 9 31 58 27 40 3 14 12 2 5 14 31 38 22 9 19 42 26 49 25 16 0
7 2 91 0 0 18 71 10 1 21 71 10 39 2 21 5 0 5 6 24 67 8 1 11 49 13 60 22 5 0
33 0 67 0 0 33 67 0 0 33 67 33 0 0 67 0 0 0 0 0 100 0 0 0 33 33 33 33 0 0
30 10 59 0 1 25 55 16 4 26 44 36 38 3 19 19 0 0 8 32 44 20 4 14 37 30 48 21 24 1
16 0 83 0 1 16 77 7 0 20 62 27 47 3 14 5 0 0 4 24 72 4 0 19 44 12 65 24 13 0
14 0 86 0 0 14 86 0 0 14 57 29 29 0 29 14 0 0 0 33 67 0 0 33 50 0 67 33 17 0
36 9 52 2 1 14 49 29 8 20 45 22 37 4 30 13 1 2 3 15 45 35 5 16 31 24 59 31 17 1
30 1 69 0 0 9 65 26 0 12 67 13 33 1 28 5 0 0 3 10 71 19 0 10 31 16 71 26 6 0
38 13 49 0 0 50 25 25 0 25 50 25 38 0 38 13 0 0 0 50 33 17 0 33 0 33 50 17 17 0
22 12 59 4 3 17 38 39 6 18 32 33 44 5 18 17 1 8 7 19 42 32 7 15 25 28 49 29 20 1
8 0 92 0 0 10 62 25 3 12 49 25 61 3 15 5 0 1 6 16 75 8 1 13 37 12 68 28 8 0
33 0 67 0 0 0 67 0 33 0 50 0 50 0 100 0 0 0 33 0 100 0 0 0 0 0 100 50 0 0
46 12 37 0 5 26 38 29 7 18 38 25 48 3 17 12 3 1 7 27 41 28 4 18 37 18 52 22 18 4
64 4 32 0 0 18 65 17 0 15 56 14 58 6 14 7 0 0 3 16 76 7 1 13 44 17 67 22 6 0


























































































































［知的資産の増大］ 当 該領域自体の知的資産 増大への寄与
大 やや大
やや大






























課題 大 中 小 なし
指







































































１ 130 27 27 46 - 63 34 49 15 2 2 17
２ 105 21 32 47 - 61 24 73 3 0 1 6
専 22 100 0 0 - 69 38 62 0 0 0 0
１ 116 9 33 58 - 57 24 56 19 1 3 6
２ 92 5 29 66 - 57 18 74 7 1 1 2
専 5 100 0 0 - 60 20 80 0 0 0 20
１ 127 16 31 53 - 64 36 49 14 1 3 6
２ 98 12 30 58 - 65 33 60 7 0 0 3
専 12 100 0 0 - 88 75 25 0 0 0 0
１ 114 18 31 51 - 66 39 48 13 0 3 5
２ 92 13 30 57 - 64 31 61 8 0 0 3
専 12 100 0 0 - 83 67 33 0 0 0 0
１ 85 13 20 67 - 44 14 40 41 5 6 20
２ 76 5 30 65 - 43 7 51 41 1 4 8
専 4 100 0 0 - 44 25 0 75 0 25 25
１ 114 30 32 38 - 79 60 36 4 0 0 1
２ 98 19 41 40 - 92 85 13 2 0 0 2
専 19 100 0 0 - 100 100 0 0 0 0 0
１ 123 21 36 43 - 79 61 34 5 0 1 2
２ 98 22 31 47 - 90 80 19 1 0 0 1
専 22 100 0 0 - 92 86 9 5 0 0 0
１ 122 25 31 44 - 69 44 43 12 1 1 4
２ 101 22 31 47 - 75 51 46 3 0 0 1













































































なしやや 大 中 あまりなし
あまりなし なし大 やや 大 中
なしあまりなし大 やや 大 中










































































































































49 33 14 0 4 15 36 36 13 19 48 29 56 7 28 3 0 2 20 16 33 41 10 21 41 14 34 46 11 2
73 21 6 0 0 4 53 38 5 12 60 15 62 5 27 2 0 2 8 8 43 45 4 10 44 2 29 73 3 0
82 9 9 0 0 9 54 32 5 19 71 14 67 10 33 5 0 5 0 18 45 32 5 10 62 5 33 76 5 0
73 21 4 0 2 10 33 41 16 17 47 30 53 9 13 3 1 4 12 10 29 45 16 18 49 23 34 27 6 2
96 3 1 0 0 1 50 46 3 11 56 15 75 5 11 0 0 1 3 4 32 61 3 9 68 15 33 26 1 0
100 0 0 0 0 0 40 60 0 20 20 0 80 0 0 0 0 0 20 0 40 60 0 20 40 0 60 20 0 0
43 32 18 0 7 15 40 37 8 21 43 29 54 7 20 13 0 2 13 17 40 35 8 19 43 17 43 35 22 0
78 16 6 0 0 8 65 24 3 16 58 18 71 3 13 3 0 2 4 5 58 34 3 9 63 5 53 34 9 0
83 0 17 0 0 33 50 17 0 33 42 25 75 8 25 0 0 17 0 25 58 17 0 25 58 0 58 33 25 0
35 16 48 0 1 14 33 39 14 21 44 33 47 11 29 11 1 1 8 19 31 38 12 21 37 24 47 42 17 2
22 3 74 0 1 8 45 42 5 18 51 12 58 2 24 5 2 0 3 9 40 46 5 15 31 11 65 44 11 0
42 0 50 0 8 33 50 17 0 50 33 8 33 0 42 8 0 0 0 34 33 33 0 42 17 8 58 25 17 0
38 40 8 0 14 6 20 50 24 19 53 25 46 3 15 5 0 8 21 5 19 54 22 20 52 13 23 33 7 3
32 61 4 0 3 1 20 68 11 9 62 9 62 0 9 0 0 4 7 3 19 70 8 7 65 4 19 46 3 0
50 50 0 0 0 0 25 75 0 0 50 0 75 0 0 0 0 25 25 0 25 75 0 0 25 0 25 50 0 0
89 9 0 0 2 31 39 19 11 21 42 36 55 4 14 17 0 0 4 35 40 19 6 18 43 7 43 25 31 2
96 4 0 0 0 36 54 9 1 15 65 24 68 4 7 7 0 0 2 36 55 8 1 13 64 2 53 23 23 1
95 5 0 0 0 53 42 5 0 21 68 21 74 5 5 5 0 0 0 48 47 5 0 11 63 0 63 16 26 0
92 5 1 0 2 14 39 35 12 15 38 28 42 7 24 16 2 0 5 21 38 29 12 16 30 10 56 36 28 0
98 1 0 0 1 7 61 28 4 13 56 14 55 6 25 6 0 0 1 11 61 24 4 9 39 5 69 34 15 0
100 0 0 0 0 9 46 36 9 15 45 5 45 10 35 5 0 0 0 18 37 36 9 10 30 10 80 30 5 0
59 25 15 0 1 20 39 32 9 30 43 29 56 11 7 7 0 1 7 21 37 33 9 26 40 17 47 21 29 1
79 12 9 0 0 11 59 27 3 20 56 16 66 3 4 2 0 1 1 12 61 22 5 17 55 5 62 9 20 0


























































































































［知的資産の増大］ 当 該領域自体の知的資産 増大への寄与
大 やや大
やや大






























課題 大 中 小 なし
指







































































１ 68 9 13 78 - 86 73 22 5 0 3 9
２ 65 6 8 86 - 95 91 9 0 0 2 3
専 4 100 0 0 - 88 75 25 0 0 0 0
１ 97 15 26 59 - 70 47 41 12 0 2 6
２ 79 15 25 60 - 78 56 41 3 0 0 1
専 12 100 0 0 - 88 75 25 0 0 0 0
１ 126 17 33 50 - 77 55 43 2 0 1 4
２ 94 18 30 52 - 85 71 29 0 0 1 1
専 17 100 0 0 - 94 88 12 0 0 0 0
１ 88 11 24 65 - 58 30 46 22 2 0 6
２ 75 8 29 63 - 54 13 76 11 0 0 1
専 6 100 0 0 - 67 33 67 0 0 0 0
１ 118 26 27 47 - 84 67 32 1 0 0 2
２ 93 16 34 50 - 93 86 14 0 0 0 2





































































なしやや 大 中 あまりなし
あまりなし なし大 やや 大 中
なしあまりなし大 やや 大 中










































































































































17 43 40 0 0 66 26 5 3 35 46 41 59 17 11 10 0 5 11 72 20 5 3 35 52 11 47 18 23 2
5 65 30 0 0 91 6 3 0 27 55 31 63 11 3 2 0 2 5 90 8 2 0 27 67 5 46 10 16 0
50 25 25 0 0 100 0 0 0 75 75 25 25 0 25 0 0 0 0 100 0 0 0 75 75 25 50 0 0 0
70 17 10 0 3 52 32 14 2 24 35 29 58 7 13 8 1 1 9 50 36 12 2 25 41 11 41 18 17 6
91 5 4 0 0 81 14 4 1 18 47 24 59 1 11 4 0 0 1 81 18 1 0 16 64 6 56 9 6 0
92 0 8 0 0 75 17 0 8 36 55 27 55 9 18 9 0 0 0 83 17 0 0 33 58 17 50 25 8 0
61 27 12 0 0 20 49 20 11 24 48 34 50 7 8 7 0 0 6 24 47 21 8 25 47 19 40 15 22 3
84 12 4 0 0 12 68 16 4 17 60 23 60 1 7 1 0 0 1 11 73 13 3 15 60 9 53 7 6 0
70 18 12 0 0 18 53 29 0 35 65 24 65 6 6 6 0 0 0 12 53 29 6 31 69 19 38 0 19 0
80 12 7 0 1 16 43 31 10 18 42 29 34 5 27 12 1 0 6 24 38 35 3 14 47 12 42 33 14 7
96 3 1 0 0 8 61 28 3 8 74 14 25 1 25 1 0 0 3 11 67 22 0 4 64 7 45 23 5 1
100 0 0 0 0 17 66 17 0 0 83 33 17 0 50 0 0 0 0 17 83 0 0 0 83 17 50 50 0 0
39 12 48 0 1 35 42 19 4 27 48 39 56 7 17 8 0 1 4 37 44 15 4 32 50 25 43 27 16 4
26 5 69 0 0 26 64 10 0 14 62 27 59 2 8 4 0 0 2 21 70 7 2 13 68 6 55 18 8 0


























































































































［知的資産の増大］ 当 該領域自体の知的資産 増大への寄与
大 やや大
やや大






























課題 大 中 小 なし
指







































































１ 94 7 26 67 - 64 34 56 8 2 4 8
２ 71 4 17 79 - 60 24 67 9 0 1 3
専 3 100 0 0 - 83 67 33 0 0 0 0
１ 88 10 19 71 - 59 28 52 20 0 1 2
２ 69 9 19 72 - 52 9 83 7 1 0 5
専 6 100 0 0 - 75 50 50 0 0 0 0
１ 96 11 28 61 - 62 33 51 14 2 2 3
２ 75 8 19 73 - 54 15 73 12 0 0 4
専 6 100 0 0 - 75 50 50 0 0 0 17
１ 89 16 29 55 - 66 39 47 14 0 0 0
２ 72 8 21 71 - 59 21 72 7 0 0 0
専 6 100 0 0 - 75 50 50 0 0 0 0
１ 84 10 25 65 - 53 27 42 22 9 9 8
２ 66 9 12 79 - 47 6 73 18 3 3 3
専 6 100 0 0 - 75 50 50 0 0 0 0
１ 108 18 36 46 - 73 50 43 6 1 1 4
２ 89 10 24 66 - 79 58 41 1 0 0 3
専 9 100 0 0 - 100 100 0 0 0 0 11
１ 86 12 21 67 - 57 24 56 19 1 0 5
２ 62 10 16 74 - 56 21 63 16 0 0 2
















































































なしやや 大 中 あまりなし
あまりなし なし大 やや 大 中
なしあまりなし大 やや 大 中










































































































































50 22 26 0 2 11 45 35 9 30 48 36 63 4 15 8 0 3 11 16 41 35 8 26 35 37 55 27 11 0
74 6 20 0 0 11 65 24 0 29 53 21 64 4 6 1 0 4 3 10 66 24 0 17 50 16 74 13 4 0
33 0 67 0 0 33 67 0 0 33 0 33 67 0 0 0 0 0 0 33 67 0 0 33 0 0 67 33 33 0
56 14 29 0 1 19 42 31 8 15 40 23 46 6 10 19 1 0 7 25 44 26 5 14 38 19 47 16 21 2
87 0 13 0 0 11 69 18 2 14 69 11 48 3 6 9 0 0 6 15 72 13 0 10 49 7 75 12 13 0
100 0 0 0 0 33 50 0 17 0 100 0 60 0 20 20 0 0 0 50 50 0 0 17 50 17 83 17 17 0
46 29 23 0 2 21 43 29 7 20 51 29 56 6 15 9 1 2 6 21 46 29 4 18 38 33 51 28 15 3
76 14 10 0 0 12 72 15 1 14 69 15 57 1 10 3 0 1 5 15 63 19 3 11 50 13 75 13 7 0
83 0 17 0 0 20 80 0 0 0 100 0 40 0 20 0 0 0 17 50 50 0 0 33 50 17 50 33 17 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 10 21 48 26 5 26 32 20 58 36 18 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 14 75 8 3 17 35 7 78 33 6 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 50 50 0 0 50 0 0 67 50 17 0
35 36 22 0 7 24 37 27 12 19 43 34 40 3 16 16 3 12 18 27 34 26 13 18 52 25 29 25 17 3
22 69 6 0 3 19 62 17 2 13 68 16 42 2 11 10 0 8 6 17 59 22 2 6 71 13 32 21 8 0
66 17 17 0 0 50 50 0 0 33 50 0 33 17 33 17 0 0 17 67 33 0 0 33 33 17 50 17 0 0
16 22 62 0 0 31 44 22 3 28 46 23 32 12 24 25 5 1 5 41 42 15 2 25 38 14 53 27 30 3
3 7 90 0 0 25 67 8 0 28 68 16 25 6 17 16 0 0 5 38 55 7 0 22 46 6 70 18 26 0
22 0 78 0 0 56 44 0 0 44 78 0 22 22 22 22 0 0 11 78 22 0 0 44 44 11 67 22 22 0
28 15 54 0 3 21 44 31 4 22 54 31 34 7 14 12 1 0 8 27 45 27 1 19 31 19 43 19 30 6
12 3 83 0 2 13 74 11 2 11 77 16 38 7 11 8 0 0 5 19 73 8 0 8 45 5 74 16 21 0


























































































































［知的資産の増大］ 当 該領域自体の知的資産 増大への寄与
大 やや大
やや大






























課題 大 中 小 なし
指







































































１ 135 19 39 42 - 74 50 46 4 0 1 6
２ 115 16 41 43 - 79 58 41 1 0 0 2
専 18 100 0 0 - 94 89 11 0 0 0 6
１ 127 14 39 47 - 66 38 50 10 2 1 3
２ 107 11 34 55 - 63 27 72 1 0 0 2
専 12 100 0 0 - 79 58 42 0 0 0 0
１ 106 14 26 60 - 72 50 39 9 2 3 6
２ 93 2 20 78 - 81 62 38 0 0 0 2
専 2 100 0 0 - 100 100 0 0 0 0 0
１ 82 13 23 64 - 68 43 44 13 0 1 12
２ 73 4 19 77 - 69 41 52 7 0 0 3
専 3 100 0 0 - 83 67 33 0 0 0 0
１ 106 15 31 54 - 64 40 41 15 4 6 10
２ 87 5 25 70 - 64 34 54 11 1 6 2
専 4 100 0 0 - 88 75 25 0 0 0 0
１ 99 9 27 64 - 70 44 49 7 0 1 7
２ 83 5 23 72 - 69 38 62 0 0 0 2










































































なしやや 大 中 あまりなし
あまりなし なし大 やや 大 中
なしあまりなし大 やや 大 中










































































































































23 39 36 0 2 32 33 27 8 35 45 31 36 9 14 19 2 1 7 35 41 19 5 28 39 13 36 21 38 3
10 47 43 0 0 24 57 17 2 31 79 19 30 6 11 6 0 0 2 25 65 9 1 26 58 9 40 22 34 0
34 33 33 0 0 44 33 17 6 53 76 24 47 12 12 6 0 0 6 50 44 6 0 50 78 11 50 28 33 0
36 48 14 0 2 38 33 21 8 25 46 35 51 8 6 4 3 3 7 36 38 19 7 28 42 21 42 14 13 4
22 72 6 0 0 33 61 5 1 16 66 30 48 3 8 2 0 0 2 29 64 7 0 19 74 6 50 7 10 0
25 67 8 0 0 51 33 8 8 18 64 36 45 18 0 0 0 0 0 67 25 8 0 33 75 25 42 0 0 0
16 9 72 0 3 30 45 21 4 30 40 35 56 7 22 19 0 1 7 34 41 23 2 29 38 24 54 32 25 1
1 3 96 0 0 26 70 4 0 19 59 19 60 2 13 4 0 0 3 29 68 3 0 18 46 12 75 23 10 0
0 0 100 0 0 100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 50 50 0 0 50 100 0 100 0 0 0
18 15 62 0 5 36 44 17 3 32 44 38 38 7 21 29 3 4 12 38 39 20 3 27 40 30 43 29 34 1
4 3 93 0 0 20 74 6 0 22 72 23 41 0 7 4 0 1 3 32 62 6 0 15 58 10 58 18 15 0
67 0 33 0 0 33 67 0 0 67 67 33 100 0 33 33 0 0 0 33 67 0 0 0 67 33 100 67 33 0
12 48 37 0 3 24 39 24 13 39 44 38 46 11 7 7 2 8 10 28 41 21 10 33 40 27 36 19 16 2
0 75 24 0 1 14 69 16 1 33 65 25 43 5 0 1 0 10 2 19 66 13 2 36 65 8 46 15 8 0
0 75 25 0 0 50 50 0 0 50 50 50 50 0 0 0 0 0 0 50 50 0 0 75 50 0 50 25 0 0
22 7 70 0 1 27 47 22 4 30 52 34 54 11 24 17 0 2 10 33 43 21 3 26 42 25 53 34 25 1
5 0 95 0 0 11 79 10 0 24 64 21 55 4 16 4 0 0 4 19 78 3 0 19 58 10 64 30 6 0


























































































































［知的資産の増大］ 当 該領域自体の知的資産 増大への寄与
大 やや大
やや大






























課題 大 中 小 なし
指







































































１ 75 20 32 48 - 62 32 54 13 1 0 9
２ 64 16 23 61 - 59 19 79 2 0 0 5
専 10 100 0 0 - 75 50 50 0 0 0 0
１ 67 21 21 58 - 71 49 38 13 0 8 11
２ 60 12 22 66 - 74 50 47 3 0 2 3
専 7 100 0 0 - 100 100 0 0 0 14 0
１ 60 17 22 61 - 72 49 40 11 0 2 11
２ 60 10 17 73 - 77 56 41 3 0 0 3
専 6 100 0 0 - 92 83 17 0 0 0 0
１ 75 29 15 56 - 66 39 49 11 1 1 3
２ 67 24 9 67 - 62 27 66 7 0 0 2
専 16 100 0 0 - 78 56 44 0 0 0 0
１ 82 32 21 47 - 63 36 44 17 3 4 7
２ 69 30 13 57 - 61 25 68 7 0 1 4
専 21 100 0 0 - 76 52 48 0 0 0 5
１ 87 15 24 61 - 64 37 44 19 0 1 4
２ 78 10 18 72 - 64 30 67 3 0 0 1








































































なしやや 大 中 あまりなし
あまりなし なし大 やや 大 中
なしあまりなし大 やや 大 中










































































































































37 41 18 2 2 28 43 22 7 31 43 41 41 8 5 16 2 0 16 25 46 22 7 30 46 19 33 18 33 4
29 64 5 2 0 22 71 5 2 26 66 29 44 0 6 5 0 0 5 23 71 6 0 27 72 8 30 8 20 0
30 70 0 0 0 60 40 0 0 40 80 30 30 0 10 0 0 0 0 50 50 0 0 30 80 0 40 10 10 0
37 19 38 0 6 30 54 11 5 26 40 32 60 9 7 19 2 7 15 37 41 19 3 22 42 31 47 13 38 5
45 7 48 0 0 10 88 2 0 18 65 18 62 2 3 3 0 2 3 19 78 3 0 15 68 12 61 8 19 0
43 0 57 0 0 14 86 0 0 14 43 14 57 0 14 0 0 14 0 33 67 0 0 17 67 0 67 17 0 0
24 45 27 0 4 32 49 11 8 34 38 43 60 6 6 17 2 0 14 28 50 18 4 30 46 33 46 11 48 4
7 79 14 0 0 15 83 2 0 25 48 25 63 0 3 3 0 2 3 10 87 3 0 22 69 10 50 5 28 0
0 67 33 0 0 33 50 17 0 50 67 33 33 0 0 0 0 0 0 17 66 17 0 33 83 17 33 0 17 0
25 65 8 0 2 45 38 11 6 38 42 45 50 35 6 5 0 0 4 42 38 16 4 38 67 21 29 8 5 6
8 90 2 0 0 51 42 7 0 31 51 30 58 22 1 0 0 0 2 45 47 8 0 36 77 8 24 3 0 2
19 81 0 0 0 88 6 6 0 44 50 31 63 31 6 0 0 0 0 75 19 6 0 50 81 0 25 6 0 6
34 21 42 0 3 42 29 24 5 35 41 32 35 4 22 29 3 5 13 40 39 17 4 35 47 8 26 24 47 4
32 12 56 0 0 54 40 6 0 26 72 22 35 1 12 12 0 1 7 54 43 3 0 32 69 4 28 13 35 0
29 24 47 0 0 80 15 5 0 40 75 20 35 5 5 15 0 0 10 71 24 5 0 57 67 0 24 10 48 0
53 18 24 0 5 23 48 23 6 27 53 32 41 8 11 9 1 0 5 33 40 22 5 21 51 24 44 14 17 6
78 4 17 0 1 16 71 13 0 18 73 21 44 0 6 1 0 0 1 17 76 7 0 13 72 11 49 13 5 0


























































































































［知的資産の増大］ 当 該領域自体の知的資産 増大への寄与
大 やや大
やや大






























課題 大 中 小 なし
指







































































１ 86 10 24 66 - 56 24 55 18 3 0 4
２ 65 5 17 78 - 58 20 72 8 0 0 2
専 3 100 0 0 - 83 67 33 0 0 0 0
１ 96 8 27 65 - 69 41 53 6 0 0 4
２ 75 1 23 76 - 66 32 65 3 0 0 1
専 1 100 0 0 - 100 100 0 0 0 0 0
１ 93 18 30 52 - 68 43 43 13 1 0 7
２ 74 5 28 67 - 68 38 59 3 0 0 1
専 4 100 0 0 - 88 75 25 0 0 0 0
１ 73 7 22 71 - 43 8 53 36 3 3 8
２ 62 2 15 83 - 51 8 79 13 0 0 3
専 1 100 0 0 - 100 100 0 0 0 0 100
１ 90 23 24 53 - 65 39 41 20 0 0 6
２ 69 10 26 64 - 61 25 69 6 0 0 1
専 7 100 0 0 - 79 57 43 0 0 0 0
１ 73 11 27 62 - 45 12 49 36 3 1 6
２ 61 3 18 79 - 45 3 72 25 0 0 3







































































なしやや 大 中 あまりなし
あまりなし なし大 やや 大 中
なしあまりなし大 やや 大 中










































































































































48 14 36 0 2 21 35 35 9 23 41 20 30 8 8 44 3 0 5 19 40 36 5 19 30 22 38 15 62 4
71 2 27 0 0 13 49 35 3 13 67 16 34 3 0 34 2 0 2 12 63 23 2 14 47 9 36 5 59 2
33 0 67 0 0 67 0 33 0 0 33 0 0 33 0 67 33 0 0 67 33 0 0 0 67 0 33 67 100 0
38 21 38 0 3 34 42 18 6 17 50 40 57 5 23 12 1 0 8 38 39 18 5 17 34 31 58 41 28 4
45 5 50 0 0 26 70 3 1 8 67 31 53 3 13 6 0 0 4 25 63 11 1 11 39 15 65 35 14 0
0 0 100 0 0 100 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 100 100 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0
26 5 62 4 3 15 39 37 9 25 37 37 44 4 23 14 4 0 11 17 43 32 8 21 26 26 57 31 25 3
11 1 87 1 0 11 54 32 3 14 50 24 54 3 13 3 1 0 6 9 66 22 3 11 40 14 74 19 13 0
25 25 50 0 0 75 25 0 0 0 50 0 25 0 0 0 25 0 0 50 50 0 0 25 25 50 25 0 0 0
28 22 41 0 9 10 30 43 17 24 47 37 43 8 14 20 0 8 11 11 28 47 14 20 31 31 52 9 30 0
27 8 63 0 2 5 38 55 2 10 69 15 47 3 3 5 0 2 7 6 37 55 2 10 37 14 71 2 17 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 100 100 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0
25 10 61 0 4 20 34 35 11 28 51 29 35 4 42 17 1 1 10 22 37 32 9 24 35 21 45 51 25 3
12 4 84 0 0 7 57 33 3 15 68 18 38 2 35 5 0 0 3 10 64 25 1 12 34 7 57 60 7 0
0 0 100 0 0 29 57 14 0 43 57 29 43 0 100 0 0 0 14 43 57 0 0 29 43 14 43 86 29 0
69 17 12 0 2 3 31 46 20 18 42 18 44 6 12 16 2 3 6 2 36 38 24 16 44 30 46 14 18 2
83 5 10 0 2 0 30 62 8 5 51 18 62 0 4 2 0 0 5 0 39 51 10 5 55 20 69 2 2 0


























































































































課題 大 中 小 なし
指







































































１ 77 5 19 76 - 52 21 48 28 3 1 6
２ 68 1 18 81 - 49 7 77 15 1 0 2
専 1 100 0 0 - 50 0 100 0 0 0 0
１ 95 5 24 71 - 46 13 49 36 2 2 6
２ 76 3 16 81 - 48 9 66 24 1 1 0




























［知的資産の増大］ 当 該領域自体の知的資産 増大への寄与
大 やや大
やや大



































































































































































14 78 5 0 3 18 35 32 15 15 41 20 46 11 17 20 11 6 7 24 26 35 15 18 36 24 40 24 44 2
0 98 2 0 0 7 63 24 6 15 65 13 52 8 10 13 0 2 3 12 46 39 3 11 52 10 46 15 46 2
0 100 0 0 0 0 100 0 0 100 0 0 100 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 100 0 100 0
25 67 5 0 3 14 33 35 18 14 43 29 46 6 22 20 9 9 10 20 31 33 16 16 38 20 38 26 38 6
7 93 0 0 0 11 49 31 9 14 61 15 53 6 15 11 0 5 3 11 39 45 5 9 59 9 46 19 46 0














































































































































なしやや 大 中 あまりなし
あまりなし なし大 やや 大 中
なしあまりなし大 やや 大 中
















［知的資産の増大］ 当 該領域自体の知的資産 増大への寄与
大 やや大
やや大






























課題 大 中 小 なし
指







































































１ 106 29 25 46 - 81 66 27 6 1 4 3
２ 98 24 22 54 - 94 89 11 0 0 2 2
専 24 100 0 0 - 92 83 17 0 0 0 0
１ 99 23 20 57 - 82 68 27 5 0 23 19
２ 96 10 22 68 - 93 86 13 1 0 13 6
専 10 100 0 0 - 90 80 20 0 0 20 0
１ 86 8 30 62 - 68 40 53 6 1 2 11
２ 79 6 15 79 - 75 49 51 0 0 1 3
専 5 100 0 0 - 100 100 0 0 0 0 0
１ 114 32 23 45 - 81 63 33 4 0 3 5
２ 98 30 20 50 - 93 87 10 3 0 0 2
専 29 100 0 0 - 89 80 17 3 0 0 0
１ 92 18 26 56 - 84 70 24 6 0 1 10
２ 83 10 25 65 - 95 90 9 1 0 0 4
専 8 100 0 0 - 94 87 13 0 0 0 13
１ 109 14 33 53 - 64 35 51 13 1 0 4
２ 96 9 24 67 - 60 23 73 4 0 0 2
専 9 100 0 0 - 72 44 56 0 0 0 0
１ 97 9 28 63 - 73 49 46 5 0 1 9
２ 75 9 24 67 - 80 60 40 0 0 0 5
専 7 100 0 0 - 86 71 29 0 0 0 0
１ 93 20 25 55 - 81 66 30 4 0 2 7
２ 81 19 15 66 - 92 84 16 0 0 0 1
専 15 100 0 0 - 97 93 7 0 0 0 0
１ 88 14 25 61 - 78 60 33 6 1 1 7
２ 71 10 20 70 - 91 83 16 1 0 0 1


















































































なしやや 大 中 あまりなし
あまりなし なし大 やや 大 中
なしあまりなし大 やや 大 中










































































































































92 8 0 0 0 60 27 9 4 28 45 43 51 5 2 4 2 5 4 63 23 11 3 28 49 13 44 9 11 9
99 1 0 0 0 81 16 2 1 16 67 29 60 2 2 1 0 2 2 83 15 2 0 18 69 7 63 7 5 1
100 0 0 0 0 75 25 0 0 13 70 22 65 4 4 4 0 0 0 67 33 0 0 13 63 13 71 8 8 4
76 20 1 1 2 57 26 9 8 35 28 53 60 8 0 2 1 15 25 55 23 13 9 44 46 10 38 2 10 5
98 1 0 0 1 80 16 3 1 23 37 54 56 2 1 0 1 12 8 79 16 4 1 42 70 3 44 2 2 2
90 10 0 0 0 80 10 10 0 44 11 44 78 0 0 0 0 11 0 80 0 20 0 60 60 0 30 10 10 10
36 64 0 0 0 28 50 16 6 28 44 35 40 6 14 19 1 3 13 32 46 21 1 34 43 14 38 14 30 3
18 82 0 0 0 17 78 4 1 16 74 26 51 0 3 7 1 1 1 22 73 5 0 23 68 0 44 5 22 0
60 40 0 0 0 40 60 0 0 40 80 40 60 0 0 0 0 0 0 20 80 0 0 20 60 0 80 20 20 0
80 18 2 0 0 32 49 15 4 33 42 46 67 6 2 2 2 3 7 34 39 23 4 40 49 11 41 13 12 2
97 3 0 0 0 28 60 12 0 28 54 39 64 1 1 0 0 1 4 39 54 7 0 41 69 3 40 7 6 0
93 7 0 0 0 18 64 18 0 25 50 36 64 4 4 0 0 3 3 28 58 14 0 55 69 7 31 14 7 0
71 23 5 0 1 55 34 10 1 28 38 48 66 6 0 3 3 1 12 53 31 16 0 37 48 11 44 8 6 8
96 2 1 0 1 77 20 3 0 21 50 45 64 3 0 0 0 0 2 78 21 1 0 25 75 1 51 3 0 0
87 0 0 0 13 100 0 0 0 13 63 50 38 13 0 0 0 0 13 100 0 0 0 13 75 0 63 0 0 0
72 25 1 0 2 25 39 30 6 20 54 35 52 3 12 5 1 3 6 34 36 24 6 21 50 17 45 23 15 3
93 7 0 0 0 20 58 22 0 11 69 18 61 2 5 2 0 3 3 25 64 11 0 9 72 9 51 13 6 1
89 11 0 0 0 25 62 13 0 13 88 13 63 0 13 0 0 0 0 33 45 22 0 11 78 22 56 0 11 0
89 8 2 0 1 43 49 7 1 28 44 47 60 6 3 3 3 0 13 44 49 5 2 33 55 14 43 8 19 5
96 3 1 0 0 45 54 1 0 19 57 38 76 0 1 0 0 0 5 45 55 0 0 23 76 3 49 1 11 0
100 0 0 0 0 57 43 0 0 71 57 29 100 0 0 0 0 0 0 71 29 0 0 43 71 0 57 0 14 0
82 12 5 0 1 47 40 11 2 33 43 48 53 6 4 8 4 0 12 50 43 5 2 34 51 11 35 10 16 4
98 1 0 0 1 63 37 0 0 22 54 40 58 2 0 0 1 0 3 69 30 1 0 26 76 1 44 3 5 1
93 0 0 0 7 100 0 0 0 40 67 40 73 0 0 0 7 0 7 100 0 0 0 27 87 0 60 0 0 7
51 45 3 0 1 45 41 13 1 36 53 54 51 12 3 5 1 1 13 50 37 12 1 35 64 8 51 8 13 3
70 30 0 0 0 58 41 1 0 20 79 38 52 1 1 0 0 0 1 62 34 4 0 21 84 3 53 6 4 0
























































































































課題 大 中 小 なし
指







































































１ 88 7 26 67 - 60 31 52 15 2 2 10
２ 70 3 24 73 - 55 14 81 4 1 0 1
専 2 100 0 0 - 100 100 0 0 0 0 0
１ 109 30 19 51 - 73 52 37 10 1 4 7
２ 88 26 20 54 - 85 73 24 3 0 0 2
専 23 100 0 0 - 91 83 17 0 0 0 0
１ 105 23 26 51 - 75 53 39 8 0 0 0
２ 80 15 35 50 - 89 80 19 1 0 0 0
専 12 100 0 0 - 100 100 0 0 0 0 0
１ 109 36 18 46 - 81 64 29 7 0 1 5
２ 86 24 21 55 - 93 86 14 0 0 0 2
専 21 100 0 0 - 95 90 10 0 0 0 0
１ 86 14 28 58 - 62 35 45 18 2 1 2
２ 72 11 22 67 - 65 32 65 3 0 0 1









































































































































































62 33 4 0 1 25 53 16 6 26 53 51 62 11 0 3 0 4 11 26 51 17 6 24 53 27 54 7 5 1
87 13 0 0 0 13 83 3 1 16 61 32 62 3 0 0 0 1 1 14 76 9 1 16 68 9 65 4 0 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 100 0 0 100 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 100 100 0 50 0 0 0
57 42 1 0 0 40 33 19 8 36 49 48 47 8 1 3 1 2 13 42 33 16 9 38 47 15 34 13 10 2
72 28 0 0 0 54 39 6 1 29 74 32 47 2 0 0 1 0 2 54 38 7 1 32 74 9 41 6 5 1
73 27 0 0 0 55 45 0 0 41 77 23 55 0 0 0 0 0 0 52 39 9 0 43 65 26 48 4 9 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 13 52 33 13 2 48 43 17 44 22 19 3
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 7 77 18 5 0 68 47 8 52 10 5 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 9 75 17 8 0 58 75 25 58 8 8 0
45 50 4 0 1 58 30 12 0 42 56 45 44 12 6 6 0 2 10 63 27 8 2 42 47 12 41 14 21 4
36 64 0 0 0 79 21 0 0 31 76 43 46 5 2 0 0 1 4 80 20 0 0 48 72 6 44 5 8 0
48 52 0 0 0 86 14 0 0 43 81 52 67 5 0 0 0 0 5 86 14 0 0 67 81 14 57 5 5 0
73 18 8 1 0 43 37 16 4 28 44 29 40 4 21 12 7 1 5 53 29 13 5 30 49 18 53 19 8 7
90 9 1 0 0 55 35 10 0 23 74 16 46 4 9 3 0 0 1 73 21 6 0 20 68 6 72 7 3 0


























































































































［知的資産の増大］ 当 該領域自体の知的資産 増大への寄与
大 やや大
やや大






























課題 大 中 小 なし
指







































































１ 65 9 11 80 - 58 31 46 14 9 0 0
２ 59 7 14 79 - 62 26 69 5 0 0 0
専 4 100 0 0 - 88 75 25 0 0 0 0
１ 87 20 29 51 - 66 39 52 5 4 0 0
２ 75 8 28 64 - 62 26 69 5 0 0 0
専 6 100 0 0 - 90 80 20 0 0 0 0
１ 107 23 35 42 - 78 60 35 3 2 0 0
２ 91 19 36 45 - 91 82 17 1 0 0 0
専 17 100 0 0 - 100 100 0 0 0 0 0
１ 96 22 24 54 - 67 41 46 11 2 0 0
２ 77 16 27 57 - 66 33 64 3 0 0 0
専 12 100 0 0 - 86 73 27 0 0 0 0
１ 86 23 30 47 - 64 37 47 13 3 0 4
２ 78 17 26 57 - 62 27 66 7 0 0 4







































































なしやや 大 中 あまりなし
あまりなし なし大 やや 大 中
なしあまりなし大 やや 大 中










































































































































100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 6 17 32 33 25 10 59 39 7 33 20 33 7
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 11 28 50 18 4 82 36 2 24 15 16 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 25 25 25 50 0 50 25 0 50 50 25 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 14 31 38 25 6 72 30 13 31 24 18 6
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 7 30 55 15 0 86 30 1 21 26 8 1
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 17 50 33 17 0 67 0 17 50 67 17 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 8 53 35 12 0 65 51 13 33 17 19 6
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 77 18 5 0 86 48 3 33 8 7 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 12 82 18 0 0 82 59 12 53 12 6 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 7 31 33 32 4 56 41 19 36 27 27 5
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 7 32 56 12 0 86 28 4 27 23 18 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 8 33 50 17 0 92 25 0 33 25 25 0
5 49 43 0 3 23 44 23 10 78 35 26 26 9 4 6 2 0 5 25 40 29 6 75 33 19 33 19 15 4
4 64 32 0 0 11 73 13 3 90 36 13 14 1 3 0 0 0 4 18 68 14 0 92 22 4 33 9 7 0


























































































































［知的資産の増大］ 当 該領域自体の知的資産 増大への寄与
大 やや大
やや大






























課題 大 中 小 なし
指







































































１ 65 9 18 73 - 45 13 47 35 5 2 10
２ 58 7 9 84 - 47 7 68 23 2 0 0
専 4 100 0 0 - 75 50 50 0 0 0 0
１ 75 15 16 69 - 49 19 41 37 3 4 9
２ 66 5 11 84 - 46 11 53 34 2 3 0
専 3 100 0 0 - 50 0 100 0 0 0 0
１ 70 14 16 70 - 46 15 43 37 5 2 5
２ 62 6 11 83 - 42 5 53 40 2 0 0
専 4 100 0 0 - 56 25 50 25 0 0 0
１ 75 12 17 71 - 55 26 48 21 5 0 4
２ 59 7 12 81 - 51 12 68 18 2 0 0
専 4 100 0 0 - 56 25 50 25 0 0 0
１ 72 13 21 66 - 46 17 39 39 5 6 4
２ 64 8 11 81 - 41 7 45 46 2 2 2
専 5 100 0 0 - 50 20 40 40 0 0 20
１ 65 26 17 57 - 52 22 47 26 5 2 8
２ 59 25 7 68 - 50 11 68 19 2 0 2
専 15 100 0 0 - 58 23 62 15 0 0 7
１ 52 13 25 62 - 36 11 28 46 15 7 20
２ 56 16 11 73 - 35 5 27 64 4 2 0
専 9 100 0 0 - 42 0 67 33 0 0 0
１ 46 20 9 71 - 34 7 27 54 12 5 25
２ 44 16 2 82 - 32 5 23 63 9 2 12
専 7 100 0 0 - 46 14 43 43 0 0 0
１ 55 13 20 67 - 64 36 48 14 2 0 12
２ 44 14 7 79 - 56 20 67 11 2 0 2
















































































なしやや 大 中 あまりなし
あまりなし なし大 やや 大 中
なしあまりなし大 やや 大 中










































































































































74 7 19 0 0 14 42 26 18 7 41 41 46 2 17 4 0 2 9 15 34 33 18 9 40 7 51 29 7 4
93 0 7 0 0 9 60 27 4 6 57 32 55 0 11 2 2 0 2 10 59 24 7 6 56 2 72 13 0 0
100 0 0 0 0 25 75 0 0 25 50 25 50 0 25 25 0 0 0 50 50 0 0 25 50 0 100 0 0 0
80 3 12 5 0 23 39 26 12 9 32 41 63 14 11 2 0 6 11 28 36 25 11 13 45 24 56 20 4 4
92 0 5 3 0 15 53 26 6 10 39 36 72 5 3 0 0 5 3 24 45 26 5 8 48 13 76 13 2 0
100 0 0 0 0 33 67 0 0 0 33 0 100 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0
70 22 4 2 2 10 35 40 15 16 46 42 46 6 10 4 2 2 8 15 36 37 12 13 50 19 54 17 6 4
87 3 8 0 2 3 38 56 3 12 64 31 49 2 7 0 0 0 2 10 42 48 0 8 63 11 66 8 2 2
100 0 0 0 0 0 50 50 0 25 50 25 25 0 25 0 0 0 0 50 50 0 0 0 25 0 75 25 0 0
55 25 16 0 4 10 38 34 18 16 39 39 59 7 20 11 2 0 8 11 46 31 12 14 44 14 56 33 12 2
77 14 9 0 0 5 56 37 2 7 45 27 71 0 14 2 0 0 0 3 68 29 0 9 47 5 76 26 5 0
75 25 0 0 0 0 75 25 0 0 0 25 100 0 25 0 0 0 0 0 75 25 0 25 50 0 100 25 0 0
59 28 11 0 2 15 38 27 20 15 37 42 54 8 23 10 2 6 10 16 42 26 16 10 42 12 52 32 20 6
87 10 3 0 0 2 62 34 2 10 46 31 61 2 16 2 3 3 2 6 64 30 0 10 56 5 63 25 10 3
80 20 0 0 0 0 100 0 0 40 40 20 60 0 20 0 0 20 0 20 80 0 0 20 40 20 60 20 0 0
67 12 17 2 2 19 39 33 9 10 47 29 53 14 10 0 0 2 11 13 42 36 9 10 60 16 50 14 2 2
84 9 7 0 0 11 64 21 4 11 55 24 69 7 11 0 0 0 4 9 63 26 2 7 70 7 60 14 0 0
74 13 13 0 0 27 53 13 7 7 43 21 79 7 36 0 0 0 7 20 60 20 0 7 67 7 60 40 0 0
24 24 47 0 5 9 34 39 18 14 31 26 57 14 11 0 0 9 21 14 32 36 18 17 40 23 54 17 0 0
7 19 74 0 0 7 30 57 6 14 31 20 80 8 2 0 0 4 6 11 24 58 7 12 56 10 64 6 0 4
0 11 89 0 0 0 67 33 0 22 33 11 100 0 0 0 0 0 0 0 44 56 0 22 56 11 67 0 0 0
5 95 0 0 0 30 32 25 13 21 42 48 64 30 3 0 0 8 26 30 35 25 10 15 44 18 59 12 0 0
0 100 0 0 0 27 32 34 7 12 39 39 73 24 0 0 0 5 21 23 38 32 7 18 53 8 75 5 0 0
0 100 0 0 0 72 14 14 0 29 29 71 71 29 0 0 0 0 0 72 14 14 0 57 29 0 86 0 0 0
11 87 2 0 0 38 43 17 2 23 39 43 55 16 9 5 0 4 13 43 38 17 2 23 48 5 50 23 14 2
0 100 0 0 0 30 59 9 2 12 42 37 67 14 2 2 0 0 7 46 41 11 2 14 64 0 67 19 12 0
























































































































課題 大 中 小 なし
指







































































１ 49 16 12 72 - 37 9 32 48 11 7 28
２ 44 9 14 77 - 35 7 25 63 5 5 9
専 4 100 0 0 - 69 50 25 25 0 0 0
１ 60 13 18 69 - 61 33 48 15 4 0 13
２ 57 12 16 72 - 57 19 70 9 2 0 2
専 7 100 0 0 - 71 43 57 0 0 0 0
１ 55 16 15 69 - 56 27 47 24 2 4 12
２ 51 14 12 74 - 52 14 68 14 4 2 4





































































































































































3 97 0 0 0 23 31 30 16 32 44 32 71 15 6 3 0 10 24 21 33 30 16 26 32 24 65 12 3 3
0 100 0 0 0 23 34 38 5 19 43 19 76 2 0 0 0 9 19 11 48 34 7 23 55 3 70 3 3 0
0 100 0 0 0 100 0 0 0 50 25 25 100 0 0 0 0 0 0 75 25 0 0 50 25 0 100 0 0 0
2 94 2 0 2 42 35 13 10 28 48 41 74 13 15 2 0 4 12 45 30 17 8 29 47 20 60 22 7 2
0 98 0 0 2 41 46 11 2 15 56 31 81 7 6 2 0 0 4 43 42 11 4 20 70 6 67 15 4 0
0 100 0 0 0 86 14 0 0 29 43 29 86 0 14 14 0 0 0 57 43 0 0 29 43 0 86 43 29 0
13 83 4 0 0 48 29 19 4 18 43 36 73 16 7 2 0 6 11 47 33 16 4 13 53 20 56 24 7 0
8 90 2 0 0 49 37 10 4 15 65 27 73 10 2 2 0 2 6 41 41 14 4 10 71 4 71 15 4 0



























































































































課題 大 中 小 なし
指







































































１ 78 12 13 75 - 60 27 61 11 1 3 7
２ 66 8 12 80 - 53 9 83 8 0 2 0
専 5 100 0 0 - 65 40 40 20 0 20 0
１ 72 7 13 80 - 59 28 56 13 3 2 5
２ 62 8 6 86 - 52 8 84 8 0 2 2
専 5 100 0 0 - 65 40 40 20 0 20 0
１ 51 14 14 72 - 60 33 43 22 2 0 19
２ 47 9 11 80 - 54 15 72 13 0 0 2































［知的資産の増大］ 当 該領域自体の知的資産 増大への寄与
大 やや大
やや大



































































































































































60 31 7 0 2 8 35 46 11 18 45 28 57 3 15 10 2 3 7 10 43 33 14 17 33 10 45 22 24 7
86 9 5 0 0 9 29 60 2 14 59 17 64 0 9 3 0 2 0 8 54 36 2 11 35 6 76 24 13 0
80 20 0 0 0 20 20 60 0 0 60 20 40 0 20 0 0 20 0 0 80 20 0 0 20 0 60 20 20 0
62 25 13 0 0 8 32 51 9 18 44 35 55 4 13 9 2 3 6 13 36 37 14 15 34 15 49 25 25 8
88 7 5 0 0 5 30 63 2 13 55 18 68 0 8 2 0 0 2 7 41 50 2 12 33 5 78 23 12 0
100 0 0 0 0 20 40 40 0 0 40 20 60 0 20 0 0 0 0 0 60 40 0 0 0 0 80 40 20 0
18 82 0 0 0 27 30 36 7 34 37 34 61 11 8 8 3 0 19 19 41 26 14 32 35 18 47 18 21 0
6 90 2 2 0 20 33 45 2 20 42 20 71 4 4 2 0 0 4 13 57 28 2 20 43 9 72 17 9 0














































































































































なしやや 大 中 あまりなし
あまりなし なし大 やや 大 中
なしあまりなし大 やや 大 中















［知的資産の増大］ 当 該領域自体の知的資産 増大への寄与
大 やや大
やや大






























課題 大 中 小 なし
指







































































１ 54 11 24 65 - 59 27 56 17 0 0 11
２ 51 4 8 88 - 53 8 86 6 0 0 4
専 2 100 0 0 - 75 50 50 0 0 0 0
１ 47 11 17 72 - 58 26 55 19 0 0 10
２ 48 4 10 86 - 53 6 94 0 0 0 2
専 2 100 0 0 - 50 0 100 0 0 0 0
１ 68 12 22 66 - 55 24 50 24 2 2 5
２ 62 10 16 74 - 50 7 82 11 0 0 0
専 6 100 0 0 - 67 33 67 0 0 0 0
１ 63 5 14 81 - 74 52 39 9 0 0 7
２ 58 2 9 89 - 89 77 23 0 0 0 0
専 1 100 0 0 - 100 100 0 0 0 0 0
１ 71 14 17 69 - 64 36 47 17 0 0 13
２ 62 11 15 74 - 64 31 66 3 0 0 0
専 7 100 0 0 - 79 66 17 17 0 0 0
１ 67 13 30 57 - 76 57 35 8 0 0 8
２ 67 3 22 75 - 88 76 24 0 0 0 0
専 2 100 0 0 - 100 100 0 0 0 0 0
１ 52 10 31 59 - 74 52 44 4 0 0 11
２ 50 4 6 90 - 89 78 20 2 0 0 4
専 2 100 0 0 - 100 100 0 0 0 0 0
１ 44 23 11 66 - 48 23 36 28 13 5 21
２ 41 17 5 78 - 48 15 51 32 2 0 10
専 7 100 0 0 - 75 57 29 14 0 0 0
１ 43 19 14 67 - 59 34 34 29 3 5 13
２ 41 17 7 76 - 64 37 46 17 0 0 5
























































































なしやや 大 中 あまりなし
あまりなし なし大 やや 大 中
なしあまりなし大 やや 大 中










































































































































98 0 2 0 0 15 39 31 15 22 32 44 63 7 10 7 0 0 18 11 46 28 15 18 31 18 59 18 18 5
96 0 4 0 0 6 74 20 0 14 38 30 78 2 2 2 0 0 6 8 70 22 0 16 39 10 82 10 12 0
100 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 100 0 0 0
80 11 9 0 0 15 29 46 10 14 36 31 67 3 19 6 0 0 13 13 46 33 8 11 37 11 51 23 11 0
94 2 4 0 0 6 30 62 2 13 40 16 78 0 9 0 0 0 2 6 65 27 2 13 41 9 76 11 7 0
100 0 0 0 0 0 50 50 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 100 0 0 0
63 21 16 0 0 16 48 26 10 22 55 38 49 5 13 7 4 2 5 25 45 23 7 16 47 19 51 16 18 4
94 3 3 0 0 8 74 18 0 13 70 16 57 2 5 2 0 0 2 13 76 11 0 13 55 8 76 8 10 0
100 0 0 0 0 17 83 0 0 17 83 0 33 0 17 0 0 0 0 17 83 0 0 17 33 0 83 17 0 0
46 10 44 0 0 18 51 19 12 19 46 35 42 8 21 23 0 0 7 21 51 21 7 15 40 19 49 26 36 2
50 2 48 0 0 11 78 11 0 16 72 23 51 5 9 11 0 0 2 12 74 14 0 12 55 9 71 10 24 0
0 0 100 0 0 0 100 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 100 0 0 0
28 21 41 7 3 35 32 25 8 14 53 34 39 10 17 7 5 0 13 41 28 23 8 12 53 14 37 27 15 7
15 7 78 0 0 30 59 11 0 8 84 26 39 2 13 0 0 0 2 55 34 11 0 10 71 6 55 19 8 0
29 0 71 0 0 43 57 0 0 14 86 29 43 0 14 0 0 0 0 57 43 0 0 43 86 0 86 14 14 0
52 35 9 0 4 30 41 21 8 18 45 38 71 7 20 5 2 0 8 34 40 21 5 14 40 26 64 34 19 3
72 17 9 0 2 23 68 6 3 11 59 19 75 6 8 0 0 0 2 25 67 7 1 8 48 11 83 17 9 0
0 100 0 0 0 50 50 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 50 50 0 0 0 0 0 100 0 50 0
72 5 21 0 2 26 46 24 4 11 34 27 59 7 11 25 0 0 7 46 31 16 7 14 31 14 55 14 55 0
92 4 4 0 0 16 72 10 2 8 47 18 78 2 4 18 0 0 4 70 22 8 0 10 37 8 76 6 45 0
100 0 0 0 0 0 100 0 0 0 50 0 50 0 0 0 0 0 0 50 50 0 0 0 50 0 50 0 0 0
11 84 5 0 0 29 32 34 5 17 28 33 67 25 17 11 0 11 16 25 36 31 8 18 42 18 52 21 24 6
2 96 2 0 0 17 44 37 2 15 33 23 83 18 5 3 0 0 13 17 57 24 2 15 55 8 80 15 10 0
14 86 0 0 0 71 29 0 0 29 43 29 100 43 14 0 0 0 0 71 29 0 0 14 71 0 86 29 0 0
17 77 6 0 0 31 28 35 6 18 35 29 62 21 18 15 0 5 11 31 35 28 6 18 41 18 53 24 38 0
5 90 5 0 0 22 39 39 0 17 44 22 78 12 7 2 0 0 5 23 49 28 0 13 55 8 73 13 18 0
























































































































課題 大 中 小 なし
指







































































１ 50 26 22 52 - 52 20 51 27 2 11 11
２ 48 25 8 67 - 51 9 76 15 0 6 2






























































































































































84 12 2 2 0 7 44 37 12 11 26 29 68 5 8 5 0 11 9 7 44 35 14 14 35 19 51 14 11 8
86 8 6 0 0 4 63 31 2 13 36 28 81 2 0 0 0 6 2 2 62 34 2 15 52 7 78 4 0 0


























































































































課題 大 中 小 なし
指







































































１ 74 14 16 70 - 71 45 47 8 0 0 6
２ 61 10 11 79 - 75 53 44 3 0 0 2
専 6 100 0 0 - 83 67 33 0 0 0 0
１ 63 11 13 76 - 62 31 54 15 0 0 9
２ 59 7 10 83 - 63 29 66 5 0 0 0





























［知的資産の増大］ 当 該領域自体の知的資産 増大への寄与
大 やや大
やや大



































































































































































59 6 35 0 0 27 45 23 5 13 48 29 52 2 13 31 2 0 9 38 43 17 2 14 38 22 52 17 54 2
66 0 34 0 0 23 67 10 0 10 68 15 68 3 3 10 2 0 2 37 51 12 0 8 42 8 78 7 44 0
83 0 17 0 0 67 33 0 0 17 33 33 50 17 17 17 0 0 0 67 33 0 0 17 50 0 83 33 50 0
56 19 19 2 4 24 39 28 9 21 50 23 48 6 29 25 2 4 11 29 44 22 5 16 35 31 49 35 45 2
86 7 5 0 2 23 52 21 4 11 74 6 54 0 17 11 2 2 2 26 60 12 2 7 33 9 72 25 39 0














































































































































なしやや 大 中 あまりなし
あまりなし なし大 やや 大 中
なしあまりなし大 やや 大 中













課題 大 中 小 なし
指







































































１ 95 5 23 72 - 42 7 51 36 6 0 8
２ 74 1 19 80 - 44 3 66 31 0 0 0
専 1 100 0 0 - 50 0 100 0 0 0 0
１ 88 11 26 63 - 56 26 48 25 1 3 10
２ 75 7 16 77 - 57 22 63 15 0 0 3
専 5 100 0 0 - 75 60 20 20 0 0 0
１ 58 2 19 79 - 24 2 21 46 31 10 18
２ 58 2 14 84 - 26 0 19 67 14 4 4
専 1 100 0 0 - 50 0 100 0 0 0 0
１ 95 16 27 57 - 68 45 38 17 0 0 0
２ 80 11 23 66 - 78 58 37 5 0 0 0
専 9 100 0 0 - 81 67 22 11 0 0 0
１ 90 10 30 60 - 70 46 43 11 0 0 0
２ 77 8 13 79 - 80 62 34 4 0 0 0












































































































































































39 52 6 0 3 2 19 44 35 26 53 30 58 9 6 6 2 1 13 1 21 40 38 31 42 23 48 10 12 4
15 84 1 0 0 1 14 72 13 20 54 15 72 3 2 0 0 0 1 3 11 67 19 20 47 15 69 4 4 0
0 100 0 0 0 0 0 100 0 0 0 100 100 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
45 47 6 0 2 10 32 44 14 25 43 34 69 7 8 5 2 1 9 7 38 41 14 18 44 23 50 21 5 5
40 60 0 0 0 4 43 49 4 10 46 20 72 6 1 0 0 0 3 5 46 45 4 10 51 9 71 9 0 0
40 60 0 0 0 0 100 0 0 0 60 40 60 0 20 0 0 0 0 0 80 20 0 25 100 25 75 25 0 0
9 63 12 2 14 6 21 44 29 33 36 36 48 39 3 6 3 15 25 4 24 41 31 34 56 16 44 6 9 6
2 98 0 0 0 2 16 69 13 27 42 21 65 23 0 0 0 9 7 2 19 64 15 34 64 7 57 2 0 0
100 0 0 0 0 0 100 0 0 0 100 0 100 100 0 0 0 100 0 0 100 0 0 0 100 0 0 0 0 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 8 58 28 13 1 28 31 9 19 33 53 4
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 1 83 12 4 1 29 30 3 14 24 63 3
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 89 0 11 0 22 67 0 22 44 67 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 10 57 25 18 0 45 45 13 16 31 29 4
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 7 83 9 7 1 61 64 8 11 22 26 1












































































































































































































































































































































○特に物流、都市間への適用を期待。○ITS(Intellijent Transportation System)は最近低調化していないか?IT 技術を駆使して是非実用
化すべき。○専用レーンの設置が必要であり、それが可能かどうかにかかっていると考えられる。 































マッハ 2～2.5、定員 250 人程度） 
○過去 15 年にわたって HYPR、ESPR プロジェクトで国際的リーダーとして進めてきた分野であり、次期 SST の実現で適用できるような支















































































 １２．１１． 未来技術年表 
 
１２．１１．１． 技術的実現予測時期 
実現年  課題 
13 建物安全性と財産保全性の飛躍的向上をもたらす免震装置・制震装置〈領域 2〉 
39 室内空気汚染（シックハウス）問題に対処する、安全・安心・健康のための室内環境制御技術〈領域 7〉 
2007 
60 災害時応急仮設住宅供給システム技術〈領域 9〉 
41 自然エネルギー、自然通風、自然採光などを利用した、エネルギー自立型建築システム〈領域 7〉 
21 駅のプラットフォームで各種センサを利用して視覚障害者を誘導するシステム〈領域 4〉 
26 加齢による動体視力低下等を考慮した公共空間における道路交通標識などの表示システム〈領域 4〉 
45 監視カメラがネットワーク化され、未然に挙動不審者を発見する自動的なサーベイランスシステム〈領域 8〉 
27 ライフサイクルアセスメント（LCA）の考え方を取り入れた土木・建築構造物の設計方法〈領域 5〉 




12 高層建物やタンクなどにおける、長周期構造の海溝型地震に対する耐震性評価と補強技術〈領域 2〉 
14 建物構造性能・環境性能のモニタリング・評価・保全技術〈領域 2〉 
43 社会的、経済的、物理的資源の有効利用のための空間のリフォーム、コンヴァージョン技術〈領域 7〉 
44 環境調整機能（光触媒等）を持った内外装材料〈領域 7〉 
79 車車間通信システムを活用した出会い頭などの事故防止システム〈領域 12〉 
25 誰もが安全かつバリアフリーに移動できる公共空間設計技術〈領域 4〉 
46 屋外から屋内まで、いつでもどこでも個人の位置を特定できる測位システムが一般化し、非常時の位置通報や危険
区域からの避難勧告の伝達などに利用される〈領域 8〉 
28 計画や設計に必要な、土質、地質、気象等設計条件の統合的なデータベース〈領域 5〉 





04 自然エネルギーの利用と雨水・地下水のシステム的利用を可能とする戸建住宅技術〈領域 1〉 








40 燃料電池、コジェネレーションなどを利用した、地域分散型エネルギー供給システムの一般化〈領域 7〉 




2010 84 廃車のごみ問題をほぼ完全に解決する自動車のリサイクル技術〈領域 13〉 
 49 高層ビル火災に対応できる消火、救出技術〈領域 9〉 
 50 巨大地震発生時の構造物や地盤の挙動を正確にシミュレートする技術〈領域 9〉 
 1027





83 道路交通騒音を環境基準以下にするための、新材料を用いた舗装技術〈領域 13〉 
16 ダム機能の長寿命化、若返りを図るため、流送土砂をダム貯水池に堆砂させないよう適正な量を下流に流したり、
堆積した土砂を効率的に排除する技術〈領域 3〉 
67 最高時速 500km 程度の超電導磁気浮上鉄道の商業運転〈領域 11〉 
72 北極海など氷海域を航行可能な砕氷商船〈領域 11〉 
33 地下水質・流動観測推定技術と地下水涵養技術の発展による地下水の適正管理技術〈領域 6〉 
38 簡易かつ安価な配水管・下水管の延命化・更新技術〈領域 6〉 
55 大規模停電や長期断水などによる広域かつ甚大な都市機能マヒの発生時の復旧支援技術〈領域 9〉 
2011 
57 地震発生確率の長期評価手法の確立に基づく、地震リスクマネジメントの一般化〈領域 9〉 
91 トラックあるいは船を利用し、全体としての NOｘ、CO2、浮遊粒子状物質（SPM）の排出量と物流コストを削減できるよ
うな物流システム〈領域 14〉 












29 コミュニティ単位で自然・未利用エネルギーを活用し、物質循環サイクルを形成する技術〈領域 5〉 
30 都市における資源の利用効率を向上させるための静脈ロジスティックス支援システム〈領域 5〉 
31 環境にかかわるデータベース・知識ベース等の知識情報基盤を活用した多様な利害関係者による協調的意志決定
システム〈領域 5〉 
19 劣化した社会基盤を壊さずに再生する技術や、超寿命化を可能とする維持・管理技術〈領域 3〉 
69 加齢等により通常の自動車を運転しにくいあるいはできない人のための運転操作支援システム〈領域 11〉 
70 高速道路等において目的地を設定するだけで安全・円滑に自動走行する自動運転システム〈領域 11〉 




2012 06 長寿命・高安定性を有する分散型浄水処理技術〈領域 1〉 
 35 発がん性、内分泌かく乱性等を持つ微量水質汚染物質に関する精度の良い計測・影響評価技術〈領域 6〉 
 37 流域水総合管理技術により、身近な河川で泳げるような水質・水量が確保される〈領域 6〉 




 実現年  課題 
2012 54 降雨短時間予測と雨水管理（輸送、貯留、処理）の技術および警報・避難・規制システムの高度化による、河川・道
路等の災害がもたらす人的被害の大幅な削減〈領域 9〉 
 56 被災現場で人間識別および救助に利用可能な災害救助ロボット技術〈領域 9〉 
 94 地下空間の利用増大に対応して、5m より深い既設の埋設物や地盤性状を地上から探査する技術〈領域外〉 
08 建設工事の短縮化および安全確保のために、工事現場で利用する知能ロボット技術〈領域 2〉 
09 建築物や土木構造物に保守機能および解体機能をあらかじめ組み込む構築技術〈領域 2〉 
80 万一異常な姿勢に陥ったとしても自動的にもとの姿勢に回復させる自己修復制御を活用して離着陸時にも墜落を
防止した安全な航空機〈領域 12〉 
81 レール、車輪への新材料の利用や構造物、車両構造の技術改善により、新幹線の時速 350km での連続走行時に
騒音の環境基準（住宅地で 70dB(A)以下）を満たす技術〈領域 13〉 
87 すべての陸上・海上交通機関における、現行自動車排出ガス規制値をクリアする排気対策技術（現行のガソリン・乗
用車の規制値(g/km)は一酸化炭素 1.27(0.67)、炭化水素 0.17(0.08)、窒素酸化物 0.17(0.08)。試験モードは 10・
15M で、数値は１台当たりの上限値、カッコ内は形式当たりの平均値）〈領域 13〉 
89 離着陸時の低騒音化と飛行時の低排出ガス化を実現し、更に機体摩擦抵抗低減、エンジンの燃焼効率向上を果
たした低公害・省エネルギー型航空機〈領域 13〉 





15 商用原子力発電所の廃止措置に対応できる、安全でかつ合理的な解体撤去技術〈領域 3〉 
74 航空機と航空管制の双方で高精度運航システムを用いることにより、現在の倍程度の交通量を安全に管制できる運
航技術〈領域 11〉 
01 コミュニティ単位の自然・未利用エネルギーの活用と物質循環サイクルの形成技術〈領域 1〉 
03 水質管理、栄養塩循環および衛生保持を可能とする分散型生態学的下水処理技術〈領域 1〉 






48 地殻の歪みの分布や過去の地震履歴の分析等により、中期的(5～10 年程度先)な大規模地震(M8 以上)の発生を
予測する技術〈領域 9〉 
11 鉄骨工事を大幅に合理化する、鉄骨のための高耐久・高性能の接着剤〈領域 2〉 2014 
76 低高度で自立飛行可能な領海監視・災害監視・救難補助用など多様に活用できる無人航空機〈領域 11〉 
2014 77 成層圏での通信・観測を目的とした高高度無人航空機（又は飛行船型プラットフォーム）〈領域 11〉 
2015 95 砂漠や極地に計画的に都市を建設する技術システム〈領域外〉 
2018 88 陸上での超音速飛行でも騒音は少なく、またオゾン層を破壊するような成分の排出ガスも削減した、環境適合型超
音速旅客機（飛行速度マッハ 2～2.5、定員 250 人程度）〈領域 13〉 
2023 75 スマート複合材料とモーフィング技術を活用して鳥の翼のように自在に形状を変化させ省エネルギーで飛行できる
航空機〈領域 11〉 





 １２．１１．２． 社会的適用予測時期 
実現年  課題 
2010 96 公共工事の品質確保を図るため、企業の技術力を過去に実施した工事の事後評価も含めて総合的に評価し、これ
を重視する入札・契約方法〈領域外〉 
39 室内空気汚染（シックハウス）問題に対処する、安全・安心・健康のための室内環境制御技術〈領域 7〉 2012 
60 災害時応急仮設住宅供給システム技術〈領域 9〉 









12 高層建物やタンクなどにおける、長周期構造の海溝型地震に対する耐震性評価と補強技術〈領域 2〉 
41 自然エネルギー、自然通風、自然採光などを利用した、エネルギー自立型建築システム〈領域 7〉 
43 社会的、経済的、物理的資源の有効利用のための空間のリフォーム、コンヴァージョン技術〈領域 7〉 
44 環境調整機能（光触媒等）を持った内外装材料〈領域 7〉 
21 駅のプラットフォームで各種センサを利用して視覚障害者を誘導するシステム〈領域 4〉 
25 誰もが安全かつバリアフリーに移動できる公共空間設計技術〈領域 4〉 
26 加齢による動体視力低下等を考慮した公共空間における道路交通標識などの表示システム〈領域 4〉 
45 監視カメラがネットワーク化され、未然に挙動不審者を発見する自動的なサーベイランスシステム〈領域 8〉 
46 屋外から屋内まで、いつでもどこでも個人の位置を特定できる測位システムが一般化し、非常時の位置通報や危険
区域からの避難勧告の伝達などに利用される〈領域 8〉 
27 ライフサイクルアセスメント（LCA）の考え方を取り入れた土木・建築構造物の設計方法〈領域 5〉 
28 計画や設計に必要な、土質、地質、気象等設計条件の統合的なデータベース〈領域 5〉 
17 非破壊検査により既存構造物の健全性を調査し、合理的な補強をする技術〈領域 3〉 
18 工事中においても交通機能を維持し、工期も短い、立体交差施工技術〈領域 3〉 
68 高速道路や主要幹線道路における、数分後から数時間後までの精度の高い短期的な旅行時間予測技術〈領域
11〉 
50 巨大地震発生時の構造物や地盤の挙動を正確にシミュレートする技術〈領域 9〉 





















 61 心の病による犯罪を未然に防ぐための、住民と地域が連携した新しいシステム〈領域 14〉 
40 燃料電池、コジェネレーションなどを利用した、地域分散型エネルギー供給システムの一般化〈領域 7〉 
42 温度や湿度のみならず汚染物質等を含む新たな環境指標のセンサ機能および室内環境調整機能技術〈領域 7〉 









83 道路交通騒音を環境基準以下にするための、新材料を用いた舗装技術〈領域 13〉 
84 廃車のごみ問題をほぼ完全に解決する自動車のリサイクル技術〈領域 13〉 
04 自然エネルギーの利用と雨水・地下水のシステム的利用を可能とする戸建住宅技術〈領域 1〉 
33 地下水質・流動観測推定技術と地下水涵養技術の発展による地下水の適正管理技術〈領域 6〉 






30 都市における資源の利用効率を向上させるための静脈ロジスティックス支援システム〈領域 5〉 
53 斜面崩壊メカニズムの解明に基づき、崩落前に危険を検知し、通行止め等の事故防止対策を適切に行うシステム
〈領域 9〉 
55 大規模停電や長期断水などによる広域かつ甚大な都市機能マヒの発生時の復旧支援技術〈領域 9〉 
57 地震発生確率の長期評価手法の確立に基づく、地震リスクマネジメントの一般化〈領域 9〉 
2018 
94 地下空間の利用増大に対応して、5m より深い既設の埋設物や地盤性状を地上から探査する技術〈領域外〉 
81 レール、車輪への新材料の利用や構造物、車両構造の技術改善により、新幹線の時速 350km での連続走行時に















 実現年  課題 
2019 19 劣化した社会基盤を壊さずに再生する技術や、超寿命化を可能とする維持・管理技術〈領域 3〉 
 71 東アジア経済圏や太平洋航路などに適用可能な 50～60 ノット級の高速海上輸送手段〈領域 11〉 
 72 北極海など氷海域を航行可能な砕氷商船〈領域 11〉 
 51 信頼性の高い水害、土砂災害予測情報が提供できるような精度の良い降雨予測技術〈領域 9〉 
07 新素材を用いた新しい構造用材が開発され、建築、橋梁、堰堤等へ利用される〈領域 2〉 
08 建設工事の短縮化および安全確保のために、工事現場で利用する知能ロボット技術〈領域 2〉 
20 高齢者や身障者が、食事、入浴、排泄、娯楽等を介助者なしに自ら行うことを支援するロボットや機器を備えた住宅
〈領域 4〉 
29 コミュニティ単位で自然・未利用エネルギーを活用し、物質循環サイクルを形成する技術〈領域 5〉 
32 比較的狭い集落や高密度住宅などの単位空間領域におけるエネルギー･水・有機廃棄物の統合的高効率活用シ
ステム（燃料電池、バイガス、自然エネルギー、雨水などを統合）〈領域 5〉 
15 商用原子力発電所の廃止措置に対応できる、安全でかつ合理的な解体撤去技術〈領域 3〉 
69 加齢等により通常の自動車を運転しにくいあるいはできない人のための運転操作支援システム〈領域 11〉 
70 高速道路等において目的地を設定するだけで安全・円滑に自動走行する自動運転システム〈領域 11〉 
74 航空機と航空管制の双方で高精度運航システムを用いることにより、現在の倍程度の交通量を安全に管制できる運
航技術〈領域 11〉 
01 コミュニティ単位の自然・未利用エネルギーの活用と物質循環サイクルの形成技術〈領域 1〉 
02 各家庭に分散している水・エネルギー供給設備や排水・生ごみ・し尿処理・再生設備を集中管理することにより住民
の健康・安全を守るセンサリング・情報ネットワーク技術〈領域 1〉 
03 水質管理、栄養塩循環および衛生保持を可能とする分散型生態学的下水処理技術〈領域 1〉 
35 発がん性、内分泌かく乱性等を持つ微量水質汚染物質に関する精度の良い計測・影響評価技術〈領域 6〉 
2020 
56 被災現場で人間識別および救助に利用可能な災害救助ロボット技術〈領域 9〉 
09 建築物や土木構造物に保守機能および解体機能をあらかじめ組み込む構築技術〈領域 2〉 
80 万一異常な姿勢に陥ったとしても自動的にもとの姿勢に回復させる自己修復制御を活用して離着陸時にも墜落を
防止した安全な航空機〈領域 12〉 
86 燃料電池(Fuel Cell)を搭載した交通機関(自動車、船舶など)〈領域 13〉 
2021 
87 すべての陸上・海上交通機関における、現行自動車排出ガス規制値をクリアする排気対策技術（現行のガソリン・乗
用車の規制値(g/km)は一酸化炭素 1.27(0.67)、炭化水素 0.17(0.08)、窒素酸化物 0.17(0.08)。試験モードは 10・
15M で、数値は１台当たりの上限値、カッコ内は形式当たりの平均値）〈領域 13〉 
89 離着陸時の低騒音化と飛行時の低排出ガス化を実現し、更に機体摩擦抵抗低減、エンジンの燃焼効率向上を果
たした低公害・省エネルギー型航空機〈領域 13〉 
67 最高時速 500km 程度の超電導磁気浮上鉄道の商業運転〈領域 11〉 





37 流域水総合管理技術により、身近な河川で泳げるような水質・水量が確保される〈領域 6〉 
2021 
48 地殻の歪みの分布や過去の地震履歴の分析等により、中期的(5～10 年程度先)な大規模地震(M8 以上)の発生を
予測する技術〈領域 9〉 
90 船舶の摩擦抵抗低減技術が実用化され、所要馬力が 20%程度低減する〈領域 13〉 2022 
76 低高度で自立飛行可能な領海監視・災害監視・救難補助用など多様に活用できる無人航空機〈領域 11〉 
2023 11 鉄骨工事を大幅に合理化する、鉄骨のための高耐久・高性能の接着剤〈領域 2〉 
 77 成層圏での通信・観測を目的とした高高度無人航空機（又は飛行船型プラットフォーム）〈領域 11〉 
 1032
 実現年  課題 
2023 05 排出負荷がなく収集も不要な家庭単位の廃棄物処理・循環技術〈領域 1〉 
2024 95 砂漠や極地に計画的に都市を建設する技術システム〈領域外〉 
2027 88 陸上での超音速飛行でも騒音は少なく、またオゾン層を破壊するような成分の排出ガスも削減した、環境適合型超
音速旅客機（飛行速度マッハ 2～2.5、定員 250 人程度）〈領域 13〉 
2033 75 スマート複合材料とモーフィング技術を活用して鳥の翼のように自在に形状を変化させ省エネルギーで飛行できる
航空機〈領域 11〉 
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重視される必要がある。米国のナノテク研究においては、その促進法（２１st Century Nanotechnology Research 
and Development Act）において、一定の資源を投入して、public input and outreachを行うことを定めている。欧






































R1 発送 R1 回収 回収率 R2 発送 R2 回収 回収率 
283 人 146 人 52％ 146 人 117 人 80% 
 
男 110 人 会社員 25 人 大 4.5％
女 5 人 大学教職員 59 人 中 18.0％
性 
別 
無回答 2 人 公的機関職員 19 人 小 77.5％
20 代 なし 団体職員 7 人
30 代 20 人 その他 6 人











50 代 46 人 研究開発従事 84 人
60 代 10 人 上記以外 33 人
















１．情報・通信 65.6% １．情報・通信 14.4%
２．エレクトロニクス 7.8% ２．エレクトロニクス 7.8%
３．ライフサイエンス 22.2% ３．ライフサイエンス 66.7%
４．保健・医療・福祉 64.4% ４．保健・医療・福祉 30.0%
５．農林水産・食品 5.6% ５．農林水産・食品 15.6%
６．フロンティア 2.2% ６．フロンティア 12.2%
７．エネルギー・資源 20.0% ７．エネルギー・資源 57.8%
８．環境 60.0% ８．環境 38.9%
９．ナノテクノロジー・材料 6.7% ９．ナノテクノロジー・材料 22.2%
10．製造 3.3% 10．製造 3.3%
11．産業基盤 8.9% 11．産業基盤 3.3%
12．社会基盤 31.1% 12．社会基盤 22.2%
13．社会技術 13．社会技術 
今後５ ～１ ０ 年に融合・ 連携を積極的に進めるべ き分野
 14．その他 0.0%
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１．多くの問題解決に寄与 3 人（3.3%） 
２．ある程度の問題解決に寄与 75 人（82.4%） 
３．あまり多くの問題解決に寄与せず 12 人（13.2%） 




















































暮らしの安全･安心・安定  6.2  6.0  6.0  6.4  6.6  6.1
都市の安全･安心・安定  5.6  5.6  5.6  6.1  7.5  6.6
サービスのユニバーサル化  4.9  4.9  5.1  5.6  6.2  6.3
高齢者・障害者の生活支援  4.8  5.0  5.3  5.9  6.6  6.7
脳研究の社会応用  6.1  5.8  4.8  5.2  5.0  5.4
国際的課題解決技術  5.1  5.1  4.9  5.2  5.8  5.5
教育・学習支援技術  5.3  5.1  5.0  5.1  5.1  5.6
文化と技術の継承保全  5.3  4.8  4.3  4.7  4.3  5.5
知識生産システム  5.9  5.9  5.6  5.7  5.0  5.5
遊びの技術  5.5  5.4  5.4  5.8  4.3  5.2
テクノロジーアセスメント  5.3  5.1  5.3  5.4  6.0  6.2



































暮らしの安全･安心・安定  6.6  6.7  6.8  7.1  7.4  7.0
都市の安全･安心・安定  6.3  6.3  6.2  6.7  8.2  7.2
サービスのユニバーサル化  5.5  5.5  5.9  6.6  7.0  7.3
高齢者・障害者の生活支援  5.5  5.5  6.0  6.9  7.5  7.7
脳研究の社会応用  6.9  6.7  5.9  6.3  6.2  6.6
国際的課題解決技術  5.7  5.7  5.6  5.9  6.8  6.5
教育・学習支援技術  6.0  5.9  5.8  5.9  5.9  6.5
文化と技術の継承保全  5.9  5.4  4.8  5.2  4.6  5.9
知識生産システム  6.8  6.8  6.5  6.6  5.8  6.4
遊びの技術  6.1  5.9  5.8  6.4  4.8  5.8
テクノロジーアセスメント  6.1  5.8  5.9  6.2  6.7  6.9









































暮らしの安全･安心・安定  0.4  0.7  0.8  0.7  0.7  0.9
都市の安全･安心・安定  0.7  0.8  0.5  0.6  0.7  0.6
サービスのユニバーサル化  0.6  0.6  0.8  1.0  0.8  0.9
高齢者・障害者の生活支援  0.7  0.5  0.8  0.9  1.0  1.0
脳研究の社会応用  0.8  0.9  1.1  1.1  1.2  1.2
国際的課題解決技術  0.6  0.6  0.7  0.7  1.0  1.0
教育・学習支援技術  0.7  0.7  0.7  0.8  0.8  0.9
文化と技術の継承保全  0.6  0.5  0.5  0.5  0.4  0.4
知識生産システム  0.9  0.9  0.9  0.8  0.7  0.8
遊びの技術  0.6  0.5  0.5  0.6  0.4  0.6
テクノロジーアセスメント  0.8 0.7 0.6 0.8  0.7  0.8
















































暮らしの安全･安心・安定  3.7  4.8  7.6
都市の安全･安心・安定  3.5  4.2  7.5
サービスのユニバーサル化  3.8  3.8  7.3
高齢者・障害者の生活支援  4.1  3.6  7.3
脳研究の社会応用  3.7  4.5  7.9
国際的課題解決技術  3.3  3.5  6.9
教育・学習支援技術  3.8  4.2  6.9
文化と技術の継承保全  5.4  5.0  7.5
知識生産システム  3.7  4.3  7.3
遊びの技術  6.9  7.1  8.5









































暮らしの安全･安心・安定  3.3  4.4  7.7
都市の安全･安心・安定  3.1  3.9  7.6
サービスのユニバーサル化  3.4  3.7  7.4
高齢者・障害者の生活支援  3.7  3.4  7.4
脳研究の社会応用  3.6  4.3  8.0
国際的課題解決技術  3.2  3.4  6.8
教育・学習支援技術  3.7  4.0  6.9
文化と技術の継承保全  5.1  4.7  7.4
知識生産システム  3.4  4.0  7.3
遊びの技術  6.5  6.9  8.4
































































79.4 2013 2021 テクノロジーアセスメント
7 














































































59.0 2010 2018 知識生産システム 
20 
53 先端研究の推進と並行して、ELSI（Ethical, Legal 
































































































領域 ～05 06-10 11-15 16-20 21-25 26-30 31-35 36～
暮らしの安全･安心・安定  2 4      
都市の安全･安心・安定  2 7      
サービスのユニバーサル化 1 2       
高齢者・障害者の生活支援   3      
脳研究の社会応用   3 1     
国際的課題解決技術  1 4      
教育・学習支援技術  2 2      
文化と技術の継承保全  2 2      
知識生産システム  1 2      
遊びの技術  2 2      

















18.7 2012 教育・学習支援技術 
27 登校拒否、学級崩壊、学習障害等を引き起こす脳のメカニ
ズムの解明に基づく対処方法 
14.1 2016 脳研究の社会応用 
50 遊びを通して、兄弟姉妹を疑似体験したり、友達付き合いを
疑似体験したりできる兄弟・友達ロボット 




















11.8 2011 遊びの技術 
50 遊びを通して、兄弟姉妹を疑似体験したり、友達付き合いを
疑似体験したりできる兄弟・友達ロボット 






6.6 2014 脳研究の社会応用 
48 庭の手入れ、病人介護、家事など様々な目的に応じたロボ
ットをリースするサービス 




















































暮らしの安全･安心・安定 17.3 70.6 10.5 0.4 1.3
都市の安全･安心・安定 27.2 69.1 3.4 0.0 0.3
サービスのユニバーサル化 5.5 85.7 8.4 0.4 0.0
高齢者・障害者の生活支援 47.9 11.6 40.1 0.0 0.5
脳研究の社会応用 5.3 92.1 2.2 0.0 0.4
国際的課題解決技術 22.1 67.9 9.1 0.6 0.3
教育・学習支援技術 20.9 75.2 2.3 0.9 0.7
文化と技術の継承保全 64.2 24.0 11.8 0.0 0.0
知識生産システム 1.3 96.4 2.3 0.0 0.0
遊びの技術 69.4 23.3 6.2 0.4 0.7
テクノロジーアセスメント 1.0 76.3 22.7 0.0 0.0

















89.7 2007 2012 遊びの技術 
50 遊びを通して、兄弟姉妹を疑似体験したり、友達付
き合いを疑似体験したりできる兄弟・友達ロボット 
88.9 2014 2022 遊びの技術 
48 庭の手入れ、病人介護、家事など様々な目的に応
じたロボットをリースするサービス 
88.0 2013 2021 遊びの技術 
08 交通事故を未然に回避することのできる自動操縦機
能を有する自動車 

















1.5 2013 2021 テクノロジーアセスメント
55 日本社会に適合した参加型テクノロジーアセスメント
（ＴＡ）手法が確立し、NPO や市民を巻き込んだ参
加型ＴＡが、国内で年間 200 件以上実施される 
1.5 2013 2020 テクノロジーアセスメント
14 官庁・地方自治体が広く利用できるセキュアな情報
保管サービス 




















































暮らしの安全･安心・安定 17.4 47.3 27.4 7.8
都市の安全･安心・安定 41.9 39.6 15.1 3.5
サービスのユニバーサル化 28.0 51.9 10.0 10.1
高齢者・障害者の生活支援 12.8 72.3 12.7 2.2
脳研究の社会応用 21.7 54.5 20.4 3.4
国際的課題解決技術 18.5 55.0 21.3 5.2
教育・学習支援技術 5.1 28.9 48.6 17.4
文化と技術の継承保全 15.0 64.6 15.9 4.5
知識生産システム 14.4 64.0 19.0 2.6
遊びの技術 3.0 30.1 39.8 27.1
テクノロジーアセスメント 54.6 33.1 9.0 3.3




























































28.8 2006 2012 教育・学習支援技術 
49 新しい余暇の使い方の提案を促す、仕事や家事
の代行システムなど余暇時間の創出技術 



















































































暮らしの安全･安心・安定 33.4 39.2 22.9 48.4 9.0 14.0 11.6 1.6
都市の安全･安心・安定 21.5 54.8 27.3 60.5 7.8 10.3 9.7 1.4
サービスのユニバーサル化 22.7 45.3 11.0 38.7 4.1 48.6 14.2 1.4
高齢者・障害者の生活支援 28.6 42.9 34.9 73.0 2.7 13.1 6.4 2.2
脳研究の社会応用 50.9 27.6 43.0 74.8 7.7 5.8 2.9 1.9
国際的課題解決技術 40.2 37.0 20.3 62.0 27.9 7.4 4.6 1.8
教育・学習支援技術 45.2 33.0 27.6 58.6 4.5 7.3 3.2 1.1
文化と技術の継承保全 67.0 27.4 25.4 65.4 4.7 4.8 0.4 0.0
知識生産システム 63.3 34.0 24.4 55.7 9.9 8.3 4.4 1.4
遊びの技術 29.3 40.3 24.8 54.3 3.4 19.9 4.6 1.3
テクノロジーアセスメント 70.2 36.3 28.9 48.8 11.7 8.3 4.4 0.5



















型ＴＡが、国内で年間 200 件以上実施される 





76.6 2013 2020 国際的課題解決技術 
44 社会問題の明示・可視化に基づくエビデンス・ベース
の政策立案手法の一般化 




























65.0 2007 2012 遊びの技術 
14 官庁・地方自治体が広く利用できるセキュアな情報保
管サービス 































78.3 2015 2024 脳研究の社会応用 
26 高齢者の脳機能の低下を抑制し、痴呆を防止するシ
ステム 
76.8 2015 2022 脳研究の社会応用 
21 障害者、高齢者の社会生活が格段に拡大する、高性
能移動・歩行支援機器・システム技術 































































領域 06-10 11-15 16-20 21-25 26-30 31-35 36- 
暮らしの安全･安心・安定  2 4     
都市の安全･安心・安定  2 7     
サービスのユニバーサル化 1 4      
高齢者・障害者の生活支援  1 3     
脳研究の社会応用    4    
国際的課題解決技術  1 3 1    
教育・学習支援技術  3 1     
文化と技術の継承保全  2 2     
知識生産システム  1 2 2    
遊びの技術  2  2    



















16.2 2022 遊びの技術 
27 登校拒否、学級崩壊、学習障害等を引き起こす脳のメカニズ
ムの解明に基づく対処方法 
























9.6 2017 教育・学習支援技術 
56 NIMBY（Not in my backyard ：必要性は認めるが、うちの近く
はお断り）問題に関して、関係者が納得することを目標とする
議論や手続きの方法が確立する 
9.6 2018 テクノロジーアセスメント 
49 新しい余暇の使い方の提案を促す、仕事や家事の代行シス
テムなど余暇時間の創出技術 
9.1 2015 遊びの技術 
50 遊びを通して、兄弟姉妹を疑似体験したり、友達付き合いを
疑似体験したりできる兄弟・友達ロボット 
8.1 2022 遊びの技術 
48 庭の手入れ、病人介護、家事など様々な目的に応じたロボッ
トをリースするサービス 














































暮らしの安全･安心・安定 21.5 47.4 25.3 5.7
都市の安全･安心・安定 52.9 31.2 12.0 3.8
サービスのユニバーサル化 40.2 45.5 9.4 5.0
高齢者・障害者の生活支援 23.6 62.8 9.4 4.2
脳研究の社会応用 21.8 54.5 18.5 5.2
国際的課題解決技術 23.8 47.8 22.3 6.1
教育・学習支援技術 5.7 26.8 52.5 15.0
文化と技術の継承保全 12.6 70.2 13.2 4.0
知識生産システム 25.6 52.1 18.3 4.0
遊びの技術 4.2 20.9 50.9 23.9
テクノロジーアセスメント 44.1 44.6 7.4 3.8





































































26.0 2006 2012 教育・学習支援技術 
49 新しい余暇の使い方の提案を促す、仕事や家事の
代行システムなど余暇時間の創出技術 


































































暮らしの安全･安心・安定 32.2 29.6 13.8 45.2 24.7 25.6 1.7
都市の安全･安心・安定 18.2 48.6 7.2 61.6 18.0 21.9 1.6
サービスのユニバーサル化 27.4 19.5 8.8 55.5 50.3 21.5 1.4
高齢者・障害者の生活支援 29.1 34.1 8.5 79.4 26.0 12.5 1.4
脳研究の社会応用 51.9 54.7 5.6 65.5 12.3 4.5 1.1
国際的課題解決技術 44.9 56.1 10.3 43.9 10.9 13.9 1.2
教育・学習支援技術 46.9 48.7 11.6 49.2 9.3 3.8 1.1
文化と技術の継承保全 70.6 23.7 4.5 68.2 4.6 1.2 0.0
知識生産システム 69.3 31.1 8.8 35.8 18.2 16.4 1.6
遊びの技術 26.8 29.7 19.5 52.3 32.2 6.6 0.8
テクノロジーアセスメント 74.8 39.9 5.2 39.4 8.7 11.7 0.7






















56 NIMBY（Not in my backyard ：必要性は認めるが、う
ちの近くはお断り）問題に関して、関係者が納得する
ことを目標とする議論や手続きの方法が確立する 





83.1 ― 2017 テクノロジーアセスメント 
44 社会問題の明示・可視化に基づくエビデンス・ベース
の政策立案手法の一般化 
80.3 2013 2020 知識生産システム 
55 日本社会に適合した参加型テクノロジーアセスメント
（ＴＡ）手法が確立し、NPO や市民を巻き込んだ参加
型ＴＡが、国内で年間 200 件以上実施される 























63.2 2006 2012 教育・学習支援技術 
26 高齢者の脳機能の低下を抑制し、痴呆を防止するシ
ステム 
60.3 2015 2022 脳研究の社会応用 
31 物流・貿易において、すべての物品の輸送履歴を記
録、検査、照合するトレーサビリティ技術 





















82.1 2015 2024 脳研究の社会応用 
16 高齢者、身体障害者が情報ネットワークに参加しや
すい情報端末機器及びソフト 



































60.3 2009 2014 都市の安全･安心・安定 
06 犯罪防止のための本人確認手段としての、低コストで
迅速かつ確実なバイオメトリクス認証技術 








54.7 ― 2014 知識生産システム 
31 物流・貿易において、すべての物品の輸送履歴を記
録、検査、照合するトレーサビリティ技術 



































































2015 2024 9 脳研究の社会応用 
08 交通事故を未然に回避することのできる自動操縦機
能を有する自動車 









2013 2021 8 国際的課題解決技術 
42 空間・時間・言語を問わない知識生産手法の確立に
伴う、教育・コミュニケーションシステムの再構築 




2010 2018 8 知識生産システム 
48 庭の手入れ、病人介護、家事など様々な目的に応じ
たロボットをリースするサービス 
2013 2021 8 遊びの技術 
50 遊びを通して、兄弟姉妹を疑似体験したり、友達付き
合いを疑似体験したりできる兄弟・友達ロボット 














































































2010 2015 5 教育・学習支援技術 













2007 2012 5 遊びの技術 
24 被介護者に不快感・不安感を与えず、入浴等につい
て介護者を支援する介護ロボッﾄ 












































































領域１ 暮らしの安全･安心・安定 （個人・社会のセキュリティ） 
１．領域に関する設問
①当該領域に関する専門度 ②現時点における効果







［知的資産の増大］ 当 該領域自体の知的資産 増大への寄与
大 やや大
やや大






























課題 大 中 小 なし
指







































































１ 97 12 20 68 - 58 28 50 20 2 2 4
２ 86 7 19 74 - 54 19 61 20 0 1 1
専 6 100 0 0 - 90 80 20 0 0 0 0
１ 105 10 27 63 - 70 46 46 6 2 3 10
２ 89 4 21 75 - 69 40 57 3 0 0 7
専 4 100 0 0 - 88 75 25 0 0 0 0
１ 76 11 25 64 - 46 12 52 31 5 5 13
２ 76 5 24 71 - 46 7 66 24 3 3 5
専 4 100 0 0 - 56 25 50 25 0 0 0
１ 84 8 23 69 - 55 29 41 24 6 8 13
２ 82 4 20 76 - 50 19 50 25 6 4 6
専 3 100 0 0 - 58 34 33 33 0 0 33
１ 100 9 19 72 - 54 27 41 27 5 3 3
２ 85 2 11 87 - 54 22 53 21 4 2 2
専 2 100 0 0 - 63 50 0 50 0 0 50
１ 96 9 20 71 - 66 40 46 13 1 0 3
２ 81 2 16 82 - 68 39 55 6 0 0 1









































































なしやや 大 中 あまりなし
あまりなし なし大 やや 大 中
なしあまりなし大 やや 大 中










































































































































68 28 2 2 0 22 33 32 13 28 51 33 60 9 21 12 0 2 6 24 33 32 11 28 36 28 51 31 23 0
73 25 2 0 0 11 41 43 5 18 53 18 61 5 20 5 0 1 4 14 46 37 3 15 34 20 60 27 11 1
83 17 0 0 0 17 50 33 0 33 50 17 100 0 33 17 0 0 0 50 33 17 0 50 17 33 67 50 33 0
17 43 36 2 2 31 46 15 8 40 42 30 43 8 16 12 4 3 12 32 40 21 7 47 30 18 43 26 25 2
7 51 38 2 2 21 61 13 5 54 43 26 40 4 11 10 2 0 5 25 54 16 5 48 24 13 60 30 12 2
50 25 25 0 0 75 25 0 0 50 75 50 50 0 25 50 0 0 0 75 25 0 0 50 50 25 100 50 50 0
11 61 22 0 6 15 34 33 18 41 39 32 43 9 14 5 0 8 16 13 38 32 17 44 28 14 40 21 16 0
3 85 9 0 3 8 49 36 7 53 31 10 47 4 13 4 1 4 5 9 45 41 5 59 17 8 52 14 10 1
0 75 25 0 0 25 25 50 0 50 0 0 50 0 25 0 0 0 0 25 25 50 0 50 25 0 25 0 25 0
23 59 17 0 1 24 36 25 15 42 34 40 43 9 17 5 2 7 14 19 44 22 15 38 28 20 42 20 14 0
6 82 9 0 3 19 46 29 6 50 26 32 43 7 11 3 3 3 3 14 52 26 8 44 19 17 57 19 7 1
0 100 0 0 0 50 50 0 0 50 50 0 100 50 0 0 0 0 0 0 50 50 0 0 50 0 50 50 50 0
20 71 8 1 0 25 27 19 29 13 37 25 31 31 31 34 1 7 5 32 29 22 17 14 28 17 18 38 53 4
9 87 4 0 0 22 36 21 21 11 39 22 36 22 23 30 2 2 2 33 36 20 11 14 27 15 18 42 57 3
100 0 0 0 0 50 0 50 0 50 50 0 0 50 50 100 0 0 50 0 50 50 0 50 50 50 0 50 100 0
14 83 2 1 0 30 34 22 14 21 41 35 53 22 17 27 1 1 4 33 33 22 12 19 40 18 25 23 51 3
6 94 0 0 0 24 50 22 4 15 44 30 63 12 5 18 1 0 1 35 52 11 2 14 56 10 25 15 57 1
















































































































領域２ 都市の安全･安心・安定 （都市・地域のセキュリティ－減災・防災科学技術－） 
１．領域に関する設問
①当該領域に関する専門度 ②現時点における効果







［知的資産の増大］ 当 該領域自体の知的資産 増大への寄与
大 やや大
やや大






























課題 大 中 小 なし
指







































































１ 82 11 24 65 - 64 36 52 10 2 2 2
２ 74 7 14 79 - 57 19 70 11 0 0 3
専 5 100 0 0 - 90 80 20 0 0 0 0
１ 95 13 17 70 - 64 39 40 20 1 1 4
２ 81 5 10 85 - 57 25 55 19 1 1 4
専 4 100 0 0 - 100 100 0 0 0 0 0
１ 90 12 30 58 - 81 67 28 4 1 1 2
２ 77 4 22 74 - 88 76 21 3 0 0 1
専 3 100 0 0 - 83 67 33 0 0 0 0
１ 87 20 24 56 - 73 53 35 8 4 6 1
２ 78 9 22 69 - 86 76 18 6 0 0 3
専 7 100 0 0 - 93 86 14 0 0 0 0
１ 83 10 25 65 - 65 40 43 15 2 4 4
２ 72 4 15 81 - 65 34 59 7 0 0 3
専 3 100 0 0 - 50 0 100 0 0 0 0
１ 86 8 27 65 - 67 39 53 8 0 0 6
２ 73 4 16 80 - 67 38 56 6 0 0 1
専 3 100 0 0 - 67 33 67 0 0 0 0
１ 76 20 28 52 - 51 23 43 26 8 3 7
２ 72 7 32 61 - 46 11 55 30 4 0 4
専 5 100 0 0 - 75 60 20 20 0 0 0
１ 87 9 24 67 - 64 39 40 21 0 1 3
２ 76 4 22 74 - 58 23 64 12 1 0 3
専 3 100 0 0 - 58 34 33 33 0 0 0
１ 86 8 30 62 - 53 22 49 25 4 4 6
２ 73 5 14 81 - 50 15 58 23 4 1 3























































































なしやや 大 中 あまりなし
あまりなし なし大 やや 大 中
なしあまりなし大 やや 大 中










































































































































10 89 0 0 1 44 36 14 6 25 49 36 67 23 4 5 0 1 5 50 33 8 9 23 46 23 56 14 24 0
8 92 0 0 0 49 40 10 1 18 56 29 72 8 7 3 1 0 4 62 26 11 1 10 52 10 68 10 17 1
40 60 0 0 0 75 25 0 0 50 75 50 75 25 0 0 0 0 0 80 20 0 0 40 80 0 80 0 20 0
69 21 10 0 0 17 30 33 20 17 51 23 46 11 31 17 1 1 7 31 27 24 18 17 33 14 46 44 38 0
81 16 3 0 0 10 49 35 6 12 62 16 57 4 22 7 1 1 4 29 42 23 6 8 34 5 56 51 29 1
100 0 0 0 0 25 75 0 0 25 25 0 50 0 0 25 0 0 0 50 50 0 0 25 50 0 25 25 25 0
17 81 2 0 0 68 25 7 0 25 47 44 69 25 8 5 0 0 2 71 21 7 1 30 49 14 54 19 18 2
9 90 0 0 1 75 20 4 1 17 55 35 81 13 5 3 1 0 3 77 21 1 1 21 58 3 73 8 7 1
67 33 0 0 0 67 33 0 0 67 67 33 100 0 0 0 0 0 0 67 33 0 0 67 33 0 33 0 33 0
10 89 1 0 0 60 28 8 4 33 45 43 65 28 10 14 0 4 2 65 25 6 4 23 50 22 54 21 26 3
4 95 1 0 0 73 19 5 3 21 55 32 79 12 8 7 1 0 3 74 19 4 3 12 68 9 66 11 14 1
29 71 0 0 0 86 14 0 0 43 86 29 57 14 29 29 0 0 0 83 17 0 0 17 83 0 33 17 17 0
25 72 3 0 0 52 33 12 3 32 45 45 64 25 8 7 0 5 5 58 29 10 3 27 45 20 61 18 22 3
6 94 0 0 0 63 29 7 1 21 45 30 75 15 8 4 1 0 3 75 23 1 1 9 59 7 74 10 13 1
67 33 0 0 0 67 33 0 0 67 33 0 100 0 33 33 0 0 0 100 0 0 0 33 67 0 100 0 33 0
50 28 21 0 1 42 33 20 5 33 48 33 33 15 16 39 1 0 6 48 30 17 5 31 39 11 40 28 54 1
76 10 14 0 0 59 32 5 4 17 74 17 30 4 14 34 1 1 4 70 25 1 4 9 40 4 59 15 60 3
67 33 0 0 0 33 67 0 0 33 67 33 0 0 0 67 0 0 0 67 33 0 0 33 67 0 33 0 67 0
22 62 13 0 3 10 39 36 15 35 35 34 44 13 8 6 0 4 8 16 34 36 14 48 39 21 39 16 16 2
6 87 6 0 1 1 56 36 7 46 35 22 55 5 8 3 2 4 3 6 44 41 9 61 33 5 48 10 7 2
40 60 0 0 0 0 80 20 0 80 0 40 40 0 0 0 0 0 0 0 60 40 0 80 20 0 40 20 0 0
4 83 13 0 0 40 42 18 0 30 43 34 30 6 18 24 4 2 6 50 33 16 1 30 38 10 43 28 38 3
1 95 4 0 0 37 47 15 1 25 65 27 28 6 8 21 1 0 1 68 19 10 3 25 41 4 45 24 39 1
0 67 33 0 0 34 33 33 0 33 33 67 33 67 0 0 0 0 0 67 0 33 0 33 67 0 33 33 33 0
47 44 6 0 3 23 41 30 6 25 47 48 57 12 17 14 3 6 9 27 43 23 7 20 45 24 61 27 19 4
53 44 3 0 0 10 66 18 6 15 46 39 67 3 12 6 1 3 1 17 61 16 6 9 53 17 67 24 12 2
















































































































領域３ サービスのユニバーサル化 （少子・高齢化に対応した社会基盤技術・サービス） 
１．領域に関する設問
①当該領域に関する専門度 ②現時点における効果







［知的資産の増大］ 当 該領域自体の知的資産 増大への寄与
大 やや大
やや大






























課題 大 中 小 なし
指







































































１ 94 9 27 64 - 63 34 53 12 1 0 1
２ 83 4 18 78 - 57 18 73 9 0 0 1
専 3 100 0 0 - 67 33 67 0 0 0 0
１ 76 8 28 64 - 53 22 51 23 4 0 0
２ 71 3 21 76 - 51 13 67 17 3 0 0
専 2 100 0 0 - 63 50 0 50 0 0 0
１ 92 11 21 68 - 59 30 47 21 2 0 1
２ 81 5 15 80 - 58 20 73 6 1 0 1
専 4 100 0 0 - 63 25 75 0 0 0 0
１ 77 12 18 70 - 77 56 40 4 0 0 0
２ 77 4 13 83 - 84 69 27 4 0 0 0
専 3 100 0 0 - 75 50 50 0 0 0 0
１ 85 12 25 63 - 59 29 48 22 1 2 5
２ 79 5 19 76 - 53 13 75 9 3 1 3






































































なしやや 大 中 あまりなし
あまりなし なし大 やや 大 中
なしあまりなし大 やや 大 中










































































































































21 45 33 0 1 24 43 26 7 37 42 32 56 6 13 11 0 0 5 26 43 24 7 30 36 29 60 24 14 4
7 76 17 0 0 11 69 13 7 25 55 17 71 7 8 4 1 0 1 15 70 10 5 21 32 18 81 15 8 1
33 67 0 0 0 33 67 0 0 33 100 67 100 67 0 0 0 0 0 33 67 0 0 67 67 67 67 33 0 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 7 21 38 31 10 37 27 17 46 38 16 5
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 10 65 19 6 39 16 11 64 30 11 2
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 50 50 0 100 0 0 0 0 0 0
19 57 19 5 0 35 30 19 16 21 33 8 16 5 49 32 4 0 2 44 31 18 7 19 18 8 27 60 37 6
5 90 4 1 0 58 23 8 11 24 37 6 11 1 72 23 1 0 1 73 16 6 5 16 12 4 23 81 32 1
0 50 50 0 0 25 25 25 25 67 67 33 33 33 67 33 33 0 0 50 25 25 0 50 25 25 50 75 75 25
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 9 60 29 10 1 33 20 14 56 47 37 3
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 84 12 3 1 35 13 7 76 50 24 1
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 67 33 0 0 100 0 0 100 33 33 0
13 63 20 0 4 20 45 23 12 24 39 20 37 7 50 29 3 2 11 26 46 21 7 31 28 12 37 52 40 3
4 92 4 0 0 14 65 9 12 19 44 10 34 4 66 16 1 3 3 19 64 9 8 27 26 4 33 76 33 1


























































































































課題 大 中 小 なし
指







































































１ 82 5 30 65 - 64 35 53 11 1 0 1
２ 78 3 14 83 - 60 23 72 5 0 0 1
専 2 100 0 0 - 100 100 0 0 0 0 0
１ 80 5 24 71 - 69 42 49 9 0 0 6
２ 76 3 16 81 - 64 32 63 4 1 0 1
専 2 100 0 0 - 100 100 0 0 0 0 0
１ 83 7 24 69 - 64 34 54 11 1 0 0
２ 80 1 19 80 - 54 14 74 9 3 0 0
専 1 100 0 0 - 100 100 0 0 0 0 0
１ 89 9 26 65 - 64 35 52 11 2 0 2
２ 78 5 14 81 - 55 14 77 9 0 0 1

































［知的資産の増大］ 当 該領域自体の知的資産 増大への寄与
大 やや大
やや大



































































































































































41 28 30 0 1 22 50 23 5 26 42 46 72 9 14 11 3 1 1 31 39 26 4 25 40 29 66 32 19 3
61 14 25 0 0 12 74 13 1 13 45 37 76 1 11 4 3 0 1 27 60 9 4 20 45 8 77 27 8 1
50 0 50 0 0 50 50 0 0 50 50 0 100 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 50 50 0 100 50 50 0
10 27 60 0 3 37 49 13 1 42 36 33 46 5 29 16 1 0 4 38 45 14 3 36 36 23 64 31 34 1
4 12 83 0 1 19 69 9 3 51 31 29 67 4 17 11 1 0 3 28 64 5 3 30 30 9 84 24 20 1
0 0 100 0 0 50 50 0 0 50 50 0 100 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 50 50 0 100 50 50 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 13 29 44 18 9 34 24 19 50 41 31 1
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 3 23 60 11 6 47 19 7 69 30 12 1
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 100 0 0 100 0 0 0
66 14 19 0 1 20 51 22 7 26 45 44 73 10 19 9 4 0 3 26 44 23 7 21 39 23 69 36 21 3
79 8 13 0 0 8 73 16 3 21 53 39 76 3 12 4 3 0 1 17 67 12 4 19 42 10 88 23 10 1














































































































































なしやや 大 中 あまりなし
あまりなし なし大 やや 大 中
なしあまりなし大 やや 大 中















課題 大 中 小 なし
指







































































１ 80 11 24 65 - 62 37 37 23 3 8 19
２ 76 7 16 77 - 60 31 50 15 4 4 7
専 5 100 0 0 - 100 100 0 0 0 0 0
１ 77 8 21 71 - 69 47 38 12 3 4 16
２ 71 7 11 82 - 82 66 31 3 0 0 6
専 5 100 0 0 - 100 100 0 0 0 0 0
１ 78 5 26 69 - 55 26 44 26 4 21 25
２ 71 6 18 76 - 58 23 65 9 3 14 4
専 4 100 0 0 - 88 75 25 0 0 0 0
１ 76 7 24 69 - 57 24 56 20 0 4 12
２ 71 3 13 84 - 58 20 70 10 0 1 4


































［知的資産の増大］ 当 該領域自体の知的資産 増大への寄与
大 やや大
やや大



































































































































































12 68 13 0 7 23 35 30 12 53 43 47 57 18 10 3 1 8 20 25 35 26 14 58 55 18 48 18 15 2
7 92 1 0 0 19 46 28 7 60 31 34 70 10 9 6 3 5 7 16 53 24 7 59 48 6 49 14 7 3
0 100 0 0 0 80 20 0 0 60 20 20 100 40 0 0 0 0 0 40 60 0 0 40 40 20 80 20 0 0
18 68 9 0 5 36 45 16 3 37 42 46 75 21 11 6 0 5 18 34 39 23 4 41 54 19 65 22 13 0
3 94 3 0 0 27 63 9 1 41 38 51 77 7 6 1 0 0 4 21 66 10 3 41 60 7 75 12 3 0
40 40 20 0 0 80 20 0 0 60 40 20 100 20 0 0 0 0 0 40 60 0 0 40 60 20 80 0 0 0
20 59 9 0 12 28 29 32 11 52 39 40 58 10 9 1 3 23 25 30 29 26 15 54 56 8 43 15 10 3
6 90 3 0 1 23 48 25 4 65 18 36 74 8 3 3 5 15 6 34 43 14 9 65 52 3 56 11 5 2
0 100 0 0 0 75 25 0 0 100 25 0 75 25 0 0 0 0 0 25 75 0 0 50 25 0 75 25 0 0
12 67 15 0 6 20 44 32 4 39 37 49 63 8 8 3 0 5 16 24 34 38 4 34 46 17 63 17 7 0
6 93 1 0 0 18 61 20 1 38 23 51 78 6 6 1 0 1 4 16 55 26 3 42 58 6 82 12 3 0














































































































































なしやや 大 中 あまりなし
あまりなし なし大 やや 大 中
なしあまりなし大 やや 大 中















［知的資産の増大］ 当 該領域自体の知的資産 増大への寄与
大 やや大
やや大






























課題 大 中 小 なし
指







































































１ 70 7 30 63 - 64 36 47 17 0 9 15
２ 70 3 17 80 - 59 26 59 14 1 9 6
専 2 100 0 0 - 100 100 0 0 0 0 0
１ 69 4 22 74 - 63 30 59 11 0 2 8
２ 69 1 14 85 - 60 23 71 6 0 1 3
専 1 100 0 0 - 100 100 0 0 0 0 0
１ 81 11 27 62 - 59 28 53 18 1 0 3
２ 77 3 18 79 - 58 19 73 8 0 0 1
専 2 100 0 0 - 75 50 50 0 0 0 0
１ 79 8 24 68 - 63 36 47 14 3 15 14
２ 70 3 19 78 - 61 29 58 10 3 9 6
専 2 100 0 0 - 100 100 0 0 0 50 0
１ 77 10 22 68 - 63 36 45 18 1 4 4
２ 68 3 13 84 - 55 18 68 13 1 1 3









































































あまりなし なし大 やや大 中
なしあまりなし大 やや大 中










































































































































16 48 23 2 11 20 37 35 8 52 37 38 55 45 8 2 2 9 18 24 29 36 11 51 49 25 49 8 5 2
9 76 14 0 1 9 54 30 7 57 20 18 63 35 5 3 5 7 7 10 44 36 10 67 48 10 46 6 3 2
0 100 0 0 0 0 100 0 0 50 50 50 100 50 0 0 0 0 0 50 50 0 0 50 50 0 50 0 0 0
14 76 7 0 3 36 51 13 0 42 44 41 58 47 11 6 2 2 8 39 46 12 3 48 59 16 51 16 19 2
1 96 3 0 0 29 63 7 1 39 42 19 75 37 3 1 1 1 3 30 65 4 1 40 74 4 53 4 7 0
0 0 100 0 0 100 0 0 0 0 0 0 100 100 0 0 0 0 0 0 100 0 0 100 0 0 0 0 0 0
28 57 14 0 1 33 41 21 5 14 45 26 40 34 26 25 0 0 5 38 36 21 5 19 47 13 36 38 49 3
19 76 5 0 0 25 60 12 3 11 68 19 50 35 15 14 1 0 1 38 50 9 3 12 59 9 35 26 54 3
50 50 0 0 0 50 50 0 0 50 100 0 50 50 0 0 0 0 0 50 0 50 0 50 100 0 0 0 50 0
6 50 28 0 16 31 37 24 8 55 32 35 45 38 10 3 4 13 16 35 34 24 7 60 47 16 34 10 6 10
5 77 15 3 0 22 56 16 6 77 19 13 53 20 6 3 0 7 4 29 54 11 6 76 47 5 32 3 2 0
0 50 50 0 0 100 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 50 0 100 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0
50 36 10 1 3 17 33 34 16 32 38 43 57 29 11 3 2 4 5 20 24 35 21 40 48 33 45 17 7 0
77 15 8 0 0 7 43 41 9 18 37 32 69 11 8 2 2 1 3 12 26 52 10 30 53 23 53 15 3 2


























































































































課題 大 中 小 なし
指







































































１ 74 14 28 58 - 46 22 32 32 14 18 18
２ 75 7 19 74 - 38 9 40 35 16 19 5
専 5 100 0 0 - 40 20 20 40 20 40 0
１ 86 15 26 59 - 41 14 27 52 7 4 6
２ 81 6 15 79 - 32 5 23 63 9 1 4
専 5 100 0 0 - 35 0 40 60 0 0 0
１ 94 21 31 48 - 51 22 45 27 6 3 7
２ 93 9 22 69 - 44 4 65 29 2 2 2
専 8 100 0 0 - 47 13 49 38 0 0 0
１ 82 16 27 57 - 54 23 50 26 1 3 1
２ 81 6 14 80 - 48 4 82 12 2 1 2






































［知的資産の増大］ 当 該領域自体の知的資産 増大への寄与
大 やや大
やや大



































































































































































13 59 15 0 13 13 38 33 16 60 38 38 41 5 12 5 0 15 20 19 26 34 21 63 39 15 44 13 6 2
3 91 3 0 3 11 44 27 18 75 27 32 42 0 5 2 0 14 10 11 35 39 15 77 30 3 48 5 2 0
0 80 0 0 20 40 40 0 20 25 25 25 75 0 25 0 0 40 0 20 60 0 20 25 50 0 50 25 0 0
47 40 5 0 8 8 26 34 32 35 35 25 51 11 16 2 0 2 11 10 24 32 34 30 46 26 39 24 6 0
63 34 3 0 0 3 21 47 29 32 34 20 55 4 13 7 2 3 4 3 21 50 26 23 63 16 39 16 7 2
60 40 0 0 0 0 60 20 20 25 0 0 75 25 25 0 0 0 0 0 40 40 20 50 25 25 75 25 0 0
15 75 5 0 5 10 27 48 15 40 36 35 58 10 13 4 0 2 8 14 30 43 13 42 51 26 39 18 5 0
2 97 1 0 0 3 27 59 11 47 41 23 65 6 6 2 1 1 2 7 25 59 9 48 54 13 46 10 4 1
0 100 0 0 0 13 38 49 0 13 25 50 50 25 0 0 0 0 0 13 25 62 0 38 50 25 50 13 0 0
19 71 6 3 1 11 33 46 10 32 34 42 59 21 8 0 1 1 5 11 34 41 14 42 43 31 46 10 3 3
15 78 3 4 0 4 23 61 12 27 30 36 71 9 6 1 1 1 2 3 27 60 10 39 48 14 65 7 3 1














































































































































なしやや 大 中 あまりなし
あまりなし なし大 やや 大 中
なしあまりなし大 やや 大 中
















課題 大 中 小 なし
指







































































１ 59 8 20 72 - 60 26 64 10 0 0 10
２ 65 3 12 85 - 54 11 81 8 0 0 3
専 2 100 0 0 - 75 50 50 0 0 0 0
１ 62 6 19 75 - 57 23 61 16 0 2 7
２ 68 1 9 90 - 54 10 84 6 0 1 3
専 1 100 0 0 - 50 0 100 0 0 0 0
１ 71 7 15 78 - 54 21 53 26 0 1 1
２ 72 1 15 84 - 50 8 78 13 1 0 1
専 1 100 0 0 - 25 0 0 100 0 0 0
１ 71 7 18 75 - 53 20 55 24 1 1 1
２ 72 1 11 88 - 51 10 76 13 1 0 1


































［知的資産の増大］ 当 該領域自体の知的資産 増大への寄与
大 やや大
やや大



































































































































































49 23 26 0 2 38 47 13 2 62 35 50 62 21 2 4 0 0 13 35 50 15 0 69 31 17 61 7 13 0
76 8 16 0 0 20 59 16 5 57 26 33 67 3 3 2 0 0 3 17 66 14 3 68 24 2 65 5 3 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 100 50 0 50 0 0 50 0 0 0 100 0 0 0 100 50 0 50 0 50 0
44 22 30 0 4 38 47 13 2 58 36 49 55 16 5 5 0 2 7 38 43 19 0 66 31 12 59 9 12 0
71 11 18 0 0 16 68 13 3 68 24 29 66 5 6 0 0 1 3 16 69 12 3 72 23 6 68 5 2 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 100 100 0 100 0 100 0 0 0 0 100 0 0 0 100 100 0 100 0 100 0
51 35 12 0 2 28 38 28 6 56 38 34 51 20 3 2 2 0 4 25 47 25 3 62 35 18 57 11 6 0
76 17 7 0 0 13 66 17 4 71 32 21 64 6 5 0 0 0 1 8 73 15 4 69 24 4 71 4 0 0
100 0 0 0 0 0 0 100 0 100 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 100 0 0 0
34 53 11 0 2 28 35 31 6 62 38 36 51 21 3 3 0 1 4 27 44 28 1 65 35 18 59 8 5 0
34 60 6 0 0 12 65 17 6 72 28 18 65 5 5 0 0 0 1 8 75 11 6 73 24 6 70 4 0 0














































































































































なしやや 大 中 あまりなし
あまりなし なし大 やや 大 中
なしあまりなし大 やや 大 中















［知的資産の増大］ 当 該領域自体の知的資産 増大への寄与
大 やや大
やや大






























課題 大 中 小 なし
指







































































１ 72 14 43 43 - 59 29 52 16 3 3 14
２ 79 3 38 59 - 51 12 69 19 0 0 4
専 2 100 0 0 - 75 50 50 0 0 0 0
１ 83 18 37 45 - 60 35 45 11 9 0 0
２ 79 6 29 65 - 55 19 65 12 4 0 0
専 5 100 0 0 - 90 80 20 0 0 0 0
１ 81 17 36 47 - 62 36 43 18 3 6 8
２ 73 7 25 68 - 56 21 60 19 0 4 1
専 5 100 0 0 - 100 100 0 0 0 0 0
１ 95 13 32 55 - 64 39 41 18 2 4 1
２ 81 7 30 63 - 59 25 61 14 0 2 1
専 6 100 0 0 - 63 33 50 17 0 0 0
１ 78 9 26 65 - 64 40 37 20 3 0 0
２ 77 3 21 76 - 69 47 39 13 1 0 0







































































あまりなし なし大 やや大 中
なしあまりなし大 やや大 中










































































































































13 66 13 0 8 21 36 34 9 64 43 39 57 20 5 2 0 3 14 19 37 38 6 63 38 25 44 19 8 3
4 92 4 0 0 11 56 30 3 68 20 30 64 12 4 1 1 0 4 13 47 37 3 69 34 15 53 9 4 1
0 100 0 0 0 0 100 0 0 100 0 50 50 0 0 0 0 0 0 50 50 0 0 100 0 0 50 0 0 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 8 14 17 43 28 12 64 35 21 33 27 14 6
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 3 16 56 23 5 75 31 8 31 14 6 1
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 40 60 0 0 80 20 0 40 60 0 0
4 71 21 0 4 24 46 21 9 65 43 35 41 18 13 10 0 3 15 35 41 19 5 60 36 18 32 25 21 7
0 97 3 0 0 14 68 15 3 75 36 13 39 9 6 4 1 4 3 23 57 14 6 80 36 6 26 14 8 2
0 100 0 0 0 80 20 0 0 100 20 0 60 0 0 20 0 0 0 80 20 0 0 100 20 0 40 40 40 0
5 90 2 0 3 31 44 18 7 43 45 41 54 19 18 13 0 4 7 39 36 21 4 48 42 16 49 26 20 6
0 100 0 0 0 19 68 11 2 47 46 30 65 9 15 8 1 2 2 35 50 11 4 64 36 6 60 18 10 1
0 100 0 0 0 33 67 0 0 33 17 67 33 17 17 17 0 0 0 67 33 0 0 83 0 17 17 33 17 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 4 40 48 11 1 46 30 14 17 40 50 7
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 42 49 6 3 59 19 8 9 36 55 3


























































































































課題 大 中 小 なし
指







































































１ 87 11 20 69 - 44 12 46 35 7 0 2
２ 80 3 13 84 - 38 1 57 36 6 0 1
専 2 100 0 0 - 50 0 100 0 0 0 0
１ 76 7 28 65 - 48 15 52 28 5 5 4
２ 77 4 13 83 - 44 7 64 22 7 6 6
専 3 100 0 0 - 67 33 67 0 0 0 0
１ 70 1 30 69 - 41 12 38 38 12 4 9
２ 69 1 9 90 - 32 1 39 43 17 6 12
専 1 100 0 0 - 50 0 100 0 0 0 0
１ 67 10 25 65 - 26 5 24 38 33 17 9
２ 76 3 14 83 - 22 1 16 49 34 14 7


































［知的資産の増大］ 当 該領域自体の知的資産 増大への寄与
大 やや大
やや大



































































































































































64 22 13 1 0 8 39 29 24 18 44 32 47 8 35 8 3 1 7 12 29 41 18 19 31 25 41 38 13 0
90 5 5 0 0 4 43 29 24 12 65 17 50 3 37 5 2 0 4 8 28 45 19 12 32 12 57 45 9 2
100 0 0 0 0 0 50 0 50 100 100 0 100 0 100 100 0 0 0 50 0 0 50 100 100 0 100 100 100 0
63 25 6 0 6 11 38 31 20 29 38 34 61 9 21 9 2 5 9 8 30 41 21 26 26 40 51 36 19 0
88 11 0 0 1 5 47 32 16 24 51 21 68 2 14 5 2 7 8 5 30 53 12 17 26 29 67 35 9 2
100 0 0 0 0 67 0 33 0 67 0 33 67 0 0 0 0 0 0 67 33 0 0 67 0 0 100 33 33 0
24 41 29 0 6 7 21 37 35 41 17 39 37 7 32 10 5 4 13 9 22 40 29 43 30 27 20 32 9 2
11 69 18 2 0 2 17 54 27 53 17 40 28 9 19 9 2 6 9 1 16 61 22 52 25 25 21 23 6 0
100 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 100 0 0 0 0 0 0
63 24 3 0 10 3 24 30 43 29 39 34 58 8 13 5 5 21 12 5 17 33 45 32 35 26 41 32 18 0
90 8 1 0 1 1 13 44 42 29 29 21 71 0 10 0 0 16 8 3 10 45 42 26 36 12 64 26 2 0














































































































































なしやや 大 中 あまりなし
あまりなし なし大 やや 大 中
なしあまりなし大 やや 大 中















［知的資産の増大］ 当 該領域自体の知的資産 増大への寄与
大 やや大
やや大






























課題 大 中 小 なし
指







































































１ 71 8 34 58 - 73 52 38 9 1 3 10
２ 71 7 15 78 - 85 73 23 4 0 1 4
専 5 100 0 0 - 100 100 0 0 0 0 0
１ 76 12 30 58 - 69 47 38 14 1 4 10
２ 74 5 18 77 - 79 61 35 4 0 1 1
専 4 100 0 0 - 75 50 50 0 0 0 0
１ 67 16 28 56 - 60 37 38 17 8 0 0
２ 65 6 23 71 - 59 25 62 11 2 0 0
専 4 100 0 0 - 75 50 50 0 0 0 0
１ 66 14 30 56 - 59 33 45 14 8 0 0
２ 68 4 28 68 - 61 25 70 4 1 0 0
専 3 100 0 0 - 83 67 33 0 0 0 0
１ 76 20 26 54 - 56 30 41 22 7 4 13
２ 71 6 24 70 - 54 17 66 16 1 0 4
専 4 100 0 0 - 75 50 50 0 0 0 0
１ 75 21 28 51 - 66 44 35 14 7 0 0
２ 73 11 30 59 - 75 53 40 7 0 0 0

















































































あまりなし なし大 やや大 中
なしあまりなし大 やや大 中










































































































































14 59 25 0 2 53 37 9 1 59 48 48 53 32 14 11 3 1 7 49 38 11 2 52 52 11 54 21 37 3
1 93 6 0 0 76 14 7 3 66 42 40 55 16 6 6 0 1 1 75 16 6 3 56 47 9 65 6 15 1
0 100 0 0 0 80 20 0 0 80 20 40 60 20 0 20 0 0 0 80 20 0 0 80 40 0 80 0 0 0
4 60 32 0 4 53 31 13 3 55 48 45 58 28 14 14 3 4 11 54 35 10 1 58 59 14 45 21 29 3
0 89 11 0 0 73 19 4 4 64 36 33 64 14 9 4 0 0 1 75 19 3 3 69 59 4 48 10 10 0
0 67 33 0 0 75 25 0 0 75 25 25 25 25 0 25 0 0 0 75 25 0 0 100 50 0 50 0 0 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 24 33 43 14 10 67 47 4 45 16 20 2
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 5 31 53 11 5 74 27 5 44 10 13 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 75 25 0 0 75 25 0 25 0 25 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 12 19 30 42 14 14 64 43 0 36 15 19 6
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 7 7 37 53 6 4 83 34 3 26 9 9 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 33 67 0 0 100 33 0 33 0 0 0
6 45 46 0 3 21 49 21 9 68 40 21 38 17 17 17 2 5 18 24 47 19 10 59 49 16 30 24 25 5
1 48 51 0 0 16 65 16 3 81 31 13 27 4 10 3 1 1 7 17 69 10 4 78 43 6 25 9 7 1
0 67 33 0 0 25 75 0 0 67 0 33 33 0 0 33 0 0 0 25 75 0 0 75 25 25 25 0 25 0
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 12 26 33 41 16 10 73 30 8 28 17 28 3
100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 7 10 29 57 10 4 88 29 4 29 9 16 1






























































































































































































































































































53 先端研究の推進と並行して、ELSI（Ethical, Legal and Social Issues ：倫理的・法的・社会的問題）研究が実施され、その成果が研究戦略形
成に活用されるというサイクルが確立し、ELSI 研究のための資金が研究資金全体の 3%を超えるようになる 
○「ＥＬＳＩの専門家」等が作られることは望ましくない。○新技術を用いた不正等の防止コスト低減策としての倫理研究は有用であり、社



































































快適な自動車旅行が可能な ITS(高度道路交通システム)〈領域 10〉 
2008 20 自宅にいながらにして自分の電子カルテにアクセスできるセキュアな広域医療情報システム〈領域 3〉 
2009 05 世界中でカード一枚でほとんどすべての手続きや買い物ができる、セキュリティ機能（個人認証等）、電子決裁機能
等をもった多機能スマートカード〈領域 1〉 
2009 06 犯罪防止のための本人確認手段としての、低コストで迅速かつ確実なバイオメトリクス認証技術〈領域 1〉 
2009 12 食の安全を実現するための、食品の生産・流通・加工・販売の全過程を対象とする一括管理システム〈領域 2〉 
2009 14 官庁・地方自治体が広く利用できるセキュアな情報保管サービス〈領域 2〉 
2009 16 高齢者、身体障害者が情報ネットワークに参加しやすい情報端末機器及びソフト〈領域 3〉 











2011 02 防災、防犯、福祉をキー概念として用いながら地域コミュニティ形成を促進する技術〈領域 1〉 
2011 09 大規模災害発生時に、衛星からの画像、レーザレーダ装置による解析等を用い広域にわたり災害状況を監視し、
迅速で安全な避難誘導が可能となる広域災害状況監視システム〈領域 2〉 
2011 21 障害者、高齢者の社会生活が格段に拡大する、高性能移動・歩行支援機器・システム技術〈領域 4〉 
2011 22 障害者、高齢者が能力を発揮し快適に仕事ができる環境、労働支援技術〈領域 4〉 
2011 39 有形文化財が将来喪失、破損した時に再生を可能にする情報保存技術〈領域 8〉 
2011 49 新しい余暇の使い方の提案を促す、仕事や家事の代行システムなど余暇時間の創出技術〈領域 10〉 
2012 01 各種の情報やサービスの提供により充実した生活を実現すると同時に、ユーザである遠隔地の核家族同士が相互
に安全や健康を確認できるロボット〈領域 1〉 
2012 03 家庭別の生活リスクの評価システムとそれぞれのリスクに対応する具体的対策を支援するシステム〈領域 1〉 
2012 04 老後不安の減少に資するための、未来予測をふまえた意思決定を支援する情報提供システム〈領域 1〉 
2012 08 交通事故を未然に回避することのできる自動操縦機能を有する自動車〈領域 2〉 
2012 13 会話型知識プロセスの適用による参加型リスクマネジメントシステム〈領域 2〉 
2012 24 被介護者に不快感・不安感を与えず、入浴等について介護者を支援する介護ロボッﾄ〈領域 4〉 
2012 33 海外とのコミュニケーションを円滑に行うための携帯型音声自動通訳装置〈領域 6〉 
2012 34 通常のコミュニケーションが取れなくなっている青少年に対して、対面でのコミュニケーションがなくても社会性の育
成を可能にする科学技術システム〈領域 7〉 

















2013 42 空間・時間・言語を問わない知識生産手法の確立に伴う、教育・コミュニケーションシステムの再構築〈領域 9〉 
2013 44 社会問題の明示・可視化に基づくエビデンス・ベースの政策立案手法の一般化〈領域 9〉 





2013 55 日本社会に適合した参加型テクノロジーアセスメント（ＴＡ）手法が確立し、NPO や市民を巻き込んだ参加型ＴＡが、
国内で年間 200 件以上実施される〈領域 11〉 
2014 25 子どもの考える力、創造する力、コミュニケーションする力などの健全な脳機能発達を促すメディア技術〈領域 5〉 
2014 50 遊びを通して、兄弟姉妹を疑似体験したり、友達付き合いを疑似体験したりできる兄弟・友達ロボット〈領域 10〉 
2015 26 高齢者の脳機能の低下を抑制し、痴呆を防止するシステム〈領域 5〉 
2015 28 病気等により会話や筆談等が困難な人の意思を脳活動から読み取り、他者との円滑なコミュニケーションを支援す
る技術〈領域 5〉 













快適な自動車旅行が可能な ITS(高度道路交通システム)〈領域 10〉 
2013 20 自宅にいながらにして自分の電子カルテにアクセスできるセキュアな広域医療情報システム〈領域 3〉 
2014 05 世界中でカード一枚でほとんどすべての手続きや買い物ができる、セキュリティ機能（個人認証等）、電子決裁機能
等をもった多機能スマートカード〈領域 1〉 
2014 06 犯罪防止のための本人確認手段としての、低コストで迅速かつ確実なバイオメトリクス認証技術〈領域 1〉 
2014 12 食の安全を実現するための、食品の生産・流通・加工・販売の全過程を対象とする一括管理システム〈領域 2〉 
2014 16 高齢者、身体障害者が情報ネットワークに参加しやすい情報端末機器及びソフト〈領域 3〉 
2014 23 末期医療において、人間が安楽に心の安らぎのなかで終末を迎えられる環境、施設、技術の一般化〈領域 4〉 





2015 14 官庁・地方自治体が広く利用できるセキュアな情報保管サービス〈領域 2〉 
2015 36 現実のなかでは実験や体験が困難な事象について、シミュレーション技術などによってバーチャルな空間において
実験・体験を可能とし、科学的思考を高めることのできる学習システム〈領域 7〉 




2015 49 新しい余暇の使い方の提案を促す、仕事や家事の代行システムなど余暇時間の創出技術〈領域 10〉 
2015 53 先端研究の推進と並行して、ELSI（Ethical, Legal and Social Issues ：倫理的・法的・社会的問題）研究が実施され、
その成果が研究戦略形成に活用されるというサイクルが確立し、ELSI 研究のための資金が研究資金全体の 3%を超
えるようになる〈領域 11〉 
2016 22 障害者、高齢者が能力を発揮し快適に仕事ができる環境、労働支援技術〈領域 4〉 
2016 24 被介護者に不快感・不安感を与えず、入浴等について介護者を支援する介護ロボッﾄ〈領域 4〉 
2017 01 各種の情報やサービスの提供により充実した生活を実現すると同時に、ユーザである遠隔地の核家族同士が相互
に安全や健康を確認できるロボット〈領域 1〉 
2017 21 障害者、高齢者の社会生活が格段に拡大する、高性能移動・歩行支援機器・システム技術〈領域 4〉 
2017 34 通常のコミュニケーションが取れなくなっている青少年に対して、対面でのコミュニケーションがなくても社会性の育
成を可能にする科学技術システム〈領域 7〉 
2017 39 有形文化財が将来喪失、破損した時に再生を可能にする情報保存技術〈領域 8〉 
2017 54 生命倫理問題を対象とする、多面的で多数の国民が参加する国民的討議（public debate）が実施され、生命倫理と
研究活動との調整の方式についての合意が形成される〈領域 11〉 
2018 02 防災、防犯、福祉をキー概念として用いながら地域コミュニティ形成を促進する技術〈領域 1〉 
 1108
実現年 課題 
2018 03 家庭別の生活リスクの評価システムとそれぞれのリスクに対応する具体的対策を支援するシステム〈領域 1〉 
2018 09 大規模災害発生時に、衛星からの画像、レーザレーダ装置による解析等を用い広域にわたり災害状況を監視し、
迅速で安全な避難誘導が可能となる広域災害状況監視システム〈領域 2〉 
2018 33 海外とのコミュニケーションを円滑に行うための携帯型音声自動通訳装置〈領域 6〉 
2018 45 公共機関、大学等の所有するデータを一元的に集約し利用可能にした、社会における知識生産の基盤となる公共
データベースの構築〈領域 9〉 
2018 56 NIMBY（Not in my backyard ：必要性は認めるが、うちの近くはお断り）問題に関して、関係者が納得することを目標
とする議論や手続きの方法が確立する〈領域 11〉 
2019 04 老後不安の減少に資するための、未来予測をふまえた意思決定を支援する情報提供システム〈領域 1〉 
2019 13 会話型知識プロセスの適用による参加型リスクマネジメントシステム〈領域 2〉 
2019 38 ナノ技術、バイオ技術、材料技術を駆使した有形文化財の保護・修復・保存技術〈領域 8〉 
2020 07 爆発物や麻薬探知犬、毒性物質等に感受性の高いカナリヤ等の動物に匹敵した高感度で、爆発物、麻薬、毒性物
質等を迅速に探知できるセンサーを組み込んだロボット〈領域 2〉 
2020 08 交通事故を未然に回避することのできる自動操縦機能を有する自動車〈領域 2〉 
2020 10 公共・集客施設、空港・港湾、鉄道等の交通インフラにおける、極微量の爆薬、麻薬、放射性物質、病原微生物の
迅速かつ正確な検知システム〈領域 2〉 








2020 44 社会問題の明示・可視化に基づくエビデンス・ベースの政策立案手法の一般化〈領域 9〉 
2020 55 日本社会に適合した参加型テクノロジーアセスメント（ＴＡ）手法が確立し、NPO や市民を巻き込んだ参加型ＴＡが、
国内で年間 200 件以上実施される〈領域 11〉 
2021 29 単に言語を通訳するにとどまらず、発言の背景にある文化、慣習や社会規範などの情報を表示して国際コミュニケ
ーション、相互理解を促進する技術〈領域 6〉 
2021 42 空間・時間・言語を問わない知識生産手法の確立に伴う、教育・コミュニケーションシステムの再構築〈領域 9〉 
2021 43 知識生産者と知識消費者の融合による専門家・非専門家の区分の消滅に伴う、新たな社会的意志決定手法の導
入〈領域 9〉 





2022 25 子どもの考える力、創造する力、コミュニケーションする力などの健全な脳機能発達を促すメディア技術〈領域 5〉 
2022 26 高齢者の脳機能の低下を抑制し、痴呆を防止するシステム〈領域 5〉 
2022 50 遊びを通して、兄弟姉妹を疑似体験したり、友達付き合いを疑似体験したりできる兄弟・友達ロボット〈領域 10〉 












Ⅲ．参  考 
 
  


































































































































































































































































































































































































































































































































































物質・材料・加工 100 9 1 
情報・電子・ソフト 116 18 3 
ライフサイエンス 96 34 17 
宇宙 39 18 4 
海洋 37 3 2 
地球 28 4 1 
農林水産 75 9 5 
鉱物・水資源 40 3 - 
エネルギー 51 25 3 
生産・労働 78 15 3 
保健・医療 103 31 13 
生活・教育・文化 87 7 3 
運輸 56 6 - 
通信 53 4 1 
都市・建築 62 12 6 
環境 30 2 1 
安全 20 2 1 
計 1071 202 64 
＊一部実現を含む 
課題例 
分野 課題 実現状況 実現予測
時期 
ライフサイエンス 高等生物の遺伝子の情報発現の人為的操作が可能となる。 実現 2005 年 





実現 2006 年 




一部実現 2016 年 
 
1117 







表 R-2 回答状況（数値は、領域平均） 
 回答者数 １ 人 当 た り 回 答
領域数（平均） 
１ 領 域 当 た り
回答数（平均）
回答者専門度（領域平均） 
Ａ票 ２２８６（全分野計） １０．４ １８２ 大：１４％  中：２６％  小：６０％ 

































































表 R-3 A 票（当該分野専門家評価）と B 票（他分野専門家評価）の差が大きい領域 
現時点の効果 

























056:地球深部観測技術   




097:ナレッジマネジメント   
中期的な効果 




049:惑星探査技術   





























































































































































































表 R-6 R1 と R2 の効果指数の比較 































R1>R2 の領域 67 63 63 73 51 65 87 81 81 89 63 86 








表 R-7 指数が大きく変化した領域 
現時点 
効果の項目 Ｒ２で指数が低下した領域 Ｒ２で指数が上昇した領域 
当該領域発展 － － 
他分野発展 －  
























安全安心 040:人中心の医療と療養支援システムの構築 090:ナノ加工・微細加工技術 






表 R-8 Ｒ１とＲ２の研究開発水準指数の比較  
  現在   ５年前  
 対米国 対ＥＵ 対アジア 対米国 対ＥＵ 対アジア 
R1>R2 の領域 89 82 25 86 70 22 






表 R-9 指数が大きく変化した領域 
現時点 



























対 EU 115:利用者・住民を含めた社会基盤の総合マネジメント 097:ナレッジマネジメント 
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表 R-10 分野別の収束率 
分野 技術的実現時期の収束率 社会的適用時期の収束率 
情報通信 0.72 0.76 
エレクトロニクス 0.68 0.72 
ライフサイエンス 0.75 0.70 
保健・医療・福祉 0.62 0.65 
農林水産・食品 0.64 0.69 
フロンティア 0.63 0.65 
エネルギー・資源 0.60 0.67 
環境 0.65 0.66 
ナノテク・材料 0.61 0.67 
製造 0.63 0.66 
産業基盤 0.55 0.59 
社会基盤 0.62 0.67 
社会技術 0.65 0.70 















表 R-11 実現予測時期に関するＲ１とＲ２の差（Ｒ２―Ｒ１） 
 技術的実現時期 社会的適用時期 
 中位値の差 回答幅の差 中位値の差 回答幅の差 
最大値 7.3  0.7  7.5  0.9  
最小値 -1.3  -12.2  -2.7  -14.0  




表 R-12 実現予測時期の差が大きい課題 
Ａ．Ｒ２において技術的実現時期が大きく（５年以上）遅れた課題 



























課題 Ｒ１時期 Ｒ２時期 領域 デルファイ分野



































定員 250 人程度） 
2022 2027 交通機関の環境対策 
社会基盤 









 課題 Ｒ１時期 Ｒ２時期 領域 デルファイ分野





2017 2022 個別医療 
保健･医療･
福祉 


























表 R-13 重要度の変化が大きかった課題 
Ａ．Ｒ２において重要度が大きく（１０ポイント以上）低下した課題 












609 49 ナレッジマネジメント 産業基盤 










記憶とシナプス可塑性の関係の解明 65.5 55 脳の発生・発達 ライフサイエンス
Ｂ．Ｒ２において重要度が大きく（１４ポイント以上）上昇した課題 
課題 R1 重要度 R2 重要度 領域 デルファイ分野 
CO2 排出量を基準とした自動車税の導入 72 90 ライフスタイルと環境 環境 
大規模プラント事故による被害拡大防止、被害回復
技術 




75 89 防災技術 社会基盤 
廃車のごみ問題をほぼ完全に解決する自動車のリ
サイクル技術 
74 89 交通機関の環境対策 社会基盤 
日本における一人当たりエネルギー消費量が半減
する 




1.27(0.67) 、 炭 化 水 素 0.17(0.08) 、 窒 素 酸 化 物
74 88.5 交通機関の環境対策 社会基盤 
1127 






















Ⅳ．資  料 
 
 資料１ 領域の概要 
















































































本領域では、将来のシリコン VLSI について、プロセッサ の高性能化、メモリの高集積化に加え、
新たにシリコン VLSI と融合すべき技術として高温超伝導、光インターコネクトなどを対象とする。 
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 分野  領域 概要 




























































































































































































































































 分野  領域 概要 






























エ ネル ギー・ 資源









































































































































































































































































































































































































































































































































































 資料２  アンケート票の例（情報通信分野の一部） 
 


















回答欄 前回結果 回答欄 前回結果
１．情報・通信     
２．エレクトロニクス ２ 57.1% ２ 21.7%
３．ライフサイエンス ３ 23.1% ３ 44.6%
４．保健・医療・福祉 ４ 30.1% ４ 27.4%
５．農林水産・食品 ５ 5.1% ５ 13.4%
６．フロンティア（海洋、地球、宇宙等） ６ 7.1% ６ 20.4%
７．エネルギー・資源 ７ 16.0% ７ 25.5%
８．環境 ８ 17.3% ８ 40.1%
９．ナノテクノロジー・材料 ９ 28.2% ９ 26.1%
10．製造 10 7.7% 10 3.8%
11．産業基盤（流通・経営管理等） 11 17.9% 11 7.6%
12．社会基盤（都市・建設・土木、交通等） 12 21.8% 12 22.3%
13．社会技術（安全・安心、公共サービス、
教育、知識、テクノロジアセスメント等）
13 64.1% 13 35.0%
14．その他 14 0.6% 14 0.6%
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問１ 30 年後の社会を想定した場合、家計支出に占める IT サービス関連の支出の
割合はどのようになっているとお考えですか？該当する番号に一つだけ○
印を付けてください。  
 回答欄  前回結果  
１．現在と比べ、支出の割合は増加する  １  62.3%
２．現在と比べ、支出の割合はそれほど変わらない ２  35.2%


























































































































1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 5 6 7 8 1 2 3 4 5
人 ％ ％ ％ ％
141 18 38 44 - 32 54 14 0 1 3 24 74 1 0 1
1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 5 6 7 8 1 2 3 4 5
人 ％ ％ ％ ％
111 16 37 47 - 37 56 6 1 1 6 54 45 0 1 0
1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 5 6 7 8 1 2 3 4 5
人 ％ ％ ％ ％
137 19 37 44 - 44 45 11 0 0 2 59 39 2 0 0
1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 5 6 7 8 1 2 3 4 5
人 ％ ％ ％ ％
147 27 39 34 - 47 45 7 1 1 1 38 59 1 1 1















































あまりなし安全・安心の確保への寄与 大 やや大 中















































































































































































































































　 　（複数回答可）  　（複数回答可）
5 1 2 3 4 1 2 3 4 5 6 7 8 1 2 3 4 5 6 7 1 2 3 4 1 2 3 4 5 6 7
％ ％ ％ ％ ％
1 5 35 36 24 33 34 29 51 11 21 2 2 1 2 4 28 44 24 18 30 28 29 37 12 2
5 1 2 3 4 1 2 3 4 5 6 7 8 1 2 3 4 5 6 7 1 2 3 4 1 2 3 4 5 6 7
％ ％ ％ ％ ％
0 28 44 19 9 14 31 36 59 29 16 0 0 1 6 25 43 21 11 18 35 10 51 36 4 3
5 1 2 3 4 1 2 3 4 5 6 7 8 1 2 3 4 5 6 7 1 2 3 4 1 2 3 4 5 6 7
％ ％ ％ ％ ％
0 10 33 36 21 15 39 28 48 20 20 6 2 1 2 8 34 37 21 14 30 17 37 46 13 2
5 1 2 3 4 1 2 3 4 5 6 7 8 1 2 3 4 5 6 7 1 2 3 4 1 2 3 4 5 6 7
％ ％ ％ ％ ％
1 15 38 34 13 25 38 28 44 14 39 6 1 1 2 13 37 33 17 17 32 21 26 58 15 1




















優位 やや優位 対等 やや劣位


















中 あまりなし大 やや大 なし
なしあまりなし大 やや大 中→





























































































































































































 資料３  これまでの調査実施状況 
注１：技術開発をとりまく周辺事項に関する設問にてアンケートを実施 
注２：個別技術開発課題に関する課題にてアンケートを実施 














9 月 18 日
1970 年 
10 月 15 日
2，414 1，863 77 
第２回
1971 年 
1 月 18 日
1971 年 
1 月 30 日








































3 月 5 日 
1971 年 
3 月 23 日












3 月 6 日 
1976 年 


























































6 月 14 日
1976 年 















     



















12 月 11 日
1981 年 
12 月 25 日



































7 月 19 日
1982 年 
7 月 31 日
1，962 1，727 88 
第１回
1986 年 
6 月 15 日
1986 年 
6 月 30 日

































11 月 25 日
1986 年 
12 月 10 日
2，487 2，007 81 
第１回
1991 年 
7 月 17 日
1991 年 
8 月 5 日 





























12 月 9 日
1992 年 
1 月 17 日























 1996 年 
 8 月 7 日
 1996 年 
 8月 26日






























 1996 年 
12 月 10 日
 1996 年 
12 月 24 日
4, 196 3, 586 85 
第１回
2000 年 
8 月 7 日
2000 年 
8 月 31 日



































分 野 に 関 す る
設問 
 設問数  ２ 
第２回
2000 年 
12 月 5 日
2000 年 
12 月 27 日




 資料４  予測調査委員会及び技術系分科会委員名簿 
 
＜予測調査委員会＞ 
委員長 生駒 俊明 一橋大学大学院国際企業戦略研究科 客員教授 
 軽部 征夫 東京工科大学 副学長 （技術系統括） 
 村上 陽一郎 国際基督教大学大学院 教授 （ニーズ調査） 
 原島 文雄 東京電機大学 学長 （シナリオ調査） 
 齋藤 忠夫 株式会社トヨタ IT 開発センター （情報・通信） 
ＣＴＯ・チーフサイエンティスト 
 荒川 泰彦 東京大学先端科学技術研究センター・生産技術研究所 教授 
  ナノエレクトロニクス連携研究センター長 （エレクトロニクス） 
 榊 佳之 独立行政法人理化学研究所 （ライフサイエンス） 
  ゲノム科学総合研究センター センター長  
 猿田 享男 慶應義塾大学 常任理事 （保健・医療・福祉） 
 三輪 睿太郎 独立行政法人農業・生物系特定産業技術研究機構 （農林水産・食品） 
  理事長 
 的川 泰宣 独立行政法人宇宙航空研究開発機構 執行役 （フロンティア） 
 山地 憲治 東京大学大学院新領域創成科学研究科 教授 （エネルギー・資源） 
 安井 至 国際連合大学 副学長 （環境） 
 川合 知二 大阪大学産業科学研究所 所長・教授 （ナノテク・材料） 
 小林 敏雄 財団法人日本自動車研究所 所長 （製造） 
 姉川 知史 慶應義塾大学大学院経営管理研究科 教授 （産業基盤） 
 家田 仁 東京大学大学院工学系研究科 教授 （社会基盤） 
 中島 尚正 放送大学 副学長 （社会技術） 
 尾形 仁士 三菱電機（株） 上席常務執行役開発本部長  
 田村 真理子 日本ベンチャー学会 事務局長  
 平山 定夫 独立行政法人科学技術振興機構 基礎研究参与 
 
＜情報・通信分科会＞ 
（主査） 齊藤 忠夫 株式会社トヨタ IT 開発センター ＣＴＯ・チーフサイエンティスト 
 浅見 徹 株式会社ＫＤＤＩ研究所 所長 
 安達 淳 大学共同利用機関法人情報・システム研究機構国立情報学研究所情報
学資源研究センター センター長 
 池田 佳和 東京工業大学大学院理工学研究科 教授 
 石塚 満 東京大学大学院 情報理工学系研究科 教授 
 市川 晴久 ＮＴＴ先端技術総合研究所未来ねっと研究所 所長 
 大賀 公子 ＮＴＴ東日本株式会社ブロードバンドサービス部 情報機器統括部長 
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  神竹 孝至 株式会社東芝デジタルメディアネットワーク社 統括技師長 
 河合 直樹 ＮＨＫ放送技術研究所 研究企画部長 
 佐野 晋 株式会社日本レジストリサービス 代表取締役副社長 
 津田 俊隆 株式会社富士通研究所 取締役 
 中川 正雄 慶應義塾大学理工学 教授 
 並木 淳治 日本電気株式会社 支配人 
 正村 達郎 株式会社ＮＴＴドコモ ワイヤレス研究所 所長 
 
＜エレクトロニクス分科会＞    
（主査） 荒川 泰彦 東京大学先端科学技術研究センター・生産技術研究所 教授 
  ナノエレクトロニクス連携研究センター長 
 有信 睦弘 株式会社東芝研究開発センター 執行役常務・所長 
 今井 元 日本女子大学理学部 教授 
 岩井 洋 東京工業大学フロンティア創造共同研究センター 教授 
 久間 和生 三菱電機株式会社先端技術総合研究所 役員理事・所長 
 小松 一彦 ＮＴＴアドバンステクノロジ株式会社 先端技術事業本部統括部長 
 小山 二三夫 東京工業大学 精密工学研究所マイクロシステム研究センター 教授 
 曽根 純一 日本電気株式会社基礎・環境研究所 所長 
 鳥海 明 東京大学大学院工学系研究科 教授 
 西野 壽一 株式会社日立製作所中央研究所 所長 
 馬場 俊彦 横浜国立大学工学研究院知的構造の創生部門 助教授 
 平本 俊郎 東京大学生産技術研究所情報・エレクトロニクス系部門 教授 




（主査） 榊 佳之 独立行政法人理化学研究所ゲノム科学総合研究センター センター長 
 伊藤 隆司 東京大学大学院新領域創成科学研究科 教授 
 小笠原 直毅 奈良先端科学技術大学院大学情報科学研究科 教授 
 小此木 研二 武田薬品工業株式会社医薬研究本部開拓研究所 所長 
 甲斐 知恵子 東京大学医科学研究所 教授 
 唐木 幸子 オリンパス株式会社ライフサイエンスカンパニー バイオサイエンス事業部
バイオ事業推進部開発 3G グループリーダー 
 神原 秀記 株式会社日立製作所中央研究所 フェロー 
 北野 宏明 株式会社ソニーコンピューターサイエンス研究所 取締役副所長 
 郷 通子 長浜バイオ大学バイオサイエンス学部 学部長・教授 
 五條堀 孝 大学共同利用機関法人情報・システム研究機構国立遺伝学研究所 
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 生命情報・DDBJ 研究センター センター長・教授 
 桜井 正樹 帝京大学医学部 主任教授 
 島津 光三 株式会社島津製作所分析計測事業部 副事業部長 
 杉山 達夫 独立行政法人理化学研究所植物科学研究センター センター長 
 高津 聖志 東京大学医科学研究所感染・免疫部門  教授 
 中内 啓光 東京大学医科学研究所ヒト疾患モデル研究センター 教授 
 
＜保健・医療・福祉分科会＞ 
（主査） 猿田 享男 慶応義塾大学 常任理事 
 今井 裕 東海大学医学部 教授 
 景山 茂 東京慈恵会医科大学総合医科学研究センター 教授 
 加藤 規弘 国立国際医療センター研究所 遺伝子診断治療開発研究部長 
 木村 彰男 慶應義塾大学月が瀬リハビリテーションセンター 所長・教授 
 木村 哲 国立国際医療センターエイズ治療・研究開発センター センター長 
 小松 浩子 聖路加看護大学成人看護学 教授 
 福内 靖男 足利赤十字病院 院長 
 別所 正美 埼玉医科大学 教授 
 武藤 徹一郎 財団法人癌研究会有明病院 院長 
 山口 直人 東京女子医科大学医学部 主任教授 
 
＜農林水産・食品分科会＞  
（主査） 三輪 睿太郎 独立行政法人農業・生物系特定産業技術研究機構 理事長 
 生田 和正 独立行政法人水産総合研究センター中央水産研究所 
生態系保全研究室長 
 池口 厚男 独立行政法人農業工学研究所農地整備部 主任研究官 
 池谷 祐幸 独立行政法人 農業・生物系特定産業技術研究機構果樹研究所  
  主任研究官 
 石川 豊 農林水産省農林水産技術会議事務局 研究調査官 
 犬伏 和之 千葉大学園芸学部 教授 
 岡 裕泰 独立行政法人森林総合研究所 主任研究官 
 小川 欽也 信越化学工業株式会社有機合成事業部 技術顧問 
 尾関 秀樹 農林水産省農林水産技術会議事務局 研究開発企画官 
 加藤 順子 株式会社三菱化学安全科学研究所リスク評価研究センター センター長 
 兼松 誠司 農林水産省大臣官房企画評価課技術調整班 研究調査官 
 田島 眞 実践女子大学生活科学部 教授 
 中村 雅美 日本経済新聞社編集局科学技術部 編集委員 
 平藤 雅之 独立行政法人農業・生物系特定産業技術研究機構  
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 中央農業総合研究センター 農業情報研究部モデル開発チーム長 
 前田 美紀 独立行政法人 農業生物資源研究所 基盤研究部門 主任研究官 
 
＜フロンティア分科会＞ 
（主査） 的川 泰宣 独立行政法人宇宙航空研究開発機構 執行役 
 飯田 尚志 独立行政法人情報通信研究機構 顧問 
 浦  環 東京大学生産技術研究所海中工学研究センター 
  副所長・センター長・教授 
 加藤 千明 独立行政法人海洋研究開発機構極限環境生物圏研究センター 
海洋生態・環境研究プログラムグループリーダー 
 木下 肇 独立行政法人海洋研究開発機構 理事 
 小池  勲夫 東京大学海洋研究所 所長 
 杉ノ原 伸夫 独立行政法人海洋研究開発機構地球環境観測研究センター  
  センター長 
 住  明正 東京大学気候システム研究センター 教授 
 浜野 洋三 東京大学大学院理学系研究科  教授 
 樋口 清司 独立行政法人宇宙航空研究開発機構 理事 
 藤井 敏嗣 東京大学地震研究所火山噴火予知研究推進センター 教授 
 牧島 一夫 東京大学大学院理学系研究科 教授 
 丸山 茂徳 東京工業大学大学院理工学研究科 教授 
 水谷 仁 独立行政法人宇宙航空研究開発機構宇宙科学本部 教授 




（主査） 山地 憲治 東京大学大学院新領域創成科学研究科 教授 
 浅野 浩志 財団法人電力中央研究所社会経済研究所 上席研究員 
 荒川 裕則 東京理科大学工学部 教授 
 稲葉 敦 独立行政法人産業技術総合研究所 
ライフサイクルアセスメント研究センター センター長 
 内山 洋司 筑波大学大学院システム情報工学研究科 教授 
 大木 良典 三菱重工業株式会社 社技術本部 主幹部員 
 岡野 一清 水素エネルギー協会 理事 
 正路 徹也 東京大学 名誉教授 
 長谷川 裕夫 独立行政法人産業技術総合研究所 企画本部 総括企画主幹 
 原田 道昭 財団法人石炭利用総合センター 事業部技術開発グループ 
グループリーダー 
 1153
  疋田 知士 社団法人日本エネルギー学会 専務理事 
 藤井 康正 東京大学大学院工学系研究科 助教授 
 松井 一秋 財団法人エネルギー総合工学研究所 研究理事 
 
＜環境分科会＞ 
（主査） 安井 至 国際連合大学 副学長 
 浅野 直人 福岡大学法学部 教授 
 伊藤 泰郎 桐蔭横浜大学 客員教授 
 稲葉 敦 独立行政法人産業技術総合研究所  
ライフサイクルアセスメント研究センター センター長 
 上野 潔 三菱電機株式会社リビング・デジタルメディア事業本部渉外部 
技術担当部長 
 大木 良典 三菱重工業株式会社本社技術本部技術企画部 主幹部員 
 岡田 光正 広島大学大学院工学研究科 科長・工学部長 
 乙間 末廣 北九州市立大学大学院国際環境工学研究科 教授 
 貴田 晶子 独立行政法人 国立環境研究所循環型社会形成推進・廃棄物研究セン
ター 有害廃棄物管理研究室 主任研究員 
 竹内 邦良 山梨大学大学院医学工学総合研究部社会システム工学系 教授 
 中村 慎一郎 早稲田大学政治経済学部 教授 
 新田 裕史 独立行政法人国立環境研究所 PM2.5・DEP 研究プロジェクト 
疫学・曝露評価研究チーム 総合研究官 
 林 良嗣 名古屋大学大学院環境学研究科  教授 
 安岡 善文 東京大学生産技術研究所人間・社会研究部門 教授 
 鷲谷 いづみ 東京大学大学院農学生命科学研究科 教授 
 
＜ナノテクノロジー・材料分科会＞    
（主査） 川合 知二 大阪大学産業科学研究所 所長・教授 
 池澤 直樹 株式会社野村総合研究所  
コンサルティング・セクターチーフ・インダストリー・スペシャリスト 
 井上 明久 東北大学金属材料研究所 所長 
 岩本 正和 東京工業大学資源化学研究所 有機資源部門 教授 
 岡野 光夫 東京女子医科大学先端生命医科学研究所 所長・教授 
 岡部 豊 伊藤忠商事株式会社先端技術戦略室 室長代理 
 片岡 一則 東京大学大学院工学系研究科 教授 
 川勝 英樹 東京大学生産技術研究所 教授 
 川添 良幸 東北大学金属材料研究所 教授・計算材料学センター長 
 中西 八郎 東北大学多元物質科学研究所 研究所長・教授 
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  板東 義雄 独立行政法人物質・材料研究機構 若手国際研究拠点センター長 
 山下 一郎 松下電器産業株式会社先端技術研究所 主幹研究員 
 山田 啓文 京都大学大学院工学研究科 助教授 
 横山 浩 独立行政法人産業技術総合研究所 ナノテクノロジー研究部門部門長 
 横山 直樹 株式会社富士通研究所 フェロー・ナノテクノロジー研究センター長 
 
＜製造分科会＞ 
（主査） 小林 敏雄 財団法人日本自動車研究所 所長 
 青山 藤詞郎 慶應義塾大学理工学部 教授 
 大木  博 株式会社日立ハイテクノロジーズ ナノテクノロジー製品事業本部 
研究開発本部 本部長 
 帯川 利之 東京工業大学大学院理工学研究科 教授 
 鈴木 慎一 株式会社三菱化学科学技術研究センターＲ＆ＴＤ事業部門  
光電材料研究所グループマネージャー 
 徳田 君代 九州工業大学情報工学部 教授 
 長瀬 高志 トヨタ自動車株式会社生技開発部 主査 
 平松 金雄 財団法人日本自動車研究所 主席研究員 
 村上 碩哉 東京工業大学大学院理工学研究科 教授 
 森 和男 独立行政法人産業技術総合研究所ものづくり先端技術研究センター 
センター長 
 柳本 潤 東京大学生産技術研究所機械・生体系部門 教授 
 山田 豊 日産自動車株式会社車両生産技術本部車両生産技術企画部 主管 
 
＜産業基盤分科会＞ 
（主査） 姉川 知史 慶應義塾大学大学院経営管理研究科 教授 
 安達 智彦 武蔵大学経済学部 教授 
 金光  淳 財団法人政治経済研究所 研究員 
 濱岡  豊 慶應義塾大学商学部 助教授 
 増田 靖 慶應義塾大学工学部 教授 
 山口 不二夫 明治大学大学院グローバル・ビジネス研究科 教授 
 吉田 耕作 青山学院大学大学院国際マネジメント研究科 教授 
 
＜社会基盤分科会＞ 
（主査） 家田 仁 東京大学大学院工学系研究科 教授 
 石橋 忠良 東日本旅客鉄道株式会社 建設工事部担当部長兼構造技術センター長 
 糸井川 栄一 筑波大学大学院経営・政策科学研究科 科長 
 沖 大幹 東京大学生産技術研究所 助教授 
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  笠井 和彦 東京工業大学建築物理研究センター 教授 
 日下部 治 東京工業大学大学院理工学研究科 教授 
 柴崎 亮介 東京大学空間情報科学研究センター 教授 
 谷口 栄一 京都大学大学院工学研究科 教授 
 能島 暢呂 岐阜大学工学部 助教授 
 原 加代子 日産自動車株式会社第四技術研究所 主任研究員 
 日野 孝則 独立行政法人海上技術安全研究所 CFD 研究開発センター センター長 
 船水 尚行 北海道大学大学院工学研究科 教授 
 布野 修司 京都大学大学院工学研究科 助教授 
 野城 智也 東京大学生産技術研究所 教授 
 李家 賢一 東京大学大学院 学系研究科 教授 
 
＜社会技術分科会＞ 
（主査） 中島 尚正 放送大学 副学長 
 井上 孝太郎 独立行政法人科学技術振興機構研究開発戦略センター 上席フェロー 
 川島 隆太 東北大学未来科学技術共同研究センター 教授 
 岸 徹 科学警察研究所 法科学第三部長 
 吉川 肇子 慶應義塾大学商学部 助教授 
 小林 信一 独立行政法人 科学技術振興機構社会技術研究システム 
システム研究センター長、東京工業大学特任教授 
 奈良 由美子 放送大学教養学部 助教授 
 林 秀樹 三菱重工業株式会社機械事業本部風水力・一般機械部 次長 
 細野 光章 独立行政法人科学技術振興機構 社会技術研究システム 
システム研究センター研究員 
 堀井 秀之 東京大学大学院工学系研究科 教授 
 松浦 弘幸 国立長寿医療センター研究所長寿医療工学研究部 部長 
 吉田 文 独立行政法人メディア教育開発センター研究開発部 教授 
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桑原 輝隆 科学技術動向研究センター長 
(取りまとめ) 
横田 慎二 科学技術動向研究センター主任研究官 （リーダー） 
横尾 淑子 科学技術動向研究センター上席研究官 
 (分野担当) 
伊神 正貫 科学技術動向研究センター研究員 
石井 加代子 科学技術動向研究センター主任研究官 
伊藤 裕子 科学技術動向研究センター主任研究官 
今田 順 科学技術動向研究センター特別研究員 
浦島 邦子 科学技術動向研究センター上席研究官 
大平 竜也 科学技術動向研究センター特別研究員 
大森 良太 科学技術動向研究センター主任研究官 [２００４年６月３０日まで] 
奥和田久美 科学技術動向研究センター上席研究官 
草深 美奈子 科学技術動向研究センター客員研究官 
小松 裕司 科学技術動向研究センター特別研究員 
阪 彩香 科学技術動向研究センター特別研究員 
島田 純子 科学技術動向研究センター研究官 
菅沼 克敏 科学技術動向研究センター上席研究官 
多田 国之 科学技術動向研究センター客員研究官 
刀川 眞 科学技術動向研究センター客員研究官 
立野 公男 科学技術動向研究センター客員研究官 
玉生 良孝 科学技術動向研究センター特別研究員 [２００４年３月３１日まで] 
辻野 照久 科学技術動向研究センター特別研究員 
中塚 勇 科学技術動向研究センター特別研究員 [２００４年９月３０日まで] 
野村 稔 科学技術動向研究センター技術参与 
橋本 幸彦 科学技術動向研究センター特別研究員 [２００４年２月２９日まで] 
浜田 真悟 科学技術動向研究センター客員研究官 
福島 宏和 科学技術動向研究センター特別研究員 
藤井 章博 科学技術動向研究センター主任研究官 
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 細坪 護挙 科学技術動向研究センター（企画課） 
茂木 伸一 科学技術動向研究センター主任研究官 [２００３年１２月３１日まで] 
山本 桂香 科学技術動向研究センター上席研究官 
渡井 久男 科学技術動向研究センター特別研究員 
亘理 誠夫 科学技術動向研究センター特別研究員 [２００４年６月３０日まで] 
 (調査補助) 
秋山 紀代美 科学技術動向研究センター事務補助員 
香月 理恵子 科学技術動向研究センター事務補助員 
坂本 馨 科学技術動向研究センター事務補助員 
谷村 幸枝 科学技術動向研究センター事務補助員 




菊田 隆 主席研究員 
佐脇 政孝 主席研究員 
鈴木 潤 主席研究員 
森 康子 主任研究員 
緒方 三郎 主任研究員 
中原 いづみ 主任研究員 
伊藤 貴和 主任研究員 
大竹 裕之 研究員 
中島 裕明 研究員 
高橋 寿征 研究員 
美馬 正司 研究員 
和田 佳子 副研究員 
浦川 伸子 副研究員 
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